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プロローグ　それは夢か現実か……




第　一　章　神子アイシャ

　　　一話　授かりしは絶対魅了の力

　　　二話　椅子がないならお前がなればいい

　　　三話　約二十人の女騎士による最高のご奉仕

　　　四話　約二十人の女騎士たちと乱交

　　　五話　神子アイシャとの出会い

　　　六話　世界の理──世界を支配する六人の女王

　　　七話　アイシャに学ぶ女の抱き方　前戯編１

　　　八話　アイシャに学ぶ女の抱き方　前戯編２

　　　九話　アイシャに学ぶ女の抱き方　挿入編１

　　　十話　アイシャに学ぶ女の抱き方　挿入編２

　　十一話　アイシャに学ぶ女の抱き方　ご奉仕編１

　　十二話　アイシャに学ぶ女の抱き方　ご奉仕編２

　　十三話　チート＆チート

　　十四話　作戦会議




第　二　章　魔女ユニス

　　　一話　魔女ユニスの性趣味

　　　二話　魔女ユニスと異世界人

　　　三話　魔女ユニスの筆おろし

　　　四話　魔女の秘宝

　　　五話　女騎士と交渉

　　　六話　女騎士レオナの口淫＆精飲

　　　七話　魅了魔法の応用

　　　八話　女商人が支配する街ユニシス

　　　九話　この世界の男

　　　十話　女商人ヤリーナを拘束

　　十一話　女商人ヤリーナの寝パイズリ

　　十二話　女商人ヤリーナを調教　処女喪失編

　　十三話　女商人ヤリーナの調教　アナル編

　　十四話　淫夢メリアの夜這い

　　十五話　淫夢メリアの騎乗位

　　十六話　淫夢メリアの告白

　　十七話　魔女ユニスの女食い

　　十八話　魔女ユニスをお仕置き

　　十九話　魔女ユニス、堕ちる




エピローグ







書き下ろし番外編　ハーレム＆ハーレム
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　この不思議な感じはなんだろう。俺の身体全体を、ふわふわとした感覚が満たしている。

　……ああ、これは夢の世界か。

　うまく説明をすることはできないが、自分が夢を見ているということはわかる。こんな体験をしたことがある人も、多いのではないだろうか。

　場所は……どこかの部屋だろうか。ベッドが一つあるだけ。

　もし夢解析をしたらどんな結果が出るだろうか、と思うくらい殺風景な部屋である。




「うふふ、来たわね」




　俺の耳に女の声が入ってきた。甘く、ねっとりとしていて、まるで耳の中を舐められているかのようにくすぐったい声音。

　気がつくと、目の前に美女と呼べるほどの女が立っていた。




「私の名前は──」




「え？」

　肝心な名前の部分をうまく聞き取ることができなかった。

　だが、女は俺のことを無視して話を続ける。




「私は、私の計画を共に実行してくれる者をさがしているの。あなたにならその才能があるわ」




　妖艶な笑みを浮かべると、彼女は俺の身体へと、足先から舐めるように視線を送っていった。




「自分が今、生きている世界は好きかしら？」




「なぜそんなことを聞く？」




「知りたいから。ただそれだけよ」




　まるで含みのあるように女は言った。

「ふん。偉そうだな。だが、今生きている世界は好きではないな。ただ働いて、ただネットをして、ただ寝ているだけ。まったくと言っていいほど、有益な生活を送れていない」




「もし……ここじゃない世界であなたが好き勝手できるとしたら？」




　この女、何を言っている……？







「もしあなたが楽しいと思える能力を手にすることができるのなら、あなたが住んでいる世界とは別世界に行きたい？」







　よくわからない夢だ。俺の欲求を聞き出そうとしているのか？

「答えは決まっている。もしそんな世界があるのなら──」

　俺が答えると、女は満足そうに頷いた。







「決まりね。あ、そうそう。ここはあくまでも夢の世界よ。もし本当の私を抱くことがあったら……めちゃくちゃにしてね♪」







　そう言って女は消えてしまった。俺の意識も段々と変化していく。




　そろそろ目が覚める頃だろう。ああ、またつまらない日常が始まる……。
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「なんだ、これは……？」

　寝ていたはずの俺が目を覚ますと、そこは自分の部屋ではなかった。

　いや、部屋どころか日本なのかすら怪しい場所。石造りの建物で、壁に見たことのない文字や紋章が描かれている。一体どうなっているんだ……？

「現れたな、異世界人め！」

　目の前にいるのは長剣を装備した女騎士。周りを見渡すと、似たような装備をした者たちがたくさん俺のことを囲んでいた。ざっと二十名くらいだろうか。

　全員が美人の分類に入るレベルで目と鼻筋が立ち、とても日本人とは思えなかった。

　──異世界人。

　女騎士は俺のことを確かにそう呼んだ。これが夢やドッキリの類でないのなら、もしかすると俺は異世界に飛ばされてしまったのかもしれない。

　思い返せば、寝る直前に変な声を聞いたような気がする。その後も何かあったと思うが、しっかりと覚えてはいない。

　……これは本当に異世界召喚……もしくはトリップなのか？

　こういった話は、小説やゲームでよく見たことがあるから、さほど驚きはない。驚きがないとは言え、まさか自分が巻き込まれるなんて考えてもみなかった。

「やけに冷静だな。言葉はしゃべれるのか！」

　ここが異世界だとして、相手の言葉を聞くことができるのは不思議だ。いや、おそらく魔法的な何かか……。ここは試しに……。

「ああ、話すことはできる」

「く、口を聞いた……！」

「驚くこともないだろう、同じ人間なんだから」

「……名前を教えろ」

「三み浦うら竜りゅう太た」

「ミウラリュウタ？」

「わからないのなら、リュウと呼べ」

　俺はどこにでもいる、オタク文化が好きな普通の社会人だ。もっとも、様々なことに冷めてしまっていて、慌てることもできないタイプだが。

「我々の仕事は、お前をここで抹殺すること」

「抹殺だと？」

　おいおい、まさかこの場で殺されてしまうというのか？　女騎士たちが武装しているところを見ると、奴らは本気なのだろう。急な話しすぎて嫌な気分になってくる。

　召喚なら、普通は誰かが望んで俺を呼んだはずだろう。トリップにしても神が何かを意図して行ったとか、何かしらの理由があるはずだ。ただ殺されるためにこんな世界に来たわけではない。

　いや、理由を考えるのは後回しにして、とにかくこの状況をなんとかしなければ。

　俺を囲んでいる騎士は約二十名。剣を構えた女騎士の後ろには、弓を持っている者と杖を持っている者がいる。おそらく、弓兵と魔法使いだろう。

　女相手だから、いくら武器を持っていても対処のしようはあると思ったが、遠距離から攻撃できるものがいるのであれば、動くことは得策ではない。

　ならば交渉といこうか。

「なあ、お前たちがここにいるということは、俺の出現は予測されていたってことだろう？」

「ああ、召喚時に発生する高い魔力を感知したからな」

「なるほど」

　これはありがたい。抹殺と言ってはいるが、向こうは俺と話をしてくれるらしい。

　確かに、武器を持たない人間が、恐ろしいほど冷静な振る舞いをしているのだ。不気味に思ったって不思議ではないだろう。

　俺は異世界人に当たるわけだし、何が起こってもおかしくないと考えているはずだ。だからこそ、これだけの警戒をしている。会話の余地があることを、利用させていただこう。

「とりあえず武器を下ろしてくれないか？　俺はお前たちを傷つけたくない」

　当たり前であるが、これはブラフ。

　俺は普通の人間だし、魔法が使えたり、変な気を出せたりするわけではない。だが、向こうだって俺を得体のしれない存在だと思っている。さりげないブラフが意外な影響を与えたりする。

　すると、俺の言葉を聞いた女騎士の手に力が入る。

「貴様、男であるのに、女である我々に手を出すというのか!?」

「そんなことは言ってないぞ……むしろ逆で……」

「思い上がるなよ。男が女より強いわけがないんだから！」

　どういうことだ？

　騎士であれば、訓練を積んでいるのだろう。だから俺みたいな、会社に通う以外、年中引きこもりの奴には負けないということか？

　それならわかるが、女騎士の反応を見るに、もっと別のところに理由がありそうだ。

　とぼけたふりをしながら探ってみよう。少しアホを装う感じで。

「だが、腕の太さを見れば一目瞭然だろう。俺の方が太い」

「あははは！」

　突然、女騎士は笑い始めた。

「バカか？　腕の太さで力が決まるはずないだろう。女には男以上の魔力があるのさ！」

　なるほど、そういうことか。予想するに、魔力によって本来持っている力を増幅させているのだ。だからこそ、男よりも強い力を手に入れ、騎士団のようなものをつくることができた。

　冷静に考えれば、彼女たちが衛兵だとして、その中に男がひとりもいないというのはおかしな話になる。それがおかしくないのは、彼女たちが衛兵として適切に選ばれているからだ。

　しかもこの警戒の仕方。それなりの戦力を揃えた布陣と思って間違いないだろう。

　つまり、女騎士の言い分は本当の可能性が高い。

　俺が頭を使っていると、女たちが妙な動きをし始めた。

「クスクス、異世界人だから知らないのか？　バカだな、あいつ」

「ああ、マヌケでよかったよ」

　周りの女たちがヒソヒソと俺のことを小馬鹿にしている。

「ふっ。私の思い過ごしのようだな。これほどまでに身の程知らずとは」

　目の前の女騎士が肩をすくめ、隣にいる別の女騎士に話しかけた。

「私は戻る。こんな者のために時間を使うのは惜しいからな」

「隊長？　私たちを置いてサボりですか？」

「バカを言うな。こんな大した魔力のない男の相手などしている暇がないからだ。お前たちだけで任務を遂行すれば手柄になるぞ」

「え？　こんな奴を相手にしただけで手柄になるんですか!?」

　明らかに俺が弱いことを前提とした会話。わざとアホを演じているとはいえ、少し腹立たしいな。

　だが、ここでキレてしまえば俺は彼女たちに殺されてしまう。とりあえず交渉を続けよう。

「まずはお互いの情報を交換しないか？　俺の世界のことも気になるだろ？」

「調子に乗るな、男のくせに！」

「男が我々と同等に口を利くなど百年早い！」

　さっきからやたらと男であることを蔑んでくるな。

　もし俺という人間だけを下卑するというのであれば、異世界人であることを強調するはずだ。

「とりあえずこいつは大丈夫だ。始末しておけ。私は戻るぞ」

「あ、隊長……！」

　隊長と呼ばれている女が部屋から出て行ってしまった。

　さて、どうしたものか。俺が考えていると、別の女騎士が剣を差し向けてくる。

「さあ、話は終わりだ。命令どおりお前を殺す！」

　ちっ。俺にたいした力がないことがバレてしまったようだな。これだけ時間があって何もしないということは、能力がないことを意味している。時間稼ぎも限界のようだ。

　そして全員が戦闘態勢をとる。騎士は剣を構え、弓兵は矢をつがえ、魔法使いは杖を掲げた。

　まさかこんなところで死んでしまうのか……？

　まだ二十数年しか生きていないし、やりたいこともやっていない。

　なのに、誰だかわからない相手に勝手に異世界に召喚されてしまい、すぐ殺されるのか？

　しかも、わけのわからない女たちにバカにされもした。

　……ふざけるな。

　俺を小馬鹿にするような女どもに殺されてたまるか。

　むしろ、ここにいる全員を犯して、俺の女にしてやりたい。めちゃくちゃにして俺の性奴隷にしてやるんだ。

　そのときだった。俺の耳に声が届く。




『この状況をどうにかしたいかしら？』




　誰だ？

『私のことは後で説明するわ。今は私と契約するかどうか……』

　契約だと？

『この状況を打破する力を私があなたに授けるわ』

　力……本当か？

『嘘であればこんなことをしないで、あなたを見捨てているわ』

　それもそうか。この絶体絶命の状況で俺を煽る必要なんてないのだから。

　だが、嘘ならば覚えておけ。

　ここで死んだのならば、ここにいる全員を含め、お前を呪ってやる。

『それだけ強い言葉を言えるのなら問題ないわね。さあ、力がほしい？』

　面白い。どんな力かわからないがいただこう。

『ならば、私と契約なさい』

　契約？　ふっ、いいだろう。条件など聞いていられるような立場ではないからな。




『あなたに授けるのは──絶対魅了の力!!』




　わかった。その力、有効に使おう。

　俺の身体が熱くなるような感覚を覚える。そして、自然と能力の情報が頭に入ってきた。

「ククク……！」

「な、何がおかしい!?」

　女騎士が武器を突き出したまま尋ねてくる。

「お前たち、男と性交したことあるか？」

「なっ!?」

　そこにいる全員が驚きと屈辱といった表情を見せた。

「その反応、全くないか経験が少ないかだな」

「男め、我々を侮辱してぇ！　もう許さない！　お前を殺すっ！」

「できるものならやってみろ！」

　俺を中心に、床に魔法陣が浮かび上がる。

　この魔法陣の中に相手を入れるのが、能力を使う条件だ。

　広がった魔法陣に、そこにいる全ての女騎士を入れる。

　そして、




「さあ、求めろ！　この俺を!!」




　──絶対魅了の力が発動したのだった。
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　魔法の光が段々と消えていくのが目に入った。

　それと同時に女たちの様子も変わっていく。先ほどまで俺のことを虫でも見るような視線で見つめていたのに、今ではすっかりとろんとしてしまっている。

　さあ、絶対魅了の力を見せてみろ！

　すると、

「あ～ん、なんて素敵なお方なのぉ」

　くねくねと腰を揺らしながら、女騎士たちが甘い声を出す。

　まるで別人になったかのように表情を緩ませ、愛しそうに見つめてくるのだった。

　しかも、それが全員からだ。成功したのか？　確認の意味でもまずは……。

「武器を降ろしてくれないか？」

「ごめんなさいっ！　すぐに降ろしますから嫌いにならないで下さい」

　どうやら魔法は成功したようだ。謎の声が嘘をついていないことがわかった。

　あとはどこまで効き目があるのか。少し実験をしてみよう。

「お前たちは俺のことが好きか？」

『はい！　愛しております！』
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「俺の以外の男のことは、どう思ってる？」

「男は奴隷です。女たちの足元にも及びません」

　やはりそうか。あくまで騎士団だけなのかもしれないが、この世界は女尊男卑の文化になっている可能性がある。どういった流れでそうなったのかは推察し難いが、女の方が強い力を持っているのであればそういった文化が根付いても、おかしくないのかもしれない。

　だが、そんな社会で育った彼女たちさえも、すでに俺の虜になっている。

　その証拠に、

「あんっ！」

　近くにいた女の豊満な乳をわし掴みにしてみた。指と指の間からこぼれてしまうほどの巨乳。

　女はびっくりした様子を見せるが、決していやそうな素振りは見せなかった。

「俺に乳を触られてどうだ？」

「す、少し恥ずかしいですけど、嬉しいですっ」

「もし他の男がこんなことをしたら？」

「殺します」

　即答。これは演技では絶対にできないだろう。

「俺だけなら、いいのか？」

「はいっ。あなたになら、どんな恥ずかしいことでもやってみせます」

「ほう……」

　面白いな。

「そうだな、まずは軽めのものからいってみるか」

　俺は思いついたことを口に出してみた。

「茶が飲みたい。すぐに持ってきてくれ」

「かしこまりました！」

　頼まれた女騎士はすぐに駆け出していった。

　さっきまで侮蔑の目で見ていたのに、今では完全に従順になってしまっている。

　素晴らしい能力を手に入れることができた。あとはどうやってうまく使っていくか……。

「あ～ん、リュウ様ぁ」

「どうした？」

「わたしのおっぱいも触って下さい～」

「おいおい、どうしたんだ？」

「さっき触ってたじゃないですかぁ。だから、私のも触ってほしくってぇ。私のおっぱい、大きくて柔らかいんですよぉ？」

　服の上から自ら胸を揉んで、その素晴らしさをアピールしてくる。

　布越しだというのに真ん中には突起しているものがあった。

「いやらしい女め」

「やんっ！　ち、乳首はらめぇ」

「身体を使って俺の気を引こうというのか？」

「お、お嫌いですかぁ？」

　嫌いなわけがない。むしろ大好きだ。だが、

「俺は茶が飲みたいといった。お前たちは俺の命令だけ聞いていればいいんだ」

　全員に目配せをすると、各々がはっきりと頷いた。

「よし……それでいい」

　そんなやり取りをしていると、女が茶を持って戻ってきた。丁寧に焼き菓子までついている。

「はぁはぁ、入れて参りました」

「息が上がっているな」

「お待たせするわけにはいきませんので」

「いい心がけだ。だが、どこで飲めばいい？」

「え……？」

　女騎士は絶望という表情で青ざめた。

「椅子や机がないぞ。これでは休むことができない」

「す、すみません！　すぐに持って……」

「いや、いい」

　もう一度外に出ようとしたところで俺は彼女を止めた。

　少し面白いことを思いついたのだ。

「椅子と机がないならつくればいいんだ」

「つ、つくる……？　でも、ここには木材はありませんが？」

「材料ならあるだろう？」

「へ？」

　彼女はぽかんとした表情で俺を見た。

「──お前が椅子になればいいんだよ」

　実に屈辱的なことだ。さあ、どうする？

「喜んで！」

　とびりきの笑顔を見せた彼女は俺の近くで四つん這いになった。

　椅子としては十分だろう。

「座ることができても机がないと茶や菓子を楽しめないだろ。誰か机になりたい奴はいるか？」

「わたしが！」

「いいえ、わたくしが！」

「あたしも！」

　全員が手を上げる。なんとしてでも気を引こうというところなのだろう。

　絶対魅了の力は紛れもないことだ。

「じゃあ、お前でいい。机になれ」

　適当に女を指名して机にする。そこに茶や菓子を置かせて、俺は着席した。

「……いい茶だ」

　念のため毒味をさせ、俺は茶を楽しんだ。

　紅茶に似たような味をしているが、より渋い感じになっている。これは焼き菓子が合うだろうな。

　少し腹が減っていることもあり、俺は数枚焼き菓子を口の中に入れた。

「リュウ様、お口の周りが汚れております」

「そうか。拭いてくれ」

「わかりました。拭くものを用意しますので少々お待ち下さい」

「ないなら舐めとれ」

「え？」

「舐めとれと言っている」

「は、はい……！」

　女は俺の近くにきて「失礼します」と一声かけると、小さな舌を出してカスを舐めとった。

「ぺろ……ぺろ……いやじゃありませんか？」

「まさか」

　俺をバカにしていた女が、舌を使ってカスをとっているんだぞ。いやなものか。

　むしろ、濡れた舌で肌を撫でられるというのはゾワゾワして心地よかった。

「指にもついている。舐めろ」

　他の女に指を舐めさせる。

「ちゅぱ、ちゅぱ……私が綺麗にしてあげますからねっ」

「れろ、れろれろ……私にもお手伝いさせて下さい～」

　ふたりの女が指を舐めているのを見て、残りの女たちは羨ましそうにしている。

　我慢できないのか、女たちが立候補してきた。

「わたしも舐めたい～」

「もっと上手に、激しく舐めて差し上げますから！」

「お望みならリュウ様の全身をナメナメしたいですっ」

　そんなに俺のことが好きか。

　最高の気分だ。二十名ほどの女たちが俺だけを見て、俺の関心を引こうと必死になっている。

　しかも、相手は女騎士団。

　魔法にかける前の態度を見るに、それなりのプライドがあるはずだ。

　そんな女たちが俺の言いなりになっている。

　これほど心地いいことは人生で一度もない。異世界に来るというのは素晴らしいものだな。

　だが、突然。




「お前たち……一体なにをやっているんだ!?」




　現れたのは魔法がかかっていない女騎士──隊長だった。
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　最高の気分に浸っていたら、いきなりさっきの女が現れた。

　奴に魔法はかけていない。

　……まずい状況になったか？　奴は俺のことを完全に見下していた。

「任務の最中に茶を取りに来たと言っていたから、おかしいとは思ったが何をしている!?」

「た、隊長!?」

　女騎士たちが一斉にびくっとする。

　隊長と呼ばれているくらいだ。それなりに強いのだろう。もしここであいつが暴れだしたら、俺は止める術を持たない。

　俺は魅了の魔法は使えるが、それ以外の力は何もできないのと同じだからな。魔力で強化されているあいつと正面から戦っても勝てるわけがない。

　まあ、魅了を早めにかければ問題ないのだが。

　そんなことを考えていると、隊長がギリギリと歯を鳴らしていた。

「男……何をしている!?」

「さあな」

　俺がとぼけると、隊長は椅子になっている隊員に気がついた。

「貴様、我が隊員を椅子にしているというのか？」

「そうだ」

「ふ、ふざけるなぁ！　今すぐ解放しろ！」

「お前が代わればな」

「この！　殺してやる！」

　安い挑発に乗せられ、隊長は剣を抜こうとした。

　だから、

「あいつを取り押さえろ」

　俺は女騎士たちに命令をした。

　少し躊躇した素振りを見せたが、彼女たちは俺の言うとおり隊長の身動きを押えた。

「な、何をしている!?」

「すみません、隊長。リュウ様に嫌われたくありませんので」

「はぁ!?　何を言っているんだ！　あいつは異世界人で男だぞ！」

　ククク、すぐに魅了をかけなくてよかった。ここにいる全員が魅了状態だと、魔法をかけられているときがどれだけ異常なのか判断するのが難しかったからな。

　ひとり正常な奴がいるといろいろと情報を得ることができる。

「お前たち、あいつに脅されているのか!?」

「脅されているのではありません。私たち、みんなリュウ様を好いているのです」

「な!?」

「隊長もあの方の素晴らしさに気がついて下さい。容姿や声、そして立ち振る舞い……その全てが女の本能を呼び起こすのです」

　何一つ褒められたことのない俺が、魔法をかけた途端にこれだけのことを言ってもらえるのだ。

　女が俺のものになっているという何よりの証拠。

　だが、隊長の方は納得できていないらしい。

「くそ！　フォルツァンド女騎士団の誇りを忘れたのか!?」

「いいえ、リュウ様への愛を知ったのです」

「何がどうなっている!?　貴様、幻術の類で騙しているのか!?」

「ご名答」

　俺は隠さずに答えた。答えた方が絶対に面白くなると思ったのだから。

「幻術士か……だが、異世界人がすぐに魔法を使えるようになるなど……」

「おかしいか？」

「くっ。私にも同じように幻術をかけるのか!?」

「どうだろうな」

　わざとらしく肩をすくめてみせる。

「男の……お前のものになるくらいならこのまま……！」

「口の中に布でも放り込んでおけ。舌を噛み切られたら困る」

　まったく、いきなり暴走されても困ってしまう。これからもっと楽しいことが起きるのだから。

「ん、ぐぐぐ……！」

　口を塞がれ、彼女は何も言えなくなった。

　さて。

「お前たち、俺にその身体を差し出す気持ちはあるんだろうな？」

『はいっ』

「ならば脱げ」

　隊長を押さえている女以外、全員が俺の言うとおりにする。

　甲冑などの装備を全て脱ぎ捨て、みんなが裸となった。

　まさに絶景。

　約二十名の女が全裸となり、並んでいるのだ。その身体つきは、さすが異世界というべきなのか彫刻のように完璧なものだった。

　ほぼ全員が巨乳と呼ばれるような大きさの胸を持っていて、くびれが細く引き締まっている。

　恥丘には僅かとしかいいようがない量の毛しか生えていなかった。

　こんなものを見せられてしまったら、俺だって我慢することができない。

「お前たち、俺に奉仕しろ」

「かしこまりました」

「まずは服を脱がせるんだ」

　俺の周りに何人か来て、服を脱がせ始めた。

　おそらく騎士はそれなりの地位だろう。付き人のひとりやふたりいてもおかしくない存在だ。

　そんな奴らが丁寧に俺の服を脱がそうとしている。それこそ付き人のように。

「な、なんてたくましいの……！」

　ズボンを降ろされ、いきり立った肉棒が露わになる。経験のないものは目を丸くし、あるものは感嘆のため息をついた。わかりやすいリアクションで助かる。

「お、男の人の身体には剣がついているのですか？」

「剣とは大げさだな」

「剣……いえ、槍や大剣のような大きさに見えます」

「これがほしいか？」

「は、はい……！」

　完全に本能による返答。魔法をかけられるまで凛々しかった女騎士たちが雌の顔に変化していくのがわかった。

「せっかくこれだけいるので全員で奉仕しろ。俺の身体の隅々まで舐めるのだ」

「舐める……舐めていいのですか、リュウ様」

「それぞれ好きな場所を舐めろ」

　俺がそう言うと、女たちはぞろぞろと近づき、舌を這わせ始めた。

　あるものは唇を舐め、あるものは耳を舐める。

　乳首を優しく愛撫する者や、尻穴に舌を伸ばす者までいた。

　大きく実った両乳で俺の腕を挟んだり、背中に乳肉を押し当てる者もいた。

「いいぞ……もっとだ」

　約二十名の美女たちが俺の全身を愛おしそうに奉仕していた。

　そして、何よりも興奮するのが、

「ふぁんてふぉおきさなのぉ！」

　口いっぱいに勃起した肉槍を頬張っている姿だった。

　頬に亀頭の形がわかるくらい密着させ、いやらしい水音を響かせている。

「じゅぼ、じゅるるる……しゅ、しゅご……！」

「丁寧に舐めるんだ」

「ふぁい……！」

　肉棒の横のほうをペロペロしている者や、金玉をいやらしく舌の上で転がしている者もいた。

「鼻の下を伸ばして強く吸い込むんだ」

「こうでしゅか？　ずぼ……ぼぼぼっ！」

　いやらしいひょっとこ顔を見せながら、女騎士がバキュームしてくる。

　可憐に見える彼女たちも肉棒を頬張っている姿はまさに下品。

　だが、こうして奉仕させることが最高の喜びなのだ。

「ああ、素晴らしい……」

　全身を舐められることが、こんなにも気持ちいいものだとは思わなかった。

　舌と口、胸や尻という女の魅力的な場所の全てで俺のために奉仕している。

　俺のためにだ。

　しかし、もっとも気持ちがいいのは、

「──ッ!?」

　隊長と呼ばれる女騎士が侮蔑の目で強く俺を見つめているのだ。

　可愛い部下たちが忌み嫌う男に対して、完全なる奉仕をしているのが許せないのだろう。

　視線を逸らさないのは、意地か抵抗か。どちらにせよ、彼女の目を見ているゾクゾクしてしまう。涙を浮かべているところを見ると、何度も心の中で「殺してやる」とでも呪っているのだろう。

「さあ、もっと俺のために奉仕するのだ」

「はい……！」

　女たちはさらに奉仕をしていく。柔肌を密着させ全身で俺のことを気持ちよくさせようとしていたのだ。さすがに約二十人に同時に愛撫されてしまうと、俺の方も限界がきてしまった。

　肉棒がぶるぶる震えて、発射態勢を整えていく。

「んぶぅ!?　リュウ様のものがどんどん大きく……！」

「まだ咥えていろよ」

　俺のものをしゃぶっている女は涙目になりながらも小さく頷いた。

「もっと激しく吸い付け！　激しくだ！」

「は、はい。ジュボ、ジョボボボボ、ゴボォ、ボオォォォ!!」

「ふ、いやらしい女だ」

　爆音を響かせながら、さらフェラチオが加速していく。

「そろそろ出そうだ……！」

　さすがにこれだけの奉仕を同時に受けているのだ。

　我慢も限界というもの。

「んぐぅ!?　リュウ様のものがもっと大きくなって!?」

「出すぞっ！」

「はい、らして下さいっ！　らしてぇぇ！」

「ああ……！」

　口の中で出したいのも山々だが、もっと射精したい場所がある。

「お前だよ、隊長さん」

「ッ!?」

「出すぞ……出すぞ！　その憎たらしい顔にぶっかけてやる！」

　最高の快楽により溜まりに溜まった精液が隊長へと発射される。ビュクビュクと音を立てながら白い液体で美しい顔を汚していった。

「ぐ、ぐぐぅぅ！」

「そんなに嬉しいか？」

「ぐっ！」

　そこまでやるなら殺してくれ、そんな目で彼女が俺のことを見つめていた。

　だが、ここまでして止められるほど俺は聖人ではない。もっとも、俺の言う聖人とは傍から見れば鬼畜の分類に入るのであるが。

「お前たち、四つん這いになれ。ひとりひとりに入れてやる」
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　約二十名の女騎士たちが一列に並んで、尻を突き上げている光景は素晴らしいものだった。

　それぞれが美しく鍛えられたボディをしているので、くびれから尻への曲線が非の打ち所がなかった。早く俺のものがほしいのか、中には割れ目を広げて腰を振っている者さえいる。

「ドスケベだな、お前たち……」

　先ほど射精をしたばかりのだというのに、俺のものはすでに硬さを取り戻していた。

「リュウ様ぁ、早く入れて下さいぃ」

「私が先なのよぉ！　あんたたちはあとにしなさいっ！」

「リュウ様の子種がほしいのぉ、孕みたいですぅ」

　バックの態勢になっているところを見ると、まさに発情した獣にしか見えない。

　騎士である彼女たちは、みんな品行方正に気をつけていると思うのに、俺の前では性欲を抑えることができていなかった。

　これが絶対魅了の力あり、俺が望んだもの。

「さあ、入れてやるぞ。言っておくが全員に中出しするまでは終わらないからな」

　普通なら一度射精すればある程度は冷めてしまうものだろう。

　だが、今の俺は全くそんな気がしなかった。

　理由はわからないが一度出したにもかかわらず、すでに肉棒がギンギンにそそり立っていて何度でもできると訴えていた。こんな絶好の機会に対して俺の身体はフルスロットル状態だ。

　これも俺が根本的な部分で女というものを嫌っているからだろう。

　学生時代から社会人になった今でも女に対して良い感情を持ったことはない。何かしら彼女たちのわがままや理不尽さに振り回された経験があるのだ。

　だから、女と付き合ったこともないし、セックスのテクニックなんてネットの知識しかない。

　同時にそれでもいいと思っていた。女と付き合わなくても、セックスをしなくても生きていけると思っていたんだ。だが、心の底では強く女を抱きたいと思っていたらしい。

　強い憎しみの裏返しから壊した願望や単純な性欲が強まっているのだ。

　──そして俺は異世界に来て、その力を得た。

　だからこそ、こんな状況で大人しく萎えている暇なんてないのだ。

　しかも、約二十名の美女たちと複数プレイができるのだ。いくらでも勃起させることができるだろう。

「全員壊してやる。俺の身体なしじゃ生きられない身体にしてやる……！」

　まずはひとり目の女のところに行く。細い腰を持ち、肌を触った。柔らかく滑らかで、素晴らしい肌触りだった。

「ほしいんだろ？」

「は、はいっ。リュウ様のそれ……早く下さい」

「ああ」

　俺は彼女を思い切り引き寄せ、そのまま一気に挿入した。

「あ、があっ!?」

　半ば無理やりの挿入。かなり濡れていたためか手こずることなく入れることができたが、なかなかきつかった。すると、膣から血が出てきているのを確認した。

「なんだ、処女だったのか」

　きついなとは思ったが、まさか処女だったとはな。ま、少しは気遣っておくか。

「初めてだとは知らなかった。もう少し優しくするべきか？」

「はぁはぁ……だ、大丈夫です。リュウ様のお望みのままめちゃくちゃにして下さいませ。私……いえ、私たちはリュウ様の性奴隷なのですから」

「性奴隷……！」

　素晴らしい言葉だ。俺が元いた世界では絶対にできないこと。

　それを今、俺は実現させている。

　この俺が……！　何の才能もなくただぬるく生きてきただけの俺が……！

　なんという高揚感なのだ。

「ふっ、俺の性奴隷になったからには、女に生まれたことを幸せだと思わせてやる……！」

「は、はいっ！」

「行くぞ」

　俺は腰を振り始めた。

　パンパンと尻肉を打ち付ける音が響き、奥を突く度に彼女はえび反りになって身悶えていた。

「ひぃ、あんぅう！　しゅ、しゅごい……！　奥まで届いて……！　ああああんっ！」

「狭いな……処女だから？　それとも俺の肉棒を求めているのか？」

「わかりません……ただ、さっきまで痛かったのに今は快楽の方が勝って……！　これが性交というものなんですね……！」

　正直、約二十人もいるといちいち我慢しているわけにはいかなかった。

　全員が俺専用の肉便器だと考えれば、好きなときに好きに発射するのがいいだろう。

「あんぅ！　な、なんかおかしく……！　身体の奥が熱く！」

「ビクビクしてるぞ？」

「やぁ！　こ、声が止まらないっ！　何、これぇ！　変な感じが……！」

　膣内がビクビクしている。そろそろイキそうということだろうか。

「それはお前が絶頂を迎えようとしているのだ」

「絶頂……？」

「ああ、最高の快楽のことを言う」

　尻穴までヒクヒクしているところを見ると、かなり寸前まできているはずだ。

　俺は腰の動きを加速させていく。

「ああ、らめえ！　そんなに速く動いたら……！　私、私……イっちゃ……！」

「さあ、イけ。俺に犯されてイクんだ」

「あああ、んぅぅぅ！　イ、イク！　イクゥゥゥゥゥゥ!!」

「俺も出すぞ！」

　爆発するくらい太くなった肉棒から大量の精液が出てくる。

　何度も何度も処女の膣に射精していると、女は舌を突き出しながらよだれを垂らしていた。

「あ、ひぃ……！　しゅ、しゅごいのぉ、これ……しゅごいのぉ……！」

「お前は完全に俺の女になった」

「はひぃ、嬉しいでしゅ……」

　その場で痙攣して動けなくなる女。そんなに俺の身体がよかったか？

「ぐぐ……！」

　涙目になりながら隊長が俺のことを睨みつけていた。

「羨ましいか？」

「……ッ！」

　首を振る女。会話できないのも心もとないので、俺は指示を出して口を覆っていた布を外させた。

「この外道め！」

「褒めるな、照れるだろう」

　舌を噛みそうになったら、すぐに止めるようにも言ってある。

　あとは魔法のかかっていない女と少し話を楽しみたいと思った。

「どうだ、お前もするか？」

「お前みたいなクソ野郎になんか指一本でも触れてほしくない！」

「おいおい、それは本当か？　お前の顔には俺の精液がついているんだぞ。大量にぶちまけてやったんだ。口の中にも入ったんだろ？」

「くそぉぉ！　殺せ！　殺せぇぇぇぇ！」

　大きな声で叫んだためか、彼女はむせてしまった。

「ごほ、ごほっ！」

「バカだな。口を開けるから喉に精液が入るんだ。それとも、俺の精液が飲みたいのか？　お望みなら口の中に射精してやるぞ」

「死んでしまえ！　外道ぉぉぉ！」

「そういう口の聞き方か……ククク」

　俺が笑うと隊長はびくりと身体を震わせた。

　おそらく本能的に死の恐怖を感じたのだろう。楯突いたのだから殺されると。

　先ほどは死のうとしていたが、それが人間の本来の姿だ。死を予感して恐怖を感じないものはいない。だが、俺は命を無駄に奪う気はない。

　この状況なら簡単に命を奪うことも可能なのだろうが、それでは芸がないというものだ。少しずつ俺に屈服させていくのが楽しいのだろう。

「羨ましくないと言うが、それが本当かどうか確かめてやる」

　俺は次の女に挿入し、腰を振りながら命令を出した。

「あん、あぁん、んっ！　奥ぅぅぅ！　奥まで届いちゃうのおぉおぉぉおぉ！」

　女の喘ぎ声がうるさいが、ここは無視して隊長を押さえている女騎士に言った。

「その女の膣に指を入れろ」

「は、はいっ」

　ためらうような素振りを見せたが、隊長を押さえつけていたひとりが下半身に手を伸ばしていく。

　そして、布の隙間から指を侵入させていく。

「すみません、隊長」

「や、やめろぉ！」

　指が中に入ったのか、隊長はビクビクと身体を反らせたのだ。

「んぁ!?」

「どうだ、濡れてるか？」

「はい。かなり濡れております」

　俺はピストンを続けながら笑った。挿入して数回腰を振っただけで、女がイキそうになっていたので、絶頂と合わせて俺も射精してやった。

　このまま女たちとのセックスも続けていこう。

「濡れているのか、いやらしい女だな」

「こ、これは……！」

「自分だってわかっているんだろ？　俺と女たちがまじわるのを見て興奮してしまっていることに」

「ち、違う……！」

「じゃあ、なんで濡れているんだ？」

「ぐ……！」

　別におかしな理由ではない。何人もの女がよがり、俺は何度も射精をしてしまっている。

　部屋には精液や愛液が飛び散り、匂いからしてもおかしな雰囲気になっているのだ。あてられてしまっても不思議なことではない。性欲が人の本能の部分だとすれば理性的に抑制するのも無理というものだ。それこそ、まるで恐怖のようにな。

「恥ずかしがるな、お前は正常だ」

「……お前は異常だ」

「はは。まあ、俺の身体がほしくなったら言ってくれ。いつでも入れてやるから」

「何があっても言うものかぁ！」

　あっそ。まあ、俺はセックスを続けよう。すでに十人近くのものをイカせてしまった。セックスのコツも覚えてきたらしく、どうしたら女たちがイクのかわかってきた。

「はぁ、やっと私の番ですね……！」

「待たせたな」

「私は処女ではありませんがいいですか？」

「構わん。俺は処女だろうが非処女だろうが全てを受け入れてやる」

　むしろ非処女の方が好みだな。面倒くさい気遣いもいらないし、他の男とも比べてくれる。

　一度セックスの味を知った者を、改めて俺が犯していく楽しみもあるというものだ。

「入れるぞ……」

「ん、ぐぅうぅ!?　ああ、ああああ！　こ、こんなに太いの!?」

「太いか？」

「男の人のものがこんなに大きいなんて……全然知らなかった」

「そうか」

「リュウ様のものを大木とたとえれば、私が経験したのは小枝程度……まさかこんなものなんて……んぁぁああぁ！」

　祖チンしか相手にしていなかったのか、俺のものが異常にでかいのか。

　まあ、どちらでもいい。この女は俺の身体を気に入っている。

「速く、もっと速くぅぅ！　お願い！」

「こうか!?　頭がおかしくなるほど狂わせてやる！」

「ああああああ、んぅううぅ、気持ちいいぃぃぃぃ！」

　恥じらいものない絶叫がこだましていく。

　女はこれくらい激しい方が犯し甲斐があるというものだ。

「らめ、イクぅ！　私、イクぅぅ！　イったことないのに……今まで……！　イっちゃうのぉぉぉ！」

「ならば、イケ。究極の快楽を体験するのだ」

「あああ、んぉおおぉっ！　イクゥゥゥゥゥゥ!!」

　ビュクビュク、ビュルルルルル！

　タイミングよく射精をして、俺は次の女のところに行こうとした。

「さあ、まだまだ続けるぞ」

　全員に中出しをしてやる。俺はそう誓ったのだった。
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「あああ、んおおぉおっ！　イックぅうぅぅぅうぅぅ!?」

　最後の女に中出しを終え、俺は一息ついた。

　さすがにこれだけの女を一度に相手にするというのは疲れるものだ。だが、今までにないくらいの快楽を味わうことができて満足した。

　女たちもみんな嬉しそうにビクビクと身体を震わせている。

「どうした？」

　隊長の方に目をやると彼女は俺のことを見つめていた。部下たちが快楽に溺れていく様を彼女はずっと見ていたのだ。濡れていたことも考慮すると、十分にあてられている可能性もある。

「……わ、私にも……」

「何？」

「私にも同じことをしてくれっ」

　ほらな。

「なぜだ？」

「もう苦しい……お腹の奥がうずいて辛いんだ……！　私を楽にしてくれ」

　先ほどまでの乱交を見ていておかしくならない奴などいない。

　だが。

「悪いな、お前とはする気がない」

　疲れたとか性欲の問題ではない。単純にこいつとセックスをする気にならないだけだ。

　ここで与えてしまったら何の面白みもないからな。

　俺が服を着替えていると、あのときの声が頭に響いてきた。

『能力は気に入ってくれたかしら？』

　ああ、素晴らしい力を授けてくれた。感謝している。

『それならば契約の話がしたいから来てほしいの』

　来てほしい？　どこにだ？

『この宮殿の地下室』

　地下室……。なるほど、そういった場所があったのか。

　よし、向かおう。







　地下室への道は俺が召喚された場所から近いところにあった。隠し階段があり、そこから地下室へと繋がっていたのだ。

　もちろん、隠し階段を教えてくれたのも謎の声。

　俺は声に導かれるまま、地下室への扉の前に来ていた。

『その扉を開けて。そこに私がいるわ』

　言われるがままに扉を開ける。

　いろいろなリスクを頭の中で計算していたが、ここは声を信じようと思う。それに、素晴らしい力を手に入れたのだ。多少のリスクがないとかえって使いづらくなってしまう。

　石でできた強固な扉を開ける。

　扉を開けた俺の視界に入ってきたのは、鎖で繋がれた絶世の美女だった。

　鎖で繋がれているためか少し髪が乱れているが、美しい黒髪をしていて、非の打ち所のない見目麗しい顔をしていた。

　女は顔を上げ、声を出した。

「ふふ、初めましてでいいのかしらね」

「お前が声の主か？」

「そうよ。よく来てくれたわね、リュウ」

　俺の名前を知っている……当たり前か。

「いろいろと気になるところがあるだろうけど、まずは私を解放してくれる？」

「わかった。だが、どうやって？」

「あなたには魔法の素養があるわ。鎖に触れただけですぐに破壊することができる」

　俺は女に近づき、鎖に指を触れた。

　すると、まるでガラスを叩き割ったように粉々になったのだった。

「やはりね。あなたは覇王になる才能を持っているわ」

　女はにやりと笑みを浮かべていた。その妖艶な笑みを見ていると、先ほどあれだけセックスしたというのに性欲を刺激されるような気分になる。

　服の上からでもわかる巨大すぎる胸に、美しい曲線を描く腰。全体的に肉付きはいいが、引き締まっている。こんな女を抱けるのなら、それこそ人生が終わってしまってもいいのかもしれない。

「ふう。ようやく解放されたわ。ありがとう」

「お前は誰だ？」

「私は神子……神子アイシャよ」

「かみご……？」

　神の子と書いて神子という字になるのだろうか。漢字があるかわからないが、普通なら神子と書いて「みこ」と読むはずだ。まあ、瑣末なことにすぎないが。

「言葉のとおり、神の子ということよ。ただ、本当に神の子ではないけれど」

「特殊な力を持ったものということか？」

「ご名答。あなたは切れ者だから素晴らしいわ。やはりあなたをこの世界に呼んで正解だったわね」

「お前が俺を呼んだのか？」

「あら、嫌だった？　それなら元の世界に戻してあげることもできるわよ。もっとも、あげた能力と記憶は消させてもらうけど」

「ふっ」

　俺は笑った。

「バカな。これだけ素晴らしい力を手に入れたのだ。そのためなら異世界で暮らしていくことさえ躊躇しない」

「ふふ、やっぱり私が見込んだ男だわ」

「見込んだということは俺に何かしてもらいことがあるわけか？　それがさっき言っていた契約ということでいいのか？」

「ええ」

　アイシャは微笑み、俺の唇にそっと指を当てた。

「私と一緒に世界を壊してほしいの」

「世界を壊す？」

「もちろん物理的にという意味じゃないわ。世界の理を壊すのよ」

「世界の理……」

　俺はこの世界の人間ではないため、理なんてものは知らない。だから、理を壊すということがどれだけのものなのかピンとこなかった。

「もう知っていると思うけど、この世界は女が強い世界なの」

「魔力が男よりもあるからという理由だな」

「そう。単純に力が強いと、そのものに有利なように仕組みを変えていく……。わかるわよね？」

「ああ」

　俺がいた世界にたとえるなら、男性が有利なように社会の仕組みができていることと同じだろう。現代社会においては男女平等が謳われているが、少し前の時代なら男性の方が強いことがあった。今でも文化が発展していない民族などは、未だに男性有利な社会構造になっていることもある。

　これらは、男性の方が力が勝っていることが理由の一つとしてあげられるだろう。単純に腕力が強いため従わせることができるという背景が少なからずあるのだと思う。

　それはこの世界でも同じということだ。

「だけど、女が強いと一つ問題が発生するの」

「子孫を残せるかどうかということか」

「よくわかったわね。そのとおりよ」

　アイシャは説明を続けた。

「力は女の方が強いけど、性欲は男の方が強いの。そして、制度として女性の方が有利に作られているから……」

「女尊男卑の文化が発達する。男を下に見ることで直接的に女の地位をあげていったのか」

「ええ」

「そして、男性を忌み嫌う文化が浸透したため、男女間での性交が行われなくなるということか」

　よくも悪くも力の強い方が性欲も強くないと、性交が行われないのだろう。

　先ほどの騎士団だって子どもを産むには適正な年齢の者も多くいたが、ほとんどが処女だった。

　いくら男性の方が性欲が強く女性を求めても、文化と性欲の違いにより恋愛すら行われなくなってしまう。

「しかも、年々、男性に対する抑圧が高まってきたのよ。男の子が生まれた場合、すぐに殺してしまうような親もいるわ」

「くだらない。さらに地位を向上させたいのか」

「そういった欲望は深いということね」

　アイシャの言うことは理解することができる。単純に生殖が行われなくなり、出生率が低くなっていく。すると、自然と人口も減っていき、やがて世界が滅びてしまう。

「だいだいの事情は理解した。だが、それだとお前にとってメリットはなくないか？　女が有利な方がお前だっていいだろ」

「それはあとで説明してあげるわ。一つ言わせてほしいのが、私は別に男の肩を持つつもりはないし、元は男で魔法により性転換した存在ではないということ」

「それを聞いて安心したよ」

「信じてくれて、ありがとう」

「理の改変……。つまり、お前がしようとしていることは──世界を救うことか」

「ふふ、素敵な言葉でしょ？」

　裏のあるような笑顔を見せる。

「何か腹の中に持っているようだが、俺にはどうでもいいことだ。この力があればな。……それで契約というのは？」

「まずはこの世界について教えてあげるわ」

「……」

　アイシャは言った。

「この世界を支配する六人の女王の話をね」
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「世界を支配する六人の女王？」

　いろいろと想像はできるが、ここはアイシャの話を黙って聞いておこう。

「簡単に言えば、この世界には六つの国があり、そこにいるトップのことを言うのよ」

「ほう」

「そいつらはそれぞれ、女帝、聖女、魔女、巫女、天女と呼ばれているわ」

　続けるアイシャの説明をわかりやすくまとめるとこうだ。





　女帝……人間の国『フォルツァンド』の女王




　魔女……魔族の女王




　巫女……人間の国『ジャポネル』の女王




　聖女……エルフの女王




　天女……天空人の女王






　詳細についてはまだ話してはくれなかった。まあ、いきなり話をされても困ってしまうのも事実なのでありがたい話ではあるが。

「なあ、五人しかあげてないが？」

「最後のひとりは──女神」

「神……」

「そう。女神がこの世界の理をつくった存在よ」

「なるほど。自分が女だから女が有利なように世界の仕組みをつくったというわけか。神も自分勝手なところがあるんだな」

「神はいつだって自分勝手でしょ」

　言葉の含みを感じるが、アイシャの言い分はわかる。神はいつだって人々に対して理不尽な行いをする。神がいるかどうか、この目で見るまでは信じるつもりはないがな。

「私の目的は神を倒すこと。そして、世界の理を変えることよ」

「それを俺が手伝えばいいんだな？」

「そうよ。お願いできるかしら？」

「断ったら能力を失ってしまうんだろ？　ならば、答えは決まっている」

「ふふ、それでこそリュウよ」

　実際にどこまでできるかはわからないが、やるだけの価値はあるだろう。それにその間は魅了の力を使うことができるから、いくらでも遊びようはある。

　女たちを奴隷化してハーレムをつくるというのが俺の当面の目的だ。

「じゃあ、さっそく神を倒しに行くか」

「そんな簡単じゃないわよ」

　アイシャがぴしゃりと言う。

「まず神を倒すだけの力がない。仮に力があったとしても神に会うことはできない」

「なぜ？」

「神は、残りの五人の女王たちに、とある秘宝を授けたの」

「その秘宝を集めないと、神の元へ続く道が開かれないわけか」

「当たってるわ。だから……」

「まずは五人の女王たちから攻略していく」

「ええ」

　五人の女王か。いい響きだ。俺の奴隷化ハーレムに加えるとしよう。

「一つ確認させてくれ」

「何かしら？」

「女王は美人か？」

　アイシャは目を見開いたが、すぐに笑顔をつくった。

「私に引けをとらないくらいにね」

「それは絶世だな。ますます抱きたくなってきた」

　トップに立ち、偉そうにしている女を抱くなんて最高の機会だ。俺の肉棒なしじゃ生きられない身体にして、たっぷり奉仕させてやる。

　この魅了の力を使えばどんな女も俺に従わせることができるんだから。

「興味を持ってくれたかしら？」

「いい気分だ。早く犯してやりたい」

「素晴らしい性欲をしているわね。その欲望に忠実なところ……好きだわ」

　アイシャのような美人に面と向かって好きと言われるのも悪くないな。

「あなたは強くなる才能を持っているわ。だけど、それだけでは女王を攻略することはできない。性交により屈服させることが、秘宝を手にする条件だから」

「ほう」

　俺にぴったりの条件だ。これなら必然的にセックスすることができる。もっとも、素直に秘宝を渡したところで、何もしないつもりはなかったがな。

「リュウ。あなたは力をつけつつ、セックスの方もより強くならないといけないわね」

「任せておけ。だが、一つ気になることがある」

「何？」

「なぜお前が世界を救おうとする。人口が減ることだってあくまでも予想にすぎないだろう」

「予想ではなく必ず起こる事実よ」

「事実？」

　どういうことなのだろうか。

「私は神子──神の力を持つものとして、未来を予知する力を持っているの」

「予知だけがお前の力か？　俺をこの世界に召喚したり、頭の中で会話もしたよな？」

「私は女の中でもとくに膨大な魔力を持っていたの」

「持って……いた？」

　なぜ過去系なのだろうか。

「ただ、今は召喚と能力の付加により最低限の魔力しかなくなってしまったわ。頭の中での会話も少ししかできない」

　確かに、召喚なんてものは膨大な魔力を使うのだろう。しかも、アイシャは捉えられていたのだ。万全の状態でできなかったことも考慮される。逆にそれだけのリスクを負ったということは、俺に期待している部分が大きいからだ。アイシャが単にリスクを負っただけではないと考えると、俺ならやってくれるという見込みがあったのだろう。それはポジティブに捉えておこう。

「ちなみに魔力は回復できないのか？」

「私の魔力を回復する方法はあるわ。だけど……今は説明を省かせてもらうわ。それは後々にわかることだから」

　なるほどな。アイシャが言うのだから変に詮索するのはやめておこう。

　あと、もうひとつ気になるところがある。

「アイシャ、お前は未来を予知するって言ったよな？」

「ええ。私は数十年後に世界が滅びる未来を予知したの。人口が減り、穀物などの食べのもの生産量が減り、それをめぐって様々な争いが起こる……。その先に待っているのは」

「滅亡」

　アイシャは静かに頷いた。

「予知できるのはわかった。それくらいの能力がないと神子とは言われないだろうし、神子であることは俺に能力をくれた時点で信じている。だが、どうしてお前が救う必要がある？」

「私だって女王に進言したわ。だけど」

「相手にしてもらえなかったというわけか」

「ええ。女王はそれぞれが私利私欲のまま動いている。世界の仕組みを変えてしまったら今吸っている甘い汁を吸えなくなると考えたのよ」

「なるほど。だから、お前を捉えられたというわけか」

　もう一つ気になることがある。

「なぜお前自身が行動に移そうとする？」

　それこそ見て見ぬふりや現状維持だってできたはずだ。

　なのに、どうして異世界人である俺に力を託してまで神を倒そうとするのか。

「理由は二つあるわ。一つ目は私がその力を持っているから」

「力を持っているものの使命感というわけか。未来が見えてしまったのだから、見過ごすわけにはいかないと」

　俺は大層な力を持ったことがないからわからないが、神子と呼ばれるような人物なら幼い頃からそれなりの教育を受けてきたはずだ。そういったところから使命感が芽生えたのかもしれない。

「もう一つの理由とは？」

「こっちはもっと単純なものよ。──私にだって守りたいものがある」

「守りたいもの……？」

「美しい自然や友人、そして未来……」

　確かにそれらは尊いものなのだろう。この理由の方が使命感という尊大なものよりも納得することができる。

「わかった。お前に協力をする」

「いいの？　危険もあるわよ？」

「どうせ自分の人生に退屈していたんだ。この能力をどれだけ活かせるか試してみたい」

「そして、女を抱きまくるのね？」

「俺の望みはそれだけだ」

「あなたはいい男だわ。男は欲望に忠実で、その欲を叶えるために突っ走り続けなくてはならない」

「ならば契約は成立だな」

　俺はアイシャに向かって手を差し出した。

「握手をしたいところだけど、まだ契約は成立ではないわ」

「何？　頭で話したときに認めましょうって言ったよな？」

「認めただけで成立はしていないわ」

「……仮免みたいなものか。ふっ、そういうほうが面白い」

「さっき言ったけど女王から秘宝を奪うためには性交が必要なの。あなたの腕前がどれくらいのものか確認してからじゃないと契約は成立しないわ」

「確認だと……？」

　つまり、それは……。

「これから私と性交してもらうわ。当たり前だけど女はただ激しければいいだけじゃないの」

「そうだろうな」

「激しさに関してはもう合格を出してもいいわ。騎士たちの性交は私も見ていたし」

　見られたところで恥ずかしさはない。すでに大勢の女が見ているところでセックスをしまくっていたのだからな。

「あとは女の扱い方だけだわ。それを教えてあげる」

　アイシャは妖艶に笑う。

「お前がか？」

「ええ。私自らね」

　俺は生つばを飲むのを抑えることができなかった。

　女の経験なんて大してありはしないが、それでもアイシャは驚くべき美貌を持っていた。

　そんな女をこれから……。

「さ、リュウ。ベッドに行きましょう。女の抱き方を学ぶのよ」
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「先に言っておくわ。あなたには魅了の力があるから、女を抱くときは基本的に激しいものでいいの」

　ベッドにつき、腰を下ろすとアイシャにそんなことを言われた。

「確かにな。さっきの女騎士たちもそうだったが魅了状態になると簡単に俺を受けて入れてくれる」

「どれくらい魅了できたかによるけど、あなたが近づいたり少し触れただけでも女たちは濡れるわ」

「すごい能力だな」

「だから、前戯とかもとくにしないで自分の欲望に忠実になっていいの。女の子たちもそれを望んでいるだろうし」

「わかった」

「だけど、高貴なものほど大事にするべきだわ。人の上に立つものは少なからず孤独や猜疑心を抱えているから」

「そこにつけ込むというわけか」

「ええ」

　無理やりやって感じさせるのも面白いと思ったが、アイシャの話を聞いてじわじわと攻略していくのもいいだろうと思った。そこは時と場合により臨機応変に変えていこう。

「さ、まずは服を脱がせるところからよ」

「そこからやるのか？」

「あなたの力を使えばベッドまで来させることはできるでしょう。ただ、魅了は絶対命令の力ではないので、全ての女の子が思いどおりに動くとは限らないのよ」

　相手は俺のことが好きだから、俺に嫌われないために言うことを聞いているだけ。アイシャはそれが言いたいのだろう。

「だが、それと服を脱がせるところからというのはどう関係しているんだ？」

「単純に女はそういったところからドキドキを味わうということよ。快楽だけが全てではないの」

　頭では理解していても、細かいところはいいだろうとつい思ってしまう。

「ふふ、面倒くさいだけじゃなくてちゃんとメリットもあるのよ？」

「メリット？」

「じわじわと興奮させていただけば絶対的な快楽の量も増えることになる」

「言えてるかもしれないな」

「それに、わかっていて焦らすというのはそそるものがあるでしょ？」

「確かに」

　あくまでも俺が冷静になっていればいいのだ。目先の獲物ばかりに囚われるのではなく。

　この魅了の力は下手をすると、自分すらも罠にかけてしまうことがある。使うタイミングや使ってからの対処は常に想定していないといけない。女を溺れさせるのはいいが、俺が溺れてしまうのはまずい。

「理屈はわかった。疑問に思わずお前の言うとおりにする」

「そういう素直さも持っているからあなたはすごいのよ。……さ、服を脱がせて」

　俺はアイシャに抱きつくように背中に手を回し、ゆっくりと服を脱がせていった。

「上手よ。そうやって少し身体に触れながらやると女は興奮するの」

「ああ」

　脱がせたところでアイシャの巨乳がぶるんと現れる。服の上からでも大迫力であったが、生で見るとさすがに違う。

　しかも、胸がでかい割に乳首や乳輪が小さく美しいのだ。

　もはや全てが完璧と言える身体だった。

「キスをしながら寝かせて」

　優しくアイシャの唇にキスをする。

　柔らかい感触が伝わり、俺の興奮も増してきた。

「んちゅ……素敵よ、リュウ」

「お前もだ、アイシャ」

　俺たちは互いについばみながら、何度も何度もキスを重ねていった。

　アイシャは時折、吐息を漏らして、もっとほしいとねだってきた。アイシャのような美人の甘い声を聞いていると俺も理性を保つことできんなくなりそうだった。

「ちゅ、ちゅぱ……キス、いいわね」

「アイシャの唇は最高だ」

「あなたの唇はまるで媚薬のようだわ。キスをしているだけこんなにも興奮するなんて思ってなかったもの」

　アイシャは俺の背中に腕を回して、さらに抱きついてくる。

　豊満なバストが俺の身体で押しつぶされて、卑猥な形にひしゃげていた。

「アイシャ、キスだけか？　そんなんじゃお前も俺も満足しないぞ」

「わかっているわ。次は唇を濡らしたら、舌を入れるの。だけど、焦らないでね。しっかりと唇を濡らすのよ」

「こうか？」

「ん、ふぅ……ちゅ。素晴らしいわ。教えている私が我慢できなくなって襲ってしまいたくなりそう」

「それじゃ意味ないだろう」

「ふふふ」

　俺たちは小さく笑った。

「さ、もっと舌を絡めましょう」

　俺とアイシャは大きく口を開け、互いの口内を蹂躙するかのように舌で攻め合っていった。

　アイシャは歯茎の辺りを丁寧に舐めると、ビクビクと身体を震わせ、鼻息を荒くしていた。彼女の弱点のひとつを見つけたようだ。

「あなた……経験豊富なの？　うますぎて私が教える必要がないかもしれないわ」

「経験なんてないさ。俺はモテないしな」

「あら。じゃあ、あなたの世界の女は節穴ばかりなのね」

　お世辞では……ないだろうな。アイシャの頬が真っ赤に染まって、うっとりした目で俺のことを見つめてくる。彼女には魅了の魔法は使っていないので、素のリアクションだ。

「キスをしながら、胸も触って……」

「アイシャのでかい乳をやっと触れるのか」

「ずっと触りたかったの？」

「お前を初めて見たときからな」

「いいわよ、触って」

　俺はアイシャの豊乳に向かい手を伸ばしていった。ここでわし掴みにして強く揉みしだきたいところであるが、我慢だ。あくまでも今は教えてもらっている立場だからな。

「もっと無理やり揉んでくると思ったけど優しいのね」

「女の扱いを学んでいるからな」

　少し揉んだだけでも指が埋まってしまうほどアイシャのおっぱいは柔らかいものだった。俺の手では余ってしまうほど、アイシャの胸は大きい。グラビアアイドルでもここまで大きいものはいないかもしれない。

　しかも、アイシャの場合、腰が細いのでただ肉付きのいい女というわけではないのだ。これほどの女といやらしいことをしていると思うと、やはり異世界はいいものだ。

「はぁはぁ、胸を揉まれているだけでもおかしくなりそうだわ。ねえ、リュウ。乳首も触って」

「いいぞ」

　俺は中心にある桃色の蕾にも指を這わした。

「んぅ！　乳首は転がすように……ときに強く押したり引っ張ったりするのよ」

　言われたとおりにすると、アイシャの乳首が立ち上がってきたのがわかった。ふにふにと柔らかかったものが、段々と弾力を持つようになってきたのだ。

「硬くなってきたぞ？」

「んんぅ、感じているのよ。リュウ、わかっていて聞いているでしょ？」

「バレたか」

「あまり勃起しない方なんだけど、あなたが上手だから身体が素直になってしまっているわ」

「吸っても？」

「ええ」

　俺はアイシャの乳首に吸い付いた。

　吸い付きながらも舌で転がしたり、甘噛をしたりした。

「あ、ん……くっ。それ、いいわ……はぁ、はぁ、んっ。私の胸を見てそんなに優しくしてくれる人なんて初めてよ」

「アイシャの身体は絶品だからな。並大抵の男なら我慢できない」

　ギリギリのところで理性を保ちながら、俺はアイシャの乳首を夢中になって吸い続けた。まるで赤子になったみたいに強く。

「んぁ、やぁ……！　つ、強いと感じちゃうわ……！」

「もっと感じろ」

「だ、だめよ。このままだと胸だけであなたにイカされてしまうわ」

「俺は構わない」

「まったく……神子相手に本当に気の強いことね。これでも、この世界ではそれなりの地位なんだからね？」

　簡単には抱けないということとして捉えておこう。その方が俺としても嬉しい。

　アイシャはもじもじとしながら、スカートに手を伸ばした。そのまま、ゆっくりと裾を上げていく。

　アイシャの肉付きがよく、それでいて引き締まったふとももが露わになる。雪のように白い肌をしていて、滑らかだった。

「今度は下も触って……」

　アイシャは足を開いて、股間を見せつけてくる。神子の秘部をじっくりと堪能させてもらおう。
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　神子と呼ばれる女──アイシャ。神という字がつくくらいなのだ。神聖な存在なのだろう。

　そんな女の秘部がどんなものになっているのか、俺の期待は止まらなかった。

　アイシャは尻を少し浮かせて、ショーツを脱いでいった。この流れなら俺が脱がせてもいいのだろうが、彼女も待ちきれないのだろう。

「はぁはぁ、乳首をいじめられちゃったせいで我慢できないわ……」

「とんだ淫乱女だな」

「あなたのせいよ。あなたの上手な攻めが私をその気にさせたの」

　先ほどまで余裕があったアイシャであったが、どんどん本能のままになってきている。ショーツを脱ぐと、割れ目から透明の糸が引いていた。それくらい濡れてしまっているということだ。

「濡れやすいんだな」

「自覚はなかったけどね。あなたのせいで濡れやすい体質になったみたい」

「自慰はするのか？」

　俺が尋ねると、アイシャは照れたように顔を真っ赤に染めてしまった。そういう時折見せる少女らしいところが、俺にはそそるのだ。

「じ、自慰……？　そ、そうね。少しなら」

「今の言い方、男の経験がないのに経験があるように見せる処女ビッチと同じようなリアクションだぞ？」

「ビ、ビッチ……？」

「まあいい。気にするな」

　ビッチと言ってもピンとこないのだろう。俺の世界の言葉だからな。

「要するに、お前は少しじゃ済まないくらい自慰をしていると言いたいんだ」

「……ッ！」

　アイシャの頬がさらに赤く染め上がっていった。

「わ、私も女よっ。それくらいするでしょ！」

「悪いとは言っていない。むしろそういう女のほうが好みだ」

　人間なんだ、性欲がない方がおかしい。そういうのを隠す女の正体を暴くのも面白いが、こうして素直な反応を見せてくれるのもいい。

「毎日、自分でいじっているのか？」

「え、ええ。我慢できなくなるときが……って、何を言わせるの!?」

「素直になれ。俺はどんないやらしい人間でも受け入れやる」

「わ、私をいやらしいって決めつけないでよ！」

　ふっ、面白い奴だ。

「まあ、今度、お前が自慰しているところを見せてもらおう」

「見てるくらいなら他にやることがあるでしょ！」

「見てるのが楽しいんだよ」

　簡単に入れたり、触ったりしては面白みがない。

「ね、ねえ。そろそろ触ってよ……」

　ねっとりした膣を見ると、アイシャの方もだいぶ我慢できなくなっているらしい。俺と会話しているだけで、どんどん愛液が漏れてきていた。

「仕方ない奴だ」

　俺は彼女の股下に手を伸ばすと、そのまま縦筋を撫でていった。

　陰毛は一本もなく、すべすべで美しいパイパンだった。この綺麗な感じは、処理をしたとかではなく、もともと毛が生えていないのかもしれない。天然パイパンだ。

「は、んぅ」

「感じているのか？」

「あなたに触られて感じないわけないでしょ」

「なら、もっとしてやる」

　俺は筋に指を這わせ、硬く勃起している陰核をゴリゴリと押していった。

「あぅ、感じやすいところをいきなり!?」

「気持ちいいだろ？」

「はぁはぁ、ダメ……おかしくなりそう。私、神の子と呼ばれているのに」

「いつもはここを自分で触っているのか？」

「そ、そんなこと……」

「嘘はいけないな」

　俺はクリトリスをつねってみた。

「あああっ!?」

　アイシャがびくりとのけぞり、足をきゅっと閉じてしまった。

「こうして足を閉じるような女っていうのは普段から触っているんだよ。身体が快感になれてしまっているから起こる反応なんだ」

「く、あん……リュウには全てお見通しなのね」

　やっと白状したか。ふっ、アイシャはクリオナをしているんだな。

「本当にリュウには叶わないわ」

「ほう。なぜだ？」

「私が自慰していることも見破ったし、気持ちいい場所を即座に狙い撃つことができたから」

　クク、普段はクールなアイシャだが、やはり女の部分があるな。

　ならば、もう少しそれを見せてもらおうか。乳首と同じように硬くなったクリトリスを刺激していく。うまく皮を剥いて、指の腹で何度も弾いてやった。

「はぅん！　か、皮を剥いちゃうのはだめよっ」

「知らないな。俺は俺がしたいことをやるだけだ」

　指を素早く上下に動かし、陰核をリズミカルに弾いていく。

　すると、アイシャは尻を浮かせながら激しく喜んでいた。

「いい！　いいわ！　上手よっ！」

「喜んでくれて何よりだ」

「さ、アソコに指を入れて……」

「もう？」

「あん、もう我慢できないのよっ。私にそんなことを言わせる気？」

　気が強いアイシャがもどかしそうに見つめてきた。

　そんな顔をされると俺の方も我慢ができなくなりそうだ。

「指を入れるぞ」

「ええ」

　アイシャの蜜壺の中に指先を忍ばせていく。

　すでに大洪水になっているのかアソコがトロトロに潤んでいた。

「かなり濡れているな」

「あなたが悪いのよ。あなたの行動の一つ一つが上手だから」

「お前に褒められるのは嬉しいな」

　アイシャには魅了の魔法を使っていない。つまり、魅了の魔法がなくてもここまではできるということだ。それは一つの武器となるだろう。

「動かすぞ。痛かったら言えよ」

「やぁんっ！」

　膣の中で指を動かすと、アイシャはビクビクと震えた。

　腰をくねらせ、いやらしく悶えている。

「はぁっ、くっ、はあああっ！　こ、声が……で、出ちゃう……！」

「もっと声を聞かせろ」

「やぁん、は、恥ずかしいわ……」

「ドスケベのくせに何を言っている」

　くちゅくちゅと音が響くくらいに蜜壺の中をかき回していく。奥に入れて、何度も小突いてみたり、振動を与えたりしてみた。

「あん、くぅ！　あああ！　じょ、上手よ……！　なんてすごい指の使い方なの？」

「そうか？」

　俺は前にネットで調べたことのあるテクニックを使っているだけだ。

　指を少し曲げて入り口の方に掻きだすように動かしていく。こうしていくとＧスポットに当てることができるらしい。

「あ、ひぃ！　くふぁああんっ！　な、何ココ？」

「知らない場所か？」

「し、知らないっ！　おまんこの中にこんな気持ちいいところがあったなんて！」

「ならば、教えてやる。Ｇスポットっていうだ」

「じ、じーすぽっと？」

「ああ、神経がよく集まっているところでな。ここを刺激すると大抵の女は……」

「やぁぁあ！　やめてぇ！　そんなにかき回さないでぇぇぇぇ！」

「簡単にイってしまうんだ」

　アイシャは顎を天井に向かって突き出し、よだれを垂らしながら感じていた。

「アアアアア！　おかしく……おかしくなりそうよ、私！　おかしくなるぅっ！」

「指だけでイってしまうのか？」

「あんっ！　やだっ。私が教えるつもりだったのに……！」

「いや、十分に教わったよ」

　アイシャは抱き方だけではなく、魅了の魔法の注意点までも教えてくれた。

　そういった知識を手に入れることは今後大きな意味を持つ。

　そして、アイシャが普通の女であることもわかった。

「イク！　イっちゃうから止めてぇ！」

「止めるものか」

「いやぁ！　やぁああ！」

　アイシャ、お前には素晴らしい力をもらった。だから、

「感謝の気持ちを込め、お前をイカせてやる……俺の指でな！」

「や、やああぁあ！　イっちゃうう！　イっちゃうから激しく、激しく、んほぉ！　しないでぇぇぇ！」

「イけ！」

「イクゥゥ！　私、指だけでイカされちゃうのぉぉぉぉ！　んぁァァアアアアア！」

　アイシャの膣から大量の愛液が出てきた。

　同時に膣の中が痙攣し始めている。もう絶頂を迎えるときだ。

「アイシャ、俺にお前のイク姿を見せてみろ」

「ん、ふぁあああああああああっ!!　イ、イクぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」

　びっくん、びくびくびく、ビックン!!

　小刻みに痙攣したかと思うと、アイシャは大量の潮を噴きながら絶頂してしまった。

　膣の中がピクピク動き、彼女は気の抜けたように口から舌を出していた。

「あ、ひぃ……！　す、すごいわね、リュウは……」

「お前とはうまくやっていきたいからな」

「はぁはぁ……気持ちよかったわ。だけど、ここでお終いじゃないことはわかるわよね？」

　アイシャはゆっくりと指で割れ目を広げた。

「さあ、リュウ。私の中に……きてっ。あなたの雄々しいソレを入れてほしいの」







[image: ]







　アイシャが息を荒くしながら、ズボンのテントを見つめてくる。まるで魅了の魔法にでもかかったみたいに、物欲しそうな眼差しを向けていた。

「入れてほしいのか？」

「そうよ！　もう我慢できないんだからっ」

「わかった」

　ズボンを下ろし、勃起した肉棒を出す。ぶるん、と上下に揺れながら怒張したものを、アイシャに向けた。

「な、なんて大きくて、立派なの……」

「お前から見てもそう思うのか？」

「え、ええ……そこまで血管が浮き出ていて、女を惑わす肉棒はなかなかないと思うわ」

　アイシャが言うからにはなかなかのものなのだろう。これがどれくらい使えるのか聞いてみたいと思う。

「アイシャ、俺のものなら女を満足させることはできるか？」

「私もわからないけど、おそらくリュウのものを見て驚かない女はいないと思うわ。それこそ、勃起したそれを見せただけで、魅了魔法を使わなくても落とすことができるくらいに」

「一瞬、ひるませることはできてもその後、殺させてしまうだろう」

「そうね。時と場合によるけど、理性を一瞬取り戻したタイミングで、首と胴体がさよならをすることになると思うわ」

　おそらく男性の身体に対して不潔なものだとか、そういった教育なり文化が芽生えているのだろう。

「この世界にいる男女は性交しているのか？」

　近い未来に滅亡するような世界なんだ。滅多なことでは行われていないのだろうが。

「基本的にはないわ。ただ、各国で定められた日に女が男を選び子作りが行われるの」

「生産的な行為なんだな」

「そのとおり。しかも、挿入してから数秒で終わってしまうらしいわ」

「数秒？　早漏なのか？」

「正確にいうと、女性が早く終わらせるように命令するのよ。男と交わっているのは汚らわしいものだから」

　なるほどな。確か、俺がいた世界のとある民族もセックスを仕事的にこなすと聞いたことがある。セックスはあくまでも子孫を残すための行動であると。もしかすると、これと同じような理屈なのかもしれない。

「まあ、男の方も女とは滅多に会えないから興奮してイっちゃうんだけどね」

　セックスを楽しむという文化がないんだもんな。当たり前かもしれない。

「アイシャ、お前は男を汚らわしいものだとは思わないのか？」

「私は神子。この世のありとあらゆる理に対して理解があるわ」

「理解があるから平気なのか？」

「バカらしいでしょ、よくわからない理由で人を嫌うなんて。この世はつまらないことばかりだから、私は楽しみたいのよ」

「理を理解すると世界はつまらないと？」

「ええ。気持ちいいことを我慢するなんておかしいでしょ？　私は快楽主義者なの」

　アイシャは世界が異常であることに気がついている人間。だからこそ、理を変えようとしているし、神を倒そうとしている。

「アイシャは快楽が好きなんだな。まあ、毎日のように自慰をするくらいだからな」

「ふん、まともな男がいないのよ」

「早漏が当たり前の世界だしな」

「だけど、あなたが現れた」

　アイシャは再び俺の肉棒を見つめた。早く食べてしまいたいというように、舌なめずりをしながら。

「ほしいか？」

「ええ、早く入れなさい」

「ふっ、我慢できない奴だ」

　まあ、それは俺も同じだからな。

　アイシャの近くに行き、俺は挿入しようとする。

　近づくとアイシャの甘い愛液の匂いがして、より俺の興奮を高めた。

「さっき指でほぐしたからな。すぐに入れるぞ」

「待ちなさい」

　突然、そんなことを言われてしまい、俺はぴたりと止まる。

「どうしてだ？」

「いきなり入れるのではなく、縦筋に這わせるようにしがら焦らしていくのよ」

「焦らす……」

　俺はアイシャに言われたとおり亀頭を割れ目に当てて上下に振ってみることにした。

「こうか？」

「はぁん、そうよ。そうやって焦らすのよ、あんぅ」

　入れるか入れないのギリギリのところで、肉棒を動かしていく。すると、アイシャの愛液がさらに溢れだし、にちゃにちゃと音が立っていた。

「上手よ。そうやってしっかり女の気持ちを盛り上げるの」

「ああ」

「女はこのときに入れられることを想像しているわ。いつ入れてくれるのかしらと期待を膨らませながらね」

　頬を真っ赤に染めながら、アイシャは言う。彼女の視線は肉棒に先にあり、じっと見つめていた。

　教えてはいるが、アイシャも我慢できていないのだろう。目は雌のものになっている。

「ん、はぁあんっ。いいわ……」

「焦らされるのは好きか？」

「はぁはぁ、興奮を抑えることができないの……！」

　それは本当らしく、アイシャが眉根を寄せて、唇を噛みしめていた。

「お前、本当はレクチャーなんかしないでセックスしたいんじゃないか？」

「う……そ、そんなわけ」

「この淫乱め。ただ、一度教えると言ってしまったのに、欲望に逆らうことはできないと？」

「……リュウ、あなたの推察力はすごいわ。だけど、女には言わない方がいいこともあるのよ？」

「わかってるよ、そんなこと。だからこそ、言うんだろ？」

「超がつくほどの鬼畜ね」

　アイシャは自らふともとも抱き寄せ、正常位の態勢になっている。

　膝を顔の近くに寄せるだけで、アイシャの小顔ほどある乳がむにゅっとひしゃげていた。

　アイシャはさらに膣を広げて、俺の肉棒を入れてほしそうにする。

「すごいな。また愛液が溢れてきたぞ」

「あなたのものが巨根だから期待も大きいのよ。さあ、適度に焦らしたら入れて……」

「やだね」

「なっ!?」

　さすがに入れてもらえると思ったのだろう。アイシャの顔が青くなる。

「お前みたいにいい女を相手にして、俺の理性を鍛えたいと思う」

「り、理性……？」

「俺は世界中の女を奴隷にし、俺だけのハーレムをつくる。そのためには感情だけではなく、理性も必要なんだ」

　とくに女尊男卑の世界なんだ。魅了をかけていない女が急に現れ、殺されてしまう可能性もある。

「リュウの言い分は理解できるわ。だけど、今はいいんじゃない？」

「なぜ？」

「せっかくここまで来たのだから……ね？　あとはわかるでしょ？」

　要は理性なんか捨てて早く獣のように犯してほしいということだ。

　だが、

「俺は別に入れなくてもいい。寸前で止めるという場面も出てくるかもしれないからな」

　そういうときにすぐさま冷静になれるかどうかもこの世界で生きていくためには必要なことだと思う。

「だ、大丈夫よ……。リュウならきっとそんな場面でもうまくやれるわ……。だから、早く……早く……！」

　アイシャの余裕が段々となくなってきた。

「このままだと私、自分で……自分でしちゃいそうだから」

「自分で？」

「はぁ、はぁああっ。い、言わせないでよ……あ、あんっ」

　アイシャは指を秘部に持ってきて、クリトリスをいじり始めた。

「はぁ、んっ！　ほら、私の中、もうトロトロになってるから入れやすいわよ。ね、もういいでしょ？」

　このままアイシャが自慰をするところを見ていてもいいが、それはあとのお楽しみとしてとっておう。

「仕方ない奴だ」

「い、入れてくれるのね……嬉しいっ」

「お前がそんなに獣のように飢えているからだ。このままだと俺が食われかねない」

「リュウを襲うの？　そ、それもいいかもしれないけど……だけど、今はリュウからきて。お願い……私をこれ以上悩ませないでほしいの」

「わかった」

　焦らすというのは俺自身も我慢することだ。さすがにアイシャのような女を目の前にしたら、俺も我慢はできない。アイシャではないが、俺が彼女をめちゃくちゃにしてしまいそうだから。

　俺は膣穴に肉棒を押し当てた。

「入れるぞ」

「あ、ああ……！　来るのね……リュウの太くてたくましいものが……」

　ゆっくりと腰を押していく、アイシャの中に入ろうとする。

　それだけアイシャのいやらしい声が響いてきた。

「あ、ああ……！　入ってくるぅ……！　リュウのものが……！」

「くっ、狭いな……！」

　なんだこれは。肉棒に膣壁が絡み付いて離れようとしない。

　入り口から強烈に締め付けてきて、なかなか奥に行かせようとしないのだ。

　これが神子の膣だというのか。

「少し無理やり入れるぞ」

　このままくすぶっていたら、入れることも難しいだろう。だから、俺はアイシャの腰を掴んで、強引に挿入しようとした。

　すると、

「ん、くぅ……ふぅ、い、いたっ」

　アイシャがなんか言った。

「いた？」

「い、いえ。何でもないわ」

「アイシャ、なんて言った？」

「何でもないと言ってるでしょ」

「俺にはいた……痛いと聞こえたが？」

「……」

　アイシャが黙ってしまった。

　どうなっている……？

　アイシャの膣はまるでお漏らしでもしたかのように大量の愛液を出していた。指でもほぐしたことを考えると、痛みを伴うようなことはしていないのだ。それこそ、さっきの女騎士たちよりはるかに丁重に扱っている。

　もしかして……。アイシャの態度を見て、俺は気がついた。




「アイシャ、まさか……処女なのか？」
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　他人に教えるなどと言っていたアイシャが処女……？

　まさかの可能性に俺も動揺を隠すことはできなかった。

　だがアイシャは、

「～～～～～～ッッッ！」

　バレたという感じでアイシャが顔を真っ赤に染めていた。

　しかも、目が涙目になっている。

「まさかアイシャが処女だったとは」

「う、うるさいわねっ。いいでしょ！」

「いろいろとレクチャーしてくれるから経験があるものかと思ったぞ」

「わ、私は未来を予言できる神子よ。知識は相応のものがあるの」

「そういうのを単なる耳年増って言うんだよ」

「悪い!?」

　頬をぷくっと膨らませて俺のことを睨みつけてくる。俺は肩をすくめて笑った。

「いいや、悪くない。むしろアイシャの意外な一面を見ることができて俺も嬉しい」

「ッ!?」

　アイシャは照れたように顔を真っ赤に染めた。

「しかし、なんで経験豊富みたいな感じにしてたんだ？」

「リュウをいろいろと導いていくためには、必要なことだと思ったのよ」

「意外と、優しいところがあるんだな」

　セックスのとき、女は意外な顔を見せることがあると聞いたことがあるが、まさかアイシャもそうだったとは。

　俺も興奮してきた。

「このまま奥に入れるからな」

「い、いいわよ。もう痛みもなくってきたから」

「ああ……！」

　俺はどんどん腰を押し込んでいく。

　まだ膣の中はとんでもなく狭いが、少しずつ奥へと侵入していった。

「あ、かはっ！　な、なんて大きさなの……！　私のアソコが裂けちゃいそうだわ」

「俺の方はきつすぎて、いつでも発射できそうだ」

　すでに何十回も射精しているというにもかかわらず、アイシャの中に入れた途端、イキそうになってしまった。

　それくらいアイシャの膣内が狭く、うごめいているということだ。あとは、

「ふっ、俺たち……身体の相性がいいのかもしれないな」

「ん、はぅんっ！　はぁん！　そ、そうかもしれないわね。入れられただけで少しイってしまったもの……あ、ああっ」

　膣の中が小刻みに震え、根本から肉棒を締め付けてきていた。

「中がビクビクしてるのはイったからか」

「や、やぁ……い、言わなくてもいいじゃないっ」

「イクときはイクって言えよ。イキ声を聞くのが俺の楽しみなんだから」

　そう言うと、アイシャはぷいっと視線を外してしまった。

「あ、あなたより先にイキたくはなかったの……！　あなたをイカせるのが私の役目なのに……」

　本当にくやしそうな顔をするアイシャ。

　そんな表情を見せられると、もっと感じてほしくなる。

「はは、そんな気遣いは無用だ」

「え？」

「お前は最高の女だ。最高の女には最高の快楽を与えてやる」

　俺は腰を掴むと、そのままピストンを加速させていった。

「行くぞ、アイシャ！」

「え、ちょっと……いきなりは……ああんっ!?」

　すっかり奥まで挿入して、俺は獣になったかのように腰を振り続けた。愛液がさらに溢れだし、水音が響いていく。

「どうだ、俺のものは!?」

「い、いきなり……いきなりはダメよっ！　そんなに激しくしないでぇ！」

「知らないな。お前の身体がいやらしいことがいけないんだ」

　俺が腰を振るたびにアイシャの豊満なバストが上下に大きく揺れていた。

　しかも、彼女が腕で胸を寄せているのだ。深い谷間を見つめているだけで俺の身体も喜んでいた。

「すごいっ！　ちょっと突かれただけで奥まで届いてる!?　あああああっ！」

「奥が好きか？」

「す、好きっ！　お腹がゴンゴンって突かれてるのぉぉっ！」

　リクエストに答えて、俺は深いところを何度も小突いていく。

　そうする度にアイシャは、ベッドのシーツを強く握って、気持ちよさそうに悶えていた。

「やぁあぁあ！　奥ぅっ！　奥に当たってるのぉぉっ！」

「お前は入り口から最深部まで全部きつくできているな。まるで俺を喜ばすための身体であるみたいだ」

　すでに何千回と腰を振っていて疲れているにもかかわらず、俺は動きを止めることができなかった。

「アイシャ、最高だよ」

「あんうぅ！　らめえっ！　感じるっ」

「もっと喘ぐんだ」

「こんなことって……こんなことって……まさか男の人のものがこんなに気持ちいいなんて！」

「経験をして理解できたか？」

「ち、知識だけじゃ……あうん！　知らないこともあるのね……こんなのを覚えてしまったら、私……どうなっちゃうの!?」
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　頬が段々と赤くなって、アイシャから余裕がなくなっているのがわかる。

「アイシャ、俺の身体が好きになったか？」

「大好き！　こんなに気持ちいいなら毎日でもしたいくらいよっ」

「ならば毎日抱いてやる」

　アイシャの身体を毎日抱けると考えると、最高の気分になってくる。

　誰しもがうらやむボディの持ち主。それこそ、初な男ならアイシャの身体を見ただけで射精してしまうこともあるかもしれない。絶世の美女を俺の女にできるなんて実に喜ばしいことだ。

「奥……！　奥が気持ちいいのぉ！　リュウのおちんちんの形がしっかりわかるぅ！」

「何度も突いてやるからなっ」

　ピストンを加速させると、アイシャの目が段々と上を向くようになっていた。少しアヘっているみたいになっている。

「んほぉ！　出っ張った部分で私の中がゴリゴリ削られてるのっ。こんなの初めて……！　初めてよぉ！」

「いいか？」

「しゅ、しゅごいぃ！　さっきの女たちを抱いている間に、あなたはかなりの経験を積んだみたいね。んふぁああっ！」

「そうか？」

「む、無意識のうちに……熟練度が上がっていったのよ」

　簡単に言えば、ゲームのレベル上げみたいなものか。

　戦闘セックスをすればするほど自然とレベルが上がっていく。

「上手……よ……！　あなたほどの肉棒とテクニックがあれば、どんな女も落とすことができる」

「願ったり叶ったりだな」

「魅了の力とこのテクニックを……んんぁ……う、うまく使うのよ」

「任せろ。強力な能力を使うことは好きだからな」

　俺がピストンを繰り返すたびに、アイシャは身体をくねらせながら悶えていた。

　頭を何度も左右に振って、大きな声で喘いでいた。

「ああああ、あああああああ、んんぁぁあっ！」

「気持ちいいか？」

「最高ぉ、最高よっ。あなたのものを私だけで独占できないのが、惜しい……くらい」

「毎日抱いてやると約束しただろ。それで我慢しろ」

　アイシャだけを抱き続けるのもありではあるが、せっかく異世界に来て何もかもがリセットされたのだ。

　世界中の女を抱くことを目標に、色んな奴らと性交してみたいと思う。

「あああ、気持ちいい！　気持ちいいのぉぉ！」

「ぐっ、また締まってきたぞ……！」

「私、そろそろ……！」

「イクのか!?」

「そう、イクの！　あなたにイカされてしまうのっ」

　愛液がさらに溢れだして、俺の陰毛に絡み付いてくる。

　俺も腰の動きをさらに加速させていった。

「アイシャ、出すぞ！　お前の膣の中に子種を注いでやる！」

「出して！　出すのよ！　いっぱい精を出して……私を、白く汚すの！」

「子宮から溢れるぐらい出してやるからな！」

　肉棒が大きく膨らんで、尿道口が熱くなってきた。

　もう限界だ。

「出すぞ、アイシャ！」

「ああああ！　イクぅうぅぅぅ！　イクぅうぅぅうぅぅぅぅぅうぅ！」

「うおおおお」

　ビュルルルル！　ビュクビュクビュクビュク！

　一番深いところで俺は射精をした。

　ビクビクと今までにないくらいに、たくさんの精液が発射される。

「で、出てる……！　リュウの精……！」

　アイシャの方はせっかくの美女だというのに、白目を向きそうになっていた。

　満足したように鼻の穴を広げながら、顎を天井に突き出している。

「んぉ……！」

「はぁはぁ、かなり出たな」

「おぉ、ぉ、ぉ……！」

　アイシャも、相当おかしくなってしまっている。

　普段は鈴のように軽やかな声をしているというのに、野太い声を上げながら大絶頂を感じていた。

「気持ち、よかったわ……！　さ、さすがよ、リュウ」

「俺もだ。今までで一番気持ちよかった」

　やはり俺とアイシャの身体の相性はいいらしい。

「はぁはぁ、これで私からあなたに教えることはすべてよ。少しは参考になったかしら？」

「もちろんだ。有効に使わせてもらうよ」

「あなたはかなり優秀よ。そのご褒美をあげるわ」

　四つん這いになったアイシャは、その態勢のまま俺の方に寄る。そして、

「ちゅっぽ……！」

　俺の肉棒にキスをした。

「さあ、ご褒美として私からあなたに全力の奉仕をするわ」
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　裸になったアイシャが俺の方に近づいてくる。そのいやらしい身体で迫られると、射精したばかりでもすぐに勃起してしまいそうだった。

「リュウ、あなたの頑張りに応え、今度は私がしてあげるわね」

「いいのか？」

「イったばかりで頭がくらくらするけど、あなたのために奉仕してあげたい気分なの♪」

　……奉仕。アイシャからそんなことを言われるとはな。

「じゃあ、お願いするよ」

「わかったわ」

　アイシャは四つん這いの態勢で尻を高く持ち上げると、射精したばかりの肉棒に顔を近づけた。

「間近で見ると本当に恐ろしい大きさね。こんなものが私の中に入っていたなんて信じられないわ」

「あまり見るなよ」

「どうして？」

「鼻息が当たってくすぐったいからだ」

　呼吸を荒くしたアイシャの息が、敏感になっている部分に当たり、変な気分になってくるのだ。

「うふふ、ごめんなさいね。じゃあ、お詫びも兼ねて優しくしあげるわ」

　舌先をちろりと出したアイシャは、俺の肉棒を舐め始めた。

「れろ、れろれろ……！　精がたくさんついているわね。舐めとってあげるから」

「そんなことまでしてくれるのか？」

「もったいないじゃない。それに……ペロ、ペロ、ペロペロ……精が臭くて……おいしいのよ」

「く……！」

　イったばかりで敏感になっているので、舐められると背中がゾクゾクする感じがする。

　だが、それでいて痛みを感じないのは、アイシャの気遣いだからだろうか。

　俺が少しでも反応を見せると、彼女はすかさず別の場所を舐めてくるのだ。

　アイシャのおかげか、精液がたっぷりついていた肉棒があっという間に綺麗になった。

「れろ、れろれろおおっ。最後の一滴まで全部舐めとることができたわよ」

「感謝する」

「だけど……また硬くなってしまったわ」

　少し萎んでいた肉棒も、アイシャに愛撫され、すぐに硬さを取り戻していった。

　彼女の表情を見るに、わざとやっていたことがわかる。

　……まったく、そんなに俺の身体を気に入ってくれたのか。

「もうたくましくなったわね。さすがは絶倫ね」

「お前の舌使いがいやらしいからだろ」

　まあ、すでに何十回も射精している俺が絶倫じゃないというのも、無理があるかもしれないが。

　ただ、アイシャの身体が俺を喜ばせているのも事実だった。

「ドスケベだな、アイシャは」

「私を女にしたのはあなたよ」

「もとからエロいだろ、お前は」

　エロいと言えば、体勢もエロい。四つん這いになっているため、俺の方からはアイシャのほっそりとしたくびれと形のいい尻が見えているのだ。

　細いくびれは本能的に男を興奮させると聞いたことがあるが、まさかすぐに勃起してしまうとは。今日は二十回以上射精をしているんだけどな。

「硬くなったおちんちん、私が可愛がってあげるわ」

「まだしてくれるのか？」

「当たり前でしょ♪」

　アイシャは口を大きく開くと、

「はもっ！」

　亀頭から丸飲みにしてしまった。

「うお……！」

　さすがに、そんなふうに頬張るとは思ってなかったのでびっくりした。

　アイシャは頬をパンパンに膨らませながら、俺のことを見つめている。

「んふぉ！　ふぉおきい……ふぁね」

　何を言っているのかいまいちわからないが、アイシャが頑張って咥えていることはわかった。

「じゅぶ、じゅぶぶっ……」

　アイシャの口元から卑猥な水音が響いている。

「ちゅっぽっ。あなたに最高の口淫をしてあげるわ」

「いいのか？」

「ええ。私もしてあげたいから。さ、行くわよ」

　そう言うとアイシャは再び丸飲みに。

　そして淫らな水音を立てながらディープスロートを続けていった。

「ばぼっ！　ごぼっ！　じゅぼ！　ぼぼぼっ！」

「すごい音だ……！」

「ジュッボォ！　ジュッボ！　ん、ぼぶぅ！」

　絶世の美女であるアイシャが下品な音を立てている。美しい者が汚い行為をしているというギャップがそそるのだ。

　アイシャがそれを理解しているのかはわからないが、上目遣いで俺のことをずっと見つめ、スケベな顔をしていた。鼻の下を伸ばした顔で、肉棒に根本からしゃぶりついている。

　手のひらの上に金玉を乗せ、優しく転がしてもいた。

「どう、リュウ？　私の口淫は」

「今にもイってしまいそうだ」

「まだイっちゃダメよ。私の奉仕はこれからなんだから」

　手コキと合わせながら、アイシャはさらに口ピストンの動きを速くしていった。

「じゅぶ、じゅぼ、じゅっぼ！」

「もっと激しくしてくれ」

　口の端からはよだれが漏れ、音がさらに大きくなっていく。

「じゅぼ、じゅぼっ、ぼぼっ！　ん、激し……く？」

「ああ」

「それなら吸い上げてあげるわ」

　そう言うと、アイシャは強烈なバキュームをした。

「ジュウウウウボオオオオッ!!」

「おうっ!?」

　まずい、イキそうだ。金玉にある精液ごと搾り取られてしまうくらい強く吸い上げていく。

　アイシャは頬を窄ませ、喉奥まで肉棒を入れていった。

「ごっぼ、じゅぼっ！　ジュボボボボボボォオォォォオォ!!」

「く……。そろそろ……」

「リュウ、ダメと言ってるでしょ」

「アイシャ……！」

　彼女は肉棒の根本を指できゅっと押えた。上り詰めていた精液がそこで止まるのだ。

「ぐあ……！」

　射精しないのはよかったが、精液をムリヤリ止められるというのは辛いものがある。

　肉棒はパンパンに腫れ上がり、今すぐにでも爆発しそうになっていた。

「うふふ。口淫は刺激が強すぎたみたいね」









[image: ]











「はぁはぁ……！　我慢するのも大変なんだぞ」

「じゃあ、今度はこれはどうかしら？」

　アイシャは上体を起こすと、豊満なバストを持ってきた。

　そして、そのまま俺の肉棒を包み込んでいく。

「お、おお……！」

　あれだけでかいと言われてきた俺の肉棒だが、アイシャの胸の中に完全に隠れてしまった。

　柔らかい肉で抱きしめられると、フェラとは違う快感が身体に流れていく。

「あら、リュウのおちんちんがなくなってしまったわ」

「アイシャの胸が大きすぎるんだろ」

「でも、こうすればお顔を出すことができるわよ」

　おっぱいを下にズラして、亀頭を出す。乳と乳の間に挟まれた肉棒から我慢汁が出ていた。

「このまま上下に……ん、ふう、んんっ！」

「き、気持ちいい……！」

　爆乳にパイズリされるような日がくるとは、夢にも思っていなかった。

　アイシャは少し汗をかいているのか、それが潤滑油となって心地いい刺激となっている。

「ここまで大きくすれば十分よね」

「どうしたんだ？」

　アイシャは楽しそうに笑うと、俺を押し倒してきたのだ。

「今度は私が上に乗ってあげるわ」
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　上に乗ってくれるだと……？

　つまり、騎乗位をしてくれるというのか！

「うふふ。リュウ、顔がにやけているわよ。私が上になるのがそんなに嬉しいの？」

「当たり前だろ。騎乗位は俺の好きな体位の一つだからな」

　女たちを攻めるのも楽しいが、ただ寝そべっているだけというのも好きだ。元来、俺は怠け者だから、楽をすることをいいものだと考えている。

「期待に応えられるかわからないけど、頑張らせてもらうわ」

「ああ、頼む」

　アイシャのような美人に腰を振ってもらえるなんて最高だ。

　俺はベッドの上で横になると、彼女が来るのを待った。

「ふふ、さっきより大きくなってない？」

「どうだろうな」

「期待の現れということね。じゃあ、入れるわよ」

　俺の上にまたがったアイシャは割れ目に肉棒を当てる。すると、愛液が垂れてきて、俺の肉棒にかかっていくのだ。

「俺のことばかり言っているが、アイシャも楽しみだったんじゃないか」

「ええ。上に乗るのってやってみたかったのよ」

「腰を振るのが好きなのか？」

「攻められるのもよかったけど、自分のペースでできるのもよさそうね」

　騎乗位が好きな奴は、だいたい痴女の素質がある。まだ経験は浅いアイシャだが、その片鱗だろうか？　スケベな女が好きな俺からすれば、アイシャのような奴はきっと、最高に相性がいい。

「アイシャ、お前が望むように腰を振れ。勝手にイキまくっていいぞ」

「イカせるのは私の方よ、リュウ」

「楽しみにしている」

　俺とアイシャは同時に笑った。互いにからかい合っているのがわかったからだ。

「じゃ、入れるわ……！」

　アイシャは自ら割れ目を広げると、そのままゆっくりと腰を沈めていった。

　処女膜がもうないので、ぬぷぬぷと肉棒がアイシャの膣内に入っていく。

「ん、うぅ！　入って……きたわっ」

　貫通しているとは言え、さすがにアイシャの膣内は狭い。一気に入るというよりかは、少しずつ奥に向かっているという感じだった。

「そ、そろそろ……！　そろそろ全て入れることができそうだわ」

「ああ、全部入ってしまった」

　パン、という尻肉を打ち付ける音がなり、アイシャの膣に完全に挿入することができた。

「はぁはぁ、いくら私のペースでいいとは言え、ここまできただけで……やばくなってるわ」

「ビクビクしてるぞ？　イったか？」

「ま、まだよ……」

　顔を赤くして、そっぽを向いたところを見ると軽くイってしまったのかもれない。やれやれ、本当にエロい女だ。

「さあ、腰を振るわよ」

　大胆に股をＭ字に開いたアイシャは、尻を上下に振っていった。

　尻を下に叩きつける度にパンパンという音が鳴り、アイシャは嬌声を上げた。

「はぁ、んぅ！　す、すごいっ！　硬いのっ！」

「おいおい、まさかもうイクわけじゃないよな？」

「バ、バカなこと……言わないで！」

　すでに余裕がないアイシャ。

　俺はもう少し彼女の様子でも観察しているか。

　アイシャの身体は全てがいやらしいものだった。

　少し腰を振るだけでも巨大な胸が揺れて、俺の身体に当たって卑猥な形にひしゃげている。

　いやらしく形を変える乳を見ているだけでも興奮するのに、大股を開いて結合部を見せつけてくるから困ったものだった。

「はんぅ、やっぱりリュウのおちんちんは最高だわ。このままずっと味わっていたい」

「そうか。俺も好きだぞ、お前が上に乗っているの」

「よ、余裕をかまして……！」

　アイシャの身体が小刻みに震えて、膣の中がきゅうっと狭くなっているのがわかった。

　それだけでもイキそうになるのだが、

「下から眺める景色もいいな」

　超巨乳のアイシャの胸を見上げているのも、素晴らしいものである。

「私のおっぱいばかり見て、そんなに好き？」

「ここまで巨大で形も綺麗なものは、そうそう見かけることはないからな」

「揉んでもいいのよ。ほら……」

　アイシャは俺の手を握ると、自ら胸に押し当ててきた。

　俺の手はあっという間にアイシャの胸でいっぱいになる。

「あ、んっ。すごいわ……！　リュウに揉まれると果ててしまいそう」

「すごく柔らかいな」

「もっと強くして……！」

　パンでもこねるような感じで、アイシャの胸を激しく揉みしだいていく。

　途中、強すぎて痛いかなと思ったが、アイシャは気持ちよさそうによがっていた。

「はぁん！　腰も止まらない……！　リュウとの性交は……快楽だけを求める感じだわ」

「それがいいんだろう。性交は気持ちいいものなんだから」

「女に生まれてよかったと実感することができる……！」

　アイシャはさらに腰の動きを加速させていった。

　前かがみになったため、胸が下向きに垂れて、俺の身体の上に乗ってしまっている。

「俺は男に生まれてよかった。お前のような女を抱くことができるのだから」

「リュウ……！　こうしてあなたと性交できること幸せに思うわ」

「俺もだ」

　アイシャの膣内が痙攣してきたのがわかった。

「そろそろイクのか？」

「あ、ああんぅ！　が、我慢できそうにないわね。んんぅぅ！」

　先ほどからずっと耐えてきたのだろう。アイシャの目に涙が浮かんでいる。

「俺にはイクなと言っておいてな」

「く、ふぁんっ！　い、いじわるは言わないで。あなたのものがすごすぎて、私の理性が吹き飛びそうなんだから……！」

　アイシャの腰の動きがさらに速くなっていく。

　尻がバウンドして、パンパンという肉と肉がぶつかる音が大きくなっていった。

「はぁはぁ、リュウ……イキそう。出して」

「出していいのか？」

「あなたの子種をもらいたいのよ……！」

「いいだろう」

　アイシャにおねだりされてしまったら、応えないわけにはいかない。

「アイシャ、イクぞ……！」

　俺はアイシャの尻を鷲掴みにして、そのまま自らに強く引き寄せた。

「あああっ！　奥ぅぅぅぅ！　奥に当たるぅぅぅぅぅぅぅ！」

「出すぞ……！」

「きて！　きてぇ！　私もイク……イっちゃうぅうぅうぅぅぅぅ!!」

　ビュルルルルルルル!!

　騎乗位で攻められながら、俺は射精をした。

　アイシャはピンと弓なりに反って、ビクビクと身悶えている。

「はぁはぁ、出てる……！　リュウの子種……！」

「感じてるか？」

「最高よ……！」

　アイシャが腰を浮かせて肉棒を抜くと、膣から精液が垂れてきた。

「ああ、漏れちゃったのがリュウのものにかかって、汚れてしまったわ」

　アイシャはまた四つん這いになると、再び肉棒を舐め始めた。

「れろ、れろれろ……ちゅぱ。綺麗にしてあげるわ」

「お掃除までしてくれるのか……！」

　何も言わずにここまでやってくれるのか……。

　アイシャは外見だけじゃなく、気遣いの部分でもいい女だ。

「ちゅっぽ……！　ちゅぱ、ちゅぱ。……さあ、綺麗になったわ」

「よくやった」

「リュウのためだもの。あなたが喜ぶためなら何でもするわ」

「そうか……」

　アイシャと交わって、俺はさらに、彼女の願いを叶えたい気持ちが強くなっていた。

　世界を支配する女王たちを、俺の女とする目的にもだ。

　だが、そのためにはクリアしないといけない問題もあるだろう。

　俺はアイシャに提案した。

「アイシャ、神を倒すために俺を強くしてくれ。この世界について知らないことがたくさんある」

　俺がそう言うと、彼女はにっこりと笑い、

「ええ。あなたには魔法と性交の才能があるわ。それをこの私が鍛えてあげる。そして、行き着く先は」




　──世界最強の男。




　アイシャはそう言ったのだった。
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　俺が召喚されてから一ヶ月が経過した。

　その間、俺はアイシャから数々のことを学んだ。

　その一つは──魔法。

　今さら説明する必要もないが、この世界には魔法が存在し、魔力を持つものなら誰でも使うことができる。

　魔力は種族を問わず、この世界で生まれたものには誰しもあるらしい。

　問題はその量だ。

　女性の方が圧倒的に魔力が多く、男性はほとんどないに等しいらしい。

　今では文明が発達し、魔力を使う道具なんかも開発されている。しかし、魔力そのものがなければ使うことができない。

　そのため、男性は生活レベルから不便な暮らしをしているのだ。地位的にも虐げられているということを考えると、この世界の男は不遇なんだなと思ってしまう。

　まだ悲しいところがある。それは、腕力。

　食糧生産の技術が発達していないためか、基本的にこの世界の人は細い人が多い。

　大して運動経験のない俺ですら、そこそこ大柄な男になるらしいのだ。イメージとしては、平均身長が低い昔の時代という感じだろうか。

　また、召喚されたときに女騎士も言っていたが、腕力も魔力で補うことができるらしく、その補われた腕力を前提に道具などが作られている。

　幸いなことに、補われた腕力自体は俺の腕力と同等程度らしいので、俺がこの世界で不便な思いをすることはない。女性の腕力を補って、俺の世界の男並みにしている……ということだろう。

　ただ、ひ弱なこの世界の男性たちには、それが生きづらいのだ。

　たとえば、コップすらも重くて使いづらいときがあるほどだという。本当にこの世界で生きるというのは大変なのだろう。

　ちなみに、戦闘のときはいつも以上に腕力を強化するらしい。そうすることで女たちは通常よりも力強く戦うことできるのだ。場合によっては、それで男を虐げているのだろう。そう考えると胸糞が悪くなってくるな。

「魔力といえば……」

　俺は女性以上に魔力を持っているらしく、この一ヶ月の間、アイシャにみっちりと鍛えてもらった。

　アイシャは神子であるため、彼女も平均的な人間よりも魔力が高く、魔法の才能もある。だが、俺の召喚により魔力を使ってしまったため、今ではかなり低下している。

　しかし低下しているとはいえ、魔法については教えてもらうことができるので、俺は彼女からしっかり学んだ。

　訓練を終えたときのアイシャは、

「あなたは飲み込みが早い……いいえ、もはや天才と呼べるレベルだわ」

　と言っていた。いまいちピンとこなかったが、すごいらしい。

「そうか？　言われたとおりにやっただけだぞ」

「あなたが行った訓練は、宮廷魔術師が行うレベル。……要するに、世界最高レベルの訓練を受けていたのよ」

「……なんでいきなり、そんなハードなことをやらせるんだよ」

　確かにいきなり雷を起こしてみろとか、巨大な岩をつくってみろとかやけにスケールがでかいところから進んでいるなとは思ったが。

　まあ、アイシャがスパルタというか、Ｓっ気があるのは今に始まったことではないけれど。

「リュウには才能があると思ったの。だから、どこまでできるのかなと思ってね。あまり先入観を持たせないで上級レベルの魔法を教えたらどうなるか試してみたのよ」

「まったく……たまたまうまくいったからいいものを」

「いいえ、たまたまではないわ」

　アイシャは言った。

「あなたは異世界人……そして、この世界にいる人よりも知識がある。正確にいえば、想像力ね」

「想像力？」

「たとえば雷を起こす魔法だけど、真っ当な教え方をするならば、まずは水を蒸発させる力を覚えるの。そして、空気の中には水滴があることを学ぶのよ」

　要は基礎的なことから学ぶというわけか。確かに、雷を起こすには雲を発生させる必要がある。雲を発生させるには……。おそらくこういった手順を知っていくためだろう。まあ、雷はともかく電気なら雲はいらないんだろうけど、そういったこともこの世界の人には、わからないんだろうな。

　アイシャは説明を続けた。

「蒸発して、どこに水が消えたのかを考えるの」

「それを気づかせるために、蒸発させるところからやるのか」

「ええ。だけど、この世界の七割の人は水が消えてしまったということで止まるのよ。空気に水分が含まれていることを理解していないの」

　科学が発達していないのだから、そういった考えを持てないのは当たり前なんだろう。

「つまり、俺は雷ができるまでの仕組みを、わかっていたからできたってことか？」

「そうよ」

「とは言え、俺だって専門家じゃないからわからないことは多いぞ」

「大事なのは、理屈を知っているということじゃないの。スタートからゴールまでを結び付けられるかどうかよ。過程については魔法がどうにかしてくれる」

「なるほど」

「詠唱はその過程を古代語で説明することになるの。だから、詠唱をすれば魔法を使えるようになるのよ。まあ、上級魔法になると、ただ唱えればいいってわけじゃないけどね」

　確かに、俺の場合、どうしたら言われたことが実現できるか、考えながら訓練していた。

　これがアイシャの言うゴールなのだろう。ゴールがわかれば、スタートは何かきっかけでいい。

「リュウ、あなたにはもう一つの特性があるわ」

「特性？」

「それは──無詠唱」

　漫画やアニメなんかに出てくる、呪文を唱えずに魔法を使うことだ。

　俺は頭の中でイメージできているから、詠唱がいらないのだろう。

「あなたの想像力があればどんな事象も起こすことができると思う。想像から創造されるということね」

　スタートとゴールの結びつきが大事なんだもんな。それならいろいろとやりようがあると思う。

「もう一つの特性は、魔力の量。これは、ほぼ無尽蔵と考えていいわね。訓練をしていても、まったく疲れなかったでしょ？」

「ああ」

　最初はてっきり簡単な魔法から教えてくれていると思ったから、疲れないものかと思っていた。

　だがどれほど強力な魔法でも、同じだったのだ。

「無尽蔵だからこそ、本来なら十年以上かかる訓練を、一ヶ月で終えることができたのよ」

　……本当にとんでもないことをしていたんだな、アイシャは。よく俺は耐えてきたよ。

「ま、私が目をつけた男だからね。それくらいはしてもらわないといけないわ」

　魔法についてはほぼ理解できた。応用などはもう少し経験がほしいところだが、だいたいのことはできるだろう。魔法を使うことができるようになったことで、自由度も上がったと思う。

　まさにチートだ。

　あとは、絶対魅了の魔法についてだ。

　これについても、俺はいろいろとわかってきたものがある。

　まとめると、こんな感じだ。





　●魅了とは……簡単に言えば、強制的に惚れさせること。あくまでも惚れているにすぎない。




　●魅了の効く相手……意志のあるものなら男女、異種族問わず。




　●魅了の適用時間……（おそらく）永続。




　●魅了の範囲……魔法陣を広げられる範囲。今は半径10メートルくらい。




　●魅了の使用回数……無制限（正確に言うと、魔力がつきるまで。魔力がつきることはないので、事実上の無制限である）




　●魅了のオンオフ……自由




　●魅了をかけられる回数……無制限






　まだ完全に把握できていないところもあるだろうが、自由に好き勝手に相手を惚れさせることができるということだ。

　こちらもチート。

　魅了チートである。ただ、アイシャに一つ注意されたことがある。

「絶対魅了の力は……あくまでも魔法よ」

　アイシャが何を言いたいのか理解することはできる。たとえば、魔法に対して防御する術を持っている相手や、無効化する者が現れたとき、思惑どおりにはいかないということだ。

　だが、その方が面白いこともあるのだろうと、気楽に考えることにした。

「リュウ、あなたは世界を旅するだけの力を得ることができたわ」

「アイシャ、感謝している」

　これで必要な力を揃えることができた。

　あとは、

「女王たちを俺の女にするだけだ」

「ふふ、やる気になったみたいね」

「アイシャと同じくらいにいい女なんだろ？　早く抱きたくてうずうずしている」

「私と毎日のように肌を重ねたというのに、そんなことを言うの？」

「むしろアイシャと寝まくったからだよ。お前のせいで性欲の方も無尽蔵になってしまった」

　訓練をしつつ、俺はアイシャとセックスをしまくった。

　それにより、セックステクニックもきちんと身につけることができたのだ。

　さて、

「──五人の女王を攻略する作戦会議を始めようか」







[image: ]







　この世界を支配する五人の女王。

　こいつらが持っている秘宝を手に入れることが、神への道を開くために必要なのだ。

　そして、神を倒し、世界の理を変える。これが俺とアイシャの契約だ。

「で、どいつから攻略する？」

　俺とアイシャは茶を飲みながら話していた。ちなみに茶を入れてくれたのは、魅了魔法をかけた女騎士たち。今では俺の言うことを聞く、従順なペットとなってしまっている。

「そうね。相手の戦力や地理を考えた方がいいかもしれないわ」

「ここから一番近いところはどこだ？」

「魔女が住む地下宮殿かしら」

　地下宮殿。実に魔女らしいところに住んでいるな。

「じゃあ、もっとも厄介なのは誰だ？」

　当たり前だが、相手の戦力はきちんと把握しておく必要がある。こちらの戦力は自分の力以外には、ないに等しいんだからな。

「何を基準にするかにもよるけど、単純な兵力や規模で言ったら女帝が一番の力を持っているわ」

「女帝……。確か、人間の国を治めている者だったな」

「ええ。世界の八割は彼女の国だわ」

「随分と大きいんだな」

「他はエルフや魔族、天空人でしょ？　個々の力は強いだろうけど、大きくはないわ」

　世界の大半が人間であるから不自然ではないか。

　俺の世界でたとえるなら、ユーラシア大陸がまるごと一国家になっているような感じだろう。ただ、フォルツァンドに属していない人間の国もある。

「巫女はどうだ？」

「あそこは島国で大きくはないから。戦力的な意味ではそれほど大きくはないわね」

　なるほど。だが、それだと気になることがある。

「人間の国なのに、なぜフォルツァンドから独立しているんだ？」

「島国だということもあるし、独特の特産があるから」

「特産？」

「金よ」

　黄金の国ジパングと言ったところだろうか。巫女やジャポネルという名称からも、もしかしたら日本的な国なのかもしれないと、かってに想像していた。

「言ってしまえば、世界の通貨はジャポネルの金を基準にして作られているの」

　ならば、おそらく政治的な部分で独立を保っているのだろう。

「あと、ジャポネルは特殊な人間も多く、そういった意味でなかなか近づけない国になっているの」

「だから、フォルツァンドから独立しているんだな」

「さあ、どうする？　治めている国の規模で言ったら……」




　女帝 → 天女 → 魔女 → 聖女 → 巫女




「という感じよ」

　アイシャが規模の大きい順に並べてくれた。さて、どうしたものか。

「セオリーどおりに行くなら、小さいところから攻め落としていくのがいいと思うけど」

「いや、それはやめよう」

「なぜ？」

　いくらチート能力を備えていると言っても、俺とアイシャしか仲間がいなんだ。数の勝負を持ち込まれた時点で不利になってしまう。たとえ小さくても相手は国だからな。

「出来る限り、すみやかに行動するのがいいと思う。俺たちの存在が知られてしまっても面倒だしな」

「そうね。対策をとられる危険性もあるし。じゃあ、どこから？」

「まずは──女帝。フォルツァンドを落とす」

　俺がそう言うと、アイシャは呆れたようにため息をついた。

「リュウ。まさかあなたがそこまで無謀だとは思わなかったわ。どうして一番大きな国を狙うの？」

「理由は簡単だ。フォルツァンドを落とし、巨大な戦力を得る。そうすれば残りの国の攻略はたやすくなるからだ」

「理屈だとそれでいいと思うけど」

　アイシャはまだ納得いかない様子だった。

「作戦がないわけではない」

「え？」

　アイシャは興味深そうに前に乗り出してきた。

「どういうこと？」

「フォルツァンドを落とすためにまずは魔女を味方につける。幸いにもここから一番近いらしいしな」

「魔女の兵力を使って、フォルツァンドを攻めていくのね」

「ああ」

　この世界の基礎についてはアイシャから聞いている。

　国を治める女王が圧倒的な権力を持ち、国民はそれに従っている。

　そして、それぞれの国は互いに干渉し合うことが禁止され、独立を保っている。

　友好的かどうかはともかく、国同士の戦争が起こらないようになっているんだ。

　女王の権力を考えると、ある意味平和な世の中なのかもしれない。

　そして、

「魔女が住んでいる地下宮殿は人にバレにくいか？」

「そうね。地下にあるし、誰も魔族のところに近づこうとはしないわ。近づいたものは生きて帰れないらしいし」

　ならば好都合だ。うまくいけば、女帝に魔女を味方につけたことを知られずに攻めることができるかもしれない。

「魔女の兵力を使うのはわかったわ。だけど、味方してくれないかもしれないわよ。相互干渉不可の関係になっているわけだし」

「そこで魅了の力を使うのさ」

　魅了し、俺のものにすることが大事だ。

　必要であれば他の者たちに魅了をかけてもいい。

　チートなんだ。どうとでも応用が効く。

「わかったわ」

　アイシャは納得したようにうなづき、そして笑った。

「ふふ、いきなりフォルツァンドを狙うところが、リュウらしいわね」

「そうだろ？」

「フォルツァンドを落とせば、一気に国の王になれるわ」

「王か……」

　あまりトップに立つことは考えたことがなかった。

「政治には興味ない。俺がほしいのは女だけだ」

「素直ね。まさに覇王よ」

「旅をしながら見つけた女を抱きまくるのも面白いだろうな、ククク」

　可愛いなと思った女をその場で犯すことができるのは最高だ。俺がいた世界だったら、ただの犯罪にすぎないからな。

「行き先が決まれば、準備をするぞ」

「わかったわ」

　ここにはたくさんの女騎士たちがいる。準備を手伝わせるのは容易なことだろう。

「さあ、行こう。世界中の女を奴隷化し、ハーレムをつくるために」

　俺の覇王への道はここから始まる。
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　世界を支配する女王のひとり──魔女ユニス・ユニス。

　彼女は魔族の女王として、地下宮殿ケイオスアダルトで魔族たちを従えていた。

　魔族とは人とは異なる種族。大昔に人と大戦を引き起こすような関係ではあったが、今では互いに干渉することなく過ごしている。

　見た目も、獣やモンスターに近い者から、ほとんど人間と変わらない者まで、幅広くいる。

　魔女ユニスの外見は、どう見ても十六歳程度の少女にしか見えなかった。艶やかな褐色の肌をしていて、少女とは思えないほどの卑猥な身体つきをしている。

　露出度の高い服からこぼれ落ちてしまいそうなほど大きな胸。ショートパンツからは尻タブが見えてしまっている。細いくびれやニーソックスで包まれているふとももも艶かしい。

　まさにエロスの権化であった。そして、ユニスは自らの身体を活かし、自分の趣味を楽しんでいた。

　それは、




「うおおおおおっ！　やめてくれぇぇぇ！　イクぅぅぅぅぅぅ!!」




　男の嬌声が地下宮殿の中に響き渡る。

「あーあ、もうイっちゃったの？　つまんない」

　男の上で腰を振っていた女。彼女こそ魔女ユニス。

　彼女は人間の男と性交することを、趣味としていたのだ。

「ちんちん、小さいし……精液も全然出ないし……ホントつまんない」

「はぁはぁ……なんなんだ、この化物は」

「よーし、もう一回」

　ユニスは騎乗位の態勢のまま、また腰を動かし始めた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「やーだ♪」

「も、もう勃たないからっ！」

「情けないなぁ。でも大丈夫だって」

　円を書くように腰を動かしながら、ユニスはにやにやと笑っていた。

「ほらほら～、どんどん硬くなっていくよぉ？」

「あ、ぐっ！　な、なんだこれは」

「まだできるってことだよねぇ」

「で、できないっ！　なんで俺の意志に反して！　ああああっ！」

　ユニスは魔法を使って勃起させているわけではない。なのに、男の身体は素直に反応してしまう。

「あたしはぁ、人の欲望……とくに性欲を増幅させることができるの。精がまだ残っているうちはいくらでも勃起させることができるよ♪」

「ふ、ふざけ……！」

「腰を振るね？　えいっ、えいっ！」

「あああ、やめてくれぇぇぇ！」

　男の悲鳴が再びこだまする。

　男も最初は鼻の下を伸ばしていたのだが、腰を振られるにつれ、段々と真っ青になっていった。

「ぐおおおおっ！　は、激しすぎるぅうぅ……」

「ふふ、男の悲鳴を聞くと興奮しちゃうんだよね♪」

　ユニスは男の身体に手を起きながら、何度も尻を上下に振っていた。

　根本から先端にかけ、全てを膣でしごくように刺激を与えていく。

「あれぇ？　もうイキそうなの？　ビクビクしてきたよ」

「も、もうダメだ。やめてくれ、お願いだ」

「そんなお願い聞けないよ」

「くそおお！　こんなところ来るんじゃなかった！」

「バッカだねぇ。欲にまみれたからそうなるんだよ」

　なんと言われてここに来たのかわからないが、おそらくエロいことができると思っていたのだろう。

　本当に男とはバカな生き物だと思う。

「あ、おちんちんが大きくなってきた」

　肉棒がどんどん大きくなっていくのがわかった。

「もうイクの？　早いよぉ」

「あああ、出るぅぅぅ！　出るぅぅぅうぅ！」
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「まあいいや。イっちゃっていいよ」

　ユニスは尻の動きを速くし、男の肉棒をしごいていった。そして、

「うっ!!」

　男は白目を向きながら、射精をしてしまった。

　全く精液の勢いがよくないので、ユニスはつまらなそうに唇を尖らす。

「ぶぅ。こんなもんなのー？」

　文句を言う口調で話しながら、ユニスは尻を持ち上げて膣から肉棒を引き抜いた。膣内から少しだけ精液が出てきたが、このくらいの量だとまったく満足できない。

　ユニスの下にいた男は、すっからかんとなり廃人になってしまっている。

　たとえではなく、文字どおり廃人である。

　ユニスと性交をし、射精した男は、彼女に精──生きる源を全て搾り取られてしまい、死んでしまうのだ。そのため、この地下宮殿に来た男は生きて帰って来られないと言われている。

「ユニスさま、また人間の男を殺してしまったのですか？」

　魔女の近くにやってきたのは、彼女の使い魔のメリア。使い魔と言っても、こうもりみたいなタイプではなく、こちらも人間に近い。ユニスよりも身長が高く、お姉さんのような感じに見える。

「今日は二回までしかもたなかった」

「マシな方じゃないですか。先日の男は一回、その前の男はユニスさまを見ただけで射精してしまい、そのまま死んでしまいました」

「たまには五回くらいできる男とヤリたいよ。たった五回でいいのに。……あ、そこら辺に散らばってる精液を拭いておいてね」

「かしこまりました」

　メリアは床に落ちている精液に近づくと、指で拭き取り、そのまま……。

「ぺろ……」

　舐めてしまった。

「美味しくないでしょ、メリア？」

「はい。薄い味なので個人的に好みではございません」

　使い魔であるメリアだが、種族的にはサキュバスになる。ユニスも性欲旺盛なところもあるが、実はメリアもかなりの性欲を持っている。職務の合間をぬって、男をつまみ食いにしたりするのだ。

　ユニスとメリアは魔族の中でも特別。彼女たちは男の精を得ることで魔力を補給したり栄養を蓄えているのだ。だが、大抵の魔族はこうではない。

「ユニスさま、食べ過ぎますと、すぐに男が枯渇してしまいますよ」

「いいじゃない。ヤリたいんだから」

「そうは言いましても……」

　ユニスはとある女商人と商売をしているのだ。

　女商売が男を送ってくる代わりに、魔族にしかつくることができない高価なアクセサリーを提供する。そういう商売することにより、ユニスは己の欲を満たしていたのだ。

「メリア、他に男はいないの!?　人間の男じゃないと満足できないのよっ」

「……そうおっしゃると思いまして、すでに用意してあります」

「マジ？　やったぁ！　さっすがメリアっ」

　ユニスはメリアに抱きつき、頬摺りをする。胸と胸が密着して卑猥に形を変えていた。

「離れて下さい、ユニスさま。わたし、サキュバスではありますが、ユニスさまに食べられたくありません」

「えー、たまにはエッチなことしようよぉ」

　ユニスは男だけじゃなく女も好みだったりする。女性の場合、かなり美少女じゃないと興奮できないという性癖であるが。

「しょうがないな、メリアはまた今度の機会に」

「今度でも遠慮させていただきます。ユニスさまが女とするときは、かなりハードですから」

「でも、女の人はみんな喜んでるよ？」

「人間の男なんかよりも、遥かに上手ですからね。それでも私は結構です」

　これ以上、この話題を話し続けていたら自分をターゲットにされてしまう。そう感じたメリアは本題に入ることにした。

「あの女商人からのルートではございませんが、面白い男を見つけたようです」

「面白い男？」

　そして、メリアはこう答えた。




「──異世界人。どうやらこの世界の男ではないようなのです」




　それを聞いたユニスは、嬉しそうに舌舐めずりをしたのだった。
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「へえ、異世界人なんだ♪」

　笑みを浮かべるユニス。

　彼女の頭の中には異世界人に対する知識が浮かんでいた。

　この世界には、たまに異世界からの住人が現れることがあるのだという。

　その者たちはこの世界の人間とは違う能力や知識を持っていて、世界に様々な革命をもたらしてきた。

　とは言え、異世界人が現れるなどほとんどなかったり、異世界の生活に馴染めずにそのまま死んでしまうものが大半らしいが。

　ただ、ユニスは異世界人というものにずっと興味を持っていた。

（うふふ、異世界人ってどんなんだろ。おちんちん、大きいのかな？）

　彼女はただヤルことしか考えていなかった。仮にも先ほどまで男とセックスをしていたというのに、まったくと言っていいほど満足していない。

「メリア、早くそのものに会わせて！」

「かしこまりました」

　ユニスはどんな男なのかとうずうずする。

　そして、

「ユニスさま、連れて参りました。このものは我々の宮殿の近くに現れたらしく、同胞たちが確保したとのことです」

「何でもいいよ。早くおちんちん……じゃなくて、その人を見せて」

「はっ」

　メリアはひとりの男を連れてきた。

「名を──クドウタイキというらしいのです」

「クドウタイキ？　なんて呼べばいいのかな？」

「タイキでいいらしいです」

「おっけー♪　じゃあ、タイキ。あしたのところに来て」

　メリアは男を押し出した。

「おい、何すんだよ！　やめろ、バカヤロー！」

　暴れたためか、男は両手を鎖で縛れていた。

「君がタイキ？」

「あぁ？　そうだよ！」

「すみません、ユニスさま。この男、混乱しているらしく荒れているのです」

「大丈夫大丈夫♪　タイキ、君は異世界人なの？」

「ここは俺がいた世界とは違うからな。お前らから見たら異世界人なんだろ」

「いつここへ？」

「さっきだよ！　確かトラックに轢かれそうになったんだが、その後……気がついたらここにいたんだ」

　ユニスは口角を釣り上げた。

（間違いない……異世界人だ！）

　異世界人は必ずと言っていいほど、この世界に跳んだときのことを覚えていない。服装や体付きからしても、この世界の男とは違うところを考えると、異世界人であることに偽りはないのだろう。

　タイキも異なる世界であることを理解しているらしく、ユニスに突っかかってきた。

「お前か！　俺を召喚したのは!?」

「召喚？　それ、あたしじゃないよ」

　召喚なんて魔力を膨大に使うもの、簡単にできるわけがない。

「じゃあ、なんで俺は異世界にいるんだよ!?」

「知らないって。まあ、偶然ってこともあるんじゃない？」

「偶然……異世界トリップってことか」

　適当に答えたにもかかわらず、男は納得がいったように黙ってしまった。

　この理解力、やはり異世界人のものだろう。

「つーことはあれか！　俺は何かしらの使命があるんだな！　あんた、俺を勇者にでもしてくれるのか!?」

「勇者ぁ？　それ、あたしが一番嫌いなものだよ」

　魔族であるユニスは勇者という言葉すら聞きたくなかった。

「そのナリ……もしかして魔族か!?　なら、俺を魔王にしてくれるのか!?」

「いや、それあたしだし」

　なんで見ず知らずの男にトップの座を譲らないといけないのか。

「じゃあ、チートか!?　チート能力を授けてくれるのか!?」

「……何言ってんの、こいつ」

　ユニスはメリアの方を見た。

「わかりません」

　使い魔は呆れたようにため息をつきながら、首を振った。

「じゃあ、なんで俺はこの世界に来たんだよぉおぉぉぉぉ！」

　タイキは大声を出し、頭を抱えていた。

（こいつの言い方、もしかして自分が物語の主人公か何かだと思っているの？）

　小さい子どもが伝説のヒーローに憧れることがある。そういったことと同じようなことを、ユニスは感じていた。

「くそ……！　漫画とかネット小説で見ていたことが実現したと思ったのに……」

「わけわかんないよー」

「何もくれないなら俺を元の世界に帰してくれ」

「やーだ♪」

　ユニスはにっこりと笑みを浮かべながら断った。

「ふざけんな！　じゃあ、俺はなんで異世界にいるんだよ!?」

「あたしの性奴隷になるためじゃない？」

「……性奴隷？」

　タイキはぽかんと口を開けた。

「性奴隷ってあれか、好きなときに性欲のはけ口にされるような……」

「そうそう♪」

「なんで俺が!?　普通なら俺が奴隷を従えてパーティを組むはずだろ!?」

「人生そんなに思いどおりにいかないって」

「うわあああ！　なんで魔王に諭されてるの!?」

「いいじゃん、いいじゃん。あと、あたしは魔王じゃなくて魔女ね♪　ま、ニュアンスとしては同じなんだけど」

　よくわからないが、タイキの思ったとおりになっていないらしい。まあ、ユニスには関係ないことであるが。

「さ、せっかく異世界に来たんだから性奴隷になろ？」

「せ、性奴隷か……」

　タイキはユニスの身体をマジマジと見ながら、生つばを飲んだ。

「そ、その言い方だとさ、あんたとセックスできるんだよな？」

「うんっ。毎日ヤリ放題！」

「マジで!?」

「マジマジ」

　さすがに男なのだろう。性交をちらつかせたら、すぐに食いつきてきた。

「そ、そうか。それもいいかもな……だけど」

「何を悩んでるの？」

「こ、こっちの話だよ！　いいだろう」

　なぜ狼狽えているのかわからない。

「ま、まあ……あんたがシてくれるならさ……ん？」

　タイキは何かに気がついた。

「あ、あのさ……後ろに倒れているの……男だよな？　なんで？」

「あれはあたしとセックスして死んじゃった人」

「……死？」

　タイキが青ざめる。

「あんたとセックスすると死ぬの？」

「うーん、運が良ければ生き残るけどね。あたし、性交しながら精……生きる源を吸ってるんだよー」

「はぁぁ!?　そんなのヤルわけねーじゃん！」

「ま、運がよかったら生き残るから♪」

「ちなみに、今まで生き残った奴は何人いるんだよ!?」

「いないよ」

「……」

　タイキは青ざめた顔のまま踵を返そうとした。

「ちょっと待ってよ！　どこ行くの？」

「帰るんだよ！　セックスは……興味あるけど死ぬならヤリたくないっ！」

「えー」

　死ぬとか言わないで適当なことを言っておけばよかった。ユニスは少しだけ後悔していた。

「こんなところとはおさらばだ！　俺は勇者になるんだ！」

「待ちなさーいっ」

「おわっ!?」

　ユニスはタイキに繋がれている鎖を引っ張る。

　タイキはその勢いで床に倒れてしまった。

「な、何するんだよ!?」

「あたしを前にして逃げられると思っちゃダメだよ？」

　ユニスはタイキの上に跨がり、ズボンを下ろしていった。

　下から見るユニスの身体は絶景なのだろう。タイキは目を見開いて、ユニスのことを見つめていた。

「あたし、すごい身体でしょ？」

「お、おう……」

「じゃあ、エッチしてもいいよね♪　さ、異世界人のおちんちん……見せて♪」

　ブルン、と勃起したペニスが現れる。

（そこそこ大きいかも……？）

　ユニス的には満足できない身体ではあるが、この世界の標準からしたらマシな方である。

「もう勃ってる♪　その気なんだねっ」

「そ、そんないやらしい身体をして俺に迫るからだろっ！」

「ふふ、皮も被っててかわいいー♪」

　タイキの肉棒はしっかり皮が被っていた。

「まずはこの皮を……剥き剥きしないと♪」

「う、うああ……！」

　手でしっかりと肉棒を掴むと、包皮を根本まで下げていった。

「わっ、おちんちんがお顔を出した♪」

「マ、マジでヤルのか？」

「当たり前でしょ。さ、異世界人のおちんちん、食べちゃうね♪」

　ショートパンツを脱いだユニスは、膣に肉棒を当て、そのまま腰を降ろしていった。

「待ってくれ」

　突然、タイキがストップをかける。

「ど、どうしたの？」

「じ、実は俺……ど、童貞なんだ！　だから、やめてくれ！」

「童貞……？」

　ユニスは驚いたように声を出した。

「その、初めては……好きな人がいいっ。しっかり恋愛をして、それから結ばれたいんだ」

　始めは死にたくないから嘘をついているのかと思った。だけど、ユニスはタイキの様子からそれが本当であることを確信した。

（童貞の子って、こういうウブなところがあるんだよね♪）

　だからこそ、童貞とエッチするのは楽しい。

　そう──ユニスは童貞が大好物だったのだ。




「初めてでも安心して！　天国に連れていってあげるから。もちろん、本当の意味でね♪」

「や、やめろおおおお！」




　タイキの悲鳴が地下宮殿にこだました。

　これから魔女の筆おろしが始まる。
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（な、何がどうなってるんだよぉぉぉ!?）

　工藤大輝は目の前の光景がまったく信じられなかった。

　自分の上には、幼そうな外見とは裏腹にいやらしいボディを持った少女がいて、勃起した肉棒を挿入しようとしている。

　包茎である自分の肉棒を剥かれたときもそうだったが、彼女に触れられているだけで、すぐにでも発射してしまいそうなくらいゾワゾワとした感触がある。

「あはっ♪　すっごいビクビクしてる。そこそこ大きなおちんちんは、久しぶりだから楽しみだなーっ」

「や、やめてくれぇぇ！」

　ぬるっとした膣に当たり、そのまま肉棒が奥へと侵入していった。

（こ、これが女の子の中か……）

　想像よりも密着感が強く、肉棒に絡みついてくる感覚がする。自分でするときよりも遥かに気持ちいいもので、ひとりでしていたことがバカらしくなるほどだった。

「ん、んぅ……入って、くるよぉ……！」

「あ……ダ、ダメだ。も、もう……！」

「えっ!?」

　ビュクビュクビュクビュクビュク！

　膣に入れられた瞬間、すぐに果ててしまった。自分でもどうなっているのかわからないくらい、入れた瞬間に、一気に快感が増していったのだ。

　ユニスはきょとんとした顔をしている。

「あれ？　もうイったの？」

「はぁはぁ……！」

　何もしていないのに大輝はどっと疲れが出てきた。

　だが、

（や、やべええ！　超気持ちいい～!!）

　亀頭を中心に膣壁が大輝の肉棒を包み込んで、きゅっと絞り上げてきたのだ。

　今までに感じたことないくらい強烈な快感を受け、一瞬のうちに射精してしまった。

（こ、これがセックス……セックスなのか！）

　初めてのことに大輝はじーんとしてしまった。

「早いなぁ。まあ、童貞くんだもんね♪」

「な、何だよ、お前は……！」

「魔女ユニスだよ」

　アイドルのような笑顔を向けられると、今すぐにでも惚れてしまいそうだった。

（か、可愛いなっ。俺、こんな子とエッチして、童貞卒業できたのかよっ！）

　今までエロゲやら漫画で見てきて、憧れてきたことが目の前で行われると感慨深いものがある。

（初めては好きな人がいいとか思ってただけど、こんなに気持ちがいいなら……もう死んでもいいや）

　快楽に埋め尽くされているため、大輝はまともに思考することができない。

「まだまだできそうだね、もう一回シよ♪」

「あ、ああ……」

　またあんなに気持ちいいことを経験できるのか。

　そう思うと、大輝の肉棒はすぐに硬さを取り戻していった。

「腰振るね……！」

　ユニスが尻を持ち上げ、上下に振っていった。

　足をＭ字に開き、アソコが丸見えの状態。

　初めて見る女性の秘部は美しいの一言だった。

（し、幸せだっ。やっぱり異世界は素晴らしいところだなぁ）

　パンパンという音を聞きながら、大輝はそんなことを考えている。

　すると、

「うっ!!」

　四回腰を振られただけで射精してしまった。

「あーあ、またイっちゃった。まあ、少しは耐えられるようになったみたいだけどね」

　ユニスは平然とした顔をしながら、大輝のことを見下ろしていた。

　その眼差しすらも、さっきまで童貞だった男には刺激的である。

（こ、これって逆レイプだよなぁ）

　まるでへびに睨まれたカエルである。

　ユニスはぺろりと舌なめずりをした。

「ん、んぅ～！　異世界のおちんちんって少しこの世界の男とは違うかも!?」

　彼女は近くにいたメリアに話しかける。

「メリア、あたしと二回エッチしてもまだ生きてるよ！　三回目できるかも！」

「それは喜ばしいことですね」

　ユニスは再び腰を動かし始めた。

「や、やべえ……また出そう」

「もう少し我慢してよ。三回目なんだからさ」

「うるせえ、ビッチ！」

「ビッチ？」

　ビッチという言葉にユニスが反応した。

「ビッチって何？」

「え？　あ、ああ……要は男たらしの淫乱女ってことだよ」

「あたしじゃん、それ！」

「だから言ってるんだよっ！」

　普通の女性なら「ビッチ」と呼ばれて喜ぶようなものはいないだろう。

　だが、ユニスは嬉しそうにしていた。

「あたしみたいな子のことを異世界だとビッチっていうんだねっ！　いい響きだなぁ」

「喜んでじゃねーよ、このヤリマン！」

「ヤリマン？　その言葉もいい響き！」

「くそぉ……俺の初体験は黒髪ロングの清楚系少女の予定だったのにぃ～！」

　さすがに褐色肌のビッチ女に童貞を食われるとは思ってなかった。

　まあ、このままでもいいかなと思っているのは事実ではあるが。

「あ～ん！　本当におちんちんって気持ちいいっ！　ずっと挿れていたいよぉ」

「うおおおっ！　もう腰を振るなぁぁ！」

「気持ちいいんだもん。おちんちんの先がお腹の深いところコツンコツンってノックしてくるの♪」

「あああああ！」

　快感が大きくなってきて、大輝は悲鳴を上げる。

　よくＡＶで女の人が大声で叫んでいるのを見るが、どうしてそうなるかわかる気がする。

　気持ちよすぎて、自分の意志に反して声が出てしまうのだ。

「この悲鳴がいいんだよね。女の子にはない声っていうか」

「悪趣味め！」

「悪趣味で悪かったね♪　だけど、タイキの童貞ちんちんは私のおまんこの中だよ？」

「く、くそぉ……！」

　悔しがってはみるが、気持ちよすぎて幸福感に包まれそうになる。

（お、俺は……俺はぁぁぁ！）

　不本意に童貞を奪われてしまったことと気持ちよさの葛藤。タイキは抵抗もせず、なすがままにされていた。

「タイキ、まだ我慢するの？」

「お、俺はイカない……！」

「なんで？」

「黒髪ロングの子に出したいんだぁぁぁあぁ！」

　叫ぶタイキ。

　ユニスは、

「男が我慢する顔って大好きなの♪　もっと激しくしてあげるねっ」

「うおおお！　やめてくれえええ！」

「ほらほらほらぁ！　ビッチに絞り取られるのはどんな気分？」

「く、くそぉぉおぉぉぉ！」

　残像が見えるくらいユニスの尻が高速で動いている。

　それに伴い、目の前では大きな胸が揺れ、顔に当たっていた。

（あ、もう無理……！）

　三回目の射精。

　大輝は無意識のうちに精液を発射していた。

　だが、ユニスは腰の動きを止めることはない。

「すごーい！　四回目だね。四回目にたどり着いた男はいないよ！」

「し、知らねえよ」

　正直、今はそんな状況じゃない。射精したばかりであるため、刺激がいつも以上に強いのだ。

「あああああ、もうダメだぁぁ！」

「もうイク？」

「イ、イクぅぅぅ！　また出ちまうよぉぉぉぉぉ！」

　エロゲとかで見たことがある状況であるため、大輝は限界に近づいていた。「こんなのありえないだろ～」と言っていたことが目の前で行われている。

（も、もう無理だ……！）

　奥歯を噛み締め、必死に我慢しているが、もう果てる寸前まできている。

「あはっ。タイキのおちんちん、もっと大きくなってきた♪」

「す、すげ……すげえよぉ！　ビッチの性テクニック、やべえよぉ……！」

　この世にこんなに気持ちいいものがあるなんて知らなかった。

　腰を振っているユニスを見ながら大輝はこんなことを思っていた。

（ああ……こんな女を自分のものにできたらなぁ）

　今は完全に捕食者と捕食される者の関係。この関係を逆転することができたらなぁ、と思う。

（でも、いるわけないよなぁ。これだけのビッチを自分のものにできる男なんて。大抵の男ならすぐに負けてしまうよ……！）

　まさにユニスの性奴隷になっている大輝。

　もし、ユニスを性奴隷にできる者がいれば、それは化け物だろう。

「どう？　どう!?　もうイキそう？」

「だめ、だ……！　もう……限界っ！」

「出して！　あたしのおまんこの中にいーっぱいねっ」

「アアアア！　出るぅぅぅぅぅぅ！」

　ビュルルルルルルルルルルルル!!

　膨張した肉棒から大量の精液が溢れ出る。

　ユニスは満足したように笑みを浮かべていた。

「すご……！　お腹の中、パンパンになっちゃいそう♪」

「はぁはぁ……も、もうダメだ……俺……！」

　薄れゆく意識の中で考えていた。

（俺、もし生まれ変わるなら、女を奴隷にできるような立場になりたい……！）

　そんな奴、存在するわけがないだろうが……。
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「あーあ、やっぱり五回はできなかったねぇ」

　大輝の肉棒を膣から抜くと、ユニスはゆっくりと腰を持ち上げた。

　すると、大量の精液が蜜壺から溢れだし、それを見た魔女は笑みを浮かべる。

「メリア、見てよ。こんなにいっぱい出してくれたっ！」

「今まで以上にすごい量ですね」

「やっぱり異世界人だからかな？」

「そうかもしれません」

　肉棒の大きさも申し分ないものだったし、精液の量もそれなりだった。何より自分とセックスをして、四回できたことがよかったのだ。

「すごいね、異世界人って。異世界人ならみんなあれくらいなのかな？」

「わかりません。異世界人はこの世界では稀有な存在ですからね。資料が少なすぎますし、そもそも、都合良くは見つけることもできないでしょう」

「えー！　ヤリたいよぉ！　異世界人とエッチしたいぃ～！」

　ビッチ魔女はまだまだ満足していないらしく、唇を尖らせ文句を言っていた。

「そうはいいましても……」

「んもう！　メリア、なんとかしてよっ！」

「……」

　メリアは何も言うことができなかった。

　異世界人はこの世界にいない可能性の方が高い。それを見つけるなど砂漠で砂糖を探すようなものだ。長い歴史を誇る魔族の文献にも、異世界人の存在は数名しか記されていない。

「ねえ、メリア」

「なんでしょう、ユニスさま」

「アレを使ってみるのはどうかな？」

「アレ……ですか？　しかし、異世界人に通用するかどうか……」

「わからないなら、尚更やってみた方がいいじゃん！」

「はぁ……」

「ね、持ってきてよ」

「わかりました」

　ユニスに言われ、メリアは物置の方に向かっていった。

（ふふ、本当に異世界人はすごい……！　見つかるといいなぁ）

　この世界の男とは全然違うのだ。大輝は四回でダメになってしまったが、むしろ四回できたことが素晴らしい。

（鍛えながらしてあげたら、もう少し保ったかな？）

　大抵の男はユニスとセックスをして死んでしまうとき、絶望的な表情をするのだが、大輝の場合は快楽により嬉しそうな表情をしていた。

　つまり、それだけ意識を保てていたということだ。

（タイキ……君はいい男だったよ♪）

　惜しい人を亡くしてしまったなと思うが、仕方ないことだ。

　次の異世界人を見つければいいだけ。

　そんなことを考えていると、メリアが戻ってきた。

「ユニスさま、持って参りました」

「ありがとっ！」

　メリアが持ってきたもの……それは一つの水晶だった。




　女神から授かりし秘宝──千里水晶。




　女王たちが持つ秘宝の一つであり、ユニスが魔女として魔族を統治するために使っていたものだった。

　千里水晶の能力は、文字通り千里先まで見渡すことができるというもの。

　この力を使い、大昔の人間との大戦で、ユニスの一族は大きな戦果を上げたのだ。

　それが理由で彼女はトップとなり、魔族をまとめている。

「これを使えば見つかるかな？」

「異世界人の探索に使用したことがありませんので、微妙なところですが……」

「やるだけやってみようよっ」

　そういうわけで挑戦してみることに。

　この千里水晶は、人や物に限らず、どんなものでも見つけ出すことが可能。

　もちろん、強力な魔力を使い、ジャミングをかけている相手もいるが、そういった者でもだいたいの場所を特定することが可能なのだ。

　それくらい秘宝は万能である。

　今では好みの男を見つけるときにしか使わないのだが、ユニスは重宝していた。

「では、ユニスさま。魔力を込めて下さい」

「りょーかいっ！」

　ユニスは水晶に手をかざし、魔力を与えていく。

　水晶は水底のように黒い闇で覆われているのだが、魔力を込めるとその闇が段々と晴れてくる。

　今は闇と光が渦を巻いているだけで、何も映っていなかった。

「やはり映りませんね」

「やっぱり、いないのかな異世界人……」

「珍しいというレベルではないですからね。それこそ、百年に一回あるかないか……」

「じゃあ、もうタイキが来たことでいないことが確定？」

「確定ではありませんが、確率的にかなり低いということです」

　それを聞かされて、ユニスはがっくりと肩を落としてしまう。

（やっぱりダメか……）

　千里水晶は、どんなものでも見つけることができる。

　だが、いないものを見つけるのは不可能なのだ。

　ジャミング的なものが発生しているわけではなし、本当にいないのだろう。

「はぁ……メリア。もう終わりにしよう」

「いや、でも……まだ」

「ううん、高望みしても傷つくだけだし……」

　ユニスは後ろを振り返ろうとした。

　そのとき。

「ユニスさま！」

　メリアの声が響いた。

「ユニスさま、水晶を見て下さい！　水晶の中に男の姿が……！」

「え!?」

　ユニスは慌てて、水晶を見る。すると、そこにはひとりの男が映っていた。

「この人が異世界人？」

「わかりません。服装もこの世界のものになっておりますし……」

「……」

　ユニスは考える。

（水晶が反応した……ということは!?）

　異世界人である可能性が高い。

「メリア、わずかでも可能性があるなら賭けてみよう！」

「いいのですか？」

「異世界人が男であることも奇跡的だし。まあ、あたしの場合、美少女でも食べちゃうけど♪」

「……まだ異世界人と確定したわけではないですが……」

「失敗してもいいじゃん！　まずは行動に移してみないと！」

　あまり後ろ向きで考えていても、いいことなどない。

　ユニスはメリアに命令を出す。

「メリア、その男を見つけてあたしのところに連れてきて」

「私が……ですか？」

「あたしよりも先に食べていいから。それで大したことなかったら連れてこなくてもいい」

「……食べていい？」

　それを聞いて、メリアはにやりと唇を歪ませた。

　真面目でクールなところがある彼女であるが、メリアはサキュバス。男とヤルことは大好物なのだ。

「わかりました。ですが、私が骨抜きにしてしまっても怒りませんよね？」

「メリア、久しぶりだから飢えてるね」

「ユニスさまが男を独り占めするからでしょう」

　くるりと踵を返したメリアは、地下宮殿の出口へと向かっていく。

「では、ユニスさま。先にいただきます。お恨みにならないで下さいね」




　サキュバスの標的となったもの。それは──三浦竜太だった。
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「リュウさま、準備ができました！」

　たくさんの女騎士たちが、宮殿の前に並び、旅の支度をしてくれた。

　魅了魔法により俺の言いなりになった彼女たちに、旅に必要なものを用意させていたのだ。

　食料品や雑貨など最低限のものを用意することができた。

　また、それらを運ぶ馬車も。

「随分と大きいものを用意させたのね」

　馬車の大きさを見てアイシャがつぶやいた。

　最大級の馬車を用意させ、大量の荷物があっても問題なく運べるようにしたのだ。

　もともとは大商人が使うようなもので、馬も通常は一頭から二頭なのだが、三頭も使うものにしている。

　四頭以上の大型の馬車もあるらしいが、それだと目立ちすぎ、盗賊などに狙われてしまう可能性があるので安全面を考慮しつつも、もっとも大きいものを選んだ。

「時空間に物を置く魔法について研究をしているが、それはまだ完成段階じゃないからな」

「時空間……？」

「要するに、持ち運ばなくても好きなときに好きなものを取り出せるようにするということだよ。量についても無制限だ」

「へえ、すごいじゃない」

　某ネコ型ロボットのポケットみたいなものをイメージしている。あれはポケットというアイテムを使うが、俺の場合、時空間に手を入れるだけで取り出せるようにしたいと考えているが。

　さすがに時空間の理論というものをわかっているわけではないので、完成まではもう少し時間がかかりそうだ。

　だが、わからないからこそ、想像力により使用できるようにならないかと考えているんだ。ゆくゆくはワープ的なものもできればいいと思っている。

「旅の支度はできたわね」

「そうだな」

「この大きさで私とふたりきり？　少し広いかもね」

「すぐに狭くなるさ」

「ふふ、気に入った女の子をこの馬車の中に入れていくのね」

「それこそ道具のようにな」

　俺が笑みを浮かべると、アイシャは「本当に黒いわね」と呆れた様子で肩をすくめていた。

「まあ、すぐにふたりじゃなくなるさ」

「どうして？」

「もうひとり連れていきたい女がいる」

　俺はアイシャを置いて、その女がいるところへ向かおうとした。




　その女──フォルツァンド女騎士団隊長レオナ・ユーステルナのところに。










「よう」

　俺が入ったのはレオナがいる独房の中。

　彼女にはまだ魅了魔法をかけてはいないので、暴れないようにこうして監禁しているのだ。

「はぁはぁ……今日も来てくれたんだな」

　彼女はやつれた感じになりながらも、少しだけ笑みを浮かべていた。

「きょ、今日は一体何を見せつけてくれるんだ？　また我が隊員たちがお前に奉仕している様か？　それとも何人もの女がイってしまう様子か？」

　一ヶ月の間、俺は毎日のようにレオナの目の前で女たちを犯しまくっていた。

　ときには精液を大量にぶっかけて、彼女を真っ白に汚してしまったときもあったくらいだ。

　そのせいで、彼女の精神はだいぶおかしくなっている。

「なあ、お願いだ。私にも同じことを……同じことをしてほしいんだ」

「なぜ？」

「あ、あれだけ激しいことをしていて、私は見ているだけだぞ……！　身体の疼きを抑えることができないんだっ！」

「ふっ」

　俺は鼻で笑った。

「お前もすっかり雌になってしまったな。男が嫌いなんじゃないのか？」

「……っ！」

　そう指摘するとレオナは奥歯を噛み締め、黙ってしまった。

「な、なら！　なら、魅了魔法をかけてくれ！　お願いだ！」

「性欲の方を優先したいのか？」

　確かに魅了にかかっている間は、俺のことを心から愛するようになる。

　そうすれば嫌悪感や葛藤もなく、快楽に酔いしれることができるのだ。

　だが、俺からすればそんなことをしてしまったら面白みがない。

「俺が今日、お前のところに来たのには別の理由がある」

「べ、別の理由……？」

「俺たちの目的については前に話したよな？」

　女王たちを俺の女にすること、神を倒すこと。

　それらについてはすでに説明してある。

「正式に旅立つことが決まった。そこでお前も旅についてきてほしいんだ」

「わ、私が……？」

　俺はこの世界についてわからないことが多いし、アイシャも知識はあるがあくまでも知識のみ。知り合いなどはほとんどいないのだ。

　だが、隊長として活動していたレオナなら顔が広いこともあるし、人からの信頼も得やすい。

　そういったことが役に立つかもしれないのだ。

「合わせて、お前を戦力としても考えている」

　レオナが所属するフォルツァンド女騎士団は、二十の部隊で構成されている。

　番号が若い方から強いらしく、その中でもレオナは三番目。三番隊の隊長なのだ。

　簡単に言えば、三番目に強い存在ということになる。

「俺やアイシャはどちらかと言えば魔術師タイプ。お前のように剣で戦ってくれる者がいるとありがたいんだ」

「た、戦う……？　戦うことがあるのか？」

「戦闘を避けられないときは出てくるだろう」

「……」

　レオナは黙ってしまい、下を向いてしまった。

　まあ、自分の国の相手と戦うような機会が出てくるかもしれないからな。悩むのは当然だ。

　ちなみに、どうして俺がレオナに魅了魔法をかけないのか。

　それは、魅了は強制的に俺に惚れさせる魔法であるからだ。

　それこそ、セックスをしたり、言うことを聞かせるという意味では有効。

　だが、戦闘になると違う。もちろん、人にもよるが過度に俺を守ろうとしたり、逆に闘争心が出なくなり、使いものにならない可能性があるんだ。

　このことは、一ヶ月の間、他の騎士でも実験をしてわかったことだ。

「もう旅に出る。迷っている暇はないぞ」

　俺は続けた。

「もちろん、報酬というのは何だが、俺の女にしてやる。お前の身体の疼きを満足させてやるよ」

「ほ、本当か……？」

「ああ」

「だ、だが……場合によっては仲間たちと戦わないといけないんだろ。騎士たちならまだしも、エレナイラ女王陛下とは……！」

「戦えないか？」

「忠誠を誓っている身。そんなことできはしない」

「疼きはどうする？　我慢できないんだろ？」

「……そのときは死ぬまで」

　実直なところがあるとは思ったが、ここまでとは……。

　まあ、これは想定内だ。

　レオナはフォルツァンドでもトップレベルの強さを持つ。そのことを考えれば安々と見逃すわけにはいかない。

「女帝とは戦わなくていい。場合によっては騎士たちともだ」

「ほ、本当か……？」

「俺だって戦闘は極力避けたいと思っている」

　争いをして得をすることはないからな。安全であればそれでいい。

「言ってしまえばお前は俺の護衛役だ。盗賊などこちらに向かってくる者に対して、刃を向けてくれればいい」

「そ、それなら……！」

　レオナの目の色が変わった。ようやく一筋の光を見つけたという感じだった。

「交渉成立でいいか？」

「あ、ああ……お前の力になりたい……！」

「よし、ならば俺の奴隷となることを誓え」

「ど、奴隷？」

「そうだ。嫌なのか？　ならば……」

「わ、わかった！　誓う……！　この一ヶ月の間、お前に敵わないことは嫌というほどわかったから」

「そうか」

　俺はレオナのところに近づいた。

「レオナ、誓いを立てろ」

「誓い……？」

「そうだ。誓いの証として俺の精液を飲め」

「せ、精液を……？」

　レオナがごくりとつばを飲み込んだ。

「さあ」

　俺が促すと、彼女は俺のズボンを降ろしていった。

　そして、女騎士レオナは露出した肉棒に愛おしそうにキスをした。
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「ちゅ……！　やっと会えた、愛しのもの……！」

　レオナは俺の肉棒から唇を離すと、優しく握りしめたまま頬摺りをした。

「そんなにほしかったのか？」

「あ、当たり前だろっ！　こんな大きなものを一ヶ月の間、ずっと見せられて……いや、見せていただいたのですから」

「敬語は使わなくていい。いつもどおり話せ」

「いえ、私はリュウさまに忠誠を誓ったのです。だから……！」

「ならば、尚更だ」

　レオナは驚いたように目を見開いた。

「お前は女騎士団の隊長だ。隊長である者が男である俺にかしこまっていたら不自然だろう」

「で、ですが……！」

「話し方一つで腹を立てるほど俺は小さくないつもりだ。それに、普段から注意していないと、いざというときにミスが出てしまうぞ。あくまでもお前は騎士団に所属している身なのだから」

「……わかりま……わかった。だが、せめて主とだけ呼ばせてくれ」

　主……か。

　まあ、いいだろう。それくらいなら許せる範疇だ。

「構わない。だが、場所や時は考えろよ」

「了解した」

　レオナは頷くと、すぐに俺のものを咥え込んだ。

　話が終わった途端にこれか……。さすがに飢えていたのだろうな。

「ちゅぱ……ちゅるる……！　これ、ずっとほしかった……！」

「お前、初めてなんだろ？　うまいな」

　レオナは厳格な騎士だ。当然、男とも交わりがないはず。

　なのに、彼女は絶妙な力下限で、俺の肉棒を愛撫してくるのだ。歯を当てることもないし、強く握りすぎるということもない。

「この一ヶ月の間……ずっと見ていたからな。それで……ちゅる、ちゅぱ……覚えたんだ」

「ほう」

　さすがに飲み込みが早いようだ。

　魅了をかけていない分、冷静さがあるということだろうか。こいつは成長を期待できそうだ。

「主は……この出っ張った部分を刺激されるのが弱いんだったな？」

「そこまで知っているのか」

　カリ首に舌を這わせてくる。チロチロと濡れた舌先で刺激してきた。

　敏感な部分を舐められてしまい、背中からゾクゾクという感触が伝わってくる。

「主のものは大きいから……口の奥まで入れることはできない。だけど……」

　レオナは無理やり口を開けると、そのまま喉奥まで肉棒を飲み込んでいった。

「ん、もぉおおぉっ！」

「いいぞ。もっと奥だ」

　顎が外れてしまうのではないかというような勢いで、レオナは肉棒を丸飲みしてしまった。

　さらに、

「ぎゅっぽっ!!」

　喉でペニスを締め付けてきたのだ。

「くっ」

　今までにない感触に力が入ってしまう。

　こいつ、こんなことまでできるようになったのか？

「他の女たち以上のことをやらないと、主の期待に応えることができないのでな。だから、私は……」

「そうか。その忠誠、確かに受け取った」

　レオナはさらに喉を締め、顔を前後に動かしてきた。

「ぎゅっぽっ!!　ぎゅっぽっ!!　ぎゅっぽっ!!　ぎゅっぽっ!!」

　口からよだれを垂らしながら、激しく頭を振っている。

　まるで膣の中に入れたような感触に、肉棒が熱くなってきたのを感じた。

「主……大きくなって！」

「お前がうまいからだ」

「嬉しい……！　主に褒められる機会がくるなんて」

「奴隷を褒めるのも主人の仕事だ」

「奴隷……！　私は主の奴隷になったんだなっ！」

「ああ。だが、まだ約束は果たしていない」

「んぶぅ!?」

　肉棒が太くなったためか、レオナが苦しそうにうめき始めていた。

　ただでさえ辛いのに、さらに大きくなったのだ。本当に顎が外れてしまうかもしれないな。

「主……！　主……！　じゅぼぉ、ごぼっ！」

「いい音だ……！」

　レオナの外見は、まさしく騎士という感じ。

　凛々しさを兼ね揃えながら、最高レベルの美貌も持ちあわせている。

　そんな女が俺の肉棒にしゃぶりつき、懸命に奉仕しているのだ。

「主のためなら……どんなに下品なことでも……！」

「そうだ。女はエロく、卑猥で、下品であればいい。この俺に誰にも見せたことのないお前を見せるんだ」

「わ、わかった……！」

　レオナはさらに頭を振る速度を加速させていった。

　何度も喉奥に当たり、その度に締めつけてくる。

「レオナ、そろそろだ……！」

　尿道の中を灼熱のマグマがせり上がってくる。

　肉棒がさらに太くなり、硬さを増していった。

「主……も、もう……？」

「出すぞ」

「出して！　私の口の中にいっぱい……！」

　レオナの頭を掴むと、俺はぐっと引き寄せた。

　そして、射精をする。

「おぼぉ!?」

　目を見開いたレオナの頬が、一瞬のうちに膨らんでいく。

　口内射精されたことにより、大量の精液が溜まっていったのだろう。

　リスのようにパンパンに頬を膨らませていた。

「ん、ぐ……！　な、なんて量……なん、だ……！」

「飲め。一滴もこぼすことなく……！」

「ん、んん……！」

　必死に口からこぼさないように、レオナは上を向いた。

　そして、

「ゴッッックン!!」

　大きく喉を鳴らし、俺の精液を飲んだ。

「ん、ごっくん。ゴクゴクゴク……ゴックン、ゴックンゴクゴク!!」

「どうだ？　うまいか？」

　コクン、とレオナが頷く。

「ごっくん……はぁはぁ、なんて量なんだ……！」

「全て飲め。飲んで俺の奴隷であることを証明しろ」

「ごくごく……お、おいしい。主の奴隷になれば、毎日のように飲むことができるのか？」

「もちろんだ」

「はぁはぁ……濃いものが……ごく、まだ口の中に残っている……」

　レオナは口の周りについている精液も舐めとってしまった。

「こんなにおいしいもの……飲んだことがない」

「ふっ。これでお前も俺の奴隷のひとりだ」

　そう言うと、レオナは嬉しそうに笑みを浮かべたのだった。

「奴隷として、俺の言うことは何でも聞くんだぞ」

「わかっている。どんなに汚い性処理でも引き受けてみせる」

　なぜ性処理限定なのかツッコミを入れたいところだが、レオナが俺に対して忠誠を誓っていることがわかった。

「さて、レオナ。俺の野望のために協力してくれるか？」

「もちろんだ」

「それならば、一つ聞きたいことがある。女帝の城を攻めたいのだが、どこから攻め入ることが一番効率がいい？」

「それは……」

　レオナは困ったように眉根を寄せた。

「どうした？　わからないのか？」

「私は主の奴隷。だからこそ、主のために力になりたいと考えている。だが……」

「知らないのか？」

「いいえ、知っております」

　知っている？

　では、なぜ答えないのだろうか。

「ならば答えろ。お前の協力が必要だ」

「わ、私は……主の奴隷であると同時にエレナイラ女王陛下の臣下でもあります。さきほども申し上げたように、陛下を裏切ることはできません……！」

「……」

　なるほど。自らの情報により、女帝が危機に瀕することを嫌がっているのか。

　だからこそ、レオナは正直に「知っている」と言った。単に女王を守りたいだけなら、嘘をつけばいいのだから。知っているということで、俺に対しての忠義も果たしている。

　まあ、俺の奴隷になった時点で女帝を裏切ることになっているような気がするが、レオナなりの葛藤なのだろう。こいつの気持ちがわからなくもないので、俺はそれ以上、聞こうとはしなかった。

　だが、情報はほしい。

　世界の七割を治める国のトップが住む城なんだ。もちろん、攻略も難しいのだろう。

「……仕方ない」

　俺は魅了魔法を使うことにした。

　魅了魔法は一種の麻痺みたいなものだ。レオナも知らず知らずのうちに話してくれるだろう。情報を聞き出したらオフにすればいいだけだから、レオナのためにもなる。

　俺は魅了魔法を使った。

「レオナ、俺の言うことが聞けるか？」

「はっ。主のためならば……！」

　魅了魔法にかかれば、どんな人間でも俺の純粋な下僕となる。

　魔法を使わなくてもレオナを落とすことはできたが、魔法を使えば余計な感情がなくなるのだ。

　今のレオナは、俺だけを愛する存在に変わっている。

「教えてくれ、レオナ。女帝の城のどこに弱点がある？」

「それは……」

　先ほどを同じようにレオナは黙った。いや、先ほどよりも苦しそうにしている。

「それは……それは……くっ！」

　胸を押さえるレオナ。本当に苦しそうに唇を噛み締め、目に涙を浮かべていた。

「すみません、主。ど、どうしてもそれだけは……それだけは言えないのです……！」

「何……だと……？」

　こんなことがあるというのか。魅了している女が俺の言うことを聞けないことなど。

　まさか──魅了魔法が効いていない？
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　いや、冷静になれ。魅了魔法が効かないなんてありえない。

　俺はレオナの魔力を辿り、彼女が魔法にちゃんとかかっているかどうかを調べてみた。

　…………大丈夫だ。かかっている。

　レオナの周りからは確かに俺の魔力を感じることができた。一ヶ月の訓練の中で、自分の魔力を辿れるようになったため、そういったことを調べるのは容易だ。

　では、なぜ俺の言うことが聞けないのか。

「レオナ、女帝のいる城の攻略をするために、秘密の抜け穴か何かあれば教えてほしい」

「……すまない、主。それだけは言えない」

　やはりダメか。




　魅了魔力はあくまでも相手を魅了……自分に惚れさせるだけのもの。




　惚れさせるが故に、ある程度のことを聞かせるというのは難しくないのだろう。

　だが、その者が最も大事にしていることなど、俺と同等に愛している存在があれば、どちらかを優先することはできない。

　つまり、レオナの女帝に対する忠誠心の高さを伺えると同時に、魅了魔力も完璧ではないということだ。

「ふっ」

　それくらいの方が面白い。むしろ、旅立つ前に知ることができたのだから、有益なことだと考えてもいいだろう。

　さて、どうしたら俺のほしい情報を手に入れることができるのか……。

　アイシャにでも聞いてみるか？　まあ、それが一番手っ取り早いだろう。

　俺は神子にテレパシーを送ってみた。

『なぁに？』

　アイシャ、相手に必要な情報をしゃべらせるにはどうすればいい？

『あなたのお得意の知略を使い、口を割らせればいいじゃない』

　そんな面倒なことはしていられない。いや、今はそれでもいいのだろうが、全ての事例においていちいち行っていたら大変だろう。今回のは、魅了魔法の欠点の実験として使えるケースだ。

『そうね。もっと手早くできるものがあれば楽よね』

　……お前、何か知っているな？

『うふふ、さあ。どうかしら？』

　いい加減にしろ。お前の魔力が完全に回復していないから、テレパシーの方も長く使えるわけじゃないんだぞ。

『……仕方ないわね。じゃあ、いいことを教えてあげるわ』

　なんだ？

『快楽の前には、どんな信条も忠誠心も無意味ということよ』

　その言葉だけを残し、アイシャの声は消えてしまった。

　……ちっ。時間切れか。やはりテレパシーは何度も使えるものではないな。まあ、それも知ることができたんだ。よかったと思う。

　さて、必要最低限の情報を聞き出すことができた。

「……快楽か」

　つまり、相手を感じさせればいいということだろう。

　しかし、アイシャの奴、すぐに言わなかったのは嫉妬からか？

　快楽……それはセックスのことを指しているのだろう。

　挿入なしで感じさせてもいいのだろうが、それだと不安なところがあるし、アイシャが言葉を濁した理由にもならない。

　あの女、飄々とした態度をとってはいるが、俺にベタ惚れしているようだしな。

　ふん、意外に可愛らしいところがあるじゃないか。

　この一ヶ月の間、抱きに抱きまくったから、すっかり俺の身体にハマってしまったらしいな。

　他の女を抱いてほしくないくらいに。

「……俺の女になりたいなら、俺の全てを受け入れなければならない」

　俺の目的はあくまでも世界中の女。この世にいる全ての女を俺のものにすることが目的だ。

　さあ、まずは目の前の、お堅い女騎士さまから攻め落としてやろう。

「レオナ」

「な、なんだ？」

「四つん這いになって尻を向けろ。入れてやる」

「い、入れて……！」

　レオナの目の色が変わり、嬉しそうな表情を浮かべた。

「いいのか？　本当にいいのか!?」

「俺の気が変わらないうちに早くしろ」

　俺がそう促すと、レオナは四つん這いになり、尻を高くあげた。

「いい尻だ」

　よく引き締まっていて、肉付きもいい。まるでアスリートの身体のようだ。

　俺はスカートをめくると、ショーツをズラし、肉棒を割れ目に当てた。

「あ、ああ……！　主の……主の硬いものを入れてもらえる……！」

「待っていたのか？」

「この一ヶ月の間、ずっと見ているだけだったから……！　こんなに嬉しいこと生まれて始めだ……！」

「そうか」

　俺は腰を掴むと、ゆっくりと自らの方に引き寄せていった。

「はい……って、くるぅ……！」

「さすがに狭いな」

　処女であるためか、他の女たちのようにすんなりと入れることはできなかった。

　だが、処女の扱いには慣れている。

　円を書くように腰を動かしながら、膣内をほぐしつつ、挿入していった。

「ひゃんっ！　主の……大きい……！」

「もうすぐだ……！」

　ズン、という感じで最後は一気に奥まで入れることができた。

「ふん、意外とあっさりだったな。レオナ、まさかひとりで膣内をいじっていたんじゃないのか？」

「そ、そんなことは……！」

　羞恥心からだろうが、素直に答えようとしない。

　だったら……。

「俺が言わせてやるよ……！」

「やぁん！」

　入れたばかりの処女まんこに対して、俺はピストンを繰り返していった。

　奥にある子宮口をノックするように何度も小突いていく。

「ア、アアアア！　あ、主……！　それはぁー！　それはダメぇー！」

「なぜ？」

「らって、気持ちいいっ！　気持ちいいからっ！　奥に当たるとおかしくなるぅぅ！」

　クク、素直に答えてくれたな。

　次は、

「俺のものがほしいから、ひとりでいじっていたんじゃないのか？」

「そ、そう！　ひとりで指を奥に入れて何度も何度もかき回したんだっ！」

「隊長でもあるお前がそんなことをやっていいのか？」

「いけないっ！　いけないとはわかっていても我慢することができなくって……！　やぁぁあぁ！」

　どうやらアイシャが言っていたことは本当らしい。

　魅了魔法をかけた状態で快楽を与えると、相手が素直に教えてくれる。

　これは使える情報だ。何かあったら女を犯せばいいのだからな。

「レオナ、教えてくれ。どうしたら女帝の城を攻略することができる？」

「そ、それは……！」

　肝心なのは、その者にとって絶対に言いたくないことを、言わせられるかどうかだ。

　さあ、答えてみろ。

「し、城には秘密の地下通路があり……そこを辿れば、女王陛下の部屋にまで繋がっている……んだ」

「それは確かか？」

「私を含め、上位三隊長には知らされていること……！　ふぁあああ！」

「ほう」

　ここまでベラベラしゃべってくれるとは。

「いい子だ、レオナ。さらに褒美をやろう」

　俺は思いっきり尻を自らに引き寄せた。

「おほぉ!?」

　女のものとは思えないような下品な声を上げ、レオナは弓なりに悶えた。
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　口からは舌を出し、先は天井を向いている。

「し、しきゅ……うが、ちゅぶされて……！」

「最高だろ？」

「主のものだから……届いて、くほぉ……いるんだぁ……！　お、大きすぎる……！」

　レオナの膣内がきゅっと締まってくるのがわかった。小刻みに痙攣しているところから、もう少しでイってしまうのかもしれない。

「お前の中にたっぷり出してやる」

「あ、主……！　あるじぃぃぃ！　出してくれぇぇぇぇっ！」

　俺は抽送を速めていった。

　尻と俺の身体がぶつかり、パンパンという音が響いている。

　尻肉が波打っているのも見るのも最高だ。

「イ、イ、イ、イクゥゥゥゥゥゥ！　イってしまううぅぅぅぅぅ！」

「……出すぞ」

　ドクン、と俺の肉棒から大量の精液が注がれる。

　レオナは全身に力を入れ、そのまま絶頂を迎えた。

「お、おお、おおおお……！　イって……イって、しまった……！」

「気持ちよかったか？」

「こ、こんなに気持ちいいことは……！　今までに……な、いっ！」

　その場に倒れ込むレオナ。

　白目を剥いているところを見ると、どうやら気絶してしまったらしい。

「ククク……」

　これで必要な情報を手に入れることができたし、口の割らせ方を学ぶことができた。

　すると、

『お楽しみだったみたいね？』

　アイシャが話しかけてきた。行為が終わった途端、話しかけてきたということは彼女も気になっていたらしい。

　セックスをすると、相手が何でも話すようになると教えてくれればよかったものを。まったく、面倒くさい女だ。

『べ、別にいいじゃない！　それにね、あなたの魔力がパワーアップしたからできるようになったことでもあるのよ？』

　そうなのか。確かに、この一ヶ月の間、かなり鍛えたからな。

『これで旅に必要なものを全て揃えることができたわね』

　ああ、ここから俺の覇王道が始まるのだ。

　まずは、魔女と呼ばれる、魔族の女王から攻め落としてやる……！
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　魔女のいる地下宮殿からもっとも近い人間の街ユニシス。

　俺が召喚された宮殿から馬車で三日かけ、まずはそこにたどり着いた。

　目的は、魔女の情報を得るため。

　地下宮殿に入った者は生きては帰って来られないという話なのだから、念のため用心してのことだ。

　ユニシスに到着するまでは、とくに盗賊などに襲われることはなかった。それも女騎士たちが護衛してくれたからだろう。

　魅了した女騎士たち数名を使い、雑用や護衛を任せていたのだ。

　また、馬車の方も騎士団のものにカモフラージュしたため、検問所を越えるときもとくに問題なく進むことができた。

　情報収集を目的に俺は酒場に入り、適当な女を引っ掛けた。まあ、女尊男卑の世界ということで酒場にはほとんど女しかいなく、俺が入店すると奇異の目で見られたこともあったが。

　ちなみに、街には完全に女しかいないわけじゃなく、男の姿もちらほらあった。それでも、決して活き活きとしているわけではなかったが。

　さて、情報を得ようか。

　魅了魔法をかけ、俺は適当な女と宿屋のベッドへと行く。

「この世界にあなたみたいな男がいたのねっ。さあ、私を抱いて！」

　すっかりメロメロになってしまっている女。

　俺はさっそく正常位の態勢で挿入することにした。

「ひゃんっ！　い、いきなり入れるなんて大胆ね……！　だけど、それもイイ！」

　適当に腰を振りながら、俺は女から情報を聞き出す。

「この街のことを教えろ」

「あんっ！　こ、この街は……ヤ、ヤリーナ様という女商人がいて、そいつがこの街を実質的に支配しているのっ！」

　魅了魔法をかけた状態でセックスをすると、女は嘘をつけなくなる。自分の意志とは別にペラペラと何でも話してしまうのだ。

「そのヤリーナという女はどこにいる？」

「街の一番高いところにある丘にある家……そこがヤリーナ様の屋敷なのっ」

「そいつに聞けばこの街のことはわかるか？」

「え、ええ。……あんっ！　す、すご……！　なんて大きくて硬いのっ！」

　身悶えている様子を見ると、この街で寝てきた女たちを思い出す。

　ユニシスに来て、すでに数名の女から情報を聞き出している。もちろん、セックスをしてだが。

　その中で、共通して面白い情報が二つあった。

　一つは、ヤリーナという女商人がユニシスを支配しているということ。

　もともと弱小商人の家系だったらしいのだが、ここ数年の間で急激に成長し、実質的に街を支配するようになったらしい。

　その理由というのが、人間では作ることができない高価なアクセサリーの販売。

　貴族を中心に高い金で売っているというのだ。

「ヤリーナは高価なアクセサリーを売っているらしいな。なぜ値が高くつく？」

「そ、それは……はぁん、人間には作れなく、魔族にしか作ることができないものだから……！　やぁぁんッ」

「魔族にしか？　だから、高価だというのか？」

「そ、そう……！　本来なら、もしそのアクセサリーを手にするなら、魔族のいる地下宮殿に忍び込まないといけないの……！」

　俺はそこまで大きくない胸を揉んだ。抽送を繰り返しながらも、乳首への刺激も忘れない。

「ふぁんっ！　だ、だけど、人間と魔族の間には不可侵条約があるから、表立って入ることはできなくて……んぁ！　ち、乳首……らめぇ！」

「それで冒険者なんかが盗ってくるというわけか」

　確か、この世界の国はそれぞれ干渉しないという話だったな。当然、商売なんかも行われるはずがないので、簡単に得ることはできない。

　命がけということを考えれば、高価なことも頷ける。

「だが、なんで女商人はそんなに多く持っているんだ？」

　ヤリーナはほぼ独占的に、そのアクセサリーを入手しているらしい。

「それは、ヤリーナ様の……手腕が素晴らしいからとっ。凄腕の冒険者たちを何人も囲っているらしいのよ……！」

　女は続けた。

「……というのは、ふぁん、表向きの理由で……！」

「表向き？」

　俺は腰の動きをやや遅くしながら、女の言葉を待った。ここでイカせてしまったら、情報を聞き出すことができないからな。

「ど、どうやら魔族と交渉をしているらしいの……！」

「交渉とは？」

「詳しいことはわかりませんが、ふぁんっ、男を魔族に差し出している、とか……！」

　なるほど。これで合点がいった。

　面白い情報のもう一つに、男たちが謎の失踪をしているというものがあった。

　もちろん、奴隷のような男たちだからそこまで大事件にはなってないらしいのだが、噂として街中に広まっていたのだ。

　つまり、ヤリーナは男でアクセサリーを買っているということだろう。

　まだ確定とは言えないが、ヤリーナが何か魔族との重要な繋がりを持っているのは確実であると言える。やはりヤリーナとの接触が、魔女を攻略するのに必要な条件ということだ。

　俺が小刻みにピストンを繰り返していると、女は俺の腕を掴んできた。

「お、お願い……！　も、もうイカせて……！」

「ああ、忘れてた」

　考え事をしていたから、女の子を疎かにしていた。ここでイカせてやらないと、女がしつこくなる可能性があるからな。

「イカせてやるよ……！」

　俺は子宮を貫くような勢いで最後に一突きした。

「アアアアアア！　イクぅうぅうううぅうぅぅう！」

　絶叫を上げながら、女はイってしまった。そのまま白目を剥いて気絶してしまったので、ベッドの上に放置しておこう。帰り際に魅了魔法を解いても、意識を失っているのならとくに騒がれることはない。

　魅了魔法は便利ではあるのだが、便利すぎて大変になるときがある。たとえば、女が俺にべったりになるなど。

　旅に連れて行かない者に関しては、基本的に解除するようにしているのだ。

　さて、必要な情報はもういいだろう。

「レオナ、入ってこい」

　俺は女騎士隊長を呼びつけた。

「終わったのか、主」

　レオナには念のため部屋の見張りをさせていたのだ。

「主、すごい嬌声だったぞ。……女をまた気絶させたのか？」

「仕方ない。気絶させた方が面倒にならないからな」

「まったく……主は」

　勃起している俺の肉棒を発見すると、レオナは頬を真っ赤に染めていた。

「あ、主……まだ大きいぞ？」

「俺がイク前にこの女が果ててしまった。お前の口で俺のものを鎮めろ」

「了解だ、主」

　レオナは俺の前で膝をつくと、そのまま肉棒をしゃぶり始めた。

　ユニシスにつく間にもしっかりと調教しておいたから、レオナの口淫はさらに上達している。

「じゅっぼっ、ごっぼっ！　早めに抜いてしまっていいんだよな？」

「ああ。さっさと射精して今日はもう寝る」

　快楽を味わうためにもう少し我慢してもいいのだが、明日のことを考えると早く終わらせた方がいいだろう。

　幸いにもレオナの口淫は素晴らしい。

　喉奥に肉棒を飲み込み、口全体を使って吸引してくるのだ。

「じゅぼぼっ、じゅぶぶぶっ！　主……まだまだ精液が出るのだな」

「いい女が多いからな」

　アイシャやレオナたち含め、朝から女とヤリまくってしまった。射精の回数なんて数えていないが、かなりの量だと思う。

　それでも、この世界にいる女は美人でスタイルがいいので、すぐに勃起してしまうのだ。

「主が就寝する前に、しっかり気持ちよくするからな」

「ああ、頼んだぞ」

　ヤリーナについては、明日の朝から調査を始めればいいだろう。今はレオナの口の感触を楽しむことが大事だ。

「主……じゅぼ、じゅぶぶぶ、大きくなってきたぞ」

「そろそろだ」

　さすがレオナだ。俺の気持ちいいところがどこかわかっている。

「出すぞ。最後に思いっきり吸え！」

「わ、わかった……！」

　爆音を響かせながらレオナがバキュームをする。

「んぐ!?　で、出て……！」

　窄めていた頬が膨らむくらい、俺は大量に射精をした。

　レオナは美味しそうに俺の精液を飲んでいる。

「ごく……ごく……主、すっきりしたか？」

「ああ。俺は寝室で寝る。お前たちは適当に休みつつ、護衛を頼む」

「ごっくん……了解だ」

　そして俺は眠りについた。

　さあ、明日は女商人ヤリーナの味見でもするか。
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　ヤリーナの屋敷に向かうため、俺は街を歩いている。

　すると、裏路地のところにひとりの男が座っているのを見かけた。ボロボロの服を着ていて、生気を失ったように呆然と座り込んでいる。

　俺は思わず話しかけていた。

「……どうした？」

　女に支配された世界の男。俺はそいつの意見というものを聞いてみたかったのだ。

「あ……あんた、いい服を着ているな。貴族かい？」

「まあ、そんなところだ」

　俺が今着ている服は、この異世界では標準的なものだ。それを見ていい服を着ていると思うのは、この男が余程貧しく、みすぼらしい格好をしているからだろう。

「どうしてこんなところにいる？」

「理由なんて聞かなくてもわかるだろ。俺たちは奴隷みたいなもんだ」

「……」

　気力を失っているところを見ると、やはり徹底的に差別されていると思っていいだろう。ここまで力をなくしているのは、日常的に辛いことが行われているからだ。

「この世界で生きるのは大変か？」

「貴族の坊っちゃんにはわからないかもしれないな。何の取り柄もなく、出自もよくないと奴隷みたいに扱われる……。いや、この街ならそれ以下だな」

「どういうことだ？」

「この街にはおそろしい女がいるんだ……！」

　男は震えている。そいつのことを思い出し、恐怖を感じているのだ。

「ヤリーナのことか？」

「ひぃ！　名前を聞くのも恐ろしい……！」

　ヤリーナの支配力というのは圧倒的なものなのだろう。

　ただ、虐げられているだけが理由ではないと思う。

　それは、

「男たちの失踪か？」

「し、失踪なんてもんじゃない！　ヤリーナに捕まった男はみんな商品として扱われるんだ」

「商品？」

「物として扱われるってことだよっ……そんなの最悪だ。俺の友達だって……！」

　男は目に涙を浮かべた。また何かを思い出したようだ。

「かれこれ一ヶ月は帰って来ねえ！　ここでずっと待ってても……うう……！」

「……そうか」

　どれだけ辛いことがあったのだろうか。この男に対して強い同情を抱くことはないが、苦しかったことは見てとれる。

　そして、それを行っているのはヤリーナという女商人。

「……正義の味方になれるような人間ではないが、結果として少しだけ生きやすくしてやろう」

「え……？」

　聞こえなかったのか、男は呆けた顔で俺を見つめていた。

「こんなものしかないが……」

　朝飯に食べようと思い持ってきていたパンを渡し、俺はヤリーナの屋敷に向かった。







　ヤリーナの屋敷に到着。

　さすがに街を支配しているというだけあって、かなり豪華な建物になっている。

　こんなところに住み、男を商品として扱っているような女だ。かなりの悪趣味であることは伺えよう。

　だが、そういった女を屈服させるのが面白い。

　俺の目的は、あくまでも魔女の情報を得ること。

　ただ、それだけで満足できるほど俺は欲がない人間ではない。せっかく危険を犯しているんだ。それなりに楽しまないともったいないだろう。

「さて、行くとするか」

　屋敷の周りには兵がいて、敷地を警備していた。兵士は当然、女である。

　どの女も騎士とまではいかないが、それなりに装備をしていた。武器を持っていても、見た目は麗しいのだから最高だ。

　俺にとって、全ての女がターゲットだからな。

「なあ、ここにヤリーナがいるか？」

　俺はさっそく門に近き、兵士に声をかける。

「男！　ヤリーナ様に何か用か!?」

「黙れ。俺に惚れてろ」

　一瞬のうちに、俺は魅了魔法をかける。こんな女といちいち話をしているような暇はないのだ。

「……あなたへの愛を誓います」

　女は一瞬のうちに頬を染め、デレ顔になってしまった。

　さすがは魅了魔法だなと感心する。

「ああ。それなら、一つ頼みたいことがある」

「なんでしょうか？」

「ヤリーナに会わせてほしい」

「ヤリーナ様に!?　し、しかし私は……！」

　さすがに惚れたくらいじゃ職務放棄はしないか。

「適当に言い訳をしろ。商談があるから話をさせてほしいと言ってきているとかな。ヤリーナのところへ俺を連れていったら、しっかり愛してやる」

「あ、愛して……!?　それは本当ですねっ！　では……！」

　確認をとるためか、女は屋敷の中に入ってしまった。

　すると、すぐに戻ってきて許可を得たと教えてくれた。

　女兵士と共に屋敷の中に入る。

　屋敷の中はさらにきらびやかで、様々な骨董品や貴重そうなものが置いてあった。

　屋敷の規模からもわかるが、かなり儲かっているらしい。

　それに、兵士を何人も置くような警備をしているのだ。何かあるというのは間違ってはいないだろう。

「こちらがヤリーナ様の部屋となります」

「ご苦労」

「それで……」

　女兵士が何かを求めるような素振りを見せてきた。

「……わかったよ。今はこれくらいしかできないが我慢してくれ」

　俺は女を抱き寄せ、そのままキスをした。

「──ッ!?」

　女は目を見開いて驚いたが、すぐにうっとりとする。

「あ、ありがとうございます。本当に嬉しいです……！」

「それはよかった。……俺とヤリーナは大事な話がある。誰も部屋に入れないようにしてくれるか？」

「は、はいっ！」

　女は従順に頷いた。

　ふぅ、女に惚れられるというのは面倒だな。まあ、それ以上に得られるものが多いから決して悪くはないが。

　さて、ヤリーナがいる部屋に入るとしよう。

　俺が扉を開けると、そこには机に座り、実務を行っているひとりの女がいた。

「……あんた、何者だ？」

　そこにいたのは、さすがに支配者というだけの威圧感を覚える存在。

　長い髪に、美しい四肢。大きく膨らんだバストに、引き締まったくびれ。

　私欲を肥やしているためか、スタイルも抜群だった。

　そして何より、汚物を見るような目で俺を睨みつけていること。

　男を商品として扱うような女だ。そういった感情を抱いて当然。

「何者か……だと？」

　俺は答えた。

「お前を選別に来た男だよ。お前が俺のハーレムの中に、加わる価値があるかどうかな」
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「バカな、ふざけているのか」

　俺の真面目な返答を、ヤリーナはまったく意に介そうとしない。……やれやれ、冗談の通じない奴だな。

「商談だと聞いていたはずだが、どうなっている……？」

　不審者……いや、男である俺が入って来たのに、ヤリーナは慌てる素振りを見せない。

　さすがにやばい商売をやっているだけあって、そのあたりは肝が据わっているらしい。

「どうやってこの屋敷に入ってくることができた？　警備はどうなっている？」

「警備の女は俺の虜にした。今から騒いでも誰も助けには来ないぞ」

「あんた、何が目的……？」

　俺の雰囲気になにか察したのか、ヤリーナはゆっくりと立ち上がった。

「お前がやっているビジネスについて話を聞きたいだけだ」

「あたいは骨董品や貴金属類を売買しているだけだよ」

「その中で魔族からもらっているアクセサリーがあるな？」

「……」

　ヤリーナにとってはシークレットなネタなのだろう。俺がそのことを話すと、彼女は黙ってしまった。

　まあ、わかってはいたが、男を商品に魔族と取引しているのは事実だろうな。

「隠す必要はない。すでに調べはついているからな」

「……あたいを脅すつもりか？」

「いいや、そんなことをするつもりはない。ただ、魔族について知りたいだけなんだよ」

「魔族について？」

　ヤリーナは疑問を口にした。

「なぜ魔族について知りたがっている？」

「魔女に用があるからだ。魔女のことは知っているな？」

　俺がそう尋ねると、ヤリーナは少しばかり笑みを浮かべた。常人なら気がつかないような微妙な笑みだ。どうして気がついたかというと、俺もこういう笑みを浮かべるときがあるからだ。人を騙すときに浮かべる黒い笑みを。

「そうか。そこまで知っているのか」

「話す気になったか？」

「ああ。調べがついているということは誤魔化しても無駄だからな」

「ほう」

　いい行いだと褒めてやりたいが、どうせここから逆転する策を仕掛けてくるんだろ？

　わかっているよ、ヤリーナちゃん。

「魔族が作るアクセサリーというのは高値で売れるんでね。あたいもよく儲けさせてもらってるよ」

　ヤリーナは話しながら歩き始めた。

「あんたも知っていると思うが、人間と魔族……いや、基本的に他国間での干渉はいけないことになっている。それは商売においても同じさ」

「だが、お前はやっているんだろ？」

「ああ」

　ヤリーナは嘘をつくことすらしなくなった。

　おそらく俺を消すことを決めたのだろう。触れてはならないことに触れなければ、適当に誤魔化して帰していたはずだ。

　それをしなくなったということは、俺を処分するということ。……ふっ、面白くなってきた。

「実は魔族はあるものが大好きでね……それを渡すことでアクセサリーをもらっているんだ」

「男だろ？」

　俺が即座に言うと、ヤリーナ少し驚いた様子。しかし、すぐに肩をすくめ、

「まさかそこまでわかっているとは。随分と調べたみたいだね」

「世の中、口を割らせるのがうまい奴がいるんだよ」

　魅了魔法をかけ、セックスをすればどんな女も嘘をつけなくなる。

　これが俺に与えられた能力だ。

「魔族……いや、魔女は男が好きなのか？」

「そうさ」

「何のために？　まさか労働力として使っているわけじゃないだろ？」

「もちろんだよ。……魔女が男を欲する理由──それは性奴隷がほしいからさっ！」

　そう言うと、部屋の壁が一つ空いて、女兵士たちが流れ込んできた。

　なるほど。隠し部屋か何かがあり、そこから兵士たちを呼び寄せたということか。

　あれほど落ち着いていたのにも納得がいく。

　気が付けば、女兵士たちが俺の周りを囲んでいた。

「どこの誰か知らないが、あたいの秘密を知ってしまったようだねっ！　もうお終いだよっ」

　ヤリーナは勝ち誇ったように唇を釣り上げた。

「よく見るといい男じゃないか。これで魔女に対する土産を一つ手に入れることができた」

「こうやって男を捕まえているのか？」

「ハン！　あたいの屋敷に入ってくるようなバカはあんたくらいだよっ。大抵の男は奴隷のような奴を安く買っているのさ」

「……男を買う、か」

「男っていうのはどうしようもない生き物なんだよっ！　存在価値がないから、あたいが価値を与えてやっているのさ」

「……ふっ、傲慢だな」

　俺がつぶやくと、ヤリーナが反応する。

「傲慢!?　男があたいに文句言ってるんじゃないよ！」

「文句じゃないさ。ただの助言だよ」

「助言？」

「ああ。この世界でも最も傲慢な人間からのな」

「意味わからないこと言ってるんじゃないよ！」

　俺は話を続けた。

「魔女に送られた男たちはどうなっている？」

「さあね。ま、魔女は男の精を吸うらしいし、魔女の宮殿に侵入した冒険者はみんな帰って来ない……。そういうところを見ると、死んじまったんじゃないのか」

　これが失踪事件の正体か。

　さっきまで街で会った男の友人。彼もまた亡きものとなっているのだろう。

「お前は人を殺している自覚があるのか？」

「男のひとりふたりがいなくなったくらいで気にする奴なんざ、この世界にはいないよ」

　やはり女尊男卑の世界観なんだな。

　まあ、俺としても使命感でこんなことをしているわけではなく、ただ自分の感情に素直になっているだけだが。

　それでも胸糞が悪いのは、俺が男だからだろうか。

「まあいい。俺の目的はただ魔女の情報を得たいだけだからな」

「魔女の情報を手に入れてどうするつもり!?」

「俺の女にする」

　そう言うと、ヤリーナは腹を抱えて大笑いした。

「あははは！　魔女を自分のものに？　……ふざけんじゃないよ、男は女の所有物なんだよ」

「所有物か……。いつの間にかオーナーにでもなったつもりみたいだな」

　まあ、俺も女を物だと思っている節があるからな。そういった意味ではヤリーナを咎めることはできない。

「ただ、俺はそこら辺の男とは違い、簡単には所有物にはならないぞ」

「ハン！　粋がるものいい加減にしなっ！　あんたを魔女の性奴隷にしてやるさ」

　このまま性奴隷になったフリをして、魔女に近づくのもアリだろう。

　だが、フリだとしてもヤリーナに屈したことになってしまう。そんなこと、まっぴらごめんだ。

「性奴隷になる気はまったくない。むしろ俺が女を性奴隷にする側だ」

「あはははは！　バカ言うんじゃないよっ！」

「ふっ、お前も俺の女に……いや、そんな品のない笑いをする女、興味ないな。俺の性奴隷になるためには、それなりの品性を求められるから」

「くっ……！　男があたいをバカにしてぇ！　あんたたち、この男を捕まえな！」

　ヤリーナの号令で兵士たちが俺に向かってくる。

「そんなに俺と遊びたいのか……。ならば──俺の女になれ！」

　魔法陣が展開し、その中にいる女たちが魅了される。

　──ただし、ヤリーナを除いて。

　魅了魔法は心から俺に惚れてしまう力だ。それにより、ヤリーナを俺のものにしても、彼女の心を屈服させたことにはならないのだ。

　さて、可愛い女兵士たちと共に遊んでやるか。

「今日から俺がお前たちの主人だ。わかったか？」

『わかりました、ご主人さま！』

「まずはあそこにいる女を拘束しろ」

　俺はヤリーナの方を指さした。

　俺の命令に従い、女たちはヤリーナの動きを封じる。

「な、なぜだ!?　何が起こっている!?」

　あっという間に身動きを奪われてしまうヤリーナ。

　俺は彼女の方に近づいた。

「ヤリーナ、俺は人徳があるんだ。一声かけた途端にこれだ」

「嘘つけ！　魔法か何かを使ったのだろうっ！」

「ククク、どうだろうな。ま、絶対絶命のピンチであるお前には関係ないことだと思うが」

「くっ……！」

　ヤリーナは俺を睨みつけた。

「あんた、まさか奴隷になった男たちを救おうっていうのかい!?」

「いいや。生憎とそんな正義感で動いてはいない。俺はただ女を抱きたいだけさ。……傲慢だからな」

　俺のやばさに気がついたのか、ヤリーナの顔がどんどん青ざめていく。

「俺が正義の味方なら、ここでお前を捉え、成敗するだけだろうな。だが、俺はお前のような女を、ひどい目に合わせたいと思っているのさ。正義の味方ではないから」

「なっ!?」

「男たちがどんな苦しみを味わっているか知らないが、それを想像しながら犯されるのも悪くないだろう？」

「お、犯す……犯すのか、このあたしを!?」

「ああ。俺の女にしたいとは思わないが、ものとして性処理させる分には十分な身体つきだ」

　ヤリーナの胸は豊満で、かなりいい身体をしている。会った瞬間から食ってみたくなっていたのだ。

「お前たち、ヤリーナをずっと押さえていろよ」

「や、やだああぁぁ！　やめてぇぇぇぇ！」

　叫ぶヤリーナを尻目に、俺は彼女の服を無理やり剥がしていった。

　さて、魅了魔法を使わなくてもどこまで俺の身体に惚れさせることができるのか試してみるか。







[image: ]







「ふ、ふざけるな……！　あんた、自分が何をしているのか、わかっているのか!?」

「さあな。俺は自分の欲望のままに動いている」

　俺はヤリーナの服を強引に引きちぎっていった。彼女は露出の少ない服を着ているため、いきなり手を忍ばせて局部を触るなどすることができないのだ。

「ククク……」

　元の世界だったら犯罪だということをしているのに、俺は今の状況を楽しんでいた。

　これだから異世界というのは素晴らしい。

「お前たち、早くこいつを私から離せ！」

　ヤリーナは周りにいる女兵士たちに命令を下す。

　だが、彼女たちはヤリーナの言うことは聞かなかった。

「なぜだ……!?」

「理由が知りたいのか？　教えてやろう」

　俺は上着の胸元を力いっぱい引き裂いていった。

　すると、ヤリーナの大きすぎるバストが上下に揺れるように弾んだ。服の上からでもわかるようなムチムチなボディをしているが、やはり生で見ると迫力が違うな。

「まずは俺が何をしたのか説明してやろう。……魅力魔法と呼ばれる力を俺は持っている。それを使って、女たちを虜にさせたのさ」

「み、魅力魔法……!?　そ、そんなことができるというのか……」

「できているから、まるで催眠術にでもかかったように女たちはコロっといってしまったんだよ」

　俺はヤリーナの胸を鷲掴みにしていく。

　指と指の間から溢れてしまうほど巨大な乳をしていて、かなり柔らかかった。

「あ、ん……！」

　少し胸に触れただけでヤリーナはビクンと身体を震わせている。この反応……もしかするとあまり経験がないのかもしれないな。

「大事なことは魅力魔法をかけたことではない。魅力魔法というのは不便なところがあってな、あくまでも強制的に惚れさせるだけで何でも言うこと聞くってわけじゃないんだよ」

「何が不便だ……!?　あんた、それすらも楽しんでいるんだろ!?」

「ククク、わかってしまったか」

　俺は舌なめずりをし、片手をヤリーナの下半身の方へ持っていく。

　無理やり足をこじ開けて、股を広げる。

「くっ……！　ば、化け物め……！」

「ほう、いつもそうやって人のことを罵っているのか？」

「な、何が言いたい……」

「魅力魔法は命令を聞かせる魔法ではない。その人間の価値観を変える魔法なんだ」

「……ッ！」

「要は俺が一番になるということ。だが、絶対的に一番の対象が俺以外にいた場合、その者は強い葛藤を強いられることになる」

　女騎士レオナの例がまさにそれだ。

「だが、一番がいない者からしたら、俺の命令は絶対……つまり、お前の部下たちはお前のことを尊敬していないってことなんだよ」

「なっ……！」

　少なくとも一番はヤリーナではない。だからこそ、彼女たちはヤリーナの拘束を離そうとしないのだ。

　さすがに遠慮なくものを言ってしまったからか、ヤリーナの方は悔しそうにしていた。

「そ、そんなわけ……ない……ッ！」

「必死だな。証明してみせようか？」

「しょ、証明だと……？」

　俺は近くにいた女兵士を呼び、四つん這いにさせた。

　下半身を露出させると、俺は自らの肉棒をねじ込んでいく。

「あ、あはぁあぅん！　入ってくるぅぅ！」

　女の嬌声が室内に響いていく。

「さあ、腰を振るぞ……」

　俺は女の腰を持って、ピストンを始めた。

　さすがに俺に惚れてしまっているだけあって、すぐに濡れ始め、スムーズに腰を振ることができた。

　女は気持ちいいのか拳を強く握りこみ、快楽を味わっていた。

「どうだ？　俺のものは」

「さ、最高です……。こんな気持ちいいもの……他に知りませんっ！」

　俺は女がイカないように抽送をコントロールしながら、ピストンしていた。

「あん、はぁんっ！　すご……！　大きくて、硬くて……たくましいですぅ！」

「さあ、お前の、人に話したくない性癖を教えろ」

　俺がそう言うとヤリーナは目を大きく見開いた。まるで「そんなこと言うわけないだろう」とでも訴えるように。

　だが、

「私、実は……お尻を叩かれるのが好きなんですぅ！」

「こうか？」

　ばちん、と音が響くくらい尻にビンタする。

「あひぃ!?」

　女はだらしなく舌を出しながら、ビクビクと震えた。

「ククク、ドＭなんだな」

「な、何がどうなっているんだ!?」

　ヤリーナが叫ぶ。

「魅力魔法をかけた状態でセックスをすると、女たちは嘘をつくことができなくなってしまうんだ。たとえ、絶対にバラしたくない秘密であっても、俺が聞けば嘘偽りなく答えてくれる」

「そ、そんな……」

「俺が女を呼んだ理由がわかったよな？　これからお前についてどう思っているのか聞いてやるんだ」

「や、やめろっ！　やめてくれぇぇぇ！」

　俺は膣奥を強く突いていった。

「教えろ。ヤリーナのことをどう思っている？」

「あ、あまり……好きではありません。あの人は人使いが荒く、それでいて労いの言葉すらかけていないのです。給料がいいから勤めているだけで……」

「だとさ。わかったか、ヤリーナ？」

「くっ……」

　他の女たちに聞いてもいいが、これでもだいぶ堪えただろう。

　目の前で部下が自分のことを嫌いだと言っているのだから。

　ヤリーナは見た目からしても、相当なプライドの持ち主であることは伺える。

　そういった人間は一つでも綻びがあると、ダメージを受けてしまうものなんだ。

「さあ、今度はお前だ。ヤリーナ」

　俺は女兵士を適当にイカせ、勃起した肉棒をヤリーナに見せた。

「で、でかい……！」

「そうだろ？　お前の口じゃ入らないかもしれないな」

「く、口……!?　口に入れるのか!?」

「口でされるのが好きだからな」

　女兵士たちはヤリーナのことを押えている。

　魅力魔法にかかっているとはいえ、もしかすると「ざまあみろ」なんて思っているかもしれないな。

　俺は彼女の上半身に跨ると、肉棒を巨乳に当てた。

「や、やめ……んぅ！」

「ククク、もう乳首が勃っているぞ？」

「そ、そんなわけ……」

「この巨乳で俺のものを挟んでみろ」

　俺は二つの大きな房を広げ、そして強く挟んでいった。

　爆乳を左右から中心に向かって押していき、寝パイズリの態勢で奉仕させていった。

「あ、あっ、ああっ、あああぅ！　む、胸が……あたいの胸がめちゃくちゃにされちゃってる……！」

「いい乳だ。柔らかくて、俺のものに吸い付いてくる」

「く、くそ……！　ふざけるな、あたいの……あたいの身体を好き勝手……！」

「いいじゃないか。お前も男を好き勝手、売ってきたんだろ？　同じことをされていると思えば納得するんじゃないのか？」

　乳首と乳首を近づけ、擦り合わせていく。

　ヤリーナは呼吸を荒くし、乳首はさらに勃起していった。

「くひぃ!?　ち、乳首を……乳首をいじめるのはやめろぉぉぉ……！」
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「これがいいんだろ？　さあ、口を開けろ」

　前後に腰を振っている幅を、少しずつ広げていく。

　そして、ヤリーナの唇に肉棒を当てていくのだ。

「や、やだ……！　男のものを含むなんて……！」

「お前に拒否権はない」

　俺は女兵士に命令を出し、ヤリーナの口を開けさせた。

　そこに肉棒を勢いよく突っ込んでいく。

「んぶぶ!?」

　さすがに急なことで驚いたのか、ヤリーナは苦しそうに顔を歪めていた。

　だが、俺は寝パイズリフェラを止めることはない。

「あ、ぶぶぅ!?　ん、ごほぉ、く、くるし……いぃ……！」

「そんなに嫌なら噛み切っていいぞ？」

　まあ、そんなことできるわけないがな。

　ヤリーナの顎が外れてしまうくらい、ペニスがいっぱいになってしまっている。

　それに、勃起しているため鋼鉄のように硬いんだ。無理やりやれば歯が砕けてしまうな。

「え、ぐっ！　お、お、おっ、おっ……！」

　もはや何も話せなくなり、ヤリーナは涙を流しながらえづいていた。

「そろそろ出すぞ。ご褒美だ……！」

「んぶぅ!?」

　嫌なのか必死になって首を振ろうとする。しかし、女兵士たちに止められてしまい、徒労に終わった。

「イクぞ……！」

　半ば強引にヤリーナの口内に射精していく。

　一気に頬が膨らみ、鼻の穴からも飛び出していた。

「はぁはぁ……！　し、死ぬ……！」

　俺がペニスを抜くと、ヤリーナは半分白目を剥いた状態になっていた。

「ま、これで終わりじゃないがな」

「な、に……!?」

　目の前に極上の身体を持つ女がいるのだ。挿入しないで帰るわけにはいかない。

「さあ、一代で地位を築いた女商人の身体……味わわせてもらうぞ」

　俺はヤリーナの股を開いていった。
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　下着を脱がすと、ヤリーナの濡れた秘部が露わになった。

　ほんの少し陰毛が生えているが、滑らかな肌をしている。中を少し広げると、桃色のアソコからねっとりとした愛液が流れ出た。

「いやいやと言ってはいるが濡れているじゃないか。俺に乳を揉まれたことがよかったのか？」

「そんなわけ……！」

　何か言いかけていたので、俺は乳首を強くひねってやった。

「あああ！　い、痛い……！」

「痛いのは嫌いか？」

「好きな奴なんているわけないだろ、このゲスが！」

　痛いのは嫌いとか言ってはいるが、乳首の方はビンビンに硬くなっているのがわかる。

　天に突き刺すように勃ち上がっているのだ。

「痛いのが嫌いならば、俺が好きにしてやろう」

「な、何……!?」

　魅力魔法をかけなかった理由の一つとして、この女をドＭにしたいという考えがあったのだ。

　これくらい気の強そうな女をうまく調教することができたら、この先もいろいろと楽ができるかもしれない。

「や、やめろっ。あんたの願いなら、何でも叶える……！　金ならいくらでもあるんだからさっ！」

「金は興味ないな。いつでも金持ちのパトロンを見つけることができるだろうし」

　魅力魔法があればできないことはない。

　そして、今の俺の願いはヤリーナを好き勝手、調教することだ。

「いい身体をしているんだ。食わせてもらうぞ」

　俺は勃起した肉棒を膣に当て、そのままゴリゴリと腰を押し込んでいった。

　なかなか窮屈で、思うように奥に行くことができない。

「あ、あ、あっ、あっ！　い、痛い……！　痛い……！」

「……やはり処女だったようだな」

　あれだけ男をバカにしていたり、胸を揉まれたぐらいで感じてしまっていたのだ。

　まさかと思ったが、ヤリーナは経験がなかった。

　さすがに嫌っている男とはできないか。

「く、くそ……！　わ、私が男なんかと……男なんかと……！」

「女ならいいのか？」

　からかうように肩をすくめながら言った。

「まあ、ここにはたくさんの女がいる。女に犯されるのもいいかもしれないな」

「あんた……マジで言ってるね……」

「どうだろうな？」

　女と女がセックスをしているのを見るのはあまり興味がない。人のものを見るくらいだったら自分でした方がマシだからな。

　とは言え、ショーと考えれば面白いのかもしれないが。

　まあいい。まずはヤリーナを女にすることが先だ。

「奥まで入れるぞ……処女、卒業だ」

「んんんぅぅぅ！　あ、あ、あ、あああああああっ！」

　口で咥えることがやっとのサイズの肉棒をぶち込まれ、ヤリーナは腰を浮かせて感じていた。

　俺は尻を鷲掴みにすると、そのままピストンを開始する。

「んぅ、わっ！　ま、待て、待てぇぇぇ！　んぁあああっ！　やめ、やめろぉおぉ……」

「セックスの快楽をしっかり覚えるんだ。お前は快楽に溺れたただのメス豚となる」

　抽送を繰り返していくと、ヤリーナの胸が激しく揺れていた。

　これだけアピールされたら無視することもできないと思った俺は、彼女の乳首に噛み付いた。

「ち、乳首!?　乳首を噛むなぁぁ！」

「いいだろ？　痛みと快楽が合わさっているぞ」

「あああっ！　く、くそぉぉぉ！　感じたくないのに……感じたくないのに……！」

　噛んでいないもう一つの乳首も、さらに勃起しているのがわかった。

　秘部にあるクリトリスも勃起してしまっているし、こいつはどれだけ変態なのだろうか。

　痛いのが嫌いと言いながらも、実際は感じてしまっている。

「気持ちいいか？」

「み、認めない……みとめ……な、いっ」

「強情な奴だ」

　さらに腰の動きを加速させ、子宮口に亀頭を押し当てていった。

　ぱちゅぱちゅ、と水音が鳴り、さらに愛液が溢れ出す。

「あああっ！　やめてくれ、やめてくれぇぇぇぇ！　そんなふうに連続で叩かれてしまったら……あたい、あたいぃぃぃ！」

「膣がビクビクしてるぞ。イキそうなのか？」

「なんだ、これは……！　ど、どうなって……!?」

「ふっ、イったことすらない処女め。俺がイカせてやるよ」

　巨乳を揉みしだき、ピストンを強くしていく。

　すると、ヤリーナの膣内がきゅうっと狭くなってきて、痙攣しているのがわかった。

　亀頭のところに膣壁がぴったりと張り付いて、精液を求めてくるのだ。

　いくら処女といえど、人間の本能的な部分に逆らうことはできない。

「おかしくなるぅ！　おかしくなるからぁ！　ああ、ああ、あっ、あっ、あああっ！」

「イってしまえ」

「ああ、ああ、あっ、あっ、あああっ！　──うっ!?」

　ビクン、と大きく浪打つとヤリーナはガクガクと震え始めた。

　膣の感じからしても絶頂しているのがわかる。

　ヤリーナの方も口からよだれをたらし、「あー…」と声を漏らしていた。

「イったか……。だが、まだまだ終わらないぞ」

「う、嘘だろ……もうやめて、やめてくれぇぇぇ！　今されたらぁぁああぁ！」

　イっているにもかかわらず、俺はさらに激しくしていく。

　腹を貫くくらい強く押し込み、素早く子宮口をノックしていった。

「ふう、だいぶ気持ちよくなってきたな」

　さすがに処女の狭い膣をしているため、俺の方も限界がきた。

　ここらで一度出してしまおう。

「ふぁああっ！　く、くぉぉ！　ああ、ああ、あっ、あっ、あああっ！　お、大きくなって!?」

「出すぞ」

「出す!?　出すって射精するってことか!?」

「そうだ」

「やめろっ！　やめてくれぇぇぇ！　孕むから！　あんたの子ができてしまう！」

「知らないな」

「くそぉぉぉ！　この鬼蓄がぁぁぁぁあぁ」

　そんなふうに求められたら俺の方もリクエストに応えなくてはならない。

　鬼畜と罵るのだからな、ククク……。

「孕め！　一発で孕むくらい大量に出してやるからなっ」

「や、やめ──ウッ!?」

　子宮の深いところに精液を放出する。

　ドクドクと大量の白い液が発射され、すぐにヤリーナの膣をいっぱいにしていった。

「で、出てるぅぅ！　これが射精……中出しだっていうのかぁぁ！」

「気持ちいいだろ？」

「あ、あああ……もうダメだ。孕んでしま……う……」

　ガクッとその場に倒れこみ、放心状態となるヤリーナ。

　どこか遠くを見て、呼吸を荒げていた。

「中出し、気に入ってくれたようだな」

「中……出し……？　あんたの子を孕むのか……？」

「さあな」

　そんなことどうでもいい俺は、彼女の身体をくるりと回転させた。

「何をする!?　ま、まだするのか!?」

「今度は後ろからだ」

　バックの態勢にして、再び腰を動かしていく。

「あ、うぅうぅ！　あがあっ！」

「品のない喘ぎだな」

「あんたが……く、おぉ……激しいから……だろっ！　お、おぉお……！」

　ヤリーナに対して女らしさなんてものは期待していなかったが、さすがに野獣のようになってしまっている。

　まあ、ドッグスタイルでセックスしているんだ。それくらいの方が盛り上がるか。

「いやらしいケツだな」

　バチン、と俺は強く尻を叩いていった。肉付きがいいため、プルプルと柔肉が揺れているのがわかる。

「く、くそぉ……！　なんてことを……なんてことを……！」

「ケツを叩かれてプライドが傷つけられたか？」

「こんな子どもを叱るみたいなこと……！」

「そんなに嬉しいのなら、もっと叩いてやるよ」

　バチン、バチン、バチン、バチン、バチン！

　リズミカルに叩く度に、ヤリーナの様子が変わっていった。

「こんなもの……あっ！　されたくらいで……ああっ！　あたいは……んおぉ！　あんたに……くほぉ！　屈っしは……おほぉ！」

　一回叩くと表情がバカっぽくなっていくから面白い。

「叩かれて感じてるだろ？」

「感じてなんか……オオ!?　ない……あっ！　も、も、も……」

「も？」

「もっと……なんて、絶対に……くひぃ！　言うもんかぁぁぁ！　んおぉぉ！」

　それは「もっとほしい」と言っていることと同じだと指摘してやりたいが、面白いからこのままでいいだろう。

　処女とは、何もないまっさらな状態。

　ここからドＭにしていくのは決して難しいことではないのだ。

「さて、仕上げといこう」

　せっかく尻が丸見えのバックでセックスしているのだ。

　これをやらないと調教にならない。

「ちょ！　何をしている……!?　あたいの尻を広げて……！」

「いい肛門だな。ピンク色で美しい……。ここから糞を出すとは思えないくらいに」

「ま、まさか……！」

「入れてやるよ、お前のケツ穴に！」
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「やめろっ！　入るわけがないっ！　お尻の穴の方が狭いんだぞ！」

「試してみようか」

　いきなり肛門を攻められるということで、ヤリーナの方も動揺しているのがわかる。

　この世界のアナルセックスがどういった価値観なのかはわからないが、アブノーマルなプレイであることは言えるだろう。

　周りにいる女兵士たちも驚いている様子だった。

「本当か……？　本当にそっちの穴に入れるのか……？」

「お前も入れてもらいたいんだろ？」

「そ、そんなわけ……！」

「いいや、嘘だ。その証拠にケツ穴がさっきからヒクヒクしているぞ？」

　バックで突いているときも反応していたが、今はより大きなアクションとなっている。

　肛門の中が見えてしまいそうなほど、尻穴が開いて、そして閉じたりを繰り返していた。

「お前が期待している気持ちもわかる」

「あんたにあたいの何がわかるっていうんだいっ！」

「言い当ててやろう。お前は──セックスを気持ちいいものだと認識している」

　そう言うと、ヤリーナは唇を噛み締めた。

「処女喪失も、尻を叩かれたのも全部、気持ちよかった……違うか？」

「あたいは……変態じゃないっ」

「何を恥ずかしがっている」

　俺の言葉で感じるように、ヤリーナの肛門が大きく開いた。

「お前は俺と出会い、そして知ったのだ。セックスは最高の快楽であると」

「……」

「この世界の価値観はくだらない……。どうして気持ちいいことがあるのに、それに対して素直にならないんだ？」

「男なんて……男なんて……！」

「そう思ってはいるが、男もいいものだと気がついただろ？」

　俺はヤリーナの尻肉を揉んだ。

　よく引き締まっていて、その上柔らかい。まさに最高の尻である。

「まだわからないのなら教えてやるさ、アナルセックスによってな……！」

　俺は膣から肉棒を引き抜くと、尻穴にねじ込んでいく。

「あ、あ、がああ……！」

　本来なら指なんかでほぐしてから入れるのだろうが、それでは調教にならない。

　とは言え、簡単に入るほど甘いものではなかった。

「い、痛い！　痛い……いたぁぁぁいぃぃぃぃ！」

　叫ぶヤリーナ。

　確かに肛門から血が出てきているが、気にせずどんどん奥へいく。

　この痛みすらも快感になるのだと知ってほしいからだ。

「お、お尻……入って……！　ああああ！　入ってくるぅぅぅ！」

「膣とは違う感じだろ？」

　膣よりも、さらに締め付けが強いという感じだ。アナルセックスにハマるようなものがいるというのも頷くことができる。

　入れられている方もその違いに気がついているはずだ。

「無理やり……こじ開けられて……ここは出す方の穴なのに……！」

「だからいいんだろう」

「ひ、広がっていく……お尻の穴、広げられるぅ……！」

　肉棒がどんどん肛門に吸い込まれていく。

　初めは強い抵抗であったが、徐々に奥に侵入することができた。

「あ、ひぃ……もう、らめぇ……おかしく……」

　先ほどまで奥に入れさせないように肛門を締めて抵抗していたのだが、一転して力を抜いてしまうヤリーナ。

　もう諦めたかのように涙を流している。

「はぁ……はぁ……。あんたには勝てない……絶対に勝てない……！」

「理解してくれたか」

「このままあんたの女になった方がいい……。この気持ちいいものをずっと味わわせてくれるんだろ？」

「ああ」

　俺が腰を振ろうとすると、やりやすいようにヤリーナは尻を浮かせた。

　その行動だけでヤリーナが絶対服従しているのがわかった。

「お尻の穴……お尻の穴をめちゃくちゃにして……！」

「いいのか？　痛いんだろ？」

「痛いの、しゅき……！　あたい、お尻を叩かれるのも肛門をこじ開けられるのも、全部……好きっ」

　とうとうここまで……。

「お前はいい女だよ、ヤリーナ」

「ありがとう……。今まで金のために頑張ってきたが、今はもうどうでもいい気分だ」

「わずか数分のうちに処女喪失からアナルセックスまで経験できるとはな。お前は恵まれた女だよ」

　俺が黒い笑みを浮かべると、ヤリーナも小さく笑った。

「さあ、早く……早く……腰を振って……！」

「いいのか？」

「お尻の穴を壊していいから……！　むしろ壊してちょうだいっ！」

　ここまでおねがりされてしまったら、応えないわけにはいかないだろう。

　俺はピストンを加速させた。

「あ、あ、あ、あああああああっ！　お尻の穴がめくれちゃうううっ！　んふぁああっ！」

「よく締まる穴だな」

「あんぅ！　勝手に締まる……！　締まるぅぅ！」

　声をかすれさせながら、ヤリーナは絶叫している。

　俺は尻肉が激しく波打つくらい腰の動きを素早くしていった。

「奥……！　奥まで届いている……！　大きいのぉ！　大きいのぉ！」

「感じるだろ？」

「お尻の穴、気持ちいいっ！　あたい、すっかり気持ちよくなって……こんなはずじゃなかったのに……！」

　肉棒が太くなってきた。そろそろかもしれない。

「おちんぽ……大きくなって!?」

「また出すぞ」

「このまま出してぇ！　あたいの肛門に精液を……！」

　激しく締め付けてくるので、俺も我慢できなくなってきた。

　腰をがっつり掴むと、ラストスパートをかける。

「出すぞ……！」

「肛門に出して、いっぱいっ！」

　ビュクビュクビュクビュク！

　俺はヤリーナの尻を引き寄せ、そのまま一気に射精をした。

「う、う、うう、おぉぉぉ！　出てる……いっぱい出てる……！」

「尻穴も悪くないな」

　射精を終え、肉棒を引き抜くと肛門から精液が溢れだした。

　ブリブリと下品な音が鳴っているため、ヤリーナは必死で隠そうとしている。

「み、見るなっ！　これはあたいがしたいわけじゃ……！」

「何を恥ずかしがっている。俺の女になりたいのならむしろ見せつけてみろ」

「見せつける……そこまでする必要があるのか……」

　さすがにそれはできないのか、ヤリーナは顔を真っ赤にしていた。

　ふん、意外と女らしいところもあるのか。

　だが、これでヤリーナは俺の女になった。

「ヤリーナ、俺と共に来い」

「え？」

　ヤリーナは呆気にとられたように見つめていた。

「最高の快楽を味わわせてやる……！」

「ほ、本当か……？」

　俺が伸ばした手をヤリーナは掴んだ。

「俺のことはリュウと呼べ」

「リュウさま……」

　予定にはなかったが、いい女をゲットすることができた。

　──大金を持っている女商人。

　これで俺のパトロンは決まった。

　当分の間、資金面で困ることはないだろう。

　それに痛みに耐えられるように調教もしたし、いろいろと使える場面が出てくると思う。




　これで覇王へ、また一歩近づいた。
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「随分お楽しみだったみたいね？」

　夜になり街の宿屋に帰った俺をアイシャが出迎えてくれた。さすがに朝から出て夜に帰ってきたためか、彼女の機嫌が悪いような感じがする。

「それで、ヤリーナには会えたの？」

「ああ。問題なく落とすことができて、俺のパトロンとなった」

「よかったじゃない。だけど、そんなに時間がかかったわけ？」

「ヤリーナの屋敷には警備をしている者もいてな。そいつらと合わせて最後は大乱交大会になったというわけさ。全員が気絶したところで、やっと帰ることができた」

「……まったく、女なら誰でもいいのね」

　アイシャは唇を尖らせながら言った。

「ふっ、お前みたいないい女を抱いているときが一番楽しいがな」

　俺はアイシャが座っているベッドの近くに行き、そのまま腰掛けた。

「あら？　今から私の相手をしてくれるの？」

「お前みたいな女ならいくらでも抱ける……と言いたいところだが、今日はもう休む。明日は魔女のところへ行きたいしな」

「もう向かうのね。何か情報を手に入れることができた？」

　アイシャが俺に擦り寄るようにもたれかかってきた。

　俺は彼女のことを抱きしめる。

「やはりヤリーナは男を魔女に売っているようだった。どうやら魔女は大の男好きらしい」

「ふふ、あなたの大好物じゃない」

「そうだな。いつもは男のことを食っているらしいが、そういう女を逆に食べるというのは楽しみだ。しかし……」

「何か問題でもあるの？」

　俺は近くにあったコップを手に取り、中に入っていた酒を飲んだ。

「魔女とヤった男はどうやら死んでしまうらしい」

「……」

　アイシャはわずかに眉根を寄せる。

「心配するな。おそらく魔力量の差により死んでしまうんだ。まあ、仮に毒かなんかだとしても対処してみせるが」

「その魔女は男好きなんでしょ？　なら、毒の可能性より生命力を吸ってしまっているという方が可能性は高いわね。どちらにせよ、魔力量が多ければ問題なく対応できるはずだわ」

「そんなわけで俺は身体を休める。相手は魔女だからな、油断できない」

「残念ね。今日もあなたに抱いてもらおうと思ったのに」

「これで我慢しろ」

　俺はアイシャにキスをする。

　すると、森羅万象を知る神子がぽっと頬を染めた。

「……ホント、妙に女心をくすぐるところがあるから嫌なのよ」

「……なんか言ったか？」

「何でもないわ」

　俺はベッドから立ち上がり、部屋から出ようした。

　そのとき、アイシャから不意に話しかけられる。

「待って、リュウ。気になることがあるの」

「気になること？」

　何だろう。アイシャがそう言うのだ。俺も気になってしまう。

「……誰かに見られている気がするわ」

　アイシャは小声で言った。

「見られている？　誰に？」

　この部屋は窓が一つあるだけで、他には何もない。

　その窓も戸を閉めているから、外から見られるなどありえないのだ。

「もしかして魔道具的な何か？」

「……観察する魔道具がないとは言い切れないけど、技術的には聞いたことがないわね。それに……」

「それに？」

　俺はアイシャの方に身体を向けた。

「魔力的なものをわずかに感じるの。とくにあなたが近づいたときに……」

「俺に……？」

「つまり、私ではなくあなたが見られている可能性があるのよ。私の魔力も元通りだったら判別できたかもしれないけど」

「そうか」

　アイシャなりに心配してくれたというのか。

　それだけの情報でもかなりありがたいな。俺は魔力が豊富で、大抵のことなら魔法で解決できてしまうが、そういったレーダー的な機能はまだない。この世界に来てまだ間もないからだろう。

「だから、リュウ……気をつけてね」

「大丈夫だ。見られているだけなら問題ないし、俺に向かってくるのなら返り討ちにしてやるだけだ」

「ふふ、あなたらしいわね。私も力になりたいけど、魔力のない状態だと迷惑にしかならないし」

「気にするな。気持ちだけでいい。……じゃあな、お前もしっかり休めよ」

「ありがとう。……おやすみなさい」

　俺はアイシャの部屋から出て行った。

　俺のことを監視している誰かがいるということだが、来るなら来てみろ。







　その日の夜。

　寝ていると俺は身体に違和感を覚えた。何やら下半身の方がムズムズして、誰かに触られているような感じだった。

　俺は目を開けて、辺りを見る。

　すると、

「……誰だ、お前」

　俺の股間に手を置いているメイドがいた。

　いや、メイドの割にはやたらと露出度が高く、おまけにしっぽが生えている。

　……どう見ても人間じゃないな。

「お目覚めになられたようですね。私はサキュバスのメリア。以後、お見知り置きを」

「……」

　思わず「どうも」と言いたくなるくらい丁寧な挨拶。

　とうとうサキュバスにまで狙われるようになったのか……？

「お前の目的はなんだ？」

「サキュバスが夜這いをしに来ているのです。理由は一つしかないでしょう」

「俺とセックスがしたいのか」

「はい。ぜひ味見させて下さいませ」

　サキュバスということは魔族。

　もしかして……。

「魔女の使いの者か？」

「左様でございます。魔女ユニスさまが、あなたに大変興味があり、ぜひついて来てほしいのです」

　俺は運がいいのか悪いのか。

　明日、魔女の方に出向こうと思っていたのだが、まさか向こうから俺を見つけてくるとは。

　おそらくアイシャが感じていた「気になること」の正体はこれだろう。

「なぜ魔女が俺に興味を持っている？」

「あなたが異世界人だからです」

「……」

　まさかそこまで調べがついているとは。

　俺が異世界人であることを知っているのは、かなり限られているはず。

　誰かが秘密を漏らしたか可能性もあるが、おそらくこれは違うケースだろう。

　俺のことをそこまで知っているなら、もっとうまく罠にかけるべきだからだ。

「とは言え、ユニスさまもお忙しいお方。まずは使い魔でサキュバスである私が、あなたの味見をさせていただきたいのです」

「断ると言ったら？」

「私はサキュバスです。男の人と無理やり性交をする方法などいくらでも持っております」

　さて、どうしたものか。

　無理やり抵抗してもいいが、このままメリアからいろいろと聞き出すのものいいだろう。

　それにサキュバスの性交というのも気になる。

「一つ確認していいか？」

「何でしょう？」

「サキュバスというからには、男の悦ばせ方は熟知しているんだろ？」

「嗜む程度ですが」

　わずかに笑みを浮かべる。これは相当な自信があるのだろう。

「いいだろう。ならば、この俺を品定めしてみろ」

「ふふ、素直でいいですね。では……」

　ミニスカートをたくし上げ、メリアは下半身を露出した。

　下着としての機能があるのか疑いたくなってしまうほど、隠している部分が少ない布。

　白く美しい肌をしていて、すでに愛液で湿っているのがわかった。

「ふふ、私……久しぶりなのです。なので、少し激しいかもしれませんが、お許し下さい」

「構わない。むしろ、中途半端なことは許さないからな」

　メリアは俺のズボンを下ろした。

　すると、目を丸くする。

「こんなに大きいの……！」

　今までいろんな女とヤってきたが、そいつらの言う「大きい」は、「自分の想像していたものよりも大きい」という意味だった。

　しかし、サキュバスであるメリアのリアクションは「他の男と比べて大きい」という意味。

　素直なリアクションをしてくれると嬉しいものがあるな。

「まだ完全に大きくなっていないみたいですね。ならば……」

　メリアは両手を前に出した。

　手から何やらヌルヌルとした液体が出てきたのだ。

「サキュバスはこんなこともできるのです」

　ヌルヌルとした液……要はローションをこねながら、俺の肉棒に絡めていく。

　上から下に向けて、まずはゆっくりと愛撫していった。

「どうですか、気持ちいいでしょ？」

「ああ」

　さすがに異世界でローションプレイができるとは思っていなかったからびっくりしている。

　ニチャニチャといやらしい音を立てながら、何度も擦っていった。

「大きすぎて……両手じゃないと掴めないですね」

「しっかりやれよ、サキュバスなんだから」

　海千山千のサキュバスであるため、俺の肉棒はすぐに硬くなっていく。

　血液が下半身に集まり、血管を浮かび上がらせていた。

「十分に硬くなったみたいですね」

「お前の方も我慢できないんじゃないか」

「わかってしまいましたか。久しぶりで、しかもこれだけ大きいものは興奮が止まらないのです」

　彼女は俺の上でまたがった。

「それでは……行かせていただきます」

　そして肉棒を膣に当てると、メリアはゆっくりと腰を沈めていった。
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　まさかこんなに大きい肉棒が存在するなんて……。

　サキュバスとしていろんな男たちを食べてきたメリアだが、異世界人の持つ強大なペニスには驚きを隠せなかった。

　驚きと同時に。

（こんなものをユニスさまより先に味わうことができるなんて……！）

　ヨダレではなく愛液をたらしながら、メリアはその喜びを表していた。

　ただ、あくまでもクールに、落ち着いた気持ちで、肉棒を膣内に挿入していく。

「んぅぅ!?」

　まだ入り口だというのに、イってしまいそうになった。

　それくらい異世界人の持つ肉棒が大きく、太く、硬いのだ。カリ首の出っ張りも段差があり、こんなもので膣壁を削られてしまったらどうなることやら……。

　タイキという異世界人もそこそこの大きさであったが、彼よりもずっと大きい。

（おそらくユニスさまは私と異世界人の行為を見ている……）

　千里水晶ならば見ることができる。

（あとでユニスさまに怒られないかしら……いえ、だけど……）

　ここで我慢してしまったら、サキュバスの名折れとなってしまう。

　しかも、ユニスには味見をしていいという許可も得ている。

（少しだけつまみ食いする予定でしたけど、まさか超大物が出てきてしまった）

　期待はあっただろうが、ユニスもここまでとは思ってない。水晶を見ながらユニスも羨ましいと考えているはず。

（私もユニスさまに何度も男を取られましたし……）

　大の男好きであるユニスは男を見つけるとすぐにセックスをしてしまう。しかも、その後はみんな死んでしまうのだから、メリアの方までまわってこないのだ。

　何度もお預けをされてしまったので、メリアの方も限界である。

（行きます……！）

　あまりにも肉棒が大きくて少し痛みを感じるが、奥へ導いていくだけでかなりの快感が押し寄せてくる。

「ん、はぁ……！　ああんぅ！」

　ペチン、と音が鳴り、肉棒を置くまで入れることができた。子宮に当たっただけで軽くイってしまったので、すぐに動くことが難しい。

（この男……！）

　寝ている男──異世界人の方を見ると、彼は黒みがかった笑みを浮かべていた。

　品定めをしているのはこちらだというのに、彼の方が自分のことを品定めしているようだ。

（今までの男ならこれだけで射精していたのに……！）

　自慢じゃないが、メリアは膣の締りには自信があった。どんな男も女のように喘ぎ声を上げていたし、ビクビクと身体を震わせていた。

　だが、目の前の男は余裕の笑みを浮かべているのだ。

（私だって……！）

　サキュバスとしての誇りがある。

　人間の男に負けたくないメリアは、尻を浮かせ、そのまま上下に腰を振り始めた。

　いやらしい部分を見せつけるように、脚を開いて、尻を叩きつけていく。

「ん、くぅ。あっ、あんっ、くぉ、ああんっ！　なんて気持ちいいの……！」

　膣内を肉棒がえぐっていく。

　自分でも驚くほど膣壁が拡張され、カリ首が敏感なところを引っ掻いていくのだ。

　愛液が大量に溢れだし、まるで放尿しているような感じである。

（こんなにすごいなんて……！）

　今は必死になってイクことを我慢している。

　少し気を抜いただけで簡単に絶頂してしまいそうである。

（速く腰を振るとすぐに……！）

　ペースを落としたところであるが、少しでも腰の速度が落ちると異世界人が鼻で笑うのだった。

（この男……どうして何も感じてないの……）

　サキュバスである自分がもう限界まできているというのに、異世界人の方はまだまだ耐えることができそうだったのだ。

　不感症なのかと思ったが、徐々にペニスが大きくなっているところを鑑みるに、そうではなさそうだ。サキュバスを前にしてひたすら耐えているということ。

（なんて奴なのでしょう……！）

　普段ならすでに三回は男をイカしてしまっている。

　気絶し、人間ディルドと化したくらいがちょうどいいと考えているのに、まだ余裕そうだった。

（このままだと私が……！）

　膣がビクビクしているのがわかる。

「サキュバスと聞いていたが、こんなものとはな。まさか経験がないに等しいのか？」

「そ、そんなわけありません……、んふぁ、ああっ、私は……それなりに……！」

「おいおい、腰の動きが遅いだろ。そこら辺にいる町娘の方がエロい動きをするぞ」

「くっ……」

　サキュバスである自分を煽っている。

　メリアも言われっぱなしではなかった。

「それならば……これはどうでしょう……！」

　異世界人の身体の上に手を置き、お尻を浮かせた態勢を取る。

　こうすることでさらに腰を振りやすくできるのだ。

「ようやく本気を出したか」

「あん、んっ、ああっ！　ダ、ダメ……速いと……！」

「もっと締め付けてみろ。俺の精液を奪うのがサキュバスの目的だろ」

「んっ、あはぁっ、くんぉ、おあっ！　んぅぅぅ！」

　自分が攻めているにもかかわらず、逆に攻められているような気分になってくる。

（奥にゴンゴンって当たって……子宮が壊れちゃいそう……！）

　子宮口を高速で何度もノックされると、さすがに我慢できなくなってきた。

　膣壁が勝手に締まり始めて、精液を奪おうとする。

（ダ、ダメ……これ以上は……！）

　諦めて腰の動きを止めたいところだが、あまりにも気持ちよすぎて止めることができない。

　あと少しでイってしまう……。

　そう思ったとき。

「もうイクのか？」

「はぁ……はぁ……！　まだ……です。まだ……！」

「いいや、もう無理だ。その証拠に……」

　異世界人はメリアの尻を鷲掴みにすると、思いっきり下に叩きつけてきた。

　それは膣の中にある肉棒が、子宮に突き刺さるということ。

「こほぉぉ!?」

　今まで出したことがない嬌声を上げながら、メリアの身体は勝手にイってしまった。

「あ、ああっ……イってる……私、イってしまって……！」

「強がってはいたが限界のようだな」

「なんて……男なの……。私はサキュバスだというのに……！」

「相手が悪かったな」

　呼吸を荒くしながら、メリアは必死になって倒れないようにする。

（少なくともこの男を一回でもイカせないと……！）

　サキュバスとしてのプライドが許せない。

　メリアは肉棒を挿入したまま、くるりと回転していった。

「ふふ、この態勢ならどうですか？」

　相手に背中とお尻を見せつけるようにする。

「ククク、背面騎乗位か……」

「男の人は背中やお尻のラインが好きですよね……この態勢ならよく見えるでしょう？」

「ああ」

　今までこの体位で我慢できた男などいなかった。

（私のとっておきです……！）

　そして、メリアは腰を振り始める。

　しかも、膝と膝とくっつけてより膣の締りをよくしているのだ。

　後ろから見ると、腰からお尻のラインが逆ハート型に美しく映っているはずである。

「はんぅ、くあふぁっ！　はん、ああっ、あっ、ああっ、あああっ！」

　膣を締めるということは、自分もそれだけ感じてしまう。

　だが、メリアは道連れにするように激しく尻を動かしていた。

「さっきよりはいいぞ」
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「はぅ、あんぅ！　くはぁ！　アアアア！　気持ちいい……！」

　パンパンパン、とリズミカルに音が響いていく。

（く……もう、限界……!?　さっきイったばかりだというのに……！）

　二回目の絶頂がこんなに早く来るものだとは考えてもみなかった。

　メリアは身体をビクビク震わせながらも、必死になって耐えていく。

「ふう、だいぶ我慢しているようだな」

「が、我慢なんて……！」

「強がるな。もうイっていいぞ」

「……っ！」

　唇を噛みしめるが、もう耐えることができない。

　メリアはさらに腰の動きを加速させた。

「ああ、ひぃ……ひぃ……！　あああ、ああああっ！　イ、イク……イクぅ……！」

「イけ！　サキュバスの絶頂をもう一度俺に見せてみろ」

「くっ、はあっ！　あああっ！　イクぅ……イク……イク、イクイクイク！」

　メリアは勃起した肉棒を最深部へ届けさせた。

　バチン、という音ともに、肉棒により子宮が形を変える。

「イクぅぅぅぅぅッッッ!!」

　天を仰ぎながらメリアは大絶頂を迎えた。今までに感じたことがないくらいの、強烈な快楽が身体を襲っていく。

「イったみたいだな。ならば、今度は俺の番だ……！」

　あまりの快感のせいで、メリアはその場に倒れ込んでしまう。

　意識をなんとか保つことだけが、唯一できることだった。

　異世界人は立ち上がると、勃起した肉棒を見せつけてくる。

（まだあんなに大きく……！）

　体力があればもう一度入れてほしいと思うくらいのもの。

　これならユニスも満足してくれるだろう。

（ですけど、ユニスさま……この男は危険です。女を狂わせる存在です……）

　メリアがそんなことを考えていると、男の声が響く。

「俺の女となれ!!」

　その声を聞いたと同時、メリアの身体がおかしくなった。

　頭がぼうっとして、胸の鼓動が速くなる。

　目の前にいる男を見ているだけで胸の高鳴りを抑えることができないのだ。

（この気持ち……私はこの男のことを……！）

　──愛している。

　全てを捧げてもいいとさえ、思うほど男に惚れてしまっている。

　そして、男は言った。




「悪いが、今度は俺が攻める番だ。いろいろと教えてもらうぞ」
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　サキュバスと言っていたが、大したことはなかったな。

　まあ、あれだけ激しい腰振りや蠱惑的な身体を持っているのだ。己を過信してもおかしくはない。

　俺を品定めするみたいだったが、簡単には行かないぞ。

「ふっ……」

　うまく魅力することができたから、後はいろいろと聞き出すだけだ。

　だが、その前にやらないといけないことがある。

「一つ確認させてほしい。今は俺は魔女に見られているのか？」

「そうです。ユニスさまはあなたを観察していると思われます」

「その観察だが、どこまでできる？」

「定めたものを水晶に映すまでです」

「ということは声は聞こえていないんだな？」

「はい」

　よし、これならば会話を聞かれずに済む。

　しかし、怪しい行動をとってしまったらバレてしまう可能性があるから慎重にいかないといけないな。幸い、サキュバスの忠誠心は、都合良い程度だったようだ。

　まずは水晶への対策をとらないといけない。

「水晶に映ると言っていたが、魔法の力か何かか？」

「魔力が源ですが、魔法ではなく秘宝を使っております」

「秘宝……？」

「千里水晶といい、どんなものでも見つけ出すことができ、それを監視することができるのです」

「ほう」

　便利なアイテムだな。さすがは秘宝だと言ったところだろうか。

「監視を妨害する方法はないか？」

「あるにはありますが……膨大な魔力が必要です……」

「それなら心配はいらない、教えてくれ」

「簡単に説明するならば、水晶に霧をかけるということです。魔力障壁を作ることができればそのようにできます」

　なるほど、壁か。

　まあ、壁というか膜みたいなものなのだろう。イメージするならば、ボールの中に自分を入れるような……。

　ボールの中に入ってしまえば、外から見えなくなる。水晶に対してジャミングをかけることもできるのだろう。

　だが、それではダメだ。

　ジャミングをかけてしまえば、異常事態が起こったと判断されてしまい、俺が狙われることになる。

　幸いにも、俺が魔女をターゲットにしていることは知られていない。

　今の魔女は、俺が異世界人だということで、むこうから興味を持っているだけなのだ。

　つまり、ここが俺にとってのアドバンテージとなる。

　ならば、俺はメリアに襲われたという身体にしてしまった方がいいだろう。そうやって油断させた方が都合がいい。

「うまく映像をごまかすことができれば……」

　さっきのイメージで言うなら、ボールの表面に別の映像を流せばいい。

　それこそ、さっきメリアが騎乗位で俺を攻めていたような光景を……。

「ふっ……」

　俺は思わず笑みがこぼれた。

　俺の魔力は膨大だ。それゆえに大抵のことは実現可能。

　そして、実現するためにもっとも必要なことはイメージを持つこと。

　ならば、全ての条件は整っている。

　ボールの表面に映像を流すようなイメージで……。

　俺は意識を集中させた。

　すると、周りに金色の膜のようなものができたが、おそらくこれで大丈夫だろう。

　ユニスは嘘の映像をずっと見ていることになる。

「さて。待たせてしまったようだが、お前に聞きたいことがある。そのまま寝ろ」

「ッ!?　もしかして挿入してくれるのですか？」

「まだ俺は出していないからな。お前ももう一回くらいヤってほしいんじゃないのか？」

「は、はい……！」

　嬉しそうにするメリアは仰向けになって横になった。

　早く入れてほしいのか自ら脚を開いて、俺を誘ってくる。

「い、入れて下さい……！　そんな大きなおちんちん、一度入れられてしまったらもう忘れることができません」

「よし」

　俺は勃起した肉棒を当てがい、ゆっくりと挿入していった。

「あああ、入って……くるぅ……！　ん、ん、んんぁー！」

　さすがに男をたぶらかすサキュバスだけあって、膣内も素晴らしいものだった。

　すでに俺の肉棒の形を覚えているらしく、きゅうきゅうと締め付けてくる。

「魔女ユニスはどんな奴だ？」

「ユニスさまは……魔族の頂点にいるお方……あんっ、それ故に自由奔放なところがあって……！　んぅ！」

「だから男漁りをしているのだな。サキュバスであるお前に分け与えることもせず」

「そうです……んっ。ですが……あんっ、ユニスさまは膨大な魔力を持つお方……ああん、魔族で勝てるものはいません」

　俺が腰を振ると、メリアの巨大な乳が大きく揺れていた。

　揉みしだきながら、話を進める。

「ユニスはいい女か？」

「は、はい。あんっ……ユニスさまと性交する男は……んん、みな彼女の可愛らしさに鼻の下を伸ばしておりました。はぁはぁ……！」

「どうすれば俺の女にできる？」

「彼女は何よりも肉棒が好きです。しかし……」

「どうした？」

「彼女は自らの快感を……あんっ、調整することができるのです……くぅっ。それゆえに何度でも……はぁはぁ……男と交わりたいと願っております」

　要するにすぐにイクんじゃなくて、イクのを遅らせることで男をなぶっているのだ。

　さすがに男好きの魔女だけあって、そういった対策は取られているというわけだ。

「それは魔法か？　俺の方で妨害することはできるか？」

「できません。それは……んほぉ、魔女に備わっている体質みたいなものですから……あんっ！」

　俺の魔力が役に立たないときがくるというわけか。

　しかし、魔女を俺のものにするにはうまくセックスしないといけない。

　感じないなら意味がないからな。

「何か対策は取れないか？」

「対策……」

　メリアは困ったようにまぶたを伏せてしまった。

　だが、

「一つだけあるにはあります……」

「何？」

　俺は陰核をいじりながら、さらにピストンを速めていった。

「答えろ」

「あんんっ！　そ、それは……ユニスさまの好物である美女を捧げることです」

「美女？」

　ユニスは女だろう。まさか女までも食べるというのか。

「魔女は男女ともに性の対象と見るというのか？」

「はい……。あん、んぅぅ！　ユニスさまはおっしゃっていました。──入れられるのも、入れるのも好きだと」

「……」

　あまりの変態発言に俺は思考が停止してしまう。

「入れるというのはどういうことだ？」

「ユニスさまは……あんっ、魔法により……んぅ！　男の人のアレを生やすことができるのです！」

　……マジか。

「肉棒が感じているときはユニスさまの体質も無効化されるのです」

　つまり、どうにかしてユニスの相手を見つけなければいけないということか。

「私も何度かユニスさまのお相手をさせていただきましたが……」

「どうだった？」

「まるであなたのように激しく攻められました。私がイってもイっても、絶対にやめてくれないのです」

　ユニスがどんな奴か気になっていたが、どうにか情報を得ることができた。

　あとは、

「やぁんっ！　さらに激しく!?」

　俺は腰のスピードを上げた。

「メリア、お前は俺に協力してくれるな？」

「はい。このおちんちんを味わわせてくれるのなら……！」

「もちろんだ」

　これで魔女の側近を仲間にすることができた。

　あとは、ユニスをどうにかして。

「あんっ、はぁあ！　気持ちいいです……！　おちんちん……！」

「そろそろイキそうか？」

「イキ……そうです。もうイっちゃいます……！」

　俺も耐えるのが難しくなってきた。

　肉棒が大きく膨らんで、発射態勢を整えていく。

「出すぞ、メリア」

「出して下さい！　私のおまんこの中に……！」

　そう言われ、俺はメリアの膣内に射精をした。

　大量の精液が溢れだしていく。

「はぁ……はぁ……いっぱい、私の中に出ましたっ……」

「それはよかった」

「私は、もう……」

　満足そうにしたメリアはその場で意識を失ってしまった。

　さて、起こされてしまったが、俺もこのまま寝るとするか。




　──明日はユニスを攻略してやる。
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　暗く、冷たい道を女商人ヤリーナは歩いていた。目の前にはふたりの女性がいる。

　ひとりはリュウと共に旅をしている女騎士レオナ。確か彼女はフォルツァンドで三番目に強い騎士だったと思う。

　そんな女性すらもリュウの仲間となっている。

（あの人……一体どうなってんだい!?）

　リュウにより調教され、すっかり彼の虜になっているヤリーナであるが、自分と同じように堕ちてしまった者がここにもいた。

　そして、もうひとりの女性は、

「おふたりとも、よくここまで来てくれました。扉を開けますと、魔女ユニスさまの玉座となります」

　魔女の使い魔というサキュバスのメリア。彼女もまたリュウの味方となっているらしい。

　商談の際に何度か顔を合わせたことがあるが、物静かで冷静な女性だと思っていた。

（女という女を自分のものにする……本当に化け物だよ、リュウさまは）

　抱いた女は全て虜にする。この世界なら革命児と呼べるほどすごいことをやってのけている。

（しかも、次は魔女……そう簡単には……）

　メリアが扉を開けると、そこは広い部屋になっていた。

　その一番奥に人影がある。

「あちらが魔女ユニスさまです」

　メリアが目配せすると、レオナが小さく言った。

「あいつが……」

　ヤリーナとレオナがリュウに頼まれたことは、ただ一つ──その場の流れに逆らうな、というものだった。

　ふたりは、「何も抵抗せずにそのまま従え」という意味だと理解している。

「主に認められるためだ。共に頑張ろう」

「そうだね。ま、こういった大役を頼まれたっていうのは光栄なことだ」

　メリアに導かれ、ユニスの近くに向かっていく。

　玉座に座っていたのは、褐色の肌をしたひとりの少女だった。

「メリア！　異世界人はどうしたのー!?」

「すみません。ユニスさま、私が味見したのですが大した男ではなく……」

「ええっ!?　でも、見てたけど、おちんちん大きくなかった!?」

「ただ大きいだけでは、何の役にも立たないのです」

「そっかー。あーあ、残念だったなぁ。そうだよねぇ、メリアに攻められまくっていたもんね」

　メリアとユニスのやり取りを見ると、本当にユニスが魔女なのか疑いたくなってしまう。

（あたいは何度か商談しているから、本物だってわかるけど……）

　それも何回か通っているうちに信じられるようになったのだ。初めて見るレオナは困惑しているに違いない。

「ユニスさま、代わりと言ってはなんですが、いい女たちを連れて来ました」

「わわっ！　ヤリーナじゃん！　今日は男いないの？」

「残念ながら今日は商談をしに来たんじゃないのさ」

「そっちの騎士さんも？」

「私はレオナ。フォルツァンド騎士団の三番隊隊長である」

「ふぇ～なんかすごいねっ」

「さらにすごいことがございます。このふたりの身体を味見してもらって構わないのです」

「マジで!?」

　ユニスの目が丸くなる。

「レオナは綺麗だし、ヤリーナは美女だし、ふたりとも食べちゃっていいの？」

「はい」

　メリアが頭を下げると、ユニスが軽快なステップを踏みながら向かってきた。

（ちょ、ちょっとどういうこと!?）

　流れに逆らうなと言われたが、まさかこんな流れになるとは。

　一度、メリアがユニスに襲われているところを目撃したことがあるヤリーナであるが、まさに野獣のセックスだった。メリアが白目を剥いても何度も何度も突きまくっていたのだ。

「一体どういうことだ？　た、食べるとは……？」

「レオナさん、リュウさまから聞いていないのですね」

「あ、ああ。主は流れに逆らうなと……」

「ユニスさまは男好きでもありますが、女性……とくに美人も大好物なのです」

　そう言われ、レオナの顔が青ざめている。

「あなたもリュウさま……いえ、異世界人に身を捧げたのでしょう？　困惑などしないで言われたとおりにしないと」

「わかっている！　少し面を食らっただけだ。だ、だが……食べるってどういうことだ？　女同士ではできないだろ？」

「できるよーっ！」

　軽い口調で言いながら、ユニスはショートパンツを下ろした。

　そこにあるのは、

「お、おちんちん……!?」

　しかも、かなり巨大な肉棒だった。

「あはっ♪　あたしのおちんちん、すごく大きいでしょー？　魔法で生やしてるから、本当にあるわけじゃないよーっ」

「も、もう大きくなっているなんて、あたいはびっくりだよ！」

「ふたりとも美人だからさー、ヤれると思ったら一気に勃起しちゃって♪」

　赤黒く変色し、血管がビキビキと浮かび上がっている。

　ユニスの幼い見た目と相まって、そのギャップがすごいことになっていた。

「さ、そんなわけでヤろうよ♪」

　くいっと指先を動かすと、ヤリーナとレオナはベッドに向かって吹き飛ばされてしまった。

　人の自由をこんな風に奪うことができるなんて、魔女の魔力が凄まじいとわかる。

「うひひー美人だ、美人だ♪」

　飛ばされている最中で服まで脱がされてしまったレオナとヤリーナ。

　裸になったふたりは反射的に身体を隠してしまう。

「ダメだよー。美人は身体を見せないと」

「どんな理屈だよ!?」

「ヤリーナ、そんなに怒らないで。ほら、大きいおっぱいをみーせて♪」

　女商人の手をどけると豊満なバストが露わになった。

「もうあたし、我慢できないよぉ！」

　勃起したペニスを持つと、そのままヤリーナの膣内に挿入していた。

「あ、んぅ！　いきなりかい!?」

「いきなり、いきなり～。さあ、腰を振るよ～！　ああん、気持ちいいっ！」

「あ、あぅ、なんて大きさ……お腹のところ……すごいっ！」

「ヤリーナのアソコ、めっちゃ締まるぅ！　もうイっちゃいそうだよぉ」

　ユニスはヤリーナの腰を掴むと、何度も何度も突いていった。

「レオナ、暇ならあたしのおっぱいを吸ってよ」

「え、私が!?」

「そうそう。優しくじゃなくて強くていいからねっ♪」

　リュウからの命令に従い、レオナはユニスの乳首に吸い付く。

「じゅぼ、じゅぶぶ、じゅぶぶ……これでいいのか？」

「あはぁんっ！　すごっ、レオナって吸うのが得意なんだねっ」

　乳首を吸われ、興奮したユニスの腰がさらに速くなる。

「ダメダメダメダメ～！　ユニス、あたいのアソコが壊れちゃうぅぅぅ！」

「壊れたって……んぅ、いいじゃん！」

「アアアア！　やめてぇぇ！　やめてくれぇぇぇ！」

「あ、やばっ。あたし、出そう……！」

　ブルブルとユニスが震えているのがわかった。

（だ、出される……!?）

　ヤリーナがそう思った瞬間、ユニスの肉棒から何かが発射された。

「うっ！」

「くひぃ……!?　だ、出されちゃってる……！」

「あ、あああ……！　超気持ちいい～！　中出し最高だよぉ」

　ヤリーナの膣から肉棒を抜くと、今度はレオナの方に向けた。

「レオナも正面からねっ。あたしもおっぱい吸ってあげる♪」

　正常位の態勢で、レオナにも挿入していく。

　疲れてしまったヤリーナは、ただ呆然とふたりのセックスを見ているだけだった。

「レオナのおまんこ……すっごく狭いっ」

「ああっ！　入ってる！　私、入れられてしまっている!?」

「初めはびっくりするよね。だけど、すぐに慣れるから」

　再びユニスの抽送が始まる。

　彼女の腰の振り方はお腹を貫いてしまうくらい初めから強烈だったのだ。

「おぐぅ、えぐぅ、おっ、おっ！　しゅ、しゅごいっ、私の……えぐられてるっ！」

「気持ちいいでしょ？」

「あん、んぐぉ、おっ、おっ、お、おぉぉ……！」

「ちょっと待って、レオナ。そんなに締め付けるとあたし……あたし……！」

　ユニスが上を向いて唇を噛み締めている。

　男なら射精しないように我慢するが、ユニスの場合はすぐに出そうとするのだ。

「もう我慢できないから……んっ、あっ、出しちゃうね」

「出す!?　私にも……ああぉ！　な、中出しか!?」

「中出し中出し～♪　あ、もう無理……出るっ！　──うっ!!」

　ビュクビュクビュク、とユニスが発射した。

「あ～気持ちいいっ。やっぱり女の子が一番いいよねぇ」

「はぁはぁ……私、女性にも犯されてしまった……」

　レオナの目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「ふぅ、じゃあ続きを……」

　とユニスが言ったとき。




「俺の女たちを可愛がってくれたみたいだな」




　扉を開けてひとりの男が現れた。

「あー!!　異世界人だっ！　あたしのところに来てくれた♪　エッチしよっ！」

　異世界人──リュウはにやりと笑みを浮かべて、

「いいだろう。死にたくなるほどの快楽を味わわせてやるよ」
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　俺が扉を開けると、巨大な肉棒を生やした少女が、レオナとヤリーナを犯していた。

　ふたりともかなり疲労しているらしく、ベッドの上で力なく横になっている。

「異世界人、来てくれたの!?　どうやってここまで来てくれたのかわからないけど、細かいことはどうでもいいや～！」

　メリアの話どおり、魔女ユニスはかなり自由な性格をしているらしい。

　だが、それは俺にとっては好都合。

「さあ、来てっ！」

　ユニスは俺の方に手を伸ばし、くいっと指を曲げてくる。

　身体を引っ張られるような感じがするが、俺は気にしないでその場に立っていた。

「あ、あれ……？　おかしいな～、どうしてこっちに来ないんだろ……」

「すごいです……。まさかユニスさまの魔法が効かないなんて……」

　メリアからの反応を見るに、ユニスは俺を強制的に近づけさせる魔法を使っていたらしい。

　おそらくレオナやヤリーナもこれで引き寄せられたんだろうな。いくら流れに逆らうなと命令しても、多少なりとも抵抗したはずだから。

「慌てるな、俺の方から向かってやる」

「ホント!?」

　ユニスは嬉しそうな笑顔を見せた。

　同時に、勃起していたペニスがやや縮んでいく。

「おまんこに入れてたから、今度は入れてもらいたくなっちゃった♪」

　辛いものを食べたから、甘いものも食べたくなったみたいな理屈だな。

　それに、あのペニスはあったほうが俺もよかった。

　肉棒が感じているときじゃないと、ユニスの快感を抑えるという体質を無効化することができないんだから。

　本来ならば、レオナとヤリーナとヤっている最中に俺が乱入して、そのままプレイに持ち込むのが理想だったんだが……。

　まあいい。すでに女の相手をさせたから、とくに問題はないだろう。

「ヤリたい、ヤリたい、ヤリたい、ヤリたいっ！　早く入れてよぉ！」

「ククク、ここまで本能をむき出しにするとはな。ならば、四つん這いになれ」

「え!?　あたしが上じゃなくていいの？」

「構わん」

　普段は騎乗位で男たちを犯しているのか。確かにその方が逃げられずに済むものな。

「気持ちよくなったらいっぱい出していいからね♪　中出し、大好きっ」

「変態め。まあ、存分に可愛がってやるよ」

　ユニスはベッドの上で四つん這いになった。

　小振りで形のいい尻をしていて、褐色の肌が健康的に見える。

「ね、きてっ」

　尻だけを高く突き出すようにして、自ら膣をくぱぁと広げて見せた。

　俺はズボンを脱いで勃起したペニスを出す。

「す、すご……！　マジで大きいんだけど！」

「驚いたか？」

「う、うん……！　今までの男の……二倍、いや、三倍はあるかも……！」

　淫乱な魔女だけあって俺の肉棒を見ただけで目を輝かせている。

　その喜びは身体にも現れていて、膣からドバドバと愛液が溢れてきていた。

「前戯なんてものはいらないよな？」

「もちろんだよっ！　早く、早くぅ！」

　魅力魔法を使っていないのに、ここまで急かしてくるとは。

　俺は彼女の腰を持って、肉棒を挿入していった。

　一気に一番奥まで。

「くほぉ!?」

　さすがの魔女もいきなり奥に向かって、ゴンと突かれるとは思っていなかったのだろう。

　大きくのけぞりながらビクビク震えている。

「や、やばぁ……！　子宮口を突いてくるなんてすごすぎぃ……っ」

「まだ終わりじゃないぞ」

　俺は抽送を始めた。

　パンパンパン、と音が響くようにユニスの尻に腰を打ちつけていく。

「あん、くぁ、んんっ！　すごい、すごいよぉ！　こんな大きいもの始めてだよぉ」

　さすがに何人もの男を骨抜きにしてきただけあって、膣の締りも抜群だった。まるでフェラチオと手コキを同時に受けているかのように、強烈な快感である。

　確かに、普通の男なら即座に発射してしまうのも頷ける。

「メリア、やばくない!?　あたしに挿入してまだイってないよ？」

「新記録ですね」

「おちんちんも極太だし、最高だよぉ。やっぱり異世界人はいいなぁ」

　俺は腰を振りながら、ユニスに尋ねてみた。

「お前はこんなふうに、何人もの男とヤってきたのか？」

「そうだよ。えっと、数は……」

　ユニスがちらりとメリアの方を見る。

「ざっと五百人くらいでしょうか」

　サキュバスがさらっと答えているが、おそらくこの数はメリアがユニスに取られた男の数。

　セックス好きなサキュバスからしたら、覚えているのも当然なのだろう。

「その五百人は最終的にどうなった？」

「死んじゃった！」

　あっけらかんと言うユニス。

「そうか、お前とヤると死んでしまうのだな」

　知ってはいるが、あえてとぼけてみせる。

　ユニスはにっこりと笑って、

「そうそう。だけど、気持ちいいことしてるんだからいいじゃん！　射精すると死んじゃうけど、我慢しないで出していいからね」

　大抵の男は騎乗位で攻められているのだ。我慢なんかさせてもらえなかったんだろう。

「でも、死にたくないからって腰振るのを遅くしたらダメだからね！」

「そんなことしないさ。ちなみに、みんな一回射精すると死んでしまったのか？」

「そうだねー。大抵は一回だけど、とある異世界人は四回まで頑張ってくれよ」

　だから異世界人である俺に興味を持ったわけか。

　その異世界人は気の毒であるが、魔女に捕まってしまったのが運のつきということだろう。

「お兄ちゃんは何回できるかな？」

「どうだろうな」

　俺はユニスの腰を持って、思いっきり引き寄せた。

「あんっ！　奥……奥ぅぅ！　奥が気持ちいいのっ！」

「中出しされるのが望みなんだろ。しっかりと注いでやるから受け止めろよ」

　この女は射精の回数を気にしていた。

　このまま我慢し続けることも可能だが、むしろたくさん射精をして俺の異常さをわからせた方がいいだろう。

　俺は一回目の射精をした。

「んんっ！　出てる……っ。はぁ、やっぱり気持ちいいなー」

　ユニスの方はまだまだ平気という様子だ。

「続けるからな」

「え、嘘!?」

「何を驚いている？」

「だって、生きてるし……まだエッチしてくれるし」

　大抵の男は射精と同時に死ぬのだからな。ユニスが驚愕しているのも理解できる。

「ふっ、俺はそこらの男とは違う」

「さっすが異世界人っ！」

「お前は何回射精してほしい？」

「うーん、いっぱい出してほしいけど……まずは五回が目標かな」

「了解した」

　その程度でいいなら、大したハードルではない。

　俺は抽送を続ける。

「あんっ、いつもは上に乗ってることが多いけど、後ろから突かれるのも最高……っ」

「ユニスさまは、意外と攻められたい気持ちがございますからね」

「攻めるのも好きだけど……あんっ、攻められるのもいいのっ！」

「それゆえに、女の子たちには過剰に攻めてしまう性癖が……」

「仕方ないでしょ、あんっ、くんぅ、気持ちいいの、大好きなんだからっ」

　ユニスの身体は美しく曲線を描いていて、腰から尻にかけてのラインが最高だった。

　見た目も幼いし、妙な背徳感があるが、それすらも快感へと変わっていく。

「二回目……出すぞ！」

「出して……出して……んんっ!?」

　射精と同時にユニスが海老反りになった。

　心なしかさっきよりも震えているような気がする。

「え、へへ……巨大ちんぽが二回も射精してくれた……。ちょ、ちょっと……余裕がなくなってきた、かも……」

「まだまだ行くぞ」

「も、もう三回目!?　ベ、別に大丈夫だけどさ……っ！」

　こちらを見るユニスの顔が真っ赤に染まっている。身体にも汗が出ているし、彼女の方も感じているのだろう。

　いくら快感を調整できるといえど、所詮は女に過ぎない。

　俺は肉棒を深いところに入れ込み、そのままグリグリと子宮口を押していった。

「あ、くっ……！　そ、それ……それ、やばい、かもぉ……！」

「気持ちいいのか？」

「激しく突かれるのもいいけど、子宮を押し潰されると……んんっ、はぁっ！　感じちゃうっ！」

　ユニスの反応が少しずつ変わってきた。

　こいつは突かれるたび、そして射精されるたびに変化していくようだ。

「このまま出してやる」

「ちょ、ちょっと！　今はダメっ！　奥をグリグリされているときに……！」

「知らん」

　ビュクビュクビュク！

「くっ、ひぃ……!?」

　悲鳴のような声を上げ、ユニスはその場に力なく倒れ込んでしまった。

　だが、俺はそんなことは気にしない。

　挿入をしたまま、バックの態勢で攻めていく。

「ちょ、あっ！　らめ、らめっ！　マジでやめてっ！　そんな、連続……！」

「お前に犯されていた者たちは、みんなこうじゃなかったのか？」

「やっ、んっ！　そ、そうだけど……！　でも……！」

「同じようにお願いされたとき、お前はやめたのか？」

「あんっ、やめる、わけ……んん、ない、よー……っ！　あんぅん！」

「ならば俺も同じだ」

　正義感のない俺からすれば、死んでいった者たちの復讐心からではない。

　ただ、自分がしたことをこうしてやられているのを見ることが、たまらなく好きなのだ。

　淫乱な魔女といえ、ユニスはおかしくなり始めている。

「腰、止めて……！　止めてよっ！　お願いっ！」

「なぜ？」

「ちょ、ちょっと休憩……休憩したいなって……！」

「四回目、出すぞ」

「ふぁあああああああ!?」

　驚きの声なのか喘ぎ声なのか、わからないような嬌声を響かせる。

「も、もう……そろそろ……」

「まだだ」

　俺はさらに続けた。

　バックで挿入したのも、一番腰を振りやすい体位で、一番奥へ挿入しやすいからだ。

　加えて、相手が逃げ出しづらいという利点がある。

「も、もう……無理……無理だから……！」

　ユニスは腕を伸ばして、必死に俺から離れようとする。

　少しでも俺から距離をとろうとするならば、すかさず自らに引き寄せた。

「くほぉ！　奥ぅぅぅ！　奥に当たるぅぅぅ！」

　五回目の射精をする。

「ユニスさま、今のが五回目です」

「ごきゃいめ……？　あ、はっ♪　さ、最高記録だねっ！　ん、はぁああ……！」

　舌を出しながら話しているため、何を言っているのかわかりづらくなってしまっている。

　だが俺はさらに腰の動きを加速させた。
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「えぐ、あん、んぅ、はあ、あんっ！　ら、らめ……らめ……らめ……！」

「六回目も気持ちいいだろ？」

「何が……どうなって、いりゅ、のか……わかりゃな、い……！」

　ユニスは首を左右に振って、抵抗しようとする。

　先ほどから身体に魔力を感じるが、おそらくユニスが俺を吹き飛ばそうとしているのだろう。

「さて、六回目の射精だ」

「りょ、きゃい、め……？」

「出してやる……！」

「ああ、ああっ、あっ、ああっ、あっあっ、あっ！　待って、待ってぇぇぇ！　もうダメぇぇぇ！」

　気持ちいいのか、ユニスの膣内が痙攣してきた。

　これは絶頂を迎える寸前ということ。

「イクのか、ユニス？」

「イク、イクのぉ……あらひ、イっひゃう……っ！」

　レオナとヤリーナが、うまいこと先に相手したことも理由があるのだろう。

　快感を調整することができるユニスが果てる瞬間だ。

「イク、イク、イクゥゥ！　イっひゃうっ！　イっひゃうのぉぉ！」

「六回目の射精だ。受け止めろよ」

「ああああ、イっっくうううぅうううぅぅうぅううぅっ!!」

　ドクン、ドクドクドク、ドックンッ!!

　大量の精液がユニスの膣内に注ぎ込まれていく。

　さすがに連続で六回も精液を放ってしまったので、彼女の膣から白い液が溢れてしまっていた。

「あ、ひぃ……！　これが異世界人のちんぽぉ……！」

　ぐったりとユニス。

　彼女はもう終わりと考えているのだろう。少し安堵の表情を浮かべている。

「まだ終わりじゃないぞ。これから本番だ」

　俺は黒い笑みを浮かべていた。
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「うぐぅぅぅうぅ！　イッグゥゥゥゥウゥ!!」

　これで何回目になるか……。俺はメリアの方を見た。

「今ので３５８回目の絶頂です」

　その間、俺はユニスをバックでひたすら突きまくった。十回を超える頃には声がかすれてしまい、百回を超えるときは顔中の穴という穴から体液が溢れだしていた。

　二百回を超えると三回突くだけでイクようになり、三百回を超えると尻の穴まで開くようになってしまった。

「気持ちいいことが好きなんだろ？　こんなに絶頂して最高だな」

「お、う……。あ、あっ、あぁー……！」

　もはや言葉すら発することができなくなってしまった。

　ユニスは白目を向いて、だらしなく舌を出したまま。

　しかも、あれがまた大きくなり始めたのだ。

　ユニスの身体とは不釣り合いの──巨大な肉棒。

　魔力の暴走か単なる興奮による作用なのかは知らないが、赤黒くなった肉棒が雄々しく勃起している。

「レオナ、ヤリーナ……そろそろ起きろ」

　俺は気絶している彼女たちを、魔法を使って目覚めさせた。

「あ、主……」

「リュウさま……！」

　俺は腰を振りながら、

「ご苦労だったな、ふたりとも。お前たちが魔女の相手をしてくれたから、こうして魔女をハメることができた」

　俺が労うとふたりは嬉しそうに笑った。

「最後の仕上げとして、お前たちにも手伝ってもらいたい。できるか？」

「なんだ、主？　私に何がしてほしい？」

「レオナ、お前は魔女の肉棒に口淫をしろ。激しく、イっても口から離すな」

「わ、わかった……！」

　レオナは素直に返事をしてくれた。

「あたいは、どうすればいい？」

「ヤリーナはユニスの乳を揉んだり吸ったりしろ。多少痛みを与えても問題ない」

「任せな」

　さすが俺に従順なふたりだ。すぐに行動してくれた。

「あ、主のもの並に大きい……。だが……！」

　レオナはこれでもかと口を大きく開けると、ユニスの肉棒にしゃぶりついた。

「うほぉ!?」

　まるでゴリラのような悲鳴を上げるユニス。

　いきなりフェラチオをされてしまい、魔女の身体がビクビク震えていた。

「じゅぼ、じゅぼっ、じゅぼぼっ！」

「いいぞ、レオナ。いい音だ……！」

「ありがとう、主。じゅぼ、ごぼっ、ぼっ！」

　頬を窄ませるバキューム。

　レオナの得意技をユニスに繰り出しているのだろう。

　ユニスはさらに身体を反らせ、嬌声を張り上げた。

「あんぅ、あぉぉ、オオ、オォオオォ」

　女の声とは思えないほど野太く、汚いものだ。

　快楽を与え過ぎると、これほどまで狂ってしまうのか。

「メリア、何回目だ？」

「今は……４３７回目です」

　あれから大して時間は経っていないが、結構イってしまったみたいだな。しかも、レオナにフェラチオまでされているのだから、もっとスピードが加速していくだろう。

「リュウさま、あたいもいるから」

　俺はヤリーナがやりやすいように、ユニスの腕を持ってさらに身体を仰け反らせた。

　ユニスの胸が吸いやすくなったところで、ヤリーナが愛撫していく。

「え、ぐ、おぐ……イグ、イグイグイグイグイグ……！」

「どう？　あたいの胸揉みは？」

「素晴らしいぞ、ヤリーナ。もっと続けろ」

　さすがにこの光景に耐えられなくなってきたのか、数えながらメリアも股を開いてオナニーを始めてしまった。

　それもそうだろう。

　目の前にバックで突かれている女、そして股間から生える肉棒をフェラしている者がいて、さらには美しい胸まで愛撫されているのだ。なかなかの光景だ。

　ここまで乱れていることも、よいと言える。

「イグ、イグ、イってる……！　ぐぅ、えぐ、んぇ……！」

　そして、ユニスの方はわけがわからなくなっている。

　俺も適度には射精をしているため、彼女の身体は精液まみれになってしまっていた。

「ユニス、今までお前がしたことを覚えているか？」

「えぐ、お、おおぉぉ……！　おほぉぉ……！」

　聞いているのか、耳に入っていないのかすらわからない。

　だが、俺は話を続けていった。

「確かお前がイカせた男は五百人だったな。もうすぐその数字に近づくぞ」

　メリアを見ると、数を教えてくれた。

「あん、今は４９６回目で……です。んぅ！」

　ユニスの方はとうとう声すらも出せなくなった。

　ただ、喉だけが鳴っている。

「……ぐッ！　……ぐッ！　……ぐッ!!」

　このままだと呼吸ができなくて死んでしまうかもしれないな。ま、それもいいだろう。

　ひとまず俺は魔女に勝ち、秘宝さえ手に入れることができればいいのだと思い始めていた。

　メリアがいれば、けっこう魔族も動かせそうだしな。

「さて、４９９回目……あと一回イったらおしまいだ。最後は一緒にイってもらうぞ」

　俺はユニスの尻を鷲掴みにし、左右に開いてやった。

　力の入らない肛門がパクパクと開閉を繰り返している。

　レオナやヤリーナも吸引をさらに強くしていった。

「出すぞ……！　魔女よ、俺の女になれ！」

　思いっきり尻を自らに寄せ、俺は特濃精液を放出した。

　ビュルルルルルルルルルルル!!

「──オオオオオオオ!!」

　まるで咆哮のようにユニスは雄叫びを上げた。あまりにでかい声のせいで宮殿がミシミシと揺れている。

「ふぅ……」

　射精を終えた俺は、ユニスの膣から肉棒を抜いた。

　肉棒を抜いたと同時に、ユニスはその場に倒れ込む。

　レオナたちも愛撫を終え、ぐったりと座り込んでいた。

「ば、化け物……おかひい、あらひ……あ、へ……！」

　全ての力が抜けてしまったのか、白目を向いてピクピクと痙攣している。

　肉棒もふやけてしまい、うなだれていた。

「ユニス、俺は誰だ？」

　俺が問いかけるとユニスは答えた。

「あなたは……王……あへぇ……王、なのぉ……！」

「秘宝をもらってもいいか？」

「あげるよぉ……。こんなきもひいいこと……されたら、あひぃ……！」

「俺の女になると誓え」

「誓いま、しゅ……！」

　そのまま気絶してしまったユニス。オナニーを終えたメリアが言う。

「はぁはぁ……ユニスさまはこれであなたのもの。ここまで完膚なきまでに屈してしまったら抵抗することもないでしょう」

「だろうな」

「もう魔族はあなたの声で動きます」

「ククク、秘宝以外にもほしかったものを、手に入れることができたわけだ」

　それは軍隊。

　世界最大の国、フォルツァンドを落とすために必要なものだ。
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「この席も悪くないな」

　俺は宮殿にある玉座に座っていた。

　目の前にはひざまずいた魔女ユニスの姿があった。

「えっと、その……あなたさまをあたしは……」

「できないのに硬い言葉でしゃべろうとするな。楽にしろ」

「オ、オッケー！」

　ユニスは「ふぅ」と額の汗を拭っていた。

「異世界人ってどうかしてるよ～！　あたし、あれから三日間、気絶していたんだよっ」

「イキまくったお前のせいだ」

「あたし、イクの調整できるんだけど……どっちかっていうと、お兄ちゃんがすごいからだと思う」

「お兄ちゃん……？」

　思わず聞き返してしまった。そういえば、あのときも言っていたような気がするな。

「ふぇ？　お兄ちゃんじゃヤダ？」

「お前は俺の兄でもなんでもないぞ」

「ならば、旦那さん？」

　そう言うと周りにいた女たちが騒ぎ出した。

「あ、主はそういったものはつくらないんだ！」

「ユニスさま、抜けがけは許しませんよ」

「あたいは全ての財をリュウさまに捧げている。あたいこそが……！」

　まったくうるさい連中だ。

　俺が肩をすくめていると、

「うふふ。モテモテね、リュウ」

　隣りにいるアイシャが囁いてきた。

「黙っていろ。それに面倒だから、ユニス、お前も俺のことは好きに呼べ」

「りょ～かい、お兄ちゃん！」

　そんなわけで魔女ユニスの攻略は終わった。

「でも、お兄ちゃん……こんなに可愛い子たちがたくさんいて、どうしてひとりを選ばないの？」

「……」

　俺は何も言わずに黙っていた。

　というか、まさかそんな質問をされる日が来るとは思ってもみなかったのだ。

　さすがは無邪気な魔女というところか。見た目としてもこの中でユニスが一番幼く見えるしな。

「主……私もそれを知りたい」

「あたいも！」

　レオナとヤリーナも乗っかってきた。

「お前たち……そういうのは」

「私も知りたいわね」

　とアイシャ。

　なんでお前が乗ってくる……？　アイシャはこの中ならまともな方ではなかったのか!?

「何の話をしている……？」

「リュウ、わからないの？　正妻の話よ」

「正妻……」

　今まで考えたこともなかった。

「……ふっ」

　俺はにやりと笑みを浮かべる。

「俺にとって女とは欲望を晴らすための存在にすぎない。そこに順位などないのだ」

　俺が言うと、女たちはみなジト目で俺のことを見つめていた。

　納得いっていないというのか……？

「……リュウ、今日のところはその答えで見逃してあげるわ」

　ちっ、誤魔化すことはできないか。

　まあ、俺の言葉は嘘ではないから、引くことはできないが。

「あたしはお兄ちゃんの奴隷でいい！　お兄ちゃんと一緒にて毎日のようにエッチできるなら！」

「私も主の奴隷……いや、性奴隷だ。好きなだけ私の身体を使ってくれていい」

「あたいも同じ。身も心もあんたに奪われてしまったからね」

「ユニスさまのおっしゃるとおりです。サキュバスである私をここまで夢中にさせるとは……さすがです！」

「ああ、それでいい。お前たちは俺の奴隷だ」

　俺は言葉を続ける。

「奴隷と言っても俺はお前たちの欲求を叶える。それが約束だ……！」

　俺が言うと、みんなは大きく頷いた。

「ふふ、奴隷ハーレムが着々と広がっていくわね」

「アイシャ、この状況を楽しんでいるな……？」

「あら、私はいつも楽しいことが好きなのよ。当たり前じゃない」

　まったく、一番食えない奴だ。

「お前たち、俺と共に来る意味、わかっているな？」

　そう尋ねると、各々が首を縦に振った。

「俺たちはこれからフォルツァンドを落とす。向かうは首都だ」

　さて、次は女帝を俺の女にしてやる。

　ククク、先が楽しみだ。
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　異世界に来て俺が思ったこと──それは、やはり女は素晴らしいということだ。

　どんな女もまるで奴隷のように俺のことを愛している。

　たとえば……。

「じゅぷ、じゅぶ、ちゅるるる……ねえ、お兄ちゃん？　あたしのお口、気持ちいい？」

　俺の肉棒をおいしそうにしゃぶっているのはユニス。エロスの権化ということもあり、さすがの舌使いだった。

　ねっとりと唾液を絡めた舌先で俺のカリ首をなぶるように舐めまわし、さらに喉奥にまで飲み込みバキュームしているのだ。卑猥な水音を聞いているだけでも精液が込み上げてくるような気がする。

「主……私もいるぞ」

　ユニスに対抗心を燃やしているのは、女騎士レオナ。彼女は俺の睾丸に吸い付き、熱いキスをしている。敏感な部分であることはしっかりと教えているので、丁寧に舌の上で転がしながら優しくすすいでいる。

　ユニスが肉棒を丸呑みにしているからくやしくて、金玉を愛撫しているのだろう。ユニスの方も誰にも渡したくないから、喉奥までディープスロートしているのだと思う。

「じゅぼぼぼっ！　ぼぶぅぅぅ！」

「れろれろれろ……れろろろろ……！」

　ふたりの美少女が俺の下半身に奉仕をしていると思うと、どんどん興奮してきてしまう。

　彼女たちはすっかり俺の虜となっていた。

「レオナ～、お兄ちゃんのタマタマ、ちゃんと気持ちよくしてよね～？」

「くっ、この魔女がっ！　主の肉棒を独り占めにして！」

「お前たち、しゃべっている暇があれば奉仕し続けろ。なあ、ヤリーナ？」

　ユニスとレオナをいなしながら、ヤリーナに言葉をかける。

　女商人は俺の背後に周り、肛門を舐めていた。

「れろ、じゅぼ……れろろろろ……！　あたい、舌はどうだい？　ケツ穴も気持ちいいだろ？」

　正直なところ尻を舐められるような趣味はないのだが、ヤリーナの舌使いが上手であるため気持ちよかった。濡れた舌先を尖らせ、無理がないようにほじくっていく。意外と敏感な部分であるため触れられるだけで心地よいが、尻穴という汚い部分をプライドの高い女商人が舐めていることに強い快感を覚えるんだ。

　俺が命令したわけでもなく、俺を気持ちよくするために奉仕してくる。これが俺に惚れた女の行動だ。

「リュウさま、私もいます……。下半身はもう愛撫するところがありませんから……」

　俺の上半身に近づいてくるのはサキュバスのメリア。ユニスに仕える彼女であるが、俺の身体が忘れられないらしく、すっかりメロメロになっている。

「乳首に……キスさせていただきすね」

　サキュバスは俺の乳首に口づけをして、そのまま舌先で舐め回してきた。しかも、豊満なバストを密着させるようにしてくるので、柔肉が当たっている。舐めていない方の乳首も指の腹で撫でているので、俺は全身を愛撫されている状況である。

　ここにいる女たちは贔屓目なしで見ても美人。

　そんな女たちを俺は自分のものとし、まるで奴隷のように奉仕させているのだ。最高の気分である。

「ふふ、悪い笑みを浮かべているわね」

　すっと後ろから現れたのは神子アイシャ。俺の顔に白く細い腕を回し、絡みついてくる。メリア以上に俺に密着してくるため、背中にアイシャの巨乳が当たっているのがわかる。

「本当に面白い人に能力を与えたわ……」

　妖艶な笑みを浮かべながら、アイシャが俺の唇に吸い付いてきた。舌と舌を絡めながら、お互いに唾液を撒き散らすように激しいキスをしていく。

「じゅぶ……ちゅるるる……本当にキスも上手になって……」

「毎日、お前と……いや、お前たちとしているからな」

「これだけ多くの美女に囲まれてあなたは幸せね」

　言葉だけ見ると楽観的なセリフであるが、その口調はどこか不満気な感じであった。

「嫉妬しているのか？　俺を独占することができなくて」

「──ッ！」

　俺が指摘すると、アイシャは頬を染めた。

　恥ずかしがっているのを誤魔化すように、彼女はさらに舌を絡めてきたのだった。

「リュウ……ちゅぱぱ、れろれろ、あなたは最高の男よ……！」

「ふっ、お前に褒められると嬉しいな」

「舌を吸ってあげるわね……！」

　そう言って彼女は、舌を吸い上げてきた。何度も出し入れされてしまうと、俺の肉棒も震えてくる。

「ふふ、感じているみたいね」

「淫乱め」

　俺とアイシャが話していると、

「あー！　お兄ちゃん、アイシャとばっかり話してるーっ！」

「主、私たちには奉仕し続けろと言ったではないか」

「あたいが一生懸命、頑張っているにの……！」

「リュウさま、いかがなものかと」

　他の女たちが喚き出だしてきた。

　その光景が面白いのかアイシャがクスクスと笑っている。

「仕方ないじゃない、私が正妻なんだから」

『正妻!?』

　この言葉に全員が反応する。

「アイシャ、火に油を注ぐようなことを言うな」

「楽しくなるでしょ？　さ、リュウ……十分、勃起していることだし、私とエッチしましょ♪　正妻である私と」

「お、おい……」

　アイシャが俺の腕を引いて、ベッドに方に向かっていく。

「ちょっと待って、あたしも～！」

　ユニスに続くように、他の女たちもベッドに集まってきた。

「リュウ……来て」

　アイシャはベッドの上で四つん這いになると尻を高く持ち上げた。自ら膣をくぱぁと広げて見せつけてくる。

　……いきなりバックで挿入してほしいとは、こいつもムラムラして止まらないんだろうな。

「入れるぞ、アイシャ」

　俺も我慢できないので、彼女の膣に挿入をした。

　ヌプヌプと音を立てながら、すぐに彼女の膣に飲み込まれていってしまう。

「んぐぅ……！　あ、相変わらずの大きさね……ッ！」

「入れただけで軽くイってしまったか？」

「く、くやしいけど……！」

　俺が腰を振ろうとすると、

「お兄ちゃん、あたしも！」

「主！　私も！」

　ユニスとレオナも同じように四つん這いになった。

「やれやれ……」

　俺は肩をすくめながら、彼女たちの膣に手を伸ばす。すでにトロトロになっているらしく、すぐに奥まで入れることができた。

「あんっ！　お兄ちゃんのおちんちんがよかったけど……指もいいかもっ」

「き、気持ちいい……主の指……感じてしまう」

　くちゃくちゃと音を立てながら激しく撹拌していく。

　すると、ヤリーナとメリアも近づきて、それぞれ俺に密着してきた。

「あたいのおっぱいを吸って」

「リュウさま……私はまた乳首を愛撫します……」

　俺はヤリーナの爆乳に吸い付き、メリアは俺の乳首を舐め始めた。

　女たちの喘ぎ声と卑猥な水音が部屋に響いていく。

「リュウ……リュウ……！　す、すごいのっ！　腰……速すぎ……！」

「お、お兄ちゃぁぁん！　あたしのおまんこ、くちゅくちゅしてるのぉぉぉ！　あんぅぅう！」

　俺は手マンと腰振りを同時に行っていった。

　そうすると、女たちは面白いように、悶えているのだった。

「さ、さすがだわ……リュウ。あんうぅ！　き、気持ちいい……！」

「俺の正妻ならなら、ちゃんと我慢しないとな」

「む、難しい……かもっ。あなたのおちんちん、本当に凶暴なんだもの」

　俺が「正妻」と言ったことに反応したのか、他の女たちも声を出した。

「ふぁんぅぅ！　あ、主……我慢すれば……イクのを我慢すれば正妻してくれるのか!?」

「誰もそんなことは……」

「お兄ちゃん、それホント!?　あたし、ああんんう！　イ、イキそうだけど……はぁはぁ……！　が、我慢するね」

　やれやれ、どうしたらそんなふうに解釈するのか。

　まあ、俺としては女たちがイクのを我慢しているのを見ているのは面白いが。膣中がビクビク動いているし、肛門が開閉を繰り替えてしている。

　こんな下品な動きを見せながら、必死になっていると考えると面白いな。

「あ、あたい……胸だけで……！　くぅぅ！」

「リュウさま、私は逆にあなたをイカせてあげますね」

　メリアは俺の乳首を舐めたり、甘噛してきたりした。

　敏感な部分を刺激されてしまうと、俺としても射精感が高まってくるのだった。

「リュ、リュウ……おちんちんが、大きくなってきてるわ……！」

「好きだろ？」

「このままだと……私の中が裂けちゃいそう……！」

　そんなことを言っていると、ユニスが、

「ふーん。だったらあたしと変わる？」

　と聞いてきた。

「結構よ……。リュウのおちんちんは私のものなんだから……！」

「ずるーい！　ご主人さまのおちんちんはあたしのだよっ」

「気にするな、ユニス」

　俺はそう言って、続けた。

「ふぇ？」

「アイシャがイったらお前にも挿入してやる」
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「ホント!?」

「ああ」

「やったー！」

　ユニスが目を輝かせて喜んでいる。

　俺を見たアイシャは、

「なら、私がイカなければ永久に入れてもらえるのね」

　にやりと笑みを浮かべた。

　まったく……あげ足を取るようなことを。

「そうだな。イカなければいいぞ」

「あなたの精液をカラカラにしてあげるわ！」

「どうかな？」

　すでにイキそうになっているクセに強がるアイシャ。

　そういったところも可愛らしいと思うが、俺にも余裕はない。

　さらにピストンを加速させていった。

「くはっ！　んふぁあっ！　ああああっ！」

「アイシャ、声が大きくなっているぞ？」

「あっ、あっ、あっ！　そ、そんなこと……ない、わ！」

「一番深いところに突き刺してやる！」

「ちょ、ちょっと！　そ、それは……くほぉ!?」

　おもいっきり子宮を突き上げた。

　アイシャは仰け反りながら、天井に顎を突き出している。

「あ、危なかった……わ」

　嘘つけ、イっただろ、とツッコミを入れたいところだが、彼女の名誉のために何も言わないでおこう。

　他の女たちを見ると、余裕がないみたいだしな。

　さて、

「そろそろイクぞ……」

　俺がそう言うと、みんなが頷いた。

「いいわ、リュウ。いっぱい出しなさい」

「お兄ちゃんの指だけでイカされちゃうよぉぉ！」

「主、私はもう……！　ゆ、指だけでイってしまいそうです……！」

「あ、あたいなんて……おっぱい吸われただけで……」

「リュウさまの射精……お手伝いさせていただきますね」

　仕方ない奴らだ。ラストスパートといくか。

　俺はさらに愛撫を強くしていった。

「リュウさま、私……舌だけで……舌だけで感じてます。乳首、舐めているだけでも気持ちいいんです」

「吸われてる……あたしの乳首、ビリビリしてるよ……っ！」

　俺は言った。

「お前たち、一斉にイクぞ」

　そう言うと、女たちが嬉しそうに笑みを浮かべた。

　どうやら俺がイクのを待っていたらしい。

　俺は腰のピストンを加速させ、アイシャの膣内を攻めていく。

　強烈な締め付けにより、精液が込み上がっていくのがわかった。

「そろそろ出すぞ」

　女たちも余裕がないようだった。

　それぞれ手マンを激しくし、乳房も強く吸い上げていく。

「はふぁんっ！　イクぅぅぅ！　お兄ちゃん！　イっちゃうのぉぉぉぉぉ!!」

「ダメだ、主……私も……私も……！　う……ぉぉ……おおぉ……！」

「……サキュバスである私がキスだけで……。さすがですリュウさま……。ん……ふぅ……ッ！」

「あたいも乳首だけで……乳首だけで……イ、イク……！」

　俺の肉棒もさらに大きくなっている。

　アイシャも仰け反り、さらに膣内が締まってきた。

「出すぞ」

　思いっきり奥まで突っ込むと一斉に、

『イックぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!』

　叫びながら全員がイってしまった。

　俺はペニスを引き抜き、その場に座り込む。

　すると、他の女たちも疲れてしまったのか、肩で息をしながら倒れ込んでいた。

「ふふ……」

　俺は思わず笑みを浮かべた。真っ裸になった美女たちが、俺の身体を欲し、狂ったようにセックスしているのだ。どの女も荒く呼吸をしながら、満足したような表情を浮かべていた。

「はぁはぁ……リュウ、正妻は誰にするの？」

「お兄ちゃん、あたしも気になる！」

　それは、レオナたちも同じようだった。

「そうだな……」

　俺が呟くと、女たちは興味津々で耳を傾けていた。

「俺を楽しませてくれる奴だな」

　そう言うと、「誰よそれ!?」となったので、俺はくすくすと笑っていた。

「わかっただろ、お前たち？　俺のものになりたいのなら、これからもしっかり奉仕するんだぞ」

　もう一回、セックスするために俺は女たちを近くに集めた。そして、

「俺の女になれば毎日こういうことをしてやる……！」

　俺がそう言うと女たちは喜んでいた。










あとがき







　初めまして、大石ねがいと申します。この度は拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　この作品は、もともとＷＥＢ小説として投稿しておりました。書籍化なんてことは夢に見ることもなく、ただ自分の書きたい作品を書いていただけなのですが、こうして出版のお話をいただくことができ、せっかくのチャンスだと思い、出版させていただくことにしました。

　こうして出版の機会に恵まれたのは、ＷＥＢにて私のことを応援してくれた方々がいたからだと思います。まずは、お礼申し上げます。

　また、本の方から入っていただいた方、いかがでしょうか？

　まだまだ稚拙な作品ではありますが、ぜひとも楽しんでいただければ幸いです。

　ＷＥＢでは最新話まで更新されておりますので、気になった方はタイトルを検索していただければと思います。

　さて、書籍化に当たり、やはり一番嬉しいのはイラストが付くことではないでしょうか。

　本文を見てもわかるとおり、あまりキャラのイメージを明確には書いていなかったのですが、ここまで素晴らしいキャラに仕上げていただき、イラストレーターのもねてぃさんには大変頭が下がる思いであります。

　その中でも、実はアイシャのイメージだけは本当に湧かなく、困っていたのですが、妖艶で美しく、素敵なデザインになっており、執筆をする上でも書きやすくなった思い出があります。

　もう一つ、嬉しいこと。

　それは、キングノベルスの創刊ラインナップに加えさせていただいたことです。創刊ラインナップは、どのレーベルも一回のみだけです。とてもレアです！

　完全に運の問題だと思うので、もし残りの人生の運を使い切ってしまっているとしたら……まあ、それも良いでしょう（笑）。




　それでは謝辞に参りたいと思います。

　この作品を見つけて下さいました担当様、誠にありがとうございます。担当様が見つけなかったら一生、書籍化なんてしなかったでしょう。大変感謝しております。

　イラストを担当して下さいましたもねてぃさん。かなり人気のイラストレーターさんということで、私も存じあげていたのですが、そんな方にイラストを書いてもらうなど今でも冗談のように思います。キャラも多く大変だったかなと思いますが、何かありましたらよろしくお願いします。

　そして、ＷＥＢで応援して下さった方々。本としてどこまで、ＷＥＢでもどこまで連載できるかわかりませんが、物語はまだまだ続く予定ですのでこれからも応援していただければ幸いです。

　最後に、ここまで読んでくれた読者の方々。少しでも楽しんでいただけたのなら嬉しく思います。

　紙面も尽きたようですので、ここまで。ありがとうございました！


二〇一五年十一月　大石ねがい
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第　三　章　女帝エレナイラ

　　　一話　女帝エレナイラの性趣味

　　　二話　女帝エレナイラは変態

　　　三話　神子アイシャとお風呂で

　　　四話　魔女ユニスと淫夢メリアと連結後背位

　　　五話　女騎士レオナと女商人ヤリーナのＷパイズリ

　　　六話　いざ首都へ

　　　七話　侵攻

　　　八話　女執事セリアを後ろから

　　　九話　女執事セリアのお掃除フェラ

　　　十話　ＶＳ女帝エレナイラ

　　十一話　女帝エレナイラの身体を弄ぶ

　　十二話　女帝エレナイラ、改変

　　十三話　女帝エレナイラの堕落

　　十四話　フォルツァンドのその後とこれから




第　四　章　巫女シズク

　　　一話　秘宝『未来鏡』

　　　二話　痴女になろう！

　　　三話　巫女、痴女になる

　　　四話　いざ海賊船へ

　　　五話　女海賊ブリジット

　　　六話　女海賊ブリジットのパイズリ

　　　七話　女海賊ブリジットの騎乗位

　　　八話　正常位で犯す

　　　九話　ジャポネルに到着

　　　十話　痴女、登場

　　十一話　ユニスによる痴女教育

　　十二話　シズクの堕落

　　十三話　巫女の秘宝と新天地




第　五　章　聖女オリヴィア

　　　一話　聖女オリヴィア

　　　二話　エルフの森へ

　　　三話　妖精ユーシュのフェラチオ

　　　四話　妖精ユーシュを駅弁で

　　　五話　妖精ユーシュの騎乗位

　　　六話　ＶＳオリヴィア

　　　七話　オリヴィア逃走

　　　八話　オリヴィア、我慢できない

　　　九話　オリヴィアを調教

　　　十話　エルフ、絶望







書き下ろし番外編　エルフの森の大乱交
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　女帝エレナイラ・ライラ・フォルツァンド──。

　彼女は世界でもっとも大きな国家を支配する、人間の女王。その冷徹な振る舞いと圧倒的な剣技、そして政治的手腕により人々から支持を受けている存在であった。

　フォルツァンドを支配する彼女には何も怖いものなどない。

　あるのは絶対的な自信のみ。

「夜風が気持ちいいな」

　国の中心である首都。さらにその真ん中にそびえ立つ巨大な城のテラスで、エレナイラは夜の街を見下ろしていた。

「こうして世界が平和なのも、エレナイラさまのおかげというものです」

　きりっとした風貌に、凛々しい声で話すのはエレナイラの側近中の側近である女執事セリア。

　はるか昔よりフォルツァンドの女王に仕えるのはメイドではなく、執事になっていた。

　それが伝統的であるため、男装していることを誰もおかしいとは思わない。

「この世界には、いらないものがたくさん存在する」

「男ですね」

「男は常に争いの火種をつくる。男が機能しなくなるだけで、世界はこうも平和になる」

　エレナイラには幼い頃の教育により、女尊男卑の考えが強く根付いている。

　男は決められた時間以外に首都を出歩くことは禁止されているし、性交も許可制となっていた。

　こうした徹底した政策により、彼女は女性たちの地位を向上させていたのだ。

　城に仕える者は女性しかいなくて、城を守る兵士も女性のみ。

　魔力のせいで女性のほうが優秀であることは間違いないのだが、それでも先代まではちらほら男の姿が城内にもあった。しかし、今はまったくその姿を見かけない。

　それもこれも、エレナイラが大の男嫌いであるからだ。

　もはや視界にすら入れたくないほどである。

「エレナイラさま、そろそろ夜が深まります。お身体が冷える前にお部屋に戻られては」

「そうだな」

　セリアの言葉を受け、エレナイラは部屋の中に戻った。

「温かい紅茶を入れて参りました」

「ありがとう」

　ベッドに腰をかけながら、エレナイラは紅茶をすする。

「さすがに優秀だな、セリアは。我われが部屋に戻るタイミングを計算して茶を淹れていたとは」

「エレナイラさまのお役に立つことが私の使命ですから」

「なるほど」

　そのときだった。エレナイラの部屋の扉をノックする音が聞こえた。セリアが扉を開け、応対する。

「エレナイラさまはこれから就寝だ。音を立てるな」

「セリアさま、急ぎお伝えせねばならないことが……」

「何……？」

　慌てた様子の使用人から話を聞いたセリアは、「わかった」とだけ言って扉を閉める。

　深呼吸をして息を整えると、エレナイラのもとに向かう。

「何があった？」

「はっ。魔族の国にもっとも近い街にて、おかしな事態が発生したと」

「そこはヤリーナが統治しているはずだろう」

　ヤリーナは貴族でも王族でもないのに、一つの街を任されている変わり種の商人だ。

　それは、彼女の経済力や商売に対する執念をエレナイラが認めてのものだった。本来なら違法な人身売買を、男限定で行なうことを許されている。ヤリーナが男に対して、あからさまな嫌悪を抱いていることも、エレナイラの信任を得る理由となっていた。

　つまりは、女帝お気に入りの人材なのだ。

「セリア、詳しく話せ」

「まだ状況を把握しておりませんが、街の女たちがおかしな行動を取り始めたと……」

「おかしな行動だと……？」

「誰も彼もがひとりの男の名前を、うっとりとした表情でずっと呟いているらしいのです」

「どういうことだ？」

　街中で男の名前を口にするなど、フォルツァンドに住んでいる女なら絶対にするはずがない。

　確かにおかしな事態であると頷ける。

「しかも、急に女たちの様子がおかしくなったらしいのです」

「急に……」

　ますます意味がわからない。

「そして、その男の名前は──リュウ。そう呼ばれているらしいのです」

「くっ……！」

　男の名前を聞いてエレナイラは顔を歪めた。

「男の名など、我は聞きたくない！」

「申し訳ございません、エレナイラさま」

　名前ですら嫌悪感を抱くくらいに、エレナイラは男というものが嫌いだった。

「いや、気にするな。セリアはただ報告をしただけだ。だが、気になることがある……」

「その男のことですね」

「姿を見た者はいないのか？」

「それらしき人物は目星がついているのですが、あまり近づくことができなかったそうです」

「そうか……」

　手がかりは薄い。

（どんな男かは知らんが、我の国で自由に歩き回っている男がいるらしいとは……！）

　そんなことは許せなかった。

　嫌な気分になるときは女──セリアに慰めてもらうのが一番である。

　エレナイラは女執事のほうを見た。

「セリア、気分が悪くなった。いつものをしてくれるか？」

「はっ、もちろんでございます」

　エレナイラはベッドの上に脚を乗せると、そのまま大きく開いていった。

　セリアはその美脚の間……女帝の股に顔を埋めていく。

「失礼します……」

　ショーツを脱がすと、秘部が露わになった。

「相変わらずお美しいです……」

「世辞はいい。早く舐めろ」

「はい……」

　セリアはエレナイラの秘裂をくちりと開き、膣に舌を這わしていった。

「ん……やはり女が一番だ……」

「ペロペロ、ペロペロ……。エレナイラさま、どうですか？」

「エレナと呼べ、セリア。こうしているときは愛称で呼んでくれと言ったはずだろう」

「そうでした。申し訳ございません、エレナさま」

　セリアは再び舐め始める。

　エレナイラは敏感な身体をしているため、優しく舐めてあげないとすぐに陰核に痛みを発してしまうのだ。それを知っているセリアは繊細な舌使いで愛撫していく。

「ん、ふぁ……いいぞ、セリア」

「エレナさまの陰核が硬くなってきました」
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「セリアは本当に上手だ。すぐに勃起してしまう」

　勃起したならば、今度は皮を剥いてやる番である。

　舌と指を使って、周りから順番にヒダを動かしていき、クリトリスを露出させる。

「エレナさまのお顔……見えてきました」

「キスを……キスをしてくれ……んふぁ……」

「はい。……ちゅっ」

　セリアが唇を尖らせて、口づけをするとエレナイラはビクンと動いた。

「はぁはぁ……気持ちいい。もっと……もっと……！」

　急かされるように言ってくるので、セリアは舌先だけではなく、粘膜全体を使って舐めまわした。

　口の中に陰核を含んで、そのまま刺激していく。

「くっ、はぁ……！　あん、あああっ！」

「エレナさま、感じていますか？」

「いい、いいぞ……セリア。もっと強く……強く……！」

　そうリクエストされて、セリアは唇を尖らせた。そして、勢い良く吸い上げていく。

「ちゅううううう……！」

　剥いた陰核を吸引すると、エレナイラはさらに小刻みに震え始めた。

「あっ、あっ、あっ……！　気持ち……いい！」

「ちゅぱ、れろれろ、ちゅぱぱぱっ！」

　吸い上げたり、舐めたりを何度も繰り返していく。

　エレナイラは顎を上に向け、さらに脚を広げていった。

「セ、セリア……もうイキ、そうだ……！」

「かしこまりました」

「はぁん、はぁはぁ……。で、出る……出る……！」

「かまいません。お出しになって下さい」

　エレナイラが手を伸ばして、セリアの手のひらと重ねてきた。

　指先に力が入っていることから、もう絶頂する寸前であることがわかった。

「だ、出すぞ……セリア」

「はい……」

「はぁん、うう、ううう……うううっ!!」

　ぷしゃ、ぷしゃあああああっ！　音を立て、たくさんの量の潮がセリアにかかっていく。

「あん、くはぁ……あっ、あっ……！」

「いっぱい出ましたね、エレナさま」

　噴水のように何度も潮を吹き出し、ベッドの周りはあっという間に水浸しになってしまった。

「すっきりされましたか？」

「はぁはぁ……よかったぞ。とても気持ちよかった」

　だが、エレナイラの性欲は強い。こんなことでは満足することができない。

「セリア、もっと舐めてくれるな？」

　エレナイラは尻の穴を広げたのだった。
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　女帝の肛門を見せつけられ、セリアは小さく笑みを浮かべた。

「エレナさまのお身体なら、どんなところでお舐めします」

　エレナイラは四つん這いになると、自ら尻房を広げていった。肉付きのいい美尻で、肛門の周りには産毛一本すらない。

　セリアは彼女の尻に顔を近づけると、舐める態勢を整えた。

「セリア、まずはお尻の匂いを嗅げ」

　女帝エレナイラは誰しもが恐れる存在。それは、見た目のオーラや強い剣技があるから。

　そして、強さと凛々しさを兼ね揃えているため、多くの人の支持を受けているのだ。

　だが、彼女は──変態であった。

　男嫌いという部分が屈折してしまい、女の子を大好きになり、さらには肛門までいじられることを快感としていた。もちろん、エレナイラの性癖を知っているのは世界中を探してもセリアだけ。絶対的な信頼を置いているため、セリアにお願いしているのだ。もしこれが国民にバレてしまったらとんでもない事態となってしまう。

「エレナさま、行きますね」

　鼻を肛門の近くに置いて、セリアは思いっきり匂いを嗅いでいった。

「すぅぅぅぅ……」

「どう？」

　エレナイラが聞くと、セリアは笑って答えた。

「とてもいい匂いです」

　肛門は汚いように感じられるが、エレナイラの尻穴は少し汗の匂いがするだけだった。その汗の匂いすらも、類い希な美貌を持つ女性から放たれると、爽やかな匂いになるのだ。

「もっと……もっと……吸いさない……」

「すぅぅぅぅ……すぅぅぅぅ……すぅぅぅぅ……」

　エレナイラに言われたとおり何度も呼吸を繰り返していく。

　女帝は吸われるだけでも感じているらしく、尻穴をヒクヒクさせていた。

「吐く息が敏感なところに当たって……感じてしまう」

「エレナさまのお尻の穴……美しいです」

　セリアのほうもうっとりしてきた。そう、彼女も変態の素質があった。

「ここから汚いものを出すなんて信じられません」

「我も人間だ。排泄はする」

「ですから、興奮してしまうのです。この穴から……」

　セリアは尻房を広げると、さらに深いところに顔を沈めていった。

「んぅ……！　セリア、我は許可していないぞ」

「エレナさま、許可を下さい。あなたの肛門を舐め回したいです」

「貴様も我慢できなくなってしまったようだな。……構わん。好きにしろ」

「はい」

　エレナイラから許可を得ることができたセリアは、尻穴の周りを舌で舐めていった。

　ピンク色をしているその場所は、便を出すとは思えないほど綺麗だ。

　シワとシワの間も舐めるように、舌先を尖らせていく。

「はぁ、んっ！　うまいぞ……うまいぞ、セリア」

「エレナさまの感じるところは熟知しております。……レロレロレロレロ」

「ん、くぅ……！　いいぞ、いいぞぉ……！」

　小刻みに舌先を動かしていくと、エレナイラはさらに身体を震わせていた。

　セリアは舌を肛門の中に入れていく。

「セリア!?　んああっ！」

「穴の中もしっかりと舐め取らせていただきます」

　抵抗を感じる穴だったが、舌を入れるとそれもすぐになくなった。エレナイラも受け入れてくれたようだ。

「動いてる……我の尻穴の中で……セリアの舌が……！」

「レロ、レロレロ。どうですか、エレナさま」

「い、いい……！　こうして肛門をこじ開けられるのは……！」

　舌先でいじりながら、セリアは穴に吸い付いてみた。

「ちゅううううう！」

「くはぁ！　す、吸われている……!?」

「こういうのも感じますか？」

「や、やめろ、セリア！　あまり吸い過ぎると汚いものが出てしまうぞ……！」

「エレナさまに汚いものなんてありません。たとえ便であってもおいしく食べさせていただきます」

　それが忠誠の証だとさえ思っている。セリアはただの変態ではなく、誇りある変態なのだ。

「穴を……えぐられて……！」

「痛くならないよう、しっかりと湿らせてあります」

「唾液のヌルヌルしたところが……気持ちいい……！」

「エレナさま、愛液が溢れて参りました」

　四つん這いになっているため、蜜が糸を引きながら垂れている。

　セリアは陰核に手を伸ばし、指の腹でコリコリといじり始めた。

「ふぁあっ！　セリア、同時は……やめろ……っ！」

「私はエレナさまに気持ちよくなってほしいのです」

「それはダメだ……！　おかしくなる……！」

「狂うのも一つの快楽……」

「あん、んんぅ！　わ、我の頭が……爆発してしまいそうだ……！」

　脚がガクガクし、エレナイラはシーツをぎゅっと握りしめた。

「くぅ……！　ま、またイキそうだ……！」

「イって下さい。我慢せずに……」

「で、出る……！　また潮が……！」

　きゅっと肛門がしまったかと思うと、堤防が決壊するように大量の液が放出された。

「くはぁぁ！　で、出てる……出てしまっている……！」

「エレナさまが潮を噴いています……！　さあ、我慢なさらずに！」

「う、ううっ……！」

　ブシャ、ブシャ、ジョババババ!!

　勢いよく何度も何度も潮が噴き出していった。

　エレナイラはぐったりとして、そのまま倒れこんでしまう。

「はぁ……はぁ……すごかったぞ、セリア」

「喜んでいただけたようで何よりです」

「……褒美をやろう」

　力の入らない脚にムチを打って、エレナイラは立ち上がった。それを見たセリアは彼女の股に顔を寄せる。

「いいのですか、エレナさま」

「ああ、たっぷり飲め……」

　普段はなかなかしたがらないのだが、今日は気持ちよかったから特別にアレをすることにした。

　セリアはエレナイラの股下で口を開けて待っている。

「ん、う……」

　エレナイラは目をつぶって、意識を集中させた。すると、

「あ、ああ……！」

「出てきました、エレナさまの……聖水が……っ！」

　エレナイラが──放尿をする。透明の液体が大量にセリアの口の中に放たれていった。

「これを……これを待っていました……！」

「セリア、そんなに興奮するな……。貴様のそんな姿を見ていると、我まで……！」

「口の中にいっぱい……幸せ……ゴク」

　女執事は聖水と呼ぶエレナイラの尿を飲んでいった。

「ゴク、ゴクゴクゴク……！」

「あ、ああ……まだ、出るぞ……」

「おいしい……エレナさまのおしっこ……」

　すべて出しきったところで、エレナイラはぶるっと身体を震わせた。

「まったく、貴様は変態だな」

「エレナさまこそ」

「我なら尿をかけられるなんて絶対にされたくない」

「私もエレナさまのだから飲むことができるのです」

　お互いが絶対に誰にも知られてはならない秘密を持っている。

　だからこそ、ふたりの絆は硬いものになっていた。ふたりは共に笑い合った。




　──この光景が、誰かに見られていることも知らずに。
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「こいつら変態か……」

　俺は風呂に入りながら、千里水晶で女帝エレナイラとその女執事の様子を眺めていた。

　初めはどんな女なのか気になり、エレナイラのことを調べるだけのつもりだったが、見てはいけないものを見てしまった。

　まあ、女帝が女しか愛することができないと知ることができて、よかったのだが。

「ふふ、まさかエレナにあんな性癖があるなんてね」

「……なぜお前がいる？」

　俺の隣にはアイシャがいる。風呂に入っているため、もちろん裸。

　そして、俺に抱きついている。

　彼女の豊満なバストの感触は心地よいが、今日はひとりでゆっくり入りたかったのだ。

「細かいことは気にしないの。私と一緒にお風呂に入るのは嫌？」

「ただ入るだけならいいんだがな……」

　アイシャが一緒にいて、そんなこと許すはずがない。

　今も俺の肉棒に手を当て、優しく転がしていた。

「少し大きくなってきたわね」

「まったく……俺は動かないからな」

「じゃあ、アレをしてあげるわ」

　アイシャは立ち上がると、風呂から出るように指示してくる。

　俺が素直に従うと、彼女は床のほうを指さす。

「ここに寝てちょうだい」

「わかったよ」

　俺は床に寝そべった。

　ちなみに、魔法によりクッション的なものを用意しているため、痛くもないし寒くもない。

「メリアからいい物をもらったのよ」

　アイシャが手に持っていたのは、小さな容器だった。

　その容器のフタを開けると、少しだけ傾ける。

　すると、そこからねっとりとした液体が出てきたのだ。

「サキュバスはすごいわね。こんなものを出せるんだから」

「……ローションか」

「ふーん、ローションって言うのね」

「なぜそんなものを持ってきた……？」

「楽しいことがしたいからよ」

　アイシャは自らの身体にローションを塗っていった。

　そして、そのまま俺に身体を重ねてくる。

「んん……！」

　アイシャのヌルヌルとしたボディがあたり、気持ちいい感触がする。

　胸やふとももなど柔らかい部分が俺の身体に密着してくるのだ。

「このまま……動いて……！」

　アイシャは重なりながら、前後に動き始めた。

　ニチャニチャ、とローションがいやらしい音を立てて、柔乳がひしゃげている。

「あん……擦れているだけなのに……！」

「感じてるのか？　乳首が勃っているぞ」

　基本的に柔らかいアイシャの肌であるが、乳首のところだけ勃起してしまって硬くなっている。

　コリコリとした部分が俺の腹や胸に当たり、ゾワゾワした感じがする。

「勃っちゃったわ……私の乳首」

「淫乱め」

「ふん、そんなこと言って。だったら、こうしてあげるわ」

　アイシャは勃起した乳首を俺の乳首に重ねてきた。そのままグリグリと胸を動かしていく。

「あん、くぅ……！　すごい……乳首、硬くなって……！」

「いいぞ、アイシャ。もっとやってみろ」

「まったく、あなたもその気になったんじゃない」

　アイシャは膝で俺の肉棒を挟み、上下に動かしていた。

　足のほうまでローションで濡れているため、膝コキされても気持ちがいい。

「リュウのおちんちん……硬くなっているわ」

「お前がさせたんだ。早く入れろ」

「ふふ、せっかちさんなんだから」

　くすりと笑うアイシャであるが、頬が真っ赤に染まっていることから余裕がないのがわかる。

　いつの間にか、ローション並に愛液で膣が濡れてしまっているし、アイシャのほうこそ我慢できない様子だった。

「はぁはぁ……私も入れたいし……いくわよ」

　アイシャは腰を浮かせると、俺の肉棒を飲み込んでいった。

「あ、ああっ、あっ！　硬いものが……入ってくるぅ……！」

「相変わらずの締まり具合だな」

　いろいろな女とやってきたが、さすがはアイシャと言える膣である。

　彼女の膣内は狭く、俺の肉棒に絡みついてくるようだった。

「たくさんの女を抱きてきただけあるわね……！　この短時間で、またたくましくなっているわ」

「好きだろ？」

「え、ええ……あなたみたいな……巨根、本当に好きっ」

　目をとろんとさせながらアイシャは言う。

　そのまま彼女は腰を振り始めた。

「やっぱり上に乗るほうがいいかも……っ」

「なぜ？」

「自分のペースで味わうことができるからよ」

　身体を俺に預けながら動いてくるため、全身でアイシャのことを感じることができる。

　俺は彼女の尻を掴んだ。

「やんっ！　お、お尻をいきなり……!?」

「俺も手伝ってやろう」

「け、結構よ……！」

　アイシャの尻は大きく、柔らかいため指先に力を入れただけで沈んでいってしまうのだった。

　柔尻を揉みながら、俺は僅かに腰を動かしていく。

「んぅ……！　ら、らめ……！　動いちゃ……！」

「まだたいして動いてないだろ。それでもダメか？」

「あなたのおちんちんが大きいから、もう私の子宮まで届いているのよ……！」

　なるほど。だから、こんなに強く締め付けてくるというわけか。

　だが、俺としては生殺しみたいなものである。

「悪いが、俺も動くぞ」

　尻をしっかりと押さえながら、俺は腰を振り始めた。

　腹を貫通させるような勢いで、ゴンゴンと上に押し上げていく。

「は、ひぃ!?　ちょ、ちょっと……！　いきなりは……！」

「やっぱりこれくらい激しくないとヤっている気分にならないな」

「あんぅ！　んふぁあああっ！　お、奥……！　奥に当たって……ああああっ！」
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「やっぱりアイシャの声はいい」

　耳元で嬌声を聞くとゾクゾクしてくる。

「あっあっ、あっ……ああっ！　気持ちいい……一番深いところ……子宮が気持ちいい……！」

「どんな女もここを突けば、あっという間に俺のものになる」

「本当……なんていう……身体の持ち主なのよ……！」

「だからアイシャは俺を呼んだんだろ？」

「く、ふぅ……！　そ、そうだけど……もうあなたの虜になって……大変よ……！」

「いいんだよ、アイシャは。俺とお前は共犯者みたいなものなんだから」

「そ、そうね……」

　アイシャの膣内が小刻みに痙攣しているのがわかった。

「そろそろイキそうか？」

「え、ええ……。もっと我慢したかったけど……無理みたい」

　俺はさらに腰の動きを加速させていった。

「あんっ、あっ、あっあっああ！　リュウも一緒に……」

「わかった」

　俺としてもここまで締め付けられてしまったら、我慢することはできない。

「リュウのおちんちん……太くなって……!?」

「アイシャの中も狭くなっているぞ」

「はぁはぁ……も、もう無理……イキ、そ……！」

「ああ」

　俺はアイシャとタイミングを合わせた。

「アイシャ、出すぞ」

「きて！　いっぱいきて……！　私の膣にたくさん精液を出すのよぉぉぉぉ！」

「出る……！」

「私も……イク、イク、イク！　イクイクイクイクイクイク……イッックぅぅぅぅぅ！」

　ドビュルルル、ビュクビュクビュク!!

　大量の精液がアイシャの中に注がれていった。

「はぁはぁ……出てる……！」

「気持ちよかったぞ」

　ぐったりとしているアイシャをどかし、俺は立ち上がった。

「はぁ……はぁ……もう行っちゃうの？」

「覇王への道は忙しいのさ」

　俺は風呂場を出た。

　そして、ユニスとメリアのいる部屋へと向かった。
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　俺がユニスたちの部屋のドアを開けると、

「あああんんっ！　ユニスさま、おやめ下さいっ！」

「よいではないか～よいではないか～！」

　ユニスが肉棒を生やし、バックの体勢でメリアに挿入していた。

　かなりの速度でユニスは腰を振り、パンパンという乾いた音が鳴り響いている。

「……何やってるんだ」

「あ、お兄ちゃん！」

「リュウさま……ユニスさまをお止め下さい……はぁんっ！」

　さすがのサキュバスもユニスの腰振りには勝てないのだろう。

　頬を真っ赤に染めながら、弓なりになって悶えていた。

「やっぱりメリアのアソコは本当に気持ちいいよぉ～！　すっごく締まるっ！」

　ユニスは俺のほうを向き、

「お兄ちゃんはこれを耐えることができたんだよね？　すごすぎ～！」

「大したことではない」

「あん、あたし……そろそろ、かも……！」

「ユニスさま!?」

　魔女の身体がブルブル震えているのがわかる。顔を天井に向けながら、ユニスも体中に力が入っていた。

「はん、んんっ……メリア、一回出すから、ね……！」

「ちょっと、待って……！　あンン！　アンアン！　あああっ！」

「イ、イク……!!」

　喉を絞るような声を出すと、ユニスは一番深いところに、ひと突きした。

　すると、少し離れた距離からでもわかるくらい、ボタボタとメリアの膣から液体が漏れてきたのだ。

「はぁ……はぁ……！　ユニスさま、出ちゃいましたね……！」

「あ～超気持ちよかったぁ！」

　まったく……これだから淫乱どもは……。

　俺は肩をすくめながら、ユニスたちに近づいた。

「ユニス、聞きたいことがある」

「なぁに？」

「魔族の兵士はどれくらいいる？」

「う～ん、教えないっ！」

　にっこりとした笑顔で言うユニス。

「教えてほしいなら、お兄ちゃんもココに入れて……！」

　ユニスは両手で、自らの尻房を広げると、膣を見せてきた。

　ちなみに、まだユニスの肉棒はメリアの中に入ったままである。

　要はこのまま３Ｐに持っていきたいということなのだろう。

「しょうがないやつだ……」

　まあ、もともとユニスたちとセックスをしながら、いろいろと話を聞く予定だったから問題ない。

　アイシャとしたばかりではあるが、まだまだ俺の肉棒は勃起することができる。

「お兄ちゃん、本当にたくましい……っ」

「入れるぞ」

　俺はユニスの膣内に肉棒を沈めていった。

「あんっ、入って……くるぅ……！」

「ユニスさま、一体なにが起こっているのですか!?」

　四つん這いのまま前ばかりを見ていたメリアは、よくわかっていない様子だった。

　だが、身体が小刻みに揺れているところを見ると、俺が挿入しただけで感じているようだ。

「ユニスさまの……おちんちんが大きくなっております……」

「えへへ、お兄ちゃんに入れてもらったら気持ちいいから興奮しちゃった！」

「まっ!?　まさかまだヤルのですか!?」

「当たり前じゃん！」

　ユニスが言うと、メリアは逃げ出すように両手をバタバタさせた。

「いやですっ！　ユニスさまだけではなく、リュウさまもいるとは……！　こんなの……絶対無理ですよ」

「お前はサキュバスなんだろ、メリア。それくらい我慢しろ」

「私は……私はぁぁ……！　そこそこのサキュバスなんですよぉぉぉ！　あなたたちふたりに比べたら大したことありませんっ！」

　俺を襲ったときはだいぶノリノリだったくせに、今は一回ハメただけですぐこれだ。

「どうして嫌なんだ？」

「だって、おかしくなりますもんっ！　私の身体も……頭もぉぉ……！」

「さて、腰を振るか」

　俺はユニスの尻を鷲掴みにすると、そのまま腰を振り始めた。

　ユニスの小ぶりで弾力のある尻肉が手のひらに吸い付いてきて離れることがない。

　夢中になって腰を振り続けた。

「あんっ、お兄ちゃん……！　いきなり激しいよぉ！」

「ユニス、魔族の戦力について答えろ」

「んぅ、あぁんっ！　え、えっとぉ……人数は少ないけどそこそこ戦えると思うよ。あんぅ！」

「どれくらいだ？」

「人間の首都といい勝負かも……あああっ！」

　なるほど。おそらく魔族の戦力が薄いというわけではなく、単純にこの国では人間の数が多いということだろう。

　単体の戦力なら魔族のほうが上なのだろうが、なにせ世界の七割を占めている大国だ。

　そう考えると、魔族の戦力は妥当……いや、十分だと思う。

　俺としては最低限の戦力があればいいと思っていたから、むしろ期待以上だ。

「お、お兄ちゃんのちんちん……すっごく凶暴だよぉ！」

「また５００回、イカせてやろうか？」

「え、えっとぉ……それは遠慮しようかな」

　だいぶ懲りているらしいな。まあ、仕方のないことだ。

「ユニス、感じているだけじゃなくお前も腰を振れ」

「うん、わかった！」

　俺が攻めていたから少しおざなりになっていたが、ユニスは再び腰を振り始めた。

「あんぅ、あぅうあう！　ユニスさま、奥ぅぅぅ！　奥に当たってぇぇぇ！」

「んっ、ああっ、お兄ちゃんにお尻を押されてるから、ドンドン奥に刺さっちゃうのぉ！」

「このままだと私のおまんこ……おまんこが壊れてしまいますぅぅっ！」

「あやや。サキュバスとして……んぅ、ああっ、それは、ダメだね……ッ！」

　俺、ユニス、メリアの三人は一つに繋がってしまっている。

　俺が腰を押し出すと、その勢いに合わせてユニスも腰を動かし、メリアの膣内を強烈な突きが襲う。

　さすがに苦しいのか、メリアは舌を出し、よだれを零しながら喘いでいた。

「あ、ふぅ……おふぅ……！　しゅ、しゅごしゅぎでしゅ……！」

　ユニスのほうも尻穴をヒクつかせながら、さらに締め付けてくる。

　どうやら膣の快感と肉棒の大きさはリンクしているらしく、俺がピストンするとわかりやすいようにサキュバスが悶ていた。

「ユニスさま、これ以上……おちんちんを……おちんちんを……！」

「大きくなっちゃう～！　あたしのおちんちん爆発しちゃうかもしれない……！」

　きゅうきゅうとユニスの膣が締まっているのがわかる。

「ユニス、お前もイキそうだろ？」

「う、うう～さすがお兄ちゃん、バレちゃったか～」

「俺も出す。お前も出せ」

「うんっ！」

　ずっと我慢していたのか、そう言うとユニスはさらに腰の動きを速くした。

　俺もその速度に負けないように、抽送を繰り返していく。

　二つのパンパンという音が大きくなっていった。

「あんんぅ！　リュウさま、ユニスさま……おやめくださいぃぃぃぃ！」

「えぐ……イグ……！　あ、あたし……おまんことおちんちん、一緒にイっちゃうかも～！」

「ふたりとも盛り上がってきたようだな」

　さて、俺もフィニッシュするか。

「イクぅぅぅ！　イキますぅぅ！　ユニスさま、リュウさま……私、も……もう……！」

「あうぅぅ～！　あたしも出ちゃう～出ちゃうよぉぉぉぉ！」

「ふたりともイけ！　俺にだらしないイキ顔を見せてみろ」

「「イックぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」」

　ビュルビュルと俺は射精をした。

　ユニスも同じように絶頂し、メリアも感じている。

「あ、ひぃ……！　しゅ、しゅごい……しゅごい、セックスれしゅ……」

「はぁはぁ……！　お兄ちゃんのおちんちん……あんぅ……マジやばすぎだよぉぉ……！」

「まったく、お前たちは……」

　俺が肉棒を引き抜くと、ふたりはそのまま倒れ込んでしまった。

「あっ、ん……あたしのおちんちん、もう勃たないよぉ」

「こ、これで私も……休むことができま……す」

　ピクピクと動いているだけのふたり。

　さて、次の場所へ行くとするか。
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　さて、ユニスの力を借りることができたから、騎士団のほうはなんとかなるだろう。

　あとはエレナイラの城のほうをどうにかすることを考えなくては。城のことなら詳しい者がいる。

　俺はレオナの部屋へと向かった。すると、扉の奥から何やら艶かしい声が聞こえてきた。

「ん……んぁ……主……主ぃ……！」

　やれやれ、オナニーでもしているようだな。

　妄想の相手は俺か？　まったく……困った騎士さまだ。

　普通の人間なら空気を読んで引き返すのだろうが、俺は気にしない。

　何事もないかのように扉を開けたのだった。

「あ、主……!?」

　さすがに驚いた様子のレオナ。脚を大きく広げて、指を膣の中に入れているところだった。

「え、えっと……これは、その……！」

「どうでもいい」

　俺がぴしゃりと言うと、レオナはビクビクを腰を震わせた。

「主のドＳ発言……気持ちいい……ッ」

　ピュッピュッと潮を吹き出したところを見ると、どうやら俺の言葉だけでイってしまったらしい。

　つい先日まで男嫌いの騎士だったというのに、今ではすっかりド変態になってしまっている。

　そうだ……ド変態といえば。

「レオナ、俺はエレナイラを堕とすつもりだ」

「エレナイラさまを……!?」

「俺の仲間であるお前には道案内を頼みたい。できるな？」

「そ、それは……」

「安心しろ。道案内だけでいい。エレナイラにはお前が裏切ったと思わせないようにしておく」

「わかった。……主のために頑張りたいと思う」

　よし、これでレオナの助けも得ることができた。

　ユニスたち魔族軍が陽動をしつつ、その間に俺はエレナイラの城へと攻め込む。

　千里水晶で見たところ、少なからず俺のことは警戒しているようだしな。陽動など、万全を期しておいて損はないだろう。

「なんだい、面白い話をしているじゃないか」

　後ろを振り向くと、そこにはヤリーナがいた。

　さっきまでの話を聞いていたのかニヤニヤと笑みを浮かべている。

「盗み聞きとは嫌なやつだな」

「そんなことないって。あたいはたまたま通りがかっただけさ」

「通りがかった？　出歩いていた理由があるのだろう」

　俺がそう言うと、ヤリーナは「お見通しか」という感じで肩をすくめていた。

「ふふ、リュウさまは何でもわかっちゃうんだね。いつも気持ちよくしてくれるから、奉仕でもしようと思ってね」

「ほう」

　興味をそそることを言ってくるな。

「リュウさまは……あたいの胸が好きだろ？　あたいの館で無理やり胸を犯したじゃないか」

「でかい乳は好きだからな」

「今日はあたいの胸を使おうと思ってね。もし……したいなら、こっちに来て」

「いいだろう」

　ヤリーナが俺に奉仕したがっているのだ。主人としてこれを無視するわけにはいかないな。

　俺がヤリーナのところへ向かおうとすると、

「待て、主！」

　レオナの声が響いてきた。

「わ、私も……私も主に奉仕したい。いや、させてくれ！」

「お前もか」

　まったく、この淫乱どもは。すっかり俺に惚れてしまっているようだな。

「しょうがない。ふたりともこちらへ来い」

　俺が命令を出すと、ふたりはまるで犬のように嬉しそうに近づいてきた。

　目の前でひざまずくと、俺のスボンを脱がしてくる。

「すんすん……リュウさまのアソコから精液が匂いがする。他の女ともヤってきたね？」

「ああ。どうやら俺とのセックスが最高らしいからな」

「あんたの性欲もすごすぎるよ」

　ヤリーナは自ら胸を露出させ、俺の肉棒を掴んで柔肉に当ててきた。

　ペチペチと乳に当てながら、少しずつ勃起させていく。

「ん、くぅ……も、もう大きくなって……！　巨根すぎてびっくりするよ……！」

「お前の胸なら挟むことができるだろ？」

「ふふ、あたいの自慢の胸だからね」

　房と房を広げ、ヤリーナは肉棒を挟もうとしてきた。だが、

「わ、私も！」

　ヤリーナの胸にぶつけるような勢いで、レオナも参戦してきた。

　レオナのほうも露出しているため、ふたりの巨乳に挟まれる形となる。

　二つの柔らかいものが俺の肉棒を挟み、ぐにゅぐにゅとひしゃげているのがわかった。

「くっ……レオナ、どうしてあたいの邪魔をするんだい!?」

「主の奉仕は私も……」

　お互いに引こうとしないため、さらに圧力が高まっていく。

　汗もかいているみたいだし、かなり吸い付いている様子だった。

「リュウさまはあたいが……！」

「いいえ、私が……」

「「んぅぅ!?」」

　ふたりが同時にビクビクと動いた。

　見ると、ふたりとも乳首が勃起してしまい、お互いにこすれ合っている。

「変態どもめ、乳首を勃起させて感じるとは」

「これはあたいのせいじゃなく……」

「私はただ主のためを思って」

　ククク、面白い。俺はあることを思いついた。

「そのまま乳首をこすり合わせながら、俺の肉棒に奉仕をしろ。イかなかったほうに挿入してやる」

「そ、挿入だと……？」

「主、それは本当か……？」

　セックスをしてやると言ったら、ふたりの目の色が変わってきた。

　お互いに睨みを効かせるようにしているが、身体はさらに密着させる。

「んぅ……あたいの乳首……でぇ……いっぱい感じさせてやるさ」

「私も騎士としての意地を見せる」

　さすがに優秀なふたりだけあって、俺への奉仕も忘れない。

　お互いに息を合わせたかのように上下に動き始めているのだ。

　色白の巨乳がひしゃげているのを上から見ているというのは最高の眺めだった。

　時折、頭を覗かせる肉棒からは透明な液が出ている。

「く……ふぅ、レオナの乳首がでかいから、感じてしまう……！」

「なっ!?　私の乳首はそこまででかくないぞ！　貴様は石のように硬く勃起しているではないか！」

「ふん、あたいの乳首はリュウさまでしか感じないのさ……。あぁんっ！」

　お互いに意地の張り合いになっているのがわかる。

　ヤリーナは下唇を噛み締めながら悶えているし、レオナは呼吸が荒くなって震えていた。

　ふたりとも絶頂が近いのかもしれない。絶頂に近づくにつれ、ふたりのパイズリの速さも加速していく。我慢汁と汗が絡み合い、潤滑油となって俺の肉棒をしごいていった。

　勃起した乳首がカリ首に当たるのも気持ちがいい。

「あ、あたい……もう……！」

「わ、私も……そろそろ……！」

　ふたりは小刻みに痙攣していった。そして、

「も、もうダメだ……！　あたい、イクぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

「ふぁぁぁんっ！　ううんぅぁああ！　イッッッック!!」

　ビクンビクン、とふたりが同時に絶頂した。

　同時に俺も射精をする。噴水のように精液が発射され、ふたりの谷間に白い水溜りを作っていった。

「あ……はあ……。リュウさま、イってくれたんだね」

「主がイってくれたことが何よりです……うっ」

　どさりとその場に寝てしまうふたり。

「同時だったから挿入はなしだな」

　俺がそう言っても、ふたりから返事はない。

　──ふたりとも気絶してしまっていたから。
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「それでは作戦をまとめるぞ」

　作戦会議を終えた俺は、女たちを一つの部屋に集めた。

「まずはユニスとメリア。お前たちは魔族軍を使い、首都にいる兵士の注意を向けろ。これで城の警備も薄くなるはずだ」

「オッケー、お兄ちゃん！　あたし、頑張っちゃうよ！」

「私もユニスさまのお力になれるように頑張りたいと思います」

　魔族軍は問題ないだろう。俺の計画が順調に進めば、あまり時間をかけずに終わらせることができるはずだから。

「俺と共に来てもらうのは、レオナとヤリーナ。ふたりは城への案内を頼む」

「了解した」

「あたいに任せな！」

　道中はレオナとヤリーナに警護させれば問題ないだろう。騎士隊長のレオナは改めて説明する必要はないが、ヤリーナも面白い魔道具を持っているので、それで応戦できるはずだ。

「残った私は、サポートってことでいいのね」

　アイシャが尋ねてくるので、俺は頷いた。

「俺とアイシャには魔法的な繋がりがある。それを使い、もしものときは安全に城から脱出しようと思う」

「主、その安全にというのは？」

「お前たちにはまだ見せていなかったな。アイシャ、できるか？」

「ええ」

　俺はアイシャに、別の部屋へ行くように指示を出した。

「さて、今は俺とアイシャが別々の場所にいることになるが……」

「そんなことあたいだってわかるよ。アイシャはここにはいないんだから」

「これからアイシャのところへ行こうと思う。この部屋から出ずにな」

「ええっ！　お兄ちゃん、そんなことできるの!?」

「まだ実験段階で、かつ、どれくらいの精度があるのかわからないがな。まあ、実際にやってみるほうがいいだろうな」

　俺は片手を伸ばし、魔力を貯めていった。

　もともと俺は、この世界でも特別なほどに魔力が高い。男には魔力の無いこの世界では異例だということだ。そんな高魔力を一点に集中させているのだから……。

「うう……お兄ちゃんの魔力がハンパないよぉ！」

　他の連中も気がついていると思うが、特に魔法への素養が高いユニスがぶるぶると震えているのがわかる。おそらく彼女の目から見ても膨大な魔力が一つに集まっていることを感じているのだろう。

　魔力の塊は、渦を巻いて、段々と黒く染まっていった。

　そして、俺はその魔力を人が入れるくらいの大きさに広げる。

「こ、これは……。何なんだ、主!?」

「空間と空間を繋げる穴だ。この穴を通ればワープ……と言ってもわからないだろうが、簡単に別の場所に移動することができる」

「マジなのかよ……」

　ヤリーナが驚いているので、俺は実践することにしてみた。

「穴はアイシャがいるところへ繋がっている。現状だとアイシャのいるところしか、空間の穴が安定しないんだ。そういった理由もあって、アイシャにはサポートに回ってもらう」

　もう少し時間をかければ、好きな場所に行けるようにできると思う。

　だが、その辺りの理論をまとめることがまだできていなかった。

　まあ、現状の効力でも十分だし、魔法があるこの世界でも瞬間転移自体が、かなり特異なことであるのは女たちの反応を見ればわかる。

「じゃあ、俺は行ってくる。少し待っていてくれ」

　そう指示した俺は、穴の中へ入った。

　なんだか不思議な感覚があるが、そのまま不安もなく穴を通り抜けて行く。

「ふふ、成功したみたいね」

　隣の部屋にいたアイシャが微笑んでいた。

「ああ、これでもしものときは大丈夫だろう」

　俺も笑い、アイシャとふたりでユニスたちがいる部屋へと戻った。

「お、お兄ちゃん、すごいっ！」

「主、本当にそんなことが!?」

　女たちが驚きながら俺を出迎えてくれる。

「私も驚いております……。空間転移が可能だなんて」

　クールなメリアが、珍しく目を見開きながら呟いていた。

「空間転移は……古い文献……もはや神話レベルではありますが、そこに残っている程度です……おとぎ話です。それを実現可能にしてしまうとは……本当に恐ろしい人ですね」

「あたいなんて聞いたことすらないよ。人間の世界には、その情報すら残っていないってことか……。どうしてそんなことをできるようになったんだい？」

「理由は簡単だ。俺はそういった〝発想〟をすることができる」

　そう言うと女たちは、真剣な表情へと変わった。

「知ってのとおり、俺は異世界人だ。お前たちとは知識も価値観も違う……。まあ、簡単に言うと俺の世界ではこういった知識が多くあるんだ。……と言っても実用的なものではなく、あくまでも空想の産物ではあるがな。だから、俺も理論を完璧に構築することができなくて、まだまだ未完成……ということでもある」

「これほどの技でまだ未完成とは……！　さすがだ、主」

「もう少し改良を重ねたいと思うし、もっと安定させたいとも考えている。それでも今回の作戦に関しては、奥の手になるということだろう。誰も知らない技だからな」

　おかげで、もしものときの撤退対策も用意できた。

　もちろん、俺にもしもなんてことはありえないが……。

「この世界でもっともでかい顔をしている国との戦いだ……。レオナ、騎士として不安はないか？」

「私には、主と共に戦えることが誇りで……」

「無理はしていないか？」

「無理してない……と言えば嘘になるな……」

　それもそうだろう。彼女が忠誠を誓った女帝が相手なのだから。

　以前にもあったことだが、彼女の中に、俺と女帝との優劣はない。

　だからこそ心苦しいものが……葛藤があるんだと思う。

　だが、そんなことを俺は考慮していられない。

「お前が抜けるプランも考えてはいるが、できれば一緒にいてほしい」

「いてほしい……私が必要ということだな」

「ああ」

「嬉しい……！」

　レオナは目を輝かせながら言った。

「主のような人に必要とされることは、本当に名誉なことだ」

「ならば、俺のために働いてくれるか？」

「任せてくれ！」

　俺とレオナがいい雰囲気になったのが悪いのか、ユニスが近づいてきた。

「お兄ちゃん、あたしもいるよ！」

「わかっている。お前は戦力の要、大事な人材だ」

「ふふ、やっぱりね♪」

「まったく、困ったやつだ」

「でも、お兄ちゃん……あたしは戦力として以外にも必要な存在だよね？」

「どういうことだ？」

「お兄ちゃんを本当に気持ちよくさせてあげられるのは、あたしだけでしょ!?」

「ふっ……そういうことか」

　こいつはいつもスケベなことしか言わない。さすが淫乱な魔女と言ったところか。

「あたしの腰振りテクは誰にも負けないし」

「口はレオナのほうがうまいぞ」

「えーっ！　ほ、本当なの!?」

　ユニスはレオナを見た。

　女騎士は顔を真っ赤に染めながら、下を向いていた。

「あ、あたし……おしゃぶりにも自信があったのに……。まさかお堅い女騎士さんに負けるなんて」

「わ、私は……そ、そんなに……！」

「俺が教え込んだんだ。自信を持て」

「あ、主!?」

「余計なことを言ってしまったか？」

「い、今のは……少し恥ずかしいです……」

「くぅぅ！　あたし、負けられないっ！　お兄ちゃん、今からおちんちんを舐めさせて！」

「おいおい……」

「たっぷりエッチなこともしてあげるから」

「まったく、お前というやつは……」

　俺が呆れていると、メリアが入ってきた。

「大昔の話ではありますが、英雄たちは戦の前に、必ず女を抱いていたというのを聞いたことがあります。景気づけの一貫だったんでしょう」

　逆に戦に集中するために女断ちをするという話も聞いたことがある……。要は、いろいろなやり方で気持ちを高めていたということだろう。

　ならば、俺の場合は……。

「仕方ない。俺に抱かれたいやつは別室へ来い」

　俺はそう言って、部屋から出た。




　結局、その日はすべての女と朝までセックスをし続けたのであった。
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「エレナさまぁぁぁ！　大変なことが起こりました！」

　女帝エレナイラに仕える女執事のセリアは、心の底から焦りを滲ませながら走っていた。

　これはもしかすると国が大きく動く一大事かもしれない。一刻も早くエレナイラに伝えなければならなかった。

　セリアはノックもせずに、エレナイラの寝室の扉を開けた。こんなことは、どんなに女帝と親しい間柄にある者でも、平常時なら許されることではない。

　だが、それくらいセリアには大きな出来事だったのだ。

「何事だ……!?　我はこれから寝るところだぞ」

「ご無礼をお許し下さいっ！　緊急事態でして……」

「緊急事態？」

「今すぐ城外の様子をご確認下さい」

　セリアは部屋のカーテンを素早く開けた。

　大きな窓から見える街の姿を見て、エレナイラは大きく目を見開いた。

「ど、どうなっているのだ……これは!?」

　冷血で冷酷である女帝。そんな彼女が今までにないくらい動揺を見せている。それは、長年仕えてきたセリアでさえ目にしたことがない表情だった。

　フォルツァンドの街は今、戦場となりつつあったのだ。

「魔族どもが首都へ……いきなり攻め込んできました」

「条約があるだろうッ!?」

　条約というのは、単なる国家だけの約束事ではない。この世界の理ことわりができた遥か昔に、それぞれの種族のトップが集まり、必要以上の干渉はしないと決めたことである。大昔に結ばれた条約であるといえ、その効力は今の今ままで有効だった。

　現に、隠れもせずに魔族が人間の領土に入ってくるなど、一度もありえなかったのだから。

　だが、この現実はそうではない。

　エレナイラが見ているのは、火の海となった街の様子だった。

「詳しいことは私にもわからないのですが、突然、魔族軍が攻めてきたというのです」

「一体どうなっている……!?」

「国境の警備はしておりましたが、さすがに戦争をするまでとは……。すでにここまで入り込まれてしまっては、城が落ちるのも時間の問題です。エレナさま……どうかお逃げになって下さい」

「ならんッ！」

　エレナイラは叫んだ。

「我はこの国を預かる王だ。その者が民を見捨てて逃げるわけにはいかないだろう」

「しかし、魔族軍の進行を止めるのは難しそうです」

「ならば、民と共に死ぬまでッ！」

　エレナイラの覚悟は本気のものだった。

（エレナさま……この短時間でそこまでお覚悟を……）

　セリアにも彼女の気持ちが痛いくらいにわかった。

　だが、従者としてのセリアの責務は、エレナイラを生かすこと。

「エレナさま、お気持ちは察しております。しかし、あなたが生きることこそ民のため。王が生きていれば国はいくらでも蘇ることができます……！」

「……ッ!?」

　顔を歪ませ、エレナイラは硬く拳を握った。

　表情や様子から強い葛藤を抱いていることが伺える。

「だが……だが……！」

「ご安心を。私はエレナさまの居場所は絶対に言いません。さ、秘密の通路からお逃げになって」

「残るとでも言うのか？　セリア……貴様はどうするのだ？」

　エレナイラが尋ねた瞬間、部屋に備わっている小さな鐘が鳴った。

　この鐘は魔道具で、城への侵入者を感知して鳴るようになっている。もちろん、非常用である。

「どうやら敵が城の中に入ってきたようです」

「セリア……まさか!?」

「私はひとりここに残ります。時間稼ぎにはなるでしょう。どうか……エレナさま、ご無事で」

「くっ……！」

　エレナイラは下唇を噛みしめるだけだった。

　ここで止めることも、共に逃げることも今なら可能だろう。だが、それをしてしまえば、今まで忠実に仕えてきたセリアの覚悟を、踏みにじってしまうと考えたのだ。

　だからエレナイラはそれ以上止めることはせず、ただ下唇を噛みしめることしかできなかった。

「ありがとうございます、エレナさま。私はあなたに仕えることができてよかったです。あなただけが私の主人です」

　そう言って、セリアは駆けていった。

（さようなら、エレナさま……！）

　涙をエレナイラに見せないように、セリアは階段を走っていく。

　エレナイラの部屋は城の最上階にあり、そこへ行くためには、特定の階段を通っていくしかない。

　その階段を一気に駆け下りると、そこにはこんなときのための部屋がある。

「さあ……賊め、来い！」

　セリアは部屋に備え付けられた武器を持って、頼りないながらも構えた。

（しかし、変だな……）

　魔族軍の大軍が押し寄せてきているのなら、もっと戦場らしい鬨の声ぐらいしてもいいはずだ。

　この城内にだって勇気ある衛兵はいるし、激しい戦いの音が響き渡ってもおかしくはない。

　だが、辺りはやけに静かなのだ。

（魔族軍が首都を攻め始めてから、それほど時間も経っていない……。侵入には早すぎる気がする。まさか警報器が誤作動したのか？）

　いくらあまり使われない魔道具と言っても、整備はしっかりしているはずだが……。

　セリアがそんなことを考えていると、

　ガタ、ゴト……！

　と物音が響いた。その音のほうをセリアが向くと、石の壁が動いていたのだ。

　そして壁がどかりと落ち、大きな穴ができた。そこから人が出てくる。

「主……ここがもっとも近い道です」

「ああ、ご苦労」

　目の前に現れたのは、細身の男だった。

　その男の横にいるのは、

「レオナ!?」

　騎士団の隊長を務めている女だ。

（警報器の正体は……こいつらだったのか）

　謎の男とレオナ、さらには高名な女商人のヤリーナまで出てきた。なぜ商人がと思うが、気にする暇はない。まずは、一緒にいる騎士だ。

「な、何がどうなっている!?　レオナ、裏切ったのか!?」

　セリアがそう尋ねると、レオナは罰が悪そうに下を向いてしまった。

「あまり怒鳴るな。狭いところを通ってきて、俺も疲れてるんだ」

「男ぉ……！　貴様、よくもこの高貴な城に入って来たなっ。名を名乗れ！」

「俺の名前はリュウ。そうだな……この城をもらいに来た者と言えばいいか」

「何を言っている!?　これはどういうことなのだレオナ！」

　続けての疑問をレオナに投げると、ヤリーナがその前に出てきた。

「この男に抵抗はしないほうがいいよ。あんたも街の様子は知ってるだろ？　魔族を動かしているのはこの人だ」

「男！　貴様は、魔族の一員だと言うのか!?」

「俺は人間さ。ちょっと魔力が高いだけの、な」

　目の前の男は、セリアのことを爪先から順に舐めるように見つめてきた。

　その気味の悪い視線に悪寒が生まれる。

「聞いてはいたが、生で見ると、なかなかにいい女だな」

「……意味不明なことを。私の何を知っているというのだ」

　エレナイラの公務のときに見られたのかもしれないが、基本的にセリアが表に出ることはない。それに男の外出が制限されていることを考えれば、彼がセリアのことを目撃するのは、まず不可能だろう。

「面白い道具を持っていてな。これだ」

　すると、リュウは一つの水晶を出した。

「千里水晶と言ってな、この道具を使えばどんなに離れた場所でも見ることができる」

　そして今まさに、水晶には、部屋から逃げようとしているエレナイラの姿が写っていた。

「悪いがこれでお前たちのことを見させてもらった。もちろん、お前たちが夜な夜な行っている、いやらしいことも知っている」

「……ッ!?」

　エレナイラとの密な関係は、世界中で知る者はいないと思っていた。

　だが、目の前の道具を使えばそれも可能なのだろうか。

「お前がエレナイラの側近と知ったうえで、あえて聞こうと思う。エレナイラを差し出せ」

「できるわけないだろうっ！」

「なぜだ？」

「エレナイラさまはこの国を治める者……そのお方を差し出すことなどできない！」

「ああ……残念だ」

　絶対にそうは思っていなさそうに、男は肩をすくめていた。

「レオナ！　その男の首を刎ねろ！」

「……」

　女騎士は無言のままだった。

「俺の女をそう怒鳴らないでくれ」

　そう言って男はレオナの肩を抱いた。

「貴様……！」

「レオナのおかげでここまで来ることができたんだ。俺の仲間としてとても優秀だ」

「主……ありがとうございます」

「主だと!?　貴様はエレナイラさまに仕えているんじゃないのか!?」

「どうでもいいだろ、そんなこと。レオナは俺の女……それだけでいい」

「貴様……貴様ぁぁぁ！　絶対に許さない！　そして、エレナイラさまのところへは行かせないっ！」

　そう叫びながらセリアは走り出した。

　剣を構え、その切っ先を不遜な男へと向ける。

「死ねええええええっ！」

「ふっ」

　男が笑うと、

「よっと」

　ヤリーナが鞭を使って、一瞬でセリアの剣を奪い取ってしまった。

「リュウさまに向かって、物騒なことをしてんじゃないよっ！」

　よく見るとその鞭は魔道具だった。だからこそ、いくらセリアが剣士ではないといえ、これほど正確に奪うことができたのだろう。

「ヤリーナ、頑張らなくてもいいぞ」

「だけど、もしものことがあったら……」

「大丈夫だ。俺にはこの力がある」

　すると、男は一言呟いた。

「──俺の女になれ」

　この言葉を耳にした瞬間、セリアの心は彼で埋まってしまった。
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　俺は女執事に魅了チートを使った。

　すると、彼女は面白いように頬を染め、俺のことを見つめてきた。

「ご主人さま……お会いすることができて光栄です」

「ああ、俺もだ」

　エレナイラに心から仕えるセリアが、こうして俺のものとなった。さすが俺の魔法と言ったところか。さて、あとはエレナイラのところに連れて行ってもらうだけだが……。

「エレナイラはどこにいる？」

「ご主人さまのことは愛しておりますが、それは言えません」

　ふむ。レオナのときと同じだ。おそらく、このままでは口を割ることはできないだろうな。まあ、俺が楽しむにはちょうどいい状況だ。

　セリアは執事服を着ている。当然、露出度の低い服装ではあるが、ボディラインがはっきりと出ていて、なかなかいやらしい身体つきであることがわかる。

　大きめのバストに、ほっそりとしたくびれ。尻もむちっとしていてスケベな身体をしているし、俺も食いたくなってきた。

「セリア、俺の言うことが聞けるな」

「は、はい……」

「簡単なことだ。安心しろ」

「なんでしょうか？」

「よつん這いになれ」

「よつん這いに……？」

　どうしてそんな命令をしたのかわからないのか、セリアは疑問を表情に出しながらも俺の言うとおりの体勢になった。

　尻が強調されるような体勢となり、さらに俺の性欲を刺激する。

　俺は彼女に近づき、そのままベルトを外していった。

「ご、ご主人さま!?」

「わかるだろう、セリア？」

「な、なんとなくは……。し、しかし……私は……」

「処女だとでも言いたいのか？」

「う……」

　彼女は恥ずかしそうに下を向いてしまった。

「ずっとエレナイラに仕えてきたんだ。処女であることは当たり前だ。それは、お前の忠誠の証ではないのか？」

　我ながらうまいことを言っているなと思いながら、ゆっくりとズボンを脱がしていった。

「おいおい……」

　だが、俺はまさかの光景に思わず目を疑ってしまう。

「もう濡れてるじゃないか」

　ショーツから肌が透けてしまうほど、セリアの秘部がてかてかと光っていたのだ。

　ねっとりとした液がたらりと滴り落ちている。

「ご、ご主人さまの声を聞いただけで……私の身体が熱く……っ！　変ですよね」

　どこまでスケベな女なのだろうか。

　真面目そうに見えるが、実はかなりの淫乱だったということだろうな。

「熱くなっているのは、お前が俺を求めているからだ。さあ、見せてみろ」

「は、はい……」

　素直に頷くと、セリアは自らショーツを脱いでいった。

　尻を俺に突き出した状態で、生真面目な女執事が秘部を露出している。

　そんな光景に俺の肉棒も反応してきてしまった。

「ご、ご主人さま……そ、それ……！」

「セリアのせいで爆発してしまいそうだ。お前で処理をしていいか？」

「も、もちろんですっ！　ただ、情けないことに私は経験がありませんので……」

「気にするな。俺が好きに動く。お前はただよがっていればいいんだ」

「わかりました」

　ペニスを出した俺は、セリアの膣に当てがった。

「レオナ、ヤリーナ……しっかり見張りを頼むぞ」

「わかっている」

「任せな」

　ふふ、素直なやつらだ。この作戦が終わったら、たっぷりと可愛がってやろう。

「あ、当たってる……！　ご主人さまの硬いものが……！」

「ククク……入れてやる」

　俺は彼女のほっそりとした腰を掴み、そのまま自らのほうに引き寄せていった。

　処女だけあって、入り口からかなりの締め付けだ。

　こんな膣を男に使わせないでいたとは、完全に宝の持ち腐れだな。

　まあ、これからは俺がたっぷりと味わってやるが……。

「入って……入って……きてるぅ！」

「どんどん汁が溢れてきているぞ……。感じているのか？」

「大好きなご主人さまのいやらしいモノですから……。触れられただけで私はもう……ッ！」

「そうか」

　俺はさらに腰を押し込んでいった。

　何かめりっとした壁のような感触にぶつかるが、少し力を入れて無理やり奥まで挿入する。

「んんぁぁぁぁっ！　入ったぁぁぁ！」

「女になった瞬間だ」

「あ、ああ……ありがとうございます……！」

「さらに女としての喜びを知ってもらおう」

　俺はセリアが痛がらないように、軽く腰を振っていった。

　パンパンと肉と肉のぶつかる音を響かせながら、バックの体勢で犯していく。

「え、抉られてるぅぅ！　抉られていますぅぅぅ！　ああああっ！」

「どんどん締め付けてくるな……」

　俺がひと突きするごとに、膣壁がカリ首にまとわりついてくるのだ。

　気持ちよく、敏感な部分をピンポイントで攻めてくる。

「この動き……どこで覚えた？」

「何のことです!?」

「締め付けが……キツいからな」

「し、知りません……！」

「身体が勝手に動いているというのか……ククク」

　今まで女帝に奉仕するだけで仕えてきたから、自分が感じるということを知らなかったのだろう。

「どうだ？　これが男の身体だ」

「最高ですっ！」

「女の身体とどっちがいい？」

「ご主人さま！　こんな気持ちいいことを知ってしまったら……私……私ぃ……！」

　セリアには魅了チートをかけている。

　この魔法をかけた状態で性的な快感を与えると、嘘をつくことができなくなってしまう。

　つまり、セリアの発言はすべて本心によるものなのだ。
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「今までエレナイラの相手をしていて、嫌だったんじゃないのか？」

「決してそんなことは……。ただ……」

「ただ？」

「私も気持ちよくなりたかったです……。エレナイラさまは……いつも自分ばかりで……」

「ひどいな。舐めさせてばかりだというのか」

「あの方は王族です。私のことを喜ばせるなど、プライドが許さなかったのでしょう……」

「まったくしょうがないやつだ……」

　まあ、エレナイラの気持ちもわかるがな。

　国家の最上位に立つ者ともなれば、自分のことしか考えないのも道理か。

「だが、お前も変態だよな？」

「なっ……!?」

「エレナイラの肛門をうまそうに舐めていたじゃないか。尿まで飲んでいたし」

「そ、そんなことまで知って……！」

「俺はお前たちのことなら何でも知っている」

「す、素敵ですっ！　さすがご主人さまっ。できれば、あなたの尿を……！」

「飲ませるのか？」

「せめてかけるだけでもっ！」

「……」

　何度でも言うが、セリアは魅了チートにかかっている。かかっている状態でセックスをすると、どんな女も本心を話すようになるのだ。

　今の発言は、セリアのすべてであると言えよう。……とんでもない変態女だな。

「俺がかけるのは精液だけだ。悪いが、お前のような変態とは付き合っていられない」

「そ、そんな……！」

「残念がるならエレナイラのところに行くか？」

「エ、エレナさまも素敵なお方ですが、おちんちんはありません。太くて、たくましいおちんちんを持っているのはご主人さまだけ……。私の変態まんこはご主人さまのためにあるのです」

「よくぞ、そこまで言った」

　ここまで言ってくれたのだ。褒美をやらないといけないだろうな。

「そろそろ出すぞ……！」

「出す!?」

「ああ、精液だ」

「なんといういやらしい響き……っ！　ぜひとも私にかけて下さい」

「主人に対してリクエストとは……。まあいい、それくらい許してやる器量は持っているつもりだ」

「で、では……っ！」

「お前を白く染めてやるよ。だが、その前に……」

　腰の動きを加速させないといけない。このキツキツな膣も十分に味わったし、ピストンを激しくしてやる。

「あ、あっあっ！　は、速い……！　腰の動きが……っ！」

「めちゃくちゃにしてやるっ」

「壊れるぅぅぅ！　壊れちゃいますぅぅぅ！　初体験の処女まんこが一回目でぐちゃぐちゃになっちゃううううっ！」

　逆ハート型の綺麗な尻を見ながら、俺はさらに動いていった。

　俺が突けば突くほど膣がきゅっと締まり、その精液を搾り取ろうとしてくる。

「そろそろだ……！」

　我慢も限界になった俺は、膣の中からペニスを引き抜いた。するとセリアは、

「ご主人さまっ！」

　まるで餌をもらう犬のように俺のほうを見た。

「出すぞ」

　──射精。

　俺はセリアに白濁とした液を大量にぶっかけていった。

「かかってる……おしっこと違って、ネバネバで白い液体が……っ。ああ……これがご主人さまのっ」

　恍惚の表情を浮かべているセリアは、顔についている精液を舐め始めてしまった。

「ちゅる……ちゅるるる……なんておいしいのっ」

「気に入ったようだな」

「はい」

　顔にかかっている分だけじゃ満足できないのか、女執事は俺の股間に近づいてきた。

「まだおちんちんにも、たくさんついていますね。私が……お掃除してあげます」
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　射精したばかりで精液がたっぷりとついている肉棒に、セリアが愛おしそうに顔を近づけてきた。

　鼻で牡汁の匂いを嗅ぎながら、ゆっくりと舌先を触れさせる。

「ああ……ご主人さまの精液……いっぱいついていますぅ」

「好きなだけ舐めろ」

「はい……っ」

　嬉しそうに笑みを浮かべると、肉棒をチロチロと舐め回してきた。

「先に言っておくが、射精後は敏感になっている。特に先のほうはしびれているみたいな状態なんだ。わかるな？」

「かしこまりました。では、おちんちんの横から丹念に舐め取って差し上げます」

　そう言うと、セリアはとうもろこしでも食べるようにペニスの側面を舐めた。

　ぴちゃぴちゃと卑猥な水音を立てながら、しっかりと精液を味わっていく。これは、ハーモニカフェラとか言うんだったかな。

　もちろん、この世界にそんな言葉は存在しないだろう。

　あったとしてもセリアが知っているはずがない。

　そんな彼女が、自然とハーモニカフェラをしてくれているのだ。こいつは本当にスケベな女だ。

「ちゅぱ……ちゅぱぱ……ご主人さまの精液、おいしいですぅ」

「嬉しいか？」

「ぶっかけもしていただきましたし、精液もおいしく舐めることができています。こんなに幸せなことはありません」

「エレナイラの尿とどっちがいい？」

「エレナイラさまのおしっこは特に味がしません。飲んでいても全然おいしくないのです。ですけど、ご主人さまの精液は、ちゃんと味があり、そして私を興奮させるものなのです」

「喜んでいるようで何よりだ」

「まだまだ汚れておりますので、精一杯、お掃除させていただきますね」

　セリアの舌が段々と根本のほうへ這っていった。陰毛についている精液すらもきちんと舐め取り、彼女は下のほうへとさらに向かった。

「これが男の人の睾丸……。話では聞いたことがありますけど、実物を見るなんて」

「ここで精液を作っているんだ」

「本当ですか!?　それはすごいですねっ」

　精液が作られる場所と知って嬉しいのか、セリアは俺の足を広げ、股の下に潜ってきた。

　おいおい、俺はそんな命令なんて出していないのに。

　まあいい。こいつの好きにさせよう。

「タマ……タマタマ……これが白い液を……っ」

　セリアは口を広げると、優しく睾丸に吸い付いた。

「セリア、わかっているな？」

「はい。ここは男の人の急所でもあります。大事にいたわります」

「わかっているならいい」

　口の中に入れ、何度も出したり入れたりを繰り返していた。舌に睾丸を乗せ、コロコロと転がしたりもしている。

　ときには吸い付き、玉の皮を引っ張っていた。

「レロレロ……。タマタマを舐められるのは好きですか？」

「いい気分だ」

「精液をたくさん作れるようマッサージしますね」

「頼む」

　口でセリアが、睾丸マッサージを始める。

　痛みどころか心地良い感触が伝わり、快楽が身体を満たしていった。

「もっと……もっと舐めて差し上げます」

　そのままセリアは、ゆっくりと玉の下を舐め始めた。

　肛門に近い、いわゆる蟻の門渡にも舌を這わせてくる。

　おいおい、このままだとまさか……。

「ご主人さまのお尻の穴……舐めますね」

「ったく……」

　別に悪い気はしないが、ここまで積極的だとはな。

　これもエレナイラが仕込んだせいか？

「レロレロ……レロレロ……っ」

　セリアは俺の肛門の周りを濡らし始めた。

　自らの唾液をまぶすように、菊紋を刺激してくる。

　俺自身、そういった趣味はないが、なかなか悪くない感触だ。セリアのような凛とした美女が、肛門を舐めているんだからな。

　むしろ優越感に浸れる気分だ。

「ご主人さまのお尻の穴……おいしいっ」

　尻穴をしっかりと濡らしたと思ったら、今度は舌先で穴をほじくってきた。

　クネクネと小刻みに動かしながら、俺の中へと入ってくるようだ。

「ご主人さま……ご主人さま……」

　セリアは肛門を舐めながらも、手コキまでしてくれている。

　先ほど射精したばかりだというのに、俺の肉棒はすっかり硬さを取り戻していた。

「ご主人さまのおちんちん……硬くなってきました」

「お前のせいだ」

「これじゃお掃除になりませんね」

「……わざとか？」

　もし狙ってやっているとしたら、とんだ雌狐だな。

　まあ、俺は射精してもすぐに勃起させることができるから関係ないと言えば関係ないが。

「まずは精液をちゃんと舐め取れ。それからだ」

「承知しました」

　前に戻ると、セリアは肉棒を咥えた。射精からほどよく時間が経過しているため、いきなりしゃぶられても悪い感じはしない。

「ちゅぼ……ちゅぷぷ……！」

　俺の肉棒が大きいせいか、根本まで咥えずに先っぽだけをしゃぶっている状態だ。

　だが、舌を小刻みに動かし、カリ首を舐めているため強い快感を得ることができる。

「気持ちいいぞ、セリア」

「ご主人さまのためですから。奥まで飲み込んでもよろしいでしょうか？」

「構わない」

「では……はぁもぉぉ……！」

　喉奥まで入れるように、セリアは肉棒を丸のみしてしまった。

　もごもごと口内を動かしながら、強烈に吸い付いているのがわかる。

「じゅううぅぅ……！」

「さすがの吸い付きだな」

　いろんな女に散々やらせてきたが、どうしてフェラ顔はこんなにも興奮するんだろうな。

　鼻の下を伸ばしたひょっとこ顔をされると、いくらでも射精できそうな気分になってくる。

「ご主人さまのおちんちん……綺麗にいたします」

「ふっ……このままだとまた汚れてしまいそうだ」

「と、申しますと？」

「お前の口が気持ちいいということだ」

「ご、ご主人さま……っ」

　肉棒を咥えたままの状態で、セリアは頬を赤くしていた。

　俺に褒められたことが嬉しかったんだろう。

「せっかくだ。そのでかい乳で挟んでくれないか？」

　セリアもかなりの巨乳だ。生地の厚そうな服を着ているのに、かなり胸が強調されているところを見ると期待してもいいのかもしれない。

「私の胸……ですか？」

「ああ。挟んで、しごくんだ」

「わ、わかりました。上手にできるか自信はありませんが……」

　セリアは上着を脱ぎ、シャツのボタンを解いていった。

　そして、ぷるんと白磁な巨乳が現れる。

「着痩せしていたようだな」

「そ、そうでしょうか」

　セリアの頭よりも大きな房が二つ、胸についているのだ。巨大な乳の割に小さな乳首や乳輪も可愛いと思う。

「これだけでかければ、俺のものをまるっと挟むこともできるだろう」

「やってみます」

　セリアは乳を自ら広げ、俺の肉棒を包んでいった。

　少し汗ばんではいるが柔らかい肉が俺のペニスを丸のみにしてく。むにゅっとした感触がとても心地良い。

「いいぞ。このまま動かせ」

「はい」

　んっ、んっ、と声を漏らしながら、セリアは巨乳を上下させてくる。

　亀頭が見えたり隠れたりを何度も繰り返していた。

「熱い……ご主人さまのおちんちん、熱いです……」

「お前がそうさせたんだ」

「はぁはぁ……硬くて大きい……なんて素晴らしいのでしょう……」

「もっと強くしごけ」

「こう……ですか？」

　両手で強く乳を締めると、セリアのパイズリがさらに激しさを増していった。

　どうやらセリアも感じているのか、鼻の穴が広がっているのがわかる。

「あ、ああっ……乳首が擦れて……気持ちいい……っ！」

「イキそうか？」

「このまま続けられたら、本当にイってしまいそうです」

「我慢せずにイけ」

「よろしいのですか？」

「俺も同時に射精してやる」

「は、はいっ」

　セリアがパイズリを頑張ってくれたおかげで、もう一度射精しそうになってきた。

　俺は発射体勢を整えていく。

「今度は口に出す。挟んだまま、口を開けるんだ」

「わかりました」

　口を開け、精液を受け止める準備をする。

　セリアのほうもどうやら限界のようだ。

「ご主人さま……イってしまいそうです。私、乳首だけで絶頂を……っ」

「恥ずかしいことではない。むしろ幸福なことだ」

「幸福……？　う、嬉しいです……」

「さあ、俺も出すぞ。咥えろ」

「はいっ！」

　我慢汁が大量に出てきた肉棒をセリアは咥えた。

　彼女の口内で、俺は射精をする。

「んぐぅぅ!?」

　俺の射精と同時にセリアもイってしまったらしい。乳首がビンビンに硬くなり、股間からは放尿のように愛液を漏らしていた。

「さあ、飲め……」

「んぐ……ごっくんっ」

　ゼリーのような濃い精液を、口から零しながらもセリアは嚥下していく。

　苦しそうに眉根を寄せ、喉を鳴らしていった。

「ごく……ごくっ！　すごく、濃くて……おいしいです……」

「それはよかった」

「すべて舐め取りますね」

「ああ」

　俺はセリアのお掃除フェラを再び受けていた。

　すると、

「き、貴様……何をやっている……!?」

　上の階……つまり、エレナイラの部屋に続く階段から声が聞こえてきた。

　その声がするほうを向くと、

「来たか……女帝エレナイラ」

　鬼の形相の女帝がそこにいたのだった。
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「エレナイラさま……お逃げにならないんですか？」

　俺の肉棒をしゃぶりながらセリアが言った。魅了チートにかかりながらもエレナイラのことを気にしている証拠だ。

　しかし、エレナイラには逆にきつい光景だろうな。

　この世界……特にこの城で仕えている者はエレナイラの影響もあり、男が大嫌いだと思う。

　それはセリアも例外ではなかっただろう。

　だが、そんな彼女がおいしそうに男の肉棒をしゃぶっているのだ。エレナイラのショックは計り知れないと思われた。

「貴様ぁぁぁ！　セリアに何をしたァ！」

「教えるわけにはいかないな」

　俺としては作戦に成功した。こちらから追うよりもエレナイラに来てもらうほうが、よっぽど楽で確実だからな。追った先で罠でも仕掛けられていたら、それだけでリスキーだし。

　しかもわざわざ、セリアの嬌声が響くように激しく突いてやったんだ。逃げていたエレナイラも耳にして、ここに来たのだろう。

「おっと、この国の最高権力者の前だったな」

　セリアにお掃除フェラをやめさせ、俺は肉棒をズボンへとしまった。

「お会いできて光栄だよ、エレナイラ」

「すべて……すべて貴様のせいか!?」

「魔族軍を使い、城の警備を薄くし、騎士隊長のレオナから秘密の抜け穴を案内してもらい、侵入。そして、側近中の側近でもあるセリアを懐柔し、俺の女とした。あとはお前だけだ、エレナイラ」

「貴様、何をしているのかわかっているのか!?　その罪、命で償ってもらうぞ」

「ほう」

　いくら女帝が強いと言っても、女である以上は俺の前では雑魚に等しい。

　エレナイラは腰に携えている剣の柄を握った。

「我が城に代々伝わる秘宝……王剣アヴァルベイン。この刃で貴様を……」

　女帝は剣を抜いた。

　おそらくあれが女帝が持っている秘宝だろう。さすがに剣に詳しくない俺でも、あれが特別な武器だということはわかる。

　しかし、俺とエレナイラの距離は十メートル以上離れている。

　接近される前に倒せば問題ないだろう。

　なぜ魅了チートを使わないかといえば、この後の作戦があるからだ。

　何より、魅了チートを使わずにこの女を屈服させたいという気持ちが強くもあった。

　魅了チートは手っ取り早い分、達成感というものは得られないからな。本当にいい女はじっくりと落としていったほうがいい。

「貴様には聞きたいこともある。まずは……」

　エレナイラはそのままの立ち位置で、剣を縦に振った。

　何をやっている？　そこには何もないぞ……。

　と思った瞬間、

「ぐっ……！」

　俺の肩が切れ、血で染まっていくのがわかった。

　まさかあの剣で……？

「何を驚いている。これがこの剣の能力だ」

「能力だと？」

「アヴァルベインは、我の視界に入ったものを自由に切ることができる。距離があり、有利と思ったのだろうが、それは我にも同じこと」

　エレナイラはペラペラとしゃべりを続けた。

「魔族軍を率い、易々と城に侵入し、セリアを貶めた相手だ。かなりの実力がある見て間違いないだろう。そんな者に迂闊に近づくわけがない」

「ならば、なぜ一撃で殺さなかった？」

「魔族軍のこと……セリアのこと……お前には聞きたいことが山程あるからだ」

「なるほど」

　こいつがおしゃべりで助かる。

　まあ、エレナイラの気持ちもわからなくはない。

　俺のような未知の力……しかもそれを、本来なら魔力の無い男が持っているのだ。どういった経緯なのか、俺の素性などを知りたいと思っても不思議ではない。

　それにエレナイラからすれば、いつでも簡単に俺を殺すことはできるんだろうしな。

　ふっ……最強の女か。その名前は伊達じゃないな。

「まずは傷を回復させてもらおう」

　俺は肩の傷を瞬時に回復した。こうしておくことで俺を軽度に傷つけても、無駄だということを見せておくのだ。これで少しでも交渉しやすくなる。

「なるほど、お前にこの程度は無駄のようだな。それに、無詠唱で治癒魔法を使えるのだ。拷問の類も効かないだろう」

「そうだな」

「このまま睨み合っているほうがお互いに得というわけだ」

　さて、どうやってこの状況を逆転させよう。

　エレナイラは互角だと思っている様子だが、魅了チートなしだと俺のほうが分が悪い。

　やはり秘宝の存在がやっかいだな。

　だが、下手に動いてしまったら反撃を受けてしまう可能性がある。

　もし動くなら、最初の一手で勝負がつくと判断できたときだ。

「貴様からは高い魔力を感じる……。この我よりもだ」

「俺の魔力は無限大でね。そう簡単に負けはしないさ」

「男である貴様がなぜ……？」

「俺が異世界から来た存在だからだ」

「異世界だと……？」

　エレナイラがぴくりと動いた。

　クク、狙いどおりだ。ここで異世界から来たことを言っておけば、少しでもあいつの集中力を削ぐことができる。

「聞いたことはあるか？」

「古い本で読んだことがある。その本の中にも伝説であると書いてあったが」

「どうやらこの世界に呼ばれてしまったらしいんだ」

「その異世界人がなぜ我が城を狙う？」

「それは……」

　答えるフリをしながら、俺は魔法で投石を生み出し、エレナイラに攻撃を加えた。

「不意をつくとは……！　だが、我には効かん！」

　秘宝を使い、石を砕く。その隙に俺はエレナイラへと突進した。

「無駄だと言っているだろっ！」

　エレナイラが剣を振ろうとしていたので、俺は大きな岩を作り出し、その後ろに隠れた。

　秘宝効果はあくまでも視界に入った物のみ、これなら直接俺にダメージを与えることはできない。

「小癪な！」

　エレナイラが岩を砕く。だが、俺は壊れた岩の破片にうまく隠れていたのだ。

　一瞬ではあるが、エレナイラが俺を見失った。

「終わりだ」

　複数の岩石を作り出し、多角面からエレナイラに攻撃を加える。

　さすがに死角からの攻撃も含まれているし、すべてを同時に防ぐことはできないだろう。

「我を誰だと思っている……ッ？」

　突然、攻撃を加えていた複数の岩石がすべて砕け散った。

「距離が短くなれば、死角であっても切ることができる」

　……ちっ。そんな能力があったとは。だが、

「直接、ぶつければ……っ！」

　俺は手元に岩石を生み出し、エレナイラに殴りかかった。

　剣を振るよりも速く攻撃し、そして距離を限界まで詰めれば能力も無効化できるはず。近すぎれば、自分さえ切りかねない能力だ。

「秘宝だけが我の強さの秘訣ではないぞ！」

　そう言ったエレナイラは打ちかかる岩石をも砕き、一瞬にして俺との間合いを自ら縮めた。

　さすがに向こうは、こんなファンタジー世界での強者だ。戦いに慣れている。

　対して俺は、現実の喧嘩すらまともに経験したことがない。

「これが……差なんだな……！」

　エレナイラの剣先が俺を貫く……!?




　──このとき、俺はにやりと笑みを浮かべていたのだった。
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「結局は愚かな男だな。我が剣の刃で血に染まれ……」

　勝利を確信し、俺を蔑むエレナイラ。

　だが、勝ったのはどっちかな？

「甘いな、エレナイラ。俺を倒したつもりか？」

「なっ……!?　確かに腹を突き刺したはず！」

　エレナイラの言うとおり、剣は俺の腹に向かって伸びていた。

　しかし、俺はある物を事前に作っていたのだ。

「な、なんだ……この黒い穴は!?」

　もしものときに帰るため、俺が編み出したワープ技。その、ワープするための穴を腹の前に作っておいたのだ。

　おそらく、穴の先にいるアイシャは驚いているだろうな。突然、剣先が現れたのだから。

「悪いが俺の勝ちのようだ」

　そう言って俺は、エレナイラの手首を握った。

「剣を振れないなら能力は使えないだろう？　それに俺は、魔法により腕力を強化している。単純な力勝負ならお前に負けることはない」

「ぐ……っ！」

　リスキーな手段ではあったが、なんとかエレナイラに接近することができた。

　この接近こそ、俺の目的。

「俺は魔法により大抵のことはできる。だが、その中でも条件を満たさないといけないものがあるんだ。たとえば、人の身体に影響を与えるものだとか」

「ど、どういうことだ……!?」

「これから試してやるよ」

　俺はエレナイラの手首を掴んでいた指先に魔力を集中させる。

　すると、

「う、ああああああっ！」

　エレナイラが叫んだ。

「少し気持ち悪い感触がしただろう？　これはお前の体内に、ある薬物を入れたからだ」

「や、薬物だと……」

「媚薬だ。ま、ムラムラして、力が入らなくなる程度のものだが」

「くぅ……！」

　先ほどまで雄々しく立っていたエレナイラであるが、がくっと膝をついてしまった。

「き、貴様ぁ……！　これから我をどうするつもりだ……？」

「どうして俺がこの城を攻めに来たのか教えてやるよ」

「な、何……？」

「お前という美女を俺の女にするためだ」

「はっ……！」

　額に汗をかき、苦しみながらも女帝は鼻で笑った。

　この状況でなお強がっていられるのか……見上げたプライドだな。

　しかし、どこまでそれが続くかだな。

「この媚薬はな、俺に触れられるとさらに感じるようにできているんだ」

　俺はエレナイラの肌を指の腹でなぞった。

「はぅ！」

「どうだ？　気持ちがいいだろう。全身が性感帯になってしまっているようなものだからな」

「はぁはぁ……べ、別に感じてなど……」

「本当か？」

「くはっ！　ま、また触って……はぁはぁ……！」

　勇猛果敢なはずの女帝が内股になり、身体をモジモジとくねらせながら悶えている。

　さすがに面白い光景だな。

「お前の話はいろいろと聞いているぞ。かなり強いらしいな」

「き、貴様ごときに負ける腕だ……大したことはない」

「おいおい。闘技大会で優勝したことを、なかったことにしてしまうのか？　戦争がほとんどない世界だから、個々の実力を計るには闘技大会くらいしかない。つまり、腕に覚えがあるやつは大抵そこに出場するんだ。しかも、わざわざ仮面を被り、素性を隠して大会に出たらしいな。そこまでフェアな戦いを求めるのか？」

「戦士として当然だ。それに、真剣に参加している者の迷惑になるわけにもいかない」

「素晴らしい心意気だ。ま、結局は自分が優勝してしまうんだから大したもんだよ」

「その我に勝ったんだ。さぞかし気持ちがいいだろう」

「戦いの勝敗に興味はないな。俺が興味あるのは……お前の身体だけだ」

「外道め！」

「魔女の持っていた秘宝により、お前たちの夜の営みは知っている。女だけに愛撫され続けた身体、とても美しかったぞ」

「どこまでも腐っているな」

「あまり褒めるな。お前を犯したくなってくるだろう」

　俺が睨みつけると、エレナイラはびくりと身体を震わせた。初めて見せる女の表情である。

「女の身体はどこも性のおもちゃにすることができる。たとえば、その手だ」

「な、何をする!?」

　俺はエレナイラの手を使い、自分の肉棒をズボンから取り出させた。

「や、やめ……！　あ、あんっ！」

「手も敏感になっているからな。肉棒を握っただけで気持ちよくなってしまうだろう？」

「き、気持ちよくなんか……」

「さて、握っただけ気持ちよくなるんだ。しごいていったらどうなるんだろうな？」

「ま、まさか……まさか!?」

「細く長い指先……剣を持つのに似合わないくらい美しい手だ。これで俺のものをしごけ」

　そう言って、俺はエレナイラの手を動かしていった。

　シコシコと肉棒を上下にしごいていく。

「あ、あっ！　あああっ！　感じて……しまう!?　手を動かしているだけなのにっ！」

「どうだ？　気持ちいいだろう!?」

「く、くそぉぉぉ！　放せぇぇぇ！　放せぇぇぇ！」

　エレナイラの絶叫を無視して俺はさらに手コキをさせていった。

　もはやエレナイラの手のひらは性器のように敏感になっている。まるで膣の中に肉棒をぶち込まれたかのような気持ちになっているはずだ。

「か、感じたくないのに……感じたくないのに……！」

「そう言いながらも手が勝手に動いているぞ」

「う、嘘だ……！　わ、我がそんな……！」

　今では自分から手コキしてくれている。

　快楽を前に自制するのが難しくなってきたみたいだな。

「お前ほど美しい女だ。世界が違えば、たくさんの男がお前に言い寄ってきただろう」

「そんな男ども……あんっ、片っ端から斬ってやるっ！」

「男は嫌いだが、性欲はある……。それで、毎晩のようにセリアに舐めてもらっていたのか。放尿までするところを見ると、お前の性欲は尋常じゃなさそうだ」

「ぐ……！　それは……言わないで、くれぇ……！」

「ケツの穴まで舐めさせるとは……変態だな。だが、俺は性欲が強く、変態な女は嫌いじゃないぞ」

「貴様に気に入られても嬉しくなどないっ！」

「だが、手は勝手に動いているぞ？　心地良さが増し、理性が吹き飛んできているんだろう？」

「そ、そんなことは……んんっ！　あんっ、はぁっ！　くぅんっ！」

「もっと速く動かせ。最高の快楽が待っているぞ」

「く、くそ……！」

　下唇を噛み締めながら悔しそうな顔をしているが、手の動きはどんどん加速していった。

　呼吸を荒くし、頬を真っ赤に染めながらエレナイラは快感に身を委ねているようだ。

「いいぞ……。国のトップに立つ者だ。庶民にはわからない苦しみや葛藤もあるのだろう」

「そ、そうだ……我はそれを解消するために……」

「夜な夜な女執事を使っていたと？　理由としては正当だ。お前は、もう我慢する必要はない」

「我慢しなくて……いいのか？」

　俺の甘い言葉にエレナイラの硬い鎧が剥がれてきた。

「せっかく女として生まれたんだ。女としての楽しみがあってもいいだろう」

「女としての……楽しみ？」

「さあ、もっと手を動かさせ」

「はん、んぅぅ！　ダ、ダメだ……手を動かしているだけなのに感じてしまっている！　このままだとおかしくなってしまいそうだ……」

「もっとだ……もっとだ！」

「んんぁぁあああっ！　イ、イ、イク！　何かキてしまうぅぅう！」

「イけ！　イキ顔を見せろ」

「くそ……くそ……くそぉぉぉ！　気持ちよくて、手が止まらないっ！　もっともっと感じたくなってしまうんだっ！　んふぁっ！　あんっ！」

「俺も出すぞ」

「だ、出す？」

「顔にかけてやる。そのまましごけ」

「わ、我も……我も……イ、イってしまう……！　も、もう……イ、イ、イクゥゥゥゥゥ!!」

　エレナイラの絶頂に合わせて、俺も盛大に射精した。

　ドクドクと大量の精液がエレナイラの顔や身体にかかっていく。彼女の身体は、真っ白に汚れてしまっていた。

「はぁはぁ……こ、これが精液……温かい。かかっているところさえも感じてしまうとは……」

「これが真の快感だ。女同士で得るものよりもずっとすごいだろ？」

「すごい……すごすぎる……！」

「お前の身体はすべてが美しい……まずはこの身体を堪能してやる」

　エレナイラは口を開け、視線が定まらないまま、こう言った。

「我が……我が……壊れる……。ああ……もう、どうでもいい……ただ気持ちよくなりたいんだァ……」









[image: ]











[image: ]







「そろそろかなぁ、お兄ちゃん」

　魔族軍の指揮をしていたユニスは、城が見える山の頂から女帝の部屋のテラスを眺めていた。魔女らしく、特殊な視力となる魔法を使っている。

　予定したとおりなら、作戦が終わる頃なのだ。

「ご主人さまなら問題ないかと」

　ユニスの側にサキュバスメイドのメリアが現れる。

　彼女はいつものようにクールな佇まいで、淡々と見つめているだけだった。

「あ、お兄ちゃんが出て来た！」

　テラスにはリュウとエレナイラがいた。

「あはは、お兄ちゃん……エレナイラのやつを落としたみたいだね」

「はい。最強と呼ばれていた女帝が、完全に女の顔になっております」

　メリアにも、それが見えているようだ。

「一体どんなことをしたんだろう……。想像しただけであたし……」

　ユニスは股に腕を挟んでモジモジする。

「ご主人さまのことですから、また面白いことでしょう」

「この後も、すごいことが起きるもんね？」

「はい。衝撃的なものが国中に知れ渡るでしょう」

「メリア、あれの準備はいい？」

「もちろんです。ですが、中身についてはいまいち、わからなかったのでどうなるか……」

「お兄ちゃんが作ったんだから大丈夫でしょ！」

　にっこりと笑みを浮かべるユニス。彼女はウキウキとした様子でテラスに注目していた。

「さあ、早く始まらないかな」

　これからリュウの作戦は、フィナーレを迎えるのだった。





†　　†　　†






「くそぉ……殺せぇ……殺せぇ……！」

　まだ僅かに自分の意思が残っているのか、エレナイラは俺のことを睨みつけていた。

　そんな態度を無視して、俺はテラスへと彼女を連れて行く。

「何を……する、気だ……？」

「もう少ししたら教えてやるよ」

「ふ、ふざけるな……？」

　ふむ。女帝と呼ばれているだけあり、さすがの精神力だと思う。

　媚薬の効果はまだ残っているはずなのに、刺激を与えなくなったらすぐに自分の意思を取り戻し始めている。

「リュウさま、また媚薬を使うかい？」

　近くにいるヤリーナが俺に尋ねてくる。

「いや、このままでいい。もともと媚薬の効力を少しずつ下げながら、こいつを性奴隷に仕立て上げていく予定だったからな。計画どおりだ」

「さすがだね、リュウさまは」

　俺はヤリーナを下がらせ、テラスでエレナイラとふたりきりとなる。

「はぁはぁ……！　少しずつだが、意識を……！」

「取り戻してきたか。大したやつだ」

「剣を握れば貴様など一瞬で」

「物騒なことは言うな。それよりもお前の身体を使った遊びはどうだった？」

　媚薬が効いている間ずっと、エレナイラの手以外の部位も使って、コキまくった。

　手、髪、尻、膝、肘、胸、口……ありとあらゆる場所をいじくり回し、射精を繰り返した。

　そのおかげか、エレナイラは精液でどっぷりと汚れてしまっている。

「外道がぁ……！　許さぬ……！　絶対にぃぃ……！」

「だが、感じてしまっただろ？」

　俺が視線を向けると、エレナイラはドキリとした表情になった。

「その顔……俺を見ただけでも発情してしまっているようだな」

「そ、そんなわけ……」

「なぜ無意味な嘘をつく？　先ほどコキまくったせいで、お前の身体にはすっかり快楽が刷り込まれているはずだ」

「わ、我は……！」

「ならば、確かめてやろうか」

　俺はスカートをめくり上げると、エレナイラの秘部を触った。

「はわぁ!?」

「どうだ？　感じるだろ？」

「くっ……ふぅ……んっ！」

　エレナイラは抵抗をやめ、俺に蜜壺を黙っていじられていた。

　特に抵抗をすることもなく、膣の中に指が吸い込まれていく。

「これが今のお前だ。葛藤にも勝てず、目の前に快楽がぶら下がれば、簡単に屈してしまう」

「はぁはぁ……く、くそぉ……！」

「エレナイラ、よく考えてみると。なぜ快楽を嫌うんだ？」

「え……？」

「受け入れれば楽になる……違うか？」

「……ッ」

「お前はさっき壊れたままで。それでも意識が少し戻ったときに、自分自身の心を修復しようと抵抗した。壊れたものをもう一度元に戻すのは難しいんだよ」

　エレナイラは何も言わずに聞いている。おそらく俺の言うことに対して、一理あると思っているのだろう。

「壊れたらどうすればいいか……答えは簡単だ」

「な、なんだ……？」

「直すのではなく、新たに生まれ変わればいいんだ。もう一度ゼロから始めればいい」

「ゼロ……」

「男が嫌い……男からの快楽が不快……。そうではなく、すべてが逆になればいいんだ」

「逆に……？　我は快楽を求めている……？　男からの……」

「そうだ。その証拠にお前の膣は濡れ、指をすんなりと通した。心が壊れていても、本当に嫌なら身体が拒んでいるはずだ」

「本当は嫌がっていない……」

「気がついたみたいだな。それなら、テラスのフチに手を置いて、俺にケツを突き出せ」

「わ、わかった……」

　素直に頷いたエレナイラは、立ちバックの体勢で俺に尻を向ける。

　脚が長く、すらっとしているため、立ちバックの体勢が妙に美しかった。

　これからこの綺麗な身体に自分の肉棒をぶち込めると思うと、俺も欲望を抑えることが難しい。

　勃起した肉棒を取り出すと、エレナイラの縦筋に密着させた。

「か、硬いものが……っ！」

「何が当たっているかわかるな？」

「……お、お……おちんちん」

「お前はもっと下品な言い方をしたほうがいい」

　俺は耳元で教えてやった。

「ちんぽ……！　ちんぽ……！」

　まるで覚えたての言葉を使うのを楽しむ子どものようにエレナイラは言う。

「さあ、お前が何をしてほしいのか言ってみろ」

「あ、ああ……っ！」

「さあ！」

「わ、我のおまんこに……ち、ちんぽを……ちんぽをぶち込んでくれええええっ！」

　ククク、やっと本心をさらけ出してくれたようだな。

　俺はエレナイラの尻を掴んで、そのまま腰を突き出していった。

　さすがに処女だけあってかなりの抵抗感だ。

　だが、身体は俺のことを求めているのか、中へ導こうとしている。

　愛液が溢れだし、膣壁がうごめいていた。

「くぅ……ふぅぅ！　あと少し……あと少し……！」

「このまま奥へ入れるぞ」

「きて……！　きてぇ！」

　俺は腰を引き寄せ、エレナイラの膣奥へと侵入した。

「くほおぉ!?　は、入って……入って、きたァ……！」

　中に入れるとすぐ、エレナイラは喜んでいた。

　その表情は国を統べる者ではなく、快楽に堕ちてしまった痴女のもの。

　俺は悠々と腰を動かし始めた。

「あんっ、動いている……我の中で……硬いものが……！」

「感じるか？」

「感じるッ！　気持ちよくて、クセになりそう、だァ……！」

「今のお前の姿を国民が見たらどうなるだろうな」

「まずい……そんなことがあったら……我は……我は……！」

「テラスだと見えてしまうかもな。やめるか？」

「はぁはぁ……高い場所にあるから、大丈夫……。だからやめないでくれ」

「わかった」

　立ちバックで犯されることが気に入ってくれたみたいだな。

　エレナイラからのリクエストでもあるし、この場所でプレイを続けようと思う。

「あ、ひぃぃぃ！　ちんぽ、すごいぃぃぃ！」

「気が狂うくらい感じるんだ！」

「あああ、いいいっ、んぬぅ！　あひぃ！」

「どうだ？　俺の身体が好きになったか？」

「大好きィィィ！　ちんぽ、大好きィィィ！」

　エレナイラは絶叫をする。

　城の上階にあるから聞こえないはずだと思い、叫んでいるのだろう。

　ふっ、むしろ、そういった露出性癖もあるのかもしれないな。

　そう考えながら、俺は魔法を発動させる。




『大好きィィィ！　ちんぽ、大好きィィィ！』




　先ほどエレナイラが叫んだセリフだ。

　それが大音量でリピートされる。

「え……？」

　突然のことにエレナイラは頓狂な声を出す。

「ああ、悪い。ひとつ言い忘れていたことがあった」

「な、何……？」

「このテラスでの行為……国中に映像として流しているんだった」

　そう、俺とエレナイラの行為は、おそらくは全国民に見えている。

　それがどういったかはおそらくわからないまま、エレナイラは絶望的な表情を浮かべたのだった。
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　俺は透明化の魔法を解除し、テラスの外に飛んでいたカメラのほうを示した。

　簡単に言えば、カメラ付きのドローンといったところか。

　このカメラでテラスを映し出し、予め街頭のあちらこちらに仕掛けていたディスプレイに放映されている。アイデアは、千里水晶を参考にさせてもらった。あれはカメラとディスプレイが合わさった機能を持っているからな。

　それと、俺の知識を混ぜあわせることで魔道具を作成したんだ。

　俺の作戦は、この映像を国民に見せることだった。

　さあ、女帝が堕落していく様をマジマジと見るのだ。

「あ、あはは……我のこの姿が……民たちに……」

　ショックを受けすぎ、放心状態となっているエレナイラ。

　だが、俺はすぐさま彼女の変化に気がついた。

「心に傷を受けているようにも見えるが……嘘だな。自分のあられも姿が映されて、感じているんだろ？」

「は、はは……？」

「膣の締りがよりよくなった。感じている証拠だ。違うか？」

　俺が聞くと、エレナイラは笑っているだけだった。

「あはは……そうなのだ……！　我は……この状況が気持ちいい……あははっ」

「狂ってきたか。だが、俺はこんなものじゃ満足できないぞ」

　再び腰を動かし始める。

　パンパン、という乾いた音を響かせながら、亀頭の先でエレナイラの膣奥を押し上げていった。

「ああんっ、んふぁっ！　きてるゥ！　きてるゥ！」

　カメラ目線を忘れずに、エレナイラは海老反りになりながら悶えていた。

　ひと突きするごとに、エレナイラの膣は狭くなっていき、俺の精液を欲しがっているようだ。

　さすがの締め付けであるが、俺は我慢をしながら、ピストンを続けていく。

　色白の尻を見つめ、くびれを堪能しながら腰を振り続けた。

「気持ちいいぃ！　ああっ、奥ぅぅぅ！　奥がいいのぉぉ！」

「どういいんだ？　この映像を見ている者たちは、男の身体のよさを知らないぞ？」

「硬いちんぽ、奥……ゴンゴンされるのが気持ちいいのぉ！　女として生まれてよかったぁ！」

「やれやれ、そんな説明じゃわからないだろう」

　快感で言葉が出てこないようだ。まあ、無理もないだろうな。

「ん……？」

　腰を振っていると、何やら外が騒がしい様子だった。

「エレナイラさまを返せーっ！」

　どうやら周辺地域にいた女騎士どもが、エレナイラを救出に来たようだ。

　想定どおり女どもが、集結してきている。

　だが、すでに城のありとあらゆる扉は硬く閉ざしている。

　テラスの高さを考えれば、矢も届かないだろうし、このままエレナイラを犯し続けていよう。

「あひぁ！　子種汁がほしいのぉぉ！　んふぁ、んふぅ、んぉぉ……！」

「すっかり下品な声を出すようになったな」

　舌を出して悶え、瞳が上を向いてしまっている。

　ヨダレを垂れ流しながら、荒い呼吸を繰り返していた。

「あふぅー……はぁー……はぁー……！　いい、いいのぉ！　パンパンされるの気持ちいいのぉ！」

「もしかしてもう満足したのか？」

　こんなので満たされてしまっては、俺としても楽しくはない。ピストンの速度を上げてみるか。

　尻を打ち付けるスピードを加速させ、連続的に子宮口を押していく。

「アアアアッ！　らめら、これはっ！　おかしくなるぅぅ……もうらめらあああっ！」

「もっともっと感じさせてやる」

「ああっ、くんうぅ！　気持ちよすぎて、力が……力が入らないのぉ！」

　筋力が弱まっているのか、ケツ穴が広がってきていた。

　足もガクガクと震えてきているし、生まれたての仔馬のようになっている。

「な、なんか出るぅ！　で、出ちゃう……！　あひぃ！」

「出るだと……？」

「あ、無理っ！　もうらめらっ！　で、で、出ちゃ……ああっ、あっ、あっあっ！」

　面白そうだからは、俺は強烈に肉棒で突いてみせた。

「こほぉ!?」

　腹の奥から空気が漏れるような声を出し、エレナイラは完全にがに股になった。

　そして、そのまま……。

「うっ！　出るぅぅぅ！」

　ジュボボボボ……！

　大量の尿が一直線に床に落ちていったのだ。

　かなり溜まっていたのか、水道の蛇口から勢いよく水を出したかと思うくらい激しく漏らしている。

「こっ……はっ、出てしまった……」

「お漏らしとはな」

「はぁはぁ……まだ、出る……っ！」

　我慢できないのか、ジョロジョロと放尿を繰り返しているのだった。

「こんなに出しているんだ。少しくらい民に分けてやれ」

　俺はエレナイラの腕を引くと、彼女の腹部を突き出してやった。

　女帝から漏れ出している尿は放物線を描きながら、階下に到達した女騎士たちへ降り注いでいく。

「きゃ、何これ……」

「あ、あれを見て！」

　さすがに気がついたのか、エレナイラが放尿している姿をそれぞれが見る。足をがに股に開き、それこそおっさんが立ちションベンでもするかのようなポーズで、エレナイラは漏らしていた。

　女帝として誰からも恐れられ、民からは厚い信頼を得ている彼女。

　そんな女が恥ずかしい姿を見られているのだ。

「エレナイラ、何か一言ないのか？」

「た、民よ……我が騎士たちよ……」

　エレナイラは下にいる者たちに声をかける。

「我の……尿を……オシッコを存分に楽しめ……！」

　自ら縦筋を広げると、エレナイラは再び放尿をする。

　自ら楽しむように、騎士たちにかけているのだ。これには忠義の騎士たちも言葉を失う。

「すっきりしたか？」

「あ、ああ……」

　残尿まできちんと放出し、エレナイラは満足そうな表情を浮かべていた。

「はぁはぁ……気持ちよすぎる……人生で最高の瞬間だ」

「よかったな」

「これもすべて貴様のおかげ……あなたこそ、我が王」

「王？」

　突然の言葉に聞き返してしまう。

「我が国は、より強い者が民を率いるのが習わしとなっている……。貴様は十分に我より強い」

「王か……」

　あまり権力に興味はないが、せっかく映像として世に流れているんだ。この状況は悪くないだろう。

「エレナイラ、俺は王になれるのか？」

「あなたは王だ。この国のトップとなる！」

　この言葉は、映像を見る者たちにも聞こえただろう。

「ならば、お前の口から宣言しろ。俺が王であると」

「皆の者！　よく聞くのだ！　我以上にこの国を率いる者が現れた！　彼こそが次の王となるっ！」

　下にいる騎士たちが動揺の声を漏らしていた。

「エレナイラさま、そんなバカな!?」

「男が国王だなんて……！」

「ええい、黙れ！　貴様たちもちんぽを味わってみろ！　ちんぽに勝つことなんてできないんだ！　わからないのか、この処女どもが！」

　処女なんだから、わからなくて当然ではある。

　しかも、言っていることもだいぶおかしい。

　だが、それくらいエレナイラは俺に屈服してしまったということだ。

　俺はピストンを軽く再開した。

「んんぁっ！　くほぉぉ！　んほぉおぉ！」

「イカせてやるよ、エレナイラ」

「あああっ！　クるクるクるクるクるぅぅぅ！　キちゃうううっ！」

　エレナイラの膣がドクドクと痙攣しているのがわかる。

　締め付けが強くなってきたので、俺もそろそろ限界だ。

「出すぞ」

「らしてえぇぇ！　我が王よ、我を孕ませてくれぇぇぇぇ！」

「出る……ッ！」

　限界まで我慢した肉棒から、大量の精液が溢れ出てくる。

　ビュクビュクビュク、ビュルルル……!!

　ピストンをしながら、エレナイラの子宮を精液で満たしていった。

「あああっ！　出てるぅぅ！　王の……王の子種っ！」

　さて、女たちも十分、下に集まっているようだ。想定はしていたが、ここまでうまく行くとはな。

「──この国の女ども……すべて俺のものになれっ！」

　魅了チートを街中に発動させる。

　これで集まっている女たちは……いや、この国の主要な女たちはすべて俺のものだ。手間が省けた。

　さあ、残滓もすべてエレナイラの膣に出してやろう。

「はふぁっ！　我もイってるぅぅぅ！　イってるぅぅぅ！　おおぅぅ!?」

　ビックン、と跳ね上がり、エレナイラはその場に倒れ込んでしまった。

　僅かに意思があるらしく、ぶつぶつと呟いている。

「我が王……リュウさま」

　肉棒を抜き、俺はテラスの前へと歩く。すると、

「リュウさま！　リュウさま！　リュウさま！」

　俺の名を呼ぶ大勢の女たちがそこにいた。
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　エレナイラを落とした後のことをまとめてみよう。

　簡潔に言えば、この国は俺のものに。

　女帝エレナイラの一言により、俺はこの国の王となり、最高責任者になった。

　とは言え、政治のような面倒ごとは嫌いなので、実質の権限はエレナイラに任せている。

　彼女も俺の奴隷だ。

　俺は好きなときに好きなことをするだけという、最も都合のいい立場で遊ばせてもらっていた。

　魅了チートをかけた女たちは一度選別して、好みの女のみ、そのまま魔法をかけている。

　ちなみに、他の女については、魔法を解いてエレナイラの指示に従わせた。さすがに全員が俺のことを大好きだと面倒ごとも多いからな。その結果は上手くいき、大した事件も起きていない。

　そういえば、アイシャに「なぜ初めから魅了チートを使わなかったの？」と尋ねられてしまった。

　彼女の疑問ももっともだが、俺の美学とでも説明しておこうか。エレナイラを落とすまでは、大規模な魅了チートは使用したくなかったんだ。

　エレナイラを落としてからは、大勢の女を従わせるために、気兼ねなく魅了チートを使った。

　結果的に、広範囲の魅了チートを使うことができたが、正直なところやってみるまでは、どこまで一斉に効果があるのかわからなかった。

　そのため、城の周りに女たちを集める必要があったんだ。

　その点についても分かり、収穫があったと思う。

　そして、生活さえ不自由な男たちについては、最低限の自由を保障してもらうことにした。

　別に男たちが可哀想だとか人道的な観点ではなく、単純に労働力や経済活動で必要になると思ったから。

　世界の人口が減っていることも考えると、今の男の地位じゃ何もできないだろう。

　そういったところから緩和措置を命令した。

　それから、エレナイラの城は今後の活動拠点とすることに決めたのだ。

　ここから旅に出て、何かあれば戻ってくるということだ。人間が治めていて、世界最大の大国ということもあり、居心地はいい。

　それに、エレナイラの秘宝を手に入れたことにより、ワープも完成した。

　あの武器は、距離が離れていても斬撃を与えることができる。

　その仕組みを分析し、俺の魔法に応用したのだ。基本的にはこれで好きなところへ行くことができるようになった。

「次はどこを攻めるのかしら？」

　隣にいるアイシャが聞いてくる。

「もう一つの人間の国……ジャポネルがいいだろう」

「なぜ？」

「予想外に攻めることが難しそうだ」

　俺がそう呟くと、アイシャは納得したように頷いた。

「人間の国と言っても、少し特殊なところがあるからね。もしかして、あなたの計画がうまくいかなかったの？」

「計画というほど大それたものではないが、ジャポネルには簡単に行くことができなかった」

「ワープできないってこと？　完成したはずでしょ？」

「ああ。まあ、他の女王たちもさすがに要所にはガードをかけているようだが、ジャポネルに限っては国全体にかかっていて、侵入すら容易にはできない」

　レオナに世界地図を用意させ、各国へワープできるか試してみた。

　他の国は、領土内自体には、あっさり入ることができたんだ。

　しかし、ジャポネルに限ってはそれができなかった。

「おそらく俺のことを警戒し始めているんだろう」

「あれだけ派手に中継したんだから当然よね。だけど、それも狙いがあったんでしょ？」

「狙いってほどじゃないさ。ただ、俺を警戒してくれたほうが混乱は起きやすいからな。それに、難しくなったほうが落としたときの快感が増える」

「ふふ、本当に悪い人ね」

　フォルツァンドに革命的な変化が起こったのだ。まともな判断力を持っていたら、俺の強さに気がつくと思う。

　そうなったとき、他の国がどういった判断をするのか気になるというのものだ。

　この異常な状況で、各国の長たちはどういった対応をとるのか見せてもらいたい。

「リュウ、あなたに能力を託してよかったわ。全然飽きないもの」

　アイシャも喜んでいるようで何よりだ。

「そういえば、天女が治める空中都市もワープできなかったんだが？　アイシャ、どう思う？」

「地図上に都市が載っていないからだと思うわ。空中都市は空の上を漂っているし、位置が……」

「行き方は？」

「私も詳しくは知らないけど、空中都市へと繋がる場所があるみたいよ。あなたのワープみたいにね」

「なるほど」

　そこはやはり、最後に攻めるほうがいいのかもしれないな。

　ならばやはり、ジャポネルの行き方も考えないと。

「エレナイラ、話は聞いていたな。ジャポネルへの正式な行き方はあるのか？」

「我が王よ、ジャポネルの行き方は……ないのだ」

「……ないだと？　交流はあるのだろう？」

「いや、あそこが独立を守れているのは、我らとの交易を極力避けているからだ。向こうが一方的に来ることしかできないんだ」

「それも、条約か？」

「そうだ」

　それ以外でも、唯一の交易物である──金きんを交渉材料に使われているんだろうな。

　エレナイラにしても、そんなことで金の流通量を減らされるほうが困るんだろう。

　ほしいものが手に入るのならば、フォルツァンド側から、海の向こうのジャポネルへわざわざ行く理由もないに等しいし。

「いきなり行き詰まったわね」

　アイシャが少しだけ楽しそうに言う。……こいつも悪いやつだと思う。

「我が王よ、方法が完全にないわけではない」

「何？」

「公式に我が国からの船は出てはいないのだが……海賊ならば」

「海賊？」

「無法者だ。奴らは男も過酷な労働力として扱っていると聞いたことがある」

「ふむ」

　簡単に言えば国から追い出されてしまった者ということか。そういう者が集まり、海賊行為をして生計を立てている……と。

「公式の船では、行けないんだな？」

「ジャポネルへの勝手な行動は、隣国とも大きな国際問題になる。問題を除いたとしても、島の周囲の海が常に荒れていて、慣れた者じゃないとたどり着くことができないんだ」

「海賊ならできるのか？」

「怪しい品の密輸もしていると聞いたことがある。できるだろう」

「……決まりだな。まずは海賊たちに会う」

「王!?　き、危険では……」

「ふっ……」

　俺は笑みを浮かべた。

「俺はこのフォルツァンドの王だぞ？　お前を相手に、この国を乗っ取ったことのほうがよっぽど危険だったと思わないか？」

「それは……」

　俺が言うと、エレナイラは困ったように下を向いてしまった。

「……我が王よ、わかった。だが、くれぐれも気をつけてくれよ」

「ああ、心配するな。エレナイラ、留守中のこの国はお前が見ておけ。やはりお前のような気高き女王が必要だ。騎士たちも喜ぶだろう」

　俺は椅子から立ち上がった。

　だいぶゆっくりと王様気分を味わってしまったが、そろそろいいだろう。

　また俺の女と野望への好奇心が、むくむくと湧いてきた。やはり困難なほうが燃えるな。

　さて、まずは海賊と話をつけに行くか。
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　──黄金の国ジャポネル。

　他の国と大きな干渉をしないこの島国を統治しているのが、世界に六人いるといわれている女王のひとり、巫女シズクだ。

　シズクは、ジャポネルの奥地にある霊峰──さらにその頂上にあるというシトド神社に籠り、人々のために尽力しているらしい。

　この国を治めるシズクは、代々この神社に仕える系譜の末裔であった。

　神官一族の血筋の証として、彼女はきれいな黒髪をしており、この世界でも他には誰も扱うことのできない秘術を使うことができる。

　神聖な存在ではあるが、ゆったりとした巫女服の上からでも分かる柔らかで豊満な身体は魅力的で、淫靡という言葉さえ見る者の心によぎるだろう。

「わたくしできることはこれくらいしか……」

　沈む気持ちのなか、シズクの一族が使う秘術『呪術』を使用する。

　彼女は呪術を操ることで国土を覆う結界を張ることができ、それが防衛も兼ねていたのだ。

　その結界は魔法はもちろんのこと、他の女王が持っている秘宝による干渉も防ぐことができる。

　この結界を使うことで、シズクは外敵からジャポネルを守っていたのだった。

　まさに究極の巫女と言えよう。

　だが、そんなある日のこと、

「このような未来になることは決まっていましたが、やはりフォルツァンドが異世界人の手に落ちたようですわね」

　女帝が治める大国フォルツァンドが支配されることが、まるで分っていたかのようにシズクは独り言を言う。

　それもそのはずだ。

　シズクが女神から授かった秘宝の名は『未来鏡』。

　この未来鏡というのは、その名のとおり未来を映像として見通すことができる能力を持つ。

　シズクはこの秘宝を使うことで、ときに犯罪を企てる悪党たちを予知し、またあるときは台風や火山の噴火を予知することでジャポネルの民たちを様々な被害から守ってきた。

　民のために秘宝を使うシズクの評判は高く、清廉で気高い巫女様として慕われていたのであった。

　その力を用い、エレナイラが男に堕ちるだろうことも、すでに予見していた。

　さらには、その原因が異世界人だということまで知ってしまっていたのだ。

「それにしてもフォルツァンドの堕とし方はどうなのでしょうか。外道にもほどがありますわ」

　巫女として高潔さを重んじる性格からか、異世界人のやり方には嫌悪感を抱いたようだった。

　ジズクは性行はおろか、男性と付き合ったことすらない。

　いや、まともに話したのは幼少期の頃だけだろう。

　未来鏡で未来を見ると、たまに悪党たちのとんでもない映像が映ることがある。

　それは大抵、迫害から暴走した男が街の美女をレイプするような場面だ。

　シズクはそういった男の性をよく知っているため、強い嫌悪と、心の奥深くで恐怖心を抱いていた。

　だが、こんな暗い状況でも簡単に心が折れてはならない。

　自分がジャポネルの巫女であり、民たちの暮らしを守る者なのだ。

　自分が狂ってしまったら、国民を守ることができなくなってしまう。

　シズクは責任感の強い少女だった。そして、今も未来鏡を見て、国を守ろうとしている。

「これはなんですの……」

　未来鏡を覗いていたシズクが、未来を予知していたときだった。

　その予知のひとつに、シズクにとって見逃せないものがあった。

　鏡に映る映像が鮮明になっていくにつれて、シズクは自らの目を疑う。

「ま、まさか……こんなことって……」

　それはまさに悪夢だった。

　映像に映るのは、巫女服を無理やり脱がされた自分。

　乳房をむき出しに、頬を真っ赤に染めながら喘いでいる姿だった。

「あ、ありえません……！」

　信じたくもないが、さらに映像はクリアになる。シズクの後ろに男の姿が映ったのだ。

「こ、この人は……」

　フォルツァンドを堕としたとされる異世界人。

　その男がシズクをバックの体勢で、激しく突いているのだ。

　快楽に溺れた様子で好き放題されている自分を見て、シズクは言葉が出なくなってしまう。

　幾度となく国を救ってきた未来鏡であるが、初めてその効果を疑ってしまった。

「……ッ」

　だが、未来鏡が映すのは本当に起こりうる未来。

「あの男、わたくしにまでその魔の手を伸ばそうとしているのですね」

　未来鏡が示したシズク自身の危機。もちろんこれまで予知された危機だって、数え切れないほどあった。しかし、そのたびに未来を変えるよう努力をしてきた。

「このような未来、さっさと変えてしまいますわ」

　シズクには未来改変の力がある。

　未来改変の力を持つシズクと未来鏡があれば、どんな悪夢も変えることができるのだ。

　今回も危機を回避しようと未来鏡を覗くシズク。

　だが、

「なんで変わらないですの……」

　普段ならすぐにでも変わる未来の姿が、なかなか変わらない。

　いや、正確に言えば変わってはいる。

　変わっているのだが、結局はあの快楽地獄という未来に、結局なってしまうようだっだ。

「な、なんということでしょう……」

　ジャポネルの古い歴史の中でもこのようなことは、ないに等しいだろう。

　しかし一族の伝承で、強い信念を持っている相手の未来は、決して変えることができないということを聞いたことがある。

　前例などなく、きっと神話のなかでだと思っていたが、まさかそのような男が現れるとは……。

「……」

　シズクは考えこむ。

「わたくしがあの男のものになるしか……未来はないというのでしょうか……」

　慣れない事態に弱気になり、動揺するシズク。

　これまで変えられない未来はなかったシズクは、次第に追いつめられてゆく。

「嫌ですわ！　そんな未来、なんとしてでも変えてみせます」

　それなのに必死に解決策を考えても、未来鏡が行きつく結果は必ず快楽漬けの日々。

　どんなに逃げようと、どこに逃げようとも、最後はあの異世界人の女になってしまうのだ。

「どんな手でもいいんですの。あのような未来を変えるには……」

　画期的な策はないかと知恵をしぼるシズク。何かないかと必死に考える。

　国を上げて攻めようとしても返り討ちにあってしまうし、素早く逃げてもすぐに追いつめられてしまう。

「逃げても追いつめられる……？」

　シズクはふとあることを思いついた。

「……わたくしから詰め寄れば、あの男はどう思うかしら……？」

　逃げるから追うのであって、こちらから誘惑したら、相手も疑い、避けるのはでないかと考えつく。

「しかし、わたくしから男などに詰め寄るというのも……」

　それに相手は、女帝や魔女さえも落としている。

　生半可な女では、彼の言いなりになる未来しか想像できない。

「むしろ向こうが逃げ出したくなるような……」

　──変態になるしかない。

「わ、わたくしがそんなこと……」

　もともと、巫女ゆえに貞淑な性格のシズクは少し躊躇ってしまう。

　そうはいうものの、快楽に狂わされ蹂躙されるわけにはいかず、背に腹は代えられない。

　いや、代えてはならない……！

「あの男に好き放題されるわけにはいきません」

　よほど切羽詰まっているのか突拍子のないアイディアをシズクは思いついていた。

「変態に詰め寄られて逃げない男はいないはずですわ。それならばわたくしから押して押すのみです！」

　それが、清純で大和撫子なシズクが、リュウから逃れる唯一の策だった。

「そうと決まれば、あの男がこの地に来る前に完璧な変態になっておかなければいけませんわね」

　シズクは堂々と宣言をする。




「わたくし──痴女になりますわ！」




　シズクは未来を変えるため、痴女になることを決意するのだった。
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　痴女になると決めたのはいいものの、どうしたらいいのか困り果ててしまうシズク。

　生まれてからほとんど部屋の中で未来を見続けてきた彼女には、大した性知識などありはしない。

（あるとすれば……）

　部屋の奥には古い本が眠っている。

　そこには性について書かれた本もあると聞いたことがあった。

　今までは何の興味もないシズクであったが、自らの力を使い、本を探し当てる。

　その本を開くと、自慰……つまり、オナニーの仕方が書いてあったのだ。

「な、なるほどですわ……」

　誰が書いたのか不明ではあるが、詳細に解説してあった。

　まずは自分の乳房を揉んでみるといいらしい。

「やってみますわ……」

　本に書いてあるとおり、シズクは自らの胸を揉んでみた。

　だがいきなり感じるわけはない。それだけで感じてしまうようなら、普段の入浴で身体を洗うことすら不可能なのだから。

「痴女というのは……難しいですわね」

　シズクは書いてあるように、胸を鷲掴みにして揉んだり、乳首を転がすようにしてみた。

　乳首はかなり敏感であるらしく、すこし触っているだけでもすぐに立ち上がってきたのがわかる。

　コリコリと勃起をしていて、硬くなっていく。

　自然とシズクの吐息も荒くなってしまった。

「あ、んっ、ああっ、んぅ……！」

　こんな声が出てしまうのかと、自分でも驚いてしまう。

　まだ乳首の周りだけであるが、少しずつ身体が熱くなってくるような感覚がするのだ。

（こ、これがオナニー……!?）

　初めて感じる性的な快感。

　身体がふわふわするような、お腹の奥がムズムズするような感覚が襲い、シズクは少し混乱してしまう。

「あっ、んっ、くぅ……き、気持ちいい……」

　気持ちいいという言葉が、意識していないのに唇からこぼれてしまった。

（これが気持ちいいということなのですわね……）

　先程は少し不安のようなものを感じていたのだが、快感がどんどん大きくなっていくのがわかった。

　股間のところが湿ってきて、ふとももに液が滴り落ちている。

　脚を内股に、モジモジしながらシズクはその場に座り込んでしまった。

「はぁはぁ……もう力が入らなく……」

　こんな感覚、今まで体験したことがない。

　それなのに、身体はどんどん欲しているのがわかった。

　手が自然と股間のほうへ伸びていき、巫女服をたくし上げていく。

「んっ、あっ、んぁ、ああっ！」

　声も大きくなり、おっぱいを揉んでいるだけでは物足りなくなっていく。

（わたくし……もっと欲しがっているの？）

　ちょっと性的な快感を覚えただけで、身体が求めているのがわかった。

　今まで禁欲的な生活をしてきたためか、少しの衝動で心が揺れてしまう。

「はぁ、はぁはぁ、んぅ、くぅぅ、あぁぅ！」

　もうダメだと思ってしまうほど、股間が熱くなっている。

　そこを触りたいという気持ちがどんどん大きくなるのだった。

「いい……いいのですわ……も、もっとぉ……」

　ふともとをなぞり、背中にゾクゾクという感じが伝わる。

　さらに巫女服をめくり、下半身を露出していった。

「はぁ、はぁはぁ……んっ」

　白いふとももと股間を露出するシズク。

　誰も触れたことのない肌は滑らかで、綺麗だった。

　陰毛が一本も生えていないほど、恥丘はツルツルとしている。

　──股間には処女を守るための札が貼ってあった。

　この札は特殊な結界が張られているもので、誰も触れることができない。

　札を破ることができるのは、本人であるシズクのみ。

　この札は尿などの排泄も自動的に処理してくれるので、こぼれたりはしない。

　しかし、不思議なことに愛液だけは隙間からとろりと垂れているのだ。

　原理については古いものなのでわからないが、代々の巫女はこうして処女を守ってきたのだ。

（さすがに処女だけは……）

　そう思うシズク。

　だが、自ら乳房を愛撫したせいか、股間の疼きを抑えることができなくなっていたのだ。

　シズクは札のところに手を伸ばし、股間を触ってみる。

「はぅ！」

　いくら特殊な結界が張られているといっても、シズクにとってはただの薄い紙。

　薄紙の上から陰核をなぞったら、感じてしまうのも無理はない。

　まるで電気が走ったかのような快感が、一瞬で身体中に流れるのだった。

「こ、これは……ダメ、ですわ」

　これ以上やってしまったら、おかしくなるというのがわかる。

　わかるが、手を止めることはできなかった。

　シズク自身は気がついていないかもしれないが、彼女は痴女の才能に溢れている。

　少し快楽を与えただけで、我慢ができなくなり、指の腹でクリトリスをこすりまくっているのだ。

　コスコスコス、と何度もクリトリスを刺激する。

「あっ、んっ！　いい、いいっ！　いいですわ！　これ、気持ちいいっ！」

　世の中にこんな快感があったのだと感動してしまうほどだ。

　行儀良く座っていたのに、徐々に腰を突きだすような体勢になっていく。

　誰もいないとはいえ、脚を大きく開いて、尻を浮かせているのだ。

（わたくし……はしたないですわ……）

　しかし、はしたいないと思うこと自体にも感じてしまう。

　痴女としての扉を開けたシズクであった。

「あっ、んっ！　な、なんかクる！　キてしまいますわ！」

　ビクビクと身体中の痙攣が小刻みになってくる。

　息も荒くなり、口からはヨダレが溢れてしまっている。

「はぁ、はぁはぁ！　も、もうダメ……わたくし……！」

　シズクは腰を高く突き上げた。

　──プシャアアアア！

　大量の潮が吹き出す。

　愛液と同じように、札は潮を吸収しないようだった。

　腰を上下に動かしながら、シズクは大量の潮を吹き続ける。

　まるで放尿でもしているかのような勢いで、何度も飛ばしていった。

「はぁはぁ……わたくし、なんて下品なの」

　がに股に足を開いて、放尿のようなものをしてしまった。

　清廉であるべき巫女からすれば、ありえない行動だ。

　だが、

（気持ちいいですわ……）

　シズクには最高の快楽になっていた。

「もっと……もっと……もっと……」

　シズクは部屋の奥に這うように進む。

　そして、もうひとつの能力を使い、あるものを取り寄せた。巫女には探し物の能力もあるのだが、今は少し意味が違う。

「はぁはぁ……まさかあるとは思いませんでした」

　それは男の肉棒を象った──ディルド。

　シズクの目の色が、まるで野獣みたいに変わっていった。
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　目の前にあるのはディルド。

　一度も男性の肉棒を見たことはないのだが、それが本物そっくるであることはなんとなくわかる。

（さっきの本に絵が描いてあったし……。だけど、こんなに大きいの!?）

　本には、実寸サイズで描いてはいないのかもしれないが、さすがに自分の腕くらいの太さには、びっくりしてしまう。

　こんなものが自分の体内に入ってしまったら、どうなってしまうのか……。

（た、試してみたいですわ……）

　オナニーにより痴女への扉を開けたシズクには、もはや好奇心しかなかった。

　守り札があるため、直接膣内に入れることは不可能ではあるが、アソコがその期待にうずいているのがわかる。

　お腹がキュンキュンして、この肉棒を求めているのだ。

「ごく……」

　生唾を飲むシズク。彼女はディルドを手に取り、床の上にひとまず置くのだった。

「はぁはぁ……こんなもの……はぁはぁ……」

　あまりに興奮してしまい、口の端からヨダレが出てしまう。

　まるで腹をすかせた獣のように、シズクは目の前のディルドに興奮していた。

（い、入れたいですわ……！）

　入れてみたいという気持ちはあるが、肝心の膣に入れることはできない。

（ど、どうすれば……）

　そんなことを思った瞬間、シズクの肛門がキュッと閉じた。

（ありますわ……。もう一つの穴が……）

　本来は排泄物を出す穴。

　そこだけなら、これを体内に入れることができるはずである。

「はぁはぁ……はぁはぁ……！」

　処女だというのに、ケツ穴に入れてしまう。

　そんな痴女っぷりに嫌悪感を抱くより、さらに興奮が高まってきてしまった。

　もうディルドを見ているだけでも、このままイってしまいそうである。

　シズクはもう一度生唾を飲むのだった。

「だ、大丈夫だと思いますわ……」

　自分の身体も心配ではあるが、それよりもこの興奮を抑えることを考えないといけない。

　もうその方法は、ディルドをそこに挿入することしか思いつかなかった。

　シズクはそんなことを考えて、再びディルドを手にする。そして……、

（立ちましたわね）

　ディルドを縦に置くと、うまく床の上に立った。そういう構造だったようだ。

　その屹立の角度は、まるで男性が横になっているみたいである。

（痴女なら……自分が上にならないとダメですものね）

　シズクはディルドの上に立ち、ゆっくりと腰を沈めていった。

「はぁはぁ……はぁはぁ……ああっ！」

　肛門にディルドが当たり、それだけで軽くイってしまった。

　愛液が尻のほうまで流れているため、肛門もすっかり濡れてしまっている。

「い、入れますわ……」

　キュッと締まっているアナルではあるが、シズクは順調にディルドを挿入していった。

「あっ、んっ、くぅぅぅ！　あああああっ！」

　かなり狭い穴をグリグリとディルドが攻めていく。カリ首の出っ張ったところに当たり、うまく奥へ入れることはできないが、シズクはさらに尻を落としていった。

　そして、

「あああああっ！」

　嬌声と共にシズクの肛門にディルドがすべて入ってしまった。

　根本まで飲み込んでしまい、完全に奥まで届いている。

「はぁはぁ……入りましたわ……！」

　最初はもっと痛いかと思ったが、意外にも苦痛は少ない。

　むしろ、心地良い感じすらして、快楽が身体中を駆け巡るようだった。

「あんっ、くぅ……！」

　太いものが肛門をえぐり、押し広げているのがわかる。

　だが、それすらも快感になってしまうので、シズクは腰を動かし始めた。

「はっ、はあっ、んっ！」

　リズミカルに腰を振りながら、尻を上下に動かしていく。

　誰にも教わったことはないのだが、その動きはまさに痴女のものと言える大胆さだった。

　早漏の男ならもう発射させてしまったであろうというほど、丁寧な腰使いをしていく。

（な、なにこれ……！　お尻の穴……気持ちいいっ！）

　異物が入っているという違和感も段々となくなり、気持ちよさが増してくる。

　奥のところを硬い棒の先っぽで何度も小突かれてしまうと、すぐにでもイってしまいそうな感覚だった。

「あ、ひぅ！　こ、これはすごいですわ！　こんなことって……！」

　脚を大きく広げ、手を床につくような体勢で尻だけを振っていく。

　身体全体を使うより、尻のみを動かすほうが気持ちいいのだ。

　床に尻が叩きつけられ、バンバンと音がなっているのがわかる。

（腰……止まりませんわ……！）

　バンバンという音がさらに大きくなり、床を壊してしまうのではないかという勢いに変わる。

　あまりの衝撃に形の良い尻は歪み、その反発力で腰が高く浮き上がるのだ。

　その勢いを利用し、さらに叩きつけると、より強い快感を覚えることができる。

（わ、わたしくし……変態です……変態ですわ……！）

　ほんの数分前まで、性的快感を知らなかった少女が痴女へと目覚めていく。

　淫らになる自分に抱いた嫌悪感すらもすぐになくなり、痴女であることに快楽を覚える。

　むしろ、清廉な巫女という姿のほうが偽物だったのではと思うほどだ。

「あああっ！　いいっ！　いいですわ！　ケツ穴、最高！」

　はしたない言葉を叫んでもなんとも思わない。さらに快感が強くなってしまうくらいだ。

　シズクは尻を高速で動かしながら、自らの胸を揉みしだく。

「あんっ、おっぱい気持ちいい！　気持ちいいですわ！」

　大きな胸を揉み、乳首を転がし、シズクは最高の快楽に溺れていた。

　愛液はさらに溢れだし、クリトリスは硬く勃起している。

　まるで肉棒のように自己主張をしているのだった。

　片手で乳房を揉み、もう片手でクリトリスをいじくりまわす。

「なんて気持ちいいんですの！　ああっ！　ケツ穴、いいですわっ！　んっ」

　口を開け、ヨダレを垂らし、目はどこかを向いてしまっている。

　それはまさに、未来鏡で見た自分の姿に近いものだ。

　男に犯され、アヘ顔をさらしながら淫らによがる。

　それを自分だけで達成することができたのだ。

（こ、これなら……あの男に犯されても……あひぃ！）

　もはや本末転倒。

　何のために未来を見ていたのかと問いたくなるが、今のシズクにはこれが幸せだった。

「む、むしろちんぽほしい……！」

　まがいもののペニスにそろそろ飽きてくる。同時に、シズクの絶頂が近づいていた。

「あっ、ひぃ！　ちんぽ！　ちんぽほしいっ！　あぅ、イクぅぅぅぅ！」

　嬌声が大きくなり、腰の動きも速くなる。

　ガンガンとケツ穴を突かれて、快楽が頂点へと近づいていくのだった。

「も、もうらめええぇっ！　わたしくし……巫女であるわたしくしが……ケツの穴で……イックゥゥゥゥ!!」

　潮を吹きながら、シズクはイってしまった。

　そのまま前に倒れこんでしまい、尻だけを浮かせる形となる。

「あっ、ダメですわ……ぬ、抜けて……！」

　力のない尻穴からディルドが抜けようとしている。

　徐々に押し出されていき、

「あっ！」

　ポン、と尻穴からディルドが飛んで行ってしまった。

「はぁはぁ……はぁはぁ……」

　シズクはまるで這うように出口に向かって進み始める。

「ちんぽ……ちんぽぉ……」

　シズクが求めるもの。

　それは未来鏡で見て、何度も拒否をしてきた男の──肉棒だった。
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　俺たちの目的は巫女の持つ秘宝。

　秘宝を手に入れるためには、巫女を俺の女にしないといけない。

　そして、俺たちは巫女の治める島国、ジャポネルを攻め落とすことになった。

　しかし、現時点でジャポネルにワープすることは不可能。

　巫女の結界が邪魔をして、国内に侵入することができなくなってしまっている。

　だから海賊に話をつけ、俺たちは海から堂々と侵入することになった。

「今回の作戦を教えるぞ」

　フォルツァンド城の一室に集まった女たちに、俺はひとりひとりの役割を割り振っていく。

「まずは海賊船に乗り込むメンバーだ。俺と共には、今回はアイシャ、ユニス、メリア、レオナに来てもらう」

「分かったわ。リュウについて行けばいいのね」

「お兄ちゃんと一緒なんだね！　張り切っちゃうよ！」

「ユニスさまと共に頑張ります」

「主のことは私が守ってみせよう」

　女たちは素直に俺の言うことを聞いてくれた。すっかり、仲間内のような雰囲気にもなっている。

「交渉で話がつけばいいが、海賊は荒くれ者だらけで戦闘になるかもしれない。護衛もかねて頼むぞ」

「ふふ、どうせ魅了チートを使うんでしょ？」

「そうだが。ま、不意打ちを食らう可能性もあるし、そのために戦える者たちを連れて行くんだ」

　得体のしれない海賊の船に乗りこむのだ。オールマイティなアイシャと戦闘に長けている三人を連れていくのが、いちばん問題ないだろう。

　すでに魔女ユニス、女帝エレナイラを落として秘宝を二つまで手に入れたのだ。

　ここまで大きな苦労もなく来たのだから、そろそろ少し慎重に考えるのも当然だろう。

「エレナイラとセリアは、まだ混乱の残るフォルツァンドで公務を続けてほしい」

　続けて、新しく俺の虜となったふたりにも仕事を与える。

「承知した。我が王よ」

「ご主人様、頑張らせていただきます」

　さすがに全員を連れていくわけにはいかないからな。

　もともとこの国を治めていたエレナイラとセリアになら、安心して託すことが出来るというものだ。

　せっかく落とした国を、見ず知らずのやつに任せるというのは危険だし、これが一番だというものだろう。

「あたいは何をすればいいんだい？」

　まだ役割を伝えられていないヤリーナが、俺に尋ねてくる。

「ヤリーナには資金管理を頼みたい」

「なるほど。あたいの得意分野ってわけだな」

　フォルツァンドを落としたことで、使うことのできる資金が大幅に増えたのだ。

　もちろん財政の管理もしなければいけないのだが、これは今後、他の国家を落とすときに大きな役割になる。ヤリーナなら大商人としての知識があるので、財政関係は任せられるだろう。

「あとはユニス、千里水晶を持ってきてくれるか」

「分かったよ、お兄ちゃん。けど、なにを見るつもりなの？」

「海賊船だ。場所を特定して海賊船の中に直接ワープする」

「なるほど。じゃあメリア、水晶持ってきて」

「わかりました」

　ユニスに言われ、メリアは秘宝を取りに向かう。

「しかし主、相手の船にいきなり行くというのは少し危険では……」

　レオナはどうやら海賊との戦闘になった場合について、心配しているようだ。

　この世界の海賊とやらは、そんなに強いのだろうか？

「大丈夫だろう。そのために戦闘に慣れているメンバーで行くんだからな」

　それに俺が魔法を使える限り、乱戦となっても、なんの問題もないだろう。

「了解した。それに、何かあったときは私が主を守る」

「頼もしいな」

「それが私の役目だからな」

　そのようなことを話していると、メリアが俺のもとへと水晶を持ってきた。

「リュウさま、どうぞ」

　メリアから渡された俺は、その水晶に魔力を与えて海賊船がどこに居るのか調べる。

　だんだんと水晶の中の霧が晴れていき、海賊船の場所が映し出された。

　どうやら、今は海の上で停泊しているようだ。それにしてもこの世界の魔法や秘宝は、本当に便利なものだ。こうして簡単に相手の状況を調べることができるのだからな。

「船の場所の特定が出来たぞ」

「ついに出陣だね、お兄ちゃん」

「ああそうだ。アイシャ、これからワープの準備を始める。サポートを頼む」

「ええ。わかったわ」

　アイシャの協力で、空間をつなげて海賊船へのワープゲートを作っていく。

　広がっていた魔力が収束していき、黒く底の無いような禍々しい穴ができあがった。

「海賊船には俺が先に乗り込む。一緒に来る四人は、あとからついて来い」

「我が王、ご武運を」

「いってらっしゃいませ、ご主人様」

「こっちはあたいに任しておきな」

　上手くいけば、そのままジャポネス行きだ。しばしの別れになる。

　残留組に見送られながら、魔法で作った穴に入り、俺たちは海賊船へとワープし始めた。

　やはりなかなか慣れない感覚だが、徐々に穴を通り抜けていく。

　だんだんと穴の先に明かりが見え、感覚が元の状態に戻ってきた。そろそろ出口が近いのだろう。

「さて、海賊船にはどんな女が待っているのやら」

　俺は穴から出て海賊船へと降り立った。

　遅れて後ろからアイシャ、ユニス、メリア、レオナの四人も出てくる。

「ここが海賊船ですか」

　メリアは物珍しそうに甲板を見回している。俺のハーレムの中では物知りなほうだと思うメリアも、海賊船は初めてらしい。俺も自分の目で、降り立った場所を見回す。

　甲板には何人かの船員がいた。突如として中空に現れた穴に、何が起きているのか理解できず、驚いていて話しをするどころでさえないようだが。

「主よ、ここは随分と男の数が多いな」

　何か違和感があるとは思っていたが、確かに男が多いようだ。見えている船員の中でも半分が男なのだ。海の上では男は差別されていないのではないだろうか。そう推測するほどに男の数が多かった。

「なにやってるんや」

　船室への扉が開き、どことなくリーダーの風格を漂わせた女が出てきた。

「見なれん顔やな。どっから来たん」

　関西弁のような話し方をするようだが、異世界ということで現実世界とはイントネーションなど若干違う気がする。……エセ関西弁みたいな感じだな。元の世界の関西人だったら、ハッキリと分かっていたかもしれないが、残念ながら俺は関西育ちではない。相手の話し方なんてどうでもいいがな。

「これは自己紹介が遅れた。最近フォルツァンド王になったリュウだ。話があってここにきた」

「王やって!?　うちはブリジット。この船の船長や」

　船長自ら出てきてくれるとは運がいい。さて、この女を……。
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「いきなり現れて、何やねん！」

「お前と交渉がしたいんだ」

「交渉やと？　はん、あんたらなんてすぐに捕まえることができるんやぞ？」

「やめておけ。そこにいる女はフォルツァンド騎士隊長だし、あそこにいるのは魔女だ。人数は少ないかもしれないが、それぞれが手強いぞ」

「はん！　そんなこと誰が信じんねん！」

　女の目配せで、近くにいる男がレオナに攻撃をしかける。

　しかし、キンという甲高い音とともに、男が持っていたナイフが飛んでいった。

「私に真っ先に攻撃するなど……甘いな」

「くっ、こいつ……うそだろ。一瞬のうちに……剣で払いやがった……！」

　一悶着を見ていたユニスは、楽しそうに笑っている。

「あはは！　もしかして力づくでいいの？　だったら……！」

　ユニスは何やら呪文を唱え始める。すると、黒い雲が船上にできあがり、そこは雷を孕んでいた。

「よーし、このまま雷でドッカーン……！」

「おやめ下さい、ユニスさま」

　すぐさまメリアが止めに入る。

「そんなことをしてしまえば、船が沈んでしまいます。それに、もう我々の力を示すには十分でしょう」

　見ると、船員たちは尻もちをついてガクガクと震えていた。

　ユニスが簡単に雷を発生させようとしていたのだ。さすがに怯えるのもわかる。

「ちぇ、ドッカーンってしたかったのに」

　文句を言いながらも、ユニスは雷雲を消したのだった。

　しかし、メリアも連れてきて正解だな。ユニスは頼もしいが、やりすぎるところがある。

　俺がフォローしてもいいが、さすがに面倒を見きれないからな。

　そういった意味でも、ユニスをある程度押さえられる、メイドのメリアを連れてきてよかった。

「くっ、何やねん……こいつら」

「わかってもらえたかな？」

「つまし、こ、交渉してくれるだけマシ……ということだな？」

「ああ」

　これで目の前にいるブリジットと、落ちついて話すことができそうだ。

「じゃ、まあ……客室に行くで」

「わかった」

　船内へと通される途中、ブリジットに先ほどの違和感について聞いてみる。

「船員に男が多いような気がするが、ここには差別がないのか？」

「男だろうと何だろうと『使えるものは使う』。それがうちのモットーやねん」

　女にしては面白い考え方だ。この世界では根本から男が差別されているからな。労働力以前に、こうやって普通に働いていることが珍しいのだ。

「あんたは、男のくせにやけに偉そうな態度だな」

「偉いからな」

「あれだけの戦力を引き連れているし、やばそうやな」

「どうだろうな」

「まあいい。うちは男も女も関係ないと思とるからな」

「そのとおりだ。能力と従順さがあればいい」

「せやせや！」

　クク、意外とブリジットとは気が合いそうだな。ま、特に何とも思わないが。

　俺たちの近くを歩いているユニスは、小首をかしげ不思議そうな顔をしていた。

「男って、気持ちいい以外にも使い道なんてあるのかな？」

　ユニスはやはり生まれながらにしての淫乱だな。男を性の道具としか思っていないようだ。

　ま、相手が道具だという点では、俺も似たような価値観を持っていると思うが。

「さ、着いたで」

　話しながら歩いていると客室とやらに着いた。

「それで話ってなんや？」

　サッパリした性格なのか、客室に入ってすぐに質問をしてくるブリジット。

　俺たちは適当に腰かけ、交渉を進める。話の出来る女ならいいんだがな。

「単刀直入に言う。この船で俺たちを、ジャポネルまで連れていってほしい」

「なんでうちがあんたの言うことを聞かんとあかんねん」

「詳しくは話を呑んでくれたときにしよう」

「今は話さないんやな。ほな交渉決裂や。他の船でも探すんや」

　さすがにこれくらいの言葉では無理か。

　素直に聞いてくれたほうが、お互いのためになると思うんだがな。

　口には出さず、ブリジットの気の強さには内心で笑っていた。

「ジャポネルに船で送ってくれるだけで構わないのだが……。金ならそれなりには払うつもりだ」

「金の問題やあらへん」

「何か他の問題があるのか？」

「……うちは人に指図されるのが大嫌いなんや」

「ほう……」

　俺は笑みをこらえることができなくなってきた。

「では、乗せてはもらえないと？」

「せや」

　俺が少し下手に出ているからかブリジットは強気に出ているようだ。

　そのほうが面白いからいいが、こいつ……本当にバカだな。

　俺の能力は認めているくせに、感情によって判断できなくなっている。

　まあいいさ。さて、念のため……。

「……もう一度聞く。素直に話を聞く気はないと？」

「そういうことやな。」

　少しは話が出来る女だと思っていたんだがな。どうも面倒なことになってきたようだ。

「話が通じないならしょうがないな」

「武力行使か？　悪いがこの部屋には罠を仕掛けてあるんやで」

「そのために連れてきたのか？」

「もしものためや。あんた、なかなかいい顔をしてるから、うちの仲間にしたる」

「はっ」

　俺は鼻で笑った。

「悪いが俺もお前と同じで、誰かの指図を受けるつもりはない」

「だったら、あんたには死んでもらうで」

　これだから海賊なんてのは、嫌われるのだろう。

　ま、こうして楽しみたかったからこそ、わざわざ交渉をしたんだけどな。

「残念だが、従ってもらうのはお前だ」

「おい。何する気や？」

　俺は魔力を込める。

「──俺の女になれ！」

　俺はブリジットに魅了チートをかけたのだった。
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　魅了チートをブリジットにかけたが、さて……どんな行動をとるかな。

「はぁはぁ……」

　ほう……さすがに船長を務めているだけあるというものだろうか。

　プライドが邪魔しているのか、人目もはばからず俺を求めてくるような虜状態にはなっていないようだ。魅了チートをかけても、その者の本質を大きく変えることはできない。性格が変わったように見える者もいるが、実はあれは最高にデレたときの状態ということだ。

　吐息を荒くして、葛藤しているところを見ているだけでも面白いものがある。

「さて、どうするかな……」

　まあ、レオナが女帝に抱いていた忠誠心の壁よりは脆いとは思う。あれは性的な快楽を与えることで壊すことができたが……。

　しかし、やはりというか、魅了魔法の効き目は目を見張るものがある。

　少し分かりにくいかもしれないが、物欲しげとでもいえばいいのだろうか。

　俺を見ている目が魔法をかけられる前と後で面白いほど違うのだ。

　興奮を抑えきれずに、今すぐにでも飛びかかってきそうなくらいである。

　といっても今回の最終的な目的は、ジャポネルに連れて行ってもらうことだ。

　俺はブリジットとの話を続けることにする。

「どうした。気でも変わったか？」

　俺はブリジットに魅了チートがかかっていることを知りながらも、あえて聞いてみる。

　強気なブリジットのプライドの崩れる瞬間はいつになんだろうな、ククク……。

「……ふたりっきりで話したいことがあるんや。うちの部屋に行くで」

「別にこの部屋で話してもいいだろう？」

「うちはあんただけと話したいんや」

　アイシャ、ユニス、メリア、レオナの目を気にしてるのだろうか。

　さっきまで強気な発言をしていたわりには、細かいことを気にする女だ。

　いや、違うな。もう我慢できなくなっているんだ。

　ここまで言ってくれているんだ。男として応えないわけにはいかないな。

「いいだろう。四人はここで待っていてくれ」

「ふふ、楽しんでくるのね」

「悪いな。終わったらお前たちとも遊んでやるから」

　ユニスは不服そうであったが、他の者たちは納得してくれた。

「ブリジット、行くぞ」

「当たり前や」

　俺はブリジットと共に客室を出て、ブリジットの部屋へと移動する。

「それでだ。部屋を変えてまで、ふたりきりで話したいことというのはなんだ」

「それは……」

　口篭もりながらもブリジットは俺の近くに寄ってくる。

　魅了チートの効果と自分のプライドが、心の中をせめぎ合っているのだろう。

「それは、なんだ？」

　ちなみにブリジットは露出度の高い、海賊らしいドレスを着ている。

　今は魔法に掛かっているのでなりを潜めているが、元々の強気な性格に負けないような大きな胸、豊満な身体はなかなかに卑猥といえるだろう。

　また海の上で暮らしているためか、女としての柔らかさは保ちながらも適度に引き締まっている。

　スタイルは桁外れに良い。

「はっきりと言わないと、俺は何もわからないのだがな」

　と言いつつ、俺はブリジットの肩に触る。

「んっ……」

　もちろん俺に惚れているので嫌がる素振りは一切ない。

　それにこの反応を見るに、ブリジットから迫ってくるのも時間の問題だろう。

「なあ？　どうしたんだ？」

　俺は話しながら、少しずつ焦らすように身体の端々に触っていく。

　そのたびに、ブリジットは甘い吐息を漏らすのだった。

「んぁ……あんた…」

「俺のことはリュウと呼べ」

「……リュウ」

　そう言いながらも俺はブリジットへのボディタッチを続ける。

　快楽は感じるものの絶頂に達するような刺激は与えない程度にだが。

「あぅ…」

「俺に言いたいことがあったのだろう？　何もないならばさっさと他の船へと交渉に行きたいのだが」

　ボディタッチをし続けられたブリジットは、ついに我慢の限界を迎える。

「はぁはぁ……リュウ。うちに任せてくれへんか？」

「なにをだ？」

「ジャポネルへの航行を……」

　ククク、やっと言ってくれたか。

　だが、

「先ほど渋っていたよな？　いやなら別の船を頼るが」

「ちょ！　それはあかんねん！」

「どうしてだ？」

「あの……連れていくから……うちの頼みを聞いてくれへん？」

「なんだ？」

「その……リュウのお、お……おちんちんを」

「ん？」

「う、うちの胸で挟ませてほしいんや！」

「俺には時間がないんだがな……いいだろう。精一杯に奉仕するがいい」

　ブリジットがひざまづき、俺のズボンを下ろした。

「……これはごつい大きいなぁ」

　ブリジットは物珍しそうに俺の肉棒を触っている。

　彼女の手の感触で、俺の肉棒が徐々に膨張し準備ができていく。

「うちの胸を味わわせたるわ！」

　そう言って、ブリジットは服を脱ぎ、自分でその自慢の巨乳を露わにする。

　そして彼女は乳の間に作られた谷間へと、俺の肉棒を沈めていった。

「いい感じだ。動かしてみろ」

「はんぁ……わかった」

　あれほど指図されるのが嫌いだと言っていたブリジットも魅了の前には無力になっているようだ。

　なんといっても俺の命令どおりに、自らの巨乳で奉仕しているからな。

「あんっ、あああぅ！　熱い……リュウのおちんちん、火傷しそうなくらい熱いで……」

　ブリジットは自分の胸の谷間から見え隠れする俺の亀頭を見つめて言う。

「なかなか上手いな。俺が満足するよう、もっとやってみろ」

「わかった」

　最初と比べてずいぶんと素直になったものだ。

「もっと強く挟めないのか」

「こう……でええんか？」

　そう言ってブリジットは手のひらを自分の横乳にあてて強く寄せる。

　思った以上の乳圧に、思わず俺は激しい快感を覚える。

　ブリジットも感じているようで乳首が勃って、息が荒くなっているのが分かる。

「ん……あん……久しぶりの男なんや。もっと……もっと……」

「男ならこの船の中にもたくさんいるだろ？」

　甲板でかなり男は見かけたからな。

　それに『使えるものは使う』というのがブリジットの信条だったはずだが。

「ふん……粗チンの奴らが相手じゃ満足できへんからな。あんたのものは最高や……世界最高やで！」

　俺の肉棒を見るたびにどの女も大きいと言っていたのだが、この世界の男の基準は本当に残念なのだろう。

　また長い船旅のせいでブリジットは性欲が溜まっていたのだろうか。

　ずいぶんと積極的なように感じる。俺に奉仕しているつもりなのだろうが実際には、強烈に自ら胸を揉んで、オナニーをしているみたいだった。

　ただのズリネタにされているのであれば癪に障るが、俺も心地よいから許してやろうか。

「満足するまで帰さへんからな！」

　だんだんとブリジットのパイズリが激しさを増しているような気がする。

　我慢汁と女海賊の汗が絡み合って、にちゃにちゃと卑猥な音を出していた。

　ボリュームのある胸がいやらしくひしゃげているところを見ていると、我慢できなくなってくる。

　俺もそろそろ一度目の射精が近いようだ。

「船の男たちに比べてリュウのは今までで一番立派で……あ、ああっ……こんなん知ってしもうたらリュウから離れられんなる」

「離れなければいい。ずっと俺について来い」

「そんなん言われたら……うち……」

「イきそうなのか？」

「あっああ！　そろそろイってしまうん……っ」

「もう少し待て！　俺もそろそろ射精してやる」

　すでに激しさを増していたはずのブリジットのパイズリが、俺の我慢汁を潤滑剤にしてさらに加速していく。

　柔らかい感触に包まれ、俺は限界を迎えた。

「あああんっ！　イ、イイ……ク……！」

「出すぞ、ブリジット」

　俺はブリジットの肩をつかみ、腰を振っていった。

「あっ、んんっ！　そんな激しくされたら……！」

「俺の精液を胸と顔で受け止めろ」

「ああああ！　出してくれええ！　うちにいっぱいかけてえええ！」

「お前もイけ！」

「んんぁぁあっ！　もう我慢できへん！」

　どうやらブリジットも限界にまで達したようで、少し痙攣をし始める。

「いいだろう。顏に出すからな！」

「あぁぁぁんっ！　うんぅぁ！　イックッッッッッッ!!」

　俺もブリジットが絶頂したと同時に射精をする。

　びゅぶるっ、びゅううぅっ！　びゅびゅうっ！

　俺が射精している間も、ブリジットは熱心にパイズリの手を止めない。

　そして勢いよく噴出した精液は胸を飛び出し、ブリジットの顔を真白く染めていた。

　ブリジットはイッたと同時に潮を吹いたようで、ぐったりとした彼女の足元には大きな水たまりを作られていた。

「はぁはぁ……やっぱあんたは最高や……」

　ブリジットは満足した様子だったが、俺の肉棒は勃起したままだ。

　さて、次のアクションへと移るか。
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「はぁはぁ……うちのおっぱい……めちゃくちゃにされてもうた……」

　ブリジットのパイズリが終わった。

　彼女は呼吸を荒くしながら、物ほしそうな目で俺の肉棒を見つめている。

　そんな目をされたら、何をしてほしいのかわかってしまうほどだ。

「……あそこへ行くか？」

「ベッド……か。ええな」

　俺は部屋に備え付けられていたベッドへと移動する。

　そんなふうに落ちついた様子の俺が気になったのか、ブリジットは声をかけてくる。

「……もう満足したん？」

「お前こそ派手にイったようだったが大丈夫なのか？」

「こんなんまだまだイったうちに入らへん」

　あんなに乱れていたというのによくも言えるものだ。

「どこまでも強気なものだな」

　これだけ気が強いからこそ、海賊のトップとしてやっていけているのだろう。

　俺も見習わないといけないところがあるかもしれないな。

「うち、もう我慢できへん……！」

　俺と話しながらも、ブリジットはゆっくりと下着を脱ぎ始める。

　さっき潮を吹きながらイったときのものだろう。

　すでに彼女の下着はビショビショに濡れていた。

「これだけで終わるのは……気に入らん。リュウには責任とってもらわんと」

　先ほどは派手にイったようだったが、船舶暮らし続きで性欲が溜まっていたのだろうか。

　ブリジットは、もう辛抱できないという表情になっていた。

　俺もまだまだすることができる。

　ブリジットのようないい女を抱くことは、いくらしても飽きないというものだ。

　最終的な目標はこの世界に奴隷化ハーレムを作ることだからな。

　こんな程度で果てるわけにはいかない。

「まだまだできるやろ？」

「もちろんだ。俺を見くびってもらっては困る」

「ならうちはリュウの精液、全部搾り取るまでやめへんからな」

「生意気な。それまでお前が耐えられたら、だがな」

「泣いて許しを乞うてきても、やめへんから覚悟せい」

　ブリジットは自分からベッドにいる俺のほうへとやってくる。

「うちが攻めたる……」

「ふっ、いいだろう」

　今度はブリジットが上になって騎乗位でするようだ。

　魔法の効果もあるだろうが、ずいぶんと積極的なものだ。

　ブリジットは俺の上に跨ると、俺の肉棒に指を絡めてきた。

「存分に楽しませてもらうからな」

　大胆に跨っているため、こちらからブリジットの股間は丸見えだ。

　物欲しそうにひくついていて、秘部にはすでに透明な愛液が垂れて長い糸を引いているのがよく見える。

「い、入れるで……いきなりイっても知らへんからな」

　まだ先ほどの精液が拭い切れていない肉棒を、彼女は膣の中へと呑ませていった。

　先のほうからねっとりとした感覚が肉棒を覆い、締めつけていく。

「はあぁぅんっ！」

　挿入されたときの快感が思ったよりも大きかったのか、ブリジットは震えながら騎乗位のまま硬直する。

　動かないことから察するに、彼女はすでに軽くイってしまったのだろう。

「どうした？　もうイったのか？」

「……ぅ」

　答えられないブリジットは、しばらく深呼吸をしてから話し始める。

「……こんな……大きいなんて」

　小声だったものの、俺はなんとか彼女の言葉を聞き取る。

　しかし、あえて聞き返すことにする。

　どこで彼女のプライドが崩れ去るのか気になってきたからな。

「うん？　なんて言ったんだ？」

「……質問なんて後や。それじゃ始めるで」

「クク、強情なやつだ」

　まだ彼女は落ちないようだ。これはこれで興味深くなってきた。

　先ほどの絶頂が落ち着いたのかブリジットは俺の上で穏やかに上下運動する。

　それと同時に、ぐちょぐちょになっている膣穴が、その動きに合わせて俺の肉棒をしごき始める。

「んっ、んふぅっ！　あっ、ふぁんっ！」

　ブリジットの腰が上下に動くたびにタプタプと跳ね回る胸は、なかなか淫らなものだ。

　俺はその豊かな乳房へと手を伸ばす。

　うっすらと汗をかいてしっとりとしている両乳を揉みながら、すでに勃っていた乳首をつまんでみる。

　くりくりと揉みほぐしていると、すでに勃っていたはずの乳首をさらに硬くさせていった。

「あはああぁんっ！　そんな乳首ばっかり、またイっちゃ……ふうんっ！」

「なんだ、俺をイカせるんじゃなかったのか？」

「あひ、ひんんっ、く……こ、こんなはずじゃ……！」

「やれやれ、女海賊もたいしたことないな」

「あっ！　らめええっ！　深いところ……イクゥゥゥゥ！」

　嬌声を上げながらも、彼女の膣は絶えず絡みつき締めつけてくる。

　軽い絶頂が何度も続いているみたいだった。

「あふぅっ、くふぅぅっ！」

　上で動いているブリジットの膣圧が急激に高まっていく。

　彼女の我慢の限界が近づいているようだ。

「何度でもイけ！　俺が満足するまでイき続けろ！」

「あぅんっ！　ィクぅぅぅぅぅっっっっ！」

　ビクビクビクビク……！

　顔を天井に向けながら、彼女はまた果ててしまった。

「はっ、らめ……また、イク……！　うち、イってしまう……！」

「我慢できないんだ。好きなだけ絶頂しろ」

「あっああああ！　また……イク……ッ！」

　懸命に我慢していたものの、ブリジットは再び絶頂に達してしまう。

「おいおい、これだけでもう終わりか？」

「……ッ」

　強がりというよりも負けず嫌いというのがブリジットの性格なのだろう。

　このまま落ち着くまで、俺の言葉に答えないつもりなのだと考える。

　なので、俺は彼女の答えを待たずに一気にブリジットの奥まで肉棒を突き上げる。

「んっ、んふぁっ！　今はっ、くふぅんっ！　はふぅっ！」
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「なんだ？」

「イったばかりだから……やめぇ！」

　絶頂直後のせいか、敏感になっているようだ。

「はぁはぁ……あひぃ……ひぃ……！」

　息が荒くなっている。

　そんな獣のような息づかいをされてしまったら、もっと感じさせてやらないといけないだろう。

　俺はさらに腰を振っていった。

「やっ、ちょ、そこはっ!?　ま、待って！　イったばっかりで、あうぅっ！」

　イった直後から始まる未知の快感にブリジットは身悶えながら腰を引く。

　しかし俺はその引かれた腰を掴み、再び子宮口に届くほど深くにまで挿入する。

「はぁぁぁんっ！　気持ちよすぎる……こ、こんなのっ、はううぅっ！」

「気持ちいいならいいじゃないか。もっとしてやろう」

「こんなの知らない……！　セックスってこんなに……あああぅぅぅ！」

「いいぞ、そうやって俺の身体に溺れていけ」

「あんぅ、ひぅ、ああああっ！　らめ……らめっ……！　おおおん！」

　絶頂し続けて軽く痙攣している身体を俺はさらに攻めたてる。

　そのたびにブリジットは、野獣のように吠えていた。

「やぁん、う、うち壊れちゃ、くはぁぁん！　おかしくぅっっ！」

　ブリジットは快感が大きすぎるのか、喘ぎが途切れ途切れなものになっている。

　しかし俺はそんな様子は気にせず欲望のままに、彼女の奥ばかりを狙ってかき回し続ける。

「だ、だめ……そんな、とこばっかり……はぅんっ！」

　俺も身体の奥から熱いものが込み上げてきているように感じる。

　そろそろ射精が近いようだ。

「出すぞ」

「ひあぁんっ！　なかにだしてぇぇぇっ！　うちをリュウのものにしてぇぇっ！」

「もっと大きな声で言え」

「うちのおまんこの中に……たっぷり出してえええええ！　うちを孕ませてやああああああ！」

　そこまで言われたら、期待に応えないといけないな。

「子宮を満たすくらい注いでやる……！　味わえ」

「らめええ！　イクゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！」

　ブリジットが言ったのとほぼ同時に、膣がギュッと収縮して肉棒を締めつける。

　それを引き金にして、俺は限界まで大きくなっているペニスをブリジット膣奥に叩きつけながら精を放つ。

「出てるぅぅぅぅ！　いっぱい出てるぅうう！」

　先ほど射精したにもかかわらず、胎内へと注がれる濃厚な白濁はさっきよりも多いくらいであった。

「あ……ひぃ……ふぅ……」

　しばらくしてやっと落ち着き、今回は満足したのだろう。

　俺の上でだらりと脱力しているブリジットが話しかけてきた。

「船の話やったが──」

「それじゃあ、もう一度しようか？」

　俺は彼女が話そうとしていたことを無理やり打ち切る。

　プライドの高かったブリジットのことを落としたのだ。

　どうせなら、もう少し楽しんでおきたいからな。

「え……うちはもう……」

「俺の精液、全部搾り取るまでやめないんじゃなかったか？」

「それは……」

　俺は上にいたブリジットを逆にベッドに押し倒す。

　ブリジットと攻守を交替したのだった。
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「一体……何するんや……？」

　イってしまい呼吸を荒くしているブリジットが、涙目で俺に尋ねてくる。

　どうやらもう勘弁してほしいみたいだな。

　だが、そういうわけにはいかない。

「そうだな。今度はこちらから攻めさせてもらおう」

　俺はブリジットと攻守を交代してすぐ、息もつかせぬうちにそう言った。

「嘘やろ……!?　そんな……まだできるんか」

「ああ」

「協力するから！　せやからやめて……！」

　この程度で逃れようとでも考えていたのだろうか。

　俺の女になるという覚悟が足りないみたいだな。

「何を驚いているんだ？　本番はここからだろう」

　俺は当然のように言い放つ。

　ブリジットの俺を見る目が少し焦ったものになっている。

　しかし身体のほうはすでに何度もイっていて、うまく力が入らなくなっているようだ。

　さっきまで騎乗位だった体勢を俺が上になる正常位に変えたあとも、動けないままぐったりとしている。

　まさに息も絶え絶えな様子といえるだろう。

「もう終わるつもりだったのか？　疲れたのならば、俺の好きにさせてもらおう」

「……そうや！　船なら好きに使ってくれて構わん……せやから、これ以上はもう……」

「そういう問題じゃない」

「なんでやねん！　あんた、どうかしとるで！」

　最初は随分と勢いがよかったのだがな。

　こうなってしまっては、さっきまでの自信にあふれていた態度は見る影もないな。

　しかし、好き放題にされ続けていただけというのが、俺の性に合わなかった。

　主導権を握ったいまこそ、ブリジットとのセックスをさらに楽しめるというものだ。

「その話ならまたあとでする。今は満足するまで、付き合ってもらおう」

「あんた……化け物や……！」

「どうだろうな。まあ、興味ないことだが」

　性欲が溜まっていたとはいえ、これまで以上の快楽に耐えられるだろうか。

　当然ながら耐えられるはずがないとは思うがな。

　どれほど乱れさせられるものか楽しみだ。

「服が邪魔だな。俺が脱がせてやる」

　残っていた服を脱がせ、ブリジットを全裸へと剥いていく。

　俺に服を脱がされている間、ブリジットは何もできずに、されるがままになっていた。

「あんっ、らめ……！」

　着衣のままするのもいいが、全裸にはまた全裸の肉感の良さがあるからな。

　それに、その素材さえ良ければ何も着ていなくてもシンプルなエロさが際だつものだ。

　そんなことを考えながら、俺はブリジットの服をすべて脱がせ終える。

「さあ、足を開け」

「うちはもう満足や……だからもう」

　話している間に少しでも体力が回復したのだろう。

　微力ながらもブリジットは内腿を閉じようとしている。

「も、もう……無理やから……！」

　どうせろくに力も入っていないため無駄な抵抗なんだがな。

　俺はそんな抵抗など気にせず、無理やり脚を押し広げさせる。

　色々と混ざった液でトロトロになっているブリジットのアソコが露わになった。

「ほんまにこれ以上は……はぅんっ！」

　何か言わせる前に、俺のほうから愛撫を始める。

　指を挿入すると膣が吸い付いてきて、奥へと飲み込まれるような感覚を覚える。

　それに何度もイっているにも関わらず、締め付けはキツいままだ。

「だから……ん、んぁっ！　はぁ！　ふぁぅあっ！」

　声や膣圧の強弱でブリジットが、どれだけ感じているのか分かるようになってきた。

　この感じだと、どうやらまたイってしまったようだ。

　しかし、俺は愛撫の手を止めない。

　まだブリジットを休ませることはしない。

「あかんっ！　イってるからッ……ほんま耐えられへんっ！　あぐンンっ！　ふあぁぁぁんっっっ！」

　ブリジットの絶頂は収まらないばかりか、ますます高くなっているようだ。

「んあっあふ！　らめやって……ひゃゃぅんっ！」

　うまく呂律が回っていない。

　これでこそ攻め甲斐があるというものだ。

　だがこれ以上続けるとブリジットが気を失うかもしれない、というところまで続け俺は手を止める。

　荒い呼吸を繰り返しながら、ブリジットが絶頂寸前から降りてくるのを待つ。

　愛撫だけで気絶させてしまってはもったいないからな。

「それでは入れてやろう」

「えっ……ま、待って！　も、もうほんま休ませてっ」

「なんでだ。時間がもったいないだろう」

　と言いながら、俺は容赦なく己の肉棒で、ブリジットの穴を突き崩す。

「あぁぁっ……いきなり激しいっ！　ふあぁぁっ」

「さあ……腰を振るぞ」

「やめっ、らめええええ！　うち、そんなに激しくされたら……！」

　ブリジットの巨乳が前後に激しく揺れている。

　胸を寄せるようなポーズになっているため、深い谷間ができていた。

　こんなものを見せられてしまったら、俺も腰が止まることはない。

「あああああ！　おかしくなるぅぅ！　ううああああ！」

「もっと狂え」

「あひぃぅ！　イクのぉぉぉ！　ひと突きごとにイってるでえええ！」

　当然の如くイった直後で敏感になっているため、ブリジットは快感に悶えている。

　膣の動きを感じていると、連続でイってしまっているようだ。

「どうだ、ブリジット。気持ちいいか」

「あひぃっ、いぃぃっ！　ひいぃぃぃんっ！」

　何回も絶頂しているせいなのか、再びイってしまったようだ。

　まともに答えることすらも出来なくなっているようなので、仕方なく俺は動きを緩める。

「はぁぁんっ……ふぅぅ、はぁぁ……気持ちよすぎるで……」

「そうか、俺はお前が何回イこうが、自分が満足するまで続けるがな」

「……して……っ」

「なんだ、ハッキリ言葉にしてみろ。そうすればもっと気持ちよくさせてやる」

「……もっと、もっと気持ちよくしてぇっ！　リュウの精液っ、うちのおまんこにドピュドピュ出してぇぇっ！」

「ははは、そんなに俺の精液が欲しいのか？」

「欲しいぃんっ！　リュウのおちんちんから出る精液でうちのおなかの中、いっぱいにして欲しいぃぃっ……!!」

　ブリジットは終わらない快楽に理性が吹き飛んでしまい、思考回路がまともに機能していないようだ。

「なるほど、お前の望みどおりたっぷりと奥の奥まで染みこませてやろう」

　そして思いっきり腰を打ちつけ、膣内を掻き回し始める。

　だんだんと熱く沸騰した欲望が俺の中を駆け上がってきた。

「あふぅっ！　も、もうだめぇっ！　うち、また……はうぅっ！」

　ブリジットがビクビクと太ももを痙攣させ、弓なりに背筋を反り返らせる。

　どうやらまた先に絶頂へ達してしまったようだ。

　絶頂の快感にひと際高く声を上げながら、膣内を激しく収縮させ、繰り返し俺の肉棒にむしゃぶりついている。

　俺もそろそろ我慢するのがキツくなってきた。

「では、また中出しするぞ」

「らしてえええ！　いっぱいらしてえええ！」

　ぐっと腰を突き上げ、しっかりと性器同士を結合させ射精の準備を整える。

　そして、うねりながら絡みついてくる膣へと精液を解き放つ。

「ふあぁんっ！　リュウのおちんちんが中で暴れてるぅぅっ！」

　白濁した塊が俺からほとばしり、さっきからイきっぱなしの胎内へと直撃していく。

「あぁぁぁっ！　あっ、あぁっ、あうぅぅぅ……」

「まだ出すぞ」

「も、もうらめ……！　うち、頭が真っ白に……！」

「ふっ、満足してくれたか？」

「十分すぎるレベルやで……はぁはぁ」

　俺は何度も肉棒を脈打たせ、精子を流し込み終える。

「……ふふふ、なかなかよかったぞ、ブリジット。どうだ、まだ続けるか？」

「えぐぅ……」

　ブリジットはすっかりと蕩けきった淫らな表情でそのまま気絶してしまったようだった。





†　　†　　†






　俺は魔法で回復してやり、気絶してしまったブリジットを目覚めさせる。

「あ……リュウ」

「聞きたいことがある」

　ブリジットが気絶してしまったので、確認しきれてなかったからな。

　今度の目的地に行くために必要なことを聞いておくことにする。

「この船でジャポネルに連れて行ってもらえるのだな？」

「……リュウのためならうち……なんでも言ってや」

　身も心も俺に落ちてしまったブリジットは、ふたつ返事で答える。

　彼女はまるで子猫のように、俺に抱きついてくるのだった。

「もううちは……あんたのもんや……」

　と同時に、再びブリジットは目蓋を閉じてしまう。

　どうやらまた眠ってしまったようだ

　さすがに　ハードにし過ぎたのかもしれない。

　とはいえブリジットを新しく虜とし、ジャポネルへ向かう手段も手に入れた。

　ブリジットの負けず嫌いな性格は厄介だったが、完全に虜となった今はもう関係ないだろう。

　せっかく海賊船を手に入れたことだ。

　さっさとジャポネルに向かい、巫女を攻略するとしよう。
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　よし……無事にブリジットを虜にして、船の使用許可をもらった。

　俺はアイシャたちのところへ戻る。

「何か変わったことはあったか？」

「こちらは特に変わったことはなかったわ。どうやらうまくいったようね」

　まだ何も言っていないのだが、さすがはアイシャというところか。

　船を手に入れてきたというのは、お見通しのようだ。

　しかし、成り行きがよく分かっていないアイシャ以外の女たちのために、俺は説明を始める。

「船を手に入れてきた。ブリジットは俺たちに協力してくれるそうだ」

「左様ですか。しかし、あの強情そうな彼女をよく説得できましたね」

　メリアの目から見ても、ブリジットは交渉しにくい相手に映っていたらしい。

　それもそのはずだ。

　初めは魅了魔法にすら、少しは抵抗できていたのだからな。

「だがな、俺に惚れた女が反抗なんてできるわけないだろう」

　今回は最初から、魅了魔法も使ったしな。

　ここまでしておいて、俺に落ちない女なんてこの世界にはいないだろう。

「……そんなことよりも……無事で何よりだ、主どの」

　一方、レオナはずっと俺のことを心配していたらしい。

　無尽蔵な魔力で永久に魔法が使えるため、戦闘になっても簡単に負けるわけないんだが。

　そうはいうものの、心配させていたというのも事実だ。

　しょうがない。

　少し褒美をやるとしようか。

「レオナ、こっちにこい」

「なにをするのだ、主」

　俺は、そう言いながら近づいてきたレオナをいきなり抱きしめる。

　しかし心配性だった女騎士様は突然のことに驚いたのか、顔を朱に染めさせてそむけてしまう。

「こんなやつらに好きなようにされるとでも思っていたのか？　ならば無駄な心配だ。この程度の相手に俺が不覚を取るわけがない」

「無事だったのなら、良かったのだ……」

「心配かけたな……」

「……だが、主を守るのが騎士の務めであり誇りなのだからな」

　根っからの騎士の気質なのだろうか。

　これからも少しは気にかけておくとしよう。

「感謝するぞ、レオナ」

「ああ……私は主の剣となる女だ」

「あー、ズルい。あたしもあたしも」

　どうやらレオナのことを見て、ユニスも抱きしめられたくなったのだろう。

「……わかっているよ」

　ユニスが近づいてきたため、彼女のことも抱きしめてやる。

　ユニスのほうがレオナより背が小さいので、抱きしめたときの感覚がさっきとはまた違う。

「お兄ちゃん、ありがと。……あたしはもっとしたいんだけど……ダメ？」

　とユニスは俺の口元のほうへと唇を近づけて誘惑してくる。

　こいつはこいつで魔女というだけあって、まさに魔性の女だ。

「……いや、ここまでだ。今日は俺も少し疲れたからな」

「うーん……分かった、お兄ちゃん。でも、今度あたしといっぱいしてもらうからね」

「俺の話は終わりだ。魅了チートを使い、ブリジットを攻略、船は俺たちのものになった。お前たちのほうで変わったところはあったか？」

　もう一度そう聞いて、俺はアイシャのほうを向く。

　彼女は首を横に振った。

「何もないわ。船長直々の交渉とわかり、船員たちも何もしなかったわ」

　それだけブリジットの統率がうまくいっているということだろう。

　しかも、俺たちの戦力を見た後だ。まともな神経を持っているなら、大人しくしているはずだ。

「ブリジットはまだ寝ている。出発は明日になりそうだ」

「お兄ちゃん、どれだけ激しくヤったのー？」

「それなりだ」

「ぶぅ、あたしも立てなくなるくらいヤりたーいっ！」

　面倒だからユニスは無視しておこう。

「さて、明日に備えて俺たちも休もう」

　船長が眠ってしまっていては、船を動かすことが出来ないからな。

　今日は俺たちも寝てしまい、明日ジャポネルに旅立つとしよう。

　万全の態勢で行かないといけないだろうしな。
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　次の日の朝、早速ブリジットの船でジャポネルへと出発する。

「錨を上げーっ！　出発するでっ！」

　ブリジットは大きく声を張り上げている。

　こう見ると昨日の俺の前での姿とはまったく違う、船長としての貫禄があることを感じる。

　しかし俺の気のせいかも知れないが、ブリジットの表情がどことなく陰っているような気がする。

　ジャポネルまでどのくらい時間がかかるのか、聞きたかった。

　そのついでに、何かあったのか聞いてみるとしよう。

「どうした。おかしいことでもあるのか？」

「ジャポネルのほうの雲行きが怪しい気がするんや」

「そんなようには見えないんだが……」

　だが俺の目から空を見ると、どう見ても雲一つない晴天だ。

　本当にこの天気で海が荒れるのか疑わしいと思ってしまう。

　きっと海に生きるやつにしか分からない何かがあるのだろう。

「少し経てば分かるはずや。荒れないとええんやけど……」

　しかし数刻ののちブリジットの言葉どおり、海がうねりを上げて荒れ始める。

「あんなに晴れていたのが、ここまで荒れるものなんだな」

「ジャポネルに着くまで持ってくれるかと思うたんがな。あかんかったか……」

　面倒なことになりそうだな。

　俺は指示を出して、女たちを部屋にこもらせる。

　誰か海に落ちてしまっても、しょうがないからな。

　万が一に、落ちてしまっても自分で船に戻るくらいの力はあるはずなんだが、かといって落ちていいわけではないからな。

「それにしてもさっきまでの天気が嘘のようだな」

「普段はこんなに荒れるなんてこと、ないんだがな。ここまで荒れるのも珍しいっちゅうもんや」

　ブリジットと話している間も、何もかもを引っ掻き回すような荒波が俺たちの乗っている船を襲っていた。

　船員たちが甲板を走り回り作業をしている。

　このさすがに規模の荒れ具合になると魔法では抑えられないらしい。俺も一度は嵐を収めようとしたが、どうにもならなかった。

　それともジャポネルにワープできなかったことを考えると、この嵐にこそ魔法を遮る何かが働いているのかもしれない。

　だが仮にそうだとしても、嵐の中での俺たち自身は魔法を使えるらしく、どれだけ揺れようにも船酔いせず、どれだけ波が襲ってこようが濡れずに済んでいる。

「あと、どのくらいでジャポネルに着く？」

「もう着いていてもおかしくないんやけどな……この嵐を抜けんことには分からん……」

「そうか。ではこの後も変わったことがあったらまた俺にも教えろ」

「あんたは部屋に戻るんか？」

「そうさせてもらう。あとは任せてもいいな？」

「誰に言ってねん！　うちに任せておけば大丈夫や！」

「ふっ……頼りになるな」

　さて、それなら俺は安心して戻るとするか。

　船に揺られ続けるだけというのにも、そろそろ飽きてきたところだ。

　客室に籠ってしまっている女たちでも見に行こうかと思い、ブリジットから離れる。

　しかしその瞬間、身体が慣れない感覚に囚われる。

「なんだ今のは？」

「ん？　なんも感じんかったけど、どうかしたん？」

　どうやら今の感覚があったのは俺だけで、ブリジットには分からないようだ。

「気にするな。俺の気のせいだったかもしれない」

　あえて例えるとするならば、ワープするときの穴に入ったときの感覚に近いだろうか。

　海の上でそんな特殊な感覚を覚えるなんて、どういうことだ？
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　ブリジットの操舵と船員たちの働きの甲斐もあり、大荒れだったにもかかわらず船は無事なようだ。

　先程の違和感が過ぎたあたりから、急激に天気が回復してきてきた。

　ワープキャンセルの件と今回の不思議な嵐のことから、この国には魔法で侵入者を妨害できる何かがあると考えていいだろう。

「おっと、結構近くまで来てたんやな。ジャポネルがもう見えてきたで」

　という言葉を聞き、俺はブリジットが指をさして示す方向を見てみる。

　確かに大きめの島のような、陸影のようなものが遠くに見える。

「あれが、本当にジャポネルなのか？」

「ここまで案内させておいて、いまさら、うちをなんだと思っとるんや。ここらには他に島はあらへんしな。あれが正真正銘ジャポネルの大地や」

　ならば、何とかジャポネルに着いたようだ。海賊というだけでなく、密入国が目的だから正規の港には船をつけられず、海岸の入り江で停泊することになる。

　あの荒れた海を乗り越え、無事に入国できたと考えれば僥倖だろう。

「ジャポネルに着いたわけなんだが、ここからはどうするんや？」

「ブリジットはいつでも船が出せるよう、ここで待機していてくれ」

「ええで。うちは船で留守番やな」

　フォルツァンドでさんざん試したが、ジャポネルの領地内には直接ワープが出来なかったからな。

　ならば、逆にこの国の領地内からワープで逃げることも、できない可能性は高いだろう。

　計画に問題ないとは思うが、移動手段は増やしておいたほうが、異国の地では安心できるだろう。

「では、巫女の持つ秘宝をもらいに行くとしよう」

　やや沖に停泊しているので、俺、アイシャ、ユニス、メリア、レオナは海賊船本体から小舟で陸を目指すことになる。

「やっとここまできたわね」

　アイシャの言うとおり少し遠回りしたような気がしなくもないが、いよいよ次の女王との邂逅だ。

　だんだんと砂浜に波が打ち付けられる音が、大きくなってきた。

　さらにしばらく進むと、船の底が砂浜にこすられて小舟を少し揺らす。

　俺たちはとうとうジャポネルの大地へと上陸したのであった。

「さて、この国についての情報が少ないからな。どこか村か街でも探してみるぞ」

「主。船から見たのだが、向こうのほうに港のようなものがあった。向かってはみないか？」

「ああ。そこなら何か情報が得られそうだな。行ってみるとしよう」

　無事にジャポネルに到着した俺たちは、とりあえず人のいる港を目指してみることにする。

「お兄ちゃん。見たことないんだけど、これはなんなの？」

　港を目指して歩いている最中、街道沿いに置かれていた、石造りの変わった形の道標みちしるべが珍しいようでユニスは俺に聞いてくる。

「道標だ。お前もそれくらいは、見たことあるだろう？」

「そうだったのか。でもこんなふうに石にデザインされているのは、見たことないからなー」

「ならばジャポネルだけのものなんだろうな」

　そういえば、こっちの世界に来てから石細工はあまり見ていなかったか。

　元々俺がいた世界でも都会ではあまり見たことはなかったが、なんていうことのない素朴な石に手彫りの文字が刻んである、近隣の住人手作りの道標だろう。だいぶ古いようにも見える。

　どこか江戸時代くらいの、日本の造形物のような雰囲気を感じた。

　だとすれば、この形状をユニスが見たことないのも、当然かもしれない。

　ジャポネルでは、この島国独特の文化が発達しているのだろう。

「港町に着いたら詳しいことが分かるはずだ。行くぞ」

　ワープが使えないことで不安も多少はあったが、俺はこの国に少し期待し始めていた。







「ここが港町ですか。見慣れない建物だらけですね」

　女を引き連れて歩いている俺が物珍しいのだろうか。

　住人たちが俺をじっと見ている。

　……どうでもいいが。

　今ここで肝心なのは、住人ではなく巫女の情報だ。

「巫女のことでお前に聞きたいことがある」

　俺は近くいる女に、直接的に尋ねてみた。どうせ異文化なのだ。気を遣うだけ無駄だろうから、外国人として積極的に動いておこう。

　とはいえ、騒がれても面倒だから女に魅了チートをかけ、さっさと答えを引き出す。

「巫女様ならば……向こうに見える山の頂上に住んでおられます」

「山の上に屋敷でもあるのか？」

「はい。シシド神社という場所に巫女様は……シズク様はいらっしゃいます」

　シシド神社……か。これもまた、なんとなく馴染みがある言葉の響きだ。。

「シズク……か。間違いなさそうだな。情報感謝する」

「あ、あの……ご案内も……」

　俺が離れると、女は着いてきそうな素振りを見せたが、無視して進む。

　このまま一緒にいると、抱いてくれとか言って泣き出してしまいそうだったからな。

　それよりも、巫女の居場所が分かったことだ。

　さっそく、向かってみるとしよう。

　女王六人のうちのひとり。

　この国の巫女とは……一体どんな女なんだろうな……。
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「ずいぶんと山奥にまで来ましたね……ほんとうにあるのでしょうか？」

「港で奥深いと話には聞いていたが、ここまでだとは思わなかったな」

　メリアの問いに俺は内心でもかなり同意しながら、そう答える。

　すでに、巫女が住むと教えられた山に登り始めてから一時間以上だ。

　急な石段を歩き続けてきたが、頂上に着く気配はまだない。

「ねえねえ、お兄ちゃん。こんなところにほんとに神社なんてあるのかな？」

「頂上にあるという話だからな。登り切ってみるまで分からないな」

　登っても登ってもずっと石段。左右の風景も森一色でまったく変わらない。

　ユニスは山登りに飽きてしまったようだ。もっとも俺も山登りなどしたいわけではないんだがな。

　ワープで一気に行ければいいのだが、恐らくまだ妨害されている。自分の足で歩くしかないのだ。

　しかしあとどれだけ登ればいいのか分からないのも、気が滅入ってくる。

「リュウ、先に何か見えてきたわよ」

　アイシャの言葉に、俺は少し安心する。

　ここまでの山奥にある建物なんて、目的地の神社くらいしかないはずだからな。

「やっと着いたようだな」

　遠くに赤い鳥居らしきものが見える。

　それは日本からこの世界に来た俺には、とても懐かしさを感じるものだった。鳥居だけしか見えていないが、おそらくはその先も、元いた世界の神社とあまり変わらないのだろう。

「主どの、私が先に行って偵察してこようか？」

「いや、大丈夫だ。全員で行ったほうが安全だろう」

「了解した、主」

　レオナは相変わらず騎士としての習慣が抜けないようだ。

　いつでも気を抜かないのは助かるがな。主に敵地では頼りになるというものだ。

「もう少しで到着だ。行くぞ」

　そうして俺たちは遂に神社までやって来たのだった。

「随分と広い場所ね」

　あたりを見回しながらアイシャが言う。

「下からでは見えなかったが、確かにそうだな。初詣でも人ごみにはならなそうだ」

「はつもうで、とは何なのですか」

　メリアが知らないのも当然だ。この国のほかにはきっと、神社なんてないからな。

「一年の初めに、神社が祭っている神様に祈る伝統行事だ。俺の故郷では、一般的な行事として広く知られている。まあ、ここにもそんな行事があるならだがな」

「伝統行事……ですか。ジャポネルはまだ分からないことが多いですね」

　ぶっちゃけ、作法もそれほど覚えてはいない。たしか鈴を鳴らして二礼二拍手一礼だったか？

　俺も神社への知識はそれくらいしかない。正直、毎年初詣になんて行ってなかったからな。どうして正月から人ごみに揉まれなければならないんだと、疑問に思っていたくらいだ。

　とそのとき、遠くの本殿のほうに人影が見えたｓ。

「だれか来たみたいだよ、お兄ちゃん」

　ユニスが言っているとおり、人影はだんだんとこちらへと近づいてくる。

「秘宝を持つ巫女のことを知っているかもしれない。話してみるか」

　俺たちのほうからも、神社の本殿に向かって歩いていく。

　さらに近づいていくにつれ、その人影はどうやら、俺がよく知る「巫女」そのもののようだと分かった。布地の色こそ違うが、恰好がそのまま、神社の巫女服だからな。

　俺が知っている巫女服よりも、どことなく扇情的なデザインにはなっているが。

「お前は、ここに住んでいるのか？」

　声が届くほどに近づいたところで、俺はそう話しかける。

「はい。初めてお目に掛かります。わたくし、シズクと申しますわ」

「なに？　ではお前が、この国を治めている巫女なのか？」

「ええそうですわ。あなた方のことをお待ちしておりました。どうぞ奥にいらっしゃいませ」

「待っていた……だと？　俺たちがここに来ることが、分かっていたのか？」

「詳しいことはなかでお話しいたしますわ。さあ奥へどうぞ」

　……これは罠か？

　それくらいあっさりと巫女と出会ってしまい、あっさりと神社内に入ることができそうだ。

　しかも、この少女が巫女のシズクだというのか？

「……アイシャ、どう思う？」

「油断はできないわね」

「ああ」

　かと言って、こんなところで立ち止まるわけにもいかないからな。連れてきたメンバーなら、どんな状況でも対応できるだろう。シズクと名乗る少女の言うことを聞いてみようと思う。

　シズクに連れられて、俺たちは社務所らしき建物へと入る。本殿ではなさそうなのでそう思うが、この世界に社務所なんてものがあるのかは、知らない。まあ、生活はこっちでしているのだろう。

　社務所内は慎ましい造りで、大きすぎず小さすぎないような部屋が多かった。

　その一室で、さっそく巫女に話を聞こうと思っていたが、シズクのほうから話し始める。

「あなたの名前はリュウ様で間違いありませんわね」

「そうだ。俺がリュウだ」

　なぜ俺たちの名前を知っているのかはわからないが、自己紹介の必要はないようだ。

「そしてそちらの方々が、アイシャ様、ユニス様、メリア様、レオナ様ですね」

「ええ、そうよ」

「そうだよー」

「よくご存じで」

「ああ、間違いない」

　女たちも口々に答える。どうせ魔法か何かで調べたのだろうか。

　この世界で、この程度で驚く必要はないな。もしかしたら秘宝の力なのかもしれない。

　しかし、俺のことを知っているというのにこの態度だ……。やはり何か、罠があると思っていいだろう。

「では、さっそくながら失礼いたしますわ」

　しかし、そう言いながら、シズクは俺の前で跪ひざまづいてしまった。

「なんだ、どうしたんだ？」

「歓迎の印しるしといいますか……。ようするに、わたくしのことを犯してほしいのですわ」

「……は？」

　さすがに俺も、突然の発言に驚きを隠せない。アイシャたちも言葉が出ないようだ。

　無意識のうちに魅了魔法でも使ってしまっていたのだろうか？

　いや、そんなはずはない……たぶん。

「……犯してほしいだと？」

　話しかけている間にも目の前の巫女は俺にまとわりつき、ズボンを脱がせようとしている。

　いったいこれはなんなんだ？　　なぜこんなことをされている？

　アイシャに聞いた話では、巫女は恐ろしく清廉な存在だということだったが……。

　ジャポネルには、こんな文化でもあるんだろうか。

　いや、そんなことはないだろう。港町では、そんな歓迎方法はなかったからな。

　そもそも、男に対する差別が当然の世界だ。この国だって例外ではない。

　それが犯してくれだなどと、これはなにかがおかしい。

「わたくしでは不満ですの？　なんでも満足できるように、この身体をお好きにお使いくださいませ」

　なんとか落ち着いて、俺はシズクのことを観察してみる。

　横にいる正真正銘の淫乱ビッチな魔女と比べてみるが、やはり行動に違和感がある。

　シズクは痴女のようなことをしているのに、それには慣れていないように感じるのだ。

　俺にまとわりついている動きもユニスと比べると、まるで処女そのもの。

「お前、本当に俺に抱いてもらいたいのか？」

「そうですわ！　私はリュウさまのお……おちんちんがほしいんですの！」

　そこでシズクにもう少しカマをかけてみることにする。

「もしかしてお前……わざと淫乱なふりをして俺を誘っているのか？」

「うぅっ……そんなわけありませんわ！　わたくしはリュウ様と──」

　なんだ、こいつ……。すべてにおいて違和感を覚える。

　このまま、この流れに任せていいのだろうか……。

「ふふ、リュウ……困ったわね？」

　ちっ、アイシャのやつめ、この状況を楽しんでいやがる。

　だが、このままシズクのペースに合わせるのは気に食わない。

「……お前、男というものを知らないな。偽の痴女っぷりだ」

「ふぇ？」

　一瞬言い淀んだその反応から、俺はシズクが本当の痴女でないことを確信する。

　本当のビッチはいつも見ているが、こんなもんじゃないからな。

「わ、わたくしが……痴女ではないと？　いきなり犯しくれなどという女ですよ!?」

「いいや、違う。お前はまだ本当の痴女になりきれていない」

「本当の痴女……？」

　食いついてきたな。

「そうだ……お前に本当の痴女というものを教えてやろう」

「そんな。わたくしは、リュウ様にしてほしいんですわ……」

「本当に痴女だったなら、相手なんて選ぶわけないだろう。なぁ、ユニス」

「少しぐらいは選ぶけど……でも、いいの？　船でもお兄ちゃんがなかなか相手してくれないからしたかったんだよね」

「存分に可愛がって、痴女というものを教えてやれ」

「はーい。こんな美少女は久しぶりだし、張り切っちゃうよ！」

「ど、どうなっているのです!?」

　シズクは、まさか女に襲われるとは思わなかったのだろう。

　俺がしてもいいが、膣に何か仕掛けてあるとか……罠の可能性はまだ捨てきれない。

　ユニスの肉棒なら、魔法で作った偽物だろうし、仮にどうかなってしまっても大丈夫だろう。

　魔女の様子を見ながら、シズクを犯せばいい。

「……そ、それでは、あとでリュウ様にもお相手のほう、お願いしますわ」

「わーい！　巫女さんをいただきまーすっ！」

　こうしてシズクは、まずユニスに食われることになったのだ。
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「これからお前には、痴女教育というものを受けてもらう」

「ち、痴女教育ですの？」

　突然のことに戸惑うシズク。

　俺は簡単に説明をした。

「俺を満足させるような痴女になるためには、お前はまだまだだ。ここには、お前の想像をはるかに超える変態たちがいる」

　気がつけば、俺のパーティーは変態ばかりになっていた。

　その代表といえば──ユニスだろう。

「ユニス、あいつに痴女というものを教えてやれ」

「はーい！」

　張り切っているのかユニスは、自分からシズクのほうへと近づいていく。

「それでいったい、わたくしは何をすればいいんですの？」

　若干、ユニスの勢いに押されながらもシズクは俺に問いかける。

「……とりあえずユニスにいろいろ教えてもらえ。やり方はユニスに任せる」

「わーい！　なかなか好みの美人さんだねー。ヤりがいがありそうだなー」

　ユニスは周りのことを気にせず、すでに品定めをしているようだ。

「え……？　ユニス様は女性ではありませんの……？」

　シズクは心底、訳が分からなそうにしながら聞いている。

　普通なら、それも当たり前のことなんだがな。

　残念ながら、ユニスのほうはまったく普通ではない。

「そんなの関係ないよー。女の子同士でも気持ちよくなれるよー！」

「女性同士で……できないこともありませんが、で……でも、わたくしがほしいのものは……おちんちんですわ！」

　よほど痴女として見てほしいのだろう。

　シズクはそのように豪語した。

「そうなのか？　ではお前の希望どおりにしてやろう」

「……ユニス様……たしか魔女様ですね？　男性ではないようですけれど……どうするんですの？」

　どうやらシズクは、魔女としてのユニスの名前は知っていても、能力までは知らなかったようだな。

　シズクは一見すると、何もついていないユニスの下腹部を見ながら言う。

　確かに女性相手だ。その疑問は当然かもしれない。

「説明するのが面倒だ。ユニス、見せてやれ」

「うん、わかったよ。お兄ちゃん」

　答えるとともに、ユニスは下に穿いていたショートパンツを脱ぎ去る。

　この一瞬の躊躇もない脱ぎっぷり。

　これでこそ痴女の鏡だ。

「こ、これはどういうことですの……!?」

　シズクの目は驚きを隠せないままに、ユニスの股間に釘付けになった。

「これで準備はオッケーだねー」

　ユニスの股には、巨大な肉棒が起立していた。

　俺の女のなかでは、わりと幼い印象のユニスとその肉棒のギャップが、相変わらず半端ない。

「そんなに大きいですの……というよりも、なんでユニスさんに……おちんちんが」

「ただの魔法だよー」

「おちんちんを生やせる魔法……？　そんなの聞いたことありませんわ！」

「なんか難しい魔法みたいなんだってー？　メリアとか他の魔族には出来ないみたいだし」

「でも……わたくしが欲しいのはリュウ様のおちんちんで……」

「痴女ならそんな些細なことは、気にしないよな、ユニス」

　俺は横から少し口を出す。

「気持ちよくなれるなら、あんまり気にしないよー」

「だってさ。お前も本当に痴女ならこいつに犯されてみるんだな」

「……分かりました……では、お願いしますわ」

　シズクも自分で巫女服の裾をまくり上げて、下半身をこちらに露出する。

　露出されたシズクの秘部はすでに愛液で濡れており、もはや糸すら引きそうなほどに垂れている。

　この濡れ具合からして、痴女だというのも、あながち間違いでもなさそうに見える。

「あれー？　なんか紙みたいなのがあって、前の穴に入れないみたいなんだけどー」

「これは貞操を守るための札ですわ。これでも神に仕える身ですので」

　確かにシズクの女性器を隠すような感じで、紙が貼ってある。

　排尿のときなどはどうしてるんだろうか？

　たいていのことは魔法で解決できる世界だし、問題ないかもしれないが。

「じゃあ、お尻の穴に入れようかなっ？　後ろのほうもキツくて気持ちいいしなー。それに前がだめなら、お尻に入れるしかないからなー」

「痴女なんだろ？　さっさとヤってもらったらどうなんだ？」

「もちろんですわっ！　早く私に入れてくださいませ！」

「じゃあ、そこに後ろ向きになって壁に手をついてー」

　と言いながら、ユニスは壁際にシズクを連れていく。

「後ろからするんですの!?」

「こっちのほうがいっぱい気持ちよくなるんだぞー」

　シズクの言葉に答えたものの、ユニスはすでに肛門に肉棒を押し当てている。

　すぐにでも入れてしまうつもりなのだろう。

「分かりましたわ……最初はゆっくりでお願いしま……うぉぐっっ！」

　ユニスは自分の準備ができてすぐ、肉棒が全部入るまで挿入したようだ。

「おおぉー最初から全部入ったよー。それにすっごく締まってるねっ」

「もっとゆっくり……うくぅぅ！　そんな……いきなり激しくなんて、お尻めくれちゃいますわっ！」

「えー？　気持よくないのー？」

「そんなことはありませんが……ひぃぃ！　……激しすぎてっ！」

　話している間もユニスはシズクの肛門をジュッポ、ジュッポと大きく音を出してグラインドしながら犯し続けている。

　シズクはさぞかしキツいだろう。

「それにしてもすごい締め付けだなー。そろそろ一回出るかも……！」

「はぁん、あん、くぅん……！　そんな……わたくしの中で、また大きくなって!?」

「あたし……もう我慢できなそう……中に出すねっ！」

「待ってくださいませ……はんっ！　あぁん！　はぅん！　あぁぁぁぁん！」

「……イ、イクぅ!!」

　と叫ぶとともに、ユニスは身体をブルルと震わせる。

　そしてシズクの突きあたりのない穴に、ユニスは根本まで肉棒を突き入れ同時に精を放った。

「ひあうぅっ！　んっ！　ひゃうぅぅん！　あぁぁぁぁぁぁ!!」

　熱く煮えたぎる白濁に満たされて、シズクは甘く叫びを上げる。

「ふぁぅっ！　うぅうっ！　お尻の中が精液で熱く……満たされてしまってますわ……」

　シズクはイッてしまったのか、力が抜けてだらりとしている。

「あースッキリしたー。挿れられるのも気持ちいいけど、挿れるのも気持ちいいなー」

　一回出したものの、本物の淫乱ぶりはまだ発揮されていない。

　ビッチであるユニスの本領はここからだ。

「じゃあもう一回いくよー」

「え……？　もう出したんじゃ……？」

「こんなに気持ちいいんじゃ、一回じゃもったいないよー。」

　ズドンという擬音が、ピッタリと当てはまるような感じで、ユニスはシズクに肉棒を挿入する。

　相変わらずユニスは加減というものを知らないようだな。

「うぅっ、かはうぅぅぅ……！」

　当然のようにシズクは、その快感と衝撃に悶える。

「おおぉー！　締まる締まるー！」

「ふぁぁぁんっ！　ひぃぃぃっ！　すごい……奥までおちんちんっ！」

「こんなに気持ちいいお尻は、なかなかないよー……おぅっ！」

　美少女好きで何人も女を食べている、ユニスがここまで言うのは珍しいことだ。

「…………お願いですわ！　もっと……突いてくださいませ！　……もっとかき回してぇぇぇ！」

　普通の性交では使うことのない穴を、更に大きくニチャニチャと音を立てながら高速で犯す。

「あんっ、らめ、ですわ……！」

「すご……！　超気持ちよくって、あたし……おかしくなっちゃいそう……！」

「わたくしのお尻の穴が汚されていますわああっ！」

　ユニスの腰振りはさらに加速していく。

　パンパンという音が、どんどん小刻みになっていくのだった。

　そのたびに、シズクは身を逸らしながら、悶えている。

「あんんん！　奥ぅぅぅっ！　奥はらめえええええ！」

「はぁはぁ……すごい締め付けだよぉ……！　あ、あたし……！」

　ユニスも弓なりに反りながら、身体が震えていた。

　カリ首のところを刺激するように、前後運動を強くしていく。

「んんっ！　あああああ！　らめえええ！　深いところ感じちゃうのですわああああ！」

「あっ、んっ……あたし、そろそろかもっ！」

「えぐっ！　ま、またおちんちんが大きくなって……!?」

「はぁはぁ……！　出すよ……？」

「お、お願いします！　たっぷり出して……！」

「次は……外に出すね……！」

　快感に溺れるシズクの肛門が、小刻みに震えてきている。

　こちらもまた、イキそうなのだろう。

「わ、わたくし……イク……！」

「あたしもイっちゃう♪」

「ま……た……お尻でイッちゃあぁぁぁぁ！」

「…………うっ、くっ……出る！」

　ビュルルルルルル！

　遠慮せずにユニスは尻を鷲掴みにし、シズクの背中へと精液を解き放つ。

「はぁはぁ……ぶっかけちゃったよぉ……」

「あつ、い……！　濃いものがいっぱい……あひぃ……！」

「はぁ……はぁぁ……気持ちよかったー。……さっきよりもいっぱい出たかもなー」

「……はふぅ…………はぅん……」

　身体の中も外もドロッとした白い液体に染められたシズクは、身動きも取れず、なす術もなくなっていた。

　クク、まさかこれぐらいで、もう終わりだと思っているわけじゃないだろうな……？
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　背中が精液だらけに汚され、息も絶え絶えになったシズク。

「……ひゃうぅんっ！」

　それでも名残惜しそうにユニスは、再度シズクに挿入しようと尻を鷲掴みにする。

　しかし、入れられる寸前にシズクはなんとかユニスを止める。

「ま、待って下さいませ……次こそはリュウ様と……」

　ユニスに犯されドロドロになっているくせに、シズクは俺とセックスすることを求める。

　一体こいつは、どこまで俺に犯して欲しいんだ？

「はぁ……お願いしますわ。リュウ様……！」

　なんでシズクは、俺にここまでこだわるんだ？

　こんな状態になっても頼みこんでくるというのは、おかしいと思う。

　流石にもっと強引に、理由を聞いてみるべきなんだろうか？

「リュウ、そろそろ魅了の魔法を使ったほうがいいんじゃかしら？」

　アイシャも俺と同じように思っていたのか、聞いてくる。

「いや、必要はない。魔法なしで身体に聞いてみるとしよう」

　これまでの経験から魔法なしでも十分やっていけることは証明されているしな。

　それに、シズクも魔法にかかっていないほうが良い声を上げてくれそうだ。

「魔法も使い勝手はいいが、どいつも同じような反応になってしまっては面白くないからな」

　情報を得るためだけならいいが、俺がこの旅で求めているのはそれだけではない。

「わかったわ」

「さて……」

　俺はシズクのほうを見た。

「リュウ様……」

　シズクは相変わらず物欲しげな目で、俺を見つめている。

　もはや、シズクのほうから襲ってきそうなほどの様子だ。

　ここまで執着する理由がはっきりと分かるわけではないが、俺はシズクを犯してやることにする。

「ユニス、少しどいてくれ」

「えー。こんなすごい美人さん、あんまりいないからなー……」

　シズクの穴がよほど気持ちよかったのだろう。

　二回も出していたのに、元気なやつだ。

「また今度、ちゃんと相手できるようにしてやる」

「わかったよ、お兄ちゃん。約束だからねー」

「ああ」

　さすがに少しは満足したようで、しぶしぶとシズクから離れる。

　しかしユニスだけは、ここまで来た本当の理由を本当に忘れているのではないだろうか？

　第一の目的は、シズクから秘宝を渡してもらうことなんだがな。

　まあいい。このまま巫女を落としきって、秘宝を手に入れることにしよう。

　ではまず、

「シズク、犯すというなら、どうせなら前の穴に入れたいんだがどうだ？」

　シズクの膣は札のようなものに覆われているからな。

　それを取らないことには、始まらない。

　俺が無理やり取ってもいいが、見たこともない術式で書かれているため、手の施しようがない。

「これは……」

　やはり魔法が関係しているのだろうか。

　シズクが答えるのに時間がかかる。

「その札は取れないものなのか？」

　少し躊躇したようにも見える。

「そうですね、決して簡単なものではございませんわ」

「それほどまでに複雑な術式で書かれているということか？」

「いいえ。単に覚悟の問題ですわ……。でも……」

　そう言って、シズクは自分で女性器を覆っていた札を取りさる。

「いいのか？」

「はい……」

　シズクは俺のことを見つめて、

「それでは私の……純潔をもらって下さいませっ！」

　純潔だと？

「純潔だって……？　自分で痴女だと言っていたくせにお前……処女だったのか……？」

「処女だろうと関係ありませんわ！　早く私を犯して下さいませ！」

「いいだろう。あとで後悔してもしらないからな」

　俺は板張りの床に、シズクを仰向けに押し倒す。

　そして処女だというその穴に、充血して腫れ上がった亀頭をあてがった。

　腰を突き出すとニュルリと柔らかい感覚が、だんだんと俺の逸物を包んでいく。

　ユニスがさっき出した精液と、シズクの愛液のおかげで、処女穴でもすんなりと奥まで肉棒が滑りこんだようだ。

「くふぅぅぅっ……はぁぁあぁぁんっ！」

　腰を浮かせて喜悦の声を上げるシズク。

　ここまでスムーズだと、果たしてシズクが処女なのかもわからなくなってくる。

「え……？　破瓜のときには痛みがあるとはと聞いておりましたが、私……なんで痛くないんですの……？」

　ユニスとの激しいアナルセックスで痛覚が麻痺してしまったのだろうか？

　実はこいつも痴女の才能があったのかもしれないな。

「普通は痛いらしいがな。まだ痛いほうが良かったと思えるくらいに、感じさせてやるよ！」

　言うとともに、俺は深く抉るようにピストンを始める。

「……わたくしの処女が……乱暴に奪われてしまってますわっ……！」

「ははっ。お前、本当に処女だったのか？　処女なのに痴女のフリをしてたのか？」

　確かに俺たちがつながっている接合部は、すこし赤く染まっている。

　うねる膣襞をかいくぐり、俺は亀頭でシズクのお腹の一番奥をコツコツと叩く。

　そうするとシズクは、まだ先ほど開通したばかりの穴の入口をきゅうっと締めた。

「やっ！　う、やめてぇぇっ！　いきなり……し、子宮ばかりっ……ふああああぁぁぁんっ！」

　ひときわ高く声を上げ、シズクはリズミカルに俺の肉棒を締め付けるてくる。

　どうやら軽くイッてしまったのだろう。

「さっきまで処女だったなんて信じられないな」

　シズクがイッたからといって、俺はまだ動きを止めるつもりはない。

「……ああぁぁぁぁ!?　イッてる、イッてますの！　まだイッてる最中なのにぃっ！　気持ちいいですわっ……！」

「シズク、どこが気持ちいいのかも言ってみろ！」

「あふうぅんっ！　……おまんこ！　おまんこ、おまんこですわっっ！」

　痴女らしくなってきたな。

「快感に溺れて隠語を叫ぶなんて……これなら誰がどこから見ても痴女だと思うだろうな」

「あふぇあぇぇぇっ！　嘘ですわ……！　こんなっ……！」

「変態女め」

「らめええっ！　そんなに激しくされてしまったら……わたくしぃ……！」
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「気持ちいいか？」

「い、いいのぉっ。こんなに気持ちいいなんて……わたくし、頭がおかしくなってしまいそうですわ……」

「どんどん溺れてしまえ」

「あらくひぃ……もうら……めっ。らめなのれしゅうわああああああ！」

　それにあまりの快感にシズクは、俺の言ってることも分からなくなり始めているようだ。

「……だめですわっ！　おちんちんがこんなに気持ちいいなんてぇぇっ……！」

　快楽に溺れたシズクは、さらなる愉悦を貪るために自分から腰を振っている。

　シズクの膣に激しく擦り合わされ刺激を与えられている俺の肉は、そろそろ射精の時が近づいているようだ。

「そろそろイクぞ」

「んんぁぁぁ！　おちんちんが太く……!?」

「いっぱい出してやるからな」

「あぁぁぁぁあぁあぁあ！　……わたくしがリュウ様の精液で……孕んでしまうくらい出してくださいませぇぇぇぇっ！」

「ああ。希望どおり、中に出してやろう」

「またイく……イくイく……あっ……ふっ！　ふぁぁぁぁぁぁぁぁあんっ！」

「出すぞ……」

　びゅる……びゅるるっ、びゅくん……びゅくん……びゅびゅるっ！

　どうやら限界がきたのは、お互いにほぼ同時だったようだ。

　勢い良く出された精液はシズクの子宮口をノックし、だんだんと膣内へと広がっていくように感じる。

「アアアアアアアアアア!!」

　絶叫するシズク。

　膣内が急激に狭まってきて、肉棒の中にある精液を絞り出しているみたいだった。

　びくびくと蠢いているし、シズクも何度も絶頂しているようだった。

「あふ、きひぃ……ああ……んぉ……おぉおお！」

「十分に出せたな」

「はぁはぁ……」

　シズクはよだれを垂らしながら、呼吸を荒くしていた。

「最後の一滴だ……受け取れ」

「んんっ！　ん……んんんぁっっっ！」

　膣内の痙攣が止まらないシズクの中で、俺は精液を撒き散らした。

「はぁぁぁん…………うぐっ！」

　射精はしたものの、まったく萎えきっていない男根で膣中をこすると、シズクは快感をこらえきれず声を上げる。

「すごいですわ……これが……中出し……」

　シズクの絶頂が終わり、結合部から肉棒を引き抜いてやる。

　ふと、俺はシズクの下腹部のほうに目を向ける。

　シズクの二つの穴は、ユニスと俺の出した精液、そして大量の愛液でぬらついていた。

　さらに見ていると、余韻でまだヒクついている小陰唇と肛門からも、精液がだらりと垂れ落ちてくる。

　なにもかも汁まみれになっていて、これはエロいな。

「どうだ、痴女になるという願いが叶っただろう？　これからは俺の下僕になれ」

　射精が終わり落ちついてきたので、俺はシズクに言う。

「お、おかしいですわ……。こんなはずでは……」

「ん？　なにか言ったか？」

「い、いいえ。……わかりましたわ……わたくし、リュウ様専用の下僕に……痴女になりますわ……」

　シズクはそれだけ言って静かになった。

　身体の力も抜けきってしまっていて、どうやら気を失ったようだ。

　初めてのセックスだったのに、俺とユニスにここまで激しくされれば、当然といえば当然かもしれない。

　まあいい、秘宝の話は明日にでもしよう。
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　次の日の朝、俺はアイシャ、ユニス、メリア、レオナとともに、昨日も案内された部屋にいた。

　あれから、シズクは犯されたあと気を失ってしまっていたので、詳しい話は無理だったというわけだ。

　置いて帰る訳にはいかない。もし秘宝を持っているならば、確実に手に入れなければいけないからな。こちらとしても、万全な状態で望むのが当然だろう。

「リュウ、なんで彼女は処女なのに痴女のふりをしていたのかしらね？」

　整然と板張りされた廊下を歩いていると、アイシャが俺に話しかけてくる。

「たしかに港町では神々しいとまで言われていたのに、あの行動は不自然だったからな。なにか俺たちに対する策でもあったんだろう」

「それにしてもなんで、それが痴女のフリだったのかしらね」

　昨日のシズクの行動が、随分と気になるようでアイシャは続けて話しかけてくる。

「そんなに気になるものか……そういえばアイシャも最初は──」

「ちょっと待って！　それ以上のことは禁止よ」

「ふふふっ、そうだな。……シズクにはその理由ついても聞いてみるとしよう」

　アイシャも最初は経験のない耳年増だったことを、俺は思い出す。

　そんなことを話しながら歩いていると、俺たちは部屋の前に着いた。

　障子を開け、部屋の中を覗くとすでに奥には人影があった。

　部屋で俺たちを待っていたのは、処女だったくせに何故か痴女のふりをしていた巫女シズクだ。

　何気なく戸を開けてしまったが、俺たちは秘宝を狙って神社まで来たのだ。

　昨日は罠などなかったが、さすがにもっと警戒するべきだったかもしれないな。

　今度からは気をつけるとしよう。

「お待ちしておりましたわ。どうぞお掛け下さいませ」

　俺は思っていたよりもまともな対応をされて安心する。

　シズクは昨日とは別人のようで、こうしてさえいればいかにも巫女といった落ちついた姿だ。

　ここに来たときは、部屋に入っていきなり『わたくしのことを犯してほしいのですわ』だったからな。

「ああ。では座らせてもらおう」

　俺は何も考えずに座ったが、他の四人はどうも戸惑っているように見える。

　もともと日本人の俺には馴染み深いが、座布団越しとはいえ床に座ることは、きっと慣れないものなのだろう。

　まあいい。今日ここに来た目的は、巫女が持っている秘宝を手に入れることだ。

　早速、交渉に入るとしようか。

　昨日の時点でシズクはすでに、俺に落ちているので、結果は分かりきっているがな。

「それでは、先に聞いておこう。お前は俺に逆らう気はあるか？」

「そんなことまったく思っておりませんわ。わたくしはリュウ様専用の痴女になりましたので」

「ああ、分かった。それでは質問するから答えてほしい」

「わかりましたわ。リュウ様になら何でもお答えしますわ」

「まずは、なんで最初は痴女のフリなんてしてたんだ？」

「リュウ様がわたくしのことを快楽漬けにする未来は、予知されていたので……」

「予知、だと。もしかして、それは秘宝の力か？」

「そうですわ。未来を予知し、変えることができる秘宝。これが巫女であるわたくしの持つ未来鏡ですわ」

　シズクはそう言うと、正円形の鏡が嵌めこまれている手鏡を取り出し、俺に手渡してきた。

　用意していたところから察するに、どうやら最初から抵抗する気はなかったみたいだな。

　俺はシズクから秘宝を受け取り、詳しく見てみる。

　ぱっと見た感じはただの手鏡なのだが、鏡の中にはすさまじい魔力が込められているのを感じる。

　さすがは、ただの道具ではなく秘宝といったところか。

「その秘宝で俺たちが来ることを予知していたのか」

「はい。わたくしはこの未来鏡を使うことで、国を治めておりました」

「それと痴女のフリに、なんの関係があるんだ？」

「その日も、秘宝を使い未来を予知しておりました。するとリュウ様がフォルツァンドを陥落させ、次に侵略するのはこのジャポネルだという未来を予知したのですわ」

「この秘宝で、未来を変えればよかったんじゃないのか。そういう能力なんだろ？」

「もちろん変えようとしましたわ……しかし何をしても最終的には、リュウ様にメチャクチャにされ、わたくしは快楽漬けにされてしまうのですわ……」

「つまり、未来が変えられなかったということか」

「そうですわ。ですから、なんとか未来を変えようとあのような行動を……」

　どうやら秘宝でも、不可能なこともあるようだ。

　これで、ようやくシズクが俺にこだわっていた訳が少し分かった。

「要するに背水の陣で自分から詰め寄り、未来を変えようとしたんだな」

「うまくはいきませんでしたが、そのとおりですわ」

　昨日のことはもう、別に気にしなくて良さそうだ。

　これからも俺は、俺の好きなようにしたいことをするのみだ。

　それにやっと三つ目の秘宝が手に入ったんだ。

　未来が予知できるのは、かなり有用だと思われる。

　早速使ってみるとしよう。

「ところでこれはどうやって使えばいいんだ？」

　あっさり渡された秘宝を再び手に取り、俺はシズクに聞く。

「魔力の高いリュウ様なら、きっと覗きこむだけで大丈夫ですわ。だんだんと未来が見えてくるはずですの」

　シズクに言われたとおりに、俺は手鏡の形をした秘宝を覗き込んだ。

「…………どうなってるんだ？」

　五分くらいは鏡に写る自分の顔を眺めていたが、何も起こる気配はない。

　もしかして異世界人には使えないのだろうか。

　いや、そんなことはないだろう。

　ユニスが持っていた千里眼の水晶は使えたのだ。

「まったく変化がないんだが、どうなっているんだ？」

　やはりここは持ち主のシズクに聞くのが一番だろう。

「そんなことは……ないはずですわ」

「そんなことがあるんだ。試しにお前が使ってみろ」

　俺はそう言ってシズクに秘宝を渡す。

　シズクは使い慣れた様子で、秘宝を覗き込む。

「…………」

　しばらくして、シズクは鏡を覗き込んでいた顔を上げた。

「おかしいですわ。未来が見えませんわね……」

　秘宝の持ち主でさえ原因がわからないようだ。

　一体、何が起こっているというのだろう。

「……聖女の仕業かもしれないわね」

　とアイシャは言う。

「聖女だと？」

「ええ。私が知っているなかで、こんなことができるのは、エルフの森に住む聖女くらいしかいないわ」

「そいつがこの秘宝の能力を制限してるっていうのか」

「そうね。きっとリュウが秘宝を集めていることを、なにかで知って手を打ってきたに違いないわ」

「もしかして、千里水晶や長距離のワープも使えなくなっているのか？」

「たぶんそうなっているでしょうね……」

　これまで手に入れてきた秘宝を、軒並み無力化されたか。

　……なかなかやるな。

　こういった能力を封じられてしまうと、俺としても動きづらくなってしまう。

　しかし、それ以上にはなんの影響もなさそうだ。

　逆を言えば、相手は能力を封じることしかできないということ。

　この俺を直接、殺すようなことはできないと証明されたようなものだった。

「秘宝の膨大な魔力にここまで干渉できるのは、同じ秘宝くらいしかないわ」

「その聖女がもつ秘宝をどうにかすれば、すでに手に入れた秘宝はまた使えるようになるんだろうな？」

「聖女に無力化を解除させれば、すぐにでも可能でしょうね」

「それなら、次の目的地は決定したな。エルフの森に行くぞ」

　俺たちは聖女の住処、エルフの森を次の目的地とするのだった。

　この俺に対して挑発的な行為をしたこと……後悔させてやるぞ。
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　閉鎖的な森に住み、高度な魔法を扱うことのできる種族、エルフ。

　中でも千年以上の長い時を生き、森に住む者たちを導いてきた女王がいた。

　その者こそが聖女、オリヴィアだ。

　長命なエルフである彼女の見た目は、まだ二十代の半ばほどである。

　人間から見れば永遠とも言えるその若さだけでなく、容姿もとても美しかった。まず人々の目にとまるのが、銀髪の隙間から覗く尖った耳と、吊り気味になっている鋭い目だろう。

　その目から放たれる鋭い視線からは、彼女のこれまでの深い経験が感じられるようであり、この世界を統べる女王のひとりである貫禄を滲ませる。

　さらに何と言っても、目を引くであろうものが、オリヴィア自身でも少し煩わしいとさえ思っている爆乳である。

　その大きさたるや誰ひとりとして、森のエルフたちの永い歴史上にさえ存在しないほどであった。

「……このままでは、均衡が崩れてしまうのじゃ」

　オリヴィアは世界の秩序を守ることこそが、年老いることのない自身の使命だと考えている。

　その考えに基づき、人間からすれば途方もない時間、オリヴィアは女王としてこの世界のバランスを保ってきた。

　人があまり寄りつかないこの森にこもり、公正な判断をする者として君臨してきたのだ。

「そろそろ余も動かねばならぬか……」

　そんな彼女には最近、その平穏を崩す存在として危惧していることがある。

　情報を届けてくる者によると最近、凄まじい勢いで次々と女王たちを倒し、国を手に入れている男がいるというのだ。

　調和を保つ者として、このようなことは見逃せるはずがない。

　早速、オリヴィアは対策のために動き出すことにした。

「これは外で使ったほうがいいかもしれん……」

　オリヴィアは側に立てかけられていた、白く装飾された弓を手に持ち、部屋の外へと出る。

　樹木が少なくなっている少し開けた場所に出ると、オリヴィアはおもむろに弓をつがえた。

　そして大きく広がる空へと向けて、その矢を放つ。

　それほど力強い射出ではなかったはずだが……。

　矢はどこかに飛んでいってしまったようで、近くに落ちてきた気配はない。

「少し後手に回ってしまったが、その者が手に入れてしまったかも知れぬ秘宝の力は、これで無力化できたはずじゃ」

　無事に期待していた効果が発動したことを感じ取り、オリヴィアはほっと息をつく。

「やはり彩銀弓は便利じゃな」

　彼女が言う彩銀弓とは、聖女に与えられた──秘宝だ。

　この彩銀弓は他の秘宝のある方向に魔法でできた矢を放つことで、対象となった秘宝を封印することができる。

　この世界の調和を祈る者としては、これ以上ない能力といえるだろう。

「確か魔女と女帝は落とされてしまっていたはずじゃ。あの勢いなら巫女の持つ秘宝も手に入れてしまっておるかもしれぬ」

　世界各地に諜報活動をする人員を撒いているので、彼女のもとに情報は集まってくる。

　だが、長距離の連絡手段はなく、深い森の奥に住んでいるため一手遅れたものになってしまった。

　しょうがないこととはいえ、すぐに情報を手に入れられないのは他の国々と比べて足枷となっているのが否めない。

　しかし、オリヴィアは今回の封印について満足した様子だった。

「どれも厄介な能力じゃからな。封印して良かったのじゃ。特にあの魔女の持っていた千里をも先を見通せる秘宝は」

　封印した秘宝の中でも、オリヴィアが千里水晶を警戒していたのには理由があった。

　いい男を探すためだけに秘宝を使う魔女ユニスが持っているぶんには問題なかったのだが、他の者が使うとなると話が変わる。

　というのも、オリヴィアには誰にも、絶対に見られたくない一面があったのだ。

　それは、

「触手攻めが趣味なことだけは、知られるわけにいかないのじゃからな……」

　彼女はこの森が原産の触手に攻められるのが大好きだったのだ。

　粘液状の液体を滴らせ、身体のすみずみまで犯そうとしてくる触手が。

　それも毎日でも堪能できるよう、触手攻め専用の部屋を用意してあるほどに。

「結界を張ってぼかしてあるとはいえ、秘宝の力では何が起きるかわからぬでな……」

　世界の秩序を守る者の性趣味が、触手攻めだと知られてしまっては女王の威厳どころの話ではない。

　下手をして森の民たちに知られてしまえば、女王など辞めさせられてしまうかもしれない。

　情報は、単純な武力にも並ぶ戦力だと考えているオリヴィアならではの不安だったのだろう。

　つまりオリヴィアは、秘宝を封印することで何よりも不安だった要素を取り除くことができたのだった。

「いずれにせよ、これで一安心じゃ。家に帰るとするのじゃ」

　出てきたときよりもどことなく落ち着いた表情で、秘宝彩銀弓を持ち、オリヴィアは家の中へと戻っていった。

　部屋に戻ってきたオリヴィアは特にすることもなく、手持ち無沙汰気味なのか壁際においてある椅子に座る。

　しかし何故か程なくソワソワとしだす。

「……今日も少しだけ、シてしまおうかの」

　先程考えていた触手のことが、頭の隅に残ってしまって離れなくなっていたのだろう。

　もうこのままでは居ても立ってもいられないような表情になっている。

「誰にも知られなければ問題ないんじゃ……」

　決意したのか、オリヴィアは勢い良く椅子から立ち上がり他の部屋へと移動する。

　どうやら、このまま触手攻めされに行くようだ。

「さて、いくとするかの……」

　部屋を開けると、湿度の高い空気がブワッと流れ出てくる。

　中には彼女の腕ほどもある太さの緑色の触手が、床が見えないほどウヨウヨと蠢いていた。

　扉が付けられた入り口には、人ひとりがなんとか登れる程度の階段がつけられており、触手が外に出てこないようになっている。

　また壁の穴から少しずつ水が流れ出ている。常時、この部屋に水が切れないようになっている設備だろう。

　まさに触手を育てる専用の部屋だと言える。

「今日はどこから犯してくれるのかの？」

　オリヴィアは服を脱ぎながら、満足気に言った。

　触手のほうも、どことなく活発に動いているようにも見える。

　そうして、全裸になったオリヴィアは高めに作られた階段をゆっくりと降りていった。

　触手は待ちきれないのか、獲物を狙っているような動きで、その先端を這い寄らせてきている。

「では余が満足いくまで犯しつくすのじゃ……」

　オリヴィアは躊躇なく粘液あふれる触手の海に呑まれていったのであった。
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　シズクが持っていた秘宝、未来鏡を使えない原因が聖女の仕業だと分かった。

　そこで俺は聖女が住むエルフの森を目指し、シズクの住んでいたジャポネルを旅立つことを決めたのだった。

「さっきも話したが、今度の目的地は聖女の住むエルフの森だ」

「私たちが持っていた秘宝は全部、聖女に封印されてしまっているようだし、長距離のワープはできないけど大丈夫なのかしら、リュウ？」

　いきなり宝具の能力が使えなくなってしまって、衝撃が大きかったのだろうか。

　アイシャはなんとなく不安そうな様子で聞いてくる。

「ああ、なんの問題もない」

　しかし俺は、きっぱりとそう答えた。そして、そのまま続けてハッキリと言う。

「長距離ワープなんて、短距離ワープだけでは行けないような場所に使うくらいしか長所はない。海を越えてこのジャポネルを目指していたときみたいにな」

「それは……距離はあまり障害にはならないってことかしら？」

「そうだ。それに、たとえエルフの森が海の真ん中に浮いていようと、今は船があるからな。地上にある場所になら、どこにでも行けるだろう」

　ブリジットを虜にしたことで、ワープに頼らなくても海は渡れるからな。

「……秘宝の封印だから少し不安になってしまったけれど……リュウにとっては、あまり心配するようなことでもなかったようね」

　そう言ってアイシャは表情を少し緩ませる。

「しかし、俺も聖女の能力はまだ分かってないからな。どうなるか……と迷っていても仕方がないな……」

　そう言って俺は立ち上がった。

「一度フォルツァンドに戻り、エルフの森には俺、アイシャ、ユニス、シズク、エレナイラで向かう。準備ができたらフォルツァンドに行くぞ」

　俺は目の前にいる、ジャポネルに来ていた五人に言った。

「あたしはエルフの森は初めてで楽しみだよ、お兄ちゃん！」

「リュウ様。私もいつでも大丈夫です」

「わたくしも、もう行けますわ」

「私もすでに準備は出来ているぞ、主」

「それではワープを頼むわ。リュウ」

　それぞれ言いながら、ユニス、メリア、シズク、レオナ、アイシャも立ち上がったのだった。

　このメンバーも、けっこう楽しかったがな。

　長距離ワープが封じられているから、少し時間がかかってしまうのが痛いがしょうがない。

　もうシズクの結界の邪魔は考慮する必要がない。さっそく、フォルツァンドに戻るとしよう。

「それでは行くぞ」

　ブリジットの船と短距離のワープを使い、俺たちはフォルツァンドに戻ってきた。

　途中、海賊船から離れるとき、ブリジットに、

「うちのこと恋しくなったらいつでも来てや！」

　などと言われ、いつか時間があったらまた来てやろう、などと思ったのだった。







　そして今は王宮に戻ってきて、目の前にいるエレナイラに次の計画を話していた。

「次ぎは短距離のワープを何度も繰り返して、エルフの森まで移動するつもりだ」

　留守番だったエレナイラに、俺は計画を説明をする。

「分かった。我が王よ。ともにエルフの森に向かおう」

　エレナイラの同行もすぐに決まった。一行に加われなかったことが、よほど退屈だったらしい。

「今回は、細かいワープを繰り返して進む。時間がかかるかもしれないから、すぐに行くぞ」

　そう言った俺の元に、エルフの森への遠征メンバーが集まる。

　そうして、森を目指すワープが始まった。

　ますは、短距離ワープを連続で使い、距離を稼いでいく。

　感覚的には長距離ワープ一回よりも、短距離の連続のほうが、少し使う魔力は多いような気がする。

　魔力量に底のない俺には、関係ないことだが、一回ごとに再び用意をしなければいけないので、少し面倒だ。

　しかし、徒歩で移動するよりは遥かにマシなので、ここは我慢するとしよう。

「……だんだんと自然に囲まれているというか、森林っぽくなってきたな」

　六回のワープを繰り返したあと、次のワープに移る準備をしながら俺は言った。

「確かにかなり生い茂っているわね。私も来たことはないから分からないけれど、もうすぐ目的地かもしれないわね」

　地図上での確認は行っているが、正確な位置は正直わからない。やはり早く、千里水晶を復活させねばな。

「そうだといい。そろそろワープの繰り返しには飽きてきたしな……」

　準備ができると、俺たちは最後になるかもしれないワープを始めたのだった。

　そうしてワープを抜けると、少し変わった場所に出ることができた。

　というのも目の前は鬱蒼としすぎており、緑の塊とでもいうような樹林になっているのだ。

「ここまで来るのに途中で方向は間違っていないはずなので、エルフの森はこの樹林で間違いなさそうね」

「それにしてもこれは随分と立派な森だな。入る気すらなくなりそうだ」

　だが、こんなふうに来る者を拒むような場所であれば、むしろ、そこに何かありますと言っているようなもんだしな。

　聖女が住んでいるのは、きっとこの森の中なんだろう。

「俺たちは聖女を探しに来たんだ。さっそく森の中に入ってみよう」

　それでは、聖女を探しに森の奥へと進むとしよう。

　そうして歩き出して数分の短い時間で、俺は気づいたことがある。

　頭上の木の葉が重なって薄暗いのは、魔法で作った光でどうにかなるとはいえ、手の加えられていない足元の悪さはどうにもならない。

　しかし、ふと周りを見ると普段から鍛えている武人のエレナイラや、魔女であるユニスなどは森歩きも慣れているのか、あまり苦労してなさそうなのだ。

「～～♪　～～～♪」

　ユニスは鼻歌さえも歌っていて、もはや楽しんでいるようにも見える。

　つまり、苦労して歩いているのは俺とアイシャと、どちらかと言えば非力そうなシズクだけということだ。

　どうせなら、こんなところもワープしてしまえれば良かったが、もう森の中での正確な位置を知らなければ、迷うだけで意味がないだろう。

　それでも少しでも先に……などと考えているときだった。

「……この先の開けている場所で、待ち構えている女がいるようだ。どうする、我が王よ？」

　鋭く偵察していたらしいエレナイラが前方を指差して、俺にそう忠告してくる。

「エルフか？　ちょうどいい。森のなかを移動するには道案内が欲しかったんだ。そいつに会ってみよう」

「……大丈夫なのか？　たまたま通りがかったわけではなく、明らかに待ち構えているんだぞ!?」

「大丈夫だ。何かあったらすぐに魅了魔法で、俺の虜にするからな」

　ようやく少しは手がかりが掴めるってもんだ。

　何をするにしても、まずは情報は大事だからな。

　俺はエレナイラが示していた方向に、ずんずんと進んでいった。

「何が起こるか分からないからなっ！　気をつけろ、我が王」

「ああ、分かった……」

　開けた場所に着いて、俺はかすかに驚嘆の声を上げる。

「ほう……」

　その場所には何故か木が生えておらず日光が差し込んでいて、その光が照らす地面には背の低い草だけが生えていた。

　そして、きっとエレナイラが言っていた女なのだろう。その幻想的な風景の中に、ひとりの少女が立っている。

　こんな深い森のなかにひとりでいるのもおかしいが、それ以上に俺の目を引くのが彼女の背中にある羽だ。それにしてもあの少女は、ここで何をしてるんだ……？

　すると突然、その少女はこちらに気づいてダッシュで向かってくる。

　そしてその行動を想定していたのだろう。

　少し遅れてエレナイラが、秘宝である剣を構えた。

「気をつけよ、我が王！」

　秘宝としての能力は封印されていても、俺と戦ったときの剣の腕は本物だったからな。

　しかし俺でも、見えている攻撃くらいなら自分でどうにかできるんだが。

　どこかフォルツァンドの女帝と、女騎士隊長は同じような働きっぷりだなと感じる。

　そんなことを考えていると、近づいてくる少女が何かにつまずいたのかバランスを崩す。

　どうにか姿勢を立て直そうとしているものの……。

　ドッテーンと派手につっ転んだ。

「…………」

　それを見ていたエレナイラと俺は、何が起きたのか理解できず言葉が出ない。

　警戒していた相手が、走ってきたと思ったらすごい勢いで転んだんだからな。というか、その羽は飾りか？　なぜ、転んだ？

「イテテテ……」

　おそらくそれほど怪我はしてないだろうが……。

　その少女はゆっくり立ち上がると、今度は俺たちのほうにゆっくりと歩いてやって来た。

「お前たちは、何しにここに来たのだ？」

　こいつがここにいた目的はまだわからないが、どうやら、俺を待ち構えていたのは本当らしいな。

　とりあえず話しかけてみよう。交渉できる相手かもしれないしな。

　抵抗するようだったら、魅了チートの出番になるかもしれないが。

「俺はリュウ。後ろにいるのは俺の仲間だ。聖女に会うためにここに来た。できれば、案内をお願いしたいところだ」

「ユーシュは妖精で、エルフの森の守護者なのだ！　だからそんな案内は出来ないのだ！」

　なるほど、羽があるのは妖精だったからか。

　簡単に納得してしまったが、こんなファンタジーな世界にしばらくいれば、誰でも少しくらい慣れるというものだ。話し方も幼いし、しゃべり方も変なところは気になってしまうが。

「……そうか分かった。ならば俺たちだけで探すことにする。ここは通らせてもらうからな」

　まあいい。もともと誰かに頼るなんて、俺の性格じゃないしな。

　変に絡まれなかっただけ、よしとしよう。そう思ったが……。

「……ちょっと待てなのだ！」

「なんだ？　俺たちは話に付き合う時間なんてないんだが」

　俺は意味のない無駄なことで、時間を潰すのは嫌なんだ。

「ユーシュは守護者だから、知らない人を森のなかに入れるのを止めないといけないのだ」

　……話が変わったようだ。このままじゃ面倒なことになりそうだ。

　たいてい、こういう天真爛漫みたいなやつほど、話の融通が効かないしな。

　どうせならこのまま魅了チートで、案内役にでもしてしまおうか。

　そうと決まればさっさと虜にしてしまおう。

　なかなか返事をしない俺のことを、ユーシュは不思議そうに見つめている。

「悪いな」

「ん？　何のことなのだ？」

　俺は魔法を唱える。




「……俺の女になれ！」




　俺は妖精ユーシュに、魅了チートをかけたのだった。







[image: ]







「……ユーシュになにをしたのだ？　こ、この感じはなんなのだ……？」

　ユーシュは頬を紅に染め、トロンと発情したような顔で俺に聞いてくる。

「あれ……ユーシュ、なんかおかしくて……あれ？」

　この様子だと、魅了チートはユーシュにうまく掛かったようだ。

「お前に魔法をかけた」

「まほう……？」

「ああ、そうだ」

　まだユーシュは何が起きているのか、わかっていないような様子だ。

　発情していることに関しても単に経験、と言うより性への知識がないのかもしれない。

　たぶん身体の見た目よりも、頭の中身のほうが幼いのだろう。

　本当に何も知らなかったら、興奮をどうすればいいのかわからないしな。

「これ、どうすれば治るのだ……？」

「治るか治らないかは、お前次第だな」

「こんな感じ初めてで……早く治して欲しいのだ！」

「なぜ？」

「胸がドキドキして、変な感じがするのだ！　初めての感覚なのだ！」

　もともと、俺たちと敵対するつもりで近づいてきたんじゃなかったんだろう。

　俺がこれまで見てきた女の中でいちばん、無垢な反応だし。

　しかしユーシュに悪気はないとはいえ、秘宝の封印を解くために聖女のもとには行かないといけない。

　守護役かなんだか知らないが、俺の前に立ちはだかったのが間違いだったな。

「ユーシュ、お前が感じているその気持ち。なんだか知りたいか？」

「……すごく身体が熱くなって……我慢できないのだ。早く教えてほしいのだ！」

「俺が教えたら、聖女のところまで案内すると約束するか？」

「えっ……でもそれはだけは……ダメなのだ……」

　まぁ、魅了魔法といえども俺に惚れているだけだからな。

　惚れた後の行為について知識がないためか、魔法の掛かり具合が弱いのかもしれないな。

　まあいい、そんなことはここで教えればいいだけだ。

　魅了チートには掛かっているようだし、どうにかしてユーシュを完全に落としてしまうとしよう。

「ではそうだな……交渉しながらでもいいならば、少しは治し方を教えてやろう」

「うーん……分かったのだ。早く頼むのだ！」

　さっきよりもさらに余裕がなくなっているようにユーシュは言う。

　普通の女なら、そんな余裕もないはずなんだがな。

「……そうだな。では俺の言ったとおりにするんだ」

「うん、分かったのだ！」

　ユーシュから無駄に元気の良い返事が返ってくる。

　その反応には、いつもとは少し違ったやりにくさがあるが、気にせずに始めるとしよう。

「では、まずフェラチオをしてもらおうか？」

「それってたしか……」

　どうやらユーシュもどこかで聞いたのか、それくらいは知識として知っていたようだな。

　何のためにするかなんて、これっぽっちも興味はなかったんだろうがな。

　どうせ、そんなこと分かったところで、これからのことに何も関係ない。

「魔法を解くためにはお前を満足させるのが、一番の近道だからな」

「なんでユーシュが満足すると魔法が解けるのだ？」

「……それはまだ言えないな。森を案内するというなら教えてやらないでもないが？」

　ここでちょっとした駆け引きだ。

　エルフの森に来た目的は、忘れないようにしないとな。

「我が王の男根は、そこらの男とは何もかも桁違いだ。ユーシュとやら、お前は運がいいのだな」

　と、そばにいたエレナイラがユーシュに言う。

「そうなのか？　それじゃ、フェラチオっていうのをやるのだ」

　エレナイラの言葉に勢いがついたのか、ユーシュは俺の前に跪く。

　そして何のためらいもなく、俺の肉棒を口いっぱいに咥えた。

「んぐっ……じゅるる……じゅる……」

　最初から随分と積極的だ。

「いいぞ」

「じゅぶ、じゅぶぼぼ、んぶるるるる……！」

　見た目は少し幼い感じの少女が音を立てて、俺の肉棒に吸い付いている。

　必死になってしゃぶって、上目遣いで俺のことを見つめているのだった。

「んじゅぼ、んぶっ、どう……？　気持ちいいのだ？」

「ああ、悪くない気分だ」

「もっと頑張るのだ。じゅぼぼぼ、んんぶるううっ！」

　ユーシュは懸命にフェラしてくる。

　そんなに早く魅了魔法を解きたいのか？

　いや、これこそが魅了チートの効果だしな。

　これからどんどん深みにはまっていくであろうユーシュを見て、俺は薄く笑みを浮かべる。

「お前、初めてにしては筋が良いな」

「ふぇ？　そうなのだ？」

「もっと頑張って、吸い上げろ」

「こうなのだ？　……じゅぼぼぼぼぼぼおおおおおおぅ！」

「そのままだ」

　実際に、ユーシュのフェラはぎごちないなりにも、悪いものではなかった。

　ハーレム一の技術であるレオナのフェラチオにはまだまだ及ばないものの、不快なことは何一つない。ただの天真爛漫娘だと思っていたが、意外な一面を見つけた気分だ。

「今度は舌を使って舐めまわすんだ」

「わかったのだ。んっと……」

　ユーシュは舌先で亀頭を舐めてくる。

「レロレロレロレロ……！」

「その調子だ」

「レロレロレロレロ……レロレロレロレロ……！」

　カリ首のところを中心に、グリングリンとローリングフェラをしてくる。

　特に教えていないにもかかわらず、ここまでできるというのは、なかなかの才能かもしれないな。

　こういった女を俺好みに教えて込んでいくというのは、楽しいものがある。

「なんか……これをしてると……ユーシュ、ぼーっとしてくるのだ」

「それでいいんだ」

「いいのだ……いいのだ……ユーシュ、間違ったことしてないのだ」

「そうだ、もっと気持ちよくなれ」

「わかったのだ」

　結局は本能には……いや快楽にはユーシュも逆らえないのだろう。

　当の本人は、上の口のほうに集中していて気づいていないようだから、このままフェラを続けてもらおう。

「レロボボボボ……！」

　すごいな……ローリングとバキュームの合わせ技だ。

　俺の肉棒を小さな口にすべて入れてしまうような勢いで、音を鳴らしている。

　このままだとさすがの俺も果ててしまいそうだ。

「ンジュブ、グボッ、ボボッ！」

「そろそろ出すぞ」

「だ、出すって何なのだ……？」

「ふっ……知らないみたいだな」

　ならば、あえて説明しないでおこう。そのほうが面白くなりそうだからな。

「んぐっ!?　お、大きくなってきたのだ」

「そのまま口に咥えていろ」

「ふぇ？　あんっ、ごぼ、んぶ、あぐぅ！」

　俺はユーシュの頭を掴んで腰を振っていく。

　彼女は苦しそうに顔を歪めながら、必死に耐えているようだった。

「では、出すぞ。しっかり受け止めろよ！」

　口内のねっとりとした感覚に我慢できなくなり、俺は精液を吐き出した。

「すべて受け止めるんだ！」

「んぐうううううう!?」

　そして容赦なく、どくどくと。ユーシュの頬がパンパンになるほど、俺は大量の精液を出した。

　彼女はそれを、俺の言葉どおりこぼさないようにしてか、精液を飲み始めた。

「ごく……ごく……！」

「よし、全部飲んで、俺に見せてみろ」

「ごく、ごっくん……ふぁい、なのだ」

　承諾の返事をするユーシュ。

　すると、

「あーん」

　彼女は口を大きく開けて、精液が残っていないことを示したのだった。

「はぁはぁ……すごかったのだ」

「よくやったな」

「ちょっと疲れた……のだ」

　俺を満足させたと勘違いしているのか、ユーシュは地面に座り込んで休憩している。

　まだ話は終わってないって言うのにな。

「……そうだな。エルフの森を案内してくれたら、もっとすごいことをさせてやる」

「すごいこと……？」

　少し呆然としているようだ。

「ああ、そうだ」

「……今のよりも、すごいことなんてあるのだ!?」

「そのとおりだ」

「でもこれ以上されたらユーシュ……なんにも考えられなくなりそうなのだ……」

「俺たちは急いでいるんだ。どうする、ユーシュ？」

「…………少しだけなら……たぶん、だいじょうぶ……なのだ」

「しかし、いいのか。森に入るのを止めないといけない、とか言っていたはずだが。もちろん、俺に協力すれば、もっともっと気持ち良くなれるがな。この先を経験したいだろう？」

　じっとりとそう言うと、ユーシュからあっという間に余裕がなくなった。

「……あ、案内するから！　もっとすごいことユーシュにするのだっ！」

「……いいだろう。では俺の言うことを聞いたご褒美をやろう！」

　そう言い、俺は座り込んでいたユーシュを強引に立たせる。

　そして口淫で粘液だらけになった肉棒を、濡れているユーシュの溝にあてがったのだった。
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「もう一度聞いておくが、ちゃんと案内をするんだろうな？」

「ちゃんとするのだっ!!　だからもっとすごいことして欲しいのだ！」

　ユーシュはハッキリと言った。

　性的な快楽を覚えてすぐなのに、ユーシュはすでにその虜になっているようだ。

　俺に対するフェラで、興奮を止めることができなくなってしまったみたいだな。

　自分には使命がある、なんて言っていたことなんて、忘れてしまっているかも知れない。

　快楽に溺れるのにも、才能みたいなものもあるからな。

　ユーシュにはその才能があったのかもしれない。

「よし。それなら問題ない」

　そして息をつく間も与えないまま肉棒を、自らの手淫ですでに濡れているユーシュの溝にあてがってやった。

「……なにをするのだ？」

　きょとんとした表情でユーシュは俺に訪ねてくる。

「言っただろう。さっきよりも気持ちいいことだ」

　俺はわざとはぐらかして答える。

　わからないまま入れられる、ユーシュの反応も気になるしな。

　先ほど満足できなかった分、しっかりと堪能させてもらうとしよう。

「それではご褒美だ！　思う存分に味わえ！」

　ユーシュは性知識のなさから、まだ戸惑っているようだ。

　その一瞬の間に俺は魔法で、少し腕力を強化する。

　そして俺はそのまま正面から、ユーシュの足の下に腕を通し、尻を掴んで抱え上げた。

　それと同時に、大きく固くなっている肉棒をユーシュの秘部へとねじ入れる。

　膣内にペニスが挿入されたことが分かる、ニュルンとした感覚。

「ふぇっ……!?」

　突然、身体に何かが入ってくる快感に驚いたようで、ユーシュから間の抜けたような声が押し出される。

「……んんぁ！　ひっあぁぁぁぁん！」

　ユーシュの体重でどんどん肉棒が体内へと飲み込まれていく。

　そして嬌声を上げているユーシュの熱く潤った膣襞が、挿入されたペニスを蹂躙する。

「身体の中にどんどん……んっ！　入ってくるのだ……ふぁんっ！」

「どうだ？」

「変な感じ……んんあぁ、にゅん、んんっ！　あああああ！」

　そして蠢く襞をかき分けて、亀頭がユーシュの子宮口まで到達する。

「……おくぅっ!?　奥のほうまで届いているのだっ！」

　それもそのはずだ。

　体位でいえば、いわゆる駅弁で挿入しているからな。

　実際に駅弁は体重がおもし代わりになって、膣の奥まで届きやすい体位だ。

「ふぁっ！　くっ、あぁぁぁっ！　気持ちいいっ……！」

「いい締め付けだ」

「あんっ、んぐぅ！　お腹が押されちゃうのだ……！」

「もっと腰を動かしてやるよ」

「らめええええ！　らめなのだああああああ！」

　それにしてもあまり知識がないにしては、良い反応をするものだ。

「初めてだっていうのに、随分と感じているようだな」

　俺はユーシュを抱きかかえながら、腰を動かす。

　ユーシュの中は先ほどの手淫で、すっかりドロドロに潤っている。

　腰を動かすたびに淫蜜があふれだすほどに。

「くふぅっ……こんな気持ち良いのは初めてなのだ……男っていうのはすごいんだなっ……」

「そうか……それならもっと感じるがいい。ご褒美だしな」

　そう言うと俺は腰を動かし始めた。

「なかでこすれて……んぁぁっ！　んむっ！」

　俺の責めの快感に溺れ、身体をふらつかせ始めたユーシュは、ただ突き上げられガクガクと揺られている。

「やっ、んっ！　そんなっ……だめっ！　これっ、らめぇ!!」

　ひと突きごとに体重がかかるので、ユーシュは挿れられるたびに敏感な最奥を刺激される。

　反応からするに、その快感は想像を絶するもののようだな。

「らめぇぇっ……また……きもちいいのがくるのだっ……ひゃうぅぅん！」

　ユーシュはビクンッ……ビクンッ……と太腿を引き攣らせている。

　どうやら先にイッてしまったのだろう。

「はぁー……はぁー……！」

　息を荒くしながら、俺に抱き着いてくるユーシュ。

　彼女はビクビクと震え続けていた。

　これは追及が必要だな。

「誰が勝手にイッていいと言った……？」

　俺は、もちろんここまできて止める気なんてない。

「ごめんなさ……っ、でもっ、でもっ……ひゃうっ！　ひぐぅぅぅぅぅっ！」

　答えながらも、ギュッギュとリズムよく肉棒を締め付けてくるユーシュ。

「俺もそろそろ出すぞ……！」

　このきつい締め付けが続けば、長い時間は射精を我慢できそうにない。

「ま、また……!?」

「いや、さっきよりも濃い精液だ。これは褒美だし、お前の中に出してやる！」

「ふぁん……よくわからないけど、ユーシュも気持ちよくなるなら……中に出してなのだっ！」
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「ああ、それではいくぞ！」

　俺はそう言うと、スパートをかけるためにピストンの速度を上げた。

　テンポを上げ子宮を押しつぶすように、亀頭を押し付けて肉棒を突き上げる。

「ひっ……ひぅっ！　そんな……はやく……くふぅぅぅん！」

「いいぞ、そのまま狂えっ！」

「ああああああ！　ユーシュ、バカになるぅぅぅ！　バカになるのだあああ！」

「快楽を全身で受け止めるんだ」

「らめええ！　しびれちゃう……！　お腹も……頭も全部……！」

「だが、気持ちいいのだろ？」

「そうなのだ！　やめてほしくないのだ！　もっともっとおぉぉぉぉ！」

「ふっ、仕方ないやつだ」

　ユーシュの抱え上げられた身体の中を、俺は肥大化したペニスで何度も擦る。

「準備はいいか……？」

「……ひぁんっ！　いいのだっ！　ユーシュの中にっ……！」

　じわりじわりと登ってきていた我慢できない快感が、俺の中を一気にかけ上がってくる。

「出すぞ…………うっ！　くうっ！」

　びゅるびゅるびゅるぶびゅっ！　びゅびゅぶゅっ！

　俺の尿道を通り、熱くうごめいているユーシュの膣へと大量の精液が走り抜ける。

　先ほど我慢させられただけあって、すぐに射精が終わる気配はない。

「……!?　はんぁぁぁっ……熱い……！　ユーシュの中になんか熱いのが出てるのだっ……！」

　抱えられながらユーシュは中出しの快感に悶え続けている。

　ユーシュの膣内も俺の男根を激しく締め上げ続ける。

　その後もなかなか射精は止まらない。

「ふぅぅぅんっ！　いつまで……つづくのだ……？　ひゃぁぁんっ！」

　ユーシュの膣に入りきらなくなった精液は、白く結合部から垂れ落ち始めている。

　しかしそんな強烈な絶頂も、数十秒後に遂に終わりを迎えた。

「はぁ……はぁ……はぅっ……はふぅん……」

　射精が終り息が整ったところで、ペニスを膣から引き抜いていく。

「まだ……きもちいいのが、残ってて……あぁん！」

　敏感になっているのか、快感が抜けきっていないのか分からないが、ユーシュは肉棒を抜かれている間も身をよじらせている。

　そのことでお腹に力が入ったのか、ユーシュの膣穴から内腿へと白濁が出て垂れてきた。

　それにしても我ながら大量に射精したものだ。

　流石に俺も、ほんの少しの疲労感を覚える。

　まあいい。

　少し頭を切り替えて、本題のほうへと移っていこう。

「……それでは、準備ができたら聖女のところまで案内してもらおう」

「これで終わりなのか……？」

「……もしかして、これでもまだ物足りないのか？」

　俺は少し驚きながらもユーシュに聞く。

　知識が乏しいからと侮っていたわけではないが、性に貪欲なんだろうか。

「物足りないかは、わからないのだ……でも気持ち良いのは、もっとしたいのだっ！」

　どうやらそのようだ。

　ならばご褒美をあげていた俺は、応えてやらないわけにはいかない。

「それならば、お前のしたいようにしてみろ」

「わかったのだ！」

　ユーシュは元気良くそう答えた。

　あれだけ悶えてイっていたはずなのに、スタミナはあるようだな。

　まだまだこの妖精と楽しめそうだった。
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「……次はどうすればいいのだ？」

　身体は快楽を求めているものの、ユーシュは何をすればいいのか分からないようだ。

「自分の好きなようにしてみろと言ったはずだ。それくらい考えろ」

「……わかったのだ！」

　俺は、自分から責めるほうが好きだ。

　しかし、こちらから責めるだけでなく相手からやらせるのも、たまには面白い。

　しばらくして考えがまとまったのかユーシュは、俺に向かって指示をする。

「……それじゃあ、リュウはそこに仰向けになるのだ」

「わかった。いいだろう」

　ユーシュに好きにしろと言ったのは俺だしな。

　今は素直に、ユーシュの指示に従うとしよう。草むらが少し気になるが、まあいいだろう。

「それで俺はどうすればいい？」

　指示どおり仰向けになった俺は、ユーシュに聞く。

「リュウはそのままでいいのだ。ユーシュに任せるのだ！」

　ユーシュは俺に馬乗りになり、ゆっくりと腰を落としてきた。

　意図はしていないだろうが、腰を落とすときにＭ字に開かれていくユーシュの脚は、なかなか魅力的だ。

　この感じだと、次は騎乗位でするみたいだな。

　それにしても、まだここまで元気だなんて、ユーシュは意外と体力があるようだ。

「それじゃあ、膣内に挿れるのだっ」

　ユーシュは俺の肉棒を秘唇の入口へとあて、飲み込んでいく。

　すでに何度もイッているユーシュのそこは、肉棒を容易く咥え込んでいった。

「はぁ……あっ……ここからじゅぷじゅぷって音がするのだ……」

　ユーシュは自分の割れ目を、指先で開いて見せつけてくる。

　愛液と精液で白く染められた膣肉は、卑猥にひくついている。

　その間もユーシュは膣の奥へと肉棒を迎え入れていく。

「はあっ……あ、んくっ！」

　軽く息を漏らしながら、ユーシュは快楽に身を震えさせた。

「はぁ……気持ち良すぎて……うまく、動けそうにないのだ……」

　思うように動けないもどかしさからか、ユーシュは少し不満そうな顔をしている。

　俺はユーシュに押し倒されている状態だからな。

　さっきの駅弁のときのように、動きを手伝うことは出来ない。

「んっ、ふぅぅっ！　はぁ、もう少し……擦りたいのだ……あんっ！　はぅっ、んっ！」

　いつもながら、女たちの快楽に対する探究心の力はすごいな。

　ユーシュは騎乗位のコツを探っているようだ。

　だんだんと腰使いがスムーズになり、上下運動のリズムが良くなっていく。

「あぁぁ、はぁぁ……さっきよりも、気持ちよくなってきたのだっ……！」

「ああ、俺のほうもマシになったと思うぞ」

「マシなのか……なら、もっと良くしてあげるのだ……っ！」

　コツを掴んだうえ、さらにやる気まで出てきたようだ。

　すっかり快楽漬けになったユーシュは、激しく腰を動かし始める。

　少し汗ばんでいる身体をくねらせて、俺の気持ちいい部分を探しているのがとてもいやらしくて、快感を刺激される。

「いいのだっ！　あ、あぁぁ……いっぱい擦れて……うぅっ！」

「自分が気持ちよくなるように動け」

「あんぅ、すごいのだ。おちんちんが……深いところまで入って……ああんっ！」

「いいぞ」

「しゅごい……しゅごいのだ……！　んくふぅぅ！」

　膣内がうねうねと波打っていて、ユーシュの快感が伝わってくるようだ。

　いったい、俺の快楽の件はどうしたんだ、というほどにユーシュは悶えるように感じている。

　俺もさらなる愉悦を味わおうと、突き上げるだけでなく、ユーシュの尻を掴み揺さぶった。

「んっ、んんっ！　気持ち良すぎるのだっ……いっぱい突かれすぎて、おかしくなってるのだっ……！」

「いくらでも感じろ」

「あひぃ、んぅぅ！　らめなのぉ……らめになっちゃうのだ……！」

「いい締め付けた。そのままキープしろ」

「あんんっ！　締めてるつもりないのに、締まっちゃうのだ……！」

「それが良いセックスというものだ」

「ああっ、んっ、くふぅ、んんんんっ！」

　俺もトロトロになった膣壁の快感に、少しずつ射精欲が溜まっていく。

　この調子だと今度も、すごい量の精子が出るかもな。

「……リュウがあたしの……おまんこ……エッチにしちゃったのだっ……！」

　さらなる快感を求めユーシュは、腰を前後に動かす。

　動きが上下運動から肉棒をねぶるような動きに切り替わる。

「んっ、はぁん……！　身体が……勝手に動くのだっ……！」

「ははっ。お前もすっかり快楽の虜になったようだな」

「……しょうがないのだ。今までこんな気持ちいいこと……知らなかったなんて……損してたのだっ……！」

　そう言いながらも、ユーシュはずっと動き続け快楽を貪っている。

　ユーシュの動きが大きく、激しくなってきているのだろう。

　接合部にはいろんな汁が混ざり合った粘液が泡立っている。

「さあ、もっと動け。そうすればご褒美をやるぞ」

「ああっ……ユーシュ……もうすぐイきそ、ひゃぅぅっ……！」

　膣肉も軽く痙攣しているようで、本当に絶頂が近いのだろう。

　しかし、力が入らなくなっているのか残念なことにユーシュの動きも緩慢になっている。

　しょうがないとはいえ、俺にとっては物足りないことこの上ない。

　動きをサポートするために掴んでいた手を、ユーシュの尻から腰に移し、がっしりと掴み直す。

　そしてプリプリと弾力のある子宮口まで、肉棒を勢い良く突き入れピストンを始める。

「にゃうっ、ひぃんっ！　だめぇ、イってる……イってるのにぃ……！」

「ああ、またイッてしまえ。そして俺のことも気持ちよくさせるんだ。そうしたら中に出してやる！」

「あんっ、ん……はぁうっ……！　だしてなのだっ！　いっぱいだしてなのだっ……！」

　俺も射精が近いようだ。

　肉棒をさらに膨張させて、白濁を吐き出す準備ができる。

「膣内で……もっと大きくなってるのだっ……！」

「さあ、ご褒美だ！　しっかりと飲み干せ。一滴も残さずにな！」

「イクイク……イ、クのだ……っ！　くぅ、んっっ……！　あアぁぁぁぁぁぁっ……！」

　びゅくびゅくびゅくっ！　びゅるるる！　びゅびゅくんっ！

　俺は子宮と膣を精液で満たすように、勢い良く吐精する。

　ユーシュも強烈な快楽に身体を小刻みに震えさせている。

　それと同時に膣内もびゅくびゅく締め付けてきて、精液を絞り取られているように感じる。

「やぁ、んっ……！　もう、おなかいっぱいなのだ……！　止めてなのだっ……！」

　といってもユーシュのほうが絞りとってくるので、どうしようもない。自業自得だ。

　俺が大量に射精したあとも、しばらくユーシュは絶頂からは帰ってこない。

　だいぶ経って、ようやくてユーシュの息が整えられていく。

　長く続いていたようだが、絶頂が終わったのだろう。

「はぁぁ、はぁ……気持ちよかったのだ……」

　ユーシュはぐったりと俺の上へと倒れ込む。

　それからさらに数分経っただろうか。

　そろそろ次の行動にいくとしよう。

　ユーシュを案内役にさせるため森の入口で時間を使ってしまったが、あまり問題ないだろう。

　案内があって確実に聖女に会うことができれば、それだけ早く目的が済むからな。

「身支度をしたらすぐに行くぞ。ユーシュ、準備ができたら、約束どおり案内しろ」

　疲れ果てているのか、快楽の余韻で動けないのかわからないが、騎乗位の姿勢のまま俺の上に倒れこんでいるユーシュに言う。

「……分かったのだ。ユーシュに任せるのだっ！」

　だらりとはしていたものの、ユーシュは最初から変わらない天真爛漫な様子で元気に言い放つ。

　最初は少しとはいえ抵抗していたが、ユーシュもすっかり従順になったな。

　妖精としての使命だとか言っていたことが嘘のようだ。

　この調子で聖女も攻略してやるとしよう。
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「こっちなのだ……この奥なのだ」

　中出しですっかり気分をよくしたユーシュは、素直にエルフの森について教えてくれた。

　どうやら、この奥へ進めば聖女がいるらしいのだ。

「じゃ、ユーシュは戻るのだ」

　門番としての役目に戻ると言うユーシュ。

　一番まずい相手をここに連れてきてしまったのに、健気にまだ仕事をしようとしているのだ。

　バカなやつだとは思うが、仕方ないな。

　俺の魅了チートに勝てる者なんて、いないのだから。

　さて……。

「ここがエルフの森の奥か……」

　俺はにやりと笑みを浮かべながら、眺めていた。

　妖精なんてものが守っている森だ。

　さぞかし、高尚な森なのだろうと思っていたが、見た目は普通の森とあまり変わらない。

　この奥にエルフの女王がいるんだ。

　いったい、どんな女か興味が湧いてきている。

　しかも、ファンタジーものではお馴染みのエルフだ。

　ユニスやメリアのような魔族も珍しいが、やはりエルフという存在には、男としても少し特別なものを感じてしまうのだった。

　どんなふうに犯すのか考えただけでも、笑いを堪えることができない。

「我が王よ、何がそんなに面白いのだ」

「何でもない。気にするな、エレナイラ」

「そうは言っても心配するぞ。相手はエルフの女王だ……きっと、我以上の力と秘宝を持つ」

「エレナイラよりだと？」

　こいつは世界最強の女だ。

　それを越すとはな。なかなか楽しませてくれそうだ。

「ああ、女王のひとりとして一度だけ会う機会があり、力試しをしたことがある。まだ我が若かったこともあるが、結局は勝つことができなかった」

「そうか」

　だからと言って、作戦を変えるつもりはない。

　俺はただ、いい女を自分のものにしたいだけだからな。

　俺たちは森の奥へと進んでいく。

　すると、

「我が王、危ない！」

　キン、という甲高い音が鳴り、俺の足元に矢が落ちた。

　エレナイラが俺の前に立って、飛んできた矢を叩き落としたらしい。

「王よ……やつが来る……」

「ほう」

　正面を向くと、そこには仁王立ちをした女がいた。

　耳が尖っているところを見ると、エルフに間違いないだろう。

　木々が震えるほどの魔力は、まさに王者が持つもの。

　俺の目の前に──エルフの女王が現れた。

「余は……オリヴィア。この森の……エルフの長だ」

「わざわざお前のほうが来てくれるとは……助かるよ」

「他の同胞を守るためじゃ。余がわざわざ会いに来たのではない」

「どちらでもいいさ。俺の目の前にお前が現れた。それだけで十分だ」

　オリヴィアは俺のことを見つめ、ぎりっと歯を鳴らす。

　睨みつけているところを見ると、だいぶ俺のことを憎んでいるらしい。

　彼女は再び、俺に向かって矢を放った。

　しかし、

「我が王をやらせるわけにはいかない……！」

　エレナイラによって、またも防がれてしまう。

　それを見たオリヴィアは、

「……なぜその男の手に落ちたのじゃ!?」

　と叫んだ。

　何も力を持たない者だったら、失神してしまうほどの魔力を浴びせられる。

　俺の身体にもビリビリと衝撃波が来ている。

「このお方こそ……王の器」

　エレナイラは前に出て、そう言った。

「彼の力は申し分なく、そして女を受け入れる度量は類を見ないほど。彼のようなカリスマに世界を支配してもらうべきなんだ」

「エレナイラ、主はわかっているのか!?」

「わかっている。我は……このお方にすべてを捧げたのだ」

「ぐぐ……！」

　歯を食いしばって、さらに俺のことを睨みつけている。

　オリヴィアの目の前には、魔力を貯めこんだ球体のようなものができていた。

　禍々しい渦を巻いて、周りが震えているのがわかる。

　これを食らったら俺としても一溜りもないだろうな。

「気がついたようじゃな？　いくら体内に持つ魔力が高いといっても、直撃すれば……死ぬぞ」

「直撃すれば、だろ？　何も恐れることはない」

「ふん、強がりを言っても無駄じゃ。余が外すわけ……」

　ビリビリという小さな稲妻が、オリヴィアの周りに生まれる。

　どうやらうまく気を引くことができたようだな。

「なんじゃ……これは……」

「申し訳ありませんわ、オリヴィアさん」

「主は……巫女シズク!?」

「ええ。ジャポネルに伝わる秘術を使い、あなたの動きを止めさせていただきますわ」

「小娘が……！　しかし、それくらいで余を……っ！」

「ざーんねんでした！　あたしもいるよ！」

「魔女ユニス!?　くっ……！」

　オリヴィアの背後に、事前にシズクとユニスを周り込ませていたのだ。

　いくら千年を生きた聖女といえども、巫女と魔女、女王ふたり分の魔力を同時に相手にすることはできないだろう。

「ふ……ざけるなぁ！　余を誰だと思っているぅぅぅぅぅ！」

「ほう。まだやるのか！」

　シズクの結界によって、オリヴィアは身動きを封じられている。

　それなのに、彼女は力技でそれを破ろうとしているのだ。

　ユニスもフォローに回っているが、このままでは危ないかもしれない。

「王よ……我もいる」

「わかっているさ。……オリヴィアの動きを止めろ」

「はっ」

　エレナイラがオリヴィアに近づいていく。

「やめろ……やめるのじゃ……！」

　エルフの女王は顔を引きつらせ、怯えているのがわかる。

「余たちは誓ったではないか！　平穏な世界を作ると……！　そのためには人間とエルフの協力は必要だと……！」

「貴様の言っていることは間違ってはいない……。しかし、世界を作るのは我々ではないということだ」

「な、何じゃと……？」

「我が王……リュウさま。彼にすべてを任せればよい」

「余は……余は……そんなこと望んではいな──アアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　エレナイラは魔力を込め、結界の力を強くした。

　電流のようなものがオリヴィアの身体に流れ込み、彼女はぐったりとその場で膝をついてしまう。

　さて、これでやっと、俺もエルフの女王のところに行けるが。

「やめるのじゃ……余の前に来るのは……やめるのじゃ……！」

「悪いな、俺はもう……お前を犯すことしか考えていない」

「やめ……やめ……うわああああああああああああ!!」

　悲鳴がこだまするなか、俺はオリヴィアの頭をわしづかみにし、魔力を込める。

「心の内に秘めた欲望をさらけ出せ」

　エレナイラのときに使った媚薬よりも、さらに強力なものを彼女の体内に入れたのだった。
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「あが……身体が熱く……うぐ……余の身体が……」

　即効性のある媚薬であるため、オリヴィアの顔が赤くなってきている。

　呼吸も荒くなっているし、完全に発情した牝の表情になっていた。

　後は、このままこの女を抱けばいいだけ。

「余は……余は……欲しがってしまっているのじゃ……男の……主の身体を……」

「そうだ。きちんとおねだりできたら、与えてもいいぞ？」

「誰がそんなこと……余は……負けない……決して負けないのじゃ……！」

「そうか」

　冷たい目で見つめる。

　オリヴィアのほうは這うようにしながら、俺から離れていった。

「王よ、どうする？」

「俺ひとりで行ってくる」

「だが……！」

「心配するな。今のあいつなら、たいした魔法を使うこともできないだろう」

　エレナイラ以外も、俺のことを心配そうに見つめてくる。

　だが、俺が黒い笑みを見せると、女たちは理解したように頷いたのだった。

「では、行ってくる」

　気が付くと、オリヴィアは森の中にあった小屋の中に消えてしまっていた。

　どこへ逃げても無駄だというのに、どうしてそんなことをしてしまうのだろうな。

　ま、俺には関係ないことだが。

　俺はオリヴィアの後を追った。

「ここか……」

　小屋の扉を開ける。

　すると、

「あひぃぃぃぃぃぃ!?」

　そこにはすでに、触手に絡まれているオリヴィアの姿があった。

「俺は……悪い夢でも見ているのかな」

　俺は扉を閉めた。

　目頭のところに指を当て、思わず目元をマッサージする。

　よし、これなら大丈夫だろう。

　俺は再び扉を開けたのだった。

「あひぃぃぃぃぃぃ!?」

　……やはり間違いではなかったようだ。

　オリヴィアが触手にいじめらている。

「……お前は何をやっている？」

「あひ、んひぃ……主に身体を委ねて欲を解消するくらいなら、触手に慰めてもらったほうがマシじゃ……」

「……変態か？」

　変態だな、確実に。

　俺は自分の問いに対して、すぐに答えを導き出した。

　まあ、そこまでしても俺に犯されるのは嫌だということだ。

　そういうことなら、逆に犯してみたくなるというもの。

「消えろ」

　俺は魔法を使って、触手を消した。

「あんっ！」

　触手によって宙に浮いていたオリヴィアは、尻もちをつく。

「バカなことはやめておけ」

「主などに……余の純潔を渡すわけにはいかないのじゃ」

「涙目になって言うことか？」

　先ほどまでの強気はどこに行ってしまったのか。

　いや、それくらい媚薬が強力だということだ。

　今のオリヴィアは、相当な葛藤が脳内で渦巻いていることだろう。

　どこまで理性を保つことができるかな。

「はぁ……はぁ……！　身体が……熱いのじゃ……！」

「それは困ったな」

　俺が近づくと、オリヴィアは後ずさりを始める。

「だから来るなと言っているじゃろ！」

「知らんな」

「やめろーっ！　やめるのじゃ……！」

　壁のところでガタガタと震えているオリヴィア。

　単純に俺が怖いというわけではない。

　理性が崩壊することにより、自分が壊れてしまうことに対する恐怖を感じているんだ。

　この恐怖はどんなに鍛錬を積み重ねても慣れることはないだろう。

「やめ……やめ……！」

　怯えるオリヴィア。

　すると、彼女の周りが一気に濡れ始めてしまう。

　どうしたことか、まるで水たまりのなかで座っているような状態だった。

「……失禁してしまったか」

　あまりの恐怖に、オリヴィアは漏らしてしまった。

　少し匂いのある液体が、彼女の周りに広がっていく。

「あ……あ……あああんんっ！」

　今度は自ら自慰を始める。

　下着を脱ぎ捨て、指を膣内の深いところに入れていった。

　それを、ぐちゃぐちゃと音が鳴り響くくらい強く行っていたのだ。

「……そんなことで満足できるのか？」

「あんっ、くっ……らめ、満足できないのじゃ……！　なぜじゃ……なぜじゃ……！」

「俺が満足させてやろうか？」

「ぬ、主なら……できるのか？」

「ああ」

「本当なのじゃな!?　信じるぞ」

「信じてもらって構わない。その代わり……俺の言うことは何でも聞くんだぞ？」

「わかったのじゃ……！　いくらでも聞くのじゃ……！」

　ふっ、落ちたな。

　人に見られてでも自慰をするくらい、今のオリヴィアは我慢できなくなってしまっている。

　いくら理性で耐えようとしても、触手や自分の指では満足することができないとわかったのだ。

　俺から逃げることも考えていたのだろうが……無駄だな。

　さて、エルフの女王を食ってみようかな。

「寝たままでいい。脚を開け」

「わかったのじゃ」

　従順にオリヴィアは股を広げる。

　俺も肉棒を露出し、彼女の縦筋に当てたのだった。

「あんんっ、これが……んんっ！　これが……ちんぽ！」

「そうだ。お前がほしがっていたものだ」

「ああ……あああ……！　硬くて、熱い……早く……早く入れて……！」

「いいだろう」

「くぅ、んんんううううう！　くる……入って……くるぅぅぅぅ！」

　俺はゆっくりと腰を沈めていった。
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「くるのじゃ……くるのじゃ……余の中に……！」

　自らの脚を俺の腰に絡めて、オリヴィアは挿入を手助けする。

　俺としても一気に奥まで入れたいところなのだが、処女だけあって、いきなり奥へ入れるのは難しそうだった。

「あんっ、くぅぅぅ！　奥まで入れて……早く……早くほしいのじゃ……！」

「たっぷり入れてやるよ……！」

　ここまで急かされてしまったら、俺だって処女を味わっているわけにはいかない。

　少し力を入れて、俺は根本まで肉棒を挿入したのだった。

「あひぃぃぃぃぃぃ！　奥まで入って……きたのじゃあああああ！」

「どうだ？」

「硬くて……熱いものが余の中に……これが男とのセックスなんじゃな」

「触手なんかよりもずっといいだろ？」

「最高じゃ！　こんな気持ちいいものがこの世にあったなんて……！」

「長い時を生きられるエルフでも、初めてか？」

「……女に年の話をするのは反則なのじゃ」

「ふっ、それもそうだな」

　いきなり可愛くなりやがって。

　強気なエルフの女王だと思っていたのに、視線を逸らしながら唇を尖らせているんだ。

　これじゃまるで小さい子を相手にしているみたいだな。

　ま、身体つきはかなりのものだから、あくまでも内面だけの話ではあるがな。

「あああっ！　よい……よいのじゃ……！」

「さすがの締め付けだ」

　これがエルフの身体か。

　人間とほとんど変わらないが、締め付けが強烈だからすぐにでも射精してしまいそうだ。

　しかし、この身体をもっと堪能しないと、もったいないからな。

　存分に味あわせてもらうとしよう。

「もっと……奥を突くのじゃ……！　んふぁああっ！　おおんぅ！」

　元々、露出度の高い服を着てはいるため、少し腰を振るだけで胸が溢れてしまった。

　オリヴィアはかなりの美巨乳で、でかいくせに形はよいものだった。

　正常位の体勢で腰を振っているだけで、前後に胸が揺れるので、視覚からも彼女の身体を楽しむことができる。

「ちんぽ……気持ちいい……！　気持ちいいのぉ！」

「どう気持ちいいんだ？」

「当たるのじゃ……！　奥の深いところに……！」
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「ここがいいのか？」

「こほおぉ!?」

　オリヴィアの腰を持って、俺は強烈に突いて見せた。

　あまりに強く入れてしまったため、下腹部のところに亀頭の痕が出てしまうほどだ。

　柔らかい肌を掴みながら、俺は腰を振り続けていた。

「奥……おかしくなるぅぅぅ！　おかしくなるのじゃ……！　もっともっと突いてくれええええええ！」

　さっきまで全力で俺を避けていたのに、この身の変わりよう。

　媚薬の効果もすごいのだろうが、オリヴィアが内に秘めていた性欲もすごいものがあるのだろう。

　エルフは長い時を生きる。

　それこそ触手が好きになってしまうほどに。

　そんな悠久の時のなか、一度も男の味を知ったことがないのだ。

　女として、さぞかし辛いものがあったのだろう。男を虐げるから、そんなことになるのだ。

　それがまさに彼女の乱れ具合から理解することができる。

「あひぃっ！　いぃ！　ああああんっ、くぅぅぅん、ああんんんんんん！」

「気持ちいいか？」

「最高なのじゃ！　こんなもの知ってしまったら……余は……！」

「どうなってしまう？」

「ずっと入れてもらいたくなってしまう……！　気持ちよすぎるのじゃ！　あふぁあああああああ！」

　オリヴィアの膣内がビクビクと痙攣しているのがわかる。

　小さな絶頂を何度も味わっているみたいだな。

「お前の身体はスケベだな」

「な、なぜじゃ……!?」

「効率よく感じるように、すっかりできているからだ」

「なっ……！」

「これは相当オナニーし続けたみたいだな」

「う……！」

「普段はどうやっているんだ？」

「それは……それは……秘密なのじゃ！」

「そんなことが俺に通用すると思っているのか？」

「ぐ……！」

　さすがにわかったらしい。

　オリヴィアはちゃんと答えてくれた。

「指で……おまんこをかき回して……」

「クリトリスはいじらないのか？」

「クリも好きなんじゃが……もっと刺激が強いものがいいんじゃ……！」

「長い人生のなかで飽きてしまったらしいな。……他には？」

「やっぱり触手なのじゃ！　触手を操り、自分のことをいじめるのが最高に気持ちがいいんじゃ！」

「変態め」

「はぅ！」

　俺が冷たい目で見てやったら、オリヴィアはビクンと震えた。

　膣内の痙攣も大きいことから……、

「はぁ……はぁ……イってしまったのじゃ……！」

　この言葉と視線だけで果ててしまったようだ。

　こいつ、本当にどうしようもない女だな。

「スケベ女め。俺の身体なしじゃ生きられないようにしてやる……！」

「あっ、んんっ！　らめ、奥ばかり連打のするの……らめなのじゃあああああ！」

「黙れ。お前は俺の肉便器になればいいんだ」

「肉便器……？」

「そうだ。ただ性欲処理をするだけの道具のことだ」

「ああ……それも……いいかもしれないのじゃ……！　肉便器になれば毎日気持ちいいこと、してくれるのじゃろ？」

「当たり前だ」

「余は、肉便器でいいのじゃ……！　肉便器になるのじゃ……！」

「ならば、その証として俺の精液を受け止めろ」

「ああんんっ！　余もイクのじゃ……！　もう孕む準備はできているのじゃ！」

「出すぞ……！」

　俺はラストスパートをかける。オリヴィアの巨乳が揺れ、卑猥な形にひしゃげているのがわかる。

　俺はエルフの女王の乳を見ながら、子宮へ向けて射精する。

「あああっ！　出るのじゃ……出る出る出るぅぅぅ！」

「たっぷり孕め！　変態女め！」

「ああああ！　イクぅぅぅぅぅぅ！」

　ビュルルルルルルル!!

　腰を掴んで、深いところに注ぎ込む。オリヴィアは仰け反りながら、ビクビクと震えていた。

「あ……ひぃ……っ。これが中出しというものか……気持ちよすぎるのじゃ……！」

「最高だろ？」

「しゅ、ごいのじゃ……！　意識が飛びそうになってしまったのじゃ……」

　すべての精液を発射した俺は、膣内から肉棒を引き抜く。

「オリヴィア」

「なんじゃ？」

「俺はまだ満足できない。お前はどうだ？」

「ゴク……！」

　そそり立っている俺の肉棒を見て、オリヴィアは喉を鳴らした。

　クク、こいつもまだできるみたいだな。

「今度は調教してやるよ。まるで犬のようにな……！」
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「変態女め……よつん這いになれ」

「わ、わかったのじゃ……」

　俺の肉棒の味を覚えてしまったためか、オリヴィアは俺の言うとおりによつん這いになった。

　大きめの尻をこちらに向けて、自ら尻房を広げている。

　少し膣を広げただけでも愛液が大量に溢れでてくるのだ。いかにこいつが興奮しているのかがわかる。

「後ろから入れてやる……。尻を突き出せ」

「こうか？」

「いいぞ……！」

　尻を天高く突き出し、挿入のための体勢をとる。

　俺はオリヴィアの腰をしっかりと掴んで、ゆっくりと肉棒を入れていった。

「あんっ……くぅぅぅ！　す、すごい……入って……ああんっ！」

　射精をしても、いつもどおり俺の肉棒は硬いままだ。

　そのまま腰を振って、オリヴィアを犯していった。

「あっ、くっ、硬い……なんて硬いのじゃ……！」

「いい締りだな。俺の精液がほしいのか？」

「くっ、ほぉっ！　あんっ！　ほ、ほしいのじゃ……主の精液が……！」

「変態だな。お前みたいな女は犬になるのがお似合いだ」

「い、犬……じゃと？」

　どういう意味かわかっていないのかオリヴィアは、困った表情をしている。

　だから、俺はわかりやすく説明してやったのだ。

「俺が主人になるから、お前は犬になれと言っているんだ」

「余が……？」

「どうした？　不服か？」

　さすがにエルフの女王だけあって、そんなことを簡単に受け入れられるはずがない様子だった。

　俺はさらに強く肉棒を押し付け、オリヴィアを快楽で溶かしていく。

「おおぉぉう!?　お、奥に……入ってぇええ！」

「気持ちいいだろ？」

「あああっ……ひぃ、気持ちよすぎて……頭がおかしくなるのじゃ……！」

「俺の犬になれば、これを毎日味わうことができるぞ？」

「ま、毎日……じゃと？」

　どうやら食いついたみたいだな。

　俺は小刻みなピストンで、彼女のことを悩ませていった。

「はぁ……はぁ……。んっ、くっ……！　はぁはぁ！」

「こんな快楽を味わったのは初めてのことだろ？」

「くっ……あ、当たり前だ……！」

「俺の側にくれば、いつだって抱いてやるぞ」

「そ、そんな……くっ！　余もエルフの女王……！　だが……！」

　まだまだ強情なようだな。

　一度フィニッシュして冷静になってしまったみたいだ。

　ならば、また快感でおかしてしてやろう。

　俺は高速で腰を振り始めた。

「あああああああ！　やめるのじゃああああああああ！」

「黙れ、メス犬が」

「そんな速くパンパンされたら……余は……余はぁぁぁあああああ！」

　オリヴィアの膣内が急速に狭まっていくのがわかる。

「イクのか？」

「イ、イク！　も、もう我慢できない……！　余は……イ、イ、イ、イ、イクゥゥゥゥ！」

　ブシャアアアアアア!!

　と大量の潮を吹き出すオリヴィア。

　俺は片膝を持って、浮かせてみせる。

「あああ、我慢できない……！　出てしまう……出てしまうのじゃ……！」

「まるで犬が放尿しているみたいなポーズだな」

「あああ……余は……犬……犬……」

「そうだ。お前は犬だ。ションベンをかけることくらいしか脳のないメス犬なんだよ」

「く……はは……余は犬……犬じゃ……！　くはははっ！」

「狂ったか」

　オリヴィアは放尿を続けている。

　すべてを出しきると、

「うっ！」

　という声を出して、残尿を吐き出した。

「すっきりしたか？」

「したのじゃ……」

「ならば、もっと犬らしくしてやろう」

　俺は魔法で犬耳としっぽをつくる。

　まずは犬耳をオリヴィアの頭につけたのだった。

「いい感じだ。しっぽもないと犬らしくないよな」

「しっぽ……しっぽは……どうするのじゃ？」

「こうしてやるんだよ」

　俺はオリヴィアのピンク色をした綺麗な肛門のほうへと持っていく。

　そして、そのまま……。

「くほぉ!?」

　しっぽをオリヴィアのケツ穴に突き刺したのだった。

　あまりの衝撃でオリヴィアは白目を剥いてしまっていた。

　だが、俺はそんなことを気にしてはいない。

　腰を再び動かし始め、フィニッシュへ向かい始める。

「んんんぉぉ！　ケツ穴とまんこ……どっちも入れられているのじゃぁぁぁあああぁ！」

「それが気持ちいいんだろ？」

「あああ……ダメじゃ……またイク……余は……イってしまう」

「イけよ」

「ああぅ！　イ、イ、イ、イ、イクゥゥゥゥ！」

　ビクン、と大きく波打つと、膣内もさらに締まっていった。

　まるで両手でしっかりとホールドされてしまったみたいだ。

「そのまま締め付けてろよ」

「くんぅ、かひぃ……ああああっ！」

「お前の膣内にたっぷりと出してやるから」

「らめええええ！　また中出しされたら余はぁぁぁああぁ！」

「イキ狂うか？」

「らめえ、もうらめええええ！　抜いてえええええ！」

「そういうくせに、身体は離そうとしないぞ」

　膣の締りもそうだが、オリヴィアは尻を押し付けてきて、肉棒を抜かせようとしないのだ。
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　これでは抜きたくても抜くことはできない。

　まあ、どうせ中出しをするんだからな。関係ないが。

「そろそろ出すぞ」

「あああっ！　またイク！　イクゥゥゥゥ！　もうイキたくないのに……また……イクゥゥゥゥ！」

「しっかりと孕め、メス犬め！」

「あああああああ！　イッックゥゥゥゥゥゥゥゥ!!」

　ビュクルルル、ビュクビュクビュクビュク……！

　俺は子宮内に精液を吐き出した。

　オリヴィアは海老反りになりながら、激しく悶えている。

「あぅ、あぃ、ひっ！　く、ほぉ……！　あんっ！」

「まだ出すぞ」

「くほおぉ!?」

　すべての精液を出しきり、俺は肉棒を引き抜く。

　こぽぉと膣から愛液と精液が交じり合ったものが溢れでてきていた。

　オリヴィアは陸に打ち上げられた魚のように、ビクビクと痙攣を繰り返していた。

「メス犬よ、まだやることがあるだろ？」

「はぁはぁ……！」

　顔を向けると、オリヴィアは何かを察したように俺のほうに近づいてきた。

　そして、

「はぁも……ちゅぱぱぱ……じゅぶぶぶぶ……！」

　精液でベトベトになっていた肉棒をしゃぶり始めたのだった。

「いいぞ。きちんと掃除までしてこそ、メス犬というものだ」

「じゅぼぼぼ、ぐぼっ、んぼ、じゅびゅ！」

　俺の精液をすべてなめ取り、オリヴィアは喉を鳴らして、飲み込んでしまった。

「ごっくんっ！」

　その表情はどこか満足そうなものだ。

「これからのお前は俺の犬だ。いいな？」

「わ、わかっているのじゃ……！」

「じゃあ……」

　俺は魔法で作っていた首輪とリードを手に取る。

　やはりこれを付けてこそ、犬になるということだ。

「さあ……エルフの森を散歩でもしようか」

　オリヴィアは静かに頷いたのだった。
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　騒ぎを聞きつけたエルフたちは、リュウとオリヴィアが入った小屋の前に集まっていた。

　そこから聞こえるのは、エルフの女王の嬌声。

　今まで聞いたことがないボスの声に、女エルフたちは動揺を隠しきれずにいた。

　何度か小屋に入ってオリヴィアを助けようとしたのだが、リュウの連れた仲間たちに阻まれ、うまく遂行することができなかった。

　どうしようかと思っていると、ゆっくりと扉が開いたのだった。

「オ、オリヴィアさま……！」

　女王の姿をひと目見ようと、女エルフたちは一斉に駆け寄っていく。

　だが、小屋の中から出てきたのは……。

「そ、そんな……！」

　よつん這いになり、まるで犬のように耳としっぽを付けられてしまった女王の姿だった。

　だらしなく口から舌を出し、よだれまで垂らしている状態。

　クールで圧倒的なカリスマ性があった女王の姿からは、想像できない状況だった。

　首輪にはリードがついていて、その先にいるのはひとりの男。

　集まったエルフたちは、一瞬のうちに、この男がオリヴィアを落としたのだと察した。

　同時にオリヴィアが敵わない相手なのだから、自分たちでは絶対に勝つことができないと悟ったのだ。

「いやああああ！　オリヴィアさま……！」

「来ないでぇぇ！　来ないでぇ！」

　逃げ惑う者、その場で腰を抜かしてしまい失禁する者。

　それぞれがリュウの姿に怯え、震えていたのだった。

　そして、こう思っていた。




　──こんな化け物、勝てるはずがない。





†　　†　　†






　バカな女たちだ。

　俺は逃げ惑う女エルフたちを見ながら、そう思っていた。

　オリヴィアの姿を見て俺に勝てないと思うところは褒めてやってもいいが、それで逃げてしまうんだから言葉もない。

　逃げれば追われてしまうということは考えないのだろうか。

　まあ、恐怖を前に、そんなことを考えて行動なんてするわけないからな。

　さて、悲鳴がうるさいからさっさと黙らせてしまおう。

「──俺の女となれ！」

　俺は広範囲の魅了チートをかけ、エルフの女たちを魅了した。

　一度かけてしまえば、悲鳴もなくなり、従順に俺の前に並んでいるだけだ。

　みんな俺のことを愛おしそうに見つめている。

　それでは、仲間たちのところへ向かうとするか。

「来い、メス犬……！」

「う、うう……！」

　俺は首輪を引っ張り、エルフの森を歩いていく。

　すると、アイシャたちが俺の前に現れた。

「ふふ、どうやらエルフの女王も落としたみたいね」

「ああ、簡単だったな」

「必要かなと思ってね。これを持ってきたわ」

　アイシャの手には、エルフの秘宝があった。

「この弓が他の秘宝の能力を封じていたのか。厄介なことをしてくれたもんだ」

「だけど、そのせいでこんな目に遭ってしまったんでしょ？」

「本当にバカだな」

　元々の計画に大きな修正があるわけではなかったが、結果として俺を怒らせるハメになってしまったのだ。

　秘宝を封じれば俺の行動も制限できると考えていたんだろうが、そんなに甘い話ではない。

　むしろ、そうされたほうが俺は燃えるようなタイプなんだ。

　アイシャも、それがわかっているんだろう。

「ねえねえ、お兄ちゃん……今度はどうするの？」

　ユニスが俺に話しかけてきた。

「そうだな……」

　これで女王は四人落としたことになる。

　ユニス、エレナイラ、シズク、オリヴィア……。

　気になるのは残った、天女の存在だ。天女とはいったい……。

「まずはエルフの里で休むぞ。ワープが使えなかった分、体力に影響が出ているだろうしな」

「はーい！」

「そして、次の目的は天女だ」

　その女を俺のものにできれば、最後は女神のみ……。

　俺の目的も最終段階まで迫ってきた。

「アイシャ、天女の居場所は特定できるか？」

「あの城は空を自由に動いているから、すぐに特定することはできないわ」

「だが、お前ならほんとうはできるんだろ？」

「ふふ、頼りにされるというのは悪くない気分ね」

「任せたぞ」

「わかったわ。居場所を特定したらあなたに教えてあげるわ」

「ああ、そうしてくれ」

　俺が歩き出そうとすると、

「お兄ちゃん……」

「なんだ、ユニス」

　だいだい、この魔女が甘えた声を出すときというのは決まっている。

「セックスでもしたいのか？」

「だって、オリヴィアの喘ぎ声がエッチだったんだもんっ！　あたしもヤリたいっ！」

「ふっ、いいだろう」

　さすがにここまできてお預けというのも可哀想な気がしてきた。

　せっかく周りにはエルフたちもいるんだ。

　こいつらも誘って大乱交大会でもはじめようか。

　エルフの女たちはみんな容姿端麗で、いくら抱いてもきっと飽きないだろう。

「お前たち、俺の女としてしっかり奉仕するんだぞ」

　こうして俺はエルフも奴隷として、ハーレムに加えたのだった。
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　オリヴィアを堕とした翌日、俺たちはエルフの森の里にいた。

　この里に暮らすエルフたちは昨日、信じていた女王の痴態を見せつけられてすっかり萎縮してしまっている。更に念のため魅了チートも使ったから、反乱を起こされるとかは考えずに、ゆっくり旅の疲れを癒すことができた。

　次の秘宝を手に入れるためにも、しっかりと休まなければならない。

　アイシャたちにも自由行動だと言い渡してある。

　俺は朝食後、自室でどう過ごそうか考えていたが、部屋の扉がノックされる音で思考は中断された。

「お兄ちゃん、いる？」

　訪ねてきたのはユニスのようだ。

「入っていいぞ、なんの用だ？」

　ユニスは椅子に座っていた俺に近づき、そのまま対面で俺の太ももにまたがってきた。

　その流れのまま俺はキスされてしまう。

「んちゅ～っ、えへへ」

「これが目的か？」

　呆れた顔で言うと、ユニスは嬉しそうにしながらも頭を横に振る。

「それもあるけど、本題は違うよ」

「じゃあ何だ？」

「お兄ちゃんと一緒に遊ぼうと思って来たんだ。あたしにいい考えがあるの」

　そう言ってニヤッと笑うユニス。これは悪いことを企んでるな。

「とりあえず聞かせてみろ」

「うん、この里のエルフたちと宴会でもしたいなーって思って」

「ふぅん。で、本音は？」

　この淫乱魔女がそれで収まるはずがない。

「バレバレだったかぁ。実は、エルフたちとヤリたくなっちゃって」

　なるほど、確かにエルフたちには美形が多い。ユニスが犯したいというのもわかる。

　俺も普段から極上の女たちを抱いているが、どうせ暇だからこの里のエルフたちを犯すのもいいな。

「なら、俺も参加しよう。だが、男たちは隔離しておけよ？　ユニスに犯されたら一発で死にそうだからな」

　下手をしたら虐殺劇が起こりかねない。それは勘弁してもらいたいところだ。

「エルフの男は興味ないよ。あたしはお兄ちゃんのでしか満足できないもん」

　そこまで言われると嬉しくもあるな。

「まあ、とりあえず女たちを集めよう」

　そう言って俺たちは部屋を出ていった。

　それからは大乱交を行う場所を確保したり、里のエルフに招集をかけたりする。

　魅了で従順になっているおかげで一時間もしないうちに準備が整った。

「ふふふ、じゃあ行こうか？」

「ああ」

　俺とユニスはエルフたちの待つ部屋に入る。

　部屋には、数十人のエルフたちが集まっていた。

　俺たちが入って来たことに気付いた彼女らは一斉に俺に視線を向ける。

「今日は俺がエルフの里を支配した祝いの席だ。みんな楽しんでくれ」

　普通ならここまで言われると、オリヴィの敵討ちをしようと出てくるやつもいるのだろうが、魅了チートを使っているので問題ない。

　エルフたちは素直に宴会を楽しみ始めた。

　そして、酒が回り始めたのを見計らって目立つところに出る。

「今回は一つ余興がある、大乱交だ。お前ら全員纏めて相手をしてやる」

　その言葉にエルフたちが色めき立つ。

「まずは、服を脱いでもらおうか？」

「は、はい！」

「今すぐにっ！」

　一も二もなく脱衣するエルフたち。その身体は、オリヴィアには一歩譲るもののどれも美しく、見ているだけでも十分に俺を楽しませる。

「よし、来い」

　俺は急造された超巨大ベッドに腰掛け、エルフたちを呼び寄せた。

「リュウ様っ、リュウ様ぁ！」

「私におちんちん恵んでくださいませ……」

「いや、わたしのほうを先に！」

　一斉にエルフたちが押し寄せてくる。

「落ち着けお前ら……うおっ!?」

　静止の言葉をかけるが、勢いのまま押し切られてしまった。

「あぁ、これがリュウ様のお身体……」

「なんて逞しいんでしょう！」

　まずは五、六人のエルフたちが身体を押し付けてくる。

　さっきの勢いには一瞬焦ったが、揉みくちゃにされる心配はなさそうだ。

　それに、今の状況もまさに女体に埋もれるといった感じで面白いな。

　当然、溢れるエルフは出てくるが、そこはユニスが相手をしているらしい。

　既に人垣の向こうから嬌声が聞こえ始めている。

「最初は誰が相手だ？」

　俺は周りを見渡す。すると、ひとりのエルフが進み出てくる。

　エルフは興奮した様子で俺にまたがった。

　俺はそれを見ながら、手慰みに侍らせているエルフの身体をまさぐる。

　こうして俺たちの大乱交は続いていった……。

　日が傾いて、空が赤く染まり始めたころ。

　部屋の扉が開いて誰かが入って来た。見ると、オリヴィア、シズク、エレナイラの三人だ。

　裸のエルフたちが倒れている光景を見て目を丸くしている。

「わ、我が王。これはいったい？」

　エレナイラが質問してくるが、あいにく取り込み中だ。

　ぐったりとした様子のエルフ相手に腰を振っている。

　随分反応が鈍いが、俺とユニスで何周も回したからな。仕方ないか。

「説明するから、ちょっと待ってろ……出すぞ」

「……ぅあ、は……いぃ……」

　俺は膣奥まで肉棒を突き込み、射精した。

「──っ！」

　エルフは最後に絶頂でビクッと震え、気絶した。

　俺が肉棒を抜くと、アソコからドロッとした精液がしたたり落ちてくる。

　そのエルフを放置したまま、俺は三人に振り返った。

「今日はユニスと考えて、エルフ相手の乱交大会を開いてたんだよ。今さっき最後のひとりが潰れたところだ」

　ベッドや床には全裸のエルフたちがところ狭しと倒れている。

「では、そのユニスさんはどちらに？　見当たりませんが」

　シズクがそう言って部屋を見渡す。

「ああ、少し前にエルフとセックスしてるところが見えて、つい手が出てしまってな。エルフの中に埋もれてるんだろう」

　エルフ相手に腰を振ってるところを後ろから突いてやったからな、さすがのユニスでも体力が尽きたみたいだった。

「で、お前たちはどうするんだ？」

　すると、オリヴィアが一歩前に出てくる。

「叶うなら、余も主の情けをいただきたいのじゃ」

　部屋に漂う濃厚な性臭に当てられたのか、その目はすでに発情している。

「我が王、こちらにも……」

「わたくしも仲間外れにしないでくださいませ？」

　エレナイラ、シズクも近寄ってくる。

「仕方ないな、三人纏めて相手をしてやるか」

　俺は順番に彼女たちをベッドに押し倒した。

「さて、誰から味わってやろうか……？」

　ベッドにはすでに裸体を晒した三人が待ち構えている。

「わたくしたち、すでに受け入れる準備は整っております」

「どこからでも来てくれ……」

「もうここはドロドロなのじゃあ」

　三人揃ってアソコを見せつけ、誘ってくる。たしかに、もう愛液が染み出しているな。

「この短時間にそれだけ濡らしたのか、変態だな」

　俺の言葉に三人とも身体を震わせる。

　まあ、こいつらは全員マゾの気があるからな。

　俺が調教した部分もあるが。

「おいおい、言葉だけで感じてたらこの先が思いやられるぞ？」

「これは、主に躾けられたせいではないかっ」

　オリヴィアが責めるように言うが、これは本気で言っているわけではないな。

　小賢しい女にはお仕置きが必要か？

「そんなことを言って俺を煽ろうとしても無駄だぞ。放置プレイでもしてやろうか？」

「ひっ!?　嘘じゃ、余は元々罵られて喜ぶ雌犬だったのじゃ。じゃから、放置しないでくれぇ」

「……まあ、許してやろう。だが、相手にするのは一番最後だな。そこで俺が呼ぶまで準備をしておけ」

　そう言うと、オリヴィアはホッとしたようにうつむく。

　俺は彼女を捨て置くと、残りふたりに向き直る。

「さて、一番最初は……エレナイラにするか。四つん這いになれ」

「はい、我が王よ」

　指名されたエレナイラは嬉しそうに俺に尻を向ける。

「シズクはこっちに来い」

「かしこまりました」

　俺は片手で横にシズクを抱きながら、もう片手で肉棒をエレナイラの膣に押し当てる。

「当たってるのがわかるか？」

「王のものが……はい」

「自分で入れてみろ」

　俺の言葉にエレナイラが尻を動かして肉棒を膣にハメようと動く。

　この体勢なら男が動くのが普通だが、こういうのも悪くないな。

「ふっ、ああん！　入ったぁ！」

　エレナイラは尻の動きだけで膣口に肉棒をあてがうと、すぐさま尻を押し付けてきた。

　十分に濡れていたこともあって、スルリと挿入される肉棒。

「上手いじゃないか、中の具合も良いぞ」

「あぐぅ、ひゅう！　あ、ありがとうございます、王よ」

　俺に褒められたエレナイラは、そのまま腰を振り始めた。

　膝立ちになっている俺の腰に、エレナイラの尻がパンパンと打ち付けられる。

「シズク、顔を寄せろ」

「はい……んっ」

　抱き寄せたシズクにキスをして、乳房を揉む。

　女帝の膣で奉仕されながら、巫女の身体を堪能。なかなかいい気分だ。

　乳房の次は尻へ、その次は四肢へ。

　シズクの身体を愛撫している間も、エレナイラへのピストンは休むことはない。

　そうしているとやがて限界がくる。

「そろそろだ。エレナイラ、しっかり踏ん張れよ」

　シズクの身体から手を放し、むっちりとしたエレナイラの尻を両手で掴む。

「ああ、王よ！　子種をいただけるのですね!?」

　エレナイラが興奮しながら問いかけてくる。

「そうだ。だから、最後に良く締め付けろ」

　そう言って腰を振り始める。

「はううぅぅ！」

　俺が一度腰を打ちつけると、それまで動いていたエレナイラの腰がビクッと震えて止まる。

　もしかしてイったか？

　確かめるように腰を振ると、ひと突きごとにビクビクと震えた。

「イクのは構わんが、俺が出すまで崩れるなよ」

「あぐうぅ！　っく、んん！　はああぁぁ！」

　もう返事をする余裕もないらしい。

　俺もそろそろ限界なので、尻をギュッと揉んで膣の奥まで肉棒をねじ込む。

「出すぞ、受け取れ！」

　大乱交を経ても変わらぬ勢いの射精でエレナイラの膣内を汚す。

「王の、王の子種がぁぁああああ!!」

　大量の精液を中出しされたエレナイラが声を上げて絶頂する。

　そして、俺がすべての精液を出し切ったのを確認すると、力尽きて倒れてしまった。

「良かったぞエレナイラ」

「光栄です、王よ……」

　俺は倒れたエレナイラからシズクに目を移した。

「さあ、次はお前の番だ。エレナイラの横に並べ」

「はぁはぁ、早くくださいませ……」

　俺が言い終わる前によつん這いになるシズク。

「もう、わたくし限界ですわ。早く、早くぅ」

　フリフリと尻を振って俺を誘うシズク。見た目がおしとやかなだけにギャップが凄まじいな。

　俺はそれに興奮して、復活した肉棒を膣口に押し当てた。

「はう……リュウ様のおちんちんが……」

　うっとりした声のシズク。

　だが、まともに言葉を発せられるのも今のうちだ。俺は一回目から激しくシズクの膣を突いた。

「ひゃあん!?　リュウ様、いきなっ……んふうぅぅ！」

　突然の激しい動きに喘ぐシズク。

　だが、それに構うことなく膣内をえぐるように突いていく。

「わっ、わたくしの中が削られてまずぅ！」

　流れ込んできた快感を制御できないのか、涙声になっているシズク。

　まだ未熟な膣内も与えられる快感にビクビクと震えるばかりで、全体の締め付けはそこまで強くない。だが、ランダムに与えられる刺激はなかなか良いものだ。

　予想外の場所で締め付けを食らうと、思わず腰が引けてしまうほど。

　無心にシズクの身体を楽しんでいると、さっきエレナイラに出したばかりだというのに、射精感が高まってくる。

「どうせなら、この状態の中に出してやるか」

　そうと決めればやることは一つ。今まで以上の動きでシズクを責めるのみ。

「激しっ、激しすぎますぅ！　わたくし壊れっ、ああああ！」

「シズク、出すぞ」

「リュウ様、リュウ様っ！　わたくしもイキます！　イクッ、イっちゃうぅぅうう!!」

　俺の腰とシズクの尻をピッタリと密着させ、射精する。

　その間もシズクの中は最後まで不規則な締め付けを続け、俺の精液を絞り出した。

「ふっ、くぅ、はぁはぁ……」

　肉棒を抜くと、シズクも突っ伏してしまう。

「さぁ、最後に出番だぞ」

　俺が振り返ると、お預けを食らって自分を慰めていたオリヴィアがいた。

「……っ！　わ、わかったのじゃ、すぐに参る！」

　オナニーで何回もイったのか少しぼうっとしていたが、俺の声で気が付いたのか、すぐさま近くに侍る。

　といっても、すでに身体に力が入りにくいのか、這うような動きだったが。

「そこに並べ。飼い主を出し抜こうとする駄犬には改めて躾をしてやらないとな」

　その言葉にオリヴィアは尖った耳の先まで真っ赤にしながら従う。

　これ以上口ごたえして本当に放置プレイされてはたまらないだろうからな。

　彼女がエレナイラとシズクの間に割り込むようにうずくまるのを確認した俺は、オリヴィアの後ろに立って尻を掴む。

「うぅ、早く入れて欲しいのじゃあぁ……」

　弱々しく突き出したアソコは、グズグズに蕩けていた。

「ふん、ありがたく受け取れよ」

　そう言って挿入した。抵抗はまるでなく、子宮口にぶつかるまで一息に進んでしまった。

　ヌルヌルなのは気持ちいいが、さっきのシズクに比べたら若干締め付けが緩いな。

　俺は試しに子宮口をひと突きしてしみた。

「あうぉお!?」

　オリヴィアがまるで獣のような喘ぎ声をあげ、膣内もそれに合わせて締まった。

「これは良い場所を見つけた」

「ま、待て、待つのじゃ！　そこは止めっ……ぅうおほぉぉおお！」

　黙らせるために子宮口を突くと、また間抜けな喘ぎ声を出して中を締めるオリヴィア。

　エルフの女王が形無しだな。

　そのままオリヴィアを責めていると、両側のふたりが起き上がった。

「起きたか。なら、尻を並べろ。合わせて可愛がってやる」

　俺の言葉で三人の尻が並ぶ。それぞれ特徴はあるが、総じて極上の尻だ。

　俺は贅沢にもそのうち一つをハメながら、残り二つも手で楽しむ。

　揉んだり、撫でたり。最後には、未だ俺の精液の残る膣内に指を挿入して愛撫する。

「良いぞ、最高の気分だ」

　高揚感に性感も高められる。

「もうイクぞ、お前たちも一緒にイクんだ！」

　腰や手の動きも一層激しくする。

「イク、イってしまうぅうううう！」

「ひゃうああ、リュウ様ぁああ！」

「イクッ、イクのじゃっ！　イックゥゥゥゥウウウウ！」

　ビュビュッ、ビュルルルル！

　白濁とした精液がオリヴィアの子宮に注がれていく。

　エレナイラとシズクの膣からも、中出しした精液がダラッと垂れてきていた。

　俺が腰を引くと、それに合わせたように彼女たちもベッドに沈んでいく。

「ああ、王に注いでもらった子種が垂れてしまった……」

「わたくしもです……」

「なら、また注いでもらえばどうなのじゃ？　主のものは衰え知らずのようじゃからのぉ」

　沈んだ声のふたりにオリヴィアが提案した。

　それを聞いたふたりが目を輝かせ、俺に飛びついてくる。

「まったく、仕方ないな……」

　ため息とともにふたりを受け止めた俺は、またセックスを再開する。

　結局、この大乱交が終わったのは翌日の日が昇るころだった。

　流石に疲労困憊で倒れこんだ俺は、次ぎからはユニスの思いつきに気軽に乗るのは、止めようと思ったのだった。
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あとがき







『魅了チート一巻』に続きまして、お久しぶりです。大石ねがいと申します。このたびは拙作をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　好きで書いている作品だし、一冊出せればいいやと思っていたのですが、まさかの二巻目です……！

　今回は新キャラとして、三人ほど女王が増え、さらに女王以外にも三人のキャラ、計六人のキャラが登場しております。もちろん、一巻の時に登場したキャラも出てきておりますので、さらにごった煮のような作品になりました。

　これほどキャラを書いていると混乱してしまいそうに思えますが、意外となんとかなっていると思います。作品の傾向上、どうしても主人公に対して敬語で話すキャラが増えてしまうので、そこが大変なところでしょうか。

　それでも口調に特徴をつけたりして、差別化をはかっている次第であります……！　そういったところもこの作品の魅力だと思い、楽しんでいただけると作者として非常に嬉しく思っております。

　作品の魅力と言えば、イラストですよね！

　今回も六人のキャラが出てきて大変だったと思うのですが、イラストレーターのもねてぃさんには素晴らしいキャラを上げていただきました。どのキャラも可愛くて、エロくて、自分がやりたい雰囲気に非常にマッチしていると思いました。

　構想としては、書籍でいうところの三巻目ぐらいで一区切りをつけようと思っておりましたので、もっと出版させていただく機会がありましたら、最後まで頑張りたいと思います。

　ペースとしては遅いですが、ウェブのほうも連載を続けておりますので、興味のある方はそちらも追いかけていただけると嬉しいです。




　それでは謝辞に参りたいと思います。

　この作品を見つけて下さいました担当様、誠にありがとうございます。なんとか二巻目を出すことができたのも担当様のおかげだと思います。

　イラストを担当して下さいましたもねてぃさん。これだけ人気の方にイラストを描いていただくなど、今でも夢のように感じております。この夢がどこまで続くかわかりませんが、引き続きよろしくお願いします。おそらく、三巻目ではキャラの数も落ちつくと思います……！

　そして、ＷＥＢで応援して下さった方々。個人的には折り返しも終わり、少しずつゴールが見えてきているという感じです。最後まで応援していただければ幸いです。




　最後に、ここまで読んでくれた読者の方々。少しでも楽しんでいただけたのなら嬉しく思います。

　紙面も尽きたようですので、ここまで。ありがとうございました！





二〇一六年四月　大石ねがい
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第　六　章　天女ジュディス

　　　一話　作戦会議──前日

　　　二話　召使いたちのＷパイズリ

　　　三話　召使いをＷバックで

　　　四話　女王たちとハーレムセックス１

　　　五話　女王たちとハーレムセックス２

　　　六話　アイシャを後背位で

　　　七話　天空都市への道

　　　八話　シスターの快楽堕ち

　　　九話　空への進軍

　　　十話　ＶＳジュディス

　　十一話　ジュディスに強制オナニー

　　十二話　ジュディスに腰を振らせる

　　十三話　天空都市、墜落

　　十四話　堕ちた天女

　　十五話　帰還と再出発




最　終　章　女神アリアン

　　　一話　女神とアイシャ

　　　二話　ＶＳアリアン・前

　　　三話　ＶＳアリアン・中

　　　四話　ＶＳアリアン・後

　　　五話　女神は後ろの処女から失う

　　　六話　アリアンにフェラをさせる

　　　七話　女神を支配する

　　　八話　双子女神のW騎上位

　　　九話　崩壊の危機

　　　十話　アイシャを救え

　　十一話　天界の楽園

　　十二話　アイシャのパイズリ奉仕

　　十三話　アイシャをイキ狂わせる

　　十四話　俺とアイシャの魔力反応

　　十五話　作り出したのは融合魔力

エピローグ　歴史の節目







書き下ろし番外編　ハーレム乱交プレイ
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　エルフの女王のオリヴィアを手籠めにしたあと、俺たちはフォルツァンド城へと戻ってきていた。

　ちなみにエルフの女王っていうのは、これまでは聖女と呼ばれていた女だ。

　俺たちが攻め入る前のエルフの森では、圧倒的なカリスマで国内を治めていた。

　魔法の力も強力だったし、女王としての気質は揃っていたんだろう。

　まぁ、最終的には触手に攻められることが好きなメス犬へと成り下がる結果となったのだが。

　聖女を落としたことで、俺がこれまでに手に入れた秘宝も四個になった。

　ユニスの千里水晶、エレナイラのアヴァルベイン、シズクの未来鏡、オリヴィアの彩銀弓だ。

　これで、あとは天女さえ攻略すれば女神のいる場所に行けるようになる。

　ここまで進んできた道を考えると、あと少し。

　もう終盤戦に入っているな。

　それで次の作戦について話し合うため、俺はアイシャを待っているところなんだが──。

「リュウ、入るわよ」

　ノックの音のあと、聞き慣れたアイシャの声が聞こえてくる。

　ちょうどいいタイミングだ。

「ああ、待っていたところだ。入っていいぞ」

　俺がそう言うとアイシャはドアを開け、部屋の中に入って来る。

　そして俺が座っている椅子のすぐ隣へと、わざわざ自分用の椅子を持ってきた。

「少し待たせてしまったかしら？」

　と、隣に座ったアイシャが聞いてくる。

　それに対して俺は、気にするなというように手を振る。

「エルフの森でのことを思い出していたところだ。待ってはいない。少し遅いから心配はしていたがな」

「ふふっ、さすがリュウ。女心が分かっているわね」

「アイシャにそう言われるとは光栄だな」

　他愛のない軽いやり取りだが、居心地は悪くない。

　きっと、一番行動を共にしてきたことによる、信頼関係からの安心感もあるのだろう。

　もうここまできたら、アイシャとの契約を果たさないわけにはいかないしな。

　気合を入れて、この世界の女神とやらを倒してやるとしよう。

「それで次はどう攻めるつもりなの？」

　早速、アイシャは作戦について話し合うつもりのようだ。

　俺はアイシャの、こういう必要以上の馴れ合いをしてこないところも気に入っている。

「その前に天女がいる場所について、もう少し教えてくれ」

「ええ、いいわよ」

　天女のことは耳にした覚えがあるが、詳しい情報はまだ教えてもらっていなかったな。

　異世界から転移してきた俺には、この世界の知識なんてあまりない。

　そういう意味でも、アイシャは生命線と言って良い存在だ。

　彼女ほど女王たちについて詳しいやつはいないからな。

「天女は空に浮いている天空都市を治めているわ」

「さすが天女の名前のとおり、町ごと空にあるんだな」

　今までも大分ファンタジーな体験をしてきたが、ついに空中に浮かぶ都市ときたか。

　話には聞いていたが、楽しみになってきた。

　そして、相手にとっても不足はなさそうだ。

「その天空都市とやらは、名前からすると都市国家みたいだが？」

「ええ。でもさすがに人口としては、地上の女王たちの国より少ないわね」

　俺の問いにアイシャが答える。

「なら、その天空都市には、特別な兵器が積まれているとかは？」

「いえ、それはないと思うわ」

「だったら、向こうから攻めてくる心配もないな」

　俺たちは、いつものように攻める側ということか。

　他の女王がやられて自棄になり、無防備な天空都市から攻め込んできてくれるなら、それはそれで楽だったんだが。

「そうなると心配は侵入方法だな」

「天空都市には、地上のどこかにある特別なゲートが繋がっているらしいわ。どこにあるかはわからないのだけどね……」

「そうか、流石に空を飛べないと出入りできないなんていう、欠陥設計じゃないらしいな」

　もしそうだったら、簡単には事を進められなかっただろう。

　ゲートの場所はわからないようだが、俺は既に地上の女王たちを支配している。

　彼女たちの力を使えば、天空都市に繋がるゲートを見つけることも可能だろう。

　同じように、天空都市の位置も見つかるはずだ。

　どんなに力を持っている女王だとしても、地上のすべての目から宙に浮く都市を隠し通すことなんて不可能だしな。

　これらの話を聞いたところで、詳しい作戦を立てることにする。

「場所捜しのことは俺に考えがある、その他のことについて話そう」

「わかったわ、次は何かしら？」

「天空都市の攻略作戦についてだ。今回はシンプルにいこうと思う」

「シンプル……どうするのかしら？」

　興味深そうに流し目気味で、俺に聞いてくる。

「まず天空都市に着いたらワープを使って、一気に天空城まで行く」

「天空城の領域内では長距離ワープは出来ないかもしれないわよ」

　天女の妨害があるということか。

　確かに可能性はゼロではないな。

「ならば、ジャポネルのときと同じように短いワープを連続して使って行けばいいだろう」

「それもそうね。問題なさそうだわ」

　それについてはもう対策があるので問題ない。

「天空城に着いたら、すぐに中に乗り込む。おそらく、警備している兵士たちが出てくるだろうな」

「ええ、そのまま戦闘になるでしょうね」

「しかし、ユニスの魔族軍とエレナイラの騎士隊がいれば問題ないだろう。数の利で蹴散らす」

　一つの国に対して、二ヶ国分の兵力で攻め込むわけだからな。

　向こうの兵士も女だろうから、いざとなれば魅了チートを使って何とかできる。

　それに、魔族軍も騎士隊も実力は十分だと思う。

　天女がよほど絶対的な兵力を持っていないかぎり、負けはしないだろう。

「ほかに想定外なことが起きたら、臨機応変に行けばいいさ」

　魔法があればだいたいのことは、解決できるだろう。

　それに、何といっても天女以外の女王は俺の手の内にある。

　ここまで来れば後は消化試合みたいなものだが、一応は警戒して進まないとな。

「他に何か質問はあるか？」

　俺は自分の作戦について話し終わったので、アイシャに聞いてみる。

「大丈夫よ。無事にうまくいくといいわね」

「もちろんだ。これまでも問題なく順調に秘宝は集まっているからな。次も大丈夫だろう」

　俺も軽く頷きながら肯定する。

「早速、みんなに伝えるのかしら？」

　アイシャは、少し首を傾げて聞いてくる。

「いや、その前に──」

　俺が言葉を言い切る前に、コンコンッとノックの音が聞こえてきた。

　今日はみんな揃って、タイミングがいいな。

　天女もこの調子で攻略できれば問題ないんだが。

「入ってこい」

　俺はドアの外で待っているであろう誰かに声をかける。

「失礼します。リュウさま」

「お話の最中でしたら失礼致いたしました。ご主人様」

　部屋に入ってきたのは、メイドサキュバスのメリアと女執事のセリアだ。

「準備が整いました。何かお話し中でしたら、終わるころにまたお迎えにあがります」

　俺とアイシャを見たセリアがそう言い、一礼して部屋から出て行こうとする。

「待て、もう準備ができたのか？」

　俺はそれを引き止めるように言った。

　部屋から出ようとしていたふたりが振り返る。

「はい。皆様方、すでにお待ちになられています」

「分かった、ちょうど話し合い……作戦会議も終わったところだ。そちらに向かうとしよう」

「承知しました。それではお伴させていただきます」

　セリアと共に案内に来たのであろう、メリアがそう言った。

　メリアとセリアの案内する場所に向かうため、俺は椅子から立ち上がる。

「何かするつもりなの……？」

　アイシャは訝しげに聞いてきた。

　そういえば、アイシャには言っていなかったな。

「女王たちを纏めて相手するハーレムセックスだ」

「……ハーレムセックス、ですって？」

「ああそうだ。フォルツァンドに帰って来てから、どいつもこいつも俺とセックスしてくれと頼んでくるからな」

　それも部屋から出て、城内を出歩くたびにひっきりなしにな、と心の中で付け足す。

「どうせならと一気に相手をしてやることにしたんだ。大人数で一緒にヤるのもいいかと思ってな。面白そうだろ？」

　ハーレムプレイは何度やってもいいものだしな。

「……分かったわ。行ってらっしゃい」

　アイシャは一つため息をついて言った。

　別に隠していたわけじゃないが、不満そうだな。

　少し失敗したか？

「言うのを忘れてたのは悪かったよ、今度埋め合わせをする」

「あら、不満そうだったかしら？」

「明らかにな。だから、これは俺の甲斐性みたいなもんだ」

　そう言うと、アイシャの機嫌も少しは良くなったようだった。

　それから、俺はようやく部屋を出る。

　アイシャに見送られ部屋から出た俺たちは、目的地に向かって廊下を歩き出す。

　相変わらず広い城なので、目的の場所に着くまでに数分歩くことになってしまった。

　ようやく着いたのか、前のふたりが俺のほうへと振り返る。

「ご主人様、こちらです。どうぞお入りください」

　どうやら、女王たちが待っている部屋に着いたらしいな。

　セリアがコンコンと叩いてから、ドアを開けていく。

　だんだんと開いていく扉を見ながら、俺はどんなプレイになるのか期待するのであった。
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　セリアが開けたドアの向こうへと、俺は案内される。

　部屋の中にはすでに女王たちがいた。

　ここにいるのはユニス、エレナイラ、シズク、オリヴィアだな。

　どうやら、案内されたこの部屋はまだ準備室のようだ。

　それぞれ自由に、くつろいでいるように見える。

　俺が入って来たのに気が付くと、全員一斉に目を輝かせた。

「待て、お前たち。後で全員纏めて相手をしてやるから、今はそこで大人しくしていてくれ」

　俺がそう言うと、今にも飛びかからんとしていた女王たちが引き下がる。

　今のうちに相手をすると決めて、良かったかもしれないな。

　このまま放っておいたら、どこかで性欲が爆発しかねなかっただろう。

　それが城の中ならまあ良いが、これから侵攻する天空都市で作戦中に襲い掛かられたらたまらない。

「では、リュウさまも準備をいたしましょう」

　メリアはそう言うと、奥にある部屋を示した。

「ああ。分かった」

　何を準備するのかよくわかっていないが、俺は返事をする。

　セリアの言うことなら、任せておいて問題ないだろう。

　俺は部屋を横切り、奥の部屋へと向かう。

　ふと振り返ると、後ろからメリアもついてきているようだ。

「開けるぞ？」

　ドアの前に着くと、俺はセリアに言った。

　あらかじめ何か用意されているものがあったら、楽しみが減っては困るしな。

「どうぞ、お入りください」

　セリアの言葉を聞き、俺はドアを開けて奥の部屋に入った。

　そして、その部屋の中を見回す。

　なんとなくモワッとした湿度と気温の高さを感じる。

　まだこの奥に、曇っているガラス扉があるようだ。

　この感じだと向こうにある部屋は風呂場だろうか？

「わたしもご一緒に入浴させていただきます。それとも、ご主人様おひとりのほうがよろしかったでしょうか……？」

　どうやら、風呂場で正解のようだな。

　セリアが遠慮がちに聞いてくる。

　それにしても、こいつはいつになっても丁寧さが抜けないな。

　そのぶん、乱れたときとのギャップがいいんだけどな。

「別に一緒でかまわんぞ」

　俺は服を脱ぎながら答えた。

　ひとりで入浴したところで、何一つ面白いことはないからな。

「早く中に入るぞ」

「分かりました。リュウ様」

「わたしもすぐに参ります。ご主人様」

　俺は先に浴室に入り、置いてあった椅子に座る。

　すぐに、俺の隣にセリアとメリアが近づいてくる。

　俺はそちらのほうに目を向けた。

　そういえばセリアは、着痩せするタイプだったな。

　いつもは服の中に隠させている大きな胸を、俺の目の前へとさらけ出している。

「セリアばかり見ないでください」

　そう言われてちらりと、メリアのほうにも視線を移す。

　メリアもまた、セリアに負けないほど大きなものを持っている。

　後ろに見えるサキュバス特有の羽と尻尾が、いいアクセントになっているな。

「それではリュウ様。私どもがお身体を洗わせていだだきます」

「存分におくつろぎください」

　そう言うと、メリアとセリアは、それぞれ手に石鹸を持って俺のそばにひざまずく。

　そして、その石鹸を泡立てて自身の身体に塗り始めた。

「私たちの身体でお洗いいたします、リュウ様」

「ああ、隅から隅までちゃんと洗え」

　女王たちを待たせているわけだが、このシチュエーションも魅力的だ。

　彼女たちには悪いかもしれないが、これはこれで堪能させてもらうとしよう。

「それでは、まず右腕から失礼致します」

　まずはセリアが、俺の横から身体を擦りつけてきた。

　俺の腕が柔らかな肌で、もみくちゃにされている。

　セリアの胸にある二つの膨らみが、形を変えている様子が感じられる。

「こちらも洗わせてもらいます」

　メリアもセリアと逆側から、石鹸でヌルヌルになっている身体をすり寄せてくる。

　左腕からも、ムニュムニュとした質感が感じられた。

　ふたり共、胸の谷間に腕を埋めるようにして洗っている。

「ご主人様、前のほうもお洗いしなければいけませんね」

　セリアはそう言い、泡だらけになった裸体で前へと回りこんできた。

「私も前を、洗って差し上げます」

　何故か毎回メリアが後手に回っているが、セリアと相性でも悪いんだろうか？

　……どうでもいいがな。

　ふたりは相変わらず一生懸命に身体を擦りつけてくる。

　しかし、俺が椅子に座っているせいか、少し洗いづらそうにしているように見える。

「少しは洗いやすいように立ってやる。一旦止めろ」

　俺はふたりに少し洗うのを止めさせて、立ち上がった。

「これでいいだろう、さあ始めろ」

「はい。ご主人様」

　俺の言葉どおり、また動き始める。

　少しすると上半身はだいたい洗い終わっていたようで、ふたりは下のほうへ少しずつ移動していく。

　そして、

「ここは丁寧に洗わさせていただきます」

　セリアは、ここまでの奉仕で半勃ちになっていた俺の肉棒を、その見事な巨乳に埋める。

「では、私はこちら側から」

　右のほうからセリア、左からはメリアの胸に、肉棒が挟まれる形になった。

　俺は自分から動いていないが、ふたりの胸は石鹸で濡れているので自然と肉棒が擦りあげられる状態だ。

　ふたりの豊かな双丘に挟まれた俺の肉棒は、亀頭の先だけを巨乳の外に出し、さらに大きく勃起していった。

「大きくなりましたね……やはりご主人様は立派です」

「これだけ太いと、たくさん精子を出してくれそうです」

　ふたりは、勃起した俺の肉棒に見惚れているようだ。

　その目は、完全に情欲に濡れている。

　やはりというべきか、ただの入浴では終わらなさそうだな。

「お前たちのご主人様は、この後も予定があるんだ。やりたいことがあるなら、さっさと始めたほうがいいぞ」

　あまり女王たちを待たせておくのも、悪いかもしれないからな。

　もちろん、俺がふたりの奉仕を楽しみにしているのもあるが。

「……了解しました、ご主人様」

「それでは、しごかせていただきます……」

　ふたりは乳房を両手で肉棒に押し付け、上下に動かし始める。

　四つの柔肉に包まれて、肉棒が四方から擦られる格好だ。

　胸を強く押し付けるほど自分たちも感じるのか、少しずつ肉棒を挟む圧力が高まっていく。

　だが、これだけだと俺は射精にまで至らない。

「んっ、あんっ……どうですか？　リュウ様……？」

「悪くはないんだが、物足りないような気がするな……」

「それでは……」

　そう言うと、メリアは肉棒に乳首が当たるように調節し始めた。

　セリアもそれに合わせて、同じようにする。

　ふたりとも女王の従者だけあって、空気を察するのは上手いのだろう。

「これは、なかなかいいな……」

　挟まれているだけでも気持ち良いのだが、時折乳首が当たることで良い具合に刺激が生まれる。

　強弱があるといっそう快感が増すな。

　立って固くなっている四つの乳首が、反り立っている肉棒を次々に刺激する。

「ひぅ……ふぅんっ、あぁんっ……！　ご主人様！」

「こ、これは……私たちも……ひぅん！」

　随分と早く、絶頂しそうな嬌声を上げているな。

　おそらく俺の身体を洗っている間も、ずっと発情していたんだろう。

「乳首が気持ち良すぎて……わたしは、そろそろ……」

「リュウ様……私も……」

　ふたりはどんどん絶頂に近づいているようで、パイズリが加速している。

　四つの乳房が肉棒を擦るたびに、ニュルニュルペチャペチャと水音が鳴った。

　それがふたりの嬌声と合わさって、俺を興奮させる。

　俺がＷパイズリを堪能していると、切羽詰まったような声が聞こえた。

「んんぁっ、くぅんっ！　リュウ様……もうダメです……」
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「あんっ、ご主人様……！　もう我慢できな……ああぁんっ！」

　ふたりはここで限界のようだな。

　俺もふたりに奉仕されて気持ちが昂ってきた。

　これならすぐにでも射精できそうだ。

「いいぞ、ふたりともイけっ！」

　俺がそう言うと、ふたりは痙攣させていた身体を一瞬、強張らせた。

　そして、

「ご主人様ぁ……イくぅ……イキます！　ああぁぁぁぁんっ！」

「私も……ふぁうんっ！　イクぅぅぅぅぅっ！」

　恍惚の表情を浮かべ、ビクンッビクンッと絶頂した。

　ふたりが絶頂した直後、俺も一気に射精する。

　胸の間から放たれた精液は、勢い良くふたりの顔を白く染めていった。

「はぅ……はぁ……せっかく洗ったのに……」

「……また綺麗にしなくてはいけませんね、リュウ様」

　そう言うふたりの目からは、まだ興奮が収まっていないことが読み取れた。

　女王たちを待たせることになるかもしれないが、もう少し風呂場で楽しむとしよう。
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　メリアとセリアのＷパイズリが終わった。

「……また洗わなくてはいけませんね、ご主人様」

　顔に出された精子を指で拭いながら、セリアは言う。

「いや、これくらいなら軽く流せば大丈夫だ」

　そう言って、ふたりの顔を見ながら続ける。

「それより、俺はまだ止めるつもりもないぞ」

　ここで洗ったところで、時間の無駄になるだけだ。

　言ってしまえば、綺麗にするだけなら魔法を使えばいいのだからな。

　それにしても、ボリュームのある乳房に挟まれるというのはいいものだった。

　だからもう少し、こいつらの相手をしてやるとしよう。

「なかなか、いい奉仕だったぞ。女王たちの前にふたりに褒美をやろう」

「……ご褒美ですか？」

　メリアが聞いてくる。

「そうだ、褒美だ」

　女王たちの前菜代わりと言ってはなんだが、いつでも楽しめるものは楽しんでおかないとな。

　早速、始めるとしよう。

「ふたりとも、そこに手をついて四つん這いになれ」

　俺は浴槽を指さす。

「はい……」

「ご主人様の、言われるとおりに……」

　メリアもセリアも、湯船の縁に手をつかせる格好にさせる。

　すると、四つん這いになったふたりの股間が、よく見えるようになった。

「リュウ様。先に私のほうから」

「いいえ、わたしから入れてください。ご主人様」

　ここまで来ると、ふたりとも何をされるのか分かっているようだ。

　俺がこの場所でやるご褒美といったら、これくらいしか思い浮かばないんだろう。

　まぁ、そのとおりだがな。

「それではメリアから入れるぞ」

　ふたりいるので最初にどちらを犯そうか迷ったが、相手を決めてその後ろに移動した。

　俺は待ち遠しそうにしているメリアへと先に、肉棒を挿入する。

「ふぅうんっ……！　入ってきます……」

　俺のご褒美に喜んでいるのか、メリアの膣はぎゅっぎゅっと肉棒を締め付けてくる。

「わたしにも……入れてください。ご主人様ぁ……」

　セリアも隣から振り向いて、肉棒をねだってくる。

　隣で挿入されているのを間近で見て、我慢できなくなっているのだろう。

　尻をフリフリと振っての浅ましい誘惑だ。

「そんなに我慢できないのか、セリア？」

「は、はい……頭がおかしくなってしまいそうです」

「仕方ないやつだな」

　そう言うと俺はメリアの中から肉棒を引き抜き、今度はセリアに勢いよく突き立てた。

　セリアはズルリと入ってきた肉棒の快感に、ビクンッと身体を震えさせる。

　彼女の膣は、メリアよりもさらに締め付けが強い。

　つい最近まで、男を知らなかったというのが大きいのかもな。

　だからと言ってメリアが劣っているというわけでもなく、むしろ肉棒をねっとりと包み込んでくるような肉感が堪らない。

「んっ……はぁあんっ！　いきなり……そんな一気にっ……！」

「どうした、お前が望んだご褒美だぞ？　もっと喜んだらどうだ？」

　セリアの一番奥まで入ったことを確認して、俺は高速でピストン運動を開始した。

「あん、ああぁんっ！　はやっ……ちょっと……ゆっくりしてくださいぃ……！」

　しかし、俺はパンパンとリズムよく後ろから腰を打ちつけ続ける。

　ここまできたら、ゆっくりと言われても聞くわけがないだろう？

　それに、これはふたりへの褒美だ。

　痛がっているならまだしも、悦んでいるのならばもっとしてやらないとな。

　そこで、こちら側に振り向きながら物欲しげにしているメリアの視線を感じる。

「どうした、メリア？　言いたいことがあれば遠慮なんてしなくていいんだぞ？」

「もっと、私もリュウ様に挿れてもらいたいです……！」

「ああ、分かった。いいだろう」

　俺は要望に答えるためセリアの蜜壺から肉棒を抜き、再びメリアの中に挿れていく。

「あああっ！　また、きましたぁ……」

　勝手にどんどん奥まで飲み込まれていくような感じで、メリアの中に肉棒が引き込まれる。

　流石はサキュバスの膣だな、自分から咥えこむとは。

「…………」

　肉棒を抜いてしまったことに対する不服を表すように、無言でセリアは視線を送ってくる。

　おいセリア、そんな目でこっちを見るなよ。

　俺の身体は一つしか無いんだから、同時にセックスできるわけがないだろう。

　それにしても最近このふたりとはあまりシていなかったからか、性欲が溜まっていたんだろう。

　今日は随分と肉棒に対して貪欲になっているように感じる。

「リュウ様……どうかされましたか？」

　メリアが俺に聞いてくる。

　少し考え事をしていたからか、動きが緩慢になっていたようだ。

　俺としたことが、セックス中にこんなことを言われようとは。

「いや、問題ない。少し考え事をしていただけだ。ここからが本番だ」

　張り切って褒美をやらないとな。

　俺は力いっぱい肉棒を突き入れる。

「ああぁあんっ！　奥ぅっ、リュウ様っ……！」

　メリアの膣はその力強いピストンを歓迎するように、肉棒を締め付ける。

　起伏に富んだ膣内の形と粘度の強い愛液でこれでもかと俺を刺激してきた。

　まさに、肉棒から精液を搾り取ろうとする動きだ。

「いいぞメリア、流石だな」

　俺がそう言うと、褒められて感じたのかさらにきゅっと締まる膣。

　肉棒の性感もかなり高まった。

「わ、わたしだってご主人様を気持ちよくできます！」

　そう言うと、今度は自分でお尻を割り裂いてトロトロの膣を見せつけるセリア。

　ふたりが肉棒を取り合って、エスカレートしてきたな。

　俺としては楽しめるから歓迎する。

　誘惑に応えるように、メリアから肉棒を抜いてセリアに挿入し直した。

　そして、すぐさまピストンを始める。

「ひぃぃ！　激しい、激しいですご主人様ぁ！」

「これくらいでギブアップするなよ？　したら、メリアに中出しするからな」

　その言葉に、セリアは頭を横に振る。

「い、嫌ぁ、わたしもご主人様の精液欲しいんです！」

「だったら、頑張って締めるんだな」

　そして、よりピストンを激しくする俺。

　パンパンという音が浴室に響きわたる。

「んあ、はぁ、リュウ様、私のほうもいつでも使っていただけますよ？」

　今度はメリアが自分の膣を広げて誘ってくる。

　ここから見ても、膣内がヒクヒクと動いていた。

　あれの中に入れたらとんでもなく気持ちいいというのが、想像する必要もなくわかるな。

　俺は、たまらずメリアのほうに肉棒を入れ替えた。

「ふう、やはり気持ちいいな」

　見た目どおり、グネグネと動く膣に迎え入れられた肉棒が今にも射精しそうになる。

「そう言っていただけると嬉しいです」

「だが、自分がサキュバスだからって簡単にセリアに勝てると思うなよ？」

　俺はメリアの奥に当たるように力強く肉棒を突く。

「ひゃうぅぅ！　そこは、だめですぅぅうう！」

　セリアよりは付き合いが長い分、弱点はいろいろと知っている。

　こうやってガンガン奥を突いてやるのも一つの弱点責めだ。

「足が震えているぞメリア、サキュバスなんてそんなものか？」

「だって、リュウ様のおちんちんがぁぁああ！　ひんっ、また奥……だめぇ！」

　足をガクガクにしながらも必死に耐えるメリア。

　サキュバスを手玉に取っていると思うと気分がいいな。

　俺はそのまま交互にふたりを犯し続ける。

　だが、あまり時間を掛けすぎるのもマズい。

　女王たちを待たせすぎるわけにもいかないしな。

　そのとき、ふたりへ交互に挿入していた肉棒が、膣内の変化を感じ取る。

　ちょうど、ふたりともそろそろ絶頂が近づいてきてしまっているみたいだ。

　とはいえ、どちらかにだけ中出しするわけにもいかないな。

　なら、最後にふたりにぶっかけてやろう。

「ふたり共、そろそろ出そうだ」

　俺の言葉に即座に反応するメリアとセリア。

「出してください……！　私たちにっ！」

「いっぱいご主人様の精液、わたしたちに下さいませっ！」

「よし、出すぞ、ふたりで並べ！」

　お互いの身体を押し付けるように並んで、ふたりは尻を突き出す。

　俺は肉棒を引きぬき、ふたりの背中に射精する。

「熱ぅ……んぅうう！　あ、ん……ひゃうぅぅぅぅぅぅんっ！」

「あうぅ、あああぁ！　イくぅぅぅぅぅんんんっ！」

　メリアとセリアは精液をかけられながら、絶頂している。

　ふたりの美女を精液濡れにするのは俺も気分がいい。

　しばらく身体を震わせ快感を味わっているようだったが、俺の射精が収まるのと同時にふたりは風呂場の床に息も絶え絶えな様子で倒れこんだ。

「は、ふぅん……やはり、リュウ様とのセックス……すごいです……」

「はぁはぅ……気持ちよかったです……ご主人様、ご褒美ありがとうございました……」

　それぞれ感謝の言葉を述べる。

　この状態でも礼儀を忘れないあたり、どっちも従者の鏡だな。

「じゃあ、俺は女王たちの元に行くとするか」

　足腰が立たなくなっているふたりを置いて、俺は次の場所に向かうのだった。

　さあ、女王たちはどんな風に俺を楽しませてくれるかな？
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　メリア、セリアをバックで犯した俺は、風呂場の脱衣所に戻ってきていた。

　ふたりを犯したときの汚れは、もちろん魔法で取り除いてある。

　魔法で汚れが取れるなら風呂に行く意味はあるのか？　と思うかもしれないが、風呂場だからこそ出来ることもあるからな。

　いわゆる、シチュエーションってやつだ。

　まあ、そんな話はどうでもいい。

　風呂でのことは、まだ前菜でしかない。

「……さて、それではメインディッシュといこうか」

　俺は脱衣所のドアノブに手をかける。

　服はそのまま着ていない。

　今着たとしても、すぐに脱いでしまうからな。

　そして、手をかけていたドアを勢い良く開ける。

　開け放たれたドアの向こう側でも、すでに裸になっていた四人の女王たちが待っていた。

「お兄ちゃん！　はやくシようよっ！」

「待ちくたびれてしまったぞ。我が王よ」

「今、すぐにでも犯して欲しいですわ……」

「来たか。それでは始めるのじゃ」

　部屋に入る前から、ユニス、エレナイラ、シズク、オリヴィアからそれぞれ、待ちわびていたような言葉を投げかけられる。

　確かに風呂に長居してせいで、少し待たせたかもしれない。

　こいつらも、これから始まるであろうハーレムセックスを楽しみにしていたんだろう。

「待たせたな。始めるとしようか」

　そのぶん満足させるまで、しっかり付き合ってやるとしよう。

　もちろん俺も十分に、満足するまでな。

「しかし、四人も同時に相手をするのは少し大変か……。そうだな……ふたりずつで相手するとしようか」

「どのように組み分けますの？」

　シズクが聞いてくる。

「まずは、シズクとオリヴィアからだ」

「わかりましたわ」

「それは嬉しいのう」

　シズクとオリヴィアに話しかけていると、

「なんで。あたしたちからじゃないのー？」

　ユニスの声が飛んできた。

「待っていれば待っている分だけ、もらえたときの反動も大きくなるもんだろう。少しの我慢だ」

　とはいえ、言い訳がましいかもしれない。

　まあ、四人同時に相手をして女体に埋もれる感覚も、悪くはないけどな。

　今回は全員を、しっかり味わいたいんだ。

「んー……わかった」

「エレナイラもいいな？」

「もちろんだ」

　さて、それでは最初はシズクとオリヴィアからだな。

「……余はまた……犬のような格好をするのか？」

　言いつつも、どことなく期待しているような目で、オリヴィアが聞いてくる。

　そういえば、こいつには犬耳と尻尾をつけさせたプレイをしたな。

　普通のセックスでは満足できなくなったオリヴィアは、犬プレイにハマったのかもしれない。

　しかし、それに付き合う必要もない。

「いや、今日は耳も尻尾もなしだ」

「な、何故じゃ？」

「飽きたからな」

　いつもあんなプレイをしていたら、逆に刺激がなくなる。

　たまにするからこそ、いつもと違う良さが分かるというものだからな。

「うむ……そうか」

「そういうことだ。別のお前自身に飽きたわけではないんだ、気にするな」

　残念そうなオリヴィアだが、俺がフォローを入れると納得したように頷く。

「まだですの？　早くわたくしを犯してくださいませ！」

　話してばかりで耐えられなくなったのか、横からシズクが割り込んでくる。

　それにしても、この言動は面白い。

　最初に会ったときと比べて、随分と立派な痴女になったものだ。

　俺のハーレムのメンバーとして、相応になってきたな。

「そうだな、前置きが長くなった」

　ここからは無駄話はやめて、せっかくの女王たちの身体を楽しむとしよう。

「ふたり共、こっちに来い」

　既に裸なので、歩くだけでも豊かな胸が弾んでいて眼福だ。

「一番最初はシズクだ、俺の上に乗れ」

　俺はそう言って、巨大なベッドに横になる。

　五人一度にだって寝られそうだが、自由にセックスするなら三人くらいが限度だろう。

「はい、喜んで！」

　やっとセックスできると、嬉しそうに俺にまたがるシズク。

　それだけを見ると年相応の可愛らしさがあるが、それもここまでだ。

「では、さっそくおちんちんをいただきますわ」

　そう言うと肉棒を手に取って、流れるような動作で、躊躇なく自分の膣に挿入するシズク。

　見た目は清楚でも、中身は真正のド変態だ。

「んはぁ、久しぶりのおちんちん凄いですっ！　わたくし、もうおかしくなってしまいそうです！」

「おいおい、まだ入れたばかりだろう？」

　そう言う俺に、オリヴィアが身体を寄せてきた。

「仕方なかろう、久しぶりのセックスなんじゃからな」

「オリヴィアもそうなのか？」

　俺は手て慰なぐさみに、彼女の乳房を揉みながら聞く。

　相変わらず揉み応えのある胸だ。

「そうじゃよ、余も主に入れてもらいたくて、濡らしておるのじゃ」

「シズクが終わったら、たっぷり可愛がってやるさ」

　オリヴィアと話している間もシズクは大胆に腰を振っている。

「あひっ、んっ、んん！」

　その表情は興奮して蕩けきっていて、普段と同じ人物とは思えない。

　だが、今のシズクはこれが本性だ。

　巫女として秘宝を守っていたときの、お淑しとやかさはない。

「なかなか上手くなったな、頑張ればもう少しで射精してやるぞ」

　俺がそう言うと、シズクの目が輝く。

「本当ですか、やっとリュウ様の精液をいただけるんですね!?」

「ああ、だからもっと腰を振れ」

「はい！　リュウ様を気持ち良くして、たくさん射精していただきます！」

　ズンズンと体重をかけるようにピストンをするおかげで、肉棒が子宮まで容易に届いている。

　しかし、それが良いらしい。シズクはさらに自分から、押し当てるようにグリグリと腰を動かした。

「くっ、刺激が……」

　俺もシズクの大胆な腰振りで快感を得て、興奮を高めていく。

「ふぁっ、ふぃぃぃ！　おちんちんが奥に当たってぇ、イキそうですのぉ！」

「当ててるのはお前だろ。だが、俺も……」

　限界に近づいてきた俺は、自分からも腰を動かし始める。

「あひゃあ！　下からおちんちんに、ズンズン突かれてるんですのぉぉぉ！」

　それが引き金になったのか、シズクの膣内が肉棒から精液を絞り出そうと締まる。

「まだだ、あと少し……」

　俺も射精までの、強烈なラストスパートをかける。

「ひぃぃぃ！　イって、イってますのぉ！　おちんちんに突かれてイキまくってりゅぅぅぅ!!」

「出すぞ、シズク！」

「はひぃ！　リュウ様の精液、なかにくらひゃいっ!!」

　俺は我慢していた性感を開放して、射精した。

「なかに、なかに熱いのが入ってきますのぉ！　イク、またイクゥゥゥ！」

　シズクも絶頂してビクビクと震える。

　俺はその身体を支えて、ベッドに横たえた。

「さあ、次は余じゃな」

　振り返ると、オリヴィアが待ち構えていた。

「待たされた分、たっぷり可愛がって欲しいのぉ」

　初対面で偉そうに俺を見下していたエルフの聖女が、媚びを売るような目で俺を見つめている。

　こっちも気分がいいな。

「よし、オリヴィアは横向きでベッドに寝ろ」

「……こうかの？」

「そうだ、そして俺がこうする」

　横になっているオリヴィアの片足を持ち上げて、肩に担ぐ。

　こうすると女の膣が丸見えだ。

「この体勢で犯すと、いつもと違う快感が得られるからな」

　そう言うなり、俺は勃起の収まらない肉棒をオリヴィアの膣に突き刺した。

「んぎっ！　いきなりちんぽが奥まで入ってきたのじゃ！」

「これは、いつもと中の様子が違ってけっこう……」

「あぅ、ちんぽも……いつもと違う？」

　そう、正常位や後背位の姿勢から九十度回転した状態の挿入なので、普段は感じられない方向の快感も得られるのが特徴だ。

「あふんっ！　それに、いつもより深いぃ!?」

　足同士が組み合うような形になるこの体勢は、肉棒を奥へ届かせる挿入にも役立つ。

　オリヴィアもそうだが、腰を振っている俺もかなり気持ちいい。

　パンパンと腰を打ちつけるたびに、ブルンと揺れる乳房も魅力的だ。

「どうだ、オリヴィア。新しい体位も良いものだろう？」

「き、気持ちよすぎて何も考えられなくなりそうじゃあ！」

　膣内もオリヴィアの言葉と同じなのか、痙攣してランダムに肉棒を責めてくる。

　この膣を相手にするのはキツイな。別の手も考えよう。

　そこで俺は、目の前で揺れるオリヴィアの巨乳に視線を留めた。

「そうだな、ここも責められると気持ちいいんだろう？」

　手を伸ばしてオリヴィアの乳房に触れる。

「あんっ、ふ、胸も弄られて、感じてしまうぅ！」

　手に余るほどの大きな胸を堪能する。

　そして、乳房の頂点にある乳首もコリコリと指で挟むようにして責める。

「ひんっ！　これは、もう無理じゃあ！　イってしまうぅ！」

「仕方のないやつだ。ならばせめて、俺も一緒にイカせてみろ」

　俺は腰を激しく動かして快楽を得る。

　オリヴィアにお構いなしで自分勝手に動いたので、その分、性感が高まるのは早い。

　しかし、やられたオリヴィアのほうはたまらないだろうな。

「あっ、あっ、イクッ！　ちんぽ突かれてイクのじゃあ!!」

「俺も出すぞ、中にぶちまけてやるからな！」

　俺は最後に、オリヴィアがズリ上がるほどの力で膣内に肉棒を突き込む。

　そして、子宮に亀頭を擦りつけるようにして射精した。

「ひぐぅ、ビュクビュクって精液が子宮にぃ！　イクのじゃ、イクイクイックゥゥゥ！」

　最後まで精液をオリヴィアに注ぎ込んだ俺は、荒い息をついて起き上がる。

　さぁ、これで半分。まだふたり残っているな。

　女王たちとのハーレムセックスは、まだ折り返し地点を過ぎたばかりだった。
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　だらんと脱力するシズクとオリヴィアを横目に、俺は残るふたりへと向き直る。

「待たせたな、ユニスにエレナイラ。今度はお前たちの番だぞ……って、おい」

　ベッドから降りて振り返ると、そこにはすでにエレナイラを犯しているユニスがいた。

　どうやら、待ちきれなくて先に始めてしまったらしい。

　ユニスの股間にはすでにおなじみの肉棒が生えていて、それが何とエレナイラの肛門に突き刺さっていた。

「んはぁっ！　これ、凄いよ！　シズクのとどっちが気持ちいいかな？」

「そんなこと、我に聞くなぁ、うひぃぃぃ！」

　かなり盛り上がっているらしい。

　このままふたりのセックスを見るのも楽しいかもしれないが、今はここにいる全員を一通り犯さないと気が済まない。

　この場合に乱入するなら、ユニスを挟むか、エレナイラを挟むかの二つの手段がある。

　そして、俺が今回選ぶのは後者だ。

「邪魔するぞ、ふたり共」

　俺は素早く近づいて、尻からユニスに犯されているエレナイラの、前側に立つ。

「あっ、お兄ちゃん！　ふたりはもう、のびちゃった？」

「わ、我が王!?　これは、ユニスが襲ってきて不覚にも……」

　突然目の前に俺が現れて、それぞれ違った反応をするふたり。

　何でもないように振る舞うユニスと、慌てて弁明するエレナイラ。

　それぞれの性格が出ているな。

「ああ、ふたりはベッドで横になってる。それに、ユニスはこういうことに関しては、普段以上の実力を出すからな、気にするな」

　仮にも剣の秘宝の使い手であるエレナイラを襲って、セックスに持ち込むとはな。

　不意を突いたとはいえ、ユニスも一応女王の一角ということか。

　普段はそんな雰囲気を見せないから、つい忘れてしまうが。

「俺のいない間に随分、楽しんでいるみたいじゃないか」

「あはは、待ちきれなくって。でも、エレナイラのお尻もなかなか気持ちいいんだよ？　擦るときゅうきゅう締めつけてきて」

　ユニスが腰を振ると、すぐさまエレナイラが反応する。

「ひぎっ！　や、止めろユニス。我が王の前で、ぐぅ！」

「あっ、これ腰が止まらないよぉ！」

　気持ちよさそうに腰を振るユニスと、それにやられっぱなしのエレナイラ。

　しかし、ユニスが自分の快感を優先しているためなのか、犯されているほうにも少し余裕が見える。

「後で……ただではおかないぞ、んふぅ！」

「うー、怖っ。でも、今はお尻突かれて、アンアン言っちゃってるよね」

　ユニスが挑発するように言う。

　それに顔を真っ赤にしたエレナイラが言い返した。

「だ、黙れ！　この変態女が！」

　一応はエレナイラも抜け出そうとしているようだが、ユニスに与えられる快感で力が入りにくくなっているらしい。

　これなら、俺でも好き勝手にできそうだ。

「まあ、そう怒るなエレナイラ。代わりと言ってはなんだが、俺も犯してやろう」

　そう言って彼女に近づき、肉棒を見せつける。

「まっ、今は待ってくれ王！　後ろからもユニスに犯されているんだ！」

　いつもだと喜んで肉棒を咥えるんだが、それほどマズいと思っているのか。

　なら、余計に試したくなるな。

「残念だったな、すでに決めたことだ。ユニス、手伝え」

「ふふふ、わかった！」

　生来悪戯好きのユニスは、俺の話に簡単に乗った。

「本当に待ってくれ、王！　今入れられたら我は……！」

「さあ、どうなるんだろうな。見せてくれないか？」

「……っ！」

　ユニスがエレナイラの手を拘束して、抵抗できないようにする。

　俺は彼女の腰を抱えて持ち上げ、膣に肉棒を挿入した。

「くっ、ぁぁああ！」

　初めての二穴挿入に苦悶の声をあげるエレナイラ。

「心配するな、すぐに喘ぎ声に変えてやるよ。いくぞ、ユニス？」

「うん！」

　俺たちはタイミングを合わせてエレナイラを突き上げる。

「おっ、ほぉぉぉおおお!?」

　どうやら、最初の一突きで苦しさは快感に変わったようだ。

「すごい顔してるぞ、エレナイラ。前にいるのが俺で良かったな？」

「ひぃ、ひぃ、リュウさまぁ……」

　完全に快感に堕ちたことでユニスの拘束も解かれ、両手で俺にしがみ付いてくるエレナイラ。

　すがるように俺を見る彼女の表情に背筋がゾクゾクした。

「いいぞ、もっと見せてくれ」

　そう言うと再び腰を振り始める俺。

　当然のように、ユニスもそれに合わせてくる。

「あぎぃぃぃ！　お尻とおまんこに、ちんぽがぁ！　中が潰されるぅぅぅ！」

　エレナイラの嬌声をＢＧＭに腰を振っていると、ユニスのモノが肉壁越しに動いているのがわかる。

　ユニスのもなかなか大きなモノだから、エレナイラにとっては相当な圧迫感だろう。

　だが、それを補って余りある快感が彼女を支配している。

「両方犯されて、らめぇイクゥ！　凄いのきちゃうのぉぉぉ！」

「イって見せてくれ、盛大にな」

　ピストンを加速させる俺とユニス。

　大量に漏れ出た愛液が足元にシミを作りつつある状況で、エレナイラの中が一際大きく痙攣する。

「イク、イクイクゥ！　おまんことお尻でイってしまうぅぅぅ！」

「ううっ、締まるぅうっ……」

　絶頂によって尻の穴のほうも締まったのか、ユニスが気持ちよさそうな顔をする。

「まだ休んでられないぞ。今度は俺たちが精液をかけてやるんだからな」

「う、うん」

　絶頂痙攣に耐えてまたピストンを再開した俺たちに、エレナイラが訴える。

「お、王、これ以上は壊れてしまいます……」

　そう言われるが、俺たちのほうはまだ満足していない。

　だから俺もユニスも、その願いを受け流してピストンを続けた。

「ぅぅう！　お、王！　リュウさまぁ！」
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　返事の代わりに子宮を突き上げてやると、すぐに嬌声に変わる。

「んっ、はぁはぁ、お兄ちゃん、あたしもう限界……」

　今度はユニスがそう訴えてきた。

「あぁ、そうだな。俺もそろそろだ。最後に思いっきり突いてエレナイラに精液を注ぎ込むからな」

「うん、わかった！」

　俺たちは最後にタイミングを合わせて、一気にエレナイラの奥まで肉棒を突き込み、射精した。

「あひぃぃぃ！　あ、熱いのでお腹がぁぁぁあああ！」

　ふたり分の射精を受けたエレナイラがビクビクと震える。

「あっ、イク！　イグイグ、イッグゥゥゥ!!」

　子宮とお尻に大量の射精を受けた彼女は、精液の熱さに耐えかねたのか絶頂した。

　俺はエレナイラの絶頂が治まるまで待ち、その身体をさっきのふたりと同じようにベッドに横たえる。

「……うぅ、お、王……」

「しばらくそこで休んでいろ」

　俺はエレナイラにそう言って、最後のひとりであるユニスに向き直る。

「ようやくあたしの番だね、お兄ちゃん」

　今、目の前でエレナイラが酷い痴態を晒しているというのに、流石だな。

　迷いが一片も見当たらない。

「ユニスはどうして欲しいんだ？　要望があるなら聞いても良いぞ」

「本当？　やった！」

　素直に嬉しそうにするユニス。

　まあ、ユニスらしいし、こういうところも嫌いじゃない。

「じゃあ、前からが良いかな〜」

「ほう、俺に主導権を渡すのか。どうなっても知らんぞ？」

「あはは、どうせならメチャクチャにされるのも良いかも」

　そんなことを言ってのけるユニス。

　なら、お望みどおりにしてやろうか。

「ベッドは……いっぱいだな、そこの机の上に横になれ」

「はいはい、よいしょっ！　さあ、来てお兄ちゃん」

　俺に言われたとおりに横になり、大胆に誘うユニス。

　開いた足の間では、既に愛液に濡れた膣がヒクヒクと蠢いている。

　しかし、さっきまでエレナイラの尻穴を犯していた肉棒は、影も形もない。

　どうやらすでに消したらしい。完璧に美しい女性器だった。

「さて、始めるとするか」

　俺はユニスの前に立ち、その開いた膣口に肉棒を添える。

　そして、そのまま腰を突き出した。

「くはぁ！　やっぱりお兄ちゃんのは大きいな〜」

　興奮で頬を赤く染めながらも、まだ余裕がありそうなユニス。

　俺はここから彼女を快楽の谷に突き落とすため、腰をリズム良く振り始めた。

「んひっ、腰がパンパンって鳴っちゃってる！　すごくエロいねっ」

　俺はユニスの足を持ち上げるようにしてＭ字に広げ、腰を打ちつけている。

　だから、ちょうど俺の腰とユニスの尻が当たって、乾いた音が響いているわけだ。

「んっ、はぁっ、んん！　すごい、すごいよぉっ！　お兄ちゃんのちんぽが、子宮ガンガンついてるよぉ！」

　気合いを入れてピストンしていくと、段々とユニスから余裕がなくなってきた。

　膣内も激しく蠢いて、どれだけユニスが感じているのかがわかる。

　今まで焦らされていたから、相当溜まっていたんだろう。

「やだ、もっとお兄ちゃんのを感じたいのに……もうイっちゃいそう！」

　早くも限界を伝えてくるユニス。

　俺はそれを聞いて、くっと顔を歪める。

「いいぞ、イキまくって見せろ。俺は最後まで手を緩めないからな」

「あんっ、待ってお兄ちゃん！　今激しくされたら……あっ、ああああ！」

　ユニスがビクンと大きく震える。

　軽く一回イったようだ。

「その調子だユニス。どんどんイケ」

　きゅっと締め付ける膣内を掘削するようなピストンで責め立てる。

　もちろん、俺にも快感が襲ってくるが気にしない。

　今は、ユニスを犯すことだけを考えている。

「俺のモノに媚びるように締め付けてきて、恥ずかしくないのか？」

「だ、だって、お兄ちゃんのちんぽに突かれたら耐えられないよぉ！　あぎっ、またイクゥ！」

　顔をくしゃくしゃに歪めながら絶頂するユニス。

　それに興奮した俺も、次第に性感が高まってくる。

「そろそろ俺も出そうだ。どこに欲しい？」

「子宮にちょうだい！　お兄ちゃんの精液を一番奥で感じたいの！」

　即答するユニス。

「いいだろう、それまで失神するなよ？」

　俺は絶頂に向かってひたすら腰を振る。

　自分本位の動きだったが、それでも今のユニスには十分すぎる快感を与えたようだった。

「あっ、ぉおおっ！　無理、イグ、イグイグゥゥゥ！」

　俺の腰振りに合わせてユニスがイキまくる。

　そのたびに膣内が締まって、俺にも限界がやってきた。

「出すぞ、ユニス」

「あぅ！　きて、きてきてぇ！　子宮に精液、注ぎ込んでぇぇぇえええ!!」

　俺は最後の一突きを、ユニスの子宮を押し潰そうとするかのような勢いで打ち込み、射精した。

　ビュクッ、ビュビュルルルル！

「ひっ、ぉおほぉぉぉ!!」

　見ると、ユニスが白目を向きながらイっている。

　俺はそれを見て満足し、肉棒を抜いた。

　そして、ユニスもまたベッドに運んで横たえる。

　目の前には死屍累々といった感じで女王たちが並んでおり、誰もが秘部から中出しされた精液を逆流させている。

「ふぅ、ここまですればしばらくは大丈夫か」

　全員幸せそうな顔で横になっているので、満足したようだ。

　俺は近くの椅子に腰を下ろし、しばらく乱交の余韻を楽しむのだった。
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　女王四人の相手を終えた俺は、その後始末を、回復していたセリアとメリアに任せて部屋に帰ることにする。

　案内がいないので少し迷ってしまったが、何とか自室にたどり着くことができた。

「ふう、四人同時に相手をするのも、女王相手だと疲れるな」

　魅力的な女王たちが相手だと、いつもより体力を余計に消耗してしまう。

　気だるいまま自室の扉を開き、部屋に入ったところで思わず足を止める。

「お前、なんでまだここに居るんだ？」

「あら、逆に聞くけど、居ちゃいけないのかしら？」

　俺の部屋に、なんとまだアイシャが居座っていたのだ。

　彼女は椅子に座って、優雅にお茶を飲んでいる。

「いや、別に好きにすればいい。だが、あれからずっとここに居たのか？」

　俺が出て行ってから、数時間は経っていると思うんだが。

「そうよ。ところで、女王たちとは随分楽しんだみたいね」

　ああ、これはもしかして妬いてるのか？

　部屋を出る前に、多少はフォローを入れたつもりだったがな。

　見ると、アイシャは俺をじっと見ている。

　一見無表情だが、よく見ると怒ってるな。

「……そう怒らないでくれよ。女王たちだって、発情させたまま放っておけるわけないだろう？」

「それは理解できるわ。同じ女としてもね」

　そう言うアイシャだが、あまり機嫌は良くなさそうだ。

　理性と感情は別ということだろうか。

「仕方ないな」

　俺はアイシャに近づき、その手を取って立たせる。

「なにを……きゃっ！」

　そのまま、ベッドに押し倒した。

「ちょ、ちょっとリュウ！　何をするの!?」

　慌てるアイシャにそのまま覆い被さる。

「そのまま仏頂面を続けられるくらいなら、俺が喘がせたほうがいいと思ってな」

　その言葉に顔を赤くするアイシャ。

「ズルいわ、そんなことを言うなんて」

「だが、嫌がってはいないみたいだな」

　押し倒した瞬間こそ抵抗していたものの、俺の言葉を聞いてからはじっとしている。

　口ではいろいろと言ってくるが、心の底では悪くないと思っている証拠だ。

「だって、リュウとセックスできることが、悪いことなわけないじゃない。だから、ズルいって言ったのよ」

　そう言うと、俺の腕を掴んでいた手から力を抜く。

　俺はアイシャが抵抗しないことを確認すると、腹を脱がそうとする。

「待って、服ぐらい自分で脱げるわ」

　だが、アイシャはそう言って起き上がろうとする。

　それを俺は、再度押し倒した。

「女を一から脱がせるのも男の興奮する要素なんだ。大人しく寝ていろ」

　そう言って押しとどめると、改めて服を一枚一枚脱がしていった。

「リュウがそう言うなら」

　アイシャは大人しく、俺にされるがままになった。

　もともと、有って無いような過激な衣装だが、それでも着衣と全裸では段違いだ。

　ゆっくりと衣装をずらしていくと、アイシャの大きな乳房が姿を現す。

　この大きさだと、まるでメロンの皮だけを剥いているみたいだな。

「そんなに見ないでちょうだい……」

「なんだ、恥ずかしいのか？」

　アイシャが、こんなことで恥ずかしがる訳はないと思うが……。

　すると、身体をムズムズと動かして恥ずかしそうに言う。

「リュウに見られているだけで、乳首が勃ってしまいそうなのよ」

「お前は……まったく」

　やっぱり淫乱だな。

　それも、最近はより度合いが酷くなってる気もするな。

「……こうすればもっと硬くなるだろう？」

　俺は、露出した乳首を舐める。

「ん、あぅ……こんな、すぐに硬くなってしまうわっ」

　悩ましい声をあげるアイシャ。

　そうだ、こっちのほうがお前らしい。

「はぁはぁ、リュウのほうも準備しないといけないわね」

　俺が乳首を愛撫していると、アイシャが起き上がる。

　そして、あぐらをかく俺の股間に頭を沈めた。

「服の上からでも硬くなってるのがわかるわ。すぐに楽にしてあげる」

　そう言うとアイシャは俺の服を素早く脱がし、あらわになった肉棒にキスをする。

「ちゅ、れろれろ……どんどん大きくなってくるわね」

　アイシャの美しい裸を見て、すでに半勃ち状態だったそれが完全に勃起していく。

　激しさのないソフトフェラだが、アイシャがやってくれると十分に興奮するな。

　この世界で一番始めから俺の相手をしてくれているという、安心感もあるんだろう。

　彼女の前では、他の女を相手にするときよりもリラックス出来ている気がする。

「そこまででいい。四つん這いになって、俺に尻を向けろ」

「後ろからしてくれるのね、嬉しいわ。獣みたいに激しくされちゃうのかしら？」

「すぐにその口から、喘ぎ声しか聞こえないようにしてやるさ」

　俺は勃起した肉棒を膣口に添え、腰を突き出した。

「あん、うくぅ！　大きいのが入ってきて……ああん！」

　肉棒の挿入に即座に反応するアイシャ。

　肉棒は、膣が自分から飲み込んだかのような勢いで滑らかに挿入されていった。

　しかし、いったん中に入ると逃さないとばかりに締め付けてくる。

「いいぞ、さすがアイシャだな」

「はぁ、んん、気持ちいいかしら？」

「ああ、俺のモノにぴったりと密着してる。こうしているだけでも、そのうちイケるかもな」

　実際、俺が動かなくてもアイシャの膣内が、肉棒を扱しごくするかのように動いてくる。

　なので、腰を振らなくても断続的な刺激で確実に射精へと向かっているんだ。

「でも、こんなの生殺しだわ……」

　俺は十分気持ち良くても、アイシャにとっては不満だろう。

「……お願いよ、腰を振って……リュウのおちんちんで私をイカせてっ！」

　しばらく黙っていると、とうとうおねだりをしてきた。

　荒く息をして、早くも限界そうだ。

「なら、お望みどおりしてやるよ」

　俺はアイシャの願いを聞いて、腰を振り始めた。

　ただし、始めから力強くだ。

　奥まで届くように、アイシャの尻に密着するまで腰を打ち込む。

「あっ、ひんっ！　こんなの、最初から強過ぎるわ！」

「俺はお願いどおりにしてるだけだぞ。アイシャも遠慮せず、イキまくればいいじゃないか」

「だって、いきなりなんて……あんっ、気持ち良過ぎよ！　このままだと私、壊れちゃう！」

「壊れたら直してやるよ。だから、安心してイケ！」

　俺はアイシャをイカせるために、さらにピストンの速度を上げた。

　激しい責めにアイシャの身体がビクビクと震える。

「ダメ、もう無理だわ、イクイク、イっちゃうぅぅぅぅ！」

　俺は絶頂の気配を感じると、最後に子宮へ向かう角度で肉棒を打ちつけ、トドメを刺した。

「イク、リュウのおちんちんでイックゥゥゥウウウ!!」

　アイシャは、全身を震わせて気持ちよさそうに絶頂した。

「はぁはぁ、す、凄かったわ。気絶しちゃうかと思った……」

　姿勢を維持しきれずに崩れ落ちるアイシャ。
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　しかし、腰だけは俺が保持しているので、尻が持ち上がったままだ。

「アイシャ、まだ俺は終わってないんだがな」

　そう言うと、ビクリと震えるアイシャ。

「す、少し待ってちょうだい。まだ力が入らな……ひぃ！」

　俺は彼女の言葉が終わらないうちから、再び腰を動かし始めた。

「今度は俺が楽しませてもらう番だよな？」

　アイシャのことは考えない、自分勝手な動き。

　ガツガツと乱暴に腰を打ちつけて、膣内の感触を楽しむ。

　特にアイシャは俺と相性がいい。

　適当に動いているだけでも、向こうから肉棒を刺激してくれるのでたまらない。

「あっ、あっ、腰の感覚がなくなっちゃう！」

　もう、俺が支えていなければ腰も潰れてしまっているだろう。

　そのままピストンしていると、射精感が急激に高まってくる。

「そろそろ出るぞアイシャ」

「んん、はぁっ！　きて、リュウの精子、私の中にちょうだい！」

「ああ、満タンになるまで出してやるからな！」

　もう絶頂が抑え切れなくなったところで、アイシャに覆い被さる。

　そして、今まで手付かずだったクリトリスに指を伸ばした。

　触れた瞬間、腰の感覚がなくなったと言っていたアイシャの身体が、びくんと跳ね上がる。

「あっ、ああああ！　イク、イグゥゥ!!」

「うぅ！」

　膣内がキツく締まり、肉棒を激しく刺激する。

　それに耐えられず、俺は射精した。

　ビュウッ！　ビュービュルルルル！

　宣言どおり、大量の精液が子宮を満たしていく。

「はぁ、はぁ、これで満足したか、アイシャ？……アイシャ？」

　返事がないので覗き込んでみると、なんと気絶していた。

「……仕方ないな」

　このまま放っておくと風邪を引いてしまいそうなので、布団をかけてやる。

　そして俺はアイシャが起きたときのために、飲み物でも用意してやろうと準備に取りかかるのだった。
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　俺たちがしばしの休息を取っている間に、天空都市に関する情報が集まってきた。

　そのなかには、宙に浮いた天空都市らしきものを発見したという内容のものもある。

　しかし、肝心の都市に繋がるゲートのある場所がはっきりしない。

「もうしばらく時間がかかるかな？」

　俺は自室で、集まった資料を見ながらそうつぶやく。

　それにしても、地上の女王たちをすべて支配したというのに、天空都市の女王である天女が動く気配はない。

　普通、自分と同じ女王が次々に倒されたなら、何かしらの行動を起こすと思うんだがな。

「慎重な性格なのか、傲慢な性格なのか。はたまた、地上のことなど無関心なのか……どうにも図りかねる」

　人の出入りが少ないから情報も集まらないし、アイシャも天空都市の詳細は知らないという。

　計画自体は以前の考えでよいと思うが、まったく分からないのでは突入しづらいな。

　全員で突入して罠にハマりましたなんて、冗談じゃない、何とか詳しい情報が欲しいが……。

「情報待ちというのが歯がゆいな」

　今までは順調に進んでいただけに、ここで足止めを食らうと調子が狂う。

「……気晴らしに魔法の練習でもするか」

　そう言って部屋を出ようとしたところで、先に扉が開いた。

「主、失礼する！」

「うおっ!?」

　ノックもせずに入って来たので、避け切れずにぶつかってしまう。

　なんとか倒れずにすんだが、危ないところだったな。

　そこへさらに、もうひとり追加で入って来た。

「おい、レオナ！　そんなに急ぐな……あぁ、言わんこっちゃない」

　後から来たのはヤリーナだ。

　まあ、玉突き事故にはならずにすんだな。

　俺は乱れた服装を正し、ふたりを部屋に入れる。

「レオナ、何をそんなに急いでいたんだ？」

　落ち着けるように椅子を出してやってから、話を振る。

「ああ、実は天空都市に繋がるゲートの情報が手に入ったんだ」

「ほう、それはいい。待ちわびていたところだ」

　実際、気分転換で外出しようとしていた訳だしな。

「それで、どこにあるんだ？」

　その問いに今度は、ヤリーナが答える。

「この大陸の端だよ。だから、連絡が遅れちまったんだ」

「大陸の端か……」

「ああ、巫女の国のある方角とはちょうど逆だね。リュウさまのように気軽にワープを使える人間は、部下にはいないからさ」

「それもそうだな、仕方ないか」

　いつも使っているので忘れそうだが、ワープは簡単に出来るものではなかったな。

「だとすると、この報告でもかなり早いことになるか。かなり距離はあるだろう」

「文字どおり人海戦術で行ったからね。物理的にも魔法的にも、捜索から逃れる方法はないよ」

　大陸中に動員をかけたからな、見つからないほうがおかしい。

　しかし、場所が見つかったなら、さっそく動くまでだ。

「早めに行動に移りたい。天空都市を攻略する部隊の準備はどうだ？」

「魔族軍、騎士隊共に準備は始めている。ただ、人数が多いので出撃は早くても明日の朝になりそうだ」

　俺の問いにレオナが答える。

　全部で千人近くいるから、仕方ないか。

「なら、俺たちはそのゲートにさっそく向かおう。先に確保しておいたほうが、スムーズに事が運ぶだろう」

「わかった、主。人選はどうする？」

「そうだな……案内役のヤリーナと、護衛のエレナイラにオリヴィアでいいだろう。レオナは攻略部隊の指揮を任せるから準備しておけ」

「了解した。では、ふたりを呼んでくる」

　その後、俺は女王ふたりを加えた四人で、ゲートがあるという大陸の端へ向かった。

　ワープによってたどり着いたのは、侘わびしい田舎町だった。

「こんなところに天空都市へ繋がるゲートがあるのか？」

「ああ、そうだよ。町の外れにある教会だそうだ」

　エレナイラの疑問にヤリーナが答える。

　まあ、ここなら普通は見つからなそうだな。

　俺たちはヤリーナに案内されて進んでいく。

　やがて、目的の教会らしき場所に着いた。

「見た目は古いが、しっかりした造りなのじゃ。町の家々よりもよほど立派じゃのう」

　オリヴィアの言うとおり、さっき見た町並みからすれば不釣り合いな重厚さだ。

　俺は、三メートルはあろうかという大きな扉を開いて、その中に入ろうとする。

「お前たち、待て！」

　しかし、突然横から呼び止められた。

　見ると、修道服のようなものを着た女がふたり立っている。

「邪魔をするな、俺たちはこの教会に用があるんだ」

「ダメだ、ここは関係者以外は立ち入ることが許されていない」

「教会が立ち入り禁止？　事故でもあったのか」

「それは言えない。とにかく帰れ」

　女たちは頑として譲らない。

「……話にならないな。エレナイラ」

「承知した」

　俺の背後に控えていたエレナイラが飛び出し、即座にふたりを倒して縛り上げる。

　反撃する暇さえ与えない早業だ。

「守衛がいるとなると、ますます怪しい。入るぞ」

　俺は三人を引き連れて教会の中に入る。

「おい、誰かいるか!?」

　俺のその呼びかけで、奥から人が出てくる。同じく修道服を着た、シスターのようだった。

「あら、どちら様でしょうか？」

「俺は三み浦うら竜りゅう太た、リュウと呼ばれている。後ろは俺の連れだ」

　そう言うと、驚いた様子だった。

　この世界では、男が女を従えているなんていうのは、ほぼあり得ないからな。

「単刀直入に聞く。ここに天女の天空都市へ繋がるゲートがあるな？」

「……ええ、ございます」

　少し表情が険しくなったが、俺の言葉には素直に答えるシスター。

「外に見張りがいたと思うのですが、彼女たちは？」

「無事だ、捕縛はしてあるがな」

「そうですか。ゲートはありますが、天女様の許可がない方を通すことはできません。彼女たちを開放してお帰り下さい」

　穏やかな口調ではっきりと断るシスター。

　なかなかに肝が据わっているな。

「どう言われようと俺たちは天空都市に行く。ゲートに案内してもらおうか？」

　そう言いながら、シスターに近寄る。

「それとも、俺たちを実力で排除できるとでも？」

「四人がかりとはいえ、あのふたりを殺さず拘束できる方に勝てるとは思えません。しかし、私も拷問程度では口を割りませんよ？」

　毅然とした態度のまま続けるシスター。

「そして、自分の民を傷つけられたと知った天女様は、必ずあなた方を罰します。だから、今のうちに帰ることをお勧めするのです」

　なるほど、自分たちのトップに絶対の自信を持っているわけか。

　かなり信頼されているじゃないか、天女は。

　会うのが楽しみだ。

「ほう、必ず……ね」

「侵入できても、天空都市から逃げる術はありません」

「そのセリフ、そっくりそのまま返してやるよ」

「はい？」

　意味が分からないといった感じに眉を顰めるシスター。

「どうして俺たちがここに来られたと思う？　今まで隠しきれていた地上とのゲートへ」

「……それは、偶然では？」

　そう返すシスターに思わず笑ってしまう。

「ははは、何も知らないんだな！」

「何がおかしいのですか？」

「地上にある女王たちの国はすべて俺が支配した。残すは、天女の天空都市だけだ」

　その言葉にシスターが目を丸くする。

「バカな、あなたのような男に、女王たちが負けるはずがありません」

「ならば証拠を見せよう。俺の後ろにいるふたりは元・女帝と元・聖女だ」

　俺の言葉にふたりが前に出てくる。

「そんな、本当に？」

　彼女たちの常人ならざる威容に、シスターも真実だと悟ったようだ。

「これでわかっただろう？　もう天空都市にこそ、逃げ場はない」

「そうですか、地上の女王たちが……」

　うつむいたシスターだったが、すぐに顔を上げる。

「しかし、地上のすべてを支配しようとも、すべての空を支配する天女様に勝てるわけはありません。結果は同じです」

　俺の話を聞いて混乱するかとも思ったが、未だに主人の勝利を疑っていないようだ。

「そこまでいくと敬意すら湧くな。自分の民にここまで信頼されているとは」

　だが、相手が誰であろうと、やることは変わらない。

「なら、俺も見せてやるよ。地上を支配した力を」

　そう言うと、俺はいつものように魅了の魔法を起動させた。

　さあ、シスター。お前の忠誠心はどこまで持つかな？

　俺はこの後の展開に期待を寄せるのだった。
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　魔法の光が収まると、そこには目をとろんとさせたシスターがいた。

「シスター、調子はどうだ？」

　それに反応して俺を見ると、シスターが顔を赤くする。

「身体が、熱いです。何をしたんですか？」

「魅了をかけたんだよ。それも、強力なやつをな」

「く、そんなもの……」

　そう言って顔を背けようとするシスターだが、その目線は俺に釘づけだ。

　俺から目を離せていない。魅了チートが効果を発揮している証拠だな。

「無駄だ、俺の魅了を受けた相手はなんでも言うとおりにする」

　肉体と精神を鍛えた女騎士でもイチコロだ。

「だが、お前は天女に固い信仰と忠誠を誓っているみたいだからな。俺の力と天女への忠誠、どちらが重いか比べてみるのも面白いだろう？」

「なんて下劣な考え……これだから地上の人間は」

　俺が面白そうに言うと、シスターはそう吐き捨てる。

　さっきまでの丁寧な口調が崩れてきたな、こっちが本音なのか？

　まあいい、乗ってやろう。

「そうだな、これでお前が俺の言うとおりにしたら、その下劣な地上の人間に負けたことになるぞ。せいぜい頑張るんだな」

　俺はそこで、シスターの手を取って近くの机に押し倒す。

　そのときにも、彼女による抵抗はなかった。

　肉体は既に魅了チートに堕ちているな。

　後はシスターの精神だけだ。

「三人は守衛のふたりと外を見張っていてくれ、すぐに片付く」

　俺の言葉にそれぞれ頷き、出ていく彼女たち。

　これで集中できる。

「さあ、お前の忠誠を見せてくれよ？」

　俺は、シスターの服をめくり上げて下半身を露出させる。

　すると、見えた下着にはすでに染みがあった。

「もう濡れているぞ、溜まってたのか？」

「そんなことは……ひんっ！」

　下着の上から指でなぞってやると、嬌声を漏らすシスター。

　これは、思ったよりも陥落が早いかもしれないな。

「溜まっているなら、俺が解消してやろう」

　俺はさらに指の動きを強めていく。

「あん、あんっ！　こんなことで、天女様ぁっ！」

　敬愛する天女の名前を叫びながら耐えるシスター。

　だが、身体は正直だ。

　もう下着越しに指が濡れるほど、びっしょりと愛液を垂らしている。

「ダメ、こんなの気持ち良すぎます！」

　快感を抑え込むことはできていないようだ。

　指を動かすたびに身体を震わせている。

「天空都市に繋がるゲートはどこにある？」

「い、言いません！　私は絶対に……ああっ！」

　まだ心のほうは折れていないようだな。

　まあ、簡単に屈服されてもつまらないが。

　俺は次の段階として、シスターの下着を脱がした。

　たっぷりと愛液を吸った下着が股間から離れるときには、長い糸を引いていた。

　これだけでもかなり感じていることがわかる。

　普通なら、なりふり構わず挿入を強請ねだっている状態だ。

「さあ、指を入れていくぞ？」

　俺は人差し指を膣内に挿入していく。

　中はドロドロになっており、指を引くと愛液が掻きだせるほどだった。

「ひぃ！　な、中に入ってぇ！」

「そうだ。シスターの膣が欲しがっているのがわかるぞ、指に食いついて放さない」

　愛液が多すぎてバキューム状態になっているのか、指を抜こうとすると強烈な抵抗がある。

「どんどん弄っていくぞ」

　俺は指を使ってシスターの膣内を弄りまくる。

　膣肉を掻き分けるように挿入し、いろいろな場所を刺激する。

「ん、いぃ、あひぃぃ！」

　すると、反応の大きい場所を見つけた。

　今度はそこを重点的に、的をを絞って愛撫する。

「ふっ、うくぅ！　ダ、ダメ、私もう……！」

「おっと、危ない」

　俺は、シスターがちょうどイキそうなタイミングで指を引き抜く。

「はぁはぁ、な、何で？」

　寸止めされたシスターは、たまらないだろう。

　続きを懇願するような目で俺を見る。

「情報を言えば続けてやろう、ゲートはどこにある？」

「……っ！　言いません！」

「そうか、なら絶頂はお預けだな」

　俺はそう言いつつ、もう一度指を挿入する。

　そして、さっきの場所への愛撫を再開した。

「ひあぁ、うっ、ううぅぅ！」

　シスターが絶頂しそうになったら、またストップする。

　それを何度か繰り返すと、とうとうシスターが根を上げた。

「い、言いますぅ……ゲートのこと言いますからぁ！　イカせてください！」

　やぱり時間の問題だったか。

「なら、それに加えて、天女や天空都市のことも教えるならコレを入れてやるぞ？」

　俺はシスターの前に勃起した肉棒を出す。

「あ、ああ、そんなに大きいもので！」

　指であれだけ感じているのだから、肉棒で突けばどうなるか明白だ。

「ください、おちんちんください！　なんでも話します！」

　さっきの強気さが見る影もないな。

　だが、俺も興奮しているのでちょうどいい。

「よし、なら中に入れてやろう」

　俺は肉棒をドロドロの膣口にあてがい、一息に突き込んだ。

「……っぁああああ!!」

　その一撃でシスターは身体を痙攣させて絶頂する。

　膣肉がぎゅうぎゅうと肉棒を刺激するので、思わず精液が漏れてしまうかと思った。

「ひぃ、はぁ、おちんちん気持ち良すぎりゅうぅ！」

　穏やかだったシスターの顔が快楽に染まる。

　こういう服を着たまま犯す場合、特にシスターなんかは背徳感があっていい。

　忠誠を誓っていた天女を裏切らせたことで、きっと彼女の快感も高まっただろう。

「さあ、約束どおりゲートのことを教えてもらおうか？」

「はい……ゲートは祭壇の裏に魔法で隠されています」

「あの祭壇か、かなりデカいな」

　見ると、正面に大きな祭壇がある。

　あれで隠しているとなると、ゲートの大きさもそれ相応だろう。

　攻略部隊を通すことも、それほど苦もなくできそうだ。

「ゲートのことはわかった。次は都市と天女のことだ」

「リュウ様、教えたらまた激しくしてくれますか？」

「……いいだろう。気絶するまで犯してやる」

「っ！　分かりました、天空都市は……」

　俺はこうして、今まで少なかった天空都市の内部情報を手に入れた。

　より激しくしてもらいたいと思ったのか、聞いていないことまでいろいろと教えてくれたのだ。

　これで攻略が楽になりそうだ、情報はいくらあっても足りないからな。

「都市については良くわかった」

「でしたら！」

「ああ、思いっきり犯してやる。しっかり掴まっていないと放り出すぞ」

「はいっ！　あああっ、もっとぉおお……」

　シスターは俺の首に手を回し、足も腰へ絡みつける。

　俺はシスターが掴まったのを確認すると、再度腰を振り始めた。

　それも、全力でだ。

　女王たちでもイキ狂うピストンに、普通の女が耐えられるはずもない。

　シスターはたった三回腰を振っただけでイった。

「んひぃぃ、イクイクゥゥゥ！」

　絶頂でだらしない顔をしながらも、俺に抱きついた手は放さないシスター。

「宣言どおり、気絶するまでイカせてやる」

　俺は絶頂途中の膣内にも、容赦なく腰を打ち込む。

「ひぎぃ！　ま、またイグゥゥウウ！」

　連続絶頂するシスター。

　その締め付けで、俺の性感もいよいよ高まってきた。わしわしと修道服ごと揉みしだき、彼女をめいっぱいに汚していく。

「ほら、まだまだイケ！　休ませないぞ」

　絶頂が治まる前に、さらなる絶頂でシスターの性感を高める。

「ひっ、はあぁぁあああ!?」

　とうとう力が抜けてきたのか、シスターの足が外れてしまう。

　俺はそれを抱え直し、叱るように子宮へ重い一撃を食らわせる。

「そこ、奥ぅ!?　ダメダメ、イックゥ！」

　そんなふうにセックスを続けていると、俺にも我慢の限界が近づく。

「出すぞ、中に射精するからな」

　その言葉に辛うじてシスターが反応する。

「射精、精液？　下さい、私の中にっ！」

　俺は彼女の望みのどおりに中出しすべく、腰のふりを速めた。

　膣肉が締め付けてくるのも無視して動きを速めたために、限界が急速に近づき頂点に達した。

　止めにと肉棒を、膣の最奥まで突き込んだ。

「ひゃあぁぁ！　イク、イックゥゥウウ!!」

　その絶頂を合図に、俺も射精した。

　そして、発射された精液が膣を満たす。

「…………」

　シスターはぐったりして動かない。

　完全に気絶している。

　これで、宣言どおりのことはできたか。

　そう思って腰を引くと、なおも肉棒に絡みつこうと蠢く膣から白い精液が垂れてきた。

　それを眺めつつ、最後の女王である天女がどんな相手か期待を寄せるのだった。
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　翌日、俺は城から攻略部隊を引き連れて、教会へと戻ってきていた。

　目の前には、魔族軍と騎士隊が並んでいる。その数は、八百人ほどになった。

　都市の攻略戦にしては少人数だと思うが、今回は奇襲作戦なので機動力が高いほうがいい。

　それに、ひとりひとりが精鋭の部隊だ。

　一騎当千とはいかないが、一般兵の二倍の戦力として数えられる自信はある。

　突発的な戦闘の起こりやすい市街地戦なら、個々の力が物を言うだろう。

「いよいよ攻略だ。お前たち、空から見下ろしている生意気な天女を地上に引きずり落とすぞ！」

　俺の言葉に並んでいた兵から歓声が上がった。

　演説なんて面倒なこともしたくないが、魅了している女たちには、俺が一声かけてやるだけで士気が上昇する。

　士気が上がれば、寡兵でも臆せずに戦うことができるというものだ。

　今回はシスターから引き出した情報もあるとはいえ、油断は禁物だ。

「アイシャたちも準備はいいか？」

「ええ、大丈夫よ。全員準備できているわ」

　俺の後ろには、女王などの主要メンバーが並んでいる。

　流石にヤリーナのような非戦闘員は留守番だが、それ以外は全員連れてきている。

　アイシャも戦闘が得意というわけではないが、彼女にはすべてを見届けてもらわないといけない。

「よし、計画は話したとおりだ。進軍するぞ！」

　俺の号令に従って、部隊が動き始める。

　教会内に隠されていたゲートに向かって、一歩一歩進んでいく。

　そして、俺たちはその先頭に立ってゲートの中に侵入する。

　ゲートの光に包まれた後、目を開けるといきなり目の前には街が広がっていた。

　街の建物すべてが石造りで、かなり頑丈そうに見える。

　とてもこの街が空に浮いているとは思えない。

「ここが、ほんとうに天空都市か？」

　上空にあるわりには寒くないし、風も強くない。

　それに傾きも感じられないな。

　都市全体を結界か何かで覆って、操っているのかもしれない。

　振り返ると、通って来たゲートと同じ形の門がある。俺たちがいるのは街の端にある、その門の前のようだ。




　その門からは、後続の部隊が続々と現れていた。

「お前たち、何者だ？　今日は門が起動するとは聞いていないぞ！」

　そのとき、門の横にある建物から兵士が数人飛び出してくる。

　ここを守備している兵隊のようだ。ここでの出入りは、厳重に管理されているらしいからな。

　だからこそ、シスターが寝返ったのを悟られる前に侵攻したかったんだ。

　悟られてしまうと、万全の体勢で迎えうたれてしまうからな。

「制圧しろ、兵士たちの詰所もだ」

　俺の言葉でエレナイラとユニスが動き、数秒もしないうちに制圧は成功した。

　部隊が詰所に突入して、他の味方との連絡を取らせないよう注意する。

「警報などは……鳴っていないな」

　シスターからの情報では、非常時になると都市全体に警報が鳴るということだったが、まだその兆候はない。

　俺たちは、完全な奇襲に成功したようだ。

「よし、このまま計画どおりに進める。各隊に別れて展開！」

　レオナたちがそれぞれの部隊を率いて、四方に散っていく。

　しばらくすると、やっと辺りに警報が鳴り響いた。いまさらだがな。門を確保してしまえば、かなり楽になるだろう。

「ここからが本番だ、準備は良いな？」

　俺は、残ったアイシャとオリヴィアに言う。

　もう一つの手に入れた情報で、天女は魔法を使うことがわかった。

　なら、エルフの聖女であるオリヴィアを当てれば、一対一で勝てないはずはない。

　こいつは女王数人がかりでも止めるのが精いっぱいな、文字どおりの規格外だ。

　情報からすれば天女も人間だろうし、種族の壁は超えられない。

「任せるのじゃ、主。相手が一人なら、余が一ひねりにしてくれる」

「頼んだぞ、オリヴィア」

　この一対一の状況を作るために、他の皆には敵の兵力を引きつけてもらっているのだ。

　今なら都市の奥の城は手薄のはず。

「よし、行くぞ！」

　俺はふたりを連れて、前方に見える城へとワープする。一度侵入してしまえば、ワープも上手く発動した。城に着くと、そこは大騒ぎになっていた。

　この天空都市が出来てから、攻められたことなど、ほとんどないらしいからな。

　平和ボケしているところへの奇襲だ、兵士たちはさぞ混乱してくれただろう。

「狙いどおり、兵士の姿はまばらだ。一気に中央まで進んで行くぞ」

　すでにほとんどの兵士は、城外へ出払っているようだ。

　俺たちはそのまま堂々と城の中を進んでいく。

　途中で衛兵が立ちふさがることもあったが、すべて俺が魅了を使って無力化する。

　オリヴィアには万全の状態で戦ってもらわないと、困るからな。

「そこのお前、今天女はどこにいる？」

「て、天女様はこの先の階段を三つ上った階にある、執務室です！」

「そうか、ご苦労」

「はわぁぁ」

　俺に話しかけられた衛兵は、そのまま崩れ落ちてしまう。

　しまった、少し興奮で魅了の力を強くし過ぎたか。

　まあ、仕方ない。俺もこれだけ大規模な戦闘は初めてだ。

「あら、緊張してるの？」

　俺の様子を見て、アイシャが話しかけてくる。

「ああ、いよいよ最後の女王だからな。多少は緊張ぐらいする」

「多少、で済んでるのがリュウらしいわね」

「そうかもな」

　アイシャと話したことで多少は緊張も取れたのか、身体も楽になる。

　そうしているうちに、目的の部屋にたどり着いた。

　部屋の前にいた衛兵を無力化し、扉を開けて堂々と入る。

　室内には、将校と思わしき女数人と、ひとりの女がいた。

　おそらく、彼女が天女だろう。

　俺は、突然のことに反応が遅れた将校たちを無力化する。

「あなたたちが侵入者なのですね？」

　魅了をかけられてぼうっとしている部下を横目に天女が言う。

「そうだ、俺が計画した」

「なら、死になさい」

　次の瞬間、目の前で火花が散る。

　俺には何が起こったかわからないが、どうやら天女の攻撃をオリヴィアが防いだようだ。

「せっかちなやつじゃのう、名前ぐらい名乗ったらどうじゃ？」

「……あなた、エルフの？」

　自分の攻撃を涼しい顔で防いだオリヴィアを、警戒する天女。

「仕方ない、こっちから名乗るとするか。俺は三浦竜太だ」

「わたしはジュディス、天女と呼ばれています。どちらにせよ、意味はありませんけどね」

「そういう意味だ？」

「あなたたちはすぐに吊るし首にして晒されるからですよ。この天空都市に攻め込んできた愚かな地上人としてね」

　言葉遣いとしては丁寧だが、その態度は明らかに俺たちを見下している。

　天女がこの調子だから、部下たちにも地上を蔑視する感情ができたのか。

「そんなふうに見下しているのも今のうちだぞ。地上はすべて支配した、お前も支配してやる」

「それは好都合です。では、あなたを打ち破って、わたしがこの天空から地上を支配してあげましょう」

　どこまでも尊大なやつだ。今まで会ったなかで一番かもしれない。

「しかし、今は一刻も早く民を危険から守らなければなりません。大人しく逃げ帰るというなら、その命もいくらか長持ちするかもしれませんよ？」

「なるほど、自分の民以外はどうなってもいいってことか」

　シスターがあれだけ心酔していただけあって、天空都市の統治は見事なものだったようだが、こんな女に地上を支配されてはたまらない。

「オリヴィア、やれ」

「ふふ、主の前でいいところを見せなければのう。お前は咬ませ犬になるのじゃ」

　そう言って魔力を練り上げ、オリヴィアはジュディスに稲妻の魔法を撃つ。

「流石はエルフの女王、人間とは一味違うようですが……はぁ！」

　ジュディスも魔力の盾を作ってそれを防ぐ。

「主、下がっているのじゃ。これは少し長引きそうじゃからな！」

「わかった、任せたぞ！」

　俺はアイシャを連れて、部屋の隅に移る。

「逃げださない勇気は褒めてあげましょう。しかし、わたしを前にそれは蛮勇というものです」

「その言葉、そのままお前に返してやるのじゃ！」

　天空の女王対エルフの女王。

　俺たちの前で、戦いの火蓋が切って落とされた。
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　ふたりの戦い、先手を打ったのはジュディスだ。

「まずは、小手調べといきましょうか」

　彼女は自分の周囲に風を巻き起こし、そこから何かを射出した。

　音速に近い速度のそれがオリヴィアに向かう。

「ふん、手ぬるいのじゃ」

　だが、オリヴィアは片手を振って魔力の盾を作り出すと、あっさりとその攻撃を防ぐ。

　ジュディスの魔法は盾を貫通できずに消えてしまった。

　エルフの魔法盾は込められた力が強大で、向こう側がゆがんで見えなくなるほどだ。

「こんなもの、子供の遊びじゃ。もっと本気を出さないと早々に決着がつくぞ？」

　そう言って、反撃に移るオリヴィア。

　両手を広げると、それぞれの掌に魔力が集まった。

　それは次第に凝縮していき、帯電するようになる。

「今度はお前の番じゃ、余の雷球を受けてみよ！」

　そう言いつつ、両手の魔法を投とう擲てきする。

　その雷球はオリヴィアの細腕で投げられたとは思えないほど高速で、左右からジュディスに接近した。

「そちらこそ、わたし舐めないでください」

　対するジュディスは巻き起こしていた風を両腕に纏わせ、雷球を迎撃する。

「はっ！」

　ちょうどジュディスに、左右六十度の方向から突入した雷球は、命中する直前ではじかれてしまった。

　目標をそれた雷球はジュディスの背後の壁に命中して破裂、壁に大きな穴を開けた。

「余の攻撃を軽々とはね飛ばすとは、やはり女王ということかの。じゃが、その余裕の表情も今のうちだけじゃ」

　オリヴィアはそれから立て続けに、攻撃魔法を使用する。

「エルフのなかでも魔法を極めた余に、魔力勝負で勝てると思うでないぞ！」

　今度は右手から連続して火球を生み出して、そのまま射出する。

　機関砲のような勢いで射出される火球に、ジュディスはやはり涼し気な表情で対応する。

　自分の周囲の風を前面に展開して、次々と火球をそらしていく。

　彼女の後ろの壁や天井はボロボロになっていくが、ジュディス本人にはかすり傷一つつかない。

「こんな単調な攻撃がエルフの魔法ですか？　呆れますね」

「そういうお前も、余の攻撃を正面から受けられていないようじゃの。そらすのが精いっぱいか？」

　ジュディスが煽るような言葉を言えば、オリヴィアも反撃する。

　たしかに、向こうの魔法をオリヴィアは盾で受けきったのに対して、ジュディスはそらすばかりだ。

　魔法の出力ではオリヴィアが有利らしい。

　しかし、それを確実に受け流しているジュディスの腕もなかなかだ。

　風を操る魔法が得意らしいが、まさに変幻自在という感じだな。

「なら、こっちも追加でどうじゃ！」

　オリヴィアは更に、左手から氷でできたダーツを作って撃ちこむ。

　複数属性魔法の同時使用。

　魔法に長けた者でなければ出来ない芸当だ。

「くっ、小癪なことを……」

　さすがに受けきれないと思ったのか、ジュディスは横に跳んで回避する。

　そのときにも風の魔法で補助したようで、その美しい見た目からは想像できないほどの素早さだった。

「いつまでも好きにさせるとは思わないでください！」

　今度はジュディスのほうから攻撃してくる。

　見えない風の矢が四方八方からオリヴィアに襲い掛かった。

「見えぬのなら、すべて守ってしまえばいいことなのじゃ」

　しかし、オリヴィアは身体全体を覆うような、球状のバリアを展開して攻撃を防ぐ。

　そして、その状態のまま反撃の雷球を放ったのだ。

　防御と攻撃を同時に行うオリヴィアは、まさに鉄壁の要塞のように力強い。

　改めて戦いを見ると、複数の女王で攻めたとはいえ、よくオリヴィアに近づけたものだ。

「わたしが地上の者に負けるなんて許せません！」

　対するジュディスも良く防いでいる。

　風の魔法で素早く移動しながらも、絶え間なくオリヴィアへ攻撃を続けている。

　いくらオリヴィアといえど、防御しながらでは攻撃に全力を出せず、攻め切れていない感じだ。

「このままでは埒があかんのじゃ。主、少しこの城が壊れるかもしれぬが構わないか？」

「ああ、俺としては天女とその秘宝が手に入れば目標達成だ。天空都市はどうでもいい」

　宙に浮く都市というのを支配してみたくもあるが、第一目標は秘宝だ。

　優先順位を間違えるわけにはいかない。

「ならば、余も本気を出すとするのじゃ。まともに当たって死ぬではないぞ？」

　オリヴィアはそう言うと、腰元から一本の木の棒を取り出す。

　そして、それを握ると魔力を注ぎ始めた。

「何をするつもりか知りませんが、思いどおりにはさせません」

　好機と見たジュディスが風を纏って突撃してくる。

　いくらオリヴィアのバリアといえども、至近距離からの攻撃には耐え切れないかもしれない。

「そのようなこと、お見通しじゃ！」

　しかし、それを読んでいたオリヴィアによって迎撃させる。

　ジュディスが十分に近づいたところで、バリアを自ら破裂させたのだ。

「ぐっ、うぅ！」

「ちぃ！」

　バリアの破裂は衝撃波を生み出し、それをまともに食らったジュディスは吹き飛ばされる。

　全方位バリアの破裂は離れて見ていた俺たちにも襲いかかったが、咄嗟に防御したおかげで俺もアイシャも怪我はない。

「オリヴィア、巻き込まれたぞ!?」

「すまぬのじゃ。だが、主なら防いでくれると思ったからの」

　若干腹が立つが、そのおかげでオリヴィアの準備は整ったようだ。

　さっきまで一本の木の棒でしかなかった物が、今は立派な弓になっている。

　魔力を流し込んで変化させたらしい。

「エルフの本領は魔法の他にもあるのじゃよ。その身でよく味わうといいのじゃ！」

　オリヴィアがその弓に矢をつがえるような姿勢をとる。すると、魔力で実際に矢が作り出された。

　吹き飛ばされて体勢を崩しているジュディスに向かって、その矢を放つ。

「わたしが、わたしが負けることはできません！　天空都市の民はわたしが守る！」

　対するジュディスも全力で迎え撃つ。

「はあああぁぁぁ！」

　掛け声とともに腕を振りぬくと、ギリギリでオリヴィアの矢が風でそらされる。

　矢は天井に突き刺さり、そのまま屋根まで貫通。

　その衝撃でまわりも破壊され、ここから青空が見えてしまっている。

　石造りの城をここまで破壊するとは凄まじい威力だ。

「その気合いは褒めてやるが、これで終わりじゃ」

　だが、オリヴィアは既に新たな矢を構えている。

　無理な体勢から魔法を使ったことで無防備になったジュディスに、オリヴィアの追撃の矢が撃ち込まれた。

　流石に避けきれなかったジュディスは胸に直撃を許すが、彼女が死ぬことはなかった。

「ぐぅ、こ、これは……!?」

　それでも何とか身体を起こすジュディスが、驚愕の声を上げる。

「どうじゃ、魔法が使えぬじゃろう？　あの矢には余の魔力が込められていて、それを撃ちこまれたお前の魔力は一時的に変質しているのじゃ」

「……つまり、今のジュディスは魔法が使えないということか？」

　俺が聞くと、オリヴィアは頷く。

　さすが、エルフの女王だけある。

　どれだけの研究をしてきたのかわからないが、その技は、他人の魔力に干渉することさえできるらしい。

　まあ、女に歳の話を振るのは危ないので、培った年月までは聞かないが。

　なんにせよ、これでジュディスは無力化できたということだな。

「なら、この戦いはもう俺たちの勝ちだな。オリヴィアとアイシャは、このことを他のみんなに伝えてくれ」

「リュウはどうするの？」

「俺か？　俺はジュディスと話があるからな」

「わかったわ。だけど、気を付けてね」

　アイシャはそう言うと、オリヴィアと一緒に部屋を出て行った。

　それを確認すると、俺はゆっくりとジュディスに近づいていく。

　目立つような傷こそないものの、戦闘で衣装が破れているから、なかなかにエロい。

「さあ、ジュディス。まずはお前の持つ秘宝について聞かせてもらおうか？」

　さっきの派手な戦闘も、すべては魔法の補助あってのものだ。

　丸腰のジュディスなら、俺でも楽に制圧できるだろう。

「誰が下賤の者に教えるものですか」

　しかし、この不利な状況でも降参しようとはしない。

　外見からすると、二十代の後半だろうか？

　今までひとりでこの天空都市を支配してきたようだから、多少のプライドもあるだろう。

　それに、地上の人間を下に見ていることが追加されて、こんな感じになってしまっている。

　これでも都市の民には、良き女王として通っているんだから不思議だな。

　庇護するものとそれ以外の線引きが、はっきりし過ぎているのかもしれない。

　この分だと、一度精神を堕とさないと秘宝について喋りそうもないな。

「そう言うのは勝手だが、俺は容赦なく聞きださせてもらう」

「何をするつもりですか？　生半可なことでは秘密を漏らしませんよ」

「昨日もそう言ってたシスターがいたが、少ししただけで、いろいろと吐いてくれたよ。ジュディス、お前もそうなる運命だ」

「なんということを……許せません！」

　自分の民が俺の手に堕ちたことを悟って、敵意をむき出しにするジュディス。

　俺はそんな彼女に手をかざした。

「さあ、お前はどこまで耐えて見せてくれるんだ？」

　俺は、睨み付けてくるジュディスを正面から見つめ返す。

　そして、ジュディスの痴態に期待して笑うのだった。
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「ここで始めるのもマズいからな、まずはお前の部屋に連れて行ってもらおうか？」

　俺はいつものように、ジュディスを魅了チートにかけると、そう言った。

　しかし、彼女の精神がまだ抵抗しているのか動きが鈍い。

「う……身体が勝手に」

　しかし、最後には俺に言われたとおりに案内を始めた。

　これは、なかなか楽しめそうだな。

　城の中を少し進むと、ジュディスの自室に到着する。

「それじゃあ、お邪魔させてもらおうか」

「私の部屋に地上の男が入るなんて……くっ！」

　悔しそうな顔をするジュディス。

　しかし、身体は俺を椅子へと案内している。

　精神と肉体が矛盾している状態というのも面白いな。

「さて、もう一度聞くが秘宝のことを教える気はないか？　今なら痴態を晒さずにすませてやるぞ」

「あなたのいうことは聞きません」

「なら、決定だな。まずは服でも脱いでもらおうか」

　俺がそう言うと、ジュディスは自分の衣裳に手をかけていく。

　精神が抵抗しているようで動きが鈍いが、それはそれでいいものだ。

　パサリパサリと一枚ずつ衣装が落ちていくたびに、その身体が露わになっていく。

　そして、最後の一枚の下着も脱いで捨てられた。

「わ、わたしを見ないでくれますか」

「ダメだ、隠すことは許さない」

　俺の声でジュディスの腕の動きが止まって、裸体がすべて晒される。

　成熟を終えた美しい女体に思わずため息をついてしまう。

　スタイルも抜群で、その身体は大人の女性の色気というものを纏っているように感じた。

　今すぐ貪りたくなるが、まだ我慢だ。

「では、そうだな……ジュディスには俺の前でオナニーをしてもらおうか」

「オ、オナッ……そんな不健全なことはしません！」

　顔を真っ赤にして拒否するジュディス。

「おや？　まさか、したことがないとは言わせないぞ」

「それは……わたしにも性欲がないわけではわりませんが」

　だろうな。それほどまでに魅力的な肉体を持っていて、性的な経験が皆無な訳がない。

「それを見せろと言ってるんだ。そこのベッドの上で、俺に向かってオナニーしろ」

　俺が明確に命令すると、ジュディスの身体が動く。

「こんなバカなことが起きるなんて……認められません」

　彼女は抵抗しようとするが、ついにはベッドに登って俺に向かい、その股を開いてしまった。

「くぅぅぅ！」

　羞恥で顔を赤く染めるジュディス。

　彼女の膣はぴたりと閉じていて、他の部分と比べると、まだ成熟していないように見える。

　胸や尻が熟した果実のようならば、秘裂はまだ熟すまでもう少し寝かせたほうがいいぐらいの感じだろうか。

　そこだけが若く見えて、そのアンバランスさがエロさを引き立てていた。

「まだあまり使っていないようだな、それでどうやってオナニーしているのか、早く見せてみろ」

　俺の言葉に彼女の手が動く。

「こんなのいや、いやなのに……！」

　ゆっくりと手が伸びていき、ついには秘部へとたどり着いた。

「ん、くぅ、はぁ」

　ジュディスは膣口を撫でるように刺激していく。

　しかし、精神の抵抗で動きが鈍いからか快感も少ないようだ。

　外から見ていても濡れている気配はまだない。

「はぁはぁ、うんん！」

　少ないが確実に快感はあるようで、時折声が出ている。

　しかし、この調子だと何時間もかかりそうだ。

「仕方ない、俺が手伝ってやるか」

　俺は席を立ってベッドに近づくと、ジュディスの頭に手を置く。

　そして、いつものように魔力を込めた。

「な、なにをしたんですか!?　頭が、ぼうっとして……」

「媚薬だ。あんまりゆっくりしてるものだから、眠たくなってきてしまってな、手っ取り早く進めさせてもらうぞ」

「下劣な、これだから地上の男は！」

「その減らず口も、じきに大人しくなるさ」

　俺はそう言うと、席に戻った。

　改めて眺めると、さっきよりも手の動きが速まったのがわかる。

　膣口のほうもピクピクと動いて、反応を示していた。

「いい調子だ、そのまま穴の上にあるクリトリスも弄れ」

「この、変態……んはぁっ！」

　今まで手付かずだったクリトリスが、ジュディス自身の手で開発されていく。

　なかなか見ごたえがあるな。興奮してきた。

「そうだ、そのまま指の腹で上下に擦るんだ。気持ちいいぞ？」

　俺に言われたとおりの動きをするジュディス。

　自分の気持ちいいところがわかってきたのか、段々と動きが激しくなっていく。

「こ、こんな感覚知りません！　いやだ、これ以上気持ちよくなりたくない！」

　そう言って首を振るジュディスだが、俺が停止の命令を出さないので手は動いたままだ。

　自分の意に反して快楽に染まっていく。

　それはある種の恐怖すらも感じる状況かもしれない。

　なにせ、知らない領域にどんどん進んでいってしまうわけだからな。

「止めて、止めてください！　いや、止まってぇ！」

　悲痛な声を上げる彼女だが、とうとう秘裂から愛液が染み出してきた。

　これなら順調だな。

「お前の身体なんだから、絶対的な意志があれば動くはずだぞ」

「そんな……さっきからずっと思っているのに！　止まらないんですぅ！」

「それは、お前の頭の中に気持ちよくなりたいという考えがあるからだ」

　もちろん、他人の頭の中がすべてわかるわけはないので嘘だが、今のジュディスにそれを悟る思考は残っていないだろう。

「なあ、ジュディス。ここでは俺しか見ていないんだ、いっそのこと気持ちよく絶頂したらどうだ？」

「なにをバカなことを言うんですか！」

「案外そうでもないぞ、いったん絶頂すれば性欲も収まるかもしれない」
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　ギリギリな状態のジュディスに逃げ道を用意してやる。

　後は、飛び込んでくるのを待つだけだ。

「さあ、どうする？　このまま消耗戦といくか、一か八かに賭けてみるか」

「う、ううぅぅぅ。わたしは……」

　そして、ジュディスは回答する。

「わかりました。でも、やるなら徹底的にやって必ずすべての性欲を解消してみせます」

「そうだ、それでいい」

　俺は内心でほくそ笑む。獲物が罠にかかったからだ。

「よく見えるようにするんだぞ？」

「こんなこと……しかし……」

　ジュディスは躊躇いながらも今までより大きく股を広げ、Ｍ字開脚の状態になる。

　そして、その体勢のまま激しく指を動かし始めた。

「はぁ、はぁ、ひっ、んん！」

　彼女は、今までためらいがちに触っていた膣口にも積極的に指を這わす。

　そして、とうとうそのうちの一本を、体内に挿入したのだ。

「あ、ああ！　なか、熱いぃ！」

　初めて自分の膣温を感じた驚きと、侵入してきた指によって与えられる快感で嬌声を上げるジュディス。

　さらに激しく、挿入した指を動かして膣内を刺激していく。

「ん、はぁ、ここ感じます……！」

　ジュディスは指を挿入してのオナニーに加え、その大きな胸を持ち上げるように揉む。

　巨乳の頂点にある乳首も、触る前から固く勃起しているようだった。

「あっ、ふぁっ！　胸、感じます！」

「ほう、そんなにいいなら協力してやろう」

「えっ!?　待ってください、今触られたら……ひぃ！」

　俺もジュディスの痴態を見て興奮していたんだ。

　思わず近づいて、その巨乳を鷲掴みにしてしまうほどに。

「かなり気持ちいいぞ、乳首も触ってやろう」

「いや、まっ、あんん！」

　片手で胸を愛撫されただけで嬌声を上げるほどに興奮しているようだ。

　これは、もう絶頂も間近だな。

「手を休めるな、このままイクところを見せてみろ」

「うっ、ひゃ、ひゃいぃ」

　俺に言われたジュディスは、挿入している指を二本に増やした。

　もう、そこまで膣内がほぐれているのだ。

　そして、それが引き金になったのか彼女に限界が訪れる。

「うぅ、来る、来ます！　わたし、イってしまいますぅ！」

「ああ、存分にイケ！」

　俺も、最後に乳首をつねるように刺激してやった。

「あぎぃぃぃ！　イクゥゥゥウウウ！」

　ビクッ、ビクビク、ビクン！

　ジュディスの身体が激しく痙攣しながら絶頂した。

　そして、そのまま後ろに倒れ込む。

　気絶したカエルのように股を広げた状態のまま、俺の前に無防備な裸体を晒した。

「ひぃ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　大きく息を吐きながら呼吸を整えようとしているジュディス。

　それを見ながら、俺は次にどうやって責めてやろうか考えるのだった。
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「どうだ、落ち着いたか？」

　俺は、ベッドに倒れるジュディスに問いかける。

「どうにか持ち直しましたが、あなたに心配される筋合いはありません」

　まだ絶頂の余韻で顔を赤くしているジュディスだが、その目には再び理性が宿っている。

　一時的にでも欲求が解消されたからだろう。

　だが、俺はこれで終わらせるほど親切じゃない。

「そうか、なら本当にすべての性欲が甲斐性されたか調べてみよう」

　そう言うと、ジュディスは毅然とした態度で答える。

「あなたがどんな命令をしようと、今のわたしならすべて耐えきってみせます」

「ほう、それは楽しみだ」

　俺は笑いつつ、ベッドに横になる。

　それを見て、ジュディスは不審そうな顔を俺に向けた。

「何をする気ですか？　このままあなたを踏めというなら喜んでしますが」

「そんな命令をするわけがないだろうが」

　俺にそっちの性癖があれば別だろうが、それはない。

「だが、方向的には近いかもしれないな」

　その言葉に首をかしげるジュディス。

　まあ、嫌というほどわからせてやるさ。

「ジュディス、俺の上に跨れ。足のほうを向いてだ」

「いくら言っても無駄……っ!?　な、なぜです！」

　余裕そうにしていたジュディスの表情が崩れる。

　俺の命令に抵抗するそぶりもなく、素直に従ってしまったからだ。

「よし、そのまま俺の腰のあたりにしゃがめ」

「うぅ、止まって……止まれぇ！」

　叫ぶようにしながらの抵抗も、効果はなかった。

　むしろ、さっきよりもスムーズに命令を聞いている。

「そんな、どうしてです！　あなたは一度絶頂すれば欲求が解消されると言ったではないですか？」

　振り返って睨み付けてくるジュディスの視線を受け流しながら答える。

「そうだな、早速性欲が復活したんじゃないか？　ずいぶん溜まっていたみたいだしな、はははは！」

「……騙しましたね、わたしにあのような痴態を……！」

　怒るジュディスをあざ笑うように続ける。

「そう怒るな、あのまま消耗戦をしていても結局は絶頂していたさ」

「くぅ、なんて卑劣な……！」

「しかし、こんなところで怒っていて良いのか？　頑張って抵抗しないとさらに酷いことになるぞ？」

　俺の言葉にハッとする彼女。

　その瞬間、俺は次の命令を発した。

「ジュディス、お前はそのまま俺のものを挿入してセックスしろ」

「なっ!?」

　彼女の表情が驚愕で固まっている間にも身体は動く。

　俺の肉棒を取り、自分の膣にあてがって腰を下ろそうとする瞬間に動きが鈍った。

「うぅぅぅ！」

　なんとか最後の一線は超えないようにと踏ん張るジュディス。

　しかし、それでも徐々にだが腰は下ろされていく。

「こんなものが中に入るなんていや、絶対にいやです！」

　必死の抵抗を続ける彼女だが、とうとう亀頭が中に入ってしまいそうになる。

　ジュディスの膣はかなり狭く感じたが、さっきのオナニーのおかげか何とか挿入できそうな感じだ。

「お願い、止まってください……」

　しかし、彼女の願いもむなしくどんどん肉棒が挿入されていく。

　俺を見下していた女が、自分から跨ってセックスしようとしている。

　これほど気分のいいことは、そうそうないな。

　かなりゆっくりな速度なので刺激は最低だが、ここで手を出してしまったら台無しなのでグッと我慢する。

　どうせなら、すべてをジュディスに自主的にやらせたいからな。

「う、もう……無理です」

　そして、とうとう集中力の限界がきたのか、ジュディスの抵抗が途切れた。

　その瞬間、彼女の腰が勢いよく振り下ろされる。

「いっぎぃぃぃ!?」

　悲鳴とともに肉棒が何かを突き破り、一気に子宮にまで達した。

「ジュディス……お前、処女だったのか」

　確かにお堅い感じの性格だが、貞操のほうまでガチガチに守っていたとはな。

「う、うぅぅ」

　痛みと悔しさで涙をこぼしそうなのを耐えているんだろう、くぐもったような声が聞こえる。

　後姿で表情はわからないが、綺麗な顔をさぞ歪めているんだろうな。

「まだ入れただけだぞ、ここから腰を振ってもらおうか？」

　しかし、泣こうが喚こうが俺にやめる気はない。

　すぐさま次の命令を出した。

「そんなっ、まだ入れたばかりですよ!?」

「だからどうした、何のために媚薬魔法を使ったと思っているんだ？　もう濡れてきてるじゃないか」

　実際に、さっきから膣内では多くの愛液が分泌されて、潤滑剤になっている。

　これなら動かしてもひどく傷つけることはないだろう。

「さあ、四の五の言ってないで始めてもらおうか」

「やっ、腰が勝手に動いてます……！」

　ジュディスの意志とは逆に、その腰は初めから勢いよく動いた。

「こんなことで感じたくないのに！」

　媚薬の効果はジュディスの快感も増幅させ、強制的に快楽を与える。

　遠くないうちに絶頂するだろう。

「良い眺めだ……」

　たっぷりと肉の詰まった尻が上下に動き、俺の腰へと打ちつけられる。

　当然肉棒もしごかれ、極上の快感を俺に与えた。

　ジュディスの膣内は、外から見たとおりにまだ未熟で、処女らしくよく締まる。

　そのアンバランスさがまた、俺を興奮させるんだ。

「ああ、ジュディスの中は気持ちいいな。すぐにでも射精できそうだ。もちろん、このまま中でな」

「なっ、ダメです！　それだけは許しません！」

　わざわざそう言ってやると、ジュディスは素直に反応する。

　振り返って俺を睨み付けているが、顔は快感で赤くなっていた。

　これなら絶頂も秒読みだな。

「そっちこそ、イキそうなんだろ？　どうせなら一緒にイこうか」

「誰があなたとなんて……んくぅ！」

　ジュディスは反論するが、反比例するように腰の動きは速くなっている。

　ただでさえ締まる膣内を使って、高速で動かれると俺も限界だ。

「イクぞ、俺に射精されてイケ！」

「いや、こんな下劣な男に中出しされるなんていやぁぁぁあああ！」

　ジュディスの悲鳴とともに肉棒が限界を迎え、その熟成された子宮に精液を振りかけた。

「あ、熱っ！　嘘、本当に!?　あっ、ダメよ、この状態でイクなんていやっ！　ひっ、うううぅぅぅ!!」

　精液を感じ取った子宮が喜ぶかのように震えて絶頂する。

　強制的にイカされて、のけ反るようにビクビクと身体全体を震わせるジュディス。

「うっ、ひぐっ、うぅ」

　どうやら本当に泣いてしまったらしい。

　だが、俺はまだ手を緩めない。確実にこの女を支配してやる。

「腰を休めるな、体力が切れるまでセックスし続けろ」

　その言葉にジュディスが目をむく。

「う、嘘……男は射精したら勃たなくなるはずでは？」

「生憎とその常識は俺に当てはまらない。さあ、お前が堕ちるまで耐久セックスだ」
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「動かないでぇ！　もうイクのも射精されるのもいやなんです！」

　だが、やはり本人の意志とは裏腹に腰は動き始める。

　しかも、その動きはさっきよりもスムーズに感じた。

「セックスを身体で覚え始めたか、これは相当淫乱な身体に育ちそうだな？」

「うっ、あうぅ、ひぅぅ！」

　俺の問いに答える余裕もなく、喘ぐジュディス。

　そして、数時間後……。

　すでに何十発も射精され、その数倍は絶頂したジュディスの身体は蕩けきっていた。

　それは本人も同じだ。

「はぁはぁ、イっちゃいます……またイクのぉ！」

　すっかり快楽堕ちしたジュディスは、もう自分から進んで快感を貪っている。

　積極的に動くようになり、学習も早いジュディスの優秀な膣内で幾度も果てて、俺もかなり疲れてきたところだ。

「どうだ、ジュディス。秘宝のことを教える気になったか？」

「教える……教えますぅ。だから、イカせてください……」

「よし、これで最後だぞ」

　俺は、そこで初めて自分から腰を突き上げてピストンした。

「ひっぐぅぅぅ！　子宮が持ち上がってますぅ！」

「出すぞ！」

「イグ、イグイグイッグゥゥゥウウウ!!」

　肉棒から精液が発射され、子宮にかかる。

　しかし、もう満タン状態の子宮にはそれ以上入らず、ほとんどが漏れ出てしまっていた。

「ふ、ふぅ、ああぁ……」

　脱力したジュディスが俺にのしかかってくる。

　俺はそれを受け止めつつも、天空都市の秘宝に期待を寄せるのだった。
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「これが、天女の秘宝です」

　天女ジュディスを堕とした俺は、彼女の体力が回復するのを待って秘宝の元に案内させた。

　この城の地下、ちょうど天空都市の中央に来ている。

　そして、厳重に防御された部屋に入った。

　そこで待っていたのは、この世の物とは思えないほど綺麗な石だった。

　その石は、台座に固定されていないにも関わらず、転がり落ちるような様子もない。

　よく見ると、台座からわずかに浮いているようだ。

「この石の名前は天空石。天空都市を浮遊させ、移動させる動力です」

「初めて見たが、片手に収まりそうなこの石が動力とは驚きなのじゃ……」

　俺の傍らにはオリヴィアもいる。

　街のほうの混乱を収拾させて、その報告にきていたのだ。

　陽動として展開させていた部隊だったが、あちらも予定以上の戦果を上げたらしい。

　オリヴィアによると、俺からの報告でジュディスを捕まえたことを知った部隊は、それを都市側に知らせてまわったらしい。

　それによって、都市側の兵士たちは士気が著しく低下。

　信じない者もいただろうが、オリヴィアとの戦闘で城の屋根が吹き飛んだのは多くの人間が目にしていたので、信しん憑ぴょう性せいは高まった。

　そこを狙ってこちらの部隊が襲い掛かり、ついには降伏させたようだ。

　必死の抵抗をする兵士たちもなかにはいたが、そこは強力な存在である女王たちが出張って、一方的に制圧したとのこと。

　一時は奇襲から立ち直りかけた敵に反攻を許しそうになったりもしたらしいが、結局はこちらの圧勝で幕を閉じていた。

　狭い路地などでは一度に展開できる部隊が少なく、質で上回るこちらの部隊が活躍したらしい。

　奇跡的に死者もおらず、けが人の治療も始まっているようだ。

　都市の住民も無駄な抵抗をせずに、兵たちの言うことを聞いているらしい。

　よほど、ジュディスの存在が大きかったんだな。

　そのジュディスが守っていたのが、この天空石というわけだが。

　若干青色に光っているその石は、本当に片手で持てそうなほどコンパクト。

　なのに、都市一つを浮遊させるだけの力を持っている。

　さすが秘宝ということか。

「単に飛ばすだけではありません。雨風や雲といった障害となるものからも都市を守ってもらえます」

　と、なると、本当に天空都市を作ることに特化したような秘宝だな。

　男としては、これを使ってあれやこれやを飛ばしてみたい気もするが、今は置いておこう。

「さて、この秘宝をどうやって持っていくかだが……ん？」

　秘宝を失った天空都市をどうするか考えようとしたところで、天空石に変化が現れた。

　今まで青く光っていたそれが、どんどん衰弱するように光を弱めてしまうのだ。

「なんだ、いったい何が……」

「なんてこと！」

　俺の後ろからジュディスが飛び出して、天空石を調べる。

　次の瞬間、今まで立っていた床がガクンと落ちた。

　バランスを崩す俺たちに対して、ジュディスは天空石にかじりつくようにしたままだ。

「ジュディス、なにがあったんだ？　説明しろ」

　俺が強めに言うと、ようやく振り返るジュディス。

「天空石が、力を失い始めています」

「なんだと？」

「それは、マズいのう……」

　天空石はこの都市の心臓ともいえるパーツ。

　それが無くなったら、この都市は地上に落下するしかない。

　もちろん、落下の衝撃から生き残れるものはいないだろう。

「直すことはできないのか？」

「……これはもう、わたしのコントロールを受け付けない？」

「暴走しているということか……」

「今までは……わたしが高度や進路の調整をしていましたが、それができません」

「原因はわかるか？　心当たりは？」

　首を横に振るジュディス。

　オリヴィアの秘宝も他の秘宝を封じることができるが、あれは一瞬ですべての動きを止めるものだ。

　こんなふうに徐々に力を失ったりはしないはず。

「とにかく、ここにいたら全員死ぬな。オリヴィア、住民の避難誘導を頼めるか？　俺はワープがあるから、最悪の場合でもなんとかする」

「任せるのじゃ、余の名誉にかけて完璧に行おう」

　オリヴィアはそう言うと、さっそく地下室から飛び出していった。

「今はまだ、秘宝の力が完全に停止したわけではないんだな？」

　ジュディスに聞くと、今度は首を縦に振る彼女。

「機能がゼロになっていれば、すぐに現状を保てずに真下へ落ちています。今は多少傾いてはいますが、徐々に高度を落としている状態のようです」

「だが、そのまま軟着陸……というわけにはいかないんだな」

「はい、これからも力は失われ続けるでしょうから、最後には垂直に地面へ激突するでしょう」

　今も死へのカウントダウンが始まっているというのに、冷静に説明するジュディス。

　しかし、内面はかなり焦っているだろう。

　なにせ、生きるか死ぬかの瀬戸際だからな。

「避難にはゲートを使うだろうが、それでもかなり時間がかかりそうだな」

　まさか、普段から都市が落ちたときのための避難訓練をしているわけではないだろう。

　数万人は軽く超えるだろう市民を非難させるには、どうしても時間がかかる。

「早く逃げなければ、民と共に地上へ。く、なぜこんなことに……」

　段々と冷静さが崩れてきたな。

　俺は部屋を出て行こうとする彼女を引き留める。

「待て、お前は最後まで俺とここにいてもらう」

　その言葉にジュディスは目を見開く。

「リュウ、あなたはわたしに死ねと言うのですか!?」

「そこまでは言ってないが、天女がこの都市を離れたら、本当に天空石の出力がゼロになるかもしれないだろう」

「そんな……冗談ではありません！」

　今まで俺に従順に従っていたジュディスが反抗する。

　俺の手を振り払おうとするが、まだオリヴィアに打ち込まれた矢の効果が残っているうちは、ジュディスもただの女だ。

　俺に筋力で敵うことはない。

「なんだ、俺に逆らうのか？　あれでも教育が足りなかったとは、失敗したな」

　これは純粋に俺のミスだ。

　ジュディスの精神力の強さを見誤っていたらしい。

「なら、余計に好都合だ。この状況ならさっきよりも効果的に教育を施せるだろうからな」

　俺は、いやがるジュディスを抱き寄せ、そのまま手近な壁に押し付ける。

　そして、そのまま彼女の身体をまさぐり始める。

「こんなときに何をしているんですか！　やめてください！」

　制止するジュディスの声も無視して行為を続ける。

　まずは、その大きな胸を服の上から揉む。

　立派に実ったその乳房は、触った感触と見た目の美しさが両立されている美乳でもある。

　それを、背中から手を回して両手で鷲掴みの状態だ。

「やはり、両手で思いっきり堪能するのはいいな」

　好き勝手に手を動かして、その感触を味わう。

　少し力を入れるだけで容易に形の変わる乳房は、まるで薄皮の水風船のようだ。

　しかも、やめてくれと言いつつ、乳首を勃起させている。

「どうした、抵抗するわりに身体は素直に感じているぞ」

「それは、あなたが無理やり！　あっ、そこダメっ！」

　俺に文句を言うジュディスだが、次の瞬間には嬌声に変わっている。

「ひっ、んひぃ！　乳首ばかりいじめないでぇ！」

　試しに両手ではじくようにしてやると、面白いように反応した。

　やはり、抵抗しているのは心だけで肉体は完全に堕ちているか。

　なら、俺の狙いはやはりジュディスの内面になる。

　この、落ちていく天空都市の中での行為なら命の危機を感じて、自然と本能的になるはずだ。

　そして、そのなかで精神の奥まで潜り込んで屈服させてやる。

　二度と反抗できないようにな。

「さあ、ジュディスが堕ちるか都市が落ちるかのチキンレースだ。存分に楽しもうぜ」

　こうして、落ちゆく都市の中での勝負が始まったのだった。
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　いよいよ本格的に行為を始めようという前に、俺はジュディスの頭に手を当てた。

「ま、また媚薬を使うつもりですか!?」

　そう悲鳴を上げる彼女。

　しかし、それは違う。

「むしろ逆だ。俺は今、お前に対する強制力を持った魔法を切った」

　つまり、魅了チートの効果を解除したのだ。

「なぜそんなことをするのですか？」

　自分から手札を捨てるような真似に感じたのか、ジュディスがいぶかし気に聞いてくる。

「お前を完全に攻略するためだよ。後であれは強制されていたからだなんて言い訳を、作らせないためのな」

　そう、今度こそ完全にジュディスを堕とさなければならない。

　そのためには、俺がテクニックのみで彼女を屈服させなければならないんだ。

「ジュディスもさっきの行為の熱は冷めているようだったからな、リセットしてもう一戦というわけだ」

　まあ、ジュディスも肉体的にはかなり淫乱になっているから、攻略するのは精神だけでいいが。

「そんな馬鹿なことをやっている暇はありません、今も都市は落下しているのですよ!?」

　ジュディスはかなり必死になっている。

　俺の腕から逃げ出そうと暴れているが、そこは筋力で抑え込む。

　そして、壁に手をつかせた。

　動こうとすれば即座に反応できるだろう。

「……くっ」

　完全に俺の制圧下にあると悟ったのか、ようやく動きが止まる。

　だが、隙を見つければまたいつ動き出すとも限らない。

　十分な警戒が必要だ。

「よし、始めるぞ。胸は弄ったから、次はここだな」

　俺は手を下に向け、ジュディスの股間に触れる。

　それに彼女もビクンと反応した。

「いい反応だ、そのまま感じてくれよ？」

「す、好きにしなさい。でも、あなたのような人間には決して支配されたりしません」

「ほう、さっき胸を揉まれただけで乳首を硬くしていたのにか？　あのときはもう媚薬の効果は切れていたぞ？」

　そう言うと、ジュディスは前を向く。

　俺はだんだんとジュディスを追い詰めている気がして笑みをこぼす。

　それから俺は彼女の服を脱がした。

　続けて、股間に手を滑り込ませる。

「うん、もう濡れているな。それとも、俺の精液が垂れてきたのか？」

　まあ、どちらでも挿入に支障がないのならいい。

　俺は、さっそく肉棒を取り出して入口へあてがう。

「じゃあ、入れていくぞ」

　言うと同時に腰を進めていく。

「……んっ、ふぅ、はぁ」

　肉棒が膣内に挿入されると、同時にジュディスが声を漏らす。

　一応堪えようとはしているみたいだが、我慢しきれない分が出てしまっているようだ。

　最悪マグロ状態のジュディスを犯すことも覚悟していたが、反応があるなら楽しめそうだな。

　俺は、そこからジュディスの腰を手で掴んで一気に奥まで突き込んだ。

「んぎっ！　ぐぅ……」

　奥まで肉棒が届くと、彼女の膣肉が一斉に歓迎してくる。

　全体が肉棒を絞るように動き、刺激してくるのだ。

　ついさっきまで処女だったとは思えないほどの淫乱さ。

　それに興奮した俺は、さっそく腰を振り始める。

　しっかりとジュディスの腰を抱え、一回一回奥まで届かせるような深いピストン。

　亀頭が子宮口に当たるたびに、彼女の膣内がビクッと反応するのがわかる。

「はぁはぁ、早く済ませてくださいね。ここから逃げなければならないんですから」

　ジュディスとしては、さっさと俺に射精させて逃げ出したいらしい。

「お前こそ、ここで足腰が立たなくなるようだったら置いていくぞ？」

「……っ！」

　俺はワープが使えるから問題ないが、魔法の使えない状態のジュディスでは逃げる術はない。

　唯一の脱出手段である俺に置いていかれると、それこそ死ぬしかなくなるからな。

「どこまでも卑怯ですね。恥ずかしくないんですか？」

「こうしている間にも、子宮からさっきの精液を漏らしているお前に言われたくはないな」

　そう、俺の深いピストンは彼女の子宮内に溜められていた精液を、衝撃で漏れさせているのだ。

　すでに、床には愛液と精液で水たまりが作られつつある。

「悪態をついているうちは、まだ余裕があるからな、激しくしてやろう」

　そう言うと、俺はピストンのスピードを上げた。

　パンパンというお互いの身体のぶつかる音に、水音が混ざっていやらしい音になる。

　それとジュディスの漏らす声を聞きながら、俺はどんどんピストンの速度を上げていった。

　激しく責めれば責めるほど彼女の膣内も反応し、俺の快感を高めていく。

「くっ、これまマズいな。もう出そうだ」

　予想以上にジュディスの膣内の具合が良かったために、俺のほうが先に限界になってしまった。

「あんっ、あん、だ、だったら早く出してはどうですか？　そして、そのまま残っている精液をすべて吐き出せばいいんです」

「ほう、ジュディスに中出しを求められるとは予想外だ」

「誰も中に出してなどと……！　いえ、いいです。中でもどこで出し切ってもらうほうが重要ですから」

「なら、遠慮なく出させてもらうぞ！」

　俺は高まった性感を抑えることなく、そのまま欲望をジュディスの中に吐き出した。

　ビュ、ビュルルルル！

　肉棒を奥まで押し付けて射精しながら、彼女の胸を揉んで至福の快感を得る。

　この瞬間だけは、ジュディスを堕とすことよりも自分の快感優先だ。

　俺は少しの余韻を楽しむと、また激しく腰を振る。

「うがっ！　出したばかりなのに！」

「今度はお前のイク番だぞジュディス。今の状況など忘れるくらい可愛がってやるからな」

　そう言うと、俺は再び腰を激しく動かす。

　射精を受けて熱くなっている膣内は、さっき以上に肉棒を動かしやすかった。

　それをいいことに、俺はジュディスの膣内をめちゃくちゃにかきまわす。

「いぃ、う……んん！」

　こらえきれないように嬌声を漏らすジュディス。

「気持ちよくて仕方がないんだろう？　もう我慢せず、快感に身を任せろ」

「い、いやです！　わたしは……あくぅ！」

「ほら、限界じゃないか。素直に楽になったほうがいいぞ」

「わ、わたしは、天空都市を支配する天女なのにっ！　ん、あひっ！」

　もうひと押しだと思った俺は、攻勢を強める。

　再びジュディスの腰を抱えるようにしながら、子宮に向けて連続で肉棒を打ちつける。

　城門を破るための破城槌のような強さで、ジュディスを責めたてた。

　俺の苛烈な責めに、今まで肉棒を押し返すような弾力を持っていた子宮がほぐれ始める。

「奥ばかりダメェ！　我慢できなくなっちゃいます！」

「そうだ、そのまま気持ちよさを受け入れろ。俺に服従しろ！」

　ズンズンと奥を突くたびに、ほぐれていく子宮。

　とうとう、亀頭がめり込むまでになってしまった。

「も、もう無理です、これ気持ち良すぎるのぉおお！　こんなの耐えられるわけ……んひゃあああ！」

　快楽が許容量を超えたのか、堰が切れたようにジュディスの嬌声があがる。

「おちんちんっ、おちんちん気持ちいい！　もっとわたしのおまんこぐじゅぐじゅにかきまわしてくださいぃ！」

　今まで我慢していた分、吐き出した言葉は外見から想像できないほど下品だった。

　その様子に、俺は思わず笑みをこぼす。

「そうだ、女王は全員俺が支配する。そして、最後には女神をも……だ」

　そう、ジュディスを支配すれば残るは女神のみ。

　いよいよ神に手が届きそうだが、今はジュディスを完璧に屈服させなければ。

　また反抗されてはたまらない。

「このままイカせてやる。そこで俺に忠誠を誓え！」

「は、はひっ！　イク、もうイキます！」

　ジュディスの膣内がざわめく。

　前にも感じた、絶頂の兆候だ。

　ならば、ここのままの勢いで最後まで突き進むだけ。

　俺は、ピストンの勢いを落とすことなく腰を振り続ける。

「いひぃぃぃ！　イク、イっちゃ、あっぎぃぃぃいいい!?」

　ジュディスが絶頂し、膣内がぎゅうっと締まる。

　その強い刺激を受けながらも、俺はまだ腰を振る。

「ダメダメダメェッ！　死ぬ、死んじゃいますっ！　イキ死ぬぅ！」

「どっちみち、このままだと死ぬぞ？　だったら、イキ死ぬほうが良いんじゃないか？」

　ふと周りに気を配ると、振動と共に何かが崩れる音がする。

　秘宝の力が弱まって、いよいよ浮遊させる力が都市に行きわたらなくなってきたのかもしれない。

　そして、この都市は落下を続けながら、同時に崩壊を始めている。

「ひっ、死にたくない！　でも、気持ちいいの止まらないんです！」

　ジュディスも気が付いたのか悲鳴をあげるが、膣肉は肉棒を放そうとしない。

「もう俺も出そうだ。ジュディスも一緒にイケ！」

　締まる膣内で強引に肉棒をピストンし続けた結果、俺も再び絶頂間際の状態になっていた。

　ここまできて逃げ出すわけにもいかない。

　俺は最後に、肉棒を最奥まで突き込んで子宮に密着させる。

　そして、そのまま腰を動かしてゴリゴリと削る様に刺激した。

「イィィィ！　イクイク、イキ死んじゃうのぉぉぉ!!」

　ビクンッ！　ビクンッ！

　陸揚げされた魚のように暴れる彼女。

　俺は、それを抑え込むようにしながら射精。

　子宮の中に精液を流し込んだ。

「ひ、は、おぉ……」

　知性の欠片もないような表情で絶頂に浸るジュディス。

　俺は完全に堕ちた彼女の表情に満足する。

　しかし、同時に崩壊の音がすぐそばまで迫っていた。

「危なかったが、俺はまだ死ぬ気はないし、女王を死なせる気もないからな」

　俺はジュディスを担ぎ、秘宝の天空石を確保する。

　その瞬間、崩壊が一気に進行した。

「天空都市か、少しもったいなかったな」

　俺がそう言ってワープした瞬間、都市は完全に崩壊して地に落ちたのだった。
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　ワープした俺が辿りついたのは、天空都市に繋がっていた教会のすぐ近くだった。

　自分とジュディスと秘宝に傷がないことを確認すると、一息つく。

　やはり、人間は地に足を付けていないと安心できないな。

「しかし、危機一髪だったな……」

　振り返れば馬鹿なことをしたと思うが、あのときはあれがジュディスを堕とす最高の手段だと思っていたのだから仕方ない。

　実際、こうやって無事に帰って来られたしな。

「リュウ！　無事だったのね！」

　教会の前まで行くと、俺に気づいたのかアイシャが駆け寄って来る。

「オリヴィアからひとりで残っていると聞かされて、心配したのよ？」

　彼女の顔を見ると、若干目を赤くしている。

　これは、気まずいな。

　鳴かせるのは得意になったが、泣かれるのは苦手だ。

　どう対応していいのかわからない。

「ああ、すまなかった。心配させたな」

「本当にわかってるの？　ユニスの千里水晶で天空都市が崩壊していくのを見ていて、どんな気持ちになったのか！」

「あ、ああ……」

　珍しく感情的になっているアイシャ。

　さっきまでは謝罪の気持ちが強かったが、ここまで心配してくれると、なんとも言えない気持ちになる。

「私だけじゃないわよ、他からも嫌というほど言われることになるでしょうから覚悟しなさい」

「う、わかった」

　結局、再開のやりとりは終始アイシャに押されてしまった。

　そのまま彼女の後ろに付き従うように教会まで戻る。

　大きな扉を開けると、そこには女王たちが待っていた。

　全員が全員、目を赤くしている。

「参ったな……」

　思わずそうつぶやくと、さっそくユニスに突っ込まれた。

「な〜にが『参ったな』なのぉ!?　本当に参ったのはこっちだよ！」

　それに、首を縦に振りながらエレナイラが賛同する。

「そのとおりだ。我が王に死なれたとあっては、我も後を追うほかないと思ったからな」

　次はシズクだ。

　彼女はまだ目尻に涙を浮かべている。

「ひぐっ、ふぐっ、ほ、本当に心配してたんですよ……」

　それを慰めるようにしながらオリヴィアも責める。

「よしよし、これで顔を拭くのじゃ。まったく、無茶が過ぎたのぉ？」

　全方位から非難を受けて、俺の心もさすがに堪えた。

「すまなかった。もう自分から無茶はしない、約束する」

　俺のその言葉で、ようやく場の空気が和んだ気がした。

「それより、誰かジュディスの面倒を見てくれないか？　俺はもう疲れた」

「なら、我がやろう。ユニスはセリアを呼んできてくれぬか？」

「はいはい、了解！」

　エレナイラは俺からジュディスを受け取り、ユニスは一足先に教会の奥へ入っていく。

「オリヴィアとシズクには、何か食べ物でも用意してもらいたいんだが……。腹が減った」

「ならば、余が直々に料理を振る舞ってやろう」

「女王が料理なんか出来るのか？」

　あれだけ強力な魔法が使えるんだから、他のことは臣下に任せているものと思ったが。

「長く生きていると色々と……おほん！　とにかく、任せるのじゃ」

「わたしも簡単な物なら作れます！」

　そう言われたら好きにさせるしかないな。

「じゃあ、頼んだぞ」

　ふたりを見送りつつ、俺はアイシャに尋ねた。

「こっちの部隊や天空都市の住民はどうした、上手く逃げられたのか？」

「全員無事に逃げ出せたわ。住民には渋る人もいたけど、死なせるわけにもいかないから強制避難させたわ」

「そこは我慢してもらうほかないな」

　自分の住んでいた場所を捨てられない感情はあっただろう。

　それも、天空都市という特別な場所ならなおさらだ。

　だからかといって、見捨てるわけにもいかない。

「それで、脱出してきたやつらはどこに？」

「近くの街で臨時に預かってもらっているわ。なにせ人数が多いから、ここでは無理だったのよ」

「なら、そいつらについても考えないといけないか」

　地上を蔑視していた天空都市の住民とはいえ、一方的に住居を奪ったのだから、相応の保証はしないとな。

　それも、ジュディスを仲介に挟めばなんとか穏便に進められそうだが。

　悪いとは思うが、必要なことだった。

　こうしなければ世界が滅亡に向かってしまう。

「だが、これでようやく秘宝がすべて集まったな」

「そうね、これでやっと女神のいる天界への道が開かれるわ」

　何か思いつめるようにうつむくアイシャ。

　元は彼女から持ち掛けられた話だからな。

　目標まであと一歩というところまで来たんだ、何か思うこともあるだろう。

「まあ、その前に一休みしよう。一晩だけ休んで、女神を倒すのはそれからだ」

「……ええ、そうね。リュウには英気を養ってもらわないと」

　俺は、そのままアイシャを連れて教会の奥へと向かい、ゆっくりと休んだのだった。







　翌日、俺は女王たちを従えて教会の礼拝堂に集まっていた。

　目の前には天空都市に繋がっていたゲートがあるが、向こう側が崩壊したせいで沈黙している。

　見た目は取り立てて何か言うこともない、ただ大きなだけのアーチだ。

　その前にアイシャが立ち、俺たちはその後ろに並んでいる。

　ジュディスも俺と同じように一晩である程度回復し、そこに加わっていた。

「女神のいる場所、天界へ行くには秘宝を触媒にしなければらないわ。みんな、出してもらえるかしら？」

　アイシャの言葉に、それぞれが秘宝を取り出す。

　改めて見ると、どれも神々しい雰囲気を纏っている。

　差し出されたそれを受け取ったアイシャは、テーブルの上に並べていく。

「ちょうどいい具合にゲートがあるし、これに天界への門を繋げるわね」

　そう言うと、ゲートと向かい合って深呼吸するアイシャ。

「じゃあ、始めるわね」

　そして、五つの秘宝を前に何やら呪文を唱え始めた。

「────、──。────、──ッ！」

　しかし、その呪文はどこかおかしい。

　何かを言っているのはわかるが、ほとんど聞き取れないのだ。

　全く知らない外国語でも、似たような発音をすることだけはできる。

　だが、アイシャのそれは到底真似をすることができないと思える。

　まるで、宇宙人の会話を聞いているような気分だ。

　一分ほどの詠唱が終わると、同時に秘宝が輝きだす。

　そして、秘宝から光る粒子の様なものが流れ出てゲートに向かった。

　集まった粒子は渦のように回転し、それはすべての秘宝から粒子が出尽くすまで大きくなり続けた。

　役目を終えた秘宝は輝きを止めもとに戻る。

　しかし、そこに直前まであった神々しさはなかった。

　逆に、秘宝から力を受け取った粒子の渦はゲートいっぱいになるまで拡大していた。

「────ッ──!!」

　最後にアイシャが何か唱えると、渦の回転が止まる。

　そして、粒子同士が繋がってゲートに光の面が現れた。

「はぁ、はぁ……これがゲートは天界に繋がったわ」

「アイシャ、大丈夫か？」

「ええ、これくらい大したことじゃないわよ。それより、早く入りましょう」

「わかった……みんな、ついて来い」

　俺は、先頭に立ってゲートに進んだ。

　いよいよ女神との決戦が始まろうとしている。

　どんな相手だろうと必ず倒してみせるという決意を胸に、天界へと足を踏み入れるのだった。
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　天界に足を踏み入れると、目の前には黄金のように輝く城があった。

　ただ、金で出来ているわけではない。

　城全体がさっきの秘宝のような神々しさを纏っていたのだ。

　しかも、エレナイラの城よりもデカい。

　とても、人間の力では生み出せそうにないな。

　俺は、ちょうどその正門の前に立っている。

　振り向くとゲートから、アイシャと女王たちが出てきた。

「ひえ〜、すごいね〜！」

　ユニスがそう言うが、俺もデカい・輝いているくらいの感想しかない。

　芸術家や建築家を連れてくればいろいろと語ってくれるんだろうが、俺たちの目的は城ではない。

「アイシャ、この中に女神がいるのか？」

　俺の問いにアイシャは頷く。

「ええ、気配を感じるわ。間違いなく彼女はここにいる」

「なら、迷うことはないな。突入するぞ」

　俺は堂々と正面から歩いていき、

「まずは、挨拶代わりだ」

　正面入口を爆発魔法で吹き飛ばした。

　直前まで見事な美しさを誇っていたその場所は、無残な瓦礫となってしまう。

　それなりに力を込めて放ったつもりだが、予想以上に手ごたえがあったな。

　俺たちは、そのまま玄関を抜けて内部に入る。

「女神がどのあたりにいるのかも、わかるか？」

「そうね、二階に大きな部屋があるからそこだと思うわ」

　どうして正確に居場所がわかるのかは疑問もあるが、今はわざわざ聞いている場合じゃないだろう。

　何をしてでも女神を倒すのが先決だ。

「なら、手っ取り早く行こうか」

　俺は右手を上にあげて、そこから特大の火球を高速で射出した。

　天井に穴が開き、二階部分が見える。

　俺たちはその穴から魔法で二階へ跳び上がった。

「あら、不躾な侵入ね。他人の家に入る行儀も知らないのかしら？」

　唐突に、俺たちに声がかけられる。

　顔を上げると、声の主が立っていた。

　そいつは、まるでＲＰＧに出てくる王様のように、広間の一段高い場所に置かれた豪華な椅子に腰かけていた。

　たしかに、その姿は女神と呼ぶにふさわしい魅力に溢れている。

　すらっとしつつも程よく肉の付いた足。

　座っていてもわかる、掴み心地の良さそうな腰と尻。

　そして、見る者を釘づけにする大きく美しい胸。

　どれをとっても、極上と言える。

　だが、俺はそんなことよりも、より大きな衝撃をその美貌から受けた。

「お前は……、お前のその顔は……」

　俺を見つめるその顔は、アイシャと同じだったのだ。

　髪色こそ輝くような白銀だが、そのほかは同じに見えた。

　女神と、それを倒そうとしているアイシャが同じ顔をしている。

　俺はその事実に、それ以上何も言えずにいた。

　同様に、女王たちも驚いているようだ。口うるさいユニスでさえ、一言も発しない。

「あなたが連れてきた人間、どんな豪傑なのかと思ったら意外と普通なのね、アイシャ」

「……アリアン」

　アイシャが言葉を発したことで、正気に戻る。

「アイシャ、どういうことなのか説明しろ」

　俺は、有無を言わさぬような強い目線で彼女に言った。

「ふふふ、ちゃんと事情を説明してなかったのかしら？　なんなら私が説明してもいいけど」

「結構よ、私から話すわ」

　そう言うと、俺に向き直るアイシャ。

「女神アリアンは、私の双子の姉なの」

　双子……。

　そう言われてよく見直すと、確かに微妙な違いがあった。

　それに、内面はより大きく異なるようだ。

　人間を見下すように傲慢な態度が、その目からもにじみ出ている。

　アイシャはこういう雰囲気を発したりはしない。

「アリアンと私は神の子として誕生してから天界でくらしていたけれど、ある時、彼女が私から神の力を奪い取ったの。そして、私を地上に堕として封印したわ」

「奪い取ったって……お前たちの親はどうしたんだよ、黙って見ていたのか？」

「前にも言ったけど、神は自分勝手なのよ。とっくに消えてしまっていたわ」

　自分の世界を子供に押し付けて消えるなんて、まさに常識の通じない相手だな。

「だけど、そのおかげで私はアイシャを地上に幽閉できたわ」

　アリアンが楽しそうに言う。

「だいたい、何でアイシャから力を奪ったんだ。憎む理由でもあるのか？」

「そうじゃないわ、それまでは上手くやっていたもの」

　アリアンが俺から目を離して、アイシャを見つめる。

「あのとき気づいたのよ、この世界に神はふたりもいらないって。だとすれば、消えるのはアイシャしかないじゃない」

　ここでも神様の自分勝手さが発揮されているのか。

　自分のためなら家族でも封印する。

「慈悲として殺さないであげたけど、まさか人間を使って復讐しに来るとはね。人間が神に敵うとでも思ったのかしら？」

　そう言って嘲笑する女神。

　俺は、奴からアイシャに目線を移した。

「今の話は真実か？　俺を呼び出して契約したのも復讐のためだと？」

「……そうよ、すべてはアリアンに復讐するため。ふふ、私も神の子ね、自分のためにリュウを危険な世界に呼び出して」

　そう言って自嘲するアイシャ。

「世界が滅びるなんて言ったけど、あれも建て前だったのよ。本当はすべて私のエゴね」

　だが、そのとき俺に芽生えた感情は怒りではなかった。

「クク……ッハハハハ！」

　突然笑い出した俺に、アイシャはおろかアリアンまで目を丸くする。

「いいじゃないか、上等だ！　やることはあの女神を倒すことで変わりないんだろう!?」

「そ、そうよ」

　むしろ勢いづいた俺に引きつつも、答えるアイシャ。

「じゃあいいだろう？　この女神も倒して、俺が手ごめにしてやる。姉妹揃って奉仕させてやるのもいいな」

　世界を救う救世主。

　その言葉に釣られた訳じゃないとは言えない。

　だが、ここまで騙された俺も馬鹿だった。

　一番長い時間一緒にいたのに、その狙いに気づけなかったのだから。

　なら、これも自業自得と言えるだろう。

　貰った能力のおかげで良い思いも出来たし、アイシャを恨むなんて気持ちはない。

　だったら、最後まで契約を果たすのが俺の役目だろう。

「あははは、そこの男は吹っ切れたみたいね」

　相変わらずの上から目線で俺たちを笑うアリアン。

「今のうちにそうやって笑えるだけ笑っておけよ。すぐにどっちが上の存在か教えてやる」

　そう宣戦布告すると、俺は後ろに振り返った。

　目線の先には、今まで沈黙を貫いていた女王たち。

「もともとこれは俺とアイシャの契約だ、ここへの扉を開いた段階でお前たちの役目は終わっている」

　そこで一度言葉を区切る。

「だが、女神を倒すには手が足りない。手伝ってもらうぞ」

　敢えてそう言うと、彼女たちが応える。

「もちろん！　ここまで来て仲間外れなんて酷いよ？」

「我の剣はすでに王へ捧げられている。存分に使ってくれ」

「戦いは得意ではありませんが、わたしも微力を尽くします」

「水臭いの、お主は。それに、余の魔法がどこまで通用するのか楽しみじゃ」

「この身は地に落ちましたが、天空を支配したわたしの力は健在ですよ」

　ユニス、エレナイラ、シズク、オリディア、そしてジュディス。

　女王それぞれが、やる気に満ちている。

　わざわざ前置きを入れる必要もなかったか？

　味方が増えるならそれに越したことはない、全員で取り掛かるまでだ。

「仮にも神を名乗るなら、相手が五人増えたくらいで喚くなよ？　いくぞ！」

　こうして、俺の最後の戦いが始まったのだった。
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「あははは！　いいわよ、全員でかかってきなさい」

　この多対一の状況でも、余裕を崩さないアリアン。

　俺たちが戦闘態勢に入ったというのに、女神は椅子から立ち上がりもしない。

「一番槍は我がもらった！」

　相手が動かないと見るや、エレナイラが突っ込んだ。

　近距離戦では女王一、最強の剣士の踏み込みは残像を捕らえるだけでも精一杯だった。

「ハァアッ！」

　瞬きする間に距離を詰めたエレナイラが、その速度を乗せた突きを放つ。

　しかも、その剣先は音速を超えたようで、その証拠に空気の壁を突き破るパンという破裂音が聞こえた。

　正面から戦えば、俺ですら簡単に切り捨てられてしまうような剣技が女神に迫る。

「ふん……」

　しかし、アリアンは防御すらしない。

　次の瞬間、剣が女神の胸に突き刺さる……かに思えた。

「ただの刺突が私に通用するとでも思ったのかしら？」

　アリアンは座ったままの姿勢で指一本動かさずに剣を受け止めている。

　もちろん、切っ先は絹のように美しい肌にたどり着いていた。

　しかし、その接触した場所から、前に一ミリも進めていないのだ。

「くっ、何をした!?」

　エレナイラの鋭い眼光がアリアンに向けられる。

　普通の人間ならすくみ上って動けなくなるそれも、女神は歯牙にもかけない。

「わざわざ教えるはずないでしょう？　それより、いつまでもくっついていられたら邪魔よ」

　そう言うと同時に、ふたりの間で爆発が起こる。

　至近距離で受けたエレナイラは成す術もなく吹き飛ばされた。

「エレナイラ！」

　思わず叫ぶが、彼女は床に叩き付けられる前に受け身をとってすぐさま起き上がった。

「すまない、不覚をとった。我の身体のほうは問題ない」

　流石のエレナイラもあの距離からの攻撃は完全に避けきれず、軽く炎に煽られたように服や髪に焼け焦げた跡がある。

　しかし、目立った傷はないようだ。

「先制は失敗したが、向こうは動く気がなさそうじゃの。それなら、全員のもつ火力をぶつけるまでじゃ」

　オリヴィアがそう言いながら前に出てくる。

　他の三人も同じだ。

「ふうん、全員出てくるのね。だったら、私も反撃しようかしら？」

　そう言うと、アリアンは腕を横に振った。

　すると、広い部屋全体が振動し始める。

　一瞬地震かと思ったが、違う。

　震源を探るために視線を動かすと、部屋の壁へ無数にはめ込まれている人の身長ほどもあるクリスタルが目に入った。

「あのクリスタルだ、動き出す前に魔法を叩き込め！」

　おそらく、あれは女神の武装か何かだろう。

　だったら、使われる前に勝負を決めたほうが良い。

「任せるのじゃ。女神よ、余の魔法を受けてみるがいい！」

　オリヴィアは弓を取り出すと、そこに魔法の矢をつがえた。

　弓も矢も、ジュディス戦で使った即席のものよりも数段強力に見える。

「わたしの呪術から逃れる方法はありません。いくら強力な防御をしようと無駄ですよ」

　シズクも懐から呪符を取り出して、何か唱え始める。

　呪術は魔法と違って、物理的な防御に妨げられないと聞いた。

　なら、アリアンにも傷を負わせられるはず。

「あははっ、あたしの魔法も痛いよー！」

「わたしの風ですべてを吹き飛ばして差し上げます」

　魔女と言う称号とは裏腹に、最前線にまで出て直接魔法を撃ちこむユニス。

　前衛後衛どちらもこなせる万能型のジュディス。

　純粋な術師としては前のふたりに劣るが、それでも通常の魔法使いとは隔絶した強さを誇る女王ふたりによって火力が底上げされる。

「放て！」

　俺の言葉と共に、四人からそれぞれ攻撃が放たれた。

　まずは、オリヴィアの放った矢が襲い掛かる。

　元々射撃武器な上にオリヴィアが強化した矢は軽く音速を突破して、真っ先にアリアンの顔面へ突き刺さる。

　さすがに顔への攻撃は本能が働いたのか、右手を上げて防御する女神。

　掌と矢が接触した瞬間、爆発が起きる。

「ちぃ、浅かったのじゃ」

　手応えを感じなかったのか、舌打ちをするオリヴィア。

　煙が晴れる前に、次の攻撃が襲い掛かる。

　今度は、ジュディスの風魔法とユニスの炎魔法が同時に襲い掛かる。

　上からはユニスの作り出した燃え盛る岩が降り、その陰に隠れる形で死角から見えない風の弾丸が食らいつく。

「そのまま潰れちゃえー！」

「そう簡単にやれると思っているのなら大間違いよ」

　ユニスの言葉にそう返したアリアン、今度は左手を振るう。

　すると、目前の空間から突然濁流のような水が現れて岩を砕いてしまった。

　腕の一振りでここまで強力なものを呼び出せるとは、さすが女神か。

「そんな!?　せっかく頑張って作ったのに！」

「こんなに分かりやすい攻撃を食らいわけがないでしょう？　炎を相手にするには水と相場が決まって……」

　そこまで言って、アリアンの言葉が途切れる。

　死角から迫っていた風魔法が炸裂したのだ。

　思った以上に大量の魔法を展開していたらしく、ほぼ全周囲から攻撃を食らうアリアン。

「ちっ、姑息な技を……でも、その程度じゃかすり傷一つ付かないわよ？」

　座っていた豪華な椅子をも粉みじんにしたジュディスの魔法も、アリアン本人には届かなかったようだ。

　椅子にも何か仕込まれているかと思ったが、あれだけ簡単に壊れたことを考えるとそれはないだろう。アリアンは椅子をなくして立ちあがっているが、明らかに不機嫌だ。

「はあ、あんまり長く立っていると足がむくんじゃいそうね。早く終わらせないと」

　そんなことを言う女神だが、生憎と俺たちの攻撃はまだ終わっていない。

「……わたしを忘れてもらっては困ります！」

　ちょうど長い呪文を唱え終えたシズクが呪符を手放すと、それが勢いよく燃える。

「火よ、彼の者を呪え！」

　同時に、アリアンの足元からコンロのように炎が燃え上がった。

　その火力は焼却炉のように高く、離れている俺たちでさえ熱気で火傷しそうだ。

　この炎の中では、例えダメージを負わなくても肺の中の酸素まで燃やし尽くされて窒息してしまいそうだが……。

「ケホケホッ！　ああ、苦しかったわ。何てことしてくれるのよ」

　燃え尽きて、灰すら残っていなさそうだった炎から、アリアンは無傷で現れた。

　衣装に焦げた跡がついているのを見ると攻撃が通らなかったわけではないようだが、これでは本人へのダメージはないも同然だろう。

「さっきの矢とこの炎は少し痛かったけど、一発だけじゃ無理ね」

　そう言ってオリヴィアの矢を受け止めた右の手の平を見せるアリアン。

　確かに、皮膚を貫通したのか少し血がにじんでいる。

　だが、ここまでで初めてまともに通せたダメージにしては小さすぎる。

　見ると、オリヴィアも顔を歪めていた。

　一点攻撃で威力を集中させてもこのとおりなら、普通に攻めても希望はないように思える。

「ほら、これで元どおり」

　さらに女神が右手を握って開くと、そこには汚れ一つない綺麗な肌が見えた。

　全力の一撃も一瞬で回復されてしまう。

「これで終わりかしら。今度は私から行くわよ？」

　とうとう展開された巨大クリスタルが合計で四つ、周りに侍るように浮いている。

「まずは、小手調べね」

　アリアンがパチンと指を鳴らすと、クリスタルが一列に並ぶ。

　そして、その頂点が光ったかと思うと俺たちにレーザーの雨が降り注いだ。

「くそ、これも魔法だっていうのか？」

　咄嗟に魔力で盾を展開する俺。

　結構な厚みを持たせたはずだが、それもレーザーの直撃によってすり鉢状に溶解してしまう。

　アイシャとエレナイラは俺の盾に隠れているが、他の四人は自分が精一杯で動けそうにない。

　このままだと、いずれ貫通されてしまうだろう。

　かといって、本人を攻撃しても無駄と分かっている。

　女神といえど、単なる素手であれほどの防御力を持っているはずがない。

　何か、何か仕掛けがあるはずだ。

「ふふふ、どうしたのかしら？　このままじゃ私がなぶり殺してしまうわ」

　こっちを煽るアリアンを無視して、対策を考える。

　悔しいが、このままでは奴の言うとおりだ。

　早く打開策を考えなければ……。

　そうしている間にも、盾はどんどん消耗していく。

　タイムリミットは、もうあまり残されていなさそうだった。
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　レーザーの雨が降る中で、俺は思考を巡らせていた。

　どうにかアリアンにダメージを与えようと方法を考えたが、その間にもこっちの盾は削られている。

「情報が少ない、方針を変えるぞ。女神は後回しだ、先にあのクリスタルを潰す」

　ここにきて、これ以上の思考は時間の無駄だと結論付けた俺は目標を変えた。

　すなわち、今も俺たちにレーザーを撃ち続けているクリスタルだ。

「そうと決まれば、我がもう一度切り込んで敵をかく乱する」

「そうか、任せたぞ」

　自分から囮を買って出たエレナイラの肩に手を置く。

「だが、くれぐれも気を付けろよ」

「大丈夫だ、同じ失敗を二度は繰り返さない」

　そう言うと、彼女は盾から飛び出して突撃する。

「あら、とうとう我慢できなくなったのかしら？」

「ふん、我が王にばかりに構っていると、いつの間にか自分の首が飛んでいるかもしれないぞ？」

「それは、私に近づいてから言いなさい！」

　今までは盾に集中射撃をしていたクリスタルが、その火力をエレナイラに向ける。

　一発でも当たれば、溶けてしまいそうな威力のレーザーが彼女に襲い掛かった。

「直線的な軌道のものほど読みやすいものはない」

　しかし、そのどれもがエレナイラを捉えられなかった。

　それを見て、あることに気づく。

　エレナイラを狙うレーザーの射撃が正直すぎる。

　普通、移動目標を狙うときには動きを先読みして照準するものだ。

　しかし、あのクリスタルの射撃はそれをしていない。まるで素人の動きに見える。

「そうか……クリスタルを動かしているのはアリアンだ、フェイントを仕掛けろ！」

　俺の言葉にエレナイラが頷き、動きが変わった。

　その途端に、クリスタルの動きが乱れる。

「この、ちょこまかと虫のような！」

「ははは！　では、その虫を捕まえられない貴様はそれ以下だな」

「言わせておけば……！」

　感情的になったアリアンが片手を振り下ろすと、射撃されるレーザーが拡散した。

　無数の光の矢となったそれは、エレナイラの進路を覆い尽くす。

「これで逃げ場はないわ、大人しく焼かれなさい！」

「確かに……しかし、貴様の敵はひとりではないぞ？」

　エレナイラにレーザーの雨が降りかかろうという瞬間、目の前に分厚い盾が現れて簡単にそれを防ぎきってしまった。

「まったく、無茶をするのじゃ。余でなかったらお主の前に盾を出せなかったぞ？」

　高速で移動するエレナイラに合わせて防御する盾を生み出せるのは、ここにはオリヴィアしかいない。

「そして、お前も感情的になったのがまずかったのう？」

　エレナイラに挑発されて意識を集中させたアリアンには、他の敵に割く注意が残っていなかった。

　女神といえど目は二つ、脳は一つしかないのだ。

「そりゃあっ！」

「食らいなさい！」

　ユニスの雷を纏った蹴りと、ジュディスの風を纏った手刀がクリスタルに直撃した。

　魔法によって岩盤すら貫くほどに強化された一撃は、クリスタルを粉々に打ち砕く。

　これで、奴の武装は残り二つ。

「……失敗したわ。でもね、あなたたちのやったことは無駄よ？　だって、代わりはいくらでもあるもの」

　すると、壁に設置されていたクリスタルが新たに四つ起動する。

　この部屋全体で三十は下らない数のクリスタルが残っていた。

「うふふふ、今度は全員に向けてあげるわ」

　六つのクリスタルが横一列に並んでレーザーを発射しようかというとき、突然新しく追加したクリスタルが爆発した。

「ぐっ、何が!?」

　そして、それとほぼ同時に部屋のあちこちで爆発が起こっていた。

「同じ形のクリスタルがこれだけ残っていたらなあ、少し考えれば気が付くもんだ」

　俺は、狼狽するアリアンにそう言ってやる。

　始めこそむざむざ起動を許したが、次はない。

　エレナイラが囮になっている間に動いたのは、ユニスとジュディスだけではなかったわけだ。

　俺とアイシャとシズクの三人は、手分けして部屋中のクリスタルに、シズクの呪術が込められた呪符を貼っていった。

　そして、時を見計らって爆発させたわけだ。

　爆弾になっているとも知らずにまんまと新しいクリスタルを引き寄せたアリアンは、見事に自爆してくれた。

　爆発の衝撃で、健全だったクリスタルも大破している。

　あれでは満足に動かすこともできないだろうな。

「そして今気づいたが、クリスタルを潰したのは二重の意味で正解だったな」

　俺はそう言って笑う。

　爆発を至近距離で食らったアリアンには、いくつもの傷が付いていた。

　オリヴィアの全力でもかすり傷だったアリアンに爆発ごときで傷が付くはずはない。

　だとすれば、これは謎の仕掛けが切れたことを意味する。

「あのクリスタルは、お前の武装であるのと同時に魔力タンクでもあったみたいだ。そこから膨大な魔力を引き出すことで、自分の身体を限界以上に強化していたわけだ」

　いくら女神でも、見た感じ肉体はある。それは、魔力の容量にも限界があるということだ。

　なら、それ以上の力を使おうとすれば魔力を取り置きしておくしかない。

「ただの魔力タンクとして使っておけば誤魔化せたが、膨大な魔力量を利用した武装としての機能を与えたのが裏目に出たな」

　一つのものに機能を集約するのは便利だが、リスクも一か所に集まってしまう。

「自分の力を過信したお前の負けだ」

　俺にそう宣言されると、流石に形勢が悪いと見たのか渋面になるアリアン。

「……そうね、少し慢心したみたい」

　だが、それでも奴は戦う姿勢を崩さない。

「でも、私の魔力はまだまだ残っているのよ？　ただの人間と女神の歴然とした差がそこにはあるの」

　世界のルールをも変えられる女神だ、女王たちと比べても桁が二つ三つ違う魔力量を誇っているんだろう。

　地上の魔法使いが束になってかかっても敵わない差があるのかもしれない。

「だからどうした、この世のルールに囚われないのは自分だけだと思うなよ？」

　そう言って、俺は自分の中の魔力を練り上げるように意識する。

「ふん、はったりよ。私に並ぶ魔力を持つものが、いていいはずがないわ」

　そう言って自信満々に言うアリアン。

「舞台に居いるのが自分の作ったルールに従う奴ばかりだと思っているなら、これをその目に焼き付けろ」

　俺は練り上げた魔力を右手に集中、そして放出した。

　あまりにも濃い魔力は、真っ黒に染まって見える。

　通常の魔力で展開する盾が半透明なのを考えれば、これがどれだけ大量の魔力を消費しているかわかるだろう。

　俺はさらに、その歪な杭のような魔力を、剣の形に成形する。

「ッ！　その魔力、どこで手に入れた!?」

　一気に余裕そうな顔が吹き飛ぶアリアン。

　奴はこの世界で、男より女のほうが強い魔力を持つように調整したが、その強さの限界も同時に設定したんだろう。

　しかし、俺の放出している魔力はその限界をとうに超えているらしい。

「双子の妹の力を奪っても、お前が操れるのはこの世界の内側だけだろう？　その外側から来た俺にそのルールは適応されない」

　悪いが、治外法権みたいなものだろうか。

「アイシャ、お前っ！」

　怒りの表情で妹を睨み付けるアリアン。

「そうよ、リュウは私が異世界から呼んだの。あなたを倒すためにね」

「外の世界の人間は、私たちの力では制御できないのよ？　なんてことをしてくれたの！」

　感情を昂らせて、激しく怒るアリアン。

　対して、アイシャは静かに応える。

「私にはこの方法しかなかったの、あなたへ復讐するなら何だってするわ」

「……私を倒した後で、そこの人間があなたの言うことを聞くと思っているの!?」

　それに対して、アイシャは首を横に振る。

「いいえ、でも私はあなたに復讐できればそれでいいわ」

「なら、もう容赦しないわ。今度は跡形もなく葬り去ってやる！」

　無防備なアイシャに、アリアンの手からレーザーが放たれる。

　クリスタルのものよりも数段強力なそれは、一瞬後には、アイシャを貫くだろう。

「おい、それじゃあ射線が素直すぎるぞ」

　しかし、俺がいる限りそうはならない。

　ふたりの間に入った俺がレーザーを魔力剣で受けたからだ。

　剣が得意とは言えない俺でも、あれだけ怒ったアリアンがどこを狙うかなら想像がつく。

　頭と心臓を守るように剣で遮れば事足りた。

「……そして、これで終わりだ」

「なにを……っぐぅ!?」

　怒りのまま二発目を繰り出そうとしたアリアンの両腕を矢が貫く。

「貰った！」

　怯んだアリアンにエレナイラが突っ込み、トドメを刺そうと斬り掛かる。

「私を舐めるな！」

　アリアンも意地で両腕を動かして盾を展開する。

　しかし、オリヴィアの矢で貫かれていては流石の女神も全力を出せない。

　そして、不意を突かれた側とずっと隙を狙っていた側の差もあるのだろう。

　とうとうアリアンは、エレナイラの剣によって斬られたのだった。

「がっ、ぐふぅ……」

　傷口から血を滲ませ、倒れ臥す女神。

「わ、私が人間ごときに負けるなんて……」

　見るからに重傷で指の一本も動かせそうにないが、一応警戒しつつ近づく。

「手こずらせてくれたな、そのまま動かなければ殺しはしない」

「負けるなんて……負けるなんて……」

「……おい、アリアン？」

　様子がおかしいことに気がついた俺は、一歩下がる。

「負けるなんて……認めない。認められるはずがないわ！」

　その瞬間、部屋全体に砕け散っていたクリスタルの破片が発光する。

「マズい、離れろ！」

　俺の声にみんなが一斉に飛び退く。

「私は……私はこの世界の女神なのよ!!」

　その瞬間、クリスタルが蒸発して部屋の中に凄まじい魔力の嵐が発生。

　いきなり大型の台風の中へ放り出されたような衝撃に、俺は吹き飛ばされてしまうのだった。
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　魔力の嵐に吹き飛ばされた俺だったが、なんとか体勢を立て直す。

　そして、前方を見据えた。

　自爆したのかとも思ったが、奴は健在だ。

　むしろ、その存在が強化されたようにも感じる。

　そう思わせる原因の一つは、アリアンの背後に出現した一対の翼だろう。

　天使を思わせる白い羽は、神聖の気配を纏っていた。

　圧倒的な魔力量だ、元の数倍以上に感じる。

　横目に仲間の様子を確認するが、みんな酷く身体を重そうにしている。

　強大な魔力が、物理的な重圧を持っているのかもしれない。

　同じように巨大な魔力を持つ俺は動けそうだが、他は無理そうだな。

「クリスタルの魔力を吸収したか……」

　状況から考えるに、部屋に散らばったクリスタルに残った魔力を一気に集めたんだろう。

　砕けているとはいえ、元々膨大な量の魔力を溜めていたタンクだ。

　それを一度に集れば、アリアン自身が生み出せる限界以上の魔力を使えるらしい。

「とはいえ、そんなに大量の魔力をすべて上手く扱えるはずもない」

　そうすると、あの翼は追加の魔力タンクのようなものか？

　女神のくせに趣味が悪いな。

　そこで翼状に集まっていた残りすべての魔力が、アリアンに注ぎ込まれて消えた。

　光の収まった彼女の身体からは、さっきエレナイラにつけられた傷が跡形もなく消えている。

「あはは、あはははは！」

　そして、自分の身に宿る魔力を見たアリアンが高笑いをあげる。

「凄いわ、これだけの魔力があればなんだって出来る！」

　今の奴からは、制御しきれない魔力が全身から漏れだしている。

　実際、その漏れ出た魔力の重圧で女王たちすら満足な動きができないでいた。

　それだけ見ても、まだ身体の中に大量の魔力を保持していることは明らかだ。

　もしかしたら、俺の魔力よりも多いかもしれないな。

　だが、それくらいで怯んでいてはまともに戦えるわけがない。

　俺は、あえて毅然とした態度でアリアンに話しかける。

「魔力を制御しきれていないくせに、良く言うな」

　その言葉で俺の存在を思い出したかのように、アリアンがこっちを向く。

「だったら、まずはお前から殺してあげるわ。完璧な女神の力を思い知るがいい！」

　そう言ってアリアンが俺に手を向けると、掌が光って極太のビームが放たれた。

　前のレーザーより二回りは太いそのビームは、もはや俺の盾でも防ぎきれない威力だ。

「それがどうした！」

　しかし、予想どおり力を制御しきれていないのか、予備動作が大きい。

　俺は奴がビームをチャージした瞬間に跳び退いていたので、余裕をもって回避できた。

　しかし、そのビームは俺の背後の壁を直撃。

　そのまま遮るものを蒸発させて、城の外まで貫通した。

「このままだとマズいな……ユニスたちは城から退避しろ」

「お兄ちゃん……うん、わかった」

　このままアリアンと戦い続ければ、城が崩壊するかもしれない。

　そのときに足手まといになる危険性を悟ったのか、彼女たちは悔しそうにしながらも壁に開いた穴から脱出していく。

「さあ、これで一対一だな……」

　俺がそう言って向き直ったとき、後ろから声がかけられる。

「いいえ、二対一よ」

　思わず振り向くと、そこにはアイシャがいた。

「アイシャ、お前も一緒に脱出したんじゃなかったのか？」

「逆に聞くけど、その必要があるかしら？」

　そう言われて見ると、さっきの女王たちのように身体が重い様子はない。

「……そうか、魔力が回復したんだな」

　アイシャは俺を召喚するのにほとんどの魔力を消費して、無力な存在になっていた。そう言っていたのを思い出す。それが今までの時間の中で回復していたんだろう。

　しかし、この重圧の中でも軽々と動けるほどとは……。

「あなたの力はすべて奪ったはずよ、どうして動けるの!?　答えなさい！」

　同じように考えたのか、アリアンも脅すように聞いてくる。

「元々はね、あなたが私を襲うかもしれないとは予想していたの。だから、私の中の力を一部封印しておいたわ」

　そう言って告白するアイシャ。

「それじゃあ、分かっていて襲われたってこと!?」

　自分が馬鹿にされていると思ったのか、さらに怒って睨むアリアン。

「可能性はあると思っていたけど、具体的なことはわからなかったわ。だから、万が一の保険にね」

　アイシャもアリアンの顔を見つめ返す。

「その封印しておいた魔力でリュウを召喚し、そこからは少しづつ魔力を回復していったの。リュウとのセックスでね」

「なんですって……まさか、そこの男に身体を許したの？」

　信じられないように言うアリアン。

　とことん人間を見下しきっているな。

「そうよ、リュウとのセックスは極上の快楽だったわ。そのおかげで、魔力も全盛期並みに取り戻せたし」

「人間の男にまですがって私へ復讐に来る、なんて醜いのかしら。いいわ、ふたり纏めて私が浄化してあげる」

「あら、本当に気持ちいいのよ？　まだ処女のアリアンにはわからないでしょうけど」

「黙りなさい！　私の相手はもっと高貴な神でなければいけないのよ」

　そう言うと、会話を打ち切るようにアリアンがビームを撃ちこんでくる。

「あまり舐めないでくれるかしら？」

　しかし、それをアイシャは、作った魔力の盾で防ぎきってしまう。

「今の、どうやったんだ？」

「アリアンの魔力の質は私とほぼ同じだから中和できるの。でも、元の魔力量は向こうのほうが上だから長くは持たないわよ」

「なら、俺は奴を仕留めればいいだけか」

　こうしている間にも、苛立ったアリアンが連続でビームを撃ちこんでくる。

　決着は早めに着けなければならないだろう。

「まあ、やってやるさ」

　俺はアリアンに向けて駆けだした。

「私に近づくな！」
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　すかさず俺にビームを撃つアリアンだが、それはアイシャに防がれる。

　俺はジュディスの動きを参考にした風魔法で、一気に接近した。

　本人のような高速機動は無理だが、直線ならば一瞬で動ける。

　そして、アイシャと同じように戦闘が得意ではないアリアンに、俺の動きは捉えられない。

「食らえ！」

　俺は右手に魔力剣を展開して斬りかかる。

「ぐぅ、この程度でやられると思うか！」

　しかし、それは正面に再び現れた翼状の盾で防がれる。

　巨大な魔力で成形された物同士で鍔ぜりあうが、剣のほうが有利だ。

　魔力タンクとして作り出した翼と、攻撃のための剣では用途が違う。

　俺はそのまま片方の翼を切り裂いた。

「あぐっ、よくも！」

　すかさず反撃するアリアンだが、やはりアイシャに防がれる。

　俺もアイシャに加勢して魔法を放つ。

　双方の攻撃が入り乱れて、次々と部屋の内装が破壊されていく。

　やはり、接近戦を仕掛けるしかないか。

　勝負を決めるべく、もう一度、突撃した。

「二度も食らうわけないでしょう！」

　アリアンはアイシャに牽制としてビームを撃ちつつ、残った翼を振るう。

　すると、その羽からダーツのような光が数十、俺に殺到してきた。

　これに突っ込めば穴だらけになってしまうが……。

　俺は右手の魔力剣を解き、新たに身体を覆えるほどの盾を作り出してそのまま突撃を続ける。

　数を重視した攻撃はあっさりと盾で防御でき、俺はそのままの盾で翼をはじく。

　構えていた翼をはじかれたアリアンは、その正面を無防備に晒した。

「残念だったな、これで終わりだ」

　そして、左手に作り出した魔力剣をアリアンの胸に突き立てた。

「──っ！　がはっ!!」

　勢いを殺せなかった俺は、そのままアリアンごと倒れ込む。

「リュウ、大丈夫!?」

　アイシャが駆け寄って来ると同時に、俺も起き上がった。

「ああ、問題ない。アリアンは……」

　下を向くと、俺の魔力剣に貫かれて倒れる女神の姿があった。

　死んではいないが、ピクリとも動かない。

　魔力剣は相手の肉体ではなく、魔力に直接ダメージを与えられる。

　それに貫かれたアリアンは今、胸から大量の魔力をこぼしていた。

　急激な魔力の減少によって気を失っているんだと思う。

「勝ったか……」

「ええ、そうね。あなたのおかげよリュウ」

　そう呟く俺にアイシャがキスをする。

「私のわがままに付き合ってくれて、本当にありがとう」

「俺が自分で首を突っ込んだことだからな、これで約束は守れたか？」

「ええ、もちろん」

　こうして、俺とアイシャの契約は果たされたのだった。
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　決戦の後、俺は倒れたアリアンを担いで広間から出た。

　アリアンの魔力流出は止まっている。

　しかし、その背中にあった魔力の翼は完全に消えてしまっていた。

「アイシャ、こいつは俺の好きにしていいんだな？」

　そう言ってアリアンを指すと、アイシャは頷いた。

「そうね、できれば私から奪った力を返すように言ってくれれば嬉しいわ」

「余剰分が消えたとはいえ、まだそれなりの魔力が残っているだろう。絞り出させてやるよ」

「ふふ、怖いわね」

　アイシャはそう言って笑った。

「ああ、外の女王たちに結果を伝えてきてくれないか？　心配してるだろう」

「わかったわ」

　アイシャはそう言って城外へ向かって行った。

「さて、女神をいただくとするか」

　俺はそう言って、アリアンを手近な部屋に連れ込んだ。

　どうやら来客用の部屋らしいが、誰も使った気配がない。

　そもそも、この城に召使いなんかはいるんだろうか？

　生き物の気配を欠片も感じないんだが。

「まあ、ベッドがあるならいいか」

　俺は寝室を探し、そこにあったベッドへアリアンを横たわらせる。

「身体は本当にアイシャと瓜二つだな」

　そう言って、気を失ったままの身体に手を這わす。

　すると、その肌触りまでも良く知ったものだった。

「これは、面白いな」

　アイシャの身体は今まで存分に味わってきたが、同じような女が処女でいるとは。

　しかも、今度は俺が打ち負かした相手だ。存分に俺の好きなようにできる。

　アイシャに不満などないが、これはこれで興奮できる状況だ。

「さて、そろそろ起きてもらおうか」

　俺はアリアンの頭に手をあてて、魔力を流し込む。

　例のごとく、相手を強制的に発情させる媚薬入りだ。

　同時に、オリヴィアの矢のように相手の魔法を使えなくする効果も加えていく。

「……ん、くぅ。ぅう？」

　流れ込んだ魔力が刺激となって、アリアンが意識を取り戻す。

「お、お前！　この……あれ？」

　俺を見るなり魔法を放とうとするアリアンだが、それは叶わない。

「どうして、なんで!?」

「俺の魔力でお前の魔力をかき乱した、しばらくは非力な女だぞ。それに、身体の調子がおかしくないか？」

「そう言われてみれば、身体も熱い。何をしたの!?」

　取り乱すアリアンへ俺が冷徹に告げる。

「さっきの魔力に媚薬効果も混ぜた。お前の膨大な魔力に混ざって、凄まじい効果を発揮すると思うぞ」

「そんな、嘘よ。女神である私が媚薬なんかに……くっ」

　そう言っている間にも媚薬が回ってきたのか、顔を赤くするアリアン。

　露出度の高い服から見える肌も、ほんのり赤く染まり始めていた。

「はぁ、はぁ、私がこんな……いや、いやなのに……」

　数分とかからず発情したアリアンは、自分の手を股の間に入れる。

　女神といえど、魔力を乱されれば肉体は普通の女と変わらないな。

「どうした、俺が相手をしてやろうか？」

「誰がお前なんかに……んんっ！」

　口では拒否しているが、その手は本能に従って秘裂を慰めている。

「これを見ても、同じことが言えるか？」

　そう言うと、俺はアリアンの目の前で肉棒を露出させた。

　発情したアイシャと瓜二つな肉体を前に、俺も興奮を抑えきれずに勃起している。

「そ、それは……そんなに大きいものが……」

　途端に強気な態度が弱まるアリアン。

　身体が目の前の肉棒を欲しているのを、抑えきれないんだろう。

　俺の予想以上に、媚薬とアリアンの強い魔力が反応しているようだ。

「い、入れてください」

　とうとう、彼女の口から肉棒を求める言葉まで聞こえてきた。

「何をだ？　それだとわからない、もっとはっきりと言え」

　しかし、はいそうですかと挿入するのもつまらない。

　どうせならアリアンに恥ずかしい言葉で求めさせたいな。

「おちんちんを、私のあそこに入れてください！」

　二回目にして随分はっきりと言ってきたな。だが、これならもう少し頑張れるだろう？

「まだダメだ、もっと卑猥な言葉で俺を誘ってみろよ女神さま。そうすれば恵んでやってもいいぞ」

「う、うぅ……」

　思わず涙ぐむアリアン。

　しかし、意を決したのか顔を上げて懇願する。

「おちんぽ、リュウさまのおちんぽを、私のおまんこに入れてズンズン突いてくださいっ！」

　少し前まで俺を虫けらのように見ていた女が、浅ましく肉棒を強請っている。

　しかも、それがこの世界の女神というのがなんとも愉快な光景だな。

　しかし、ここまで言われたのなら願いを叶えてやらないわけにはいかないだろう。

「よし、四つん這いになって尻を俺のほうへ向けろ」

「はい！」

　アリアンがすぐさま俺の言うとおりにする。

　俺はベッドに上がって、その後方に膝立ちになって肉棒を取り出す。

「さて、処女を失う準備は良いか？」

「う、うぅ……くふぅ……！」

　何かを堪えるように震える彼女。

　もう身体は抑えられないところまできているが、まだ残った精神が完全に服従することを許していないということか。

　なら、そこも含めて完全に征服してやる。

「いくぞ、女神が人間に初めてを奪われる瞬間だ」

　俺は、狙いを定めて一気に腰を打ちつけた。

「ぐうぅぅぅ!?　ひ、ひぎぃぃぃいいい！」

　その瞬間、アリアンが苦悶の声をあげる。

　それもそのはず。俺が挿入したのは、膣ではなく尻の穴だったからだ。

　前戯もしていなかったが、予想以上の抵抗もなかったので、そのまま突き進む。

「良かったな、後ろの穴の処女から奪われた女神なんてお前だけだぞ。自慢できるんじゃないか？」

「ひぅぅ、ちが、違うんです！　欲しいのはおまんこなのに……でも、お尻も気持ちよくなっちゃうぅ！」

　ビクビクと身体を震わせるアリアンは、予想外のアナルセックスにも快楽を感じているようだった。

　この分だと、どこを触っても感じそうだな。

　俺は試しに、目の前にあるみっちりと肉の詰まった尻を揉んでみる。

「いっ、んん……うっ！」

　ただ尻を揉んでいるだけだと言うのに、アナルの入り口がきゅうきゅうと肉棒を締め付けてくる。

　おそらく、膣のほうからもダラダラと愛液を垂らしているだろう。

　プライドの高かったアリアンが、全身性感帯のようになって俺の前で喘いでいるのを見ていると、もう我慢が効かなかった。

「動くぞ」

　それだけ言うと、俺は腰を振り始める。

「ひっ、待って、待ってぇ！　動いちゃらめなのぉ！」

　アリアンが腕を後ろに回して止めようとしてくるが、もう遅い。

　俺はさらに深く、限界まで尻に腰を打ち込む。

「深いっ、そんなにされたらお尻の穴壊れる！」

「例えガバガバになっても、俺が直してまた使ってやるさ」

　そう言う間も腰は休めず動かしたままだ。

　アリアンのアナルは入れた瞬間から肉棒を飲み込むように吸い付いてきて、それがたまらなく気持ちいい。

　射精するまで止まりたくないほどだ。

「ひぃ、ひいぃぃ！　お尻がどんどん広がってぇ……うぐぅ！」

　アリアンの喘ぎ声を聞きながら、容赦なく腰を打ちつけていく。

　すると、その激しさに耐えられなくなったのか、アリアンの身体が崩れてしまった。

　まず、手が崩れて上半身がベッドに倒れ伏し、続いて足もガクガクになって崩れる。

　俺は肉棒がアナルから抜けないようにしながらも、うつ伏せになったアリアンの足の間に自分を割り込ませて体勢を整えた。

　そして、潰れたカエルのような無様な形になったアリアンの上にのしかかり、体重をかけながらの深いピストンを再開する。

「らめ、らめらめぇ！　そんなの深すぎるぅ！」

「このまま奥に出してやるからな、しっかり飲み込めよ！」

　ズポズポと肉棒をピストンするたびに、アナルが放すまいと締め付けてくる。

　その刺激に、俺もとうとう限界がきた。

　最後に全力のピストンを尻の穴へ打ち込んでいく。

「ひぎっ、あっ、ああああ！」

　そして、限界を突破すると同時にアリアンの尻へ腰を密着させ、一番奥へと突き込んで射精した。

「ひゃぐっ！　あ、熱いのがドクドク入ってきてる……」

　アリアンはぐったりとした様子で、そのまま無抵抗に射精を受け止めていく。

　俺は最後まで注ぎ込むと、ようやく肉棒を引き抜いた。

　激しく肉棒をピストンしたアリアンのアナルは、若干緩んだようにクパクパと開閉している。

　うつ伏せになっている上で奥に出したせいか、精液はまだ一滴も垂れていなかった。

「ああ、こんな、酷い……これじゃあ生殺しよ……」

　アリアンはうつ伏せのまま、全身をビクビクと震えさせている。

　股間を見ると、下のベッドがびしょ濡れだ。

「安心しろ、俺はまだ終わる気はないぞ」

　せっかくの処女なんだ、きっちり奪うまでやめるわけがない。

　俺とアリアンの行為は、まだ始まったばかりだ。
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「次は私に何をさせる気なの……？」

　アナル中出しの反動から立ち直ったアリアンを前に、俺は胡坐あぐらをかいて座っている。

　まだまだ余裕の俺に対して、アリアンは荒い息を吐き、綺麗な銀髪も乱していて明らかに余裕がない。しかし、俺はここで休憩を与えてやるほど親切ではないし、向こうも一刻も早く疼きを解消したいだろう。なので、俺はさっそく次の指示を出す。

「そうだな、今度は俺のモノを舐めてもらおうか」

　その言葉に、アリアンが目を見開く。

「い、いやよ！　今まで私のお尻に入っていたのに！」

　媚薬で発情している今でも、流石に拒否するか。まあ、誰だって普通は断るだろうからな。

「仕方ない、少し難易度を下げるか。これを使え」

　そう言って俺が手渡したのは、一枚のタオルだ。部屋の隅に置いてあったのを取ってきた。

　そして、俺はそれを水の魔法で濡らす。

「丁寧に拭けよ？　変な真似をしたら、追加の媚薬を流し込んだ上で磔にして放置するからな」

「わ、わかったわ。じゃあ、触るわね」

　強い言葉で言うと、流石のアリアンも素直にうなずく。

　そして、まだ勃起状態を維持している肉棒に手を振れた。

「硬い、それに熱いわ。こんなものが私のお尻の中に……まだ変な感じが残ってるのよ？」

　あの後、違和感が残っていて動けないというので回復魔法をかけてやったが、完全に治ってはいないようだ。

「これからも俺の相手をするんだ、慣れていったほうが良いだろう？」

　そう言ってやると、途端に眉を顰めるアリアン。

「……絶対に逆襲してあげるわ」

　しっかり俺の耳にも聞こえているが、黙っておいてやる。

　そして、アリアンはタオル片手に丁寧に肉棒を拭いていく。

「もういいぞ、綺麗になっただろう」

　だいたい拭き終わったところで、タオルを取り上げる。

「さあ、自分で綺麗にしたんだろう？　舐めろよ」

「……ふぅ」

　俺が促すと、決心がついたように息を吐く彼女。次第に肉棒へ顔を近づけていく。

「……ごくっ……はむぅ」

　そして、とうとうその口で俺の肉棒を咥えた。

　最初は恐る恐る亀頭の部分だけだが、直前まで水で濡れたタオルで拭かれていた肉棒からすれば劇的な変化だ。

　温かく、しっとりした空間に包まれる。

「そのまま、根元まで咥えてみろ。全体を刺激しないと射精できないぞ」

　アイシャのような上手い女なら、亀頭だけの刺激でも俺を射精させることができるかもしれない。

　しかし、今回が初めてのアリアンはすべてを使って奉仕しないとそこまでいけないだろう。

　射精するまで終わらないことを感じ取ったアリアンは、そのまま徐々に肉棒を根元まで咥えていく。

　そして、とうとうすべてを口内に収め切った。

「いいぞ、そのまま口を使って肉棒をしごくんだ。上手くいけば、俺をイカせられるぞ」

　フェラが終われば、いよいよ膣に挿入だ。

　それを思い出したのか、アリアンの舌の動きが激しくなる。

「れろれろ、ちゅ、ちゅるん」

　頭を上下に動かしながらも、肉棒へ舌を押し付けるようにして刺激する。

「初めてにしてはけっこう上手いじゃないか。才能があるかもな？」

「そんな才能、いらないわ！」

「ほら、フェラが止まっているぞ。一秒刺激が止むと、それだけ射精が遠のくがいいのか？」

　そう言うと、アリアンは俺を睨み付ける。

「あなたが煽るようなことを言うのがいけないんでしょう!?」

「ははは、そんなアリアンにいいことを教えてやろう。フェラしていない間は手でしごくと俺の興奮が冷めないぞ」

「そうやって私を馬鹿にして……今のうちに楽しんでいるといいわ」

　やはり反発しつつも、今度は言われたとおりに手コキをして興奮を持続させている。

　こうやって、少しずつアリアンにセックスのテクニックを教え込んでいく。

　そして、気づいたときにはどうしようもなくエロい身体になっているわけだ。

　それを想像すると、より興奮してくる。

「うっ……と」

　思わず少し精液が漏れそうになってしまった。

　まだアリアンのフェラを楽しみたいのに、こんなところで射精するわけにはいかないな。

「今の……」

　しかし、目ざとい彼女は今の変化を見逃さなかったようだ。

「じゅぶっ、じゅぶっ、じゅるるるる！」

　すかさず大きく頭を振って刺激を加えてくる。

「く、うぅ……」

　これには俺もたまらずうめき声を漏らしてしまった。

「このまま一気にイカせてあげるわ！」

　アリアンは手コキで時間を稼いでいる間に口内へたっぷりと唾を溜め、その中に肉棒を咥えこむ。

「じゅっぷん！」

　とても人体から発せられたとは思えないほどの音が鳴り、肉棒がすべてのみ込まれた。

「う、これは……」

　いろいろなフェラを経験している俺からしても、今のアリアンの口内は別世界だった。

　たっぷりの生暖かい液体が口内全体に行きわたり、そこに飲み込まれた肉棒へ次々絡みついてくる。

　まるで、底なしの沼にでも飲み込まれた気分だった。

「ちゃぷ、れろぉ……」

　その状態のまま、アリアンは舌を動かして肉棒を刺激する。

　舌をそのまま上下にも動かして、器用に肉棒をしごいているのだ。

　ヌルッとした生暖かい口内で、彼女の舌だけが積極的に動いている。

　底なし沼に潜んでいる怪物が、俺の肉棒を捕食しようとしているかのようだ。

「初めてだろ？　それにしては上手いじゃないか」

　俺がそう言うと、アリアンは当然とばかりに答える。

「私は世界を統べる女神なのよ？　人間にできて私にできないことはないわ」

「ほう、俺に負けたのにか？」

「あなたにはこの世界のルールが通用しないじゃない。仕方なかったのよ！」

　そう言って逆ギレするアリアン。

　まあ、徒競走に自動車で参加されては、オリンピック選手でも勝てないよな。

「それより、いいのか？　手が止まってるぞ」

「うっ、ぐぅ……」

　俺を睨みながらも、アリアンはフェラを再開する。実を言うと、さっきのフェラでかなりギリギリのところまで行ってしまったから、今の話に乗ってくれて助かった。

　俺は、出来るだけ長くアリアンの口の中を楽しみたいからな。

「はむ、んぐ。ぺろぺろ、じゅる」

　それを知らぬ彼女は、一生懸命のフェラで俺を射精させようとしている。

　アイシャの双子の姉のようだが、顔は本当に似ているな。

　髪の色を染めれば、一目では判断がつかないかもしれない。

　しかし、こうしてベッドの上にいるとまるで違うことがわかる。

　アイシャは男を受け止める包容力のある女だが、アリアンは自分がリードしないと気が済まないタイプだろう。

　だとすると、この後のセックスも正常位より騎乗位のほうが良いかもしれないな。

　そんなことを思っていると、一旦は抑えていた興奮がまた高まってきた。

「アリアン、そろそろ出そうだ」

「っ！　んふぅ！」

　その言葉で、彼女の動きがより激しくなった。

　俺の腰に手を回して、より深く肉棒を咥えこもうとしている。

「んぅ、えほっ！　はぁはぁ、れろれろれろ」

　深く咥えこみ過ぎたのかむせるアリアンだが、すぐに復帰して俺の興奮を高め続ける。

「もうすぐだ、このまま口の中に出すからな。俺が良いと言うまで飲み込むんじゃないぞ」

　激しく頭を動かしているなかで聞こえているかはわからないが、ダメならダメでまた一つ楽しみが増えるだけだ。

　そして、いよいよ我慢も限界だ。

「アリアン、出すぞ！」

　俺は最後に彼女の頭に手を当てて、その白銀の髪のサラサラとした感触を楽しみながら射精した。

「ん、んぶっ!?　これ、多すぎっ！」

　二発目だというのに衰えを見せない射精は、大量の精液をアリアンの口内に詰め込む。

　そして、それに耐えきれなくなった彼女が頭を上げようとするも、俺に押さえられているために叶わない。

「ふぐ、じゅる、じゅるるる」

　仕方なく精液を口にため込むアリアン。

　射精を終えた俺は、肉棒から彼女の頭を引き離してこっちへ向ける。

「よし、口を開いて見せろ」

「んへぇ……」

　開いた口の中は、俺の真っ白な精液が詰まっていた。

　我ながら、よくもこんなに出したものだ。

「じゃあ、飲んでいいぞ」

　そう言うが、アリアンは苦い顔をするだけだ。

「今のお前は敗者だぞ、自分の立場をわきまえろよ？」

　そう言って少し脅してやると、ようやくゴクゴクと飲み込んでいった。

「うえぇ、最悪の味だったわ。豚の餌にもならないわよ」

「ふん、言ってくれるじゃないか」

　まあ、毒を吐くアリアンも反応のない人形よりはいいな。

「それで、ようやくしてくれる気になったかしら？」

「ああ、なんの話だっけ？」

　あえてとぼけると、彼女は顔を赤くしながらも俺を問い詰める。

「セックスよ、セックス！　さっきからムラムラしてたまらないの！」

「そうだったな、じゃあ始めるか」

　俺は笑いながらベッドへ横になる。

「さあ、女神さまの処女喪失をじっくり見せてもらうぞ」

　次はいよいよ本番だ。

　この高慢な女神が自分から純潔を破るのを見れると思うと、再び興奮してくる。

　俺の肉棒も、次の行為に期待して硬く反り立つのだった。







[image: ]







　ベッドへ横になった俺を、アリアンが上から見下ろしている。

　とは言っても、全体の主導権を握っているのは俺だ。

　ふたりの間には、勝者と敗者の圧倒的な差がある。

　見下ろされながらも俺には余裕があり、アリアンは散々求めていたセックスを前に二の足を踏んでいた。

「どうした、後は俺の上に腰を下ろしてセックスするだけだぞ。まさか、ここまできてやめるとは言わないよな？」

「も、もちろんよ。私だってこれ以上焦らされたくないもの」

　そうは言うが、やはり足が動いていない。

　もしかして、自分からセックスするのに抵抗があるのか？

　女神としてのプライドが残っていて、目の前の状況を拒絶しているのかもしれない。

「あんまり遅いと、俺のが萎えるぞ」

　事実、目の前に極上の女がいても、ずっと動きがなければ慣れてしまうものだ。

　さすがの俺も、何の刺激もないまま勃起状態を維持することはできない。

「わかっているわよ！　ううぅ……」

　アリアンがようやく動き出し、俺の身体を跨ぐ。

　そして、ゆっくりと腰を下ろしてきた。

「そうそう、その調子だ。いい眺めだぞ」

　アリアンは必死のようだが、俺は余裕でそれを眺めている。

「少し黙ってなさいよ……ん、んん！」

　そして、アリアンの手によってとうとう肉棒と膣口が触れ合った。

　その瞬間、彼女は身体を大きく震わせる。

「そうだ、そのまま腰を下ろせば女神の処女喪失だ。二度と見れないだろうからな、しっかりと目に焼き付けておこう」

「くぅ……この変態野郎！　異世界人っていうのはみんなこうなのかしら、よっぽど性格が悪い人ばかりいるの？」

「そんなことはない、敵になった相手だけだ。お前も、俺とセックスして服従を誓えば待遇を良くしてやるよ」

　俺としては、仲間に怪我人も出なかったし、あまり無茶苦茶な待遇にするつもりもないが、アリアンには奪われたアイシャの力を返してもらわなきゃならないからな。

「ふぅ、ふぅ、じゃあ入れるわよ」

　そんなことを考えているうちに、アリアンの決意が固まったようだ。

　彼女は、肉棒の位置を調節すると腰を落とし始める。

「あっ、むぅ……」

　アリアンの膣は、予想どおりというか硬かった。

　しかし、肉体はアイシャと同じようにきちんとした大人の女性だ。

　男を受け入れる造りにはなっているはず。

　彼女もそう考えたのか、少しずつ肉棒を挿入していく。

　すると、膣口のあたりこそかなりキツかったが、中に入るにつれ膣内がほぐれているのがわかった。

「意外と入りそうだぞ、俺の媚薬のおかげか？」

「私が発情したのだってこの媚薬のせいなんだから、本来の役割を果たすのは当り前よ」

　そう言って俺を見るアリアン。

　ふぅふぅと荒い息をしながら、頬を赤く染めている。

　なるほど、これだけ発情しているなら膣内がほぐれているのも納得か。

　恐ろしいのは、それほど発情しつつも思考が働いている女神の精神力だが。

　普通の女なら、処女でも喜んで腰を振るほどの協力な媚薬だ。

　それを完全ではないにしろ抑えているんだから、そこはさすが女神というところか。

「んん、ふぅ……あっこれ……」

　挿入は順調に進んでいたが、ある一点で急に停止した。まあ、想像はつく。

「いよいよ処女膜か。ここが破られれば、アリアンは俺の女になったことになるな」

「わざわざ言わなくてもいいわよ……すぅはぁ、すぅはぁ」

　深呼吸をして気持ちを固めたアリアンが、一気に腰を落とした。

「いっぎぃい！」

　痛みで声をあげる彼女。

　冷静になって意識していた分、痛みも強く感じてしまったのかもしれない。

　そのとき、俺もまた思わず声が出そうになってしまった。

　それは、アリアンの膣内があまりにも気持ち良かったからだ。

　彼女の膣内は、双子の妹であるアイシャに似ている。

　つまりは極上の名器というのが確定しているが、それだけでは俺が声を堪えるまでにはならない。

「くそ、俺のものにぴったりくっついてきやがる」

　媚薬を投与されてしばらくの間、ずっと焦らされていたせいかもしれないが、今まで経験したことがないほど貪欲に肉棒を求めてくるのだ。

　膣内がこれほどの状況になっても正気を保っていたアリアンに、むしろ敬意すら湧いてくる。

　自分がここまで焦らされていたら、自由になった途端にすぐさま女に襲い掛かるだろうから。

　こうやって考えている間にも、膣内は独りでに蠢いて肉棒から精液を絞り出そうとしてくる。

「アリアン、お前の中はすごいな。俺でも長く持たなさそうだ」

　そう言うと、本来の高慢で人を見下す態度に戻った応えが返される。

「そ、そうなの？　まあ、当然よ。私の中に入れられることを光栄に思いなさい」

「しかし、お前のほうも足がガクガクじゃないか。それじゃあ腰も振れないだろう？」

「そんなことないわ、すぐに動かして、あなたがやめてくださいって懇願するまで搾り取ってあげる」

　今の状況では強がりなことは明らかだが、もしセックスに慣れれば可能性としてはあり得るかもしれない。

　そう思えるほど、アリアンの膣内は気持ちよかったのだ。

「動かすわよ……ん、んん！」

　俺の胸に手をつきながら、アリアンが腰を振り始める。

　その大胆な動きは、膣内の肉棒を激しく刺激した。

「ぐ、うお！」

　耐え切れず声を出してしまった俺に、アリアンが声をかけてくる。

「ふふっ、そのままだらしなく精液漏らしてしまいなさいよ」

「お前こそ、声が震えているぞ。それに、俺が大人しく見ているとでも？」

　俺はそう言うと、目の前でユサユサと揺れている巨乳に手を伸ばした。

　張りのあるその胸は、ピストンの動きで揺れていながらも美しい形を保っている。

　それを下から持ち上げるように揉みしだく。

「やっ、胸はダメよ！　そんなに一生懸命揉まれたら私ぃ！」

「ははは、胸でイキそうか？　別に、それでもいいんだぞ」

「いやだって言ってるのに……いっひぃ！　乳首ダメ！」

　硬くなっていた乳首を刺激してやると、面白いように反応する。

　それを堪えるためか彼女の腰の動きが止まったので、今度は俺が下から突き始めた。

「ひっ、ダメダメッ！　あなたは動かないで！」

　そう言って止めようとするアリアンに、俺は一つ話しを持ち掛けた。

「なら、俺が動くのを止める代わりに、アイシャへ奪った力を戻すか？」

「なんで今、妹の話が出てくるのよ!?」

「これもアイシャとの契約のうちだ。で、どうするんだ？」

　本当はこれは契約ではなく、俺のサービスだ。これまでアイシャには世話になったから、そのお返しと言っては何だが、アイシャの望みを聞いてやるのもいいだろう。

「ノーと言ったら、頭の中でセックスのことしか考えられなくなるまで犯してやる。イエスだったら、この一回で媚薬を中和して済ましてやろう」

「そんなの、私に選択肢がないも同じじゃない！　あひっ、うう！　話している間くらい腰を止めなさいよ！」

「だったら、早く答えるんだな。口がきけなくなる前に」

　俺がそう言うと、アリアンは悔しそうな顔をしながらも頷く。

「わかったわ、アイシャに力を戻す」

「それでいい。じゃあ、さっそくイカせてやる」

　返事を聞くと、俺は今までよりも激しく腰を突き上げる。

「あうぅ！　ダメ、気持ちよくなり過ぎちゃう！」

「どうせならアリアンも腰を振れ、お互いに気持ちよく絶頂できるぞ」

「そんなこと言ったって、腰が動かな……っくぅ！　あん！」

　それを見て、俺はアリアンの腰を掴んだ。

「仕方ない、俺がふたり分動かしてやるか」

　そのまま、力を込めてアリアンの腰を持ち上げる。

　そして、それを下ろすと同時に自分の腰を突き上げた。

「あひぃぃぃいいい！　ふ、深すぎるぅ！」

　膣を貫いた肉棒が、そのまま子宮の中にまで入ってしまうのではないかと思うほどの勢いだった。

　しかし、それは一回では終わらずに連続した。

「ら、らめぇ、こんなのイっちゃうの！　我慢できないぃ！」

　子宮を突き崩されて蕩けたアリアンがそう叫ぶ。

「俺も、このまま子宮をこじ開けて中に注いでやるからな」

　ドスドスと力強いピストンは、手付かずだった子宮口を掘削するように突きまくる。

　そして、女神の子宮がとうとう陥落する。

　俺の肉棒相手に、入り口を開き始めたのだ。

「このまま奥に出すぞ！」

　そのときアリアンは快感で身体を支えられず、俺の胸に身体を倒していた。

「いひぃぃ！　きて、おちんぽきてええええ!!」

　耳元で俺を求める言葉を聞きとどけ、俺は抑えていた欲望を開放した。

　ビュルルルルルル！

　蛇口をひねったかのような勢いで精液が子宮に注がれていく。

「あ、熱い。すごいビクンビクンて、まだ続いてる……」

　それがようやく収まったのは、一分以上も後の事だった。

　大量射精をした方ほうも受けたほうも、かなりの体力を消耗してぐったりと倒れる。

「アリアン、約束は守れよ？」

「わ、分かっているわよ。こんなことを何回もされたら、本当におかしくなってしまいそうだもの」

「それならいいがな」

　こうして、五人の女王と女神。

　この世界を支配していた女たちのすべてが、俺に支配下に置かれたのだった。
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　翌日、俺はまず女王たちを地上に返した。

　これは、国を支配する彼女たちがいつまでも不在では面倒なことになりかねないからだ。

　反乱でも起こされて戦乱の時代にでもなったら、今までやってきたことが台無しになってしまう。

　そのためにも、一刻も早く安定した統治をしてもらう必要があった。

　統治の体制に問題はなくても、あまり長く君主が国を開けていては不安だ。

　彼女たちはすぐに後継者を見つけて俺の傍に侍るとかなんとか言っていたが、代わりがそう簡単に見つかるとも思えない。

　しばらくの間は俺のワープで国を行ったり来たりすることになりそうだ。

　そして、俺とアイシャとアリアンの三人は天界に留まっている。

　アイシャの奪われた力を返すためだ。

「でも、アリアンが私に力を返すなんてね。ちょっと信じられないわ」

　若干不審そうに言うアイシャに、アリアンが答える。

「私だってしたくなかったけど、リュウがノーっていったらイキ殺すなんて言うから……」

「おい、俺はそこまで言ってないぞ？」

　思わず訂正するが、すぐにアイシャが突っ込んできた。

「あら、昨日は随分と激しかったみたいね。ベッドの上のアリアンはどうだったかしら？」

「ふん、アイシャよりは積極的だったな。本人ではなくて身体のほうだが」

「へぇ、そうなの……」

　俺の話を聞くと、そのまま視線をアリアンへ滑らせるアイシャ。

「な、何よ。私は媚薬を使われてたんだからね！」

　そう言って反論するアリアンだが、アイシャはもう何事か考えたようだ。

　獲物に対する狩人のような目でアリアンを見ながら笑っている。

「うっ……」

　その視線で凍り付いたように動かなくなる。

　何となく、今の姉妹の力関係がわかる構図だな。

　アイシャのほうが姉っぽいというか、アリアンのほうが女神っぽさが薄れて地が出ている感じだ。

　あれだけ威圧感のあった雰囲気から、今は妹にダメだしをされるドジな姉に見える。

　そのとき、アイシャの視線が俺に向く。

「どうせなら、三人でセックスしながら力を返してもらいたいわ。久しぶりに話もしたいし」

「ちょ、ちょっと何言ってるの？　私はいやよ」

「女神の姉妹相手にか……面白そうだな」

「リュウもなんでノリノリなのよ！　少しはアイシャを止めたらどうなの？」

　これで、消極的なのはアリアンだけ。

「俺は断る理由がないからな。もしかして、姉としての威厳でも保ちたいのか？」

「だって、妹の前でセックスするなんて普通はためらうでしょ!?」

　アリアンはこの期に及んで一般論を出してくるが、この場にそんなものが通用するとでも思っているんだろうか。

　その間にも俺はベッドに横になり、アイシャが服を脱がせて肉棒を露出させる。

「ふふ、もうこんなに大きくなってるわ。リュウも楽しみみたいね」

「双子を相手にするなんて、俺じゃなくても興奮しないほうがおかしい」

　その上、どっちも現実離れした美しさだ。神の子なんだから当然と言えば当然なんだろうが。

「私も、まさかここでリュウとするなんて思ってもみなかったから興奮しているわ。もう入れちゃっていいかしら」

「ああ、俺を楽しませてくれよアイシャ」

　俺が頷くと、アイシャはさっそく服をずらして挿入を始めた。

「んっ、ああ、すごく硬いわ……」

　熱い吐息を漏らしながら、どんどん肉棒を咥えこんでいくアイシャ。

　数秒とたたないうちに、すべてを挿入しきってしまった。

「うそ、そんなに簡単に……」

　あれだけ喚いていたアリアンも、いざ行為が始まると見入っていた。

　昨日自分が苦労して挿入した肉棒があっさりとアイシャの中に飲み込まれたのを見て、唖然としているようだ。

　アイシャも実際に自分の行為をアリアンに見られるのは緊張するのか、いつもより膣内が締まっている。

「さあ、アイシャ。そのまま腰を振るんだ」

「わざわざ見せつけようとするなんて、リュウも意地悪ね」

「なんだ、こういうのは気持ち良くなれないか？」

　そう聞くと、彼女は首を横に振る。

「リュウとなら、どこでだってセックスできるわ。もちろん、アリアンの前でも」

　そして、それを証明するように腰を振り始めるアイシャ。

　最初から結構なスピードが出ていて、お互いの身体がぶつかってパンパンという乾いた音が鳴る。

「あん、はぁああん！」

　さらに、堪えもせずに喘ぎ声を出していくアイシャ。

　それを見るアリアンは、どこかこの光景に圧倒されてるようだ。

「アリアン、そこで見てたらアイシャに力を返せないんじゃないのか？　もっとこっちに来い」

「あ、うん。わかったわ」

　思った以上に素直にいう事を聞くアリアン。この状況に思考が混乱しているのかもしれないな。

「ところで、アイシャに力を返すにはどうやれば良いんだ？」

　腰の上でアイシャが動いているが、まだ余裕のある俺はそうアリアンに聞く。

「相手の身体に直接触れればそれで済むわ。本人のものを返すだけだから」

「ほう……なら、俺の顔の上に跨れ」

「えっ？」

「そのまま、アイシャとキスするんだ」

　最初の言葉にも驚いていたが、続く言葉で絶句するアリアン。

「う、嘘でしょう？　私がアイシャにキスするなんて……」

「いや、本気だ。そして、これは命令だよ」

　そう言うと、流石のアリアンも黙る。昨日明確にした主従関係は絶対だ。

　アリアンはゆっくりと、俺の上にまたがる。

「そのまま腰を下ろすんだ」

「でも、このままじゃリュウの顔に……」

「わかっている。だからそうしろと言ってるんだよ」

　アリアンはとまどいながらも、股間を俺の顔に押し付ける。

　俺は顔全体でその柔らかさを感じると同時に、手をあげてアリアンの尻を揉む。

「あんっ、なんか変な感じが……」

「あら、いいじゃないアリアン。リュウに舐めてもらえるなんて羨ましいわ」

「な、舐めるって何を？　ひゃうっ!?」

　俺はそのまま下着をずらして、アリアンの膣を舐め始める。

　昨日のうちに開発されたそこは、刺激されると同時に愛液の分泌を始める。

　そして、ある程度濡れたところで舌を押し込んでいく。肉棒より柔らかい舌でも容易に挿入できるあたり、どれだけ淫乱に開発されているのかがわかる。

「柔らかいものが中に、これが舌なの？　グネグネ動いて……あんっ！」

「はぁ、はぁ、んくっ。そんな顔も出来るのね……」

　俺の愛撫で感じるアリアンを見たアイシャが微笑むように言う。

「アイシャ、そのままアリアンとキスするんだ。それで力が戻る」

「リュウは面白いことを考えるわね。でも、今のアリアンが可愛いのは認めるわ。……ちゅっ」

「んふ、んんっ？　何するのよアイシャ!?　おふぅ！　いま吸わな……んぐぅ！」

　アリアンがキスをやめようとすれば、俺が愛撫を強めて動きを止める。

　アイシャは積極的に動いているようだから、今俺の上ではふたりが濃厚なキスをしているだろう。

　その姿を見られないのは残念だが、下にいても聞こえてくるキスの音でどれだけ激しいものかわかる。

「はむ、ちゅ……リュウはどうかしら、ちゃんと気持ちよくなってる？」

「アイシャが腰を振ってくれるおかげでな。アリアンのほうもなかなかだぞ」

　俺はそう言って、今度は尻から胸へ手を移動させる。

　しかし、そのうち片方が捕まってしまった。

「アリアンばかりズルいわよ。私のも触って？」

　アイシャはそう言って、俺の手を自分の胸へ持っていく。

　結果、俺は両手でそれぞれの胸を楽しむことになった。

　見た目は似ているが、実際に触ってみると微妙な違いがあった。

　アイシャのほうはもう愛撫にも慣れているからか、揉むたびにぐにゅりと歪む柔らかさがある。

　アリアンの胸は逆に指を跳ね返すような張りがあった。

「ああ、いい気分だ。全身でふたりを堪能できる」

「それはよかったわ。でも、こっちも忘れないでね」

　そう言うと、アイシャは大きく腰を動かして肉棒を刺激する。

　膣肉を意識的に動かしながら、肉棒をしごいて快楽を与えてくる技術はかなりのものだ。

　もうお互いに相手の弱点まで知り尽くしている仲だから、このまま任せても良くしてくれるという確信がある。

「うっ……アイシャも自分から楽しんでいるだろう？　俺は初心者の手ほどきをしなきゃならない」

　そう言うと、もう大分ほぐれてきたアリアンの膣を愛撫する。

「誰が初心者よ、私だって……あぁああっ!?」

　何か反論しようとするも、俺がクリトリスを刺激すると飛び跳ねる。

　暴れられると危ないので、名残惜しげにふたりの胸から手を離す。

　そして、アリアンの腰が大きく動かないように手を回して固定した。

「これで逃げられないな。一気にイカせてやろう」

「なら、私も頑張っちゃおうかしら。覚悟してねアリアン？」

「ちょ、ちょっと待ってふたりとも……んむっ!?」

　静止しようとするアリアンの声は、アイシャのキスで塞がれた。

　俺は好都合だとばかりに責め立てる。

「ふっ、んぐぅぅ！　あひぃ、奥まで舐められてるぅ！」

　かぶりつくようにしながら舌を深く挿入しての愛撫に、たまらず嬌声をあげるアリアン。

「はぁはぁ、あん！　私も、もうイキそうよ……」

　ここまで腰を振り続けていたアイシャにも限界がきたようだ。

「よし、ふたり纏めてイカせてやる！」

　俺は最後に自分から腰を突き上げてアイシャの膣を刺激し、指でクリトリスを擦ってアリアンにも快感を送る。

「あうぅぅうう！　イク、イっちゃうよぉぉぉぉ！」

「私も……イクイク、イッックウウウゥゥゥウウ!!」

　ドビュ、ビュグルルル！

　大量の精液がアイシャの中に注がれていくのと同時に、絶頂で潮を吹いたアリアンに顔を汚される。

「あんっ、ふぅ……中にたくさん入ってる……」

「腰が抜けちゃったかも……」
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　快感に打ち震えるふたりを上から退かし、タオルで顔を拭きながら聞く。

「どうだ、アイシャの力は戻ったか？」

「ええ、しっかりとね。久しぶりだから少し違和感があるけど大丈夫よ」

「そうか、ならよかったな」

　これで、ようやくすべて片付いたか。

　俺はそう思って、一息ついたのだった。
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　無事にアイシャに力が戻ったことを確認した俺たちは、そのまま休憩しつつ今後の事について話す事にした。

　お互いに身体を清めて、部屋にあった椅子に座ってゆったりとしている。

　ちなみに、アリアンは深い絶頂で疲れきったのか、まだベッドの上だ。

「アリアンを倒したことで、俺とアイシャの契約は果たされた。さて、これからどうするかな」

　今までは女神を倒すという目標があったので、それに向けて進んできた。

　だが、それを達成した俺にはもう、進むための道がない。

　正直に言って、目標がないとやる気も湧かないんだ。

「例えば、アイシャは俺にどんな道があると思う？」

　そう聞くと、彼女は腕を組んで考える。

「そうね、今の私ならリュウを元の世界に戻すこともできるわよ？」

「それは却下だ。俺はこの世界を楽しんでいる」

　俺は即答した。

　せっかく堅苦しい現代社会から自由な異世界に来たのに、わざわざ帰る気はない。

　まあ、一分の未練もないかと言われれば嘘になるが、今の生活に比べればどちらを取るかは明白だ。

　元の世界ではお目に掛かれないような美女・美少女に囲まれている上に、魔法まで使える。

　多少の不便さなどは気にならない。魔法で代替できることも多いしな。

「ふふ、そう言ってくれて嬉しいわ。私もリュウのいない生活なんて考えれられないもの」

　そう言って微笑むアイシャ。

「この世界に留まることが決定だとしたら、あとはどうやって暮らしていくかね」

　そこで、俺は一つ気になったことがあった。

「そういえば、お前とアリアンはどうするんだ？」

　力を取り戻したアイシャなら、アリアンに成り代わって新しい女神になることも出来るかもしれない。

「私は……そうね、リュウと一緒に地上へ下りようかしら」

「良いのか？　せっかくアリアンを倒したんだ、今なら女神になれるんじゃないか？」

　そう言うが、アイシャは首を横に振る。

「もともと女神の座には興味はなかったの、ただ私を封印したアリアンを懲らしめたかっただけだから」

「しかし、そうなるとこの世界に女神がいなくなるんじゃないか？」

　前の世界では宗教上の存在としか考えていなかった神だが、異世界に来て実際に目にして考えも変わった。

　力を奪って無理やり女神になったアリアンでも、あれだけの能力を持っていたんだ。

　このふたりを生み出した神となると、本当に世界を創造したり改変する力も持っているのかもしれない。その地位が空白になるというなら心配もする。

「それについては、あまり心配していないわ。女神は本来、あまり地上に干渉するような立場ではないのよ。例え神が沈黙しても、人間は生きていけるんじゃないかしら」

　そう言われて元の世界を思い出す。

　まあ、太陽の爆発やら隕石の落下でもなければ、そうそう滅びもしないだろうな。

　万が一でも、隕石の落下くらいなら何とかなりそうな気もする。

　太陽のほうはどうしようもないが。

「どうやら、自然に任せても問題なさそうだな」

「そうね。ああ、アリアンが女神の地位から堕ちたことで、今までの女性優位の秩序も崩壊していくでしょう」

「そうだな……」

「今までは男の分の魔力もすべて女に与えていたアリアンがいなくなるから、これからは平等に分配されることになるわ」

　今まで見て来た国で酷い扱いを受けてきた男たちのことを思い出す。

　感情移入するほどではないが、あの惨状が解消されるのは喜んでもいいだろう。

「そうすると、女王たちの立場も危うくなるか？」

　今まで抑圧されてきた男たちが反乱を起こしてそれが成功したなら、彼女たちの身が危ない。

　身内と言っていい存在を見殺しにするほど、薄情ではないつもりだ。

「そこは、リュウが女王たちを指導すればいいんじゃないかしら。彼女たちがそれぞれの国で男女の融和政策を取れば、大きな反乱は起きないと思うわ」

「そうしよう。せっかく女神を倒したっていうのに、人間同士で戦争されたらたまらないからな」

　俺はそう言って頷く。

「じゃあ、アイシャはこのまま地上に行くとして、アリアンは……以前のお前のように封印するか？」

　俺の提案にアイシャは考え込む。

「私としては女神の座から引きずり落とした時点で満足しているんだけど、放っておくとまた女に力を与えて混乱を起こしかねないわ」

「よし、封印するか」

　俺がそう言うと、ベッドのほうでガサッと音がする。

「待って、もう悪いことはしないから。封印だけは許して！」

　俺たちの話を聞いていたのか、アリアンがベッドから飛び上がる。

「お前、もう身体はいいのか？」

「舐めないでもらえる？　アイシャに力を返しても、体力を回復させるくらい雑作もないわ」

　俺がそう聞くと、途端に尊大になるアリアン。

「……やっぱり、十年くらい閉じ込めておいたほうがいいか」

「そうかもしれないわね……」

　俺たちがそう結論づけて視線を戻すと、アリアンが慌ててベッドから下りてくる。

「ちゃんと話し合いましょう？　そうすればわかり合えるわ」

　そう言って俺たちを説得しようとしている彼女だが、俺の関心は別のところに向いていた。

　アリアンは身体にシーツを巻き付けているが、その下は全裸らしい。

　こういう、いかにもな感じのスタイルは男の性欲を沸き立たせる。

　あれこれ言うなら押し倒してもう一戦してやろうかと腰を浮かせたところで、アリアンが異変に気付いた。

「あら、アイシャどうしたの？　具合でも悪いのかしら」

　その言葉に視線を前のほうへ向けると、さっきまで普通に会話していたアイシャが前屈みになっている。

　胸に手を当てて、何かを堪えているようだ。

「アイシャ、アイシャ！　おい、聞こえるか？」

「う、うぐ……」

　すかさず俺が駆け寄って話しかけるが、うめき声しかあげない。

　聞こえていないということはないだろうから、応える余裕がないんだろう。

「マズいな、俺は医者じゃないんだぞ……」

　傷を塞いだり体力を回復させる魔法は使えるが、人の体内に関する知識は人並みにしかない。

　下手に手を出せば悪化させてしまう危険性がある。

「これは……ただの病気じゃないわ」

　すると、横からアリアンが割り込んで来た。しかも、その目はいつになく真剣だ。

「わかるのか？」

「アイシャの中で魔力が渦巻いているわ、暴走状態ね。私から取り込んだ魔力が切っ掛けかもしれないわ」

「しかし、お前は魔力を元の持ち主に返す簡単な作業だと言っただろう」

　そう言うと、アリアンも難しい顔をする。

　焦りのせいか、だんだんと身体が熱くなっていた。

「そのはずだけど……もしかしたら、アイシャのほうに変化があったのかもしれないわ」

「昔の自分の魔力に合わないほど、変化しているっていうのか」

　以前の魔力と今の魔力がお互いを排除するために争っているということらしい。

「いったいどうすれば……ぐっ、なんだ!?」

　手を出しあぐねていると、突然俺たちのいる城が揺れ始めたのだ。

　この天界で地震が発生するわけがない。

　すると……この城が崩壊を始めているというのか！

「リュウ、早く逃げないと。このままだと押しつぶされるわ！」

「よし、今アイシャを連れて行く。アイシャ、脱出するぞ？」

　俺は彼女を抱き起こそうと手を出す。

「ぐあぁっ！」

　しかし、身体に触れる寸前でアイシャから黒い炎が吹き出した。

　俺は思わず焼かれた手を見るが、そこに傷はない。

「こいつ、魔力だけを焼いているのか？」

　禍々しい黒い炎は、実体を持たずに周りの魔力だけを焼き尽くしている。

　さっきから熱さを感じているのも、これが原因だったのか？

　これがアイシャの身体の中でも起きているとしたら、数分と持たずにすべての魔力を失うだろう。

　そして、おそらくそれと同時に城も崩壊する。

　神によって造られた城だ、神の魔力が暴走すれば只ではすまないだろうな。

「リュウ、どうしたの？　早くしないと本当に死ぬわよ!?」

「アリアンは先に城の門に行け。そこにゲートがあるから確保しておくんだ！」

「わかったけど、急いでよね！」

　そう言って部屋から飛び出していく彼女。

　残されたのはふたりだけだ。このまま残れば城に潰されるが、燃え盛るようなアイシャを抱えて痛みに耐えながら逃げられる自信はない。

　タイムリミットまであと三分もないだろう。

　俺はようやく女神を倒したところで、異世界に来て最大の危機に瀕するのだった。
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　俺は、天界でひとり決断を迫られていた。

　いったいどうすればアイシャを救えるのか。

「うぅ……ぐっ……ぁ……」

　そうしている間にも、アイシャは苦しそうに声をあげる。もう、一刻の猶予もなさそうだ。

「……やってみるか」

　そこで、一番始めに思いついたものの、解決できる確証がないための保留していた手段を選択する。

　それは、俺自身の魔力で暴走する二つの魔力をまとめて押しつぶすというものだ。

　暴走しているのが魔力である以上、魔力で干渉できないはずがない。

　しかし、ただでさえ二つの魔力が争っているところにもう一つ魔力が加わってアイシャが耐えられるのかという疑問があり、保留にしていたのだ。俺は意を決して、自分の魔力を高める。

「頼む、アイシャ。耐えてくれ……！」

　そう願いつつ、俺はアイシャの身体に自分の手を押し当てた。

　そして、一気に全魔力を叩き付けて暴走する魔力を消し去ろうとする。

　ジュウゥゥゥ

「ぐっ、がああぁぁ！」

　手が焼け爛れているかのような激痛が走る。ただ、実際に傷が付いている訳ではない。

　俺の手からアイシャに流れ込んでいる魔力が黒い炎のような魔力に触れた瞬間、マグマに触れた水のように蒸発していくのだ。

　その熱は流し込んでいる魔力を伝って俺にも苦痛を与える。

　魔力は人の全身に行き渡る第二の血のような物だ。

　それが沸騰したように熱せられるのは、想像を絶する痛みだった。

「だが、いける！」

　身を焼かれるような痛みを耐えながらも、俺は希望を見いだしていた。

　俺の送り込んでいる魔力が、徐々にだが二つの魔力を押し始めたのだ。

　ここが好機だと思った俺は、流し込む魔力を増大させた。

　すべての魔力を消費する勢いで放出すると、まるでポンプから放水したかのような濁流となる。

「うおおぉぉぉおおお！」

　身体の中の魔力が欠乏していくのが感じられる。

　押していると言っても、相変わらず黒い炎と接触した部分の魔力は蒸発するように消えているのだ。

　このまますべての魔力を使いきれば、もう二度と魔法が使えなくなるという可能性もある。

　だが、かまうものか。

　元々魔法のない世界から来たんだ、魔力がなくても死にはしない。

「リュウ……なの？」

　炎の勢いが弱まって来たところで、アイシャが俺に気付いた。

「意識をしっかり持てよ。もう少しで助けてやるからな」

　俺は、一気に勝負を決めるためにさらに魔力を強めた。

　放出を制限していたダムを自ら決壊させたような勢いの魔力が黒い炎を押しつぶす。

　そして、とうとう暴走していた魔力を鎮圧することに成功した。

「はぁ、はぁ……アイシャ、大丈夫か？」

　連続して激痛を受け続けたせいか、両手の感覚が鈍い。

　しかし、なんとか動かすことはできるようでアイシャを抱き起こす。

　もうさっきのように魔力の炎で焼かれることはない。

「……」

　身体を揺すってみるが、再び意識を失ったのか返事がない。

「まずは、ここから脱出するのが先決か」

　アイシャの魔力暴走が治まっても、城の崩壊は収まる気配がない。

　一度崩壊が始まってしまったものは、そうそう簡単には止まらないらしい。

「せっかく助かったんだ、無事に逃げないと台無しだぞ」

　自分に言い聞かせるようにしながら、アイシャを担ぎ上げる。

　もうほとんど魔力を使い切ってしまったので自力で運ぶしかない。

　俺は崩壊する建物に注意しながら、脱出を図るのだった。

　魔力の補助のない俺の動きは遅かったが、なんとか崩壊前に城から脱出することができた。

　俺たちが建物から出た後、数分もしないうちに、全体が一気に音を立てて崩れたのだ。

「間一髪だったな……」

　俺は、残ったわずかな魔力で飛んでくる瓦礫や砂塵から身を守りつつ、そうつぶやいた。

「……ん、リュウ？」

　下から声が聞こえた。慌ててしゃがむと、寝かせていたアイシャが意識を取り戻したようだ。

「無事で良かった、突然お前の身体が燃え上がったから焦ったぞ」

「私の身体が？　そういえば、魔力がほとんど感じられないわ」

「どうやら、お前の身体の中で新旧二つの魔力が争ったみたいだ」

「そんなことが……」

　アイシャは、信じられないというような顔で俺を見る。

「ああ、その結果黒い炎のような魔力になって身体を蝕んでいた。俺が魔力を流し込んで鎮圧したが、おかげでこっちも残量がゼロだ」

「リュウが魔力を使い果たすほどなんて、よっぽどのことね」

　アイシャは神妙な顔つきに変わって、手で身体を抱える。

　自分の身体が燃え上がっていたなんて言われたのだ、それで感じる恐怖も相応だろう。

　だからと言って、説明しないわけにもいかなかったが。

「まずは、城が崩壊したから地上に帰りたいと思ったんだが……」

　俺が顔をしかめて前を向く。

「ゲートがあれじゃ無理だろう」

　視線の先では、俺たちがこの天界にやってくるときに使ったゲートの残骸があった。

　ゲートにはアリアンがいたはずだが、流石に脱出しただろう。

　それを責める気はしない。俺だって倒れてくる城の下にはいたくないしな。

　これほどの巨城ならばなおさらだ。

「アイシャは、あのゲート以外に地上へ降りる方法は知らないのか？」

　俺の言葉に、彼女は首を横に振る。

「あるにはあるわ、神が地上に干渉する手段を利用するとかね」

「その様子だと、今は使えなさそうだな」

「ええ、そうよ。必要な道具はすべて城の中だし、例え無事に掘り出せても膨大な魔力がいるわ」

　そう言われて舌打ちをする俺。

「チッ、八方塞がりか。地上からもう一度ゲートを繋げることも無理か？」

「それも、女王たちの秘宝は力を失っているから不可能ね。しばらくはこのままじっとしているしかなさそうだわ」

　魔力は底を尽き、地上に帰る手段もない。まるで、無人島にでも流された気分だ。

　いや、無人島でさえ植物や動物がいるというのに、ここにはそれもない。

「あるのは瓦礫の山だけだな」

「あ、そうだわ！」

　そこで、アイシャが何か思い出したように立ち上がる。

「なんだ、別の方法でも思い出したのか？」

「そうじゃないけど、近くに綺麗な水の湧き出る泉があるのよ。そこへ行けば飲み物には困らないわ」

　脱出方法じゃなかったのは残念だが、水が手に入るのはありがたい。

　水分を補給できないと、人は数日で死ぬらしいからな。魔力も温存したいし。

　実際に、さっきから魔力の大量使用と運動のしっぱなしである。俺は喉が渇いていた。

「とりあえず、そこに行ってみるか。ここにいてもしょうがないだろうからな」

「わかったわ、泉はこっちよ」

　俺は、アイシャに先導されて泉へと向かうことにしたのだった。

　アイシャに連れられて移動すると、崩壊した城の裏手に出る。

　城の周りには簡単な壁があったが、それは崩壊しており、出るのは簡単だった。

「私が産まれたばかりのころは、その泉でアリアンと遊んだりもしていたのよ」

「ほう、昔は姉妹仲も良かったんだな」

「ええ、私たちを産んだ神がいなくなるまでは……」

　そこで、アイシャの声のトーンが下がる。

「前も言ってたが、そいつがいなくなったせいでアリアンがアイシャの力を奪うことになったんだろう？　だとしたら、一発殴ってやりたくなるな」

「それは無理よ、もうこの世界にはいないもの。それに、万全のリュウだって敵うかどうかわからない強さよ？」

「そう言われると、俄然対抗心が湧くんだが」

「今の話は忘れてちょうだい。それに、あの人もこの世界を私たちで運営できると思ったから出ていったのかもしれないし」

　アイシャのその言葉に、俺は呆れる。

「それが神様流の子育てってやつなのか？　まったく、とんでもないな」

「神なんて、気分次第で天変地異や国の崩壊、それに戦乱なんかも起こす存在だもの。むしろ、私が人間的な考え方に寄っている少数派でしょうし」

「だとすると、消えてくれたほうがありがたかったのか？」

　そんなことを話していると、アイシャの言う泉についた。

　殺風景なまわりと違い、そこだけは草花が生い茂っているようだ。

「しばらくはここで休みましょう。考えるのは、それからでいいんじゃないかしら？」

「そうだな、俺もかなり疲れた」

　そう言って木の根元に寝転がると、途端に緊張が途切れて睡魔が襲ってきた。

「おやすみ、リュウ」

　そして、その言葉とともに意識が途切れるのだった。
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　目が覚めると、何やら甘い匂いがした。

「起きたのね、果物があったから採ってきたの。リュウも食べる？」

　匂い誘われて身体を起こすと、それに気づいたアイシャが近づきてきて何かを渡される。

　それは、リンゴのような黄色い果物だった。

「こんなものがあったんだな」

　城以外は殺風景な場所だっただけに、違和感が強かった。

「前の神が暇つぶしに作ったのかもしれないわね。この天界では神の力が最大限に発揮されるから、大抵のことはできるのよ」

「便利な世界だな……」

　そう言いつつも、試しに一口かじってみる。

「これは……うまい！」

　次の瞬間、思わず感激の声をあげてしまった。

　柔らかい皮は簡単に歯が通り、果肉もジューシーだ。

　口の中で噛みしめるたびにシャクシャクと音が鳴るあたり新鮮さも十分。

　その上、蜜のように甘い果汁が溢れて喉も潤してくれる。

　品種改良を重ねた元の世界の物でも、ここまでの味は出せないと思う。

　これを暇つぶしで作れるというんだから、神の狡さがよくわかる。

「んぐ……もぐ……」

　気づくと、一個丸ごと食べ終わってしまっていた。

　しかも、それだけでかなり腹が満たされている気がする。

「果物一つ取ってもチート級とはな……」

　俺に魅了チートを与えたのもアイシャだから、完全な神ならこれくらい片手間でやってしまえるということか。

「もう食べ終わったのね。じゃあ、今後について話し合いましょう」

「わかった、そうしよう」

　俺とアイシャは泉のほとりの木陰まで行き、そこに座る。

「まず、現状では地上へ戻るための手段は思い当たらないわ」

　それに俺は頷く。

　しかし、次の言葉に驚かされることになる。

「だから、しばらくはここで過ごしても良いんじゃないかと思うの」

「それは、また思い切ったな」

「だって、せっかくリュウとふたりっきりになれたのよ？　助けてくれたお礼もしたいし」

　そう言うと、俺の身体に寄って来るアイシャ。

　その手が俺の身体を這い、服を脱がせていく。

「仕方ないな……そういうことなら、任せてもいいな？」

　俺の問いにアイシャは二コリと笑った。

「ええ、私がリュウを気持ちよくしてあげるわ」

　それと同時に、俺の身体が押し倒される。

　普通なら背中に当たる草や地面が煩わしいが、ここでは芝生に似た背の低い草がマットレスのように身体を支えてくれている。

　流石にベッドのようにとはいかないが、敷布団程度の柔らかさはあるから上等だ。

「まずは、ここを硬くするわね」

　アイシャはまず肉棒を取り出す。

「少し硬くなりはじめているかしら。もう期待してるの？」

「アイシャが奉仕してくれるなら、期待もするさ」

「そう言ってもらえると嬉しいけど、やっぱり外でするとなると恥ずかしいわね」

　周りにあるのは植物と泉だけ、アリアンも地上に行ったとなればここに残っている者はふたりだけのはずだ。

　しかし、これほど開放感のある場所でするとなると、本能的に不安になることもある。

「そうだな、もしかしたらどこかに行ったお前の親が帰って来るかもしれないな」

　からかうように言うと、アイシャに睨まれてしまう。

「馬鹿なこと言わないでほしいわ。万が一そうなったら、リュウに責任を取ってもらうわよ？」

「おいおい、姉の次は親と戦えっていうのかよ？　勘弁してくれ」

　そう言いつつも、もし本当にそんなことがあれば必ず顔を見てやろうと思う。

「何よそ見してるの？」

　そう言うと、アイシャは俺の肉棒に舌を這わせて存在を主張する。

　流石にもう何回もしてきた相手へのフェラだ。アイシャの動きも手慣れている。

　根元から亀頭までを、しっかりと舌を押し付けながら舐め上げる。

　ザラザラとした舌の感触がダイレクトに伝わってきた。

　何回かそうやって舐められているうちに、肉棒が勃起していく。

「……大きくなったわね、じゃあ今度は咥えてあげる」

　アイシャは言葉どおりに亀頭をパクッと咥え、そのまま肉棒を飲み込んでいく。

「はむ、ん……んぐぅ、はんっ」

　そして、とうとう根元まで咥えてしまった。

　次にはゆっくりと、上下に頭を動かして刺激する。

　頭を動かすことで肉棒の位置を調節しながら、そのつど舌や唇を使って刺激していく。

　アイシャの巧みなフェラで、俺の肉棒は瞬く間に完全状態になってしまった。

「はぐぅ、れろれろ、じゅる……だんだん先から汁が零れてきてるわよ？　もうそろそろいいかしら」









[image: ]











　頃合いを見計らったアイシャは、そう言うと肉棒から口を離す。

　外に出た肉棒は鉄のように硬く反り返っていた。

　しかも、この後の挿入を今か今かと待ちかねるようにヒクヒクと動いている。

　それを見ると、自分の性欲が露骨に現れているようで少し恥ずかしい。

「このおちんちん、いつもより硬いみたい」

　そう言って、熱を持った目で肉棒を見つめるアイシャ。

　熱と言っても昨日のような暴力性のものではなく、性欲から来る火照りだろう。

　彼女は、次に俺の上に後ろ向きで跨る。

「ほう、今度は後ろからか。アイシャの尻がよく見えるぞ」

「これでもっと興奮してくれれば嬉しいわ。それに、前と後ろは中でおちんちんが擦れる場所が変わるから昨日とは違った刺激を感じてちょうだい」

　アイシャはそう言うと、腰を下ろす。

　そして、肉棒を手に持って自分の膣にあてがった。

「入れるわね……んふぅっ！」

　彼女が腰を下ろすにつれて肉棒が膣内に入っていくが、抵抗は少なかった。

「フェラしているだけで濡らしたんだな、やっぱりド変態だよアイシャは」

　俺がそう言うと、まだ半分ほどしか肉棒が入っていない膣内がきゅっと締まる。

「もう、わかっていても言わないで。まだ入れ終わっていないのに、締まって入らなくなってしまうわ……！」

　言葉責めだけでも露骨に反応をするようになったか。

　すっかり淫乱度が上がっているな。もしかしたら、言葉責めだけでイカせることもできるかもしれない。

　とは言え、今はアイシャに奉仕してもらっている途中だ。これ以上のちょっかいは止めておこう。

「あっ、んんっ！　全部入ったわ」

　俺とアイシャの腰が密着する。これで完全に挿入が完了した。

　彼女が言っていたように、昨日の騎乗位とは肉棒の当たる場所が変わっている。

　時折ヒクッと膣内が動くと、それに肉棒が刺激されて快感を得る。

　止まっていてもこれなのだ。ピストンが始まれば、かなりの快感が押し寄せるのは確定なので期待しよう。

「さあ、私の中でたくさん気持ちよくなってね？」

　アイシャはそう言うと、大胆に腰を振り始めた。

　引き締まった尻が上下に動き、それに応じて膣肉が肉棒をしごきあげる。

　膣内のあらゆる場所にある凹凸が不規則に肉棒を刺激していく快楽で、腰が震えてきそうだ。

「ふっ、あんん！　リュウの硬い先が中を削るみたいに刺激して……んぅぅ！」

　快楽を感じているのは俺ばかりではない。

　勃起した肉棒に膣内を突かれ、削られているアイシャもまた喘いでいる。

　こうやって女の嬌声を聞くと、肉棒がさらに硬くなりそうだ。

「これは、あまり持たないかもしれないな」

　最初からアイシャが大胆に腰を使っていること。

　それに野外である羞恥心なんかも合わさって、いつもより早く射精してしまいそうだ。

　いつもなら、ここでアイシャの尻を掴んで腰を突き上げたくなるんだが……。

「いやっ、ダメよ。今は私に全部任せて！」

　俺の行動を先読みしたアイシャに釘を刺されてしまった。

　若干のもどかしさを感じながら、俺は大人しく横になる。

「私が最後まで、気持ちよくするんだからっ！　ひんっ！」

　俺の性感が高まっていることを感じたアイシャは、ここで動きを変える。

　今までは上下に大きな間隔でピストンしていたが、今度はピストンの途中に腰のひねりを入れてきたのだ。

「横回転が加わると、また違った刺激がくるな」

「はぁはぁ、本当？　イキそうになったら、そのまま我慢せず中に出してね！」

　アイシャの言葉にも余裕のなさが感じられた、向こうの絶頂ももうすぐなんだろう。

　なら、彼女の言葉どおりに我慢せず射精させてもらおう。

「イク、出すぞ」

「あっ……いっぱい、いっぱい出して！　私の中に精液ちょうだいっ！」

　アイシャはその瞬間に腰を深く落とし、亀頭を子宮に押し付ける。

「うっ……」

　ビュゥゥゥ、ビュルルル！

　熱い精液が噴き出して、子宮を熱する。

「熱い、来てるわ。私の中に熱い精液きてっ……んぐぅぅぅぅ！」

　それが引き金になったのか、アイシャの身体も絶頂に跳ねた。

　俺たちは、その体勢のまましばらく絶頂の余韻に浸っているのだった。
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　お互いに絶頂の波が収まるのを待つと、アイシャが俺の上から退く。

　そのときに、肉棒と一緒に中出しした精液が漏れて汚れてしまった。

「こんなに出したのね、リュウ。でも、まだ中にも残っている感じもするわよ？」

　そう言うアイシャの顔は、どことなく嬉しそうだ。

　彼女としては、俺がどれだけ射精したかがポイントの一つになっているんだろうか。

　ともかく、汚れたまま続きをするのも気持ちが悪いので、泉で身体を清めることにする。

　この泉だが、想像したものよりかなり大きかった。

　広いところでは直径三十メートルほどもある楕円形で、中心部は深さもそれなりにありそうだ。

　ふたりとも全裸のままだが、まあ誰かが来るわけでもないし大丈夫だろう。

　なにより、この開放感が少し癖になりつつあるのも事実だ。

　地上に戻ったとき、うかつに全裸で出歩かないように注意しないといけないかもな。

　そうこうしているうちに泉へ足を踏み入れるが、そこでふと気が付いてアイシャに尋ねる。

「なあ、ここで身体を洗っても飲み水は大丈夫なのか？」

　俺の言葉にアイシャが振り返って答えた。

「この湖は決して濁らないように作られているから、大丈夫よ。心配なら、水分は果物から補給すればいいわ」

　そう言うと、ザブザブと水の中に入ってしまった。

　そんな考えでいいのかとも思うが、ここが天界だということを考えると、次の日にまた新鮮な果物が実をつけていても不思議はない。

　そう頭の中で結論づけると、俺もアイシャに続いて泉の中に入った。

　ここにいると、次第に思考が鈍化してしまいそうだ。

　便利な道具はないが、そもそも飢えることはないし、季節の巡りもないらしい。

　まさしく、物語に出てくる楽園のようだ。

「あぁ、気持ちいいな……」

　全身を水に浸すと、思わず風呂に入っているかのような言葉が出てしまう。

　そこにアイシャが近寄ってきた。

「私が身体を洗ってあげるわ」

　そう言うと、水中で俺に抱き付く彼女。

　そのまま、自分の身体を押し付けて俺の身体を擦っていく。

「お風呂で洗うのは前にもやったけど、水中ではどう？」

　あのときはメリア特製のローションを使っていたが、今回はない。

　しかし、それでもアイシャに身体を密着して洗われるという事自体が、かなり気持ちいい。

　水中の独特な浮遊感も合わさって、不思議な感じだ。

「刺激は強くないが、俺は満足しているぞ。こうやって簡単に身体を動かせるしな」

　俺は前面に抱き付いてきたアイシャの身体を反転させ、そのまま後ろから手を回して胸を揉む。

「ちょっと、リュウ？」

　アイシャが咎めるような声で言うが、俺の手は止まらない。

　たっぷりと肉の詰まった乳房を、好き勝手に揉み込んでいく。

　水中という環境で重力の枷から外された胸は、その柔らかさを完全に発揮している。

　手を放しても下に垂れることなく、少し力を入れるだけで地上より容易に形を変えた。

「もう、いつまでも私の胸で遊ばないでもらえる？」

　しばらくは俺の好きにさせていたアイシャだが、流石に数分ほど経つと身体を捻って抜け出してしまった。

「でも、そんなに私の胸が楽しみたいなら、しょうがないわね。今度はこっちで楽しませてあげる」

　そう、自らの胸を腕で押し上げて強調するアイシャ。

　俺はそれを見て笑った。

「それなら、アイシャの気が変わらないうちに急がないとな」

　そう言うと、俺は素早くアイシャを捕まえて抱える。俗に言うお姫様だっこの形だ。

　入ってきたときのアイシャのような勢いで、ザバザバと水を掻き分けて泉から上がった。

　そのまま、泉の中から目を付けた岩のところまで行くと、ようやくアイシャを下ろす。

「もう、いきなり抱き上げられるからびっくりしたわ」

「誘ったのはアイシャだろ、ほら使え」

　アイシャに身体を拭く布を渡して言う。

　ここへ来る途中に崩れた城からいくつか目についた物を持ってきたが、布もその一つだ。

　元はシーツか何かだったじゃないだろうか。

　今は間に合っているが、まだここで過ごすとなると色々と掘り出してこないといけないな。

　アイシャは簡単に身体を拭くと、岩に腰を下ろす俺の前に跪く。

「じゃあ、胸での奉仕を始めるわね」

　そして、彼女は自分の胸の谷間に俺の肉棒を挟み込んだ。

　もともと期待で硬くなり始めていたが、その胸の柔らかさに包まれると一気に勃起する。

「一瞬でこんなに硬く……そんなに好きなのかしら？」

　からかうような目で俺を見ながら言うアイシャ。

「男なら、アイシャの胸を見てこう思わない奴は、ほぼいないだろう」

「どうやらリュウは、そのほとんどのほうみたいね。こんなに元気になってるんだもの」

　自分で乳房を寄せ、肉棒をマッサージしながらそう言うアイシャ。

　これももう何回も経験しているが、飽きることのない刺激だ。

　すべすべとした肌は肉棒に触れれば吸い付くようで、その柔らかさと張りが絶妙な感触は思わず自分から擦りつけてしまいそうだ。

　しかし、ここで欲望に身を任せてしまうほど飢えてはいないのが幸いか。

　冷静に彼女のテクニックを楽しめている。

「こうやって、挟んで交互にすると気持ちいいわよね？」

　俺がどうすれば感じるのかなどお見通しだとばかりに、肉棒を揉み解していくアイシャ。

　自分の身体の一部とはいえ、よくこれだけ自在に動かせるものだ。

　確かにアイシャのテクニックは気持ちいいのだが、さっきから責められてばかりだ。

　そろそろ状況を挽回して俺からも責めていきたいところだ。

「アイシャ、俺のほうでも胸を動かしていいか？」

「いいけど、あまり乱暴にしないでね」

　すると、アイシャは素直に主導権を渡してくれた。

　俺はそれに感謝して、肉棒を挟みつつ放置されている胸に手をのばした。

「はうっ！　胸でしごくんじゃなかったの？」

　俺はアイシャの乳房に手を伸ばすと、まずその乳首に触れたのだ。

「ここも感じるのはわかってる。だったら、両方気持ちよくなりながらのほうがいいじゃないか」

　そう言いつつ、俺は彼女の乳首を弄る。

　指の腹でコロコロと転がすようにしたり、指で挟んで潰すように刺激したりとやり方は様々だ。

「んぅ……はぁ、はぅん！」

　元々性感帯だっただけあって、わずかな時間で感じ始めた。

　こうなれば、後は胸を動かしながらでもできる。

　その巨乳を鷲掴みにしながら、俺は上下に動かして肉棒を擦っていく。

　ローションのような潤滑剤がないので激しくは動かせないが、興奮を高めるのにはこの状況で十分だ。

　物理的な刺激は、この後存分に感じればいい。

「これだけ熱いおちんちんが中に入ったら、どうなってしまうのかしら」

　火照った顔でそうつぶやくアイシャ。

「まだもう少し待て。十分に興奮させてから一気に貫けば、それだけ気持ちいいはずだからな」

「ふふ、素敵ね。想像するだけでイっちゃいそうよ」

　そう言って俺を見るアイシャは必然的に上目遣いになっており、それがまた俺を興奮させる。

　早く押し倒して犯したい欲望にかられる本能を、なんとか押さえつける。

　まだ、もう少し。最高の状態になってからのほうが何倍も気持ちいいはずだと。

「そういえば、アイシャの魔力はどうなったんだ？　あれから回復しているといいんだが」

　話しが反れているが、気になることでもある。

　暴走した状態はかなりわかり易かったが、今は落ち着いているのでアイシャの魔力がどうなっているかわからない。

「そうね、回復してはいるけどまだまだかしら。でも、リュウとセックスし続ければ早く回復できるかもね」

「魔力ってそういうものだったか？」

　こっちにきてからアイシャに魔法と魔力の説明を受けたが、そのときには聞かなかったぞ。

「リュウが想像以上にイレギュラーだったの。あなたほど魔力の強い人と交われば、多少は相手にも影響を与えるわ」

「だが、今は俺も魔力が少ないぞ。それは起こらないんじゃないか？」

　アイシャの魔力暴走を止めたときに無理やり大量の魔力使ったため、今は普段の一割もない。

「わからないわよ？　リュウの魔力は量だけでなく質も高いもの」

　俺をからかうアイシャは今の状況をあまり気にしていないように思えた。

「まったく……今はいいが、地上に帰るための方法を探すときまでふざけるなよ」

「ふふふ、そうね。独り占めしすぎるとユニスたちに殺されちゃうかもしれないわ」

　いつもより冗談のが多いのは、アイシャの中でアリアンとの決着がついたからだろうか。

「あまりふざけ過ぎると、お仕置きすることになるぞ」

　俺は軽めに揉んでいた乳房に力を込める。

「そんなに強くはダメよ！　くる、きちゃうからぁ！」

　アイシャが悲鳴をあげて身体を反らす。

　俺としてはちょっと懲らしめてやろうと思っていたが、どうやらプレイに慣れ過ぎたアイシャの身体は痛みも快感として認識してしまったらしい。

「ひっ、あっあぁああ……」

「どうやら、いい具合に出来上がったようだな。では、いただくとするか」

　俺はアイシャを地面に押し倒す。

　さあ、本番はこれからだ。
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　お互いに準備が整ったのを見計らって、俺はアイシャを押し倒した。

「ああ、リュウ……はやく入れて」

　彼女はそう俺に懇願する。

　さっきの感じ具合からしても、相当性感が高まっているんだろう。

　こうやって外から見ているだけでも、膣がヒクヒクと動いて物欲しそうにしているのがわかる。

　同時に、俺の腕を掴んで積極的に引き寄せようとまでしていた。

　今までもアイシャから挿入を誘われることは多々あったが、ここまで直接的なものは初めてだ。

　俺自身もかなり興奮はしているが、一応思考は働いている。

「なんだ、そんなに我慢できないのか？」

　からかうように言ったつもりだが、アイシャは真剣に頷く。

「あんなに焦らしておいておちんちんをくれないなんて、もう拷問よ。だから、早くちょうだいっ！」

　いつもは理性的なアイシャがここまで乱れている。

　それをしたのが俺だと思うと、やはり嬉しい。

「わかった、じゃあ入れるぞ。まさか、挿入したただけで失神したりはするなよ？」

　そう言いつつ、肉棒を膣口にあてがう。

「んくっ……」

　性器同士が接触した瞬間に、アイシャが息を飲む。

　同時に、膣の奥からじわっと愛液が垂れてきた。

「愛液が漏れてるのがわかるか？　まるで飢えた獣みたいだぞ」

　ここまで濡れていると、内部がどうなっているのか非常に楽しみだ。

　俺は笑みを浮かべつつ、腰を進めていった。

　予想どおりというか、アイシャの膣は肉棒を貪るように咥え込んでいく。

　まだ半分ほどしか入っていないのに、これでもかと膣肉が蠢くのだ。

　まるで、一秒でも早く精液を欲しがっているように感じる。

「あ、ああぁぁ……大きい、熱いのがぁ……」

　アイシャが目を見開いて下腹部を見る。

　徐々に埋まっていく肉棒を見て、その光景を目に焼き付けているようだ。

　俺のほうもアイシャの膣内奉仕に思わずため息を吐く。

　彼女とは今まで何度となくセックスしてきたが、今回が最高に気持ちいいかもしれない。

　すでに俺の肉棒の形になっていると言っても過言ではない膣内は、熟練の動きで俺を刺激してきた。

「うっ、ぃいい！」

　俺はその快感に、自分を制御できず一気に腰を進めてしまった。

　ゆっくりした挿入から突然勢いよく奥まで突かれたアイシャは、食いしばった歯の奥から悲鳴を漏らす。同時に膣内が痙攣したので、軽くイったんだと思う。

　亀頭が子宮まで到達すると、待ってましたとばかりに全体が締め付けられる。

　俺の肉棒を刺激するのに最適化された膣内は、ピストンをするまでもなく射精に導こうとしていた。

「う、動け……」

　肉棒をがっちりホールドされたような締め付けに腰が止まる俺。

　アイシャが焦らされたのと同じように俺の性感も高まっていた。

　そこにこの刺激を食らうと、もう腰を動かすことはできない。

　一度腰を引いて、もう一度打ちつける前に射精してしまうと悟ったからだ。

　いつもなら情けない話しだが、ここに至っては仕方ない。

　なにせ、繰り返されるセックスで俺専用になったアイシャの膣が、全力で精液を搾り取ろうとしてくるのだ。俺に抗う術はない。

「リュウ……きて、中に出して」

　俺の動きからそれを悟ったのか、アイシャはそう言って俺の背に手を回す。

「アイシャ……イクぞ」

　俺はそれに導かれるように身体を前に倒す。

　そして、同時に肉棒もより深く押し付けるようにしながら射精した。

　前戯の興奮で溜まったものを放出するように大量の精液を発射する。

「ああ、出てる！　熱いの子宮に流れ込んでるわ……私も、イクッ！」

　俺の射精した精液を浴びた膣内が敏感に反応してアイシャを絶頂まで押し上げる。

　そのままイったアイシャは、俺を抱きしめながら全身を震わせた。

　もちろん、膣も震えてさらなる射精を肉棒に促す。

　射精中まで刺激された肉棒はなかなか動きを止めず、結局放出は一分以上も続いた。

「はぁ……はぁ……まるで子宮がいっぱいになったみたいよ。お腹がすごく熱いの」

　お互いに身体を密着させているので、至近距離から熱っぽいアイシャの声が聞こえる。

　まるで少女のように感情的になった彼女に興奮した俺は、既に二回目に向けて気持ちが高まり始めていた。

「なんだ、もう満腹なのか？　俺はまだ満足してないんだがな」

　前は騎乗位で責められていたので、今度は俺のほうから責めようと正常位に持っていった。

　しかし、結果は焦らされたことによって凶悪になったアイシャの膣に搾り取られる有様だ。

　こんな状況で終われる訳がないし、性欲も枯れていない。

「私も、まだリュウにして欲しいわ。溢れるまであなたの精液を注いで」

　そう言って俺を見る彼女の目は、完全に情欲に染まりきっていた。

　その言葉が引き金になって俺を動かす。

「気絶するまで……いや、気絶しても俺の性欲が尽きるまで犯しつくしてやるからな」

　俺は密着した状態から身体を少し起こして息を整える。

　そして、アイシャの足を開かせると閉じないように両腕を膝下にくぐらせる。

　準備が整うと、俺はさっそく腰を振り始めた。

　射精後の気怠さを残っているが、今はそれを上回る性欲がある。

　遺伝子に染み付いた動物的な本能に身を任せてアイシャの膣内に肉棒を突き込む。

「あうっ、激しいぃ！　子宮から精液漏れちゃうわ……」

「後からいくらでも注ぎ込んでやるよ」

　俺は不満そうな彼女にそう言うと、腰を動かすのに集中する。

　さっきはアイシャにいいようにやられてしまったが、相手の身体を熟知しているのは俺も同じだ。

　すぐに膣内のＧスポットへ向けて強烈なピストンを食らわせる。

「ひぎっ、らめ……強過ぎる！　そんなに激しくされたらすぐにイっちゃうわ！」

「イカせるためにやってるんだ。もっと声を聞かせろよ」

　そのまま絶頂させるために手を緩めず腰を振る。

　当然のように膣肉が絡み付いて刺激してくるが、俺の与える快感のほうが大きいようだ。

　数分と持たずにアイシャは絶頂に上り詰める。

「イク、イクわ……！　イックゥゥゥ！」

　ビクンビクンと身体全体で絶頂したことを現す彼女。

　しかし、俺はその最中にもピストンを止めなかった。

「あうぅっ！　らめ、壊れるのおお！」

　強制的に絶頂させられた中なかで、なおもピストンを受け続けたアイシャは、自分の性感をコントロールできていないようだった。

「そのまま続けてイケ！」

　俺が執拗にＧスポットを責め立てると、すぐに効果は表れた。

　前の絶頂から一分と経っていないにも関わらずアイシャが悶絶する。

「あっ、ああっ、あふぅぅう!?」

　彼女は自分に何が起こっているのか考える間もなく快感の波に飲まれた。

「ひぃ、ひああぁぁぁああ！　イグゥゥゥウゥウ!!」

　抑えることもできずに連続絶頂するアイシャ。

　両腕を上にあげて、草をむしるように握りしめることで辛うじて意識を保っているようだ。

「そうだ、ここも触ってやらないとな」

　俺はピストンの衝撃で縦揺れしている巨乳にも手を伸ばした。

「んほぉぉっ!?　胸、乳首らめぇぇ！　またイクのおおぉぉ！」

　プシュ、プシャァァァ！

　とうとう潮も吹き始めたアイシャ。

　その姿を見ていると、俺の我慢も限界になってくる。

　責めているのが俺とはいえ、アイシャの膣内は反射的に肉棒を締め付けてくるので快感が蓄積していたのだ。

　それが彼女の痴態を目にすることで抑えられる限界を超えてきている。

「このまま、奥で出すぞ」

「あぁぁあぁああ！　おっ、おふぉおお……」

　俺はそう言うが、アイシャには聞こえていないようだ。

　断続的に絶頂している彼女は、理性が残っているかも怪しい。

　反射的に発しているような意志の無い声を聞きながら、俺はラストスパートに入った。

　激しい動きでアイシャの身体がズレないように固定しながら、俺は深く深く腰を打ちつける。

「おっほおぉぉおっ!?」

　子宮に亀頭がめり込み、グリグリと押し広げようとする。

　一度で無理だとわかれば、何度でも打ちつける。

「イク、イグゥ！　あっ、らめ、そこ開いちゃらめなの！」

　そして、執拗なピストンの前に子宮口が陥落。

「うおぉぉ！」

　俺はそこに全力で腰をねじ込んで射精した。

　ドビュルルルッ、ドクンッ、ドクドクドク……！

「いぃぃぃ！　イクイクイグ……ッグゥゥゥぅ!!」

　子宮に直接流し込んだ精液は、子袋をパンパンにしながらなおも止まらない。

　俺は痙攣するアイシャを抱きしめながら、最後の一滴まで精液を注ぎ込んだのだった。
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　俺は自分の射精が終わるのを感じると、ゆっくりと肉棒を抜いた。

　アイシャの膣はそのときまで締め付けてきて、射精直後だった俺は腰が引けてまう。

　絶頂直後が敏感なのはアイシャも同じなようで、引き抜かれるときにもビクビクと震えが収まらなかった。

　ようやくすべてを膣から抜くと、今まで激しくピストンしていたからか膣口がぽっかりと口を開けたままになっているのが見える。

　そして、そこから俺が中出しした精液がゴポッと音をたてて漏れ出したのだ。

「……少しやり過ぎたか？」

　普段も中出しした膣から精液が逆流することはあったが、ここまでの勢いと量のものはなかった。

　白いシャンプーのような液体が塊になって漏れ、尻を伝って地面に落ちていく。

　膣内に溜まっていた精液だけならこうはならないだろう。

　おそらく、子宮に直接中出しした精液が肉棒の栓がなくなったのに合わせて外に溢れ出たんじゃないだろうか。

　そう思うと、自分のなかに満足感が生まれた。

「……うう、私は……」

　どうやら、アイシャが気がついたらしい。

　俺は溢れ出る精液から視線を外し、アイシャの頭のほうへ移動する。

　彼女は自分で起きようとしていたが、まだあまり力が入らないらしい。

　産まれたての子鹿のように四肢を震わせている。

「起きたかアイシャ」

　俺は彼女の背中に手を回して、身体を起こしてやった。

　まだ行為の余熱があるのか、全身が火照っている。

「ええ……でも、私があんなに乱れるなんて……」

　そう言って顔を赤くするアイシャ。

　正直いつもと同じ人物とは思えないような乱れっぷりだった。

「まあ、俺とふたりきりなんだから大丈夫だろう。誰も見てない」

　すると、アイシャはムスッとした表情で返してくる。

「リュウに見られるのが一番恥ずかしいのだけど？」

「そうか、俺はそれで興奮してたんだがな」

「うっ、そう言われると悪い気がしないからズルいわ……」

　ため息をつくアイシャ。

「でも、セックス自体はすごく気持ち良かったわ。子宮に入りきらないくらい射精されてしまったしね」

　自分の中にある子宮を確認するようにお腹を撫でるアイシャ。

　その表情は、どことなく嬉しそうだ。

「まったく……こんなに出されたら、孕んでしまうかもしれないわ」

　その言葉にドキッとする。

　目を凝らすと、彼女の腹が僅かに膨らんでいるような気がした。

　錯覚かもしれないし、実際に膨らんでいてもそれは俺の精液だろう。

　今まで女王たちにも迷いなく中出ししてきたし、そのときがきたらなんとかすればいいと思っていた。

　しかし、実際に子宮が精子で満タンになってると言われると焦りが生まれる。

「まあ、神子の私と人間の間に子供が生まれるかは微妙だけど」

　その言葉に緊張が抜ける。

　同時に安堵と残念という二つの感情が入り交じって、何とも微妙な感情になったが。

「変な顔してるわよリュウ？」

　アイシャにもそう言われてしまったので、あやふやな感情は仕舞っておくことにする。

「セックスの後はおちんちんを綺麗にしないとね」

　どうやら抜けた力が戻ったらしいアイシャは、そう言うと俺を押し倒す。

　そして、精液と愛液に濡れた肉棒をとまどいもせず口に含んだ。

「んぐ、れろれろ……。べっとり絡み付いてるわね」

　そのまま口内で舌を使い、汚れた肉棒を掃除し始めたのだ。

　前戯としてのフェラではないためか刺激は少ないが、それでもアイシャに舐められているというだけで興奮してしまいそうだ。

　文字どおり溢れるほど射精しておいてなお性欲が尽きていなかったことに自分でも呆れる。

「ペロペロ、ジュルルルッ！」

　肉棒の周りに付いた汚れを舐めとると、アイシャは次にまだ尿道に残っている精液も吸い出そうとした。

　まるで掃除機のような強いバキュームで、中の精液が根こそぎ吸い込まれていく。

　これには流石に快感を感じてしまい、肉棒もまた硬くなってしまった。

「また硬くなってきてしまったわね。でも、流石にちょっと休ませて欲しいわ」

「わかっている」

　いくら性欲の強い俺でも、この状況で襲いかかることはない。

　いつも以上に激しくしてしまった自覚もあるしな。

「ふう、綺麗になったわ。それにしても、こんなに濃い精液なのにこぼれ落ちるほど出すなんて……」

　ようやく肉棒全体を綺麗にし終えた彼女が顔を上げる。

　アイシャは舐めとった精液の味でもみたのか、そんなふうに評価する。

　声から判断すると、さすがの彼女も賞賛半分呆れ半分といった感じだろうか。

　俺も一度の射精でここまでの量が出るとは思わなかった。

　アイシャの中から溢れる精液を眺めるのは面白かったが、いよいよ人間離れしてきたと思う。

「ここまで濃いと、あまり孕まないエルフでも一発で妊娠してしまいそうね」

　そう言うアイシャの顔は笑っている。

「もしかして、本当に私を……うっ！」

　アイシャが何か言いかけたが、何かあったのか途中でお腹を抑えてしまった。

「大丈夫か？　まさか、激しくし過ぎて中を傷つけたのか？」

　俺は慌ててアイシャを支えて状況を確認しようとするが、彼女はお腹を抑えたままだ。

「じっとしていろ、今から回復魔法をかける」

　まだ魔力は回復しきっていないが、通常の魔法は使う程度には問題ない。

　体内といえど、外傷であるならば完璧に治す自信が俺にはある。

　しかし、それは当のアイシャによって制止されてしまった。

「待って、これは傷じゃないと思うわ。私の魔力が……」

「なに？　また暴走しそうなのか!?」

　思わず声を上げた俺にアイシャは首を横に振った。

「いいえ、私の魔力が変質しているの。もしかして、リュウとのセックスが引き金になったのかも」

「魔力の変質だと……。俺との行為はそこまで魔力に影響を与えるのか？」

　俺の魔力が交わる相手に影響を与えるというのは聞いたが、そこまで劇的な変化をするとは聞いていない。

　しかも、今の相手は神子のアイシャだ。魔力の質的には普通の人間よりも強い物を持っているはず。

「推測だけど、私の傷ついた魔力が回復しようとして、見境なく周りの魔力を取り込んだんじゃないかしら？」

「魔力が魔力を取り込む……か」

　強力な魔力同士が一つの身体の中に入っていると、城のときのように争いを始めるのはわかっている。

　それなら、弱い魔力が大きくなろうと取り込むこともあるだろう。

　イメージとしては、人間の国が他の国を併合して大きくなるようなものだな。

　しかし、アイシャの弱っていた魔力が取り込もうとしていたのは俺の魔力だ。

　いつもなら量に任せて自分に適応させてしまうんだろうが、今回はアイシャの魔力は傷つきている上に俺はいつも以上の魔力を注いでしまったんだろう。

　それがお互いの力の差を埋めて、魔力が変質するほどの影響を受けてしまったのか。

「それはアイシャの身体を害する物じゃないのか？」

　拒絶反応を起こしたら大変だと思ったが、彼女の答えは予想外のものだった。

「むしろ逆の効果が現れるかもしれないわ。神に近い私の魔力と、異世界の魔力が混ざったのよ？」

　そう言うアイシャはどこか興奮しているように感じる。

「身体に影響がないなら俺はいいが、本当にいいのか？」

「もちろんよ、これまでにない新しい魔力が私の中で育っているんだもの。もしかしたら、今までより強力になるかもしれないわ」

　そして、改めて俺を見つめてこう言ったのだった。

「リュウ、私ともう一度セックスしましょう？」
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「リュウ、私ともう一度セックスしましょう？　そうすれば、新しい力が目覚めると思うわ」

　アイシャの言葉に俺は頷く。

　その新しい力が天界から脱出するのに役立つ可能性もある。

　どうせ時間は有り余っているんだし、やれるものは何でもやってみるか。

「わかった。で、今度はどうして欲しいんだ？」

　俺の答えにアイシャが嬉しそうに反応する。

「さすが、あれだけ出したのにもう復活するなんて。私も興奮してきたわ」

　アイシャは俺のことをそう言うが、彼女も相当なものだ。

　あれだけ中出しされながらもまだセックスを求めるなんてな。

　そう考えている間にもアイシャが動いた。

「じゃあ、後ろからしてもらおうかしら？」

　そう言って四つん這いになる彼女。

　さんざん腰を打ちつけたのにも関わらず、その尻は白く瑞々しい。

　これを見せつけられて飛び出さない男はいないだろう。

　それをゆっくり独り占めできると思えば、興奮しない訳がない。

　その証拠に、俺の肉棒は早くセックスさせろとばかりに勃起している。

　俺ははやる気持ちを抑えて、ますは優しく尻を撫でる。

「ん、ちょっとくすぐったいわ」

　左右から両手で桃のような尻を揉み込んでいると、アイシャが身をよじる。

　このままいつまでも揉んでいたくなるような感触だが、仕方ない。

「なら、次に進むとするか」

　俺は尻を揉んでいた手をアイシャの股間、膣に向けた。

　彼女のそこはさっきまで激しいセックスをしていたとは思えないほど綺麗だ。

　俺の肉棒で激しいピストンをしたはずの膣口も閉じているのは、締まりがいい証拠だろうか。

　何度セックスしても飽きることのない、最高の身体だ。

　アイシャ自身も俺に好意を寄せてくれているし、もう言うことがない。

「リュウ、早く入れてくれないかしら。もう待ちきれないの……」

　そう言って尻を揺らし俺を誘惑する。

　思わず肉棒を突き込みたくなるが、一応ちゃんと濡れているか調べなければならない。

「すぐに終わるから待ってろ」

「んっ……」

　俺が膣に指を這わせると、やはりというかすでに滑りがあった。

　精液が漏れてきているわけではないというのは色でわかる。

　まるでローションのボトルを突き刺して注いだんじゃないかという濡れ具合。

　これはもう膣内を調べるまでもないな。

「かなり濡れてるぞアイシャ。さっきのセックスから時間も経っていないのに、これだけ愛液が出ている」

　俺はそう言って、指で掬い取った愛液を彼女に見せつける。

「だって、あれだけ中出しして貰ったのに火照りが収まらないんだもの。しょうがないわ」

　俺の手から顔を背けて言うアイシャ。

　さすがに目の前で見せつけられるのは恥ずかしかったらしい。

「まあいい、これだけ濡れていれば問題ないだろう」

　そう言って自分の肉棒を持ち、アイシャの膣口に押し付ける。

「そうよ、これ。これが欲しいの！」

　待ちきれなかったのか、自分から腰を押し付けて肉棒を挿入しようとするアイシャ。

　俺はそれを抑えず、自分も合わせるように腰を進めていった。

「はあぁ！　来た、おちんちん来たぁ！」

　挿入による刺激でさっそく嬌声をあげる彼女。

　お互いに腰を押し付け合ったことで、最初にも関わらず肉棒は膣の奥深くまで進んでいく。

　そして、アイシャの感じる場所である子宮にまで到達した。

「おちんちんがもう子宮にまで……なんて熱いのかしら、あれだけの射精をした後とは思えないわ」

「アイシャの身体が極上だからな、お前になら何度でも射精できそうだぞ」

「ふふ、そう言ってもらえると嬉しいわ。でも、私もちゃんとイカせてね？」

　俺はその問いに、腰を動かすことで答えた。

　アイシャの腰をがっしりと掴み、勢いよく腰を振っていく。

「ひぃっ、あっああぁぁあ！　最初から激しいっ！」

　しかし、俺のピストンを受けるアイシャもしっかりと受け止めてくれている。

　俺がバックから遠慮なく腰を振ると普通の女はすぐにダウンしてしまうが、彼女はそうならない。

　しかも、ただ受け身なけではなく、ピストンする肉棒へ膣肉を押し付けて的確に刺激をしてくれるのだ。

　それが自分とアイシャの相性がいい証拠だと思うと嬉しくなる。

「いい締まりだ、さっきより気持ちいいんじゃないか？」

「リュウの大きいおちんちんに、ようやく中が慣れてきたのよ」

「そうか、ならまだへばるなよ？　始めたばかりだからな」

「でも、私もうイってしまうかも……あんっ！」

「なら、一度イっておけ！」

　俺はそこでピストンを激しくし、肉棒を膣内の要所に突き当てる。

　アイシャの中は、もうすべて把握済みだ。どこをどう責めればイクか手に取るようにわかる。

「ひゃうっ、んあぁ！　イク、イっちゃうぅ！」

　結果、彼女は数十秒と持たずに絶頂した。

　膣内が痙攣し、肉棒を断続的に締め付ける感触が気持ちいい。

　背筋にも汗が噴き出ていた。

「この調子でどんどん行くぞ。しっかりとついてこいよ？」

「あぁ!?　待って、まだイったばかりで……んんぅ！」

　俺はまだ絶頂の波が引かないアイシャをよそに、腰振りを再開した。

　ビクビクと動く膣内へ潜り込ませるように腰を打ちつけ、凹凸のある膣肉を掻きだすように腰を引く。

　その単純な前後運動のなかに、アイシャの弱点を責める動きを混ぜる。

　すると、一つの絶頂が終わるころには別の性感帯で絶頂にのぼり、ほとんどイキっぱなしの状態になるのだ。

　絶頂の痙攣で常に膣肉が肉棒を刺激しているので、俺の性感も高まってくる。

「はぁっ、ああっ、んぐううぅぅ！　らめ、またイクのぉ！　イキ過ぎちゃう！」

　アイシャはこの調子でさっきから嬌声しかあげていない。

　目に見える痴態も、耳で聞く嬌声も、今感じている刺激もすべてアイシャのものだ。

　全身を使って彼女を楽しみ、向こうもまた俺を全身で受け入れてくれる。

　お互いの肉体が一つになったかのような錯覚さえ覚える幸せな時間だが、それにも終わりは来る。

「アイシャ、そろそろ出そうだ」

　できるだけ長く楽しもうと抑えていた性感の高まりが限界になったのだ。

「私もまたイっちゃう！　ねえ、一緒に、一緒にきて？」

「ああ、また新しいのを注いでやる！」

「出してリュウ！　私の中に射精してぇぇぇぇ！」

　俺は力を振り絞って最後のピストンを行い、アイシャのタイミングと合わせて肉棒を深く突き込んだ。

「イク、イクッ、イックゥゥ！　イクイクイクイクッ……っああああぁぁぁぁ!!」

　アイシャが思い切り背を反らして絶頂し、俺も膣内で射精した。

　ドビュ、ドビュルルルル！　ビュク、ビュクビュク……。

　俺は肉棒を子宮に押し付けたまま、最後の一滴まで精液を放出する。

　アイシャは肘を付きながらも、しっかりとそれを受け止めてくれていた。

　やがて、お互いに絶頂の波が治まったところで身体を離した。

「はぁ、はぁ、はぁ……んぐっ」

　アイシャが崩れそうになったので、慌てて身体を支える。

　そして、そのまま抱き起した。

　身体はまだ火照っていたが、意識ははっきりとしているようだ。

　ただ、ぐったりとはしているのでそのまま身体の調子が戻るまで介抱してやる。

　ふたりきりの空間で放っておくこともできないしな。

　しばらくして身も整えたところで、俺は本題に入った。

「で、アイシャ。身体の中の魔力はどうだ？」

「ええ、成功よ。私とリュウの魔力が合わさって変質して、新しい魔力になっているわ」

　アイシャが自分の身体に手を当ててそう言う。

「それは良かった。だが、その力は地上に帰るのに役立ちそうか？」

「大丈夫だと思うわ。でも、一つ問題があるの」

「問題？　いったいどんなことなんだ？」

「この魔力、私では扱えそうにないの。だから、リュウが私の魔力を使って魔法を使うしかないわ」

　その言葉に俺は顔をしかめる。

　自分の魔力こそ自由自在に扱えるが、他人の魔力など扱ったことはない。

　俺の媚薬効果のある魔力やオリヴィアの魔法の矢は相手の魔力に影響を与えることはできる。

　しかし、あれは自分の魔力を流し込むことで相手に異常を与えるものだ。

　相手の魔力を自分の好きなように利用できるなんて代物ではない。

「アイシャの魔力を使う？　どうやってそんなことを……」

「私とキスするの。ふたりの身体が繋がっていれば、後はリュウが使う魔法を思い浮かべるだけ」

　俺の問いは予測済みだったのか、彼女は笑みを浮かべてそう言う。

「持ち主の私がそう確信してるのよ？」

「まあ、半分は俺の魔力が元になっているから可能かもな」

　そう言って自分を納得させる。

　そして、いよいよキスをしようと顔を寄せたところで声がかかった。

「この新しい魔力は強力だけど制御が難しいわ、すべてはリュウにかかってる」

「ここまでアイシャを連れてきたんだ、任せておけ」

　俺はそう言ってアイシャを抱き寄せキスをする。

　そして次の瞬間、俺たちは光に飲み込まれるのだった。
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　俺はアイシャを抱きよせてキスをすると、自分の中で魔法のイメージを浮かべた。

　今まで使っていたワープ魔法。それをさらに発展させた姿だ。

　そして、行先をはっきりと思い浮かべた瞬間、俺たちの身体は光に包まれる。

　まぶしい光に目を瞑るが、アイシャの身体は抱き寄せたままだ。

　万が一放してしまったら、どこに飛ばされるかわかったものじゃないからな。

　そして数秒ほどその状態が続き、唐突に目の前が暗くなる。

　ふと目を開けると、そこは俺の思い浮かべた場所。例の教会の礼拝堂だった。

「うわっ、まぶしっ……って、お兄ちゃん!?」

　驚愕の声をあげたのはユニスだ。

　その顔は、まるでお化けでも見たかのように驚いている。

　見ると、女王たちに加えてレオナやヤリーナたちまでいた。

　もちろん、アリアンもだ。

「ん、んんんん！　んうぅ！」

　そのうめき声で、自分がアイシャとキスをしたままだと気づく。

　顔を離して開放すると、アイシャが大きく息をする。

　とりあえず問題なさそうなアイシャを横に、俺は立ち上がって周りを見渡す。

　やはり、誰もがユニスと同じように驚いた顔をしていた。

　ここまでの美女が揃うと壮観と言って良いが、その顔は何とかしてもらいたいな。

「おい、お前たち。人の事をそんな目で見るなよ、俺はまだ死んでないぞ」

　俺がそう言うと、ようやく現実が飲み込めてきたのか表情が変わる。

　それは安堵の顔だったり泣き顔だったりしたが、なかには表情を変える前に飛び出してくる奴もいた。

「お兄ちゃああああん！」

「ふんっ！」

「うひゃああああ!?」

　俺に抱きつこうと飛び出してきたユニスを受け流し、その勢いのまま後ろへ飛ばす。

　ユニスも素直に転びはせずに体勢を整えるが、すぐに文句を言ってきた。

「そこは受け止めるところでしょ？　感動の再会だよ!?」

「だったらあんな速度で突っ込んでくるな。俺が倒れたらアイシャまで巻き添えになってたぞ」

「う、ぐぅ……」

　何かしらの魔法を使ったんだろう。ジュディスほどではなかったが、かなりの速度だった。

　まともに受け止めていたら体勢を崩していただろう。

　だが、この短いやり取りで場の空気がいくらか和んだ。

　彼女たちの表情を見るに、数分前まで葬式のような空気だったんだろう。

　だから、その感謝の意味も込めてユニスを引き寄せ頭を撫でてやる。

「こ、こんなんじゃ埋め合わせに……むぅぅぅ」

　最初は不満そうにしていたが、数秒も撫でてやると気持ちよさそうに目を細める。

　悪いが、今はこれで勘弁してもらおう。

　何せ、これからやらなければならないことがいろいろとある。

　そこで、ユニスが何かに気づいたように俺を見る。

「あ、お兄ちゃん。お帰りなさい！」

「ああ、ただいま」

　こうして、俺とアイシャは無事に地上へ帰還したのだ。

　その後は、女たちに囲まれて大騒ぎになった。

　俺はその勢いに押されてもみくちゃにされてしまう。

　女三人寄れば姦しいと言うが、これはそれどころではない。

　そのパワーは、数日間断食させた猛獣にも迫るのではないだろうか。

　相手にはヤリーナやシズクといった普通の女性程度の身体能力しか持たない人間もいるので、魔法で吹き飛ばすわけにもいかない。

　結果、俺が解放されたのは一時間以上も後になってのことだった。

　全力でセックスしたときよりも強い疲労感を感じながら、俺は立ち上がる。

「それぞれの話はまた後にしてくれ。それより大事な、この世界のバランスに関わる話がある」

　俺はそう言うと、アリアンを呼ぶ。

「まだ知らない奴のために紹介しておくが、アリアンだ。少し前まで女神をやっていた、アイシャの双子の姉になる」

　まあ、天界に行って戦ったメンバーには、言うまでもないがな。

「ア、アリアンよ……」

　どことなく居心地が悪そうだな。まあ、ついさっきまで殺し合ってた敵だからわからないことはないが。

「アリアンは女神だったが、俺との戦いに負けて忠誠を誓った。今は俺の身内だ」

　そう宣言することで、彼女に対する目線が柔らかくなる。

「よろしく、アリアン！」

「アイシャと瓜二つだと思ってたけど、双子だったのね」

「不肖の姉ですが、どうかよろしくね」

「ちょっと、アイシャ。不肖って何よ？」

　姉妹のやり取りに、早くも笑い声が聞こえる。

　女たちは、元はほとんどが俺の敵対者だった集団だ。

　俺がこう認めたんだから、後は自分と似た境遇のアリアンとも、上手くやるだろう。

「本題に入るが、アリアンが女神の座から降りたことで、女に対する魔力供給が減ることになる」

　これには流石にどよめきが起こった。

　今までの世界の常識が崩れるわけだから当然か。

　だが、エレナイラやオリヴィア、ジュディスなんかはそこまで大きな反応は見られない。

　魔力だけでなく、自分自身のカリスマで国を支配していたという自負があるんだろう。

　俺としても、これからのことを考えると彼女たちのカリスマがあったほうがいい。

「これからは男女平等に魔力が分配されていくが、そうなると困ったことが起きる」

「女と同等の力を持った男による反乱じゃな」

　オリヴィアがすぐに指摘する。さすがに頭が回るな。

「そのとおりだ。幸い急激に魔力量が変化することはないそうだが、いずれはその問題に突き当たるだろう」

　今までさんざん下に扱われてきた男たちが、黙っているはずがないだろう。

　いずれは下剋上をしようとする人間も出てくるはずだ。

　一度戦乱が起こってしまったら、それはあちこちへ飛び火するに違いない。

「このままではやがて地上が戦火に包まれるかもしれない。その前に、女王たちには男女間の融和を進めて欲しいんだ」

「それは、難しい問題ですね……」

　シズクが不安そうに手を合わせる。

　彼女は巫女として山に籠っていたから、政治は得意ではなさそうだ。

　誰か信頼できる人間を付けてやりたいと思うが……。

「では、私がお手伝いしましょうか？」

　そう言って名乗り出たのはジュディスだ。

「私の民へ援助をしていただけるなら、喜んで協力しましょう」

　拠点を失った天空都市の住民だが、未だにジュディスに対する信頼は厚い。

　彼女が説得すれば住民たちは融和政策に乗るだろう。

「もちろんです、是非お願いします！」

　シズクとしても、ジュディスの政治手腕は欲しいようだ。

　あの資源が少ないだろう天空都市を見事に治めていたジュディスの能力は、疑いようがない。

　ふたりの利害が一致したので、この二国は問題ないだろう。

「余もエルフたちを説得して見せよう」

「魔族も、あたしがガツンと言ってやれば大丈夫かなぁ〜」

　オリヴィアはそのカリスマで、ユニスは魔族らしく力で言うことを利かせるらしい。

　ユニスの方法は若干心配だが、人間とは少し違う思考をしている魔族だ。魔族のことは魔族に任せよう。

　となると、残るはエレナイラの国フォルツァンドだが……。

「すまない、我が王。全体として融和の方向に持っていけるとは思うが、田舎や辺境までは手が回りそうにない」

「それは予想していたから謝るな。フォルツァンドには俺が協力する」

　元々大陸の八割を占める大きな国だ。

　エレナイラたちだけですべてを見張れるとは思っていない。

「手始めに、俺がフォルツァンドの王になる」

「おお、ついに名実共に我が王となっていただけるのですね！」

「大陸最大のフォルツァンドの王が男になったというのは、強烈なパフォーマンスになるからな」

　そうすれば、民衆は嫌でも時代の変化を感じるだろう。

「そして、他の各国には俺の国と同盟を結んでもらう」

　今までお互いに不干渉だった国同士で同盟を結ぶことで、結束を固める。

「とりあえずはこんなところだが、何かあるか？」

　俺の言葉に、周りは沈黙する。

「よし、一ヶ月後にフォルツァンドで同盟締結の式典を開くぞ。みんな準備にかかれ」

　こうして、この世界全体が新たな出発をすることになった。

　その後、予定通りに同盟締結の式典が開かれた。

　この式典は盛大なものになり、各国の女王はもちろん上層部の人間が丸ごとやって来る。

　さらに、東西南北から多くの国民も集まって空前のお祭り騒ぎになった。

　まあ、これらは俺が仕上げに使うために集めさせたんだが。
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　さて、いよいよ式典もクライマックスだ。俺はこの同盟の盟主として壇上に立ち、人々を見つめる。

「さて、俺は面倒なスピーチをする気はない。俺が言うのは一言だけだ」

　万を超える人を前に、俺は全身の魔力を練り上げる。

「さあ、求めろ！　新しい世界を!!」

　最大出力の魅了チートが、会場の全員に行きわたった。

　これで、各国の要人や集まった国民は心の中で同盟による新しい世界を求め始める。

　その証拠に、俺の一言を聞いた人間から拍手や喝采があがり、仕舞には大歓声が起きた。

　間違いなくこれで世界の方向は変わり始める。さあ、新しい世界を始めてくれ。

　俺は市民たちの歓声を背に、女たちを連れて城の中へ消えるのだった。
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　新しい世界を作る同盟締結から数週間後、それぞれの国は落ち着きを見せ始めていた。

　俺が女王たちに命じた融和政策は、あの大規模な魅了チートの助けもあって順調に進んでいるという。

　安心するにはまだ早いが、とりあえずの安定は見込めそうだ。

　そして、急ぎの仕事を片付けた女王たちは俺の住むフォルツァンドの城へ押し掛けて来きたのだった。

「それにしても、よくこれだけ集まってこれたな」

　俺はそう言って周りを見渡す。

　部屋の中には、十人の絶世の美女・美少女が集まっていた。

　元々フォルツァンドにいるアイシャ、レオナ、ヤリーナ、エレナイラ、セリア。

　ユニスとメリアは比較的近かったが、シズク、ジュディス、オリヴィアは結構大変だったんじゃないだろうか。

　場所は、俺の寝室だ。彼女たちが何のために来たのかは明白だからな。

「みんなリュウとセックスしたくてうずうずしてたのよ」

　アイシャが俺の横にやって来てそう言う。

　実際、彼女たちの俺を見る目は情欲に濡れていた。

　許しがあれば、今すぐにでも飛びかかってきそうな具合にだ。

　しかし、今はそれぞれが牽制しあって、膠こう着ちゃく状態になっている。

「まったく、人が多過ぎるのも考えものか」

　俺はため息をつく。

　慕ってくれていると思えば嬉しいが、このまま発展して痴情のもつれで後ろから刺されるなんて御免なんだがな。

「あまり激しくなり過ぎないように釘は刺してあるから大丈夫よ」

　俺の心配を感じ取ったのか、アイシャがそんなことを言う。

　やはり最初からパートナーとしていたからか、ハーレムの女たちからは一歩リードしている存在のようだ。

　俺としても、面倒ないざこざを起こさないように彼女が目を光らせてくれているなら安心できる。

「ああ、いつも助かってるよアイシャ」

「じゃあ、そのお礼に私が一番を頂いちゃおうかしら。もちろん、いいわよね？」

　すると、ゆっくりと俺を引き倒して馬乗りになるアイシャ。

「おいおい、いきなりか？」

「だって、後にもたくさん待ってるのよ？　時間は有効に使わないとね」

　そう言って、俺は服をはぎ取られる。

　その際に前のめりになって、アイシャの大きな胸が俺の眼前にまでやってきた。

　身体を揺らしていることで振動が胸まで届き、薄い布だけで覆われた乳房が重そうに揺れる。

　それを見ていると、手を伸ばさずにはいられなかった。

「あんっ、リュウは胸が好きね。もっと形が変わるくらい揉んで欲しいわ」

「こんなに立派なものがあるんだ、手を出さない訳がないだろう」

　その乳房は、揉むと指の間から漏れてきそうなほど柔らかい。

　このままずっと揉んでいたい気もするが、そろそろ本番に移らなければならないだろう。

　ちょうど、アイシャも全裸になって自分の膣に硬くなった肉棒を当てていた。

「リュウのおちんちん、さっそく頂いちゃうわね……んっ、ああんっ！」

　アイシャはためらいなく、一気に奥まで肉棒を咥え込んだ。

　そして、そのまま間髪入れずに腰を振り始める。

「う、いきなり激しいな」

「だって、こんなに大きくて硬いものが入って来てるんだもの、我慢できないわ」

　そう言いつつも、激しく腰を動かす彼女。

　最早、遠慮するような仲でもないが、いつも以上に膣内がキツい。

　膣肉もこれでもかと肉棒をしごきあげてくる。

　こんな膣に肉棒を入れていたら、いくら俺でも長くは持たない。

「あっ、く……ぅんん！　おちんちんビクビクして、もう限界かしら？」

　暴れ牛を乗りこなすかのように激しく上体を動かすアイシャ。

　感じていないはずはないんだが、まだ動きはしっかりとしたものだ。

　そのおかげで、俺もそろそろ限界になりつつある。

「このままやられっぱなしな訳がないだろう？」

　一方的に射精させられるのも癪に障る。

　俺は反撃しようと、下からアイシャの膣奥深くまで肉棒を突き上げた。

「あっくぅ！　おちんちん奥まで突き刺さってるわ。子宮口が開いちゃいそうよ！」

「このまま一発目をくれてやる。ありがたく受け取れよ！」

　そのままガンガンと子宮をノックするように肉棒を突き上げ、自分とアイシャの性感を高めていく。

　そして、まずは俺に責められつつも腰を止めなかった彼女に限界がくる。

「ああっ、イク、イクイクイクッ！　ィイッックゥゥゥゥウウウウ!!」

　それに続くように、俺も限界を迎えて射精した。

　ビュクッ！　ビュー、ビュルルル！

　肉棒から勢い良く精液が吹き出し、アイシャの膣内を満たす。

「すごいわ、熱いのがお腹いっぱいに広がって……」

　うっとりした表情の彼女をそのままに、完全に射精しきるまで肉棒を膣奥に突き刺し続けた。

　ようやくすべてが終わったところで腰から力を抜く。

「はぁ、はぁ、はぁ……腰が抜けるかと思ったわ……」

「それですんでるだけ上出来だろう？　さあ、抜くぞ」

　アイシャを前のめりにさせて、その腰を抱き上げるようにして肉棒を抜く。

　そして、そのままベッドに横たわらせる。

「まずはひとり。次は誰が相手をしてくれるんだ？」

　俺が視線を巡らせると、三人の女が立ち上がった。ヤリーナ、エレナイラ、オリヴィアだ。

「次は、あたいたちの相手をしてもらおうか」

「王よ、存分に奉仕させていただく」

「余も久しぶりでもう滾って滾って仕方ないのじゃ」

　大人の色香を醸し出す三人が並ぶと、それだけで頭がクラクラしてきそうだ。

「三人なら相手にしても不足はないな、さあ来いよ」

　俺が誘うと、すかさず俺を囲む彼女たち。すでに衣服はほとんど脱ぎ去った後のようだ。

「では、我が王。私たちの胸での奉仕を存分に感じてくれ」

　すると、エレナイラの言葉で俺の腰に三人が集まる。

「おお、これはなかなか……」

　三人はそれぞれ自慢の大きな乳房を取り出し、それを肉棒に押しつけ始めたのだ。

　それぞれがアイシャに比肩するほどのいい胸だ。それが一斉に押し付けられたのだからたまらない。

　柔らかい乳房がこれでもかと肉棒にすり寄り、マッサージしていく。

　これほど気持ちのいいマッサージを受けると、肉棒も即座に復活してしまう。

「やはり、主のちんぽは凄いのう。こんなもので突かれたら、一瞬でダメになってしまうのじゃ」

「なんて熱さだろうね、まるで焼けた鉄みたいだ。あたいも早く入れて欲しいよ」

「う、うう……王よ、どうか我にも子種を……」

　それぞれからお願いされ、肉棒も十分に硬くなってきた俺は身体を起こす。

「順番に犯してやる。ますはオリヴィアからにしよう、そこで仰向けになって足を開け」

　俺の言葉に、オリヴィアが素早く行動して足を開く。

「さあ、主よ。余の準備はいつでもいいのじゃ、存分にちんぽを突き入れてくれ！」

「元よりそのつもりだ。そっちこそ、簡単に気絶なんかしてくれるなよ？」

　俺はオリヴィアの秘部に肉棒を押し当て、ゆっくりと挿入していく。

「あ、ああ……余のまんこが広がって……んぎぃ!?」

　彼女が途中で悲鳴をあげる。

　というのも、ある程度挿入したところで膣内が十分に濡れていると判断した俺が、そのまま一息に奥まで突き込んだからだ。

　突然の深い挿入にもオリヴィアの膣は敏感に反応して、次々に肉棒へ絡み付くようにして刺激を与えてくる。

　しかし、本人のほうは予想外の動きで一瞬冷静さを失ったようだ。

　俺はそれを見逃さず、激しく腰を振って責め立てた。

「いっ、あぁぁぁ！　ダメじゃ、いきなりそんなに激しくされたら壊れるぅぅ！」

　叡智を極めたようなエルフの女王を手玉に取っていると思うと、なかなか愉快な気持ちになる。

　そのまま腰を休めることなく、一気にオリヴィアを絶頂まで押し上げようと責めた。

　一度失った冷静さを取り戻す暇もなく、彼女は俺の手の上で好きなように喘がされている。

「あひっ！　らめらめぇ！　ちんぽ凄過ぎるのじゃぁぁ！　うひぃぃぃ」

　端正な顔を快楽で崩しながら喘ぐオリヴィアの顔を見ていると、さらに苛めたくなってしまう。

　俺が腰を動かすたびにブルブルとゆれる大きな胸に目をつけ、それを鷲掴みにした。

「あひぃぃぃ!?　イク、もうイクのじゃ！　イってしまうぅぅう！」

　それが引き金になったのか、絶頂へのスイッチが入ったらしい。

　俺はいよいよかと気持ちを昂らせ、動きを緩めず腰を打ちつけた。

「イッグゥゥゥウウウ!!　あひゃぁぁぁ！」

　ブシュッ、ブシャアアア！

　感じ過ぎたのか、潮まで吹き出すオリヴィアに俺も精液を注ぎ込む。

「これでふたり……」

　そう呟いた俺の背に、女体が押し付けられる。

「リュウさま、次はあたいを犯してくれないかい？」

　そう言いながら、積極的に身体を押し付けて俺を興奮させようとするヤリーナ。

　タイミングをものにするのが上手いな。これも商人のスキルか？

「いいだろう、そこに四つん這いになれ」

　そう言って倒れたオリヴィアの横を指差す。

「ああ、あたいもこんな風にされちまうのか？」

　よこでまだビクビクと震えてるオリヴィアを見て、恐怖と期待の入り交じったような声を出すヤリーナ。

「こうなるかはお前次第だ。せいぜい気を強く持つんだな」

　俺はヤリーナの後ろに立ち、すぐに肉棒を膣に突き立てた。

「ああああっ！　来た、来たよ！　これ太いぃぃ！」

　入れた瞬間から喘ぎだすヤリーナ。

　どうやら、恐怖は完全に吹き飛んだらしいな。

「ああ、これ最っ高！　頭がバカになりそうなくらい気持ちいい！」

　最初はあれだけ嫌がっていたくせに、見違えるほど淫乱になったな。

　もともと肉付きも良かったが、このところ更にいやらしく成長してないか？

　腰を打ちつけるたびに、柔らかそうな尻肉が揺れている。

「ああ、そう言えばヤリーナはこっちもイケたな」

「あぐぅ……そ、そっちは！」

　俺が手を出したのはヤリーナの尻穴だ。

　さっきからヒクヒクと動いて物欲しそうにしていたので、指を挿入して中を愛撫してやった。

「ま、前と後ろ同時なんて、あたい壊れちまう！　もうイキそうだよぉ！」

　案の定盛大に感じているようだ。

　その痴態を見ていると、自然と性感が高まってくる。

「そら、出してやるぞ」

「中に、中にだしてぇ！　リュウさまの精液ぶっかけてくれっ！」

　俺は尻穴に挿入する指を増やして更なる刺激を与えつつ、膣内に肉棒を激しく突き込んで射精した。

「ひっ、あっ、ああああ！　出てる、精液が！　あたいの中に熱いのが流れ込んでくるよ……」

　ヤリーナは、そのまま力が抜けるように崩れ落ちる。

「さて、今度はエレナイラだな」

　ふたりに先を越された彼女は、やっと自分の番が来たと目を輝かせた。

「王、我を犯してくれるのだな!?」

　俺はそれに頷くと、ベッドに腰を降ろしてあぐらをかく。

「ああ、セックスしてやる。だが、動くのはお前だエレナイラ」

　そう言って彼女を抱き寄せ、そのまま自分の足の上を跨ぐように座らせる。

「はぁはぁ……お、王がこんなに近くに……」

　対面座位の格好になった俺たちは至近距離で見つめ合う。

「さあ、このまま自分で挿入して腰を振るんだ」

「わ、わかった……う、ふうぅ！　んんああぁ！」

　エレナイラは自分から腰を落とし、肉棒を咥え込んだ。そして、艶めかしく動き出す。

「んぐ、あひぃぃ！　ちんぽ、ちんぽに抉られるぅぅうう！」

　エレナイラは喘ぎ声をあげて肉棒をぎゅうぎゅうと締め付けてくる。

　これだけでもお互いにかなり気持ちいいが、もっとよくしてやろうと思った。

　彼女は女性にしては身長のあるほうなので、対面座位だと俺の顔の目の前に胸がくるのだ。

　上下に揺れる乳房、その頂点にある乳首に吸い付いた。

「胸、乳首がぁ!?　そんな、ダメだ……気持ちよすぎるのぉぉおお！」

　性感を刺激するように舐め回すと、面白いくらいに反応した。

　同時に、膣内もビクビクと蠢く。

　もう何度も出したというのに、また射精が我慢できなくなってくる。

「うぅ、ううううぅぅ！　出して、中で射精してくれぇぇええ！」

「くっ、出る！」

　エレナイラは最後まで腰を振って、精液をすべて搾り取った。

「くぅぅ、はぁ……」

　彼女は自力で腰を浮かせて肉棒を抜くと、そのまま倒れ込む。

　ふう、次は誰だ？

　そう思って顔を上げると、視界の隅で動くものが目に入った。

「待ってくださいユニス様、これ以上は……ああぁぁ！」

「いいじゃん、シズクのアソコも味わってみたかったんだよね〜。お尻もすっごく気持ちよかったから」

「だからって酷いですわ、こんな……あふぁぁああ！」

　待ち切れなかったらしいユニスがシズクをバックで犯している。

　その前ではレオナがオロオロとしている。

「流石に痴女と性豪なだけあって相性がいいみたいだな」

「あ、主……これは止めたほうがいいのでは？」

「いや、こっちはこっちで楽しむとしよう」

　俺はそう言うと、レオナを四つん這いにさせて肉棒を突っ込んだ。

「うくぅぅ！　主のが私に突き刺さってるぅぅ!?」

「あはは、レオナすっごい変な顔になってる！」

「レオナさん、あんなに乱れて……羨ましいですわ」

　ふたりもレオナの痴態を見て興奮しているようだ。

「どうだ、レオナがイクまでにふたりともイケたら、今日は優先して可愛がってやるぞ？」

「それ、本当にっ!?　よーし、思い切り腰を振っちゃうからね！」

「わたくしも……が、頑張りますわ！　あんっ、ううぅ！」

　ユニスが大きく腰を打ちつけて、シズクもそれを締め付けようと膣を締めているんだろう。

　美少女ふたりがセックスしている光景は最高のオカズになるな。

　とは言っても勝負を仕掛けた以上負けるつもりでは戦わないので、俺もレオナを激しく責める。

「ひぃ！　あ、主の太いので子宮が、子宮がノックされてる！　こんなの持つわけないぃぃ！」

「さあ、イカせてやる！」

　腰に力を入れて、レオナの膣内を掘削するかのような勢いで肉棒を突き込む。









[image: ]











　こっちを締め付ける膣内の弱点を正確に探り、発見したらそこを徹底的に突く。

「おっ、おおぉぉぉお！　そこ気持ちよすぎりゅのぉぉぉお！」

　快感で言葉遣いも怪しくなってきたレオナが嬌声をあげる。

「私たちも負けてられないね」

　ユニスも負けじと腰を振る。

　何人もの女を犯してきただけあって、なかなか上手い。

「ふぁぁあっ！　ひうぅぅぅ！　おちんちんが中を暴れ回ってますのっ！」

　シズクもかなり喘いでいる。

　これは、早々にレオナをイカせないとマズいかもな。

「あひぃぃ！　主のがまた激しくっ……らめぇ、もう耐えられないぃ！」

　本気を出した俺の動きについて来れないレオナは、もうほとんど嬌声を発する肉人形に成り果てていた。

「そのままイケ、中に出すぞ！」

　俺はレオナの子宮に激しいピストンでトドメを差す。

「イッ、イクッ！　イグイグイッグゥゥゥウウウ!!」

　ビュルビュル！　ビュルルルルル！

　精液がレオナの膣内を満たし、子宮まで犯していく。

　少し遅れて、ユニスたちも絶頂した。

「もう出る、出ちゃうよ！　うっ、ううぅぅ！」

「イキます！　わたくしも、あっ、イッ、イクゥゥゥぅ！」

　疲れた様子の三人がベッドに倒れる。

　さすがのユニスも、シズクの名器で大量に搾り取られたのか怠そうだ。

　そのうちに、俺は最後の三人に取りかかる。

「待たせたな。三人ともこっちに来い」

　ジュディス、メリア、セリアの三人がやってくる。

　ふたりの従者は主人より一歩身を引いているし、ジュディスは新参だから少し遠慮が出たか。ここまでは個別に相手をしていたが、どうせなら最後は三人の身体を一度に味わってみようと思った。

「ジュディスは四つん這いなれ、メリアとセリアは俺の横だ」

　ジュディスが俺に尻を向け、左右にメリアとセリアが分かれる。

「わたしがいただいて、いいんでしょうか……」

　あまり接点のないふたりと一緒だからか、不安そうに言うジュディス。

　ずっと天空都市に引きこもっていたからな、人見知りな部分もあるのかもしれない。

「心配するな、すぐにそんなことは気にならなくなる」

　俺はそう言うと、彼女の尻肉を広げた。

　やはりというかこれまでの行為を見ていたせいか、愛液でかなり濡れている。

　そして、自分の肉棒を膣に押し当て腰を進め始める。

「ん、はぁ、大きい……！」

　こうしてセックスしている最中は、以前の高慢な雰囲気も鳴りを潜めている。

　もう少しすれば、俺好みの女になっていくだろう。

「リュウさま、こちらにも下さい……」

「私たちも我慢できないんですっ！」

　両脇のふたりが俺に身体を押し付けてくる。

　仕える女王の影になりがちだが、それぞれ極上の女だ。

　これで興奮しないほうがおかしい。

「はぁはぁ、リュウ様のが大きく……」

　どうやら、それがジュディスにも伝わったらしい。

　これからのことを期待しているのか、息を荒くしている。

「ああ、気持ちよくしてやるさ」

　俺は肉棒をしっかり奥まで突き込んでから、両手をふたりの腰に回して秘裂を愛撫する。

「ゆ、指が中に入って……あぁ！　いきなり二本も！」

「きゃうん！　ご主人さまの指で感じてしまいますっ！」

　さらに、腰も動かす。肉棒を使ってジュディスの膣内をかき回した。

「これ、中がぐちゃぐちゃにかき回されちゃってます！　ひぃ、そこはダメェ！」

　こっちも良い感じに興奮してきているな。

　俺はそのまま両手に美女を抱えてその身体を楽しみつつ、ジュディスを思う存分犯す。

　途中からは慣れてきたのか、向こうのほうからも腰を押し付けてきた。

　それを嬉しく思った俺は、さらに腰を激しくする。

「わたし、もうイってしまいます！　だからっ、中にリュウ様の精液欲しいのぉ！」

「いいぞ、ジュディスも淫乱になってきたな。お望みどおりくれてやる」

　俺は三人の身体に包まれた興奮状態で滾った欲望を、ジュディスの中にぶち撒けた。

　ビュービューッ！　ビュルル、ビュクビュク────!!

「イッヒィィィイ！　子宮に熱い精液かけられてイックゥゥゥ！」

　同時に、メリアとセリアのクリトリスも刺激して絶頂へ導く。

「イクイクイクッ、ああああぁぁあぁぁああ！」

「らめっ、こわれっ、イッ、イっちゃいますぅぅうう！」

　これでとりあえず一巡か……。

　そう思って一息ついている俺に、アイシャが近寄ってきた。

「ねえ、リュウ。外が面白いことになってるわよ？」

　彼女に連れられてベランダに出てみる。

　そこは城の正面門がよく見えるが、何やら騒がしい。

「まさか、男たちの反乱か？」

　表情を険しくする俺に、アイシャは首を振る。

「どうも、リュウの噂を聞きつけて国中から女たちがやって来ているみたいよ？　みんなあなたに抱かれたいみたい」

「ほう、俺の目に適う美女なら抱いてやろう」

　俺が手を横に振ると、城門が自然に開いていく。

　我先にと、濁流のように女たちが押し寄せた。その数、千や二千ではなさそうだ。

　しかも、まだまだ途切れる気配がない。

「…………」

「あらあら、大変ね」

　予想以上の数に言葉も出ない俺を見て、アイシャが面白そうに笑う。

　もしかして、こうなることをわかっていて、俺を国王へと焚きつけたか？

「……ふふふ、あはははは！　いいさ、上等だ。千だろうが万だろうが、いくらでも相手になってやる！」

　アイシャに向き直って顔を見つめる。

「だが、まずは生意気な神子にお灸を据えてやらないとな」

「え、ちょっと。きゃあぁ！」

　そのままアイシャを抱き上げて部屋の中に戻る。

　彼女の悲鳴は、すぐに嬌声へと変わったのだった。










あとがき







『魅了チート二巻』に続きまして、お久しぶりです。大石ねがいと申します。拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。




　なんとか完結巻である三巻を出すことができました。

　……連載期間でみると一年くらいなんですよね。一年に三冊分と考えると早いような遅いようなという感じですが、ＷＥＢのボリュームで見たら決して早くはないかなと思います。のんびりとした連載ではありましたが、この作品を書き始めた当初、どんな形であれ最後まで書ききろうという思いでスタートしました。

　大まかな内容については書き始める当初からイメージしておりましたが、執筆を続けるうちに多少の変化もあったと思います。それでもなんとか完結することができたのは、応援して下さった方々がいるからだと思います。本当にありがとうございます。




　完結をしてほっと一息という感じではありますが、一応次回作も考えております。いつ頃、連載を始めるかなどは決まっておりませんが、何かまた連載したいと思っております。次は魅了チートよりも短めの作品になるかもしれませんが。

　もし新作を見かけることがありましたら、ぜひとも応援していただければ幸いです。




　それでは謝辞に参りたいと思います。




　この作品を見つけて下さいました担当様、誠にありがとうございます。最後まで来ることができたのも担当様のフォローがあったからと思います。多大なご迷惑をかけたかと思いますが、ここまでついてきて下さって、大変心強かったです。




　イラストを担当して下さいました「もねてぃ」様。毎巻、新キャラが増え、大変だったとは思いますが、かき分けが素晴らしく、とても魅力的なイラストでした。これだけ有名な方にイラストを描いていただいたことが、一番の思い出かもしれません（笑）。

　もし別の機会がありましたら、ぜひまた……！




　そして、ＷＥＢで応援して下さった方々。ＷＥＢでの応援がなかったら書籍化どころか完結すらも難しかったかもしれません。ここまで応援していただいて、本当に感謝しております。

　最後に、ここまで読んでくれたすべての読者の方々。少しでも楽しんでいただけたのなら嬉しく思います。次回作もあるかもしれませんので、またお会いできる日を楽しみにしております。

　それでは！





二〇一六年 九月　大石ねがい
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り
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